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Ⅰ　専門分野の成長戦略
　

農業分野
農業分野の取り組みの概要
　①　産業振興計画のこれまでの取り組みによる成果と課題
　　高齢化の進行等により農家戸数が減少する中、生産性の向上や販路の開拓、担い手の確保な
どに取り組んできたことにより、徐々にその成果が現れ、令和５年の農業産出額等は1,136億
円と、産業振興計画がスタートした平成20年から10.7％増加しています。

　具体的な取り組みとして、生産面では、オランダから学んだ環境制御技術を本県の生産条件
に適合させた「次世代型こうち新施設園芸システム」にIoTやAI技術を組み合わせ、更なる増
収、省力化等を目指す「Next次世代型こうち新施設園芸システム」の開発と普及を進めていま
す。

　中山間地域では、集落営農組織等の県内への拡大や農村型地域運営組織（農村RMO）の形成
推進により、中山間地域の農業・農村を支える仕組みづくりを進めています。

　流通・販売面では、卸売市場等とのさらなる関係強化による営業力の強化や県産青果物の
トップセールス等、特に関西圏を中心に県産農畜産物の販売拡大に取り組んでいます。

　さらに、担い手の確保では、産地提案型の担い手確保対策の県内への普及等の取り組みによ
り、新規就農者の確保につなげるとともに、労働力の確保に向けて、農福連携やJA無料職業紹
介所と連携した取り組み等を進めています。

　この他、基盤整備の推進と農地の確保の取り組みでは、地域計画の策定支援等により新規就
農や規模拡大する担い手への農地の集積・集約等に取り組んでいます。

　②　第５期計画ver.2の取り組み
　第5期計画では、「生産性の向上と持続可能な生産方式の両立により所得が確保され、いき
いきと農業ができる環境が確立されている」ことや「多様な農業人材が農業生産や生産基盤の
維持・保全活動に参画し、中山間地域の農業・農村が守られている」ことを目指し、次の５つ
を戦略の柱として、引き続き取り組みます。

柱１　生産力の向上と持続可能な農業による産地の強化 

　IoPプロジェクトのさらなる推進とIoPクラウド「SAWACHI」に蓄積されるデータを活用した
データ駆動型営農支援の強化により、農業のデジタル化を推進し、生産性と収益性の向上に取
り組みます。

　また、近年の記録的な猛暑により様々な品目で影響が見られていることから、高温対策とし
て効果が期待できる機器・資材の導入支援や高温に強い品種への転換を進めるなど、気候変動
に適応した持続可能な農業の実現に向けて取り組みを強化します。

柱２　中山間地域の農業を支える仕組みの再構築

　集落営農組織や農地の受け皿となる法人、農村RMO等、多様な農業人材の確保・育成により、
中山間地域に適した品目の生産振興や農業の多面的機能の保持に取り組みます。

柱３　流通・販売の支援強化 

　関西圏で成果が出てきている卸売市場等との連携による販売強化を横展開し、大都市圏での
量販店フェアの強化等により県産農畜産物のさらなる販売額向上に取り組みます。また、青果
物・ユズ果汁・花きの輸出の強化等、国外市場へのさらなる販路拡大にも取り組みます。

柱４　多様な担い手の確保・育成 

　若者・女性に対する就農意欲の喚起や自営就農への支援に引き続き取り組みます。また、就
農へのハードルを下げるトライアル就農制度の導入、産地の意向に基づいた企業版産地提案書
の作成・PRによる企業誘致の強化などによる雇用就農の増加に向けた支援を行い、多様な担い
手の確保に取り組みます。

柱５　農業全体をけん引する基盤整備の推進と優良農地の確保 

　令和６年度までに策定された地域計画の実行に向けた支援を行います。また、地域計画をも
とに、基盤整備により優良農地を確保し、担い手への農地集積に取り組みます。
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農

地
の

確
保

に
向

け
た

基
盤

整
備

の
推

進
(再

掲
)

（
２

）
基

盤
整

備
の

推
進

（
３

）
農

地
の

確
保

柱
５

　農
業

全
体

を
け

ん
引

す
る

基
盤

整
備

の
推

進
と優

良
農

地
の

確
保

（
２

）
若

者
・女

性
へ

の
就

農
支

援
の

強
化

  働
き

や
す

い
環

境
整

備
に

よ
り農

業
が

女
性

・若
者

か
ら選

ば
れ

る
仕

事
へ

　　
　　

　　
　　

多
様

な
農

業
人

材
・組

織
等

に
よ

り中
山

間
地

域
の

農
業

を
守

る

優
良
農
地

担
い
手

省
エ
ネ
技
術
の
導
入

農
村

RM
O

中
山

間
に

適
した

品
目

の
生

産
振

興

ドロ
ー

ン
防

除
等

ス
マ

ー
ト農

業
機

器
に

よ
る

省
力

化

農
業

の
多

面
的

機
能

の
保

持

po
in

t

po
in

t

①
ま

とま
った

優
良

農
地

の
確

保
に

向
け

た
基

盤
整

備
の

推
進

②
迅

速
か

つ
き

め
細

か
な

優
良

農
地

の
確

保
に

向
け

た
基

盤
整

備
の

推
進

③
担

い
手

へ
の

農
地

集
積

の
加

速
化

　　
④

園
芸

団
地

の
整

備
促

進

（
１

）
地

域
計

画
の

着
実

な
推

進

po
in

t

大
都

市
圏

で
の

量
販

店
フェ

ア
強

化
等

に
よ

り販
売

額
を

U
P

po
in

t
品

目
別

輸
出

戦
略

に
基

づ
き

販
路

を
拡

大
po

in
t

po
in

t

生
産

増
▶

所
得

向
上

▶
担

い
手

増
の

好
循

環
を

創
出

！

①
 卸

売
市

場
関

係
者

との
連

携
強

化
に

よ
る

県
産

青
果

物
の

販
売

拡
大

（
３

）
関

西
圏

に
お

け
る

県
産

農
畜

産
物

の
販

売
拡

大

  中
山

間
地

域
の

条
件

の
悪

い
農

地
  を

ほ
場

整
備

で
優

良
農

地
へ

po
in

t
 企

業
参

入
や

規
模

拡
大

に
 必

要
な

大
規

模
な

農
地

を
創

出

po
in

t

 地
域

計
画

に
基

づ
き

担
い

手
へ

 農
地

集
積

po
in

t

　　
　　

　柱
３

　流
通

・販
売

の
支

援
強

化

新
規

就
農

者

柱
４

　多
様

な
担

い
手

の
確

保
・育

成

  ま
とま

った
農

地
で

の
生

産
に

よ
り

  物
量

を
確

保
し有

利
販

売
へ

po
in

t

＜
農

用
地

保
全

＞

＜
地

域
資

源
活

用
＞

＜
生

活
支

援
＞

農
業

分
野

の
施

策
の

展
開

　　
～

地
域

で
暮

らし
稼

げ
る

農
業

～
 

拡

拡
拡拡 拡拡 拡

拡

拡 拡

拡

拡

拡 拡

拡拡

①
新

規
事

業
者

の
掘

り起
こし

と売
れ

る
商

品
づ

くり

新

新 新 新新 新

（
５

）
ス

マ
ー

ト農
業

の
普

及
推

進

（
４

）
水

田
農

業
の

振
興

（
８

）
６

次
産

業
化

の
推

進

（
６

）
気

候
変

動
に

適
応

した
栽

培
技

術
の

普
及

推
進

（
７

）
畜

産
の

振
興

新
①

新
た

な
技

術
の

実
証

と対
策

機
器

・資
材

の
導

入
支

援

拡

2



◆
分
野
全
体
の
目
標

第
5期
計
画

各
産
業
分
野
の

取
り組
み
の
柱

戦
略
の
類
型

第
5期
計
画
　

戦
略
目
標

出
発
点

現
状
値

R7
年
度

到
達
目
標

４
年
後
（
R9
）

目
標
値

重
点
施
策

該
当

野
菜

主
要

7
品

目
の

生
産

量
（
年

間
）

1
0
.3

万
ｔ

（
R

4
）

1
0
.0

万
ｔ

（
R

5
）

1
1
.0

万
ｔ

1
1
.4

万
ｔ

○

果
樹

主
要

2
品

目
の

生
産

量
（
年

間
）

2
.0

6
万

ｔ
(R

4
)

1
.9

9
万

ｔ
(R

6
)

2
.3

6
万

ｔ
2
.4

1
万

ｔ

花
き

主
要

3
品

目
の

生
産

量
（
年

間
）

1
,6

3
4
万

本
(R

4
)

1
,5

1
8
万

本
(R

6
)

1
,5

6
3
万

本
1
,5

1
8
万

本

次
世

代
型

ハ
ウ

ス
の

整
備

面
積

（
累

計
）

8
4
.2

h
a

（
H

2
7
～

R
4
）

9
6
.7

h
a

(H
2
7
～

R
6
）

1
1
4
.3

h
a

1
3
5
h
a

○

肉
用

牛
飼

養
頭

数
（
年

間
）

6
,0

2
0
頭

(R
4
)

6
,1

5
4
頭

（
R

5
）

6
,3

2
9
頭

6
,3

4
1
頭

稲
W

C
S
の

作
付

面
積

（
年

間
）

2
8
4
h
a

(R
4
)

3
3
4
h
a

(R
6
)

3
3
8
h
a

3
5
4
h
a

有
機

農
業

の
取

組
面

積
（
年

間
）

1
4
6
h
a

(R
4
)

1
9
1
h
a

(R
5
)

2
0
7
h
a

2
7
1
h
a

堆
肥

（
家

畜
ふ

ん
・
馬

ふ
ん

）
の

利
用

量
（
年

間
）

3
2
,2

5
1
ｔ

（
家

畜
ふ

ん
R

2
、

馬
ふ

ん
R

5
)

2
9
,0

6
3
t

（
家

畜
ふ

ん
R

4
、

馬
ふ

ん
R

5
)

3
4
,0

9
8
ｔ

3
6
,1

1
4
ｔ

1
経

営
体

あ
た

り
の

生
産

農
業

所
得

（
付

加
価

値
額

）
（
年

間
）

3
2
0
万

円
（
R

4
)

3
6
6
万

円
（
R

5
）

3
6
3
万

円
3
9
0
万

円

野
菜

主
要

1
1
品

目
の

反
当

収
量

（
年

間
）

7
.6

t/
1
0
a

（
R

5
）

7
.6

t/
1
0
a

（
R

5
）

8
.3

t/
1
0
a

8
.6

t/
1
0
a

○

農
地

の
受

け
皿

と
な

る
法

人
数

（
累

計
）

5
3
法

人
（
R

4
）

5
5
法

人
（
R

6
）

5
9
法

人
6
5
法

人

ス
マ

ー
ト

農
業

の
実

装
面

積
（
シ

ョ
ウ

ガ
で

の
ド

ロ
ー

ン
防

除
面

積
）
（
年

間
）

1
.8

h
a

(R
4
)

4
0
h
a

(R
5
)

9
1
h
a

1
5
0
h
a

農
業
分
野
で
掲
げ
る
目
標
一
覧

２
　

中
山

間
地

域
の

農
業

を
支

え
る

仕
組

み
の

再
構

築

１
　

構
造

転
換

型
４

　
課

題
解

決
型

農
業

産
出

額
等

　
　

出
発

点
（
R

4
）
：
1
,0

8
1
億

円
　

⇒
　

現
状

（
R

5
）
：
1
,1

3
6
億

円
　

⇒
　

R
7
目

標
：
1
,1

9
1
億

円
　

⇒
　

4
年

後
（
R

9
）
の

目
標

：
1
,2

2
4
億

円
　

⇒
　

1
0
年

後
（
R

1
5
）
の

目
標

：
1
,2

4
8
億

円

農
業

生
産

量
　

野
菜

主
要

1
1
品

目
  
出

発
点

（
R

4
）
：
1
2
.9

万
ｔ 

  
⇒

　
現

状
（
R

5
）
：
1
2
.5

万
t　

⇒
　

R
7
目

標
：
1
3
.6

万
ｔ　

⇒
　

4
年

後
（
R

9
）
の

目
標

：
1
4
.1

万
ｔ　

 ⇒
　

1
0
年

後
（
R

1
5
）
の

目
標

：
1
4
.6

万
ｔ

１
　

生
産

力
の

向
上

と
持

続
可

能
な

農
業

に
よ

る
産

地
の

強
化

１
　

構
造

転
換

型
２

　
地

域
産

業
ス

ケ
ー

ル
ア

ッ
プ

型
４

　
課

題
解

決
型

3



第
5期
計
画

各
産
業
分
野
の

取
り組
み
の
柱

戦
略
の
類
型

第
5期
計
画
　

戦
略
目
標

出
発
点

現
状
値

R7
年
度

到
達
目
標

４
年
後
（
R9
）

目
標
値

重
点
施
策

該
当

市
場

流
通

を
中

心
と

し
た

Ｊ
Ａ

販
売

額
（
年

間
）

6
0
2
億

円
（
R

5
）

※
R

4
.9

～
R

5
.8

6
2
6
億

円
（
R

6
）

※
R

5
.9

～
R

6
.8

6
2
6
億

円
※

R
6
.9

～
R

7
.8

 
6
5
0
億

円
○

直
接

取
引

等
多

様
な

流
通

に
よ

る
外

商
額

（
年

間
）

3
.9

億
円

（
R

4
)

4
.7

億
円

(R
5
)

5
.5

億
円

6
.5

億
円

農
畜

産
物

の
輸

出
額

(年
間

)
8
.8

億
円

（
R

4
)

1
0
.1

億
円

（
R

5
)

7
.8

億
円

1
0
億

円
○

新
規

就
農

者
数

（
年

間
）

2
1
4
人

（
R

4
）

2
1
5
 人

（
R

5
）

3
2
0
人

3
2
0
人

○

　
　

う
ち

女
性

新
規

就
農

者
数

（
年

間
）

5
2
人

（
R

4
）

4
7
人

（
R

5
）

1
0
0
人

1
0
0
人

○

　
　

う
ち

若
年

（
1
5
～

3
4
歳

）
女

性
新

規
就

農
者

数
（
年

間
）

1
6
人

（
R

4
）

2
4
人

（
R

5
）

5
0
人

5
0
人

〇

　
　

う
ち

雇
用

就
農

者
数

（
年

間
）

8
2
人

（
R

4
)

6
3
人

（
R

5
)

1
2
0
人

1
2
0
人

〇

認
定

農
業

者
（
新

規
認

定
者

数
）
（
年

間
）

1
2
1
経

営
体

（
R

4
）

1
6
7
経

営
体

（
R

5
)

1
5
0
経

営
体

1
5
0
経

営
体

新
規

農
業

法
人

数
（
年

間
）

7
法

人
（
R

4
）

1
0
法

人
（
R

5
)

1
6
法

人
1
6
法

人
〇

ほ
場

整
備

の
実

施
面

積
（
累

計
）

6
9
.5

h
a

（
R

2
～

R
4
)

1
4
4
.6

h
a

（
R

2
～

R
6
)

2
1
0
.4

h
a

3
0
3
.4

h
a

き
め

細
か

な
基

盤
整

備
の

実
施

地
区

（
累

計
）

-
3
地

区
（
R

6
）

2
0
地

区
4
0
地

区

担
い

手
へ

の
農

地
集

積
面

積
（
年

間
）

9
,1

8
3
h
a

(R
4
)

9
,0

9
8
h
a

(R
5
)

1
0
,0

6
2
h
a

1
0
,7

0
0
h
a

３
　

流
通

・
販

売
の

支
援

強
化

２
　

地
域

産
業

ス
ケ

ー
ル

ア
ッ

プ
型

３
　

グ
ロ

ー
バ

ル
展

開
型

４
　

多
様

な
担

い
手

の
確

保
・
育

成
５

　
人

材
起

点
型

５
　

農
業

全
体

を
け

ん
引

す
る

基
盤

整
備

の
推

進
と

優
良

農
地

の
確

保
５

　
人

材
起

点
型

4



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
野

菜
主

要
7
品

目
の

生
産

量
（
年

間
）

＜
冬

春
ナ

ス
、

冬
春

ピ
ー

マ
ン

、
冬

春
シ

シ
ト

ウ
、

冬
春

キ
ュ

ウ
リ

、
ニ

ラ
、

ミ
ョ

ウ
ガ

、
冬

春
ト

マ
ト

＞

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
年

次
デ

ー
タ

は
、

農
林

水
産

省
「
野

菜
生

産
出

荷
統

計
」
を

確
認

 ・
四

半
期

デ
ー

タ
は

、
Ｊ

Ａ
高

知
県

「
園

芸
販

売
取

扱
速

報
」
を

確
認

1
0
.3

万
ｔ

(R
4
)

1
0
.0

万
ｔ

(R
5
)

1
1
.4

万
ｔ

(R
9
)

1
 I
o
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
 ・

デ
ー

タ
連

携
基

盤
「
Io

P
ク

ラ
ウ

ド
S
A

W
A

C
H

I」
の

本
格

運
用

を
開

始
(R

4
.9

～
)　

 ・
Io

P
ク

ラ
ウ

ド
利

用
農

家
数

 （
R

7
.3

）
　

環
境

・
画

像
デ

ー
タ

の
利

用
農

家
数

：
8
0
3
戸

　
出

荷
・
気

象
デ

ー
タ

の
利

用
農

家
数

：
1
,6

0
3
戸

　
デ

ー
タ

収
集

農
家

数
：
3
,2

7
3
戸

2
 デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
に

よ
る

営
農

支
援

の
強

化 ①
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
を

普
及

す
る

指
導

体
制

の
強

化
 ・

デ
ー

タ
分

析
が

で
き

る
指

導
員

の
育

成
：
8
9
名

（
R

6
）

 ・
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
に

よ
る

営
農

支
援

者
数

：
2
,0

2
8
人

（
R

7
.3

）
②

デ
ー

タ
駆

動
型

農
業

の
実

践
支

援
 ・

現
地

実
証

等
を

活
用

し
た

成
功

事
例

づ
く
り

 　
実

証
ほ

等
の

設
置

：
6
カ

所
 （

R
3
～

R
6
）

 　
デ

ー
タ

分
析

結
果

を
返

す
た

め
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
シ

ー
ト

作
成

数
：
1
1
画

面
（
～

R
6
）

 　
デ

ー
タ

共
有

グ
ル

ー
プ

数
：
4
3
グ

ル
ー

プ
2
4
2

名
（
R

7
.3

）

1
 I
o
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
 ・

Io
P

ク
ラ

ウ
ド

利
用

農
家

数
の

さ
ら

な
る

拡
大

 ・
Io

P
ク

ラ
ウ

ド
の

さ
ら

な
る

利
便

性
の

向
上

 ・
栽

培
・
経

営
改

善
を

支
援

す
る

A
Iエ

ン
ジ

ン
の

開
発

 ・
主

要
７

品
目

で
特

に
平

均
収

量
以

下
の

農
家

等
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
絞

っ
た

加
入

推
進

 ・
雨

よ
け

・
露

地
野

菜
、

果
樹

、
花

き
な

ど
へ

の
推

進

2
 デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
に

よ
る

営
農

支
援

の
強

化
①

デ
ー

タ
駆

動
型

農
業

を
普

及
す

る
指

導
体

制
の

強
化  ・

デ
ー

タ
分

析
が

で
き

る
技

術
指

導
員

の
更

な
る

育
成

 ・
多

品
目

(施
設

野
菜

、
露

地
野

菜
、

果
樹

、
花

き
)で

指
導

が
で

き
る

職
員

の
育

成
と

若
手

の
指

導
力

向
上

②
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
の

実
践

支
援

 ・
増

収
や

経
営

改
善

に
つ

な
が

る
産

地
単

位
の

成
功

事
例

づ
く
り

と
他

産
地

へ
の

横
展

開

1
 I
o
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
①

ク
ラ

ウ
ド

利
用

農
家

数
の

拡
大

と
既

登
録

者
へ

の
サ

ポ
ー

ト
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

 ・
J
A

品
目

部
会

で
の

説
明

や
J
A

購
買

窓
口

で
の

個
別

説
明

な
ど

で
周

知
の

機
会

を
増

加
 ・

補
助

事
業

の
拡

充
に

よ
る

Io
P

ク
ラ

ウ
ド

利
用

農
家

数
と

環
境

測
定

装
置

導
入

農
家

数
の

拡
大

 ・
野

菜
で

は
主

要
７

品
目

は
平

均
収

量
以

下
の

農
家

等
を

対
象

に
加

入
推

進
、

雨
よ

け
・
露

地
は

「
し

っ
か

り
稼

ご
う

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

取
り

組
み

を
強

化
 ・

果
樹

は
土

壌
水

分
デ

ー
タ

や
気

象
デ

ー
タ

の
活

用
促

進
 ・

花
き

は
環

境
デ

ー
タ

の
活

用
促

進
②

Io
P

ク
ラ

ウ
ド

の
利

便
性

の
向

上
【
R

6
～

R
8
】

 ・
病

害
予

測
情

報
画

面
の

構
築

及
び

S
A

W
A

C
H

Iの
既

存
画

面
の

改
修

な
ど

 ・
デ

ジ
タ

ル
機

器
に

不
慣

れ
な

層
に

も
デ

ー
タ

が
見

や
す

く
便

利
に

使
え

る
画

面
の

構
築

③
A

Iエ
ン

ジ
ン

の
開

発
 ・

生
理

生
態

情
報

に
基

づ
い

た
栽

培
管

理
の

カ
イ

ゼ
ン

の
ポ

イ
ン

ト
の

自
動

表
示

機
能

の
開

発
等

の
営

農
支

援
機

能
の

強
化

【
R

7
】

 ・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

コ
ス

ト
削

減
に

つ
な

が
る

最
適

な
温

度
管

理
や

適
正

施
肥

を
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
す

る
G

X
関

連
機

能
の

充
実

【
R

8
】

 ・
営

農
支

援
A

Iや
収

益
改

善
A

Iを
活

用
し

た
ト

ッ
プ

層
に

対
す

る
経

営
改

善
支

援
【
R

7
～

R
9
】

2
 デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
に

よ
る

営
農

支
援

の
強

化
①

デ
ー

タ
駆

動
型

農
業

を
普

及
す

る
指

導
体

制
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

 ・
多

品
目

(施
設

野
菜

、
露

地
野

菜
、

果
樹

、
花

き
)で

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

指
導

が
で

き
る

若
手

の
早

期
育

成
に

向
け

た
研

修
の

充
実

 
 ・

Ｊ
Ａ

と
連

携
し

、
出

荷
デ

ー
タ

や
環

境
デ

ー
タ

、
生

理
生

態
情

報
を

活
用

し
た

営
農

指
導

で
収

量
増

・
品

質
向

上
②

デ
ー

タ
駆

動
型

農
業

の
実

践
支

援
【
R

6
～

R
9
】

 ・
農

家
に

寄
り

添
っ

た
営

農
支

援
に

よ
り

各
地

で
の

成
功

事
例

づ
く
り

を
強

化
 ・

品
目

別
担

当
者

会
等

を
通

じ
た

成
功

事
例

の
共

有

⇒
　

別
図

＜
農

0
1
＞

参
照

（
P

2
1
）

＜
Io

P
ク

ラ
ウ

ド
利

用
農

家
＞ 1
,1

7
7
戸

(R
5
)

↓ 4
,0

0
0
戸

(R
9
)

2
果

樹
主

要
2
品

目
の

生
産

量
（
年

間
）

＜
ユ

ズ
、

ブ
ン

タ
ン

＞

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

各
農

業
振

興
セ

ン
タ

ー
が

調
査

す
る

「
園

芸
品

目
の

統
計

調
査

」
を

確
認

2
.0

6
万

ｔ
(R

4
)

1
.9

9
万

ｔ
(R

6
)

2
.4

1
万

ｔ
(R

9
)

1
 特

産
果

樹
の

生
産

振
興

①
県

域
協

議
会

に
よ

る
生

産
販

売
活

動
支

援
 ・

（
ユ

ズ
協

）
優

良
苗

木
生

産
の

た
め

の
県

選
別

系
統

穂
木

の
生

産
体

制
支

援
（
母

樹
数

）
：
R

1
：

5
6
樹

→
R

6
：
6
4
樹

 ・
（
文

旦
協

）
県

域
の

検
討

会
の

開
催

に
よ

る
栽

培
技

術
の

底
上

げ
：
R

1
：
2
.6

 ｔ
/
1
0
a→

R
6
：
2
.7

 ｔ
/
1
0
a

②
ユ

ズ
の

新
植

推
進

 ・
果

樹
経

営
支

援
対

策
事

業
の

活
用

推
進

事
業

活
用

に
よ

る
ユ

ズ
の

新
植

面
積

：
R

4
：
5
.8

h
a→

R
6
：
1
1
h
a

③
新

規
栽

培
者

へ
の

技
術

支
援

 ・
ユ

ズ
W

e
b学

習
コ

ン
テ

ン
ツ

の
運

用
開

始
　

利
用

農
家

数
：
R

4
：
0
名

→
R

6
：
5
2
名

1
 特

産
果

樹
の

生
産

振
興

①
栽

培
面

積
の

維
持

拡
大

 ・
優

良
園

地
の

担
い

手
へ

の
流

動
化

 ・
水

田
跡

等
へ

の
新

植
推

進
に

よ
る

作
業

の
効

率
化

②
反

収
の

増
加

 ・
技

術
指

導
に

よ
る

栽
培

管
理

の
向

上
 ・

平
坦

地
で

の
栽

培
に

よ
る

作
業

の
効

率
化

 ・
新

規
栽

培
者

の
確

保
・
育

成
に

よ
る

産
地

の
若

返
り

 ・
ス

マ
ー

ト
農

機
の

導
入

に
よ

る
省

力
化

 ・
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
の

推
進

1
 特

産
果

樹
の

生
産

振
興

①
栽

培
面

積
の

維
持

拡
大

〇
各

産
地

に
お

け
る

園
地

流
動

化
の

仕
組

み
づ

く
り

【
R

6
～

R
9
】

 ・
県

東
部

の
ユ

ズ
で

の
優

良
事

例
を

県
域

へ
波

及
 ・

園
地

情
報

の
収

集
と

関
係

機
関

で
の

情
報

共
有

 ・
地

域
計

画
と

連
携

し
、

園
地

台
帳

を
効

率
的

な
手

法
で

整
備

〇
水

田
跡

等
へ

の
新

植
推

進
に

よ
る

作
業

の
効

率
化

 ・
果

樹
経

営
支

援
対

策
事

業
の

活
用

に
よ

る
水

田
跡

等
へ

の
新

植
推

進
【
R

6
～

R
9
】

 ・
農

地
耕

作
条

件
改

善
事

業
の

活
用

に
よ

る
ユ

ズ
、

温
州

み
か

ん
で

の
圃

場
整

備
の

推
進

【
R

6
】

 ・
平

坦
地

で
の

栽
培

に
よ

る
作

業
の

効
率

化
【
R

6
～

R
9
】

②
反

収
の

増
加

〇
技

術
指

導
に

よ
る

栽
培

管
理

の
向

上
【
R

6
～

R
9
】

 ・
部

会
や

県
域

で
の

講
習

会
や

交
流

会
に

よ
る

技
術

の
高

位
平

準
化

 ・
ユ

ズ
で

の
兼

業
農

家
や

定
年

就
農

者
等

、
幅

広
い

対
象

へ
の

技
術

指
導

 （
再

掲
）
・
平

坦
地

で
の

栽
培

に
よ

る
作

業
の

効
率

化
 ・

新
規

栽
培

者
の

確
保

、
育

成
に

よ
る

産
地

の
若

返
り

【
R

6
～

R
9
】

 ・
研

修
事

業
、

地
域

お
こ

し
協

力
隊

制
度

と
の

連
携

【
R

6
～

R
9
】

 ・
研

修
受

け
入

れ
農

家
の

負
担

軽
減

の
仕

組
み

づ
く
り

【
R

6
～

R
7
】

〇
ス

マ
ー

ト
農

機
の

導
入

【
R

6
～

R
9
】

 ・
ド

ロ
ー

ン
防

除
や

リ
モ

コ
ン

草
刈

り
機

等
の

普
及

○
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
の

推
進

 ・
ブ

ン
タ

ン
や

温
州

み
か

ん
で

の
土

壌
水

分
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
か

ん
水

等
の

実
証

【
R

6
～

R
8
】

＜
Io

P
ク

ラ
ウ

ド
利

用
農

家
＞ 1
,1

7
7
戸

(R
5
)

↓ 4
,0

0
0
戸

(R
9
)

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

生
産
力
の
向
上
と持
続
可
能
な
農
業
に
よ
る
産
地
の
強
化

5



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

生
産
力
の
向
上
と持
続
可
能
な
農
業
に
よ
る
産
地
の
強
化

3
花

き
主

要
3
品

目
の

生
産

量
（
年

間
）

＜
ユ

リ
、

ト
ル

コ
ギ

キ
ョ

ウ
、

グ
ロ

リ
オ

サ
＞

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
 年

次
デ

ー
タ

は
、

「
高

知
県

の
園

芸
」
を

確
認

・
 四

半
期

デ
ー

タ
は

、
J
A

高
知

県
「
園

芸
販

売
取

扱
速

報
」
を

確
認

1
,6

3
4
万

本 (R
4
)

1
,5

1
8
万

本 (R
6
)

1
,5

1
8
万

本 (R
9
)

1
 花

き
の

生
産

振
興

①
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
の

推
進

 ・
デ

ー
タ

を
活

用
し

、
指

導
し

た
農

家
数

（
ユ

リ
）
：

1
0
戸

（
R

6
）

②
高

品
質

安
定

生
産

技
術

の
開

発
・
確

立
 ・

ト
ル

コ
ギ

キ
ョ

ウ
の

土
壌

病
害

対
策

の
推

進
　

低
濃

度
エ

タ
ノ

ー
ル

土
壌

還
元

処
理

：
9
戸

（
R

6
）

③
有

望
品

種
の

探
索

及
び

オ
リ

ジ
ナ

ル
品

種
育

成
、

効
率

的
な

増
殖

技
術

 ・
グ

ロ
リ

オ
サ

県
育

成
有

望
品

種
‘
オ

レ
ン

ジ
ハ

ー
ト

’
の

生
産

拡
大

　
R

1
：
3
.4

万
本

→
R

6
：
7
.5

万
本

1
 花

き
の

生
産

振
興

①
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
の

推
進

 ・
花

き
に

お
け

る
デ

ー
タ

活
用

の
手

法
や

効
果

が
未

確
立

②
中

山
間

地
域

の
花

き
生

産
拡

大
 ・

気
象

変
動

（
特

に
高

温
対

策
技

術
）
対

策

③
消

費
者

・
実

需
者

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

新
品

種
の

導
入

支
援

 ・
需

要
の

変
化

や
為

替
や

経
費

高
騰

で
収

益
性

が
悪

化
し

て
い

る
品

目
の

対
策

④
県

域
組

織
の

活
動

活
性

化
 ・

コ
ロ

ナ
禍

で
組

織
活

動
や

産
地

間
交

流
機

会
の

減
少

1
 花

き
の

生
産

振
興

①
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
の

推
進

【
R

6
～

R
9
】

 ・
積

算
温

度
や

蕾
肥

大
等

の
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
、

物
日

や
目

標
と

す
る

時
期

へ
の

定
時

出
荷

精
度

の
向

上
 ・

温
湿

度
や

日
射

制
御

に
よ

る
生

理
障

害
回

避
や

秀
品

率
の

向
上

②
中

山
間

地
域

の
花

き
生

産
拡

大
 ・

夏
秋

作
の

高
温

対
策

技
術

の
確

立
【
R

6
～

R
7
】

 ・
需

要
期

出
荷

に
向

け
た

作
型

の
改

善
【
R

6
～

R
9
】

③
消

費
者

・
実

需
者

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

新
品

種
の

導
入

支
援

 ・
オ

リ
ジ

ナ
ル

品
種

の
生

産
拡

大
及

び
新

品
種

の
品

種
登

録
支

援
【
R

6
～

R
9
】

④
県

域
組

織
の

活
動

活
性

化
【
R

6
～

R
9
】

 ・
既

存
組

織
（
高

知
県

リ
リ

ー
ズ

フ
ァ

ミ
リ

ー
、

グ
ロ

リ
オ

サ
県

育
成

品
種

研
究

会
）
の

活
動

強
化

＜
Io

P
ク

ラ
ウ

ド
利

用
農

家
＞ 1
,1

7
7
戸

(R
5
)

↓ 4
,0

0
0
戸

(R
9
)

4
次

世
代

型
ハ

ウ
ス

の
整

備
面

積
（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
四

半
期

毎
に

事
業

申
請

状
況

を
確

認

8
4
.2

h
a

(H
2
7
～

R
4
)

9
6
.7

h
a

(H
2
7
～

R
6
)

1
3
5
h
a

(H
2
7
～

R
9
)

1
 園

芸
産

地
の

生
産

基
盤

強
化

①
環

境
制

御
装

置
を

標
準

装
備

し
た

次
世

代
型

ハ
ウ

ス
の

整
備

支
援

 ・
次

世
代

型
ハ

ウ
ス

整
備

面
積

：
4
6
6
棟

9
6
.7

h
a

（
H

2
7
～

R
6
）

 ・
ハ

ウ
ス

業
者

が
提

案
す

る
低

コ
ス

ト
モ

デ
ル

ハ
ウ

ス
の

整
備

：
3
棟

（
R

4
～

R
5
）

 ・
低

コ
ス

ト
モ

デ
ル

ハ
ウ

ス
現

地
見

学
会

に
よ

る
検

証
結

果
の

周
知

（
R

5
～

R
6
）

 ・
ハ

ウ
ス

整
備

に
係

る
コ

ス
ト

低
減

策
に

関
す

る
検

討
会

（
R

6
）

 ・
既

存
ハ

ウ
ス

の
高

度
化

に
向

け
た

支
援

（
R

5
～

R
6
）

2
 地

元
と

協
働

し
た

企
業

の
農

業
参

入
の

推
進

 ・
参

入
企

業
：
1
2
社

1
9
.8

h
a（

H
2
7
～

R
6
）

 ・
企

業
参

入
の

た
め

の
園

芸
用

農
地

の
確

保
　

園
芸

団
地

候
補

地
：
6
区

（
H

2
8
～

R
6
）

 ・
立

地
企

業
へ

の
ア

フ
タ

ー
フ

ォ
ロ

ー
　

参
入

企
業

が
他

市
町

村
で

規
模

拡
大

：
日

高
村

2
.1

h
a＋

南
国

市
1
.1

h
a（

R
4
）

1
 園

芸
産

地
の

生
産

基
盤

強
化

①
次

世
代

型
ハ

ウ
ス

の
整

備
支

援
 ・

資
材

費
高

騰
に

よ
り

農
家

の
投

資
意

欲
が

減
退

 ・
中

長
期

的
な

ハ
ウ

ス
整

備
の

意
向

に
基

づ
く
計

画
的

な
整

備
が

必
要

 ・
ハ

ウ
ス

整
備

の
コ

ス
ト

低
減

策
が

周
知

で
き

て
い

な
い  ・

既
存

ハ
ウ

ス
の

高
度

化
支

援
が

十
分

に
周

知
さ

れ
て

い
な

い

2
 地

元
と

協
働

し
た

企
業

の
農

業
参

入
の

推
進

 ・
企

業
が

求
め

る
ま

と
ま

っ
た

面
積

の
用

地
確

保
が

難
し

い
 ・

企
業

に
対

す
る

農
業

参
入

に
向

け
た

具
体

的
な

提
案

が
十

分
に

で
き

て
い

な
い

 ・
近

年
は

建
設

コ
ス

ト
の

高
騰

で
設

備
投

資
が

難
し

く
、

新
た

な
企

業
誘

致
や

法
人

の
規

模
拡

大
が

進
ん

で
い

な
い

1
 園

芸
産

地
の

生
産

基
盤

強
化

①
次

世
代

型
ハ

ウ
ス

の
整

備
支

援
 ・

Ｊ
Ａ

品
目

部
会

で
の

事
業

説
明

及
び

中
長

期
的

な
計

画
に

基
づ

く
事

業
活

用
の

提
案

【
R

7
～

R
9
】

 ・
J
A

品
目

部
会

等
で

の
ハ

ウ
ス

整
備

に
係

る
コ

ス
ト

低
減

策
の

周
知

【
R

7
】

 ・
メ

デ
ィ

ア
等

を
活

用
し

た
既

存
ハ

ウ
ス

の
高

度
化

支
援

の
周

知
【
R

7
～

R
9
】

2
 地

元
と

協
働

し
た

企
業

の
農

業
参

入
の

推
進

 ・
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
窓

口
に

よ
る

相
談

対
応

【
R

6
～

R
9
】

 ・
基

盤
整

備
済

み
地

区
か

ら
絞

り
込

み
、

地
域

計
画

と
連

動
し

た
１

h
a以

上
の

候
補

用
地

の
リ

ス
ト

化
【
R

7
～

R
9
】

 ・
産

地
の

意
向

に
基

づ
き

、
県

域
の

企
業

版
産

地
提

案
書

を
作

成
し

、
県

内
外

で
の

Ｐ
Ｒ

活
動

を
強

化
【
R

7
～

R
9
】

 ・
設

備
投

資
や

雇
用

拡
大

の
意

欲
を

高
め

る
た

め
に

、
施

設
整

備
等

の
支

援
事

業
を

強
化

【
R

7
～

R
9
】

⇒
　

別
図

＜
農

0
2
＞

参
照

（
P

2
2
）

＜
企

業
誘

致
件

数
＞

1
3
件

(R
5
）

↓ 1
9
件

(R
9
）

6



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

生
産
力
の
向
上
と持
続
可
能
な
農
業
に
よ
る
産
地
の
強
化

5
肉

用
牛

飼
養

頭
数

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
畜

産
振

興
課

「
家

畜
頭

羽
数

調
査

」
に

よ
る

6
,0

2
0
頭

(R
4
)

6
,1

5
4
頭

(R
5
)

6
,3

4
1
頭

(R
9
)

1
 肉

用
牛

の
生

産
基

盤
の

強
化

①
畜

舎
整

備
へ

の
支

援
 ・

レ
ン

タ
ル

畜
産

施
設

整
備

事
業

に
よ

る
畜

舎
整

備
1
0
戸

（
R

1
-
R

5
）

②
肉

用
牛

導
入

に
必

要
な

資
金

の
供

給
 ・

基
金

造
成

７
市

町
村

4
7
0
頭

（
R

1
-
R

5
）

2
 肉

用
牛

の
生

産
性

の
向

上
①

受
精

卵
移

植
に

よ
る

土
佐

あ
か

う
し

増
頭

（
県

内
酪

農
家

と
の

連
携

）
②

発
情

発
見

装
置

な
ど

Io
T
シ

ス
テ

ム
の

普
及

3
 土

佐
あ

か
う

し
に

加
え

て
土

佐
黒

牛
の

ブ
ラ

ン
ド

化
の

推
進

 ・
T
R

B
規

格
に

よ
る

枝
肉

価
格

の
向

上

　
※

飼
育

頭
数

（
H

3
0
→

R
4
）

　
　

土
佐

あ
か

う
し

　
　

　
　

 2
,3

9
9
頭

→
2
,4

3
4
頭

　
　

土
佐

和
牛

（
黒

毛
）
　

　
2
,6

2
8
頭

→
2
,6

9
6
頭

　
　

ほ
か

肉
用

牛
　

　
　

　
　

  
9
5
9
頭

→
  

 8
9
0
頭

⇒
急

激
な

飼
料

価
格

高
騰

よ
り

肥
育

農
家

・
繁

殖
農

家
の

経
営

が
悪

化
し

肉
用

牛
生

産
基

盤
の

弱
体

化
が

懸
念

4
 飼

料
価

格
高

騰
等

の
影

響
を

受
け

に
く
い

畜
産

へ
の

構
造

転
換

　
 ・

園
芸

で
成

果
を

挙
げ

て
い

る
専

門
家

を
活

用
し

た
労

働
生

産
性

向
上

の
取

り
組

み
手

法
（
カ

イ
ゼ

ン
の

取
り

組
み

）
に

つ
い

て
モ

デ
ル

農
家

で
の

実
施

→
1
1
農

場
（
う

ち
肉

用
牛

4
農

場
）
(R

5
）

1
 肉

用
牛

の
生

産
基

盤
の

強
化

 ①
畜

舎
整

備
へ

の
支

援
 ②

肉
用

牛
導

入
に

必
要

な
資

金
の

供
給

 ・
肉

用
牛

経
営

は
所

得
の

確
保

ま
で

に
年

月
を

要
す

る 2
 肉

用
牛

の
生

産
性

の
向

上
 ・

Io
T
シ

ス
テ

ム
の

導
入

に
あ

た
っ

て
は

、
特

に
費

用
対

効
果

を
理

由
に

中
山

間
の

小
頭

数
飼

い
農

家
で

普
及

が
進

ま
な

い
状

況

3
 土

佐
あ

か
う

し
・
土

佐
黒

牛
の

消
費

拡
大

に
向

け
た

ブ
ラ

ン
ド

化
の

推
進

 ・
物

価
上

昇
に

伴
う

消
費

者
の

節
約

志
向

に
よ

り
、

全
 

国
的

に
和

牛
肉

の
需

要
が

低
迷

し
、

土
佐

和
牛

（
黒

毛
）
の

枝
肉

価
格

も
低

迷
(R

5
)

 ・
黒

牛
ブ

ラ
ン

ド
は

産
地

間
競

争
が

激
し

い
こ

と
か

ら
、

後
発

ブ
ラ

ン
ド

で
あ

る
土

佐
黒

牛
は

、
県

内
マ

ー
ケ

ッ
ト

に
お

け
る

地
消

拡
大

の
取

り
組

み
が

必
要

(R
6
)

4
 飼

料
価

格
高

騰
等

の
影

響
を

受
け

に
く
い

畜
産

へ
の

構
造

転
換

 ・
稲

W
C

S
の

利
用

拡
大

に
よ

る
飼

料
コ

ス
ト

の
低

減
や

、
カ

イ
ゼ

ン
の

取
り

組
み

に
よ

る
労

働
生

産
性

向
上

に
よ

り
、

収
益

性
の

向
上

を
図

る
必

要

1
 肉

用
牛

の
生

産
基

盤
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

①
施

設
整

備
へ

の
支

援
の

継
続

（
レ

ン
タ

ル
畜

産
施

設
整

備
事

業
等

）
②

肉
用

牛
導

入
に

必
要

な
資

金
の

供
給

の
継

続
（
土

佐
和

牛
経

営
安

定
基

金
）

2
 肉

用
牛

の
生

産
性

の
向

上
【
R

6
～

R
9
】

①
受

精
卵

移
植

に
よ

り
生

産
さ

れ
た

土
佐

あ
か

う
し

の
生

産
計

画
の

達
成

 ・
年

間
1
0
0
頭

の
子

牛
生

産
を

継
続

②
発

情
発

見
装

置
や

分
娩

監
視

装
置

な
ど

Io
T
機

器
の

導
入

支
援

や
遠

隔
診

療
に

よ
る

生
産

性
向

上
 ・

特
に

中
山

間
、

小
頭

数
飼

い
農

家
へ

の
普

及
を

支
援

3
 土

佐
あ

か
う

し
・
土

佐
黒

牛
の

消
費

拡
大

に
向

け
た

ブ
ラ

ン
ド

化
の

推
進

【
R

6
～

R
9
】

①
「
土

佐
あ

か
う

し
」
ブ

ラ
ン

ド
化

の
推

進
 ・

T
R

B
規

格
に

よ
る

肉
質

・
価

格
の

底
上

げ
②

土
佐

和
牛

の
う

ち
黒

毛
を

「
土

佐
黒

牛
」
と

し
て

新
た

に
ブ

ラ
ン

ド
化

を
推

進
 ・

４
等

級
以

上
に

格
付

さ
れ

た
土

佐
和

牛
（
黒

毛
）
の

付
加

価
値

化
に

取
り

組
む

③
土

佐
黒

牛
の

需
要

喚
起

や
認

知
度

向
上

の
取

り
組

み
 ・

県
内

飲
食

店
や

量
販

店
な

ど
で

の
P

R
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

実
施

【
R

7
】

4
 飼

料
価

格
高

騰
等

の
影

響
を

受
け

に
く
い

畜
産

へ
の

構
造

転
換

【
R

6
～

R
9
】

①
稲

W
C

S
の

生
産

拡
大

や
広

域
流

通
に

向
け

た
取

り
組

み
へ

の
支

援
　

（
稲

W
C

S
作

付
面

積
　

R
4
:2

8
4
h
a→

R
9
:3

5
4
h
a）

②
労

働
生

産
性

向
上

へ
の

取
り

組
み

（
カ

イ
ゼ

ン
の

取
り

組
み

）
の

継
続

 ・
モ

デ
ル

農
家

で
の

取
り

組
み

を
県

内
全

体
へ

波
及

<
土

佐
黒

牛
出

荷
頭

数
（
地

消
地

産
）
>

6
2
4
頭

（
R

5
）

↓ 6
9
4
頭

（
R

9
）

6
稲

W
C

S
の

作
付

面
積

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
水

田
活

用
直

接
支

払
交

付
金

対
象

面
積

の
集

計
に

よ
る

2
8
4
h
a

(R
4
)

3
3
4
h
a

(R
6
)

3
5
4
h
a

(R
9
)

1
 稲

W
C

S
の

生
産

拡
大

①
稲

W
C

S
の

生
産

拡
大

 ・
生

産
者

の
生

産
実

証
、

生
産

面
積

拡
大

 ・
稲

発
酵

粗
飼

料
利

用
促

進
事

業
(～

R
4
)

　
→

生
産

体
制

の
確

立
支

援
 ・

収
穫

機
械

等
の

導
入

支
援

②
稲

W
C

S
の

利
用

促
進

 ・
畜

産
農

家
の

利
用

促
進

 ・
W

C
S
給

与
技

術
の

支
援

、
飼

料
分

析
　

※
稲

W
C

S
作

付
面

積
　

　
H

3
0
：
2
2
8
h
a→

R
4
：
2
8
4
h
a

⇒
飼

料
価

格
高

騰
に

よ
る

稲
W

C
S
の

需
要

の
高

ま
り

③
平

野
部

と
中

山
間

地
域

で
マ

ッ
チ

ン
グ

検
討

 ・
稲

発
酵

粗
飼

料
増

産
促

進
事

業
（
R

5
～

)
　

→
生

産
拡

大
や

広
域

流
通

に
向

け
た

取
り

組
み

へ
の

支
援

1
 稲

W
C

S
の

生
産

拡
大

①
稲

W
C

S
の

生
産

拡
大

、
②

稲
W

C
S
の

利
用

促
進

 ・
需

要
が

高
ま

っ
て

い
る

稲
W

C
S
の

需
要

量
を

把
握

し
、

計
画

的
に

生
産

拡
大

に
繋

げ
る

必
要

③
広

域
流

通
の

推
進

 ・
地

域
を

ま
た

い
だ

稲
W

C
S
の

広
域

流
通

を
円

滑
に

推
進

し
、

需
要

に
見

合
っ

た
生

産
面

積
の

拡
大

に
繋

げ
る

た
め

、
耕

畜
連

携
協

議
会

が
行

う
取

り
組

み
を

支
援

す
る

必
要

1
 稲

W
C

S
の

生
産

拡
大

①
稲

W
C

S
の

生
産

拡
大

【
R

6
～

R
9
】

 ・
畜

産
ク

ラ
ス

タ
ー

事
業

（
国

）
や

こ
う

ち
農

業
確

立
総

合
支

援
事

業
等

を
活

用
し

た
専

用
収

穫
機

械
等

導
入

へ
の

支
援

 ・
稲

発
酵

粗
飼

料
増

産
促

進
事

業
に

よ
る

、
耕

畜
連

携
協

議
会

が
行

う
取

り
組

み
を

支
援

  
 →

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

の
育

成
支

援
（
先

進
地

で
の

実
施

研
修

等
）

  
 →

耕
種

農
家

が
負

担
す

る
収

穫
作

業
や

機
械

運
搬

の
経

費
負

担
の

軽
減

②
稲

W
C

S
の

利
用

促
進

【
R

6
～

R
9
】

 ・
輸

入
粗

飼
料

か
ら

国
産

粗
飼

料
へ

の
転

換
を

推
進

  
 →

稲
W

C
S
の

利
用

促
進

に
よ

る
飼

料
価

格
高

騰
等

の
影

響
を

受
け

に
く
い

畜
産

へ
の

構
造

転
換

③
広

域
流

通
の

推
進

【
R

6
～

R
9
】

 ・
稲

発
酵

粗
飼

料
増

産
促

進
事

業
に

よ
る

遠
隔

地
へ

の
供

給
体

制
の

確
立

支
援

　
→

東
部

地
域

、
嶺

北
地

域
・
南

国
市

、
梼

原
地

域
・
四

万
十

町
で

の
ロ

ー
ル

運
搬

経
費

の
負

担
軽

減

<
耕

畜
連

携
協

議
会

が
取

り
組

む
稲

W
C

S
生

産
量

（
ロ

ー
ル

数
）
>

5
,0

3
2
個

（
R

5
）

↓ 6
,3

0
0
個

（
R

9
）

7



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

生
産
力
の
向
上
と持
続
可
能
な
農
業
に
よ
る
産
地
の
強
化

－
－

－

1
 食

肉
セ

ン
タ

ー
の

整
備

①
四

万
十

市
食

肉
セ

ン
タ

ー
の

整
備

 ・
基

本
設

計
を

実
施

(R
5
)

②
養

豚
の

生
産

基
盤

強
化

と
生

産
性

向
上

 ・
豚

の
出

荷
頭

数
　

H
2
6
：
3
4
,4

7
3
頭

→
R

5
：
3
7
,0

1
0
頭

1
 食

肉
セ

ン
タ

ー
の

整
備

①
四

万
十

市
食

肉
セ

ン
タ

ー
の

整
備

 ・
受

入
体

制
の

強
化

や
高

度
な

衛
生

管
理

が
可

能
な

施
設

の
建

替
整

備
 ・

関
係

市
町

村
と

の
費

用
負

担
等

の
合

意
形

成

②
養

豚
の

生
産

基
盤

強
化

と
生

産
性

向
上

 ・
規

模
拡

大
に

よ
る

生
産

量
の

増
加

や
生

産
コ

ス
ト

の
低

減

1
 食

肉
セ

ン
タ

ー
の

整
備

①
四

万
十

市
食

肉
セ

ン
タ

ー
の

整
備

【
R

6
～

R
9
】

 ・
関

係
市

町
村

と
の

費
用

負
担

等
の

合
意

形
成

に
向

け
た

協
議

【
R

6
】

 ・
受

入
体

制
の

強
化

や
高

度
な

衛
生

管
理

が
可

能
な

施
設

へ
の

建
替

整
備

に
対

す
る

支
援

※
今

後
の

予
定

 
 →

実
施

設
計

【
R

7
】

 →
排

水
処

理
施

設
工

事
へ

の
着

手
【
R

8
】
（
R

9
完

成
予

定
）
 

 →
本

体
棟

工
事

へ
の

着
手

【
R

9
】
（
R

1
0
完

成
予

定
）
 

②
養

豚
の

生
産

基
盤

強
化

と
生

産
性

向
上

【
R

6
～

R
9
】

 ・
畜

産
ク

ラ
ス

タ
ー

事
業

（
国

）
等

に
よ

る
施

設
整

備
や

機
械

導
入

に
よ

る
生

産
性

向
上

や
省

力
化

へ
の

支
援

＜
施

設
整

備
＞

基
本

設
計

(R
5
)

↓ 本
体

棟
工

事
へ

の
着

手
(R

9
)

＜
豚

の
出

荷
頭

数
(年

間
)＞

3
7
,0

1
0
頭

（
R

5
）

↓ 4
3
,8

3
1
頭

（
R

9
）

7
有

機
農

業
の

取
組

面
積

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

農
業

振
興

セ
ン

タ
ー

に
有

機
J
A

S
面

積
を

、
市

町
村

に
環

境
直

払
い

取
組

面
積

を
そ

れ
ぞ

れ
確

認
し

集
計

（
年

次
）

1
4
6
h
a

(R
4
)

1
9
1
h
a

(R
5
)

2
7
1
h
a

(R
9
)

1
 有

機
農

業
の

推
進

①
推

進
体

制
の

構
築

 ・
有

機
農

業
指

導
員

の
育

成
：
2
名

（
R

4
）
、

5
名

（
R

5
）
、

2
0
名

（
R

6
）

 ・
県

域
協

議
会

及
び

地
域

協
議

会
の

設
置

：
2
1

市
町

村
（
R

5
）
、

7
市

町
村

（
R

6
：
新

た
に

設
置

）

②
有

機
農

業
の

啓
発

 ・
講

演
会

、
販

促
会

の
開

催
・
出

展
支

援
：
9
回

(R
4
～

R
6
)

③
有

機
農

業
の

実
態

、
要

望
等

の
把

握
 ・

有
機

栽
培

土
壌

調
査

の
実

施
：
3
6
圃

場
(R

2
)

 ・
有

機
農

業
者

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
の

実
施

：
2
回

（
R

4
）

 ・
県

民
世

論
調

査
の

実
施

：
1
回

（
R

4
)

 ・
量

販
店

調
査

の
実

施
：
6
店

舗
（
R

5
）

 ・
有

機
農

業
者

及
び

消
費

者
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
実

施
：
各

1
回

(R
6
）

 ・
学

校
給

食
で

の
有

機
農

産
物

活
用

意
向

調
査

の
実

施
：
1
回

（
R

6
）

④
栽

培
技

術
の

向
上

支
援

 ・
有

機
農

業
研

修
会

、
IP

M
等

研
修

会
の

開
催

：
1

回
・
5
5
名

(R
4
)、

1
回

・
4
6
名

(R
5
)、

1
回

・
8
名

（
R

6
）

 ・
栽

培
技

術
実

証
ほ

の
設

置
：
1
1
ヵ

所
（
R

6
）

⑤
産

地
活

動
へ

の
支

援
 ・

有
機

J
A

S
認

証
取

得
支

援
：
2
経

営
体

(R
4
)、

2
経

営
体

(R
5
)、

4
経

営
体

（
R

6
）

 ・
有

機
農

業
産

地
づ

く
り

推
進

事
業

の
活

用
：
馬

路
村

（
R

5
～

R
6
)

 ・
特

産
農

産
物

販
売

拡
大

総
合

支
援

事
業

費
補

助
金

の
活

用
：
2
団

体
(R

5
)、

2
団

体
(R

6
)

⑥
担

い
手

の
育

成
 ・

農
業

担
い

手
育

成
セ

ン
タ

ー
で

の
基

礎
研

修
の

実
施

：
対

象
者

な
し

（
R

6
）

 ・
有

機
農

家
で

の
実

践
研

修
の

実
施

：
な

し
（
R

6
）

1
 有

機
農

業
の

推
進

①
さ

ら
な

る
推

進
体

制
の

強
化

②
肥

培
管

理
や

病
害

虫
防

除
等

の
栽

培
技

術
の

　
 向

上
③

有
機

農
産

物
の

販
路

の
開

拓
、

拡
大

④
面

積
拡

大
に

向
け

た
新

た
な

担
い

手
の

育
成

1
 有

機
農

業
の

推
進

①
推

進
体

制
の

強
化

 ・
県

域
の

推
進

検
討

会
を

協
議

会
に

発
展

【
R

6
】

 ・
有

機
農

業
指

導
員

の
育

成
【
R

6
～

R
9
】

 ・
県

単
事

業
に

よ
る

有
機

J
A

S
認

証
取

得
支

援
と

市
町

村
に

よ
る

環
境

保
全

型
農

業
直

接
支

払
交

付
金

の
活

用
支

援
【
R

6
～

R
9
】

 ・
市

町
村

に
よ

る
有

機
農

業
産

地
づ

く
り

推
進

事
業

（
オ

ー
ガ

ニ
ッ

ク
ビ

レ
ッ

ジ
宣

言
）
の

活
用

支
援

【
R

6
～

R
9
】

②
栽

培
技

術
の

向
上

【
R

6
～

R
9
】

 ・
有

機
農

業
指

導
員

等
に

よ
る

栽
培

技
術

指
導

、
有

機
栽

培
や

IP
M

技
術

研
修

会
の

開
催

 ・
栽

培
技

術
実

証
ほ

の
設

置
（
自

動
抑

草
ロ

ボ
ッ

ト
、

IP
M

技
術

、
家

畜
ふ

ん
堆

肥
等

）
 ・

水
稲

で
の

有
機

栽
培

暦
の

作
成

、
ユ

ズ
で

の
有

機
栽

培
の

横
展

開
（
水

稲
と

ユ
ズ

を
戦

略
的

品
目

と
し

て
位

置
づ

け
）

 ・
堆

肥
（
家

畜
ふ

ん
・
馬

ふ
ん

）
の

利
用

拡
大

支
援

  
・
有

機
栽

培
技

術
の

開
発

（
ユ

ズ
、

促
成

ピ
ー

マ
ン

、
茶

）

③
販

路
の

開
拓

、
拡

大
【
R

6
～

R
9
】

 ・
オ

ー
ガ

ニ
ッ

ク
コ

ー
ナ

ー
の

あ
る

量
販

店
や

有
機

野
菜

を
加

工
す

る
業

者
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援

 ・
ユ

ズ
(有

機
に

準
ず

る
生

産
を

含
む

)の
産

地
拡

大
に

よ
る

輸
出

も
含

め
た

有
利

販
売

 ・
有

機
農

家
の

組
織

化
に

よ
る

量
と

品
数

の
確

保
､商

談
会

へ
の

出
展

支
援

 ・
消

費
者

へ
の

理
解

促
進

、
有

機
農

産
物

の
Ｐ

Ｒ
（
オ

ー
ガ

ニ
ッ

ク
フ

ェ
ス

タ
等

）

④
担

い
手

の
育

成
【
R

6
～

R
9
】

 ・
農

業
担

い
手

育
成

セ
ン

タ
ー

で
の

基
礎

研
修

の
開

催
 ・

有
機

農
家

で
の

実
践

研
修

の
実

施

＜
新

た
な

除
草

技
術

導
入

面
積

＞
-
（
R

5
）

↓ 8
0
h
a（

R
9
）

8



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

生
産
力
の
向
上
と持
続
可
能
な
農
業
に
よ
る
産
地
の
強
化

8
堆

肥
（
家

畜
ふ

ん
・
馬

ふ
ん

）
の

利
用

量
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

畜
産

振
興

課
と

競
馬

組
合

に
確

認
し

集
計

（
年

次
）

3
2
,2

5
1
ｔ

（
家

畜
ふ

ん
R

2
、

馬
ふ

ん
R

5
)

2
9
,0

6
3
ｔ

（
家

畜
ふ

ん
R

4
、

馬
ふ

ん
R

5
)

3
6
,1

1
4
ｔ

(R
9
)

1
 堆

肥
の

利
用

促
進

 ・
早

期
水

稲
に

お
け

る
家

畜
ふ

ん
堆

肥
の

連
用

試
験

の
実

施
（
H

1
6
～

）
 ・

家
畜

ふ
ん

た
い

肥
マ

ッ
プ

・
堆

肥
供

給
者

リ
ス

ト
の

更
新

（
R

5
）

 ・
耕

畜
連

携
（
稲

W
C

S
作

付
）
の

推
進

：
稲

W
C

S
作

付
面

積
2
8
4
h
a（

R
4
）
、

3
2
1
h
a（

R
5
）

 ・
馬

ふ
ん

の
活

用
に

向
け

た
競

馬
組

合
、

高
知

市
と

の
協

議
：
5
回

（
R

6
）

 ・
堆

肥
の

利
用

推
進

資
料

の
配

付
（
R

4
)

 ・
家

畜
ふ

ん
堆

肥
を

利
用

し
た

実
証

ほ
の

設
置

：
4
ヵ

所
（
R

5
）
、

6
ヵ

所
（
R

6
）

 ・
補

助
事

業
の

新
設

に
よ

る
ペ

レ
ッ

ト
化

機
器

の
導

入
支

援
：
1
台

（
R

6
）

 ・
利

用
技

術
に

関
す

る
試

験
研

究
の

実
施

：
3
課

題
（
R

6
）

 ・
耕

種
農

家
の

優
良

活
用

事
例

の
共

有
：
1
事

例
（
R

6
）

1
 堆

肥
の

利
用

促
進

①
推

進
体

制
の

整
備

②
耕

畜
間

の
連

携
強

化
③

高
品

質
堆

肥
の

生
産

④
利

用
技

術
の

確
立

⑤
散

布
労

力
の

軽
減

1
 堆

肥
の

利
用

促
進

①
推

進
体

制
の

整
備

【
R

6
～

R
9
】

 ・
県

協
議

会
、

地
域

協
議

会
(市

町
村

、
J
A

、
農

振
セ

ン
タ

ー
、

家
畜

保
健

衛
生

所
等

）
で

の
取

り
組

み
協

議

②
耕

畜
間

の
連

携
強

化
【
R

6
～

R
9
】

 ・
「
家

畜
ふ

ん
た

い
肥

マ
ッ

プ
・
堆

肥
供

給
者

リ
ス

ト
」
の

更
新

 ・
堆

肥
利

用
(希

望
含

む
)農

家
の

情
報

共
有

 ・
稲

W
C

S
の

作
付

面
積

の
拡

大

③
高

品
質

堆
肥

の
生

産
【
R

6
～

R
9
】

 ・
良

質
な

堆
肥

生
産

に
向

け
た

技
術

指
導

 ・
堆

肥
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
家

畜
ふ

ん
ペ

レ
ッ

ト
化

機
器

の
導

入
支

援
 ・

馬
ふ

ん
の

堆
肥

化
施

設
の

整
備

支
援

④
利

用
技

術
の

確
立

【
R

6
～

R
9
】

 ・
実

証
ほ

の
設

置
(農

振
セ

ン
タ

ー
、

担
育

セ
ン

タ
ー

)
 ・

試
験

研
究

機
関

で
の

技
術

開
発

(野
菜

・
水

稲
・
茶

等
)

 ・
耕

種
農

家
の

優
良

活
用

事
例

の
共

有

⑤
散

布
労

力
の

軽
減

【
R

6
～

R
9
】

 ・
堆

肥
散

布
機

の
導

入
支

援
 ・

袋
詰

め
に

よ
る

広
域

流
通

や
利

便
性

の
向

上
に

向
け

た
支

援

＜
散

布
労

力
の

軽
減

に
資

す
る

機
器

の
導

入
台

数
＞

1
台

（
R

5
）

↓ 1
2
台

（
R

9
）

9

－
－

－
－

1
 水

田
農

業
の

振
興

①
主

食
用

米
の

生
産

振
興

・
よ

さ
恋

美
人

の
現

地
ほ

場
巡

回
、

高
品

質
生

産
に

向
け

た
技

術
指

導
（
現

地
検

討
会

　
1
回

（
R

6
）
）

・
現

地
実

証
試

験
結

果
報

告
、

栽
培

技
術

指
導

（
成

績
検

討
会

　
1
回

（
R

6
）
）

②
酒

米
の

生
産

振
興

・
現

地
ほ

場
巡

回
、

高
品

質
生

産
に

向
け

た
技

術
指

導
　

土
佐

麗
現

地
検

討
会

 1
回

（
R

6
）

　
吟

の
夢

現
地

検
討

会
 1

回
（
R

6
）

・
品

評
会

及
び

研
修

（
1
回

（
R

6
）
）

1
 水

田
農

業
の

振
興

①
高

温
耐

性
品

種
「
よ

さ
恋

美
人

」
、

「
に

こ
ま

る
」
の

高
品

質
生

産
と

作
付

拡
大

②
酒

造
好

適
米

（
「
吟

の
夢

」
、

新
品

種
「
土

佐
麗

」
）
の

高
品

質
生

産
と

安
定

供
給

1
 水

田
農

業
の

振
興

①
高

温
耐

性
品

種
「
よ

さ
恋

美
人

」
、

「
に

こ
ま

る
」
の

高
品

質
生

産
と

作
付

推
進

【
R

６
～

R
９

】
　

・
生

産
者

：
肥

培
管

理
技

術
の

改
善

等
に

よ
る

高
品

質
安

定
生

産
、

販
売

促
進

活
動

な
ど

に
よ

る
P

R
　

・
農

業
団

体
：
作

付
拡

大
・
「
特

A
」
獲

得
・
販

売
促

進
の

取
り

組
み

支
援

　
・
県

農
業

技
術

セ
ン

タ
ー

：
「
よ

さ
恋

美
人

」
の

栽
培

技
術

の
確

立
、

県
オ

リ
ジ

ナ
ル

高
温

耐
性

品
種

の
育

成
　

・
県

環
境

農
業

推
進

課
、

県
農

業
振

興
セ

ン
タ

ー
：
高

温
耐

性
品

種
の

作
付

推
進

、
栽

培
技

術
の

改
善

へ
の

支
援

②
酒

造
好

適
米

（
「
吟

の
夢

」
、

「
土

佐
麗

」
）
の

高
品

質
生

産
と

安
定

供
給

【
R

６
～

R
９

】
　

・
生

産
者

：
高

品
質

安
定

生
産

技
術

の
導

入
と

実
践

、
新

品
種

「
土

佐
麗

」
の

導
入

と
生

産
拡

大
、

酒
米

の
産

地
化

・
組

織
化

【
土

佐
酒

振
興

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

】
　

・
農

業
団

体
：
生

産
計

画
の

策
定

、
酒

米
の

産
地

化
へ

の
取

り
組

み
支

援
、

酒
造

メ
ー

カ
ー

へ
の

供
給

体
制

の
整

備
　

・
高

知
県

酒
造

組
合

：
酒

造
メ

ー
カ

ー
か

ら
の

要
望

数
量

の
取

り
ま

と
め

、
土

佐
酒

の
販

売
促

進
活

動
の

実
施

　
・
県

農
業

技
術

セ
ン

タ
ー

：
高

品
質

安
定

生
産

技
術

の
確

立
、

好
適

米
品

種
の

育
成

・
改

良
。

生
産

者
ご

と
の

酒
米

の
品

質
分

析
と

情
報

提
供

　
・
県

工
業

技
術

セ
ン

タ
ー

：
生

産
者

ご
と

の
酒

造
適

性
・
醸

造
適

性
の

分
析

と
情

報
提

供
、

酒
造

メ
ー

カ
ー

へ
の

支
援

　
・
県

環
境

農
業

推
進

課
、

県
農

業
振

興
セ

ン
タ

ー
：
高

品
質

安
定

生
産

技
術

・
新

品
種

の
普

及
推

進
、

酒
米

生
産

者
の

組
織

化
の

取
り

組
み

支
援

＜
高

温
耐

性
品

種
の

県
内

の
生

産
割

合
（
年

間
）
＞

7
.5

％
（
R

5
）

　
　

↓
9
.5

％
（
R

9
）

9



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

生
産
力
の
向
上
と持
続
可
能
な
農
業
に
よ
る
産
地
の
強
化

1
0

1
経

営
体

あ
た

り
の

生
産

農
業

所
得

（
付

加
価

値
額

）
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
農

林
水

産
省

「
農

業
生

産
所

得
統

計
」
を

確
認

3
2
0
万

円
（
R

4
）

3
6
6
万

円
（
R

5
）

3
9
0
万

円
（
R

9
）

（
再

掲
）
1
 I
o
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
 ・

デ
ー

タ
連

携
基

盤
「
Io

P
ク

ラ
ウ

ド
S
A

W
A

C
H

I」
の

本
格

運
用

を
開

始
(R

4
.9

～
)　

 ・
Io

P
ク

ラ
ウ

ド
利

用
農

家
数

 （
R

7
.3

）
　

環
境

・
画

像
デ

ー
タ

の
利

用
農

家
数

：
8
0
3
戸

　
出

荷
・
気

象
デ

ー
タ

の
利

用
農

家
数

：
1
,6

0
3
戸

　
デ

ー
タ

収
集

農
家

数
：
3
,2

7
3
戸

（
再

掲
）
2
 デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
に

よ
る

営
農

支
援

の
強

化
①

デ
ー

タ
駆

動
型

農
業

を
普

及
す

る
指

導
体

制
の

強
化

 ・
デ

ー
タ

分
析

が
で

き
る

指
導

員
の

育
成

：
8
9
名

（
R

6
）

 ・
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
に

よ
る

営
農

支
援

者
数

：
2
,0

2
8
人

（
R

7
.3

）
②

デ
ー

タ
駆

動
型

農
業

の
実

践
支

援
 ・

現
地

実
証

等
を

活
用

し
た

成
功

事
例

づ
く
り

 　
実

証
ほ

等
の

設
置

：
6
カ

所
 （

R
3
～

R
6
）

 　
デ

ー
タ

分
析

結
果

を
返

す
た

め
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
シ

ー
ト

作
成

数
：
1
1
画

面
（
～

R
6
）

 　
デ

ー
タ

共
有

グ
ル

ー
プ

数
：
4
3
グ

ル
ー

プ
2
4
2

名
（
R

7
.3

）

3
 法

人
経

営
体

へ
の

誘
導

と
経

営
発

展
へ

の
支

援 ①
法

人
経

営
体

へ
の

誘
導

 ・
農

業
経

営
力

向
上

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
  

 R
6
：
3
3
人

（
6
回

）
 ・

法
人

化
候

補
者

の
リ

ス
ト

化
②

経
営

発
展

へ
の

支
援

 ・
農

業
経

営
・
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

重
点

支
援

対
象

者
へ

の
支

援
重

点
支

援
対

象
者

の
う

ち
法

人
化

志
向

：
7
経

営
体

/
3
1
経

営
体

（
R

6
）

（
再

掲
）
1
 I
o
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
 ・

Io
P

ク
ラ

ウ
ド

利
用

農
家

数
の

さ
ら

な
る

拡
大

 ・
Io

P
ク

ラ
ウ

ド
の

さ
ら

な
る

利
便

性
の

向
上

 ・
栽

培
・
経

営
改

善
を

支
援

す
る

A
Iエ

ン
ジ

ン
の

開
発

 ・
主

要
７

品
目

で
特

に
平

均
収

量
以

下
の

農
家

等
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
絞

っ
た

加
入

推
進

 ・
雨

よ
け

・
露

地
野

菜
、

果
樹

、
花

き
な

ど
へ

の
推

進

（
再

掲
）
2
 デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
に

よ
る

営
農

支
援

の
強

化
①

デ
ー

タ
駆

動
型

農
業

を
普

及
す

る
指

導
体

制
の

強
化  ・

デ
ー

タ
分

析
が

で
き

る
技

術
指

導
員

の
更

な
る

育
成

 ・
多

品
目

(施
設

野
菜

、
露

地
野

菜
、

果
樹

、
花

き
)で

指
導

が
で

き
る

職
員

の
育

成
と

若
手

の
指

導
力

向
上

②
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
の

実
践

支
援

 ・
増

収
や

経
営

改
善

に
つ

な
が

る
産

地
単

位
の

成
功

事
例

づ
く
り

と
他

産
地

へ
の

横
展

開

3
 法

人
経

営
体

へ
の

誘
導

と
経

営
発

展
へ

の
支

援
①

法
人

経
営

体
へ

の
誘

導
 ・

経
営

課
題

が
漠

然
と

し
た

経
営

相
談

者
が

多
く
、

自
ら

経
営

の
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

が
必

要
 ・

雇
用

の
形

態
は

非
正

規
が

多
く
、

法
人

化
を

志
向

す
る

経
営

体
が

少
な

い
②

経
営

発
展

へ
の

支
援

 ・
燃

油
・
生

産
資

材
の

高
騰

な
ど

厳
し

い
経

営
環

境
が

続
く
中

、
自

ら
農

業
経

営
の

改
善

に
向

け
て

計
画

的
に

取
り

組
む

農
業

者
の

育
成

が
必

要

（
再

掲
）
1
 I
o
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
①

ク
ラ

ウ
ド

利
用

農
家

数
の

拡
大

と
既

登
録

者
へ

の
サ

ポ
ー

ト
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

 ・
J
A

品
目

部
会

で
の

説
明

や
J
A

購
買

窓
口

で
の

個
別

説
明

な
ど

で
周

知
の

機
会

を
増

加
 ・

補
助

事
業

の
拡

充
に

よ
る

Io
P

ク
ラ

ウ
ド

利
用

農
家

数
と

環
境

測
定

装
置

導
入

農
家

数
の

拡
大

 ・
野

菜
で

は
主

要
７

品
目

は
平

均
収

量
以

下
の

農
家

等
を

対
象

に
加

入
推

進
、

雨
よ

け
・
露

地
は

「
し

っ
か

り
稼

ご
う

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

取
り

組
み

を
強

化
 ・

果
樹

は
土

壌
水

分
デ

ー
タ

や
気

象
デ

ー
タ

の
活

用
促

進
 ・

花
き

は
環

境
デ

ー
タ

の
活

用
促

進
②

Io
P

ク
ラ

ウ
ド

の
利

便
性

の
向

上
【
R

6
～

R
8
】

 ・
病

害
予

測
情

報
画

面
の

構
築

及
び

S
A

W
A

C
H

Iの
既

存
画

面
の

改
修

な
ど

 ・
デ

ジ
タ

ル
機

器
に

不
慣

れ
な

層
に

も
デ

ー
タ

が
見

や
す

く
便

利
に

使
え

る
画

面
の

構
築

③
A

Iエ
ン

ジ
ン

の
開

発
 ・

生
理

生
態

情
報

に
基

づ
い

た
栽

培
管

理
の

カ
イ

ゼ
ン

の
ポ

イ
ン

ト
の

自
動

表
示

機
能

の
開

発
等

の
営

農
支

援
機

能
の

強
化

【
R

7
】

 ・
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

コ
ス

ト
削

減
に

つ
な

が
る

最
適

な
温

度
管

理
や

適
正

施
肥

を
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
す

る
G

X
関

連
機

能
の

充
実

【
R

8
】

 ・
営

農
支

援
A

Iや
収

益
改

善
A

Iを
活

用
し

た
ト

ッ
プ

層
に

対
す

る
経

営
改

善
支

援
【
R

7
～

R
9
】

（
再

掲
）
2
 デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
に

よ
る

営
農

支
援

の
強

化
①

デ
ー

タ
駆

動
型

農
業

を
普

及
す

る
指

導
体

制
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

 ・
多

品
目

(施
設

野
菜

、
露

地
野

菜
、

果
樹

、
花

き
)で

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

指
導

が
で

き
る

若
手

の
早

期
育

成
に

向
け

た
研

修
の

充
実

 
 ・

Ｊ
Ａ

と
連

携
し

、
出

荷
デ

ー
タ

や
環

境
デ

ー
タ

、
生

理
生

態
情

報
を

活
用

し
た

営
農

指
導

で
収

量
増

・
品

質
向

上
②

デ
ー

タ
駆

動
型

農
業

の
実

践
支

援
【
R

6
～

R
9
】

 ・
農

家
に

寄
り

添
っ

た
営

農
支

援
に

よ
り

各
地

で
の

成
功

事
例

づ
く
り

を
強

化
 ・

品
目

別
担

当
者

会
等

を
通

じ
た

成
功

事
例

の
共

有
⇒

　
別

図
＜

農
0
1
＞

参
照

（
P

2
1
）

3
 法

人
経

営
体

へ
の

誘
導

と
経

営
発

展
へ

の
支

援
①

法
人

経
営

体
へ

の
誘

導
【
R

6
～

R
9
】

 ・
法

人
化

に
取

り
組

む
農

業
者

の
掘

り
起

こ
し

【
R

6
～

R
9
】

 ・
資

金
繰

り
表

の
作

成
を

通
じ

て
、

経
営

改
善

へ
の

意
識

付
け

や
規

模
拡

大
等

に
向

け
た

検
討

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

 ・
法

人
化

候
補

者
に

対
し

て
、

法
人

化
を

検
討

す
る

た
め

の
重

点
支

援
対

象
者

へ
の

誘
導

【
R

7
～

R
9
】

 ・
法

人
化

候
補

者
リ

ス
ト

の
毎

年
度

更
新

【
R

7
～

R
9
】

②
経

営
発

展
へ

の
支

援
【
R

6
～

R
9
】

 ・
農

業
経

営
・
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
の

支
援

内
容

の
周

知
と

重
点

支
援

対
象

者
の

掘
り

起
こ

し
の

強
化

 ・
重

点
支

援
対

象
者

へ
の

専
門

家
派

遣
等

に
よ

る
経

営
改

善
支

援

＜
Io

P
ク

ラ
ウ

ド
利

用
農

家
＞ 1
,1

7
7
戸

(R
5
)

↓ 4
,0

0
0
戸

(R
9
)

<
法

人
化

を
志

向
す

る
重

点
支

援
対

象
者

数
（
年

間
）
>

7
経

営
体

（
R

5
）

↓ 1
6
経

営
体

（
R

9
）

10



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

生
産
力
の
向
上
と持
続
可
能
な
農
業
に
よ
る
産
地
の
強
化

1
1

野
菜

主
要

1
1
品

目
の

反
当

収
量

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
年

次
デ

ー
タ

は
、

農
林

水
産

省
「
野

菜
生

産
出

荷
統

計
」
を

確
認

7
.6

t/
1
0
a

（
R

5
）

7
.6

t/
1
0
a

（
R

5
）

8
.6

t/
1
0
a

（
R

9
）

1
　

高
温

に
適

応
し

た
栽

培
技

術
の

開
発

と
普

及
推

進
①

野
菜

・
葉

先
枯

れ
対

策
の

遮
光

資
材

の
実

証
ほ

等
の

設
置

（
ニ

ラ
）
1
カ

所
（
R

6
）

②
水

稲
・
水

稲
で

の
栽

培
技

術
指

導
（
H

1
8
年

～
）

　
う

る
ち

米
の

1
等

米
比

率
：

　
　

1
2
.4

％
（
H

1
8
）
　

⇒
　

1
5
.0

％
（
R

6
）

・
高

温
耐

性
水

稲
中

生
品

種
「
に

こ
ま

る
」
の

作
付

推
進

（
H

2
1
～

）
：
作

付
面

積
6
9
0
h
a（

R
6
）

　
1
等

米
比

率
（
H

2
1
～

R
6
の

平
均

）
：

　
　

に
こ

ま
る

2
7
.3

％
　

⇔
　

ヒ
ノ

ヒ
カ

リ
8
.3

％
・
高

温
耐

性
水

稲
早

生
品

種
「
よ

さ
恋

美
人

」
の

作
付

推
進

（
H

3
0
～

）
：
作

付
面

積
8
7
h
a（

R
6
）

　
1
等

米
比

率
（
H

3
0
～

R
6
の

平
均

）
：

　
　

よ
さ

恋
美

人
3
4
.5

％
　

⇔
　

コ
シ

ヒ
カ

リ
1
8
.4

％

③
果

樹
・
果

樹
（
ナ

シ
）
で

の
適

期
収

穫
の

周
知

2
産

地
の

現
地

検
討

会
で

周
知

→
産

地
で

の
早

期
収

穫
・
出

荷
の

実
施

（
R

6
）

・
遮

光
ネ

ッ
ト

の
設

置
推

進
と

国
事

業
に

よ
る

ス
プ

リ
ン

ク
ラ

ー
の

導
入

支
援

→
県

域
の

現
地

検
討

会
で

の
推

進
1
回

（
R

6
）

・
ナ

シ
で

の
「
み

つ
症

」
多

発
園

で
の

高
温

に
強

い
品

種
へ

の
転

換
支

援
→

県
域

の
現

地
検

討
会

で
の

推
進

1
回

（
R

6
）

1
　

高
温

に
適

応
し

た
栽

培
技

術
の

開
発

と
普

及
推

進
①

野
菜

・
灌

水
設

備
や

遮
光

ネ
ッ

ト
等

の
導

入
費

用
が

高
価

・
高

温
対

策
と

し
て

効
果

が
期

待
で

き
る

機
器

・
資

材
の

導
入

や
新

た
な

技
術

の
開

発
が

進
ん

で
い

な
い

②
水

稲
・
高

温
対

策
技

術
の

周
知

と
高

温
耐

性
品

種
「
よ

さ
恋

美
人

」
、

「
に

こ
ま

る
」
の

作
付

拡
大

③
果

樹
・
遮

光
ネ

ッ
ト

や
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

の
導

入
費

用
が

高
価

・
高

温
対

策
資

材
設

置
に

手
間

が
か

か
る

・
新

高
ナ

シ
の

単
価

が
高

い
た

め
、

品
種

転
換

に
踏

み
切

れ
な

い

1
　

高
温

に
適

応
し

た
栽

培
技

術
の

開
発

と
普

及
推

進
①

野
菜

＜
施

設
園

芸
品

目
＞

○
新

た
な

機
器

・
資

材
等

の
実

証
【
R

7
～

R
9
】

・
換

気
扇

や
遮

光
資

材
の

実
証

と
栽

培
技

術
の

改
善

へ
の

支
援

（
担

い
手

育
成

セ
ン

タ
ー

、
県

農
業

振
興

セ
ン

タ
ー

）
・
試

験
場

で
の

熱
を

通
さ

な
い

赤
外

線
カ

ッ
ト

フ
ィ

ル
ム

や
外

張
り

資
材

の
実

証

＜
露

地
園

芸
品

目
＞

○
事

業
を

活
用

し
た

か
ん

水
設

備
等

の
導

入
支

援
【
R

7
～

R
9
】

・
灌

水
設

備
設

置
等

の
推

進

②
水

稲
○

高
温

対
策

技
術

の
周

知
と

高
温

耐
性

品
種

「
よ

さ
恋

美
人

」
、

「
に

こ
ま

る
」
の

作
付

拡
大

【
R

6
～

R
9
】

・
生

産
者

：
肥

培
管

理
技

術
の

改
善

等
に

よ
る

高
品

質
安

定
生

産
、

販
売

促
進

活
動

な
ど

に
よ

る
P

R
・
農

業
団

体
：
作

付
推

進
、

栽
培

技
術

指
導

、
「
特

A
」
獲

得
・
販

売
促

進
の

取
り

組
み

支
援

・
県

農
業

技
術

セ
ン

タ
ー

：
「
よ

さ
恋

美
人

」
の

品
種

特
性

の
周

知
、

新
た

な
県

オ
リ

ジ
ナ

ル
高

温
耐

性
品

種
の

育
成

・
県

環
境

農
業

推
進

課
、

県
農

業
振

興
セ

ン
タ

ー
：
高

温
耐

性
品

種
の

作
付

推
進

、
栽

培
技

術
の

改
善

へ
の

支
援

③
果

樹
○

遮
光

ネ
ッ

ト
の

設
置

推
進

と
国

事
業

に
よ

る
ス

プ
リ

ン
ク

ラ
ー

の
導

入
支

援
【
R

6
～

R
9
】

・
「
み

つ
症

」
多

発
園

で
の

国
事

業
を

活
用

し
た

高
温

に
強

い
品

種
へ

の
転

換
支

援
・
高

樹
齢

樹
の

植
え

替
え

に
よ

る
園

地
の

若
返

り
の

推
進

・
試

験
場

で
の

「
み

つ
症

」
発

生
を

抑
制

す
る

台
木

品
種

の
開

発

⇒
　

別
図

＜
農

0
5
＞

参
照

（
P

2
5
）

＜
新

た
な

機
器

・
資

材
等

の
実

証
成

果
＞

－
（
R

6
）

　
↓

1
0
事

例
(R

9
）

1
2

－
－

－
－

1
 ６

次
産

業
化

の
推

進
○

６
次

産
業

化
に

取
り

組
む

農
業

者
等

の
裾

野
の

拡
大

や
商

品
開

発
等

を
支

援
・
６

次
産

業
化

セ
ミ

ナ
ー

を
受

講
し

、
商

品
開

発
や

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

に
取

り
組

ん
だ

団
体

:5
5
団

体
（
H

2
5
～

R
5
）

・
６

次
産

業
化

推
進

支
援

チ
ー

ム
が

支
援

し
た

事
業

者
：
6
4
事

業
者

（
R

1
～

R
5
）

○
開

発
し

た
商

品
の

県
内

外
へ

の
販

路
拡

大
を

支
援

・
高

知
県

６
次

産
業

化
･直

販
外

商
推

進
協

議
会

（
以

下
 ６

次
・
直

外
協

）
の

設
置

す
る

６
次

産
業

化
商

品
専

用
販

売
ブ

ー
ス

へ
の

出
品

団
体

：
1
6
団

体
(R

5
）

1
 ６

次
産

業
化

の
推

進
①

新
規

事
業

者
の

掘
り

起
こ

し
・
情

報
提

供
活

動
の

充
実

・
６

次
産

業
化

に
よ

り
経

営
改

善
・
発

展
に

取
り

組
む

農
業

者
の

育
成

②
売

れ
る

商
品

づ
く
り

や
販

路
開

拓
等

へ
の

総
合

的
な

支
援

の
実

施
・
６

次
産

業
化

に
取

り
組

む
農

業
者

等
の

取
り

組
み

段
階

に
合

わ
せ

た
継

続
的

な
支

援
体

制
の

充
実

・
マ

ー
ケ

ッ
ト

を
意

識
し

た
商

品
開

発
や

商
品

の
磨

き
上

げ
・
販

路
開

拓
に

向
け

た
営

業
力

の
強

化

1
 ６

次
産

業
化

の
推

進
①

新
規

事
業

者
の

掘
り

起
こ

し
【
R

６
～

R
９

】
・
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
設

置
に

よ
る

情
報

発
信

、
相

談
対

応
、

専
門

家
派

遣
・
６

次
産

業
化

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
に

よ
る

商
品

知
識

や
技

術
の

習
得

・
向

上
支

援

②
売

れ
る

商
品

づ
く
り

や
販

路
開

拓
等

へ
の

総
合

的
な

支
援

の
実

施
【
R

６
～

R
９

】
・
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
専

門
家

派
遣

に
よ

る
事

業
者

の
経

営
改

善
・
発

展
に

向
け

た
戦

略
策

定
・
実

践
支

援
・
６

産
業

化
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

に
よ

る
事

業
計

画
の

実
現

に
向

け
た

商
品

の
磨

き
上

げ
支

援
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

・
６

次
産

業
化

支
援

チ
ー

ム
に

よ
る

専
門

家
を

活
用

し
た

事
業

者
の

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
支

援
・
６

次
・
直

外
協

設
置

販
売

コ
ー

ナ
ー

の
効

果
的

な
運

営
に

よ
る

販
路

拡
大

支
援

 
・
６

次
・
直

外
協

補
助

金
に

よ
る

商
品

の
磨

き
上

げ
支

援
 

＜
事

業
計

画
を

策
定

し
た

支
援

事
業

者
の

割
合

＞ 1
0
0
%
（
R

5
）
  

  
 

  
  

 ↓
1
0
0
%
 (

R
9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
農

地
の

受
け

皿
と

な
る

法
人

数
（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
 年

次
デ

ー
タ

は
、

県
「
集

落
営

農
組

織
等

整
理

シ
ー

ト
」
を

確
認

・
 四

半
期

デ
ー

タ
は

、
農

業
振

興
セ

ン
タ

ー
か

ら
の

活
動

報
告

に
よ

り
概

算
値

を
確

認

5
3
法

人
（
H

2
1
～

R
4
）

5
5
法

人
（
H

2
1
～

R
6
）

6
5
法

人
(H

2
1
～

R
9
)

1
 集

落
営

農
の

推
進

 ・
集

落
営

農
に

取
り

組
む

集
落

の
掘

り
起

こ
し

  
R

2
：
1
0
地

区
→

R
2
～

R
5
：
2
7
地

区
 ・

地
域

計
画

に
お

い
て

集
落

営
農

に
取

り
組

も
う

と
す

る
地

区
を

リ
ス

ト
化

 ・
組

織
化

の
意

識
醸

成
・
合

意
形

成
　

  
 組

織
化

に
向

け
た

集
落

営
農

塾
の

開
催

　
  
 組

織
化

コ
ー

ス
　

R
2
：
1
9
回

→
R

6
：
7
2
回

  
 ・

集
落

営
農

組
織

数
  
 H

3
0
：
2
2
4
組

織
→

R
6
：
2
1
4
組

織
  
 う

ち
法

人
数

　
H

3
0
：
2
8
法

人
→

R
6
：
4
2
法

人
 ・

組
織

間
連

携
の

取
り

組
み

数
　

  
 地

域
農

業
戦

略
数

 R
2
：
5
　

→
　

R
6
：
1
1

2
 農

地
の

受
け

皿
と

な
る

法
人

の
育

成
 ・

集
落

営
農

の
法

人
化

の
推

進
と

経
営

発
展

  
 経

営
発

展
に

向
け

た
集

落
営

農
塾

の
開

催
  
 ｽ

ﾃ
ｯ
ﾌ
ﾟｱ

ｯ
ﾌ
ﾟｺ

ｰ
ｽ

　
R

2
：
1
0
回

→
R

6
：
4
3
回

  
 法

人
化

コ
ー

ス
　

R
2
：
  
3
回

→
R

6
：
 1

9
回

  
 法

人
経

営
コ

ー
ス

　
R

2
：
  
9
回

→
R

6
：
3
2
回

1
 集

落
営

農
の

推
進

 ・
集

落
営

農
を

推
進

す
る

対
象

地
区

を
明

確
化

し
、

新
た

な
組

織
の

育
成

や
既

存
組

織
の

活
動

強
化

に
つ

い
て

早
期

に
実

現
で

き
る

よ
う

関
係

機
関

で
の

重
点

的
な

支
援

が
必

要
 ・

集
落

営
農

の
組

織
化

に
取

り
組

ん
で

い
る

集
落

に
お

い
て

、
組

織
化

の
必

要
性

に
つ

い
て

意
識

が
共

有
さ

れ
な

い
こ

と
や

、
組

織
の

中
核

と
な

る
人

材
が

確
保

で
き

な
い

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

組
織

化
に

向
け

た
取

り
組

み
を

休
止

す
る

地
区

が
あ

る

2
 農

地
の

受
け

皿
と

な
る

法
人

の
育

成
 ・

労
力

や
資

金
面

か
ら

組
織

の
活

動
が

作
業

受
託

に
留

ま
っ

て
い

る
と

こ
ろ

も
多

く
、

法
人

化
に

向
け

た
経

営
計

画
が

作
成

で
き

な
い

こ
と

な
ど

か
ら

法
人

化
に

進
め

な
い

組
織

が
あ

る
 ・

集
落

営
農

組
織

の
よ

う
に

、
地

域
の

担
い

手
が

引
き

受
け

き
れ

な
い

農
地

の
受

け
皿

と
し

て
機

能
し

て
い

る
担

い
手

が
い

る
が

、
十

分
な

支
援

が
な

い

1
 集

落
営

農
の

推
進

 ・
目

指
す

べ
き

将
来

の
農

地
利

用
の

姿
を

明
確

化
す

る
「
地

域
計

画
」
の

実
現

に
向

け
た

地
域

で
の

話
し

合
い

の
場

を
活

用
し

、
集

落
営

農
の

取
り

組
み

を
周

知
【
R

6
～

9
】

 ・
整

備
さ

れ
た

リ
ス

ト
を

元
に

、
意

欲
の

高
い

地
区

か
ら

優
先

的
に

支
援

対
象

地
区

を
選

定
【
R

7
～

R
9
】

 ・
選

定
し

た
地

区
を

対
象

に
法

人
化

を
視

野
に

入
れ

た
組

織
化

や
、

組
織

の
法

人
化

に
向

け
た

合
意

形
成

支
援

【
R

6
～

R
9
】

 ・
設

立
組

織
の

経
営

安
定

と
法

人
化

に
向

け
た

農
業

用
機

械
・
施

設
の

整
備

や
、

雇
用

の
確

保
へ

の
支

援
、

高
収

益
作

物
の

導
入

等
に

向
け

た
支

援
を

強
化

【
R

6
～

R
7
】

 ・
組

織
間

連
携

を
推

進
し

、
省

力
化

・
効

率
化

に
つ

な
が

る
機

械
の

導
入

や
労

働
力

の
確

保
等

を
図

り
、

経
営

面
積

の
拡

大
な

ど
継

続
的

な
発

展
の

た
め

の
体

制
を

確
立

を
支

援
【
R

6
～

R
7
】

 ・
組

織
間

連
携

の
体

制
づ

く
り

に
向

け
た

研
修

会
を

開
催

等
に

よ
り

取
り

組
み

を
啓

発
し

、
連

携
に

よ
る

体
制

づ
く
り

検
討

す
る

協
議

会
の

立
ち

上
げ

を
支

援
【
R

6
～

9
】

2
 農

地
の

受
け

皿
と

な
る

法
人

の
育

成
 ・

地
域

計
画

に
お

い
て

集
落

営
農

組
織

の
法

人
化

 に
取

り
組

も
う

と
す

る
組

織
を

リ
ス

ト
化

【
R

6
～

R
7
】

 ・
地

域
計

画
に

基
づ

く
経

営
規

模
の

拡
大

を
支

援
し

、
法

人
化

に
向

け
た

合
意

形
成

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

 ・
集

落
営

農
組

織
の

育
成

が
進

ま
な

い
地

域
に

お
い

て
は

、
農

地
の

出
し

手
の

ニ
ー

ズ
に

よ
り

、
集

積
が

見
込

ま
れ

る
経

営
体

の
法

人
化

を
推

進
し

地
域

内
の

農
地

を
担

う
法

人
経

営
体

を
育

成
【
R

6
～

9
】

 ・
経

営
の

維
持

・
拡

大
に

向
け

た
農

業
用

機
械

・
施

設
の

整
備

や
、

デ
ジ

タ
ル

技
術

の
活

用
、

オ
ペ

レ
ー

タ
ー

等
の

確
保

に
向

け
た

支
援

を
継

続
【
R

6
～

9
】

 ・
研

修
会

の
開

催
な

ど
農

地
の

受
け

皿
と

な
る

法
人

が
集

ま
る

交
流

の
場

を
つ

く
る

こ
と

で
、

規
模

拡
大

に
向

け
た

省
力

化
事

例
な

ど
の

情
報

交
換

を
促

進
 【

R
6
～

R
9
】

<
集

落
営

農
塾

（
法

人
化

コ
ー

ス
）
の

開
催

回
数

＞ ４
回

（
R

5
）

↓ 1
5
回

（
R

9
）

2
ス

マ
ー

ト
農

業
の

実
装

面
積

（
シ

ョ
ウ

ガ
で

の
ド

ロ
ー

ン
防

除
面

積
）
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
環

境
農

業
推

進
課

へ
提

出
さ

れ
る

防
除

実
績

を
集

計
（
年

次
）

1
.8

h
a

(R
4
)

5
2
h
a

(R
6
)

1
5
0
h
a

(R
9
)

1
 ス

マ
ー

ト
農

業
の

実
証

と
実

装
支

援
①

ス
マ

ー
ト

農
業

技
術

の
実

証
支

援
 ・

実
証

の
実

施
：
3
地

区
（
R

元
）
、

3
地

区
（
R

2
）
、

2
地

区
（
R

3
）
、

2
地

区
（
R

4
）

②
ス

マ
ー

ト
農

業
技

術
の

周
知

 ・
実

演
会

、
セ

ミ
ナ

ー
等

の
開

催
：
1
3
回

（
R

2
）
、

2
0
回

（
R

3
）
、

1
9
回

（
R

4
）
、

2
5
回

（
R

5
）
、

2
0
回

(R
6
)

③
ス

マ
ー

ト
農

業
技

術
の

導
入

支
援

 ・
補

助
事

業
に

よ
る

地
域

へ
の

防
除

用
ド

ロ
ー

ン
導

入
支

援
：
6
機

（
R

2
）
、

5
機

（
R

3
）
、

5
機

（
R

4
）
、

7
機

（
R

5
）
、

1
0
機

（
R

6
）

④
ド

ロ
ー

ン
防

除
拡

大
へ

の
環

境
整

備
 ・

農
薬

の
適

用
拡

大
試

験
の

実
施

：
1
5
剤

（
R

2
）
、

2
剤

（
R

3
）
、

4
剤

（
R

4
）

 ・
農

薬
の

適
用

拡
大

：
1
5
剤

（
R

3
～

5
、

シ
ョ

ウ
ガ

1
3
剤

、
オ

ク
ラ

2
剤

）
 ・

出
先

機
関

へ
の

防
除

用
ド

ロ
ー

ン
の

導
入

：
3

機
（
R

2
）

 ・
普

及
員

等
の

操
作

技
術

の
習

得
：
2
2
名

（
R

2
）
、

2
名

（
R

3
）
、

2
名

（
R

4
）
、

2
名

（
R

5
）
、

1
名

(R
6
)

⑤
ド

ロ
ー

ン
防

除
の

実
施

面
積

：
5
0
6
h
a（

R
2
）
、

1
,0

6
4
h
a（

R
3
）
、

1
,3

2
5
h
a（

R
4
、

う
ち

シ
ョ

ウ
ガ

1
.8

h
a）

、
1
,3

4
5
h
a(

R
5
、

う
ち

シ
ョ

ウ
ガ

4
0
h
a)

、
2
,2

7
7
h
a(

R
6
、

う
ち

シ
ョ

ウ
ガ

5
2
h
a)

1
 ス

マ
ー

ト
農

業
の

実
証

と
実

装
支

援
①

農
薬

の
適

用
拡

大
が

進
ん

だ
シ

ョ
ウ

ガ
で

の
ド

ロ
ー

ン
防

除
面

積
の

さ
ら

な
る

拡
大

1
 ス

マ
ー

ト
農

業
の

実
証

と
実

装
支

援
①

ス
マ

ー
ト

農
業

技
術

の
周

知
【
R

6
～

R
9
】

 ・
普

及
指

導
員

に
よ

る
実

証
、

実
演

会
や

セ
ミ

ナ
ー

等
の

開
催

に
よ

る
理

解
・
認

知
度

の
向

上
 ・

普
及

指
導

員
に

よ
る

農
業

支
援

サ
ー

ビ
ス

事
業

体
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

推
進

②
ス

マ
ー

ト
農

業
技

術
の

導
入

支
援

【
R

6
～

R
9
】

 ・
補

助
事

業
の

拡
充

（
農

業
支

援
サ

ー
ビ

ス
事

業
体

を
対

象
に

追
加

）
に

よ
る

防
除

用
ド

ロ
ー

ン
の

導
入

拡
大

③
ド

ロ
ー

ン
防

除
拡

大
に

向
け

た
環

境
整

備
 ・

ド
ロ

ー
ン

防
除

体
系

を
組

み
込

ん
だ

シ
ョ

ウ
ガ

防
除

暦
の

検
討

【
R

6
～

R
7
】

 ・
新

規
導

入
農

家
へ

の
各

種
申

請
に

対
す

る
支

援
【
R

6
～

R
9
】

 ・
防

除
作

業
を

受
託

す
る

農
業

支
援

サ
ー

ビ
ス

事
業

体
へ

の
登

録
支

援
【
R

6
～

R
9
】

 ・
実

証
の

拡
充

の
た

め
の

操
作

技
術

を
習

得
し

た
新

た
な

普
及

指
導

員
の

育
成

（
若

干
名

）
【
R

6
～

R
9
】

 ・
出

先
機

関
に

導
入

し
た

実
証

に
用

い
る

防
除

用
ド

ロ
ー

ン
の

更
新

【
R

9
】

＜
育

成
す

る
農

業
支

援
サ

ー
ビ

ス
事

業
体

数
＞

-
（
R

5
）

↓ 5
事

業
体

（
R

9
)

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

中
山
間
地
域
の
農
業
を
支
え
る
仕
組
み
の
再
構
築

12



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

2
直

接
取

引
等

多
様

な
流

通
に

よ
る

外
商

額
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

と
さ

の
さ

と
へ

の
聞

き
取

り

3
.9

億
円

（
R

4
.4

～
R

5
.3

)

4
.7

億
円

（
R

5
.4

～
R

6
.3

)

6
.5

億
円

(R
9
.4

～
R

1
0
.3

)

1
 「

と
さ

の
さ

と
」
を

活
用

し
た

県
産

農
産

物
の

地
産

外
商

の
強

化
(1

)「
と

さ
の

さ
と

」
を

活
用

し
た

外
商

拡
大

①
店

舗
へ

の
県

外
客

誘
致

　
 ・

高
速

道
路

マ
ッ

プ
、

旅
行

者
を

対
象

と
し

た
フ

リ
ー

雑
誌

な
ど

へ
の

広
告

や
Ｑ

Ｒ
コ

ー
ド

の
掲

載
に

よ
り

誘
客

の
た

め
の

Ｐ
Ｒ

を
実

施
（
主

な
情

報
発

信
地

域
：
関

西
・
中

国
・
四

国
）

②
ギ

フ
ト

・
カ

タ
ロ

グ
販

売
の

強
化

 ・
お

中
元

、
お

歳
暮

に
対

応
し

た
カ

タ
ロ

グ
制

作
と

顧
客

へ
の

発
送

 
 ・

冷
凍

商
品

等
顧

客
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
カ

タ
ロ

グ
の

制
作

と
発

送
 

 ・
県

人
会

や
包

括
連

携
協

定
企

業
な

ど
で

の
顧

客
開

拓
 

 ・
産

地
へ

の
直

接
交

渉
に

よ
る

シ
ー

ズ
ン

に
応

じ
た

青
果

物
の

確
保

 
③

県
外

フ
ァ

ー
マ

ー
ズ

マ
ー

ケ
ッ

ト
（
以

下
F
M

と
い

う
）
と

の
連

携
強

化
【
成

果
】
連

携
F
M

　
R

4
:3

7
か

所
→

R
5
:4

5
か

所
・
県

外
F
M

で
の

店
頭

販
売

や
と

さ
の

さ
と

へ
の

招
聘

に
よ

る
連

携
強

化
と

双
方

の
特

産
品

の
取

引
の

拡
大

(2
)W

E
B

販
売

サ
イ

ト
の

販
売

強
化

 　
 【

成
果

】
登

録
会

員
数

　
R

4
:4

,1
3
9
人

→
R

5
:6

,0
1
6

人 ・
掲

載
商

品
の

顧
客

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

充
実

 ・
Ｗ

ｅ
ｂ
広

告
、

送
料

負
担

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

に
よ

る
会

員
登

録
数

増
加

1
 「

と
さ

の
さ

と
」
を

活
用

し
た

県
産

農
産

物
の

地
産

外
商

の
強

化

(1
)「

と
さ

の
さ

と
」
を

活
用

し
た

外
商

拡
大

①
店

舗
県

外
客

の
販

売
額

向
上

の
た

め
に

は
、

客
単

価
ア

ッ
プ

と
客

数
の

増
加

が
必

要
②

ギ
フ

ト
・
カ

タ
ロ

グ
販

売
で

は
顧

客
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
高

品
質

な
商

品
の

提
供

は
ま

だ
ま

だ
不

足
③

連
携

F
M

と
の

更
な

る
連

携
強

化
が

必
要

④
食

肉
の

県
外

へ
の

販
売

強
化

が
必

要

(2
)W

E
B

販
売

サ
イ

ト
の

販
売

強
化

  
 ・

会
員

へ
の

直
接

の
Ｐ

Ｒ
（
旬

の
情

報
な

ど
）
で

き
る

メ
ル

マ
ガ

会
員

の
更

な
る

登
録

増
加

が
必

要

1
 「

と
さ

の
さ

と
」
を

活
用

し
た

県
産

農
産

物
の

地
産

外
商

の
強

化

(1
)「

と
さ

の
さ

と
」
を

活
用

し
た

外
商

拡
大

①
店

舗
県

外
客

へ
の

販
売

額
向

上
【
R

6
～

R
9
】

 ・
果

実
な

ど
の

高
単

価
商

品
の

増
加

や
贈

答
向

け
商

品
の

充
実

に
向

け
た

生
産

者
へ

の
働

き
か

け
　

 
 ・

県
外

客
に

ア
ピ

ー
ル

で
き

る
（
特

徴
の

あ
る

高
知

県
産

品
：
土

佐
文

旦
、

水
晶

文
旦

、
フ

ル
ー

ツ
ト

マ
ト

な
ど

）
 商

品
の

充
実

 
 ・

県
外

客
確

保
に

向
け

た
関

西
圏

を
中

心
と

す
る

観
光

客
を

対
象

と
し

た
旅

行
雑

誌
等

で
の

P
R

②
ギ

フ
ト

・
カ

タ
ロ

グ
販

売
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

 ・
イ

ベ
ン

ト
や

「
と

さ
と

さ
」
で

の
Ｐ

Ｒ
に

よ
る

顧
客

開
拓

 
 ・

県
内

産
地

と
の

連
携

強
化

に
よ

る
高

品
質

な
商

品
の

確
保

③
県

外
フ

ァ
ー

マ
ー

ズ
マ

ー
ケ

ッ
ト

と
の

連
携

強
化

【
R

6
～

R
9
】

 ・
新

た
な

提
携

先
Ｆ

Ｍ
と

の
連

携
　

　
 ・

連
携

F
M

と
の

関
係

強
化

　
　

出
張

販
売

の
継

続
　

　
提

携
F
M

へ
の

高
知

県
の

商
品

の
継

続
し

た
販

売
 

　
　

提
携

フ
ァ

ー
マ

ー
ズ

の
特

色
あ

る
商

品
（
果

実
な

ど
）
の

仕
入

販
売

 
④

食
肉

の
外

商
強

化
【
R

7
～

R
9
】

 ・
外

商
拡

大
に

向
け

た
土

佐
あ

か
う

し
、

土
佐

黒
牛

な
ど

の
食

肉
の

販
売

強
化

 

 (
2
)W

E
B

販
売

サ
イ

ト
の

販
売

強
化

【
R

6
～

R
9
】

 ・
会

員
登

録
の

た
め

の
イ

ベ
ン

ト
（
送

料
負

担
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
な

ど
）
の

開
催

 
 ・

J
A

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
と

の
イ

ベ
ン

ト
連

携
や

、
メ

デ
ィ

ア
で

県
産

品
が

取
り

上
げ

ら
れ

る
タ

イ
ミ

ン
グ

な
ど

で
の

タ
イ

ム
リ

ー
な

情
報

発
信

と
関

連
す

る
商

品
の

品
揃

え
 ・

県
外

イ
ベ

ン
ト

や
W

E
B

で
の

P
R

活
動

の
継

続

＜
県

外
フ

ァ
ー

マ
ー

ズ
マ

ー
ケ

ッ
ト

へ
の

販
売

額
（
年

間
）
＞

R
4
(実

績
):
3
8

百
万

円
→

R
9
(目

標
):
7
0

百
万

円

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

流
通
・販
売
の
支
援
強
化

1
市

場
流

通
を

中
心

と
し

た
Ｊ
Ａ

販
売

額
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

Ｊ
Ａ

高
知

県
の

市
場

取
扱

額
か

ら
月

次
で

確
認

6
0
2
億

円
（
R

5
）

※
R

4
.9

～
R

5
.8

6
2
6
億

円
（
R

6
）

※
R

5
.9

～
R

6
.8

6
5
0
億

円
(R

9
)

※
R

8
.9

～
R

9
.8

1
 卸

売
市

場
と

連
携

し
た

販
売

拡
大

(1
)卸

売
市

場
と

連
携

し
た

販
売

拡
大

①
卸

売
市

場
と

連
携

し
た

販
売

拡
大

(R
2
～

）
 ・

地
域

別
戦

略
の

策
定

（
全

国
6
地

域
）

 ・
卸

売
市

場
へ

の
委

託
　

R
1
：
6
社

→
R

2
～

R
5
：

1
1
社

（
上

記
6
地

域
）
→

（
R

6
よ

り
関

東
・
関

西
の

み
）
R

6
：
1
9
社

 ・
量

販
店

フ
ェ

ア
の

開
催

　
R

1
：
4
6
1
回

→
R

4
：

3
9
4
3
回

→
R

5
：
7
0
7
3
回

→
関

東
＋

関
西

R
6
：
関

東
2
,1

3
9
回

、
関

西
3
0
9
回

 ・
K
P

I：
J
A

販
売

額
(関

東
＋

関
西

)R
6
園

：
2
8
0
億

円
（
※

園
：
園

芸
年

度
R

5
年

9
月

～
R

6
年

8
月

）
（
参

考
：
R

5
園

：
2
7
1
億

円
）

（
２

）
マ

ー
ケ

ッ
ト

イ
ン

の
視

点
に

よ
る

業
務

需
要

に
応

じ
た

取
引

の
拡

大
①

デ
ジ

タ
ル

を
活

用
し

た
販

促
P

R
(R

2
～

）
 ・

オ
ン

ラ
イ

ン
セ

ミ
ナ

ー
や

動
画

に
よ

る
品

目
・
産

地
P

R
②

品
目

の
機

能
性

に
着

目
し

た
P

R
（
R

3
～

）
 ・

機
能

性
表

示
食

品
「
高

知
な

す
」
の

販
売

P
R

 ・
健

康
宅

配
冷

凍
食

品
と

し
て

の
商

品
化

 ・
栄

養
表

示
ニ

ラ
、

非
辛

み
シ

シ
ト

ウ
の

生
産

・
販

売
体

制
の

整
備

③
中

食
・
外

食
・
冷

凍
食

品
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
た

戦
略

の
策

定
・
実

行
 ・

品
目

別
業

務
傾

向
分

析
：
R

6
：
1
0
品

目
 ・

生
産

者
向

け
講

演
会

：
R

6
：
2
回

④
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
要

望
に

応
じ

た
弾

力
的

な
出

荷
形

態
等

の
検

討
 ・

 シ
シ

ト
ウ

の
袋

包
装

の
検

討
（
R

6
～

）

1
 卸

売
市

場
と

連
携

し
た

販
売

拡
大

(1
) 

卸
売

市
場

等
と

連
携

し
た

販
売

拡
大

 ・
高

温
に

よ
る

出
荷

量
減

で
単

価
高

と
な

り
、

販
売

額
は

高
く
推

移
。

一
方

、
出

荷
量

が
少

な
い

こ
と

か
ら

フ
ェ

ア
を

組
み

づ
ら

く
な

っ
て

お
り

、
取

扱
量

を
確

保
す

る
取

り
組

み
の

強
化

が
必

要

(2
)マ

ー
ケ

ッ
ト

イ
ン

の
視

点
に

よ
る

業
務

需
要

に
応

じ
た

取
引

の
拡

大
 ・

重
点

品
目

の
戦

略
の

実
行

と
業

務
需

要
に

対
応

で
き

る
産

地
づ

く
り

 ・
業

務
用

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

規
格

、
品

質
の

検
証

と
新

た
な

品
目

の
ニ

ー
ズ

の
把

握

1
 卸

売
市

場
と

連
携

し
た

販
売

拡
大

(1
)卸

売
市

場
と

連
携

し
た

販
売

拡
大

【
R

6
～

R
9
】

①
地

域
全

体
の

販
売

額
の

増
加

 ・
関

東
土

佐
会

（
関

東
全

域
）
及

び
関

西
土

佐
会

（
関

西
全

域
）
へ

の
委

託
【
R

6
～

Ｒ
9
】

②
継

続
し

た
取

扱
に

つ
な

が
る

売
り

場
確

保
を

目
指

し
た

量
販

店
フ

ェ
ア

の
実

施
 ・

仲
卸

や
バ

イ
ヤ

ー
招

へ
い

等
に

よ
る

産
地

理
解

促
進

【
R

6
～

R
9
】

 ・
万

博
や

「
あ

ん
ぱ

ん
」
放

送
に

合
わ

せ
た

県
産

青
果

物
の

認
知

度
向

上
【
R

7
】

③
将

来
に

わ
た

る
安

定
出

荷
に

向
け

た
産

地
の

ま
と

ま
り

の
強

化
（
J
A

取
扱

量
の

ア
ッ

プ
）

 ・
J
A

産
地

総
点

検
運

動
へ

の
支

援
【
R

6
～

R
9
】

(2
)マ

ー
ケ

ッ
ト

イ
ン

の
視

点
に

よ
る

業
務

需
要

に
応

じ
た

取
引

の
拡

大
【
R

6
～

R
9
】

①
中

食
・
外

食
・
冷

凍
食

品
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
た

戦
略

の
策

定
・
実

行
 ・

品
目

別
の

傾
向

分
析

、
分

析
に

基
づ

い
た

生
産

者
向

け
講

演
会

【
R

6
～

】
 ・

業
務

需
要

取
引

の
拡

大
が

見
込

め
る

品
目

と
産

地
を

選
定

し
、

新
た

な
出

荷
形

態
に

よ
る

販
売

や
　

増
量

期
に

お
け

る
業

務
加

工
用

へ
の

提
案

強
化

を
実

施
【
R

7
～

R
9
】

②
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
要

望
に

応
じ

た
弾

力
的

な
出

荷
形

態
等

の
検

討
 ・

業
務

需
要

に
応

じ
た

規
格

、
品

質
、

収
量

な
ど

の
栽

培
検

証
【
R

7
～

】

⇒
　

別
図

＜
農

0
3
＞

参
照

（
P

2
3
）

<
市

場
流

通
を

中
心

と
し

た
関

東
お

よ
び

関
西

の
Ｊ

Ａ
販

売
額

（
年

間
）
>

2
7
1
億

円
（
R

5
）

↓ 3
0
6
億

円
（
R

9
）

※
園

芸
年

度

13



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

流
通
・販
売
の
支
援
強
化

3
農

畜
産

物
の

輸
出

額
(年

間
)

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
 高

知
県

園
芸

品
販

売
拡

大
協

議
会

か
ら

輸
出

拡
大

委
託

業
務

の
輸

出
額

を
定

期
的

報
告

に
よ

り
確

認

・
野

菜
・
花

き
に

つ
い

て
主

要
な

市
場

等
へ

の
聞

き
取

り
に

よ
り

調
査 ・
ユ

ズ
に

つ
い

て
は

高
知

県
貿

易
実

態
調

査
(毎

年
7
月

調
査

、
9
月

中
旬

公
表

）

8
.8

億
円

(R
4
.4

～
R

5
.3

)

1
0
.1

億
円

(R
5
.4

～
R

6
.3

)

1
0
億

円
(R

9
.4

～
R

1
0
.3

)

１
　

品
目

別
輸

出
戦

略
に

基
づ

い
た

需
要

・
販

路
拡

大
①

県
産

農
産

物
の

認
知

度
向

上
及

び
輸

出
拡

大
【
委

託
事

業
を

通
じ

た
取

り
組

み
】

（
ユ

ズ
果

汁
）

・
国

内
商

談
会

(R
6
：
2
者

、
商

談
1
4
件

）
・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
で

の
商

談
会

開
催

（
R

5
：
2
者

､商
談

1
2
件

→
R

6
：
2
者

、
商

談
1
0
件

）
(花

き
）

・
米

国
に

強
い

卸
売

市
場

へ
委

託
（
年

間
輸

出
額

、
R

5
：
 3

,4
3
1
万

円
→

R
6
：
3
,8

3
4
万

円
）

(果
実

・
野

菜
）

・
卸

売
市

場
へ

委
託

（
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
等

現
地

量
販

で
の

県
フ

ェ
ア

開
催

：
R

4
：
3
3
店

→
R

5
：
4
2
店

→
R

6
：
4
3
店

）
・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
企

業
へ

の
委

託
に

よ
る

現
地

シ
ェ

フ
､輸

出
業

者
を

本
県

園
芸

産
地

等
に

招
へ

い
、

商
談

(R
6
.9

月
､4

名
）

・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
で

県
単

独
商

談
会

開
催

(R
6
:青

果
物

､加
工

品
3
者

出
展

、
商

談
8
件

)
・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
以

外
の

国
へ

の
輸

出
可

能
性

委
託

調
査

(タ
イ

、
マ

レ
ー

シ
ア

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

国
に

選
定

）

【
畜

産
物

】
・
食

肉
処

理
施

設
の

タ
イ

輸
出

認
定

の
取

得
（
R

6
) 

・
タ

イ
で

の
土

佐
あ

か
う

し
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

（
R

6
.1

1
月

）

【
チ

ャ
レ

ン
ジ

国
】

・
県

産
水

産
物

賞
味

会
と

の
連

携
（
R

6
イ

ン
ド

2
回

：
茶

、
ユ

ズ
加

工
品

を
紹

介
）

・
日

本
青

果
物

輸
出

促
進

協
議

会
(以

下
、

品
目

団
体

と
い

う
）
の

事
業

活
用

(1
回

、
マ

レ
ー

シ
ア

で
の

試
食

会
、

W
e
b
商

談
：
み

ょ
う

が
、

し
ょ

う
が

、
な

す
）

２
　

輸
出

に
意

欲
的

な
産

地
へ

の
支

援
強

化
  

①
農

林
水

産
物

・
食

品
輸

出
促

進
団

体
へ

の
加

入
に

よ
る

活
動

強
化

・
品

目
団

体
へ

加
入

(R
6
.6

月
)

・
(再

掲
)品

目
団

体
の

事
業

活
用

(1
回

､マ
レ

ー
シ

ア
で

の
試

食
会

､W
e
b
商

談
：
み

ょ
う

が
､し

ょ
う

が
､

な
す

）
②

高
知

県
農

産
物

輸
出

促
進

事
業

費
補

助
金

活
用

に
よ

る
支

援
（
申

請
件

数
R

5
：
5
件

→
R

6
：
4
件

) 
③

生
産

拡
大

に
向

け
た

取
り

組
み

へ
の

支
援

・
農

産
物

輸
出

拡
大

P
T
(J

A
､生

産
者

､県
)で

輸
出

情
報

の
共

有
と

ユ
ズ

等
の

生
産

拡
大

啓
発

（
2

回
）

・
ユ

ズ
の

有
機

的
栽

培
面

積
拡

大
へ

の
支

援
(有

機
質

肥
料

施
用

実
証

ほ
成

績
の

活
用

）
・
果

樹
経

営
支

援
対

策
事

業
を

活
用

し
新

植
を

推
進 （
R

4
：
5
8
,2

2
8
㎡

→
R

5
：
7
7
,4

6
1
㎡

）
　

・
香

南
市

に
お

い
て

露
地

ミ
カ

ン
園

地
整

備
（
R

6
年

測
量

、
9
2
a)

１
　

品
目

別
輸

出
戦

略
に

基
づ

い
た

需
要

・
販

路
拡

大
２

　
輸

出
に

意
欲

的
な

産
地

へ
の

支
援

強
化

【
農

産
物

】
 ・

欧
米

は
安

全
基

準
の

ハ
ー

ド
ル

が
高

い
 ・

ユ
ズ

は
世

界
的

に
需

要
が

高
ま

っ
て

お
り

、
ニ

ー
ズ

に
応

え
切

れ
て

い
な

い
  

・
意

欲
的

に
輸

出
に

取
り

組
も

う
と

す
る

産
地

が
限

ら
れ

て
い

る
 ・

市
場

や
消

費
ニ

ー
ズ

、
成

功
事

例
の

情
報

を
十

分
に

収
集

で
き

て
い

な
い

【
畜

産
物

】
・
輸

出
先

で
の

販
路

開
拓

に
は

有
望

な
現

地
パ

ー
ト

ナ
ー

(食
肉

輸
入

業
者

）
が

必
要

１
　

品
目

別
輸

出
戦

略
に

基
づ

い
た

需
要

・
販

路
拡

大
【
R

6
～

R
9
】

①
県

産
農

産
物

の
認

知
度

向
上

及
び

輸
出

拡
大

【
委

託
事

業
を

通
じ

た
取

り
組

み
】

（
ユ

ズ
果

汁
・
・
・
東

南
ア

ジ
ア

）
 ・

高
知

県
フ

ェ
ア

や
展

示
商

談
会

な
ど

で
加

工
品

の
消

費
P

R
に

よ
る

需
要

喚
起

と
取

引
の

拡
大

（
企

業
へ

の
委

託
）

（
花

き
・
・
・
中

国
、

米
国

中
心

）
 ・

花
き

は
中

国
市

場
に

加
え

て
米

国
等

を
対

象
に

、
グ

ロ
リ

オ
サ

を
主

と
し

て
､そ

の
他

品
目

の
需

要
の

有
無

を
確

認
し

な
が

ら
輸

出
拡

大
（
卸

売
市

場
へ

の
委

託
）

 （
果

実
・
・
・
東

南
ア

ジ
ア

）
 ・

量
販

店
等

の
バ

イ
ヤ

ー
(サ

プ
ラ

イ
ヤ

ー
）
を

産
地

へ
招

へ
い

し
、

産
地

と
の

繋
が

り
を

強
化

す
る

こ
と

で
高

知
県

フ
ェ

ア
な

ど
の

取
り

組
み

を
強

化
（
卸

売
市

場
へ

の
委

託
）

（
野

菜
・
・
・
東

南
ア

ジ
ア

）
・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
以

外
の

国
（
R

7
:タ

イ
、

マ
レ

ー
シ

ア
）
で

の
販

路
開

拓
へ

テ
ス

ト
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

、
商

談
会

開
催

な
ど

ア
プ

ロ
ー

チ
を

強
化

(企
業

へ
の

委
託

）
・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
に

お
い

て
、

県
産

農
産

物
の

食
べ

方
提

案
等

認
知

度
向

上
に

向
け

た
取

り
組

み
の

推
進

（
企

業
へ

の
委

託
）

 ・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
、

香
港

を
中

心
に

東
南

ア
ジ

ア
へ

の
販

路
確

保
・
拡

大
（
卸

売
市

場
へ

の
委

託
）

【
畜

産
物

】
・
土

佐
和

牛
ブ

ラ
ン

ド
推

進
協

議
会

に
よ

る
タ

イ
で

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

や
見

本
市

等
へ

の
出

展
支

援
【
R

7
】

・
食

肉
処

理
施

設
の

ベ
ト

ナ
ム

輸
出

認
定

の
取

得

【
チ

ャ
レ

ン
ジ

国
】

・
水

産
物

等
と

連
携

し
た

P
R

に
よ

る
販

路
の

開
拓

・
品

目
団

体
の

事
業

を
積

極
的

に
活

用
す

る
こ

と
で

販
路

の
開

拓

２
　

輸
出

に
意

欲
的

な
産

地
へ

の
支

援
強

化
【
R

6
～

R
9
】

①
農

林
水

産
物

・
食

品
輸

出
促

進
団

体
へ

の
加

入
に

よ
る

活
動

強
化

・
(再

掲
）
品

目
団

体
の

事
業

を
積

極
的

に
活

用
す

る
こ

と
で

販
路

の
開

拓
②

高
知

県
農

産
物

輸
出

促
進

事
業

費
補

助
金

活
用

に
よ

り
支

援
・
海

外
に

お
け

る
認

知
度

向
上

や
展

示
商

談
会

出
展

に
よ

る
需

要
拡

大
へ

の
支

援
、

ま
た

輸
出

相
手

国
の

農
薬

残
留

基
準

や
植

物
検

疫
、

衛
生

基
準

に
対

応
し

た
生

産
へ

の
支

援
③

生
産

拡
大

に
向

け
た

取
り

組
み

へ
の

支
援

 ・
ユ

ズ
の

有
機

的
栽

培
面

積
拡

大
に

向
け

た
支

援
(有

機
質

肥
料

施
肥

技
術

及
び

省
力

的
な

除
草

技
術

等
の

実
証

結
果

を
生

か
し

た
有

機
的

栽
培

へ
の

移
行

支
援

）
・
輸

出
へ

の
意

識
高

揚
に

向
け

た
取

り
組

み
の

強
化

(セ
ミ

ナ
ー

開
催

等
）

⇒
　

別
図

＜
農

0
4
＞

参
照

（
P

2
4
）

＜
ユ

ズ
（
果

汁
・
青

果
・
皮

の
輸

出
額

（
年

間
）
＞

8
.1

億
円

（
R

5
)

↓ 7
.2

億
円

（
R

9
)

(参
考

）
ユ

ズ
輸

出
額

R
3
：
4
.3

億
円

R
4
:：

7
.5

億
円 注

)R
4
年

は
前

年
在

庫
分

の
販

売
額

3
億

円
が

含
ま

れ
る

特
殊

年

注
)R

5
年

の
ユ

ズ
は

豊
作

年
で

前
年

の
約

1
.6

倍
の

生
産

量
と

な
り

輸
出

額
が

大
き

く
伸

び
た

特
殊

年

14



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
新

規
就

農
者

数
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
各

農
業

振
興

セ
ン

タ
ー

単
位

で
新

規
就

農
者

調
査

（
期

間
4
月

～
5
月

、
集

計
6
月

～
7
月

）
を

実
施

し
、

7
月

末
を

目
処

に
前

年
度

に
お

け
る

新
規

就
農

者
数

を
確

認

2
1
4
人

（
R

4
）

2
1
5
人

（
R

5
）

3
2
0
人

(R
9
)

１
 産

地
提

案
型

に
よ

る
自

営
就

農
者

へ
の

就
農

支
援

の
強

化
①

親
元

就
農

者
へ

の
就

農
支

援
の

強
化

 ・
新

た
な

支
援

策
に

つ
い

て
、

様
々

な
広

報
媒

体
に

よ
る

相
談

窓
口

の
P

R
や

親
元

就
農

支
援

策
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

で
周

知
を

図
っ

て
い

る
が

、
親

元
就

農
者

の
増

加
に

は
更

な
る

周
知

の
強

化
が

必
要

②
新

規
参

入
者

へ
の

就
農

支
援

の
強

化
 ・

若
者

が
農

業
を

職
業

と
し

て
の

認
識

し
魅

力
が

感
じ

ら
れ

る
よ

う
、

潜
在

層
に

向
け

た
P

R
強

化
が

必
要

 ・
農

業
経

営
・
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
の

相
談

活
動

を
検

証
し

、
よ

り
効

果
的

な
相

談
会

の
開

催
等

に
よ

り
就

農
相

談
者

を
増

や
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

１
 産

地
提

案
型

に
よ

る
自

営
就

農
者

へ
の

就
農

支
援

の
強

化
①

親
元

就
農

者
へ

の
就

農
支

援
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

 ・
後

継
者

候
補

及
び

親
世

代
へ

の
就

農
支

援
の

強
化

 ・
就

農
研

修
か

ら
就

農
直

後
の

経
営

確
立

ま
で

の
就

農
支

援
の

強
化

 ・
親

世
代

及
び

後
継

者
に

支
援

策
の

周
知

を
図

り
、

就
農

へ
の

話
し

合
い

を
促

進
　

　
　

　

②
新

規
参

入
者

へ
の

就
農

支
援

の
強

化
【
R

6
～

R
9
】
　

 ・
若

者
・
女

性
等

の
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
事

例
（
自

営
）
の

収
集

と
情

報
発

信
（
H

P
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

作
成

等
）

 ・
S
N

S
（
In

st
ag

ra
m

）
に

よ
る

本
県

農
業

の
魅

力
の

発
信

と
、

統
一

ハ
ッ

シ
ュ

タ
グ

（
"
#
"
）
に

よ
る

情
報

の
拡

散
 ・

本
県

農
業

の
魅

力
を

伝
え

、
農

業
を

職
業

と
し

て
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

さ
せ

る
体

験
や

セ
ミ

ナ
ー

の
実

施
 ・

潜
在

層
に

向
け

た
高

知
県

農
業

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
動

画
の

配
信

【
R

7
】

 ・
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

を
活

用
し

、
就

農
相

談
会

等
へ

の
誘

客
【
R

7
】

 ・
オ

ン
ラ

イ
ン

就
農

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
【
R

7
】
 

 ・
農

業
経

営
・
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

相
談

活
動

の
強

化
（
社

会
人

の
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

に
合

わ
せ

た
出

張
相

談
の

実
施

）
 ・

就
農

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
に

よ
る

就
農

相
談

者
や

イ
ベ

ン
ト

参
加

者
へ

の
き

め
細

や
か

な
フ

ォ
ロ

ー
の

継
続

的
な

実
施

 ・
産

地
提

案
書

の
情

報
更

新
と

有
効

活
用

に
よ

る
受

入
体

制
の

強
化

 ・
若

年
層

（
3
4
歳

以
下

）
の

就
農

前
研

修
中

の
費

用
負

担
を

軽
減

す
る

支
援

の
強

化
 ・

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ハ
ウ

ス
で

の
模

擬
経

営
に

よ
る

就
農

研
修

の
強

化
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 ・

市
町

村
で

新
規

就
農

者
向

け
中

古
ハ

ウ
ス

を
確

保
す

る
取

り
組

み
支

援

⇒
　

別
図

＜
農

0
2
＞

参
照

（
P

2
2
）

<
就

農
相

談
者

数
（
年

間
）

> 2
3
0
人

（
R

5
）

↓ 3
0
0
人

（
R

9
）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

多
様
な
担
い
手
の
確
保
・育
成

１
 産

地
提

案
型

に
よ

る
自

営
就

農
者

へ
の

就
農

支
援

の
強

化
①

親
元

就
農

　
・
国

の
支

援
策

の
対

象
と

な
ら

な
い

親
元

就
農

者
へ

の
資

金
助

成
制

度
の

創
設

 ・
親

元
就

農
支

援
策

の
P

R
 ・

主
要

品
目

の
後

継
者

候
補

が
い

る
農

家
及

び
後

継
者

候
補

へ
の

p
u
sh

型
ア

プ
ロ

ー
チ

　
対

象
：
9
品

目
3
0
5
人

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

（
R

5
）

②
新

規
参

入
 ・

若
者

・
女

性
就

農
者

等
の

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

事
例

の
収

集
と

発
信

・
農

業
者

自
ら

が
農

業
の

魅
力

を
発

信
・
拡

散
す

る
S
N

S
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
（
＃

こ
う

ち
農

c
o
m

e
 o

n
!!プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）
の

実
施

・
い

き
い

き
と

活
躍

す
る

農
業

者
と

交
流

す
る

農
業

体
験

ツ
ア

ー
(R

6
)

  
  

  
 プ

レ
イ

ベ
ン

ト
：
2
9
人

　
  

  
体

験
ツ

ア
ー

 ：
1
4
人

 ・
就

農
イ

ベ
ン

ト
開

催
等

に
よ

る
新

た
な

層
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

及
び

参
加

者
の

継
続

し
た

つ
な

ぎ
と

め ・
移

住
・
漁

業
・
林

業
と

連
携

し
た

一
次

産
業

フ
ェ

ア
の

開
催

（
大

阪
）

 ・
農

業
経

営
・
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

相
談

活
動

（
社

会
人

の
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

に
合

わ
せ

た
出

張
相

談
の

開
催

等
）

 ・
就

農
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

に
よ

る
就

農
相

談
者

等
へ

の
き

め
細

や
か

な
フ

ォ
ロ

ー
の

実
施

　
関

係
機

関
（
U

Iタ
ー

ン
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

・
市

町
村

等
）
と

の
連

携
強

化
 ・

産
地

提
案

書
の

情
報

更
新

と
有

効
活

用
に

よ
る

受
入

体
制

の
強

化
 ・

農
業

体
験

（
ア

グ
リ

体
験

合
宿

・
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

型
農

業
体

験
）
の

実
施

新
規

就
農

者
数

　
 R

元
：
2
6
1
人

→
R

2
：
2
1
7
人

→
R

5
：
2
1
5
人

相
談

者
数

（
農

業
経

営
・
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
）

　
 R

元
：
2
0
0
人

→
R

2
：
1
8
6
人

　
　

  
→

R
5
：
2
3
0
人

→
R

6
：
2
8
9
人
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

多
様
な
担
い
手
の
確
保
・育
成

2
　

　
う

ち
女

性
新

規
就

農
者

数
（
年

間
）

5
2
人

（
R

4
）

4
7
人

（
R

5
）

1
0
0
人

(R
9
)

3
　

う
ち

若
年

（
1
5
～

3
4
歳

）
女

性
新

規
就

農
者

数
（
年

間
）

1
6
人

（
R

4
）

2
4
人

（
R

5
)

5
0
人

（
R

9
)

4
　

　
う

ち
雇

用
就

農
者

数
（
年

間
）

8
2
人

（
R

4
)

6
3
人

（
R

5
)

1
2
0
人

(R
9
)

1
 雇

用
就

農
者

の
確

保
に

向
け

た
支

援
の

強
化

　
 ・

農
業

経
営

・
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

求
人

求
職

者
情

報
の

紹
介

 ・
雇

用
就

農
支

援
策

（
国

）
の

推
進

 ・
雇

用
就

農
相

談
会

の
開

催
 ・

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
求

人
ペ

ー
ジ

の
開

設

雇
用

就
農

者
数

  
  

R
元

：
 8

7
人

→
R

2
：
8
4
人

 →
R

5
：
 6

3
人

1
 雇

用
就

農
者

の
確

保
に

向
け

た
支

援
の

強
化

 ・
農

業
は

県
内

の
若

者
や

女
性

に
就

職
先

と
し

て
選

ば
れ

て
い

な
い

 ・
農

業
や

農
業

法
人

の
魅

力
を

知
ら

せ
る

機
会

が
少

な
い

 ・
雇

用
就

農
後

の
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

(雇
用

者
→

経
営

者
）
が

イ
メ

ー
ジ

し
づ

ら
い

１
 雇

用
就

農
者

の
確

保
に

向
け

た
支

援
の

強
化

①
求

人
情

報
の

収
集

と
提

供
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

②
農

業
職

場
を

知
っ

て
も

ら
う

取
り

組
み

の
推

進
（
再

掲
）
・
潜

在
層

に
向

け
た

高
知

県
農

業
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

動
画

の
配

信
【
R

7
～

R
9
】

（
再

掲
）
・
進

路
指

導
教

員
等

を
対

象
と

し
た

農
業

職
場

の
見

学
会

の
実

施
【
R

7
～

R
9
】

（
再

掲
）
・
若

者
・
女

性
等

の
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
事

例
（
雇

用
）
の

収
集

と
情

報
発

信
（
H

P
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

作
成

等
）
【
R

6
～

R
9
】

③
企

業
の

魅
力

を
知

っ
て

も
ら

う
機

会
の

創
出

【
R

7
～

R
9
】

（
再

掲
）
・
一

次
産

業
等

の
合

同
企

業
説

明
会

の
開

催
 ・

法
人

を
対

象
と

し
た

自
社

の
魅

力
の

ア
ピ

ー
ル

力
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

研
修

会
の

開
催

（
再

掲
）
 ・

未
経

験
者

で
も

農
業

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

で
き

る
よ

う
お

試
し

期
間

を
設

け
就

農
へ

の
ハ

ー
ド

ル
を

下
げ

る
ト

ラ
イ

ア
ル

就
農

制
度

の
導

入
④

農
業

分
野

に
お

け
る

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
を

支
援

【
R

6
～

R
9
】

 ・
雇

用
就

農
か

ら
独

立
自

営
就

農
（
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

）
し

、
農

業
経

営
者

を
め

ざ
す

者
の

確
保

と
育

成
 (

県
版

地
域

お
こ

し
協

力
隊

募
集

の
拡

大
)

⇒
　

別
図

＜
農

0
2
＞

参
照

（
P

2
2
）

<
ト

ラ
イ

ア
ル

就
農

制
度

活
用

に
よ

る
雇

用
就

農
者

数
（
年

間
）
>

-
（
R

5
）

↓ 2
0
人

（
R

9
）

１
農

業
の

職
業

と
し

て
の

認
知

度
や

魅
力

度
の

向
上  （

再
掲

）
 ・

若
者

・
女

性
就

農
者

等
の

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

事
例

の
収

集
と

発
信

 （
再

掲
）
 ・

農
業

者
自

ら
が

農
業

の
魅

力
を

発
信

・
拡

散
す

る
S
N

S
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
（
＃

こ
う

ち
農

c
o
m

e
 o

n
!!プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）
の

実
施

 （
再

掲
）
・
い

き
い

き
と

活
躍

す
る

農
業

者
と

交
流

す
る

農
業

体
験

ツ
ア

ー
（
R

6
）

  
 プ

レ
イ

ベ
ン

ト
：
女

性
1
2
人

/
2
9
人

　
体

験
ツ

ア
ー

 ：
女

性
8
人

/
1
4
人

２
 若

者
・
女

性
向

け
農

業
体

験
・
研

修
の

強
化

（
再

掲
）
  

・
い

き
い

き
と

活
躍

す
る

農
業

者
と

交
流

す
る

農
業

体
験

ツ
ア

ー
や

産
地

訪
問

の
開

催
・
女

性
向

け
農

業
体

験
（
ア

グ
リ

体
験

合
宿

）
及

び
農

業
機

械
研

修
の

実
施

　
　

　
ア

グ
リ

体
験

合
宿

：
2
人

（
R

6
）

　
　

　
農

業
機

械
研

修
：
2
人

（
R

6
）

・
中

高
生

へ
の

出
前

授
業

や
職

業
体

験
の

メ
ニ

ュ
ー

一
覧

を
教

育
委

員
会

、
学

校
へ

配
布

し
実

施
を

呼
び

か
け

・
大

学
生

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
受

入
　

　
　

農
業

担
い

手
育

成
セ

ン
タ

ー
：
2
人

（
R

6
）

女
性

の
新

規
就

農
者

数
  

 R
元

：
5
2
人

（
2
0
％

）
→

R
2
：
5
1
人

（
2
4
％

）
 

  
  

  
 →

R
5
：
4
7
人

（
2
2
％

）
う

ち
若

年
者

数
（
3
4
歳

以
下

）
  

 R
元

：
2
6
人

（
1
0
％

）
→

R
2
：
2
1
人

（
1
0
％

）
 

  
  

  
 →

R
5
：
2
4
人

（
1
1
％

）
  

※
（
）
は

新
規

就
農

者
に

お
け

る
割

合
女

性
の

相
談

者
数

（
農

業
経

営
・
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
）

  
 R

元
：
4
7
人

（
2
4
％

）
→

R
2
：
3
9
人

（
2
2
％

）
  

  
  

 →
R

5
：
7
5
人

（
3
3
％

）
  

※
( 

)は
相

談
者

数
に

お
け

る
割

合

1
 農

業
の

職
業

と
し

て
の

認
知

度
や

魅
力

度
の

向
上

 ・
女

性
の

就
農

相
談

者
数

は
前

年
並

み
（
1
月

末
時

点
）
で

あ
り

、
よ

り
効

果
的

な
対

策
が

必
要

。
 ・

若
者

・
女

性
に

本
県

農
業

の
魅

力
を

届
け

、
職

業
の

選
択

肢
と

し
て

意
識

さ
れ

る
よ

う
に

す
る

に
は

取
り

組
み

の
更

な
る

強
化

と
継

続
が

必
要

２
 若

者
・
女

性
向

け
農

業
体

験
・
研

修
の

強
化

・
女

性
向

け
研

修
会

等
は

、
募

集
・
開

催
方

法
等

を
工

夫
す

る
こ

と
や

、
P

R
の

強
化

が
必

要

1
 農

業
の

職
業

と
し

て
の

認
知

度
や

魅
力

度
の

向
上

【
R

6
～

R
7
】

（
再

掲
）
 ・

若
者

・
女

性
等

の
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
事

例
（
自

営
・
雇

用
）
の

収
集

と
情

報
発

信
（
H

P
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

作
成

等
）

（
再

掲
）
 ・

S
N

S
（
In

st
ag

ra
m

）
に

よ
る

本
県

農
業

の
魅

力
の

発
信

と
、

統
一

ハ
ッ

シ
ュ

タ
グ

（
"
#
"
）
に

よ
る

情
報

の
拡

散
（
再

掲
）
 ・

本
県

農
業

の
魅

力
を

伝
え

、
農

業
を

職
業

と
し

て
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

さ
せ

る
体

験
や

セ
ミ

ナ
ー

の
実

施
（
再

掲
）
 ・

潜
在

層
に

向
け

た
高

知
県

農
業

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
動

画
の

配
信

【
R

7
】

２
 若

者
・
女

性
向

け
農

業
体

験
・
研

修
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

 ・
就

農
に

向
け

た
女

性
向

け
農

業
体

験
や

研
修

会
の

実
施

 ・
中

高
生

へ
の

出
前

授
業

や
職

業
体

験
の

実
施

 ・
大

学
生

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
受

入
の

拡
大

３
 雇

用
就

農
者

の
確

保
に

向
け

た
支

援
の

強
化

【
R

7
～

R
9
】

  
・
未

経
験

者
で

も
農

業
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
で

き
る

よ
う

お
試

し
期

間
を

設
け

就
農

へ
の

ハ
ー

ド
ル

を
下

げ
る

ト
ラ

イ
ア

ル
就

農
制

度
の

導
入

  
・
進

路
指

導
教

員
等

を
対

象
と

し
た

農
業

職
場

の
見

学
会

の
実

施
  

・
一

次
産

業
等

の
合

同
企

業
説

明
会

の
開

催

⇒
　

別
図

＜
農

0
2
＞

参
照

（
P

2
2
）

<
女

性
就

農
相

談
者

数
（
年

間
）
>

7
5
人

（
R

5
）

↓ 1
0
0
人

（
R

9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

多
様
な
担
い
手
の
確
保
・育
成

5
認

定
農

業
者

（
新

規
認

定
者

数
）

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

各
市

町
村

へ
3
月

末
時

点
の

認
定

状
況

を
調

査
（
4
月

）
し

把
握

す
る

1
2
1
経

営
体

（
R

4
）

1
6
7
経

営
体

（
R

5
）

1
5
0
経

営
体 (R
9
)

１
 認

定
農

業
者

の
育

成
支

援
①

対
象

者
の

掘
り

起
こ

し
 ・

経
営

改
善

志
向

農
家

へ
の

制
度

の
周

知
等

に
よ

り
認

定
農

業
者

に
誘

導
 ・

地
域

計
画

に
位

置
付

く
者

の
う

ち
基

本
構

想
水

準
到

達
者

や
規

模
拡

大
予

定
の

者
を

リ
ス

ト
化

し
、

さ
ら

に
認

定
農

業
者

に
誘

導
し

て
い

く
経

営
体

を
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
 ・

農
業

経
営

力
向

上
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

  
R

6
：
3
3
人

（
6
回

）

②
経

営
改

善
計

画
の

作
成

支
援

及
び

実
現

へ
の

支
援

 ・
制

度
資

金
や

補
助

事
業

の
活

用
と

併
せ

た
関

係
機

関
に

よ
る

経
営

改
善

計
画

の
作

成
支

援
 ・

重
点

支
援

対
象

者
：
3
1
経

営
体

（
R

6
）

１
 認

定
農

業
者

の
育

成
支

援
①

対
象

者
の

掘
り

起
こ

し
 ・

誘
導

し
て

い
く
経

営
体

の
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
ま

で
に

留
ま

っ
て

い
る

 ・
経

営
体

の
中

に
は

経
営

改
善

に
対

す
る

意
識

が
薄

い
者

も
多

い

②
経

営
改

善
計

画
の

作
成

支
援

及
び

実
現

へ
の

支
援

 ・
認

定
新

規
就

農
者

の
中

に
は

、
栽

培
技

術
に

意
識

が
向

い
て

コ
ス

ト
管

理
が

お
ろ

そ
か

に
な

る
傾

向
が

あ
る  ・

新
規

就
農

者
か

ら
認

定
農

業
者

へ
の

経
営

発
展

に
向

け
た

切
れ

目
の

な
い

支
援

強
化

が
必

要
 ・

生
産

コ
ス

ト
が

増
加

し
収

益
性

が
上

が
ら

な
い

経
営

体
が

多
い

な
か

、
経

営
改

善
の

必
要

性
を

認
識

さ
せ

、
改

善
の

取
り

組
み

へ
と

誘
導

す
る

こ
と

が
必

要

１
 認

定
農

業
者

の
育

成
支

援
①

認
定

農
業

者
候

補
の

掘
り

起
こ

し
【
R

6
～

R
9
】

  
・
地

域
計

画
の

策
定

を
通

じ
た

候
補

者
の

明
確

化
【
R

6
】

  
・
経

営
規

模
の

拡
大

を
志

向
す

る
新

規
就

農
者

や
法

人
化

を
志

向
す

る
経

営
体

な
ど

、
経

営
発

展
を

目
指

す
候

補
者

の
リ

ス
ト

化
【
R

6
】

　
・
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

た
認

定
農

業
者

候
補

者
に

対
し

て
、

経
営

改
善

に
取

り
組

む
意

義
や

メ
リ

ッ
ト

等
を

説
明

し
誘

導
【
R

7
～

R
9
】

　
・
認

定
農

業
者

候
補

者
リ

ス
ト

の
毎

年
度

更
新

【
R

7
～

R
9
】

②
経

営
改

善
計

画
の

作
成

及
び

実
践

支
援

【
R

6
～

R
9
】

  
・
認

定
農

業
者

候
補

（
認

定
新

規
就

農
者

等
）
を

対
象

と
し

た
経

営
診

断
の

実
施

と
経

営
改

善
計

画
の

作
成

支
援

【
R

6
～

R
9
】

  
・
認

定
農

業
者

組
織

に
よ

る
経

営
改

善
等

に
向

け
た

研
修

会
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

  
・
経

営
改

善
の

実
践

に
向

け
た

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
【
R

6
～

R
9
】

<
認

定
農

業
者

を
志

向
す

る
経

営
体

の
経

営
診

断
数

（
年

間
）
>

1
0
経

営
体

（
R

6
）

↓ 2
0
経

営
体

（
R

9
）

6
新

規
農

業
法

人
数

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

各
市

町
村

へ
1
2
月

末
、

3
月

末
時

点
の

農
業

法
人

数
を

調
査

し
把

握
す

る

7
法

人
（
R

4
）

1
0
法

人
（
R

5
）

1
6
法

人
(R

9
)

（
再

掲
）
１

 法
人

経
営

体
へ

の
誘

導
と

経
営

発
展

へ
の

支
援

①
法

人
経

営
体

へ
の

誘
導

 ・
農

業
経

営
力

向
上

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
  

 R
6
：
3
3
人

（
6
回

）
 ・

法
人

化
候

補
者

の
リ

ス
ト

化

②
経

営
発

展
へ

の
支

援
 ・

農
業

経
営

・
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

重
点

支
援

対
象

者
へ

の
支

援
重

点
支

援
対

象
者

の
う

ち
法

人
化

志
向

：
7
経

営
体

/
3
1
経

営
体

（
R

6
）

（
再

掲
）
1
 法

人
経

営
体

へ
の

誘
導

と
経

営
発

展
へ

の
支

援
①

法
人

経
営

体
へ

の
誘

導
 ・

経
営

課
題

が
漠

然
と

し
た

経
営

相
談

者
が

多
く
、

自
ら

経
営

の
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

が
必

要
 ・

雇
用

の
形

態
は

非
正

規
が

多
く
、

法
人

化
を

志
向

す
る

経
営

体
が

少
な

い

②
経

営
発

展
へ

の
支

援
 ・

燃
油

・
生

産
資

材
の

高
騰

な
ど

厳
し

い
経

営
環

境
が

続
く
中

、
自

ら
農

業
経

営
の

改
善

に
向

け
て

計
画

的
に

取
り

組
む

農
業

者
の

育
成

が
必

要

（
再

掲
）
1
 法

人
経

営
体

へ
の

誘
導

と
経

営
発

展
へ

の
支

援
①

法
人

経
営

体
へ

の
誘

導
【
R

6
～

R
9
】

 ・
法

人
化

に
取

り
組

む
農

業
者

の
掘

り
起

こ
し

【
R

6
～

R
9
】

 ・
資

金
繰

り
表

の
作

成
を

通
じ

て
、

経
営

改
善

へ
の

意
識

付
け

や
規

模
拡

大
等

に
向

け
た

検
討

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

 ・
法

人
化

候
補

者
に

対
し

て
、

法
人

化
を

検
討

す
る

た
め

の
重

点
支

援
対

象
者

へ
の

誘
導

【
R

7
～

R
9
】

 ・
法

人
化

候
補

者
リ

ス
ト

の
毎

年
度

更
新

【
R

7
～

R
9
】

②
経

営
発

展
へ

の
支

援
【
R

6
～

R
9
】

 ・
農

業
経

営
・
就

農
支

援
セ

ン
タ

ー
の

支
援

内
容

の
周

知
と

重
点

支
援

対
象

者
の

掘
り

起
こ

し
の

強
化

 ・
重

点
支

援
対

象
者

へ
の

専
門

家
派

遣
等

に
よ

る
経

営
改

善
支

援

<
法

人
化

を
志

向
す

る
重

点
支

援
対

象
者

数
（
年

間
）

> 7
経

営
体

（
R

5
）

↓ 1
6
経

営
体

（
R

9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

多
様
な
担
い
手
の
確
保
・育
成

1
 労

働
力

の
確

保
①

地
域

内
外

の
労

働
力

の
掘

り
起

こ
し

と
J
A

無
料

職
業

紹
介

所
に

よ
る

マ
ッ

チ
ン

グ
促

進
【
R

6
～

R
9
】

　
・
生

産
者

：
求

人
情

報
の

登
録

　
・
農

業
団

体
：
J
A

無
料

職
業

紹
介

所
の

体
制

強
化

に
よ

る
労

働
力

確
保

の
仕

組
み

づ
く
り

と
異

業
種

ま
で

含
め

た
マ

ッ
チ

ン
グ

促
進

、
長

期
就

労
が

　
　

可
能

と
な

る
作

業
リ

レ
ー

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、

労
働

力
の

広
域

循
環

の
仕

組
み

づ
く
り

、
多

様
な

媒
体

を
活

用
し

た
県

内
外

か
ら

の
援

農
者

の
　

　
確

保
と

受
け

入
れ

体
制

の
整

備
、

農
作

業
ヘ

ル
パ

ー
制

度
の

実
証

等
　

・
県

環
境

農
業

推
進

課
、

県
農

業
振

興
セ

ン
タ

ー
：
労

働
力

確
保

の
仕

組
み

づ
く
り

と
マ

ッ
チ

ン
グ

促
進

へ
の

支
援

、
農

作
業

ヘ
ル

パ
ー

制
度

の
　

　
実

証
へ

の
支

援
等

②
農

福
連

携
の

推
進

○
農

福
連

携
に

対
す

る
理

解
の

促
進

と
就

業
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

に
よ

る
就

労
定

着
【
R

6
～

R
9
】

　
・
生

産
者

：
障

害
者

等
の

受
け

入
れ

　
・
市

町
村

、
地

域
社

会
福

祉
協

議
会

、
障

害
者

就
労

支
援

機
関

、
県

農
業

改
良

普
及

所
、

J
A

等
：
地

域
農

福
連

携
支

援
会

議
の

設
置

、
　

　
就

労
・
定

着
支

援
　

・
県

福
祉

事
務

所
、

県
社

会
福

祉
協

議
会

、
県

環
境

農
業

推
進

課
、

（
一

社
）
県

農
業

会
議

等
：
農

福
連

携
支

援
調

整
会

議
の

設
置

、
地

域
の

　
　

取
り

組
み

支
援

、
研

修
会

や
農

作
業

体
験

会
の

開
催

、
マ

ッ
チ

ン
グ

、
お

試
し

就
労

へ
の

移
行

促
進

③
外

国
人

材
の

受
入

れ
支

援
○

外
国

人
材

の
受

け
入

れ
促

進
【
R

6
～

R
9
】

　
・
生

産
者

：
外

国
人

材
の

受
け

入
れ

　
・
農

業
団

体
：
生

産
者

の
受

入
れ

ニ
ー

ズ
の

把
握

、
J
A

集
出

荷
場

に
お

け
る

受
入

れ
推

進
　

・
高

知
県

中
小

企
業

団
体

中
央

会
：
監

理
団

体
・
登

録
支

援
機

関
等

受
入

れ
体

制
の

整
備

と
指

導
、

生
産

者
の

ニ
ー

ズ
に

対
す

る
ス

ム
ー

ズ
な

　
　

受
け

入
れ

支
援

、
送

出
し

国
と

の
連

携
強

化
　

・
県

環
境

農
業

推
進

課
、

農
業

振
興

セ
ン

タ
ー

：
外

国
人

技
能

実
習

制
度

や
特

定
技

能
外

国
人

に
関

す
る

情
報

収
集

と
生

産
者

、
農

業
団

体
へ

　
　

の
周

知
、

農
業

団
体

等
の

取
り

組
み

支
援

、
受

入
れ

可
能

な
経

営
体

の
育

成
、

送
出

し
国

と
の

連
携

強
化

7

－
－

－
－

1
 労

働
力

の
確

保
○

J
A

無
料

職
業

紹
介

所
の

体
制

強
化

に
よ

る
労

働
力

の
掘

り
起

こ
し

と
マ

ッ
チ

ン
グ

の
促

進
 ・

職
業

紹
介

事
業

専
任

者
の

配
置

：
1
名

（
R

2
～

）
 ・

地
域

無
料

職
業

紹
介

所
の

設
置

促
進

（
R

2
～

）
　

1
2
ヵ

所
（
R

2
）
 →

 1
3
ヵ

所
（
R

5
）

 ・
地

域
間

の
労

働
力

循
環

の
仕

組
み

づ
く
り

（
R

2
～

）
　

春
野

出
荷

場
⇔

種
苗

セ
ン

タ
ー

、
シ

ョ
ウ

ガ
収

穫
　

芸
西

出
荷

場
⇔

山
田

、
香

我
美

出
荷

場
　

安
芸

出
荷

場
⇔

香
我

美
出

荷
場

　
1
8
名

（
R

2
）
 →

 1
8
名

（
R

3
）
→

 
  

1
8
名

（
R

4
）
→

 1
8
名

（
R

5
）
→

 2
7
名

（
R

6
）

 ・
S
N

S
で

の
募

集
等

に
よ

る
援

農
者

の
確

保
（
R

2
～

）
　

サ
イ

ト
「
あ

ぐ
り

マ
ッ

チ
こ

う
ち

」
開

設
（
R

2
）

　
四

万
十

町
シ

ョ
ウ

ガ
：
8
1
名

（
R

2
～

R
6
）

 ・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
異

業
種

・
大

学
生

と
の

連
携

（
R

4
）

　
旅

行
業

：
ユ

ズ
・
ポ

ン
カ

ン
の

収
穫

：
4
6
名

　
大

学
生

：
ユ

ズ
の

収
穫

：
2
0
名

○
求

人
登

録
数

と
マ

ッ
チ

ン
グ

数
　

(第
3
四

半
期

末
の

数
値

）
　

求
人

登
録

：
2
7
5
件

（
R

元
）
 →

 2
9
2
件

（
R

2
）
 

  
→

 2
3
6
件

（
R

3
）
→

 2
4
7
件

（
R

4
）
→

 2
2
4
件

（
R

5
）
→

 2
1
5
件

（
R

6
）

　
マ

ッ
チ

ン
グ

：
2
6
5
件

（
R

元
）
 →

 2
8
4
件

（
R

2
）

  
→

 3
3
7
件

（
R

3
）
→

 3
1
3
件

（
R

4
）
→

 3
1
3
件

（
R

5
）
→

 3
4
7
件

（
R

6
）

○
農

福
連

携
の

推
進

 ・
地

域
協

議
会

の
設

立
：
1
2
組

織
（
R

5
累

計
）

 ・
県

域
協

議
会

の
設

立
（
R

3
）

 ・
農

家
等

に
対

す
る

研
修

会
の

開
催

　
1
6
回

（
R

2
～

5
）

 ・
障

害
者

等
に

対
す

る
農

作
業

体
験

会
の

開
催

　
5
9
回

：
延

べ
4
9
8
名

（
R

2
～

R
6
）

 ・
就

労
定

着
サ

ポ
ー

タ
ー

に
よ

る
定

着
支

援
（
R

3
～

）
　

R
3
：
7
戸

・
2
2
回

、
R

4
：
5
戸

・
2
5
回

、
  

R
5
：
1
2
戸

・
3
0
回

、
 R

6
：
1
4
戸

・
2
7
回

○
農

家
・
J
A

出
荷

場
で

就
労

す
る

障
害

者
等

　
農

家
：
1
9
1
名

/
5
0
戸

（
H

3
0
）

  
→

3
1
6
名

/
7
4
戸

（
R

元
）
→

4
0
0
名

/
8
2
戸

（
R

2
）

  
→

4
7
7
名

/
5
2
戸

（
R

3
→

4
5
8
名

/
8
9
戸

（
R

4
）

  
→

4
4
9
名

/
8
1
戸

（
R

5
）

　
集

出
荷

場
：
7
2
名

/
1
5
場

（
H

3
0
）

  
→

8
4
人

/
1
7
場

（
R

元
）
→

1
0
2
名

/
2
1
場

（
R

2
）

  
→

1
1
1
名

/
1
4
場

（
R

3
)→

9
6
名

/
2
0
場

（
R

4
）

  
→

1
3
7
名

/
2
0
場

（
R

5
）

○
外

国
人

材
の

受
入

れ
促

進
 ・

外
国

人
受

入
れ

制
度

勉
強

会
の

開
催

　
1
5
回

：
3
6
2
名

（
R

2
～

R
6
）

○
外

国
人

材
の

受
入

れ
人

数
　

6
6
7
人

（
R

元
）
 →

 6
8
6
人

（
R

2
）
 →

 7
4
5
人

（
R

3
）
  

→
 8

9
6
人

（
R

4
）
→

 9
8
9
人

（
R

5
）
→

 1
,1

2
5

人
（
R

6
）

○
送

出
国

実
態

調
査

  
ベ

ト
ナ

ム
：
1
回

（
R

5
）
、

イ
ン

ド
：
2
回

（
R

5
～

R
6
）
、

東
テ

ィ
モ

ー
ル

：
1
回

（
R

6
）

1
 労

働
力

の
確

保
○

J
A

無
料

職
業

紹
介

所
の

体
制

強
化

、
連

携
に

よ
る

求
人

登
録

の
促

進
と

マ
ッ

チ
ン

グ
促

進

○
長

期
就

労
が

可
能

と
な

る
作

業
リ

レ
ー

シ
ス

テ
ム

の
構

築
、

労
働

力
の

広
域

循
環

の
仕

組
み

づ
く
り

○
多

様
な

媒
体

を
活

用
し

た
県

内
外

か
ら

の
援

農
者

の
確

保
と

受
入

れ
体

制
の

整
備

○
農

作
業

ヘ
ル

パ
ー

制
度

の
検

討

○
福

祉
部

局
と

の
連

携
に

よ
る

農
業

と
福

祉
の

相
互

理
解

の
促

進

○
障

害
者

等
の

就
業

後
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
に

よ
る

就
労

定
着

○
外

国
人

材
送

出
し

国
と

の
連

携
強

化

＜
外

国
人

材
の

受
入

れ
人

数
（
年

間
）
＞

9
8
9
人

（
R

5
）

　
　

↓
1
5
0
0
人

（
R

9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
ほ

場
整

備
の

実
施

面
積

（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
各

セ
ン

タ
ー

か
ら

の
月

例
報

告
「
事

業
進

捗
」
に

よ
り

確
認

6
9
.5

h
a

（
R

2
～

R
4
)

1
4
4
.6

h
a

（
R

2
～

R
6
)

3
0
3
.4

h
a

(R
2
～

R
9
)

1
 ま

と
ま

っ
た

優
良

農
地

の
確

保
に

向
け

た
基

盤
整

備
の

推
進

　
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

を
立

ち
上

げ
事

業
化

に
向

け
た

体
制

を
強

化
　

・
権

利
関

係
調

査
等

の
実

施
　

　
　

〔
R

3
～

R
5
：
5
地

区
〕

　
・
ほ

場
整

備
実

施
計

画
の

策
定

　
　

　
〔
R

2
～

R
5
：
8
地

区
〕

　
・
人

・
農

地
プ

ラ
ン

を
活

用
し

た
地

区
の

選
定

　
　

　
〔
R

4
～

R
5
：
9
地

区
〕

  
〔
成

果
：
整

備
面

積
（
R

2
～

R
6
）
〕

 　
・
実

績
：
1
4
4
.6

h
a（

計
画

：
1
5
5
.6

h
a）

　
　

　
達

成
度

：
1
4
4
.6

/
1
5
5
.6

=
9
2
.9

％

１
 ま

と
ま

っ
た

優
良

農
地

の
確

保
に

向
け

た
基

盤
整

備
の

推
進

①
入

札
不

調
・
不

落
 ・

標
準

歩
掛

か
り

と
中

山
間

地
域

の
実

態
と

の
乖

離
な

ど
、

地
域

に
よ

っ
て

入
札

不
調

・
不

落
が

発
生

②
地

域
の

合
意

形
成

 ・
未

相
続

農
地

の
増

加
な

ど
地

元
調

整
に

時
間

を
要

し
、

事
業

化
が

遅
延

③
ま

と
ま

っ
た

農
地

の
確

保
 ・

補
助

事
業

の
要

件
（
5
h
a）

の
確

保
が

困
難

１
 ま

と
ま

っ
た

優
良

農
地

の
確

保
に

向
け

た
基

盤
整

備
の

推
進

①
地

形
条

件
等

か
ら

選
定

し
た

ほ
場

整
備

候
補

地
（
5
8
地

区
）
な

ど
の

事
業

化
に

向
け

た
検

証
と

推
進

 ・
各

セ
ン

タ
ー

の
企

画
担

当
チ

ー
フ

を
中

心
と

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
（
P

T
)に

よ
り

、
5
8
地

区
の

実
情

把
握

と
事

業
化

の
検

証
【
R

6
】

 ・
地

域
の

ニ
ー

ズ
や

検
証

結
果

か
ら

優
先

順
位

を
設

定
し

、
P

T
を

活
用

し
た

事
業

化
の

推
進

【
R

6
～

R
9
】

②
入

札
不

調
・
不

落
対

策
【
R

6
～

R
9
】

 ・
地

域
の

実
情

を
踏

ま
え

、
早

期
の

見
積

活
用

方
式

の
採

用

【
課

題
へ

の
対

応
】
　

※
地

域
の

合
意

形
成

（
未

相
続

農
地

）
、

ま
と

ま
っ

た
農

地
の

確
保

の
課

題
に

つ
い

て
は

、
下

段
の

き
め

細
か

な
基

盤
整

備
で

対
応

＜
担

い
手

用
農

地
整

備
面

積
＞

9
0
.9

h
a(

R
5
)

↓ 2
4
2
.7

h
a(

R
9
)

2
き

め
細

か
な

基
盤

整
備

の
実

施
地

区
（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
農

林
水

産
省

へ
の

事
業

採
択

申
請

に
基

づ
く
「
採

択
件

数
」
に

よ
り

確
認

-
(R

4
)

3
地

区
(R

6
)

4
0
地

区
（
R

4
～

R
9
）

1
 迅

速
か

つ
き

め
細

か
な

優
良

農
地

の
確

保
に

向
け

た
基

盤
整

備
の

推
進

　
・
県

営
農

地
耕

作
条

件
改

善
事

業
の

創
設

　
　

　
施

設
園

芸
用

農
地

整
備

【
R

2
】

　
　

　
　

（
事

業
要

件
：
1
.0

h
a以

上
）

　
　

　
露

地
園

芸
用

農
地

整
備

【
R

5
拡

充
】

　
　

　
　

（
事

業
要

件
：
2
.0

h
a以

上
）

  
〔
成

果
：
地

区
数

（
R

2
～

R
6
）
〕
　

　
　

　
 ・

実
績

：
2
地

区
（
2
.2

h
a）

1
 迅

速
か

つ
き

め
細

か
な

優
良

農
地

の
確

保
に

向
け

た
基

盤
整

備
の

推
進

　
・
地

権
者

の
自

己
負

担
　

・
ま

と
ま

っ
た

農
地

の
確

保
　

・
地

域
の

合
意

形
成

　
・
担

い
手

等
へ

の
事

業
周

知
が

不
十

分

1
 迅

速
か

つ
き

め
細

か
な

優
良

農
地

の
確

保
に

向
け

た
基

盤
整

備
の

推
進

①
地

域
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
迅

速
か

つ
き

め
細

か
な

基
盤

整
備

の
推

進
【
R

6
～

R
9
】

 ・
地

元
負

担
を

求
め

な
い

「
県

営
農

地
耕

作
条

件
改

善
事

業
」
の

活
用

と
拡

充
　

（
R

6
拡

充
　

事
業

要
件

：
施

設
園

芸
1
.0

⇒
0
.3

h
a、

露
地

園
芸

等
2
.0

⇒
0
.5

h
a）

 ・
地

域
計

画
の

策
定

段
階

で
出

さ
れ

た
地

域
の

ニ
ー

ズ
を

活
用

し
た

、
実

施
予

定
地

区
の

リ
ス

ト
化

と
リ

ス
ト

の
更

新
 ・

P
T
を

活
用

し
、

事
業

計
画

の
策

定
に

向
け

た
合

意
形

成
へ

の
支

援
 ・

新
規

就
農

者
の

確
保

・
育

成
や

産
地

の
維

持
・
発

展
な

ど
に

向
け

た
基

盤
整

備
の

実
施

 ・
新

た
な

候
補

地
の

確
保

に
向

け
、

振
興

セ
ン

タ
ー

や
市

町
村

、
Ｊ
Ａ

等
と

連
携

し
、

地
域

計
画

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

担
い

手
に

対
す

る
事

業
周

知
と

ニ
ー

ズ
の

確
認

＜
基

盤
整

備
面

積
＞

-
(R

5
)

↓ 2
0
.0

h
a(

R
9
)

3
担

い
手

へ
の

農
地

集
積

面
積

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

3
月

末
の

状
況

を
、

市
町

村
へ

の
調

査
（
担

い
手

及
び

そ
の

農
地

利
用

の
実

態
に

関
す

る
調

査
）
に

よ
り

確
認

（
4
月

上
旬

と
り

ま
と

め
）

9
,1

8
3
h
a

(R
4
)

9
,0

9
8
h
a

(R
5
)

1
0
,7

0
0
h
a

(R
9
)

1
 担

い
手

へ
の

農
地

集
積

の
加

速
化

①
地

域
計

画
の

策
定

に
向

け
た

取
り

組
み

支
援

 ・
R

5
年

度
か

ら
、

全
市

町
村

で
地

域
計

画
の

策
定

の
取

り
組

み
を

開
始

 ・
広

域
連

絡
会

議
（
市

町
村

）
や

県
域

連
絡

会
議

（
関

係
機

関
）
で

情
報

共
有

、
意

見
交

換
 ・

工
程

表
に

よ
る

各
市

町
村

の
進

捗
管

理
と

進
捗

状
況

に
応

じ
た

取
り

組
み

支
援

（
個

別
面

談
）

  ・
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
タ

ー
研

修
会

の
実

施
（
3
回

）
 ・

R
6
年

度
末

ま
で

に
、

2
5
3
地

区
で

地
域

計
画

を
策

定

②
担

い
手

へ
の

農
地

集
積

の
推

進
 ・

農
地

中
間

管
理

機
構

に
よ

る
農

地
の

出
し

手
・

受
け

手
の

掘
り

起
こ

し
  
 出

し
手

情
報

：
3
0
7
件

・
8
4
.6

h
a（

R
5
）

  
 受

け
手

情
報

：
6
2
件

・
8
0
.5

h
a（

R
5
）

1
 担

い
手

へ
の

農
地

集
積

の
加

速
化

①
地

域
計

画
の

策
定

に
向

け
た

取
り

組
み

支
援

 ・
地

域
の

農
業

者
、

農
地

所
有

者
等

の
意

向
を

も
と

に
、

将
来

の
農

地
利

用
の

姿
を

明
確

に
し

た
実

行
性

の
あ

る
計

画
づ

く
り

が
必

要
 ・

地
域

計
画

の
実

現
に

向
け

た
取

り
組

み
を

継
続

的
に

行
う

こ
と

が
必

要
 ・

担
う

者
を

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

な
い

目
標

地
図

や
、

内
容

が
ほ

ぼ
現

況
地

図
の

ま
ま

の
目

標
地

図
が

あ
り

、
R

7
年

度
以

降
の

見
直

し
の

継
続

が
必

要

②
担

い
手

へ
の

農
地

集
積

の
推

進
 ・

農
地

の
集

積
と

同
時

に
集

約
化

が
必

要
 ・

市
町

村
等

関
係

機
関

に
よ

る
後

継
者

が
い

な
い

農
地

情
報

の
共

有
や

、
農

地
の

利
用

調
整

を
進

め
る

仕
組

み
の

再
構

築
が

必
要

1
 担

い
手

へ
の

農
地

集
積

の
加

速
化

　
　

　
　

①
地

域
計

画
の

作
成

・
見

直
し

取
り

組
み

支
援

【
R

6
～

R
9
】
　

　
　

　
 ・

地
域

計
画

の
策

定
支

援
【
R

6
】

 ・
将

来
の

農
地

の
受

け
手

を
定

め
た

目
標

地
図

の
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
支

援
【
R

7
～

R
9
】

 ・
地

域
計

画
の

実
行

・
見

直
し

に
向

け
た

取
り

組
み

が
策

定
後

も
継

続
さ

れ
る

よ
う

、
広

域
連

絡
会

議
や

個
別

面
談

等
で

働
き

か
け

を
継

続
【
R

7
】

②
農

地
中

間
管

理
事

業
の

活
用

拡
大

【
R

6
～

R
9
】

 ・
市

町
村

に
対

し
機

構
集

積
協

力
金

の
活

用
を

推
進

し
、

担
い

手
へ

の
農

地
の

集
積

・
集

約
化

を
促

進
【
R

7
～

R
9
】

 ・
市

町
村

等
関

係
機

関
で

の
後

継
者

の
い

な
い

農
地

の
情

報
共

有
と

利
用

調
整

の
仕

組
み

づ
く
り

【
R

6
～

R
9
】

 ・
農

地
中

間
管

理
機

構
に

よ
る

広
域

の
農

地
情

報
（
出

し
手

・
受

け
手

）
の

掘
り

起
こ

し
と

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
【
R

6
～

R
9
】

<
担

い
手

へ
の

農
地

集
積

率
>

3
5
.7

％
（
R

5
）

↓ 4
5
％

（
R

9
）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

農
業
全
体
を
け
ん
引
す
る
基
盤
整
備
の
推
進
と優
良
農
地
の
確
保

19



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

農
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

農
業
全
体
を
け
ん
引
す
る
基
盤
整
備
の
推
進
と優
良
農
地
の
確
保

1
 日

本
型

直
接

支
払

制
度

の
推

進
【
R

6
～

R
9
】

①
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
協

定
の

維
持

　
・
農

業
者

（
集

落
協

定
）
：
協

定
の

締
結

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

、
交

付
面

積
の

維
持

　
・
市

町
村

、
県

農
業

振
興

セ
ン

タ
ー

、
県

農
業

政
策

課
：
協

定
の

締
結

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

、
営

農
活

動
体

制
の

構
築

等
へ

の
支

援

②
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
交

付
金

の
活

用
　

・
農

業
者

（
集

落
協

定
）
：
協

定
に

基
づ

く
農

業
生

産
活

動
の

継
続

、
農

用
地

の
維

持
・
管

理
を

実
施

　
・
市

町
村

、
県

農
業

振
興

セ
ン

タ
ー

、
県

農
業

政
策

課
：
制

度
の

普
及

・
啓

発
及

び
実

施
に

お
け

る
指

導
・
助

言

＜
交

付
面

積
（
年

間
）

＞ 6
,5

1
2
h
a

（
R

5
）

↓ 6
,5

1
2
h
a

（
R

9
）
　

　

①
多

面
的

機
能

支
払

活
動

組
織

の
維

持
　

・
農

業
者

（
活

動
組

織
）
：
活

動
組

織
の

設
立

、
多

様
な

組
織

の
参

画
、

交
付

面
積

の
維

持
　

・
市

町
村

、
推

進
協

議
会

、
県

農
業

振
興

セ
ン

タ
ー

、
県

農
業

政
策

課
：
活

動
組

織
の

設
立

、
営

農
活

動
体

制
の

構
築

等
へ

の
支

援

②
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
（
農

地
維

持
支

払
・
資

源
向

上
支

払
）
の

活
用

　
・
農

業
者

（
活

動
組

織
）
：
非

農
家

を
含

む
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
－

に
よ

る
地

域
資

源
（
農

用
地

、
水

路
、

農
道

等
）
の

保
全

管
理

の
実

施
　

・
市

町
村

、
推

進
協

議
会

、
県

農
業

振
興

セ
ン

タ
ー

、
県

農
業

政
策

課
：
制

度
の

普
及

・
啓

発
及

び
実

施
に

お
け

る
指

導
・
助

言

＜
農

地
維

持
支

払
交

付
面

積
（
年

間
）
＞

9
,5

1
4
h
a

（
R

5
）

　
　

↓
9
,5

1
4
h
a

（
R

9
）
　

4

－
－

－
－

1
 日

本
型

直
接

支
払

制
度

の
推

進
　

・
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
の

交
付

面
積

　
　

　
R

2
：
6
,4

1
4
h
a→

R
5
：
6
,5

1
2
h
a

　
・
多

面
的

機
能

支
払

の
農

地
維

持
支

払
交

付
面

積
　

　
　

R
2
：
9
,6

0
3
h
a→

R
5
：
9
,5

1
4
h
a

1
 日

本
型

直
接

支
払

制
度

の
推

進
 ・

参
加

者
の

高
齢

化
、

リ
ー

ダ
ー

（
役

員
）
の

高
齢

化
、

農
業

の
担

い
手

不
足

な
ど

に
よ

り
、

活
動

継
続

が
困

難
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Io
Pプ

ロ
ジ

ェク
ト

の
推

進
とデ

ー
タ

駆
動

型
農

業
に

よ
る

営
農

支
援

強
化

（
１

）
Io

Pプ
ロ

ジ
ェク

ト
の

推
進

　①
デ

ー
タ連

携
基

盤
「I

oP
クラ

ウド
SA

W
AC

HI
」の

本
格

運
用

　　
を

開
始

(R
4.

9月
～

)　
　　

　　
　

　・
Io

Pク
ラウ

ド利
用

(環
境

・画
像

デ
ー

タ)
農

家
:8

03
戸

(R
7.

3）
　・

Io
Pク

ラウ
ド利

用
(出

荷
・気

象
デ

ー
タ)

農
家

:1
,6

03
戸

(R
7.

3)
 　

　　
　・

Io
Pク

ラウ
ドデ

ー
タ収

集
農

家
数

:3
,2

73
戸

（
R7

.3
）

　○
主

要
7品

目
で

特
に

平
均

収
量

以
下

の
農

家
等

ター
ゲ

ット
を

絞
っ

　　
た

加
入

推
進

が
必

要
　○

雨
よ

け
・露

地
野

菜
、果

樹
、花

き
な

どに
推

進
で

き
て

い
な

い
　 （

２
）

デ
ー

タ
駆

動
型

農
業

に
よ

る
営

農
支

援
強

化
(R

3～
)

　➀
Io

Pク
ラウ

ドを
核

とし
た

デ
ー

タ駆
動

型
農

業
の

普
及

に
取

り組
　　

み
、実

践
農

家
は

一
定

増
加

　・
デ

ー
タ駆

動
型

農
業

に
よ

る
営

農
支

援
者

数
:2

,0
28

人
(R

7.
3)

　・
仲

間
で

情
報

共
有

す
る

デ
ー

タ共
有

グ
ル

ー
プ

数
:4

3グ
ル

ー
プ

(R
7.

3)
　○

若
手

指
導

員
が

増
加

して
い

る
こと

か
ら、

早
期

育
成

が
必

要
　○

SA
W

AC
HI

デ
ー

タを
活

用
した

営
農

指
導

の
徹

底
が

で
き

て
い

な
い

　○
個

々
の

農
家

デ
ー

タの
分

析
・診

断
・カ

イゼ
ン

指
導

（
フィ

ー
ドバ

ック
　　

シ
ー

ト作
成

）
に

時
間

が
か

か
って

い
る

現
状

・課
題

 　
K P I 検 証

Ｒ
４

(出
発

点
)

Ｒ
９

目
　標

10
.8

万
t

11
.4

万
t

実
　績

10
.3

万
t

（
１

）
Io

Pク
ラ

ウ
ド

利
用

農
家

数
の

拡
大

　　
①

主
要

７
品

目
で

平
均

収
量

以
下

の
農

家
等

ター
ゲ

ット
を

明
確

化
し支

援
を

強
化

　　
②

SA
W

AC
HI

デ
モ

体
験

に
よ

る
未

加
入

農
家

へ
の

加
入

促
進

を
徹

底
　　

　⇒
KP

I：
Io

Pク
ラウ

ド利
用

農
家

3,
00

0戸

（
２

）
Io

Pク
ラ

ウ
ド

の
機

能
強

化
　　

①
SA

W
AC

HI
の

利
便

性
の

向
上

　　
 ・

デ
ジ

タル
機

器
に

不
慣

れ
な

層
に

も
デ

ー
タが

見
や

す
く便

利
に

使
え

る
画

面
の

構
築

　　
  ・

Ｊ
Ａ

と連
携

し加
入

後
の

フォ
ロー

体
制

を
強

化
！

　　
②

営
農

支
援

機
能

の
強

化
   

  ・
生

理
生

態
情

報
に

基
づ

い
た

栽
培

管
理

の
カイ

ゼ
ン

ポ
イン

トを
自

動
表

示
す

る
機

能
の

開
発

   
   

・病
害

発
生

予
測

画
面

や
収

量
の

目
標

達
成

管
理

画
面

等
の

開
発

に
よ

る
新

機
能

の
充

実
   

 ③
収

益
改

善
機

能
の

強
化

　　
・省

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

コス
ト削

減
に

つ
な

が
る

最
適

な
温

度
管

理
や

適
正

施
肥

を
シ

ミュ
レ

ー
シ

ョン
す

る
　　

　G
X関

連
機

能
の

充
実

（
３

）
デ

ー
タ

駆
動

型
農

業
の

支
援

体
制

強
化

　　
➀

多
品

目
(施

設
野

菜
、露

地
野

菜
、果

樹
、花

き
)で

デ
ー

タを
活

用
した

指
導

　　
　が

で
き

る
若

手
の

早
期

育
成

に
向

け
た

研
修

の
充

実
　　

②
Ｊ

Ａ
と連

携
し、

出
荷

デ
ー

タや
環

境
デ

ー
タ、

生
理

生
態

情
報

を
活

用
した

　　
　営

農
指

導
で

収
量

増
・品

質
向

上
　

（
４

）
個

別
診

断
の

自
動

化
に

向
け

た
取

り組
み

　　
➀

フィ
ー

ドバ
ック

シ
ー

ト作
成

に
必

要
な

トッ
プ

レ
ベ

ル
農

家
との

収
量

比
較

グ
ラフ

の
　　

　自
動

作
成

や
、栽

培
上

の
注

意
点

等
の

選
択

表
示

で
作

業
を

効
率

化

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

①
野

菜
主

要
７

品
目

の
生

産
量

(万
t)

　   ①
Io

Pク
ラウ

ドを
核

とし
た

デ
ー

タ駆
動

型
農

業
を

推
進

す
る

こと
で

、農
業

の
デ

ジ
タル

化
が

加
速

　②
デ

ー
タに

基
づ

く最
適

管
理

を
行

うデ
ー

タ駆
動

型
農

業
の

普
及

に
よ

り、
各

品
目

の
10

a当
た

り収
量

が
　　

増
加

。加
え

て
、経

営
の

効
率

化
や

省
力

化
が

図
られ

、経
営

安
定

と所
得

の
最

大
化

を
実

現
！

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

　　
　　

　　
　　

野
菜

主
要

７
品

目
の

生
産

量
（

年
間

）
出

発
点

(R
4)

10
.3

万
t ⇒

 現
状

値
(R

5)
10

.0
万

t ⇒
 R

7目
標

　1
1.

0万
t ⇒

 4
年

後
(R

9)
11

.4
万

t
目

標
値

拡

SA
W

AC
H

Iの
トッ

プ
画

面

1
0

.0
 

1
0

.3
9

.9
1

0
.0

 
1

0
.3

Ｈ
３

０
Ｒ

元
Ｒ

２
Ｒ

３
Ｒ

４

②
H

30
～

R4
野

菜
主

要
７

品
目

の
生

産
量

(万
t)

の
推

移

拡 拡

　I
oP

で
  も

っと
楽

し
く！

   
も

っと
楽

に
！

　 
　

も
っと

儲
か

る
！

　
　　

　　
　農

業
へ

　I
oP

で
  も

っと
楽

し
く！

   
も

っと
楽

に
！

　 
　

も
っと

儲
か

る
！

　
　　

　　
　農

業
へ

拡

＜
農

01
＞

21



（
１

）
新

規
雇

用
就

農
者

の
現

状
　

   
①

新
規

雇
用

就
農

者
は

、新
規

就
農

者
総

数
の

増
減

に
関

わ
らず

80
人

台
で

　　
  推

移
して

き
た

が
、R

5年
度

は
30

歳
代

以
下

を
中

心
に

63
人

に
減

少
   

②
雇

用
就

農
の

年
齢

構
成

で
は

、3
0歳

代
以

下
の

若
者

が
約

６
割

を占
め

る
　　

　　
⇒

若
者

の
就

農
者

確
保

に
向

け
て

は
、初

期
投

資
の

大
きい

新
規

参
入

よ
り

　　
　　

　 
就

農
へ

の
ハ

ー
ド

ル
が

低
くく

チ
ャレ

ン
ジ

し
や

す
い

雇
用

就
農

者
確

保
対

策
　　

　　
　 

の
強

化
が

必
要

　　    
③

農
業

が
若

者
や

女
性

に
「就

職
先

」と
して

選
ば

れ
て

い
な

い
　　

　　
　⇒

農
業

や
農

業
法

人
の

職
業

とし
て

の
魅

力
を

知
って

も
らう

機
会

を
   

   
   

   
 増

や
す

こと
が

必
要

　　
　 

　 
⇒

雇
用

就
農

後
の

キ
ャリ

ア
ア

ップ
(雇

用
者

→
経

営
者

）
が

イ
メ

ー
ジ

　　
　　

　　
 で

き
る

PR
の

強
化

   
　 （

２
）

農
業

法
人

の
現

状
   

①
企

業
の

農
業

参
入

（
H2

7年
度

以
降

）
　　

　 
　企

業
12

社
(1

9.
8h

a)
：

年
間

１
法

人
ペ

ー
ス

で
参

入
　 

　　
  新

規
雇

用
総

数
は

23
4人

：
正

規
54

人
、非

正
規

18
0人

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　 

　正
規

雇
用

は
2割

程
度

(R
6.

12
現

在
）

   
　　

　⇒
企

業
が

求
め

る
ま

とま
った

面
積

の
用

地
確

保
が

必
要

　　
　　

 ⇒
農

業
参

入
に

向
け

た
具

体
的

な
提

案
に

よ
る

誘
致

活
動

強
化

が
必

要
　　

　 
　⇒

新
た

な
企

業
誘

致
や

法
人

の
規

模
拡

大
を進

め
る

た
め

に
は

、施
設

整
備

　　
　　

　　
意

欲
を

後
押

しす
る

支
援

策
の

強
化

が
必

要
  

   
   

   
⇒

規
模

拡
大

や
新

た
な

参
入

に
よ

る
出

荷
量

の
増

加
に

対
応

で
き

る
出

荷
場

   
   

   
   

の
処

理
能

力
向

上
が

必
要

　　
②

県
内

の
農

業
法

人
は

28
1経

営
体

   
   

   
 一

戸
一

法
人

：
98

　　
組

織
法

人
：

18
3

　　
   

  ⇒
法

人
化

へ
誘

導
して

く対
象

者
を

明
確

に
し、

ター
ゲ

ット
を絞

った
支

援
　　

　　
　 

 強
化

が
必

要

 　K P I 検 証

①
新

規
就

農
者

数

新
規

雇
用

就
農

者
の

増
加

現
状

・課
題

R4
(出

発
点

)
Ｒ

５

目
　標

32
0

32
0

実
　績

21
4

21
5

（
１

）
職

業
とし

て
の

魅
力

度
向

上
と「

農
業

とい
う職

業
」を

知
って

も
ら

う取
り組

み
の

強
化

   
   

①
農

業
職

場
を

知
って

も
らう

取
り組

み
の

推
進

　　
　　

　・
潜

在
層

に
向

け
た

高
知

県
農

業
プ

ロ
モ

ー
シ

ョン
動

画
の

配
信

（
デ

ジ
タル

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

に
基

づ
く広

報
活

動
）

　　
　　

　・
進

路
指

導
教

員
等

を
対

象
とし

た
農

業
職

場
の

見
学

会
の

実
施

   
   

②
企

業
の

魅
力

を
知

って
も

らう
機

会
の

創
出

　　
　　

　・
一

次
産

業
等

の
合

同
企

業
説

明
会

の
開

催
　　

　　
　・

法
人

を
対

象
とし

た
自

社
の

魅
力

の
ア

ピ
ー

ル
力

を
向

上
さ

せ
る

た
め

の
研

修
会

の
開

催
　

　　
　　

　・
未

経
験

者
で

も
農

業
に

チ
ャレ

ン
ジ

で
き

る
よ

う、
お

試
し期

間
を

設
け

就
農

へ
の

ハ
ー

ドル
を

下
げ

る
　　

　　
　　

トラ
イ

ア
ル

就
農

制
度

の
導

入
　⇒

KP
I:

トラ
イア

ル
就

農
制

度
活

用
に

よ
る

雇
用

就
農

者
数

　2
0人

   
   

③
農

業
分

野
に

お
け

る
キ

ャリ
ア

ア
ップ

を
支

援
　

　　
　　

　・
雇

用
就

農
か

ら独
立

自
営

就
農

(キ
ャリ

ア
ア

ップ
）

し
、農

業
経

営
者

を
め

ざ
す

者
の

確
保

と育
成

　　
　　

　　
県

版
地

域
お

こし
協

力
隊

募
集

の
拡

大
　　

　
（

2）
雇
用
就
農
の
増
加
を
目
指
し
た
企
業
誘
致
の
推
進
と
法
人
の
育
成

　　
　①

施
設

整
備

用
地

の
確

保
　　

　　
　・

基
盤

整
備

済
み

地
区

か
ら絞

り込
み

、地
域

計
画

と連
動

した
１

ha
以

上
の

候
補

用
地

の
リス

ト
化

　　
　②

企
業

誘
致

の
強

化
　　

　　
　・

産
地

の
意

向
に

基
づ

き
、県

域
の

「企
業

版
産

地
提

案
書

」を
作

成
し、

県
内

外
で

の
誘

致
活

動
を

強
化

　　
　

   
   

③
施

設
整

備
等

へ
の

支
援

策
を

強
化

　
　　

　　
　・

新
た

な
設

備
投

資
に

よ
る

雇
用

創
出

を
推

進
す

る
た

め
に

施
設

整
備

等
の

支
援

事
業

を
強

化
　　

　　
　　

　（
正

規
雇

用
を

促
進

す
る

支
援

区
分

の
追

加
等

）
　　

　　
　・

出
荷

場
に

お
け

る
処

理
能

力
を

向
上

させ
る

た
め

の
出

荷
形

態
見

直
し（

袋
包

装
技

術
の

開
発

、シ
シ

トウ
袋

詰
め

試
験

)
　　

　④
新

た
な

法
人

の
育

成
　

　　
　　

　・
法

人
化

へ
誘

導
して

い
く農

家
の

リス
ト化

及
び

農
業

経
営

・就
農

支
援

セ
ン

ター
に

よ
る

専
門

家
派

遣
や

伴
走

支
援

を
   

   
   

  実
施

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

　①
農

業
の

仕
事

とし
て

の
魅

力
を伝

え
る

情
報

発
信

や
職

場
見

学
な

どに
よ

り、
「農

業
とい

う職
業

」を
若

者
や

女
性

に
知

って
も

らう
とと

も
に

、
　　

 農
業

に
チ

ャレ
ン

ジ
しや

す
い

仕
組

み
づ

くり
に

より
、若

い
世

代
の

雇
用

就
農

者
が

増
加

　②
企

業
版

産
地

提
案

書
に

よ
る

誘
致

活
動

の
強

化
に

より
、本

県
へ

農
業

参
入

す
る

企
業

が
増

加
し、

若
者

の
雇

用
に

つ
な

が
る

　③
既

存
経

営
体

の
規

模
拡

大
や

経
営

改
善

へ
の

支
援

強
化

に
よ

り、
雇

用
の

受
け

皿
とな

る
農

業
法

人
が

増
加

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

　　
　　

　　
　　

　　
　 

   
   

   
   

   
  出

発
点

（
R4

）
   

   
現

状
値

（
R5

）
   

   
  目

標
（

R７
）

　　
　　

新
規

就
農

者
数

（
年

間
）

　　
　 

 2
14

人
   

   
 ⇒

　 
   

21
5人

   
   

  ⇒
　　

   
32

0人
　　

　　
　う

ち
雇

用
就

農
者

数
（

年
間

）
   

 8
2人

   
   

 ⇒
　 

　 
　6

3人
   

   
  ⇒

　 
   

 1
20

人
   

   
  新

規
農

業
法

人
数

（
年

間
）

　　
　7

法
人

   
   

 ⇒
　 

   
10

法
人

   
   

 ⇒
　 

   
16

法
人

目
標

値

■
就

農
形

態
別

の
年

齢
構

成
　　

(R
1-

R5
平

均
）

新拡 新

拡拡

拡 新

拡

拡

新
規

参
入

親
元

就
農

雇
用

就
農

2
0
歳

代
以

下
1
8
%

3
2
%

3
5
%

3
0
歳

代
3
7
%

2
6
%

2
8
%

4
0
歳

代
3
0
%

1
5
%

2
0
%

5
0
歳

以
上

1
5
%

2
7
%

1
7
%

■
新

規
雇

用
就

農
者

数
の

推
移

8
7

8
4

8
3

8
2

63
0 

10
0
 

20
0
 

30
0
 

R
1

R
2

R
3

R
4

R
5

自
営

就
農

雇
用

就
農

2
6
1

2
1
7

2
1
3

2
1
5

2
14

「企
業

版
産

地
提

案
書

」 
: 産

地
や

用
地

の
情

報
、振

興
品

目
、出

荷
先

な
どを

企
業

向
け

に
整

理

※
R９

も
同

じ

＜
農

02
＞

22



（
１

）
卸

売
市

場
と連

携
した

販
売

拡
大

　①
地

域
全

体
の

販
売

額
の

増
加

　　
・関

東
及

び
関

西
の

土
佐

会
へ

の
委

託
、全

国
の

卸
売

市
場

へ
の

個
別

取
り組

み
事

業
を

実
施

　　
 R

7青
果

販
売

額
目

標
：

関
東

地
区

（
関

東
土

佐
会

）
17

9億
円

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

 関
西

地
区

（
関

西
土

佐
会

）
10

9億
円

　　
　 

　
　②

継
続

した
取

扱
に

つ
な

が
る

売
り場

確
保

を
目

指
した

　　
 量

販
店

フェ
ア

の
実

施
　③

万
博

や
「あ

ん
ぱ

ん
」放

送
に

合
わ

せ
た

県
産

青
果

物
   

 の
認

知
度

向
上

　　
 ・

「あ
ん

ぱ
ん

」放
送

に
あ

わ
せ

た
販

促
資

材
を

活
用

した
産

地
PR

及
び

販
売

拡
大

   
  ・

万
博

の
開

催
に

伴
う人

流
の

増
加

を
見

据
え

て
、関

西
圏

の
量

販
店

等
で

フェ
ア

の
実

施
　④

系
統

取
扱

量
ア

ップ
に

向
け

た
産

地
の

ま
とま

りの
強

化
　 

  ・
JA

産
地

総
点

検
運

動
の

実
行

支
援

（
２

）
マ

ー
ケ

ット
イ

ン
の

視
点

に
よ

る
業

務
需

要
に

応
じた

取
引

の
拡

大
　①

中
食

・外
食

・冷
凍

食
品

を
タ

ー
ゲ

ット
に

した
戦

略
の

実
行

　　
・業

務
需

要
を

主
に

取
り扱

って
い

る
企

業
へ

委
託

しJ
Aの

重
点

品
目

の
戦

略
の

実
行

支
援

　　
・品

目
と産

地
を

決
め

て
業

務
需

要
の

取
り組

み
を

拡
大

　②
マ

ー
ケ

ット
の

要
望

に
応

じた
弾

力
的

な
出

荷
　　

 形
態

等
の

検
討

　　
・新

た
な

品
目

（
露

地
含

む
）

の
業

務
需

要
の

把
握

　
   

 ・
ナ

ス
、ピ

ー
マ

ン
の

業
務

筋
の

要
望

に
合

わ
せ

た
規

格
　　

　に
よ

る
収

量
、品

質
な

どの
栽

培
検

証
　　

⇒
 K

PI
：

JA
の

買
い

取
り販

売
額

　4
5億

円
　　

　　
　　

　（
R6

.9
～

R7
.8

）
　

①
大

都
市

圏
の

関
東

お
よ

び
関

西
を

中
心

に
、品

目
別

戦
略

を
策

定
し、

販
売

強
化

して
い

くと
とも

に
、

　　
取

扱
量

を
拡

大
させ

、高
知

県
全

体
の

販
売

額
を

拡
大

②
多

様
化

す
る

食
ス

タイ
ル

に
対

応
す

る
た

め
、業

務
需

要
へ

の
提

案
を

強
化

し、
マ

ー
ケ

ット
を

拡
大

（
１

）
卸

売
市

場
と連

携
した

販
売

拡
大

　①
地

域
全

体
の

販
売

額
の

増
加

　　
関

東
土

佐
会

、関
西

土
佐

会
へ

の
委

託
及

び
各

市
場

の
販

売
拡

大
活

動
を

支
援

　　
 ・

関
東

地
区

青
果

（
R5

.9
～

R6
.8

)：
販

売
額

17
6億

円
（

前
年

比
10

3％
）

　　
 ・

関
西

地
区

青
果

（
R5

.9
～

R6
.8

)：
販

売
額

10
4億

円
（

前
年

比
10

5％
）

　②
継

続
した

取
扱

に
つ

な
が

る
売

り場
確

保
を

目
指

した
フェ

ア
の

実
施

　　
 ・

量
販

店
フェ

ア
回

数
（

R6
.4

～
R7

.3
)：

関
東

2,
13

9回
、関

西
30

9回
　　

 ・
量

販
店

バ
イヤ

ー
等

の
産

地
招

へ
い

（
R6

.4
～

R7
.3

)：
関

東
2回

、関
西

2回

　　
⇒

高
温

に
よ

る
出

荷
量

減
で

単
価

高
とな

り、
販

売
額

は
高

く推
移

。
　　

　一
方

、出
荷

量
が

少
な

い
こと

か
らフ

ェア
を

組
み

づ
らく

な
って

お
り、

　　
　取

扱
量

を
確

保
す

る
取

り組
み

の
強

化
が

必
要

（
２

）
マ

ー
ケ

ット
イ

ン
の

視
点

に
よ

る
業

務
需

要
に

応
じた

取
引

の
拡

大
　①

中
食

・外
食

・冷
凍

食
品

を
タ

ー
ゲ

ット
に

した
戦

略
の

策
定

　　
業

務
需

要
を

主
に

取
り扱

って
い

る
企

業
との

連
携

　　
 ・

品
目

別
の

傾
向

分
析

：
10

品
目

(な
す

、ピ
ー

マ
ン

、キ
ュウ

リ、
しし

とう
、に

ら、
米

な
す

、
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　土
佐

甘
とう

、み
ょう

が
、メ

ロン
、土

佐
文

旦
)

　　
 ・

生
産

者
向

け
講

演
会

：
２

回
（

安
芸

地
区

、香
土

長
地

区
）

　　
  ・

そ
の

他
、業

務
用

商
談

ツ
ー

ル
の

検
討

、商
談

マ
ッチ

ン
グ

等
を

実
施

　 
⇒

重
点

品
目

の
戦

略
の

実
行

と業
務

需
要

に
対

応
で

き
る

産
地

づ
くり

　 　②
マ

ー
ケ

ット
の

要
望

に
応

じた
弾

力
的

な
出

荷
形

態
等

の
検

討
　　

・業
務

筋
が

求
め

て
い

る
品

目
別

の
規

格
、出

荷
形

態
等

に
関

す
る

ニ
ー

ズ
の

把
握

は
　　

  で
き

た
が

、業
務

向
け

の
規

格
や

出
荷

形
態

に
対

応
で

き
て

い
な

い
　 

  ・
新

た
な

品
目

（
露

地
含

む
）

の
業

務
需

要
の

把
握

が
不

十
分

　 
⇒

業
務

用
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
規

格
、品

質
の

検
証

と新
た

な
品

目
の

　　
 ニ

ー
ズ

の
把

握
。

現
状

・課
題

 　K P I 検 証

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

５
期

 産
業

振
興

計
画

 K
PI

：
JA

年
間

販
売

額
（

園
芸

年
度

９
月

～
８

月
）

 

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

　　
　　

　　
　　

市
場

流
通

を
中

心
とし

た
Ｊ

Ａ
販

売
額

(年
間

)　
出

発
点

(R
5(

R4
.9

～
R5

.8
))

60
2億

円
 ⇒

　現
状

値
（

R6
)　

62
6億

円
　

　　
　　

　　
　⇒

　R
7目

標
　6

26
億

円
　⇒

　4
年

後
(R

9(
R8

.9
～

R9
.8

))
65

0億
円

目
標

値

「園
芸

王
国

高
知

」を
支

え
る

市
場

流
通

の
さ

ら
な

る
発

展

2大
都

市
圏

を
重

点
化

す
る

こと
で

全
国

の
販

売
額

を
押

し上
げ

る

拡

Ｊ
Ａ

取
扱

量
の

U
P

拡

系
統

取
扱

量
の

UP

R5
(出

発
点

)
Ｒ

６
Ｒ

7
Ｒ

8
Ｒ

9

目
　標

ー
61

4億
円

62
6億

円
63

8億
円

65
0億

円

実
　績

60
2億

円
62

6億
円

－
－

－

図
　販

売
額

の
推

移
と目

標

関 西

関 東

拡

＜
農

03
＞

23



（
１
）
品
目
別
輸
出
戦
略
に
基
づ
い
た
需
要
・販
路
拡
大

　　
〇

ユ
ズ

の
販

路
拡

大
に

向
け

た
支

援
(加

工
品

含
む

）
　　

　・
東

南
アジ

ア向
け

：
下

記
表

の
３

カ国
を

中
心

に
慣

行
栽

培
ユ

ズ
の

積
極

的
な

PR
を実

施
　　

　・
EU

圏
向

け
：

有
機

的
栽

培
ユ

ズ
を

輸
出

商
社

と協
力

し販
売

拡
大

　　
　　

〇
委

託
企

業
を

通
じた

取
り組

み
（

青
果

物
・畜

産
）

　  
・ 　 　　
〇

卸
売

市
場

を通
じた

取
り組

み
（

青
果

物
・花

き
）

　　
　青

果
物

：
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
、香

港
、グ

アム
な

どへ
大

手
量

販
店

な
どを

通
じ拡

大
　　

　花
き

　　
：

米
国

中
心

に
グ

ロリ
オ

サ
を主

に
その

他
品

目
に

つ
い

て
も

輸
出

拡
大

（
２
）
輸
出
に
意
欲
的
な
産
地
へ
の
支
援
強
化

　　
○

ユ
ズ

産
地

へ
の

支
援

　　
　・

有
機

栽
培

の
面

積
拡

大
に

向
け

た
、有

機
質

肥
料

の
施

肥
技

術
及

び
省

力
的

な
　　

　　
除

草
技

術
等

の
実

証
結

果
を生

か
した

有
機

的
栽

培
へ

の
移

行
支

援
　(

大
豊

町
）

　　
  ・

輸
出

も
視

野
に

入
れ

た
各

産
地

に
お

け
る

生
産

拡
大

計
画

の
作

成
支

援
　　

○
ユ

ズ
以

外
の

品
目

へ
の

支
援

　　
　・

輸
出

へ
の

意
識

高
揚

に
向

け
た

取
り組

み
強

化
（

セ
ミナ

ー
開

催
等

）
　 

 ○
商

談
機

会
の

増
強

等
（

青
果

物
・花

き・
畜

産
）

　　
　・

品
目

団
体

事
業

を
積

極
的

に
活

用
し商

談
機

会
や

商
談

国
を

拡
大

　　
　・

水
産

物
等

と連
携

した
PR

に
よる

商
談

機
会

の
強

化

　　
　　

　 

   
   

   

   
   

   
  ①

青
果

物
は

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

以
外

の
東

南
ア

ジ
ア

へ
の

ア
プ

ロー
チ

を
強

化
し輸

出
拡

大
　　

　　
②

生
産

増
が

見
込

ま
れ

る
慣

行
栽

培
の

ユ
ズ

果
汁

を東
南

ア
ジ

ア
で

販
路

拡
大

　　
　 

 ③
品

目
団

体
の

事
業

や
他

部
署

との
連

携
に

よ
り商

談
機

会
を

強
化

し輸
出

拡
大

（
１
）
品
目
別
輸
出
戦
略
に
基
づ
い
た
需
要
・販
路
拡
大

　①
委

託
事

業
を

通
じた

、県
産

農
産

物
の

認
知

度
向

上
及

び
輸

出
拡

大
(ユ

ズ
果

汁
）

　・
毎

年
約

7㏊
増

反
して

い
る

が
需

要
に

供
給

が
追

い
つ

い
て

い
な

い
状

況
  ⇒

需
要

が
見

込
まれ

る
東

南
ア

ジ
ア

へ
の

販
路

開
拓

が
必

要
(慣

行
栽

培
)

　⇒
世

界
的

に
引

き
合

い
の

強
い

有
機

的
栽

培
の

拡
大

(青
果

物
）

　・
東

南
ア

ジ
ア

(特
に

シ
ンガ

ポ
ー

ル
）

中
心

に
量

販
店

等
へ

納
入

　・
み

か
ん

以
外

は
食

習
慣

の
違

い
や

鮮
度

保
持

の
た

め
航

空
機

利
用

に
よ

　　
り販

売
単

価
が

高
くな

り苦
戦

して
い

る
　⇒

高
知

県
産

農
産

物
の

認
知

度
が

高
くな

い
　⇒

食
習

慣
が

異
な

る
た

め
食

べ
方

の
提

案
が

必
要

　⇒
輸

出
拡

大
に

は
シ

ンガ
ポ

ー
ル

以
外

の
国

へ
も

ア
プロ

ー
チ

が
必

要
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Ⅰ　専門分野の成長戦略

林業分野
林業分野の取り組みの概要
　①　産業振興計画のこれまでの取り組みによる成果と課題
　県土の84パーセントを占める森林の豊富な資源を余すことなく活用するため、大型製材工場

の整備などの加工体制の強化や木質バイオマス発電施設の整備、TOSAZAIセンターを中心とし
た外商強化など、川下側の取り組みを進めてきたことにより、県内の原木需要は大きく高まり
ました。これに合わせて、川上側では施業地を集約した森の工場の推進や高性能林業機械の導
入などにより、原木生産の拡大に取り組んできました。

　この結果、県内の原木生産量は、平成22年の40万４千立方メートルから令和５年には70万８
千立方メートルへと大幅に増加しました。また、木材・木製品製造業出荷額等も、平成22年の
150億円から令和４年には266億円へと、大幅に増加しています。

　一方、少子高齢化等により住宅分野における新設住宅着工戸数が減少する中、これまであま
り木材が使われてこなかった非住宅分野での木材利用の拡大が急務となっています。SDGsや
カーボンニュートラル実現の観点から、持続可能な資源として木材の活用を望む企業は増加し
ており、今後は、再造林など環境に配慮した森林由来の木材という新たな価値を加えることに
より産地としての競争力を強化し、県産材の外商などに取り組むことが必要です。　

　②　第５期計画ver.２の取り組み
　第５期計画では「山で若者が働く、イノベーション創発型の国産材産地」を目指す姿として、
若者や女性などの活躍、そして森林資源の再生産と県産材の付加価値向上を実現するため、次
の４つの戦略の柱により取り組みを進めます。

柱１　森林資源の再生産の促進

　これまで集約化を進め整備してきた森の工場のインフラ等を最大限に活用し、皆伐･再造林
を含めて森林資源の再生産を促進します。また、ICTやデジタル技術、先端林業機械を活用す
るスマート林業への転換を進め、先端技術をフル活用した林業を推進することにより、さらな
る生産性の向上や原木生産の拡大など、林業収支のプラス転換に向けた取り組みを進めます。

柱２　木材産業のイノベーション

　森林資源の成熟により増加する大径材の有効活用に向け、大径材利用戦略に基づき、施設整
備や加工技術の向上に向けた取り組みを進めます。また、木材加工施設整備への支援等により、
高品質な製材品を持続的に供給できる体制づくりに取り組みます。さらに、管理が行き届かず、
公益的機能の低下が懸念される放置竹林等を有効活用し、竹資源の利用拡大に向けた取り組み
を進めます。

柱３　木材利用の拡大

　SDGsなど時代のニーズに対応するため、再造林の実施など環境に配慮した森林由来という新
たな価値を加えた土佐材を認証する制度の構築を進めます。また、住宅への木材利用に加え、
非住宅建築物の木造化･木質化に向けて、高知県環境不動産等の建築促進に取り組みます。さ
らに、関西圏における外商活動の強化に向けて、万博でつながった非住宅建築向け構造材のサ
プライチェーンを活用した供給・提案体制の強化を進めます。

柱４　多様な担い手の育成・確保 

　女性等の就業の後押しが期待できるスマート林業の取り組みや若者の価値観を取り込んだ労
働環境の改善を支援するとともに、林業就業者の処遇改善に向けて技能評価によるキャリアパ
スの導入を支援することにより、若者や女性等が活躍するための環境づくりを進めます。
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ョン

創
発

型
の

国
産

材
産

地
～

 

　　

　　
柱

３
　木

材
利

用
の

拡
大

①
趣

味
に

関
す

る
専

門
誌

へ
の

広
告

掲
載

や
動

画
配

信
な

ど移
住

希
望

者
等

の
幅

広
い

ター
ゲ

ット
に

向
け

た
情

報
発

信
の

実
施

②
女

性
等

を
ター

ゲ
ット

に
した

「こ
うち

フォ
レ

ス
トス

クー
ル

」の
開

催
や

就
業

相
談

へ
の

対
応

な
どの

林
業

労
働

力
確

保
支

援
セ

ン
ター

と連
携

した
　就

業
促

進
に

向
け

た
取

り組
み

の
展

開
拡

拡

拡

拡 拡

新

目
指

す
姿

　　
　柱

１
　森

林
資

源
の

再
生

産
の

促
進

①
林

業
大

学
校

で
の

トイ
レカ

ー
導

入
に

よる
研

修
環

境
の

充
実

や
高

校
生

向
け

の
オ

ンラ
イン

出
前

授
業

な
ど、

入
校

生
の

確
保

に
向

け
た

取
り組

み
の

展
開

　
②

林
業

事
業

体
に

お
け

る
森

林
クラ

ウ
ドで

の
デ

ジ
タル

情
報

の
活

用
や

ス
マ

ー
ト林

業
の

推
進

に
必

要
な

人
材

の
育

成
を

支
援

川
上

川
中

川
下

　　
　　

柱
４

　多
様

な
担

い
手

の
育

成
・確

保

川 中
川 下

情
報

情
報

環
境

へ
の

配
慮

環
境

に配
慮

した
森

林
由

来
の土

佐
材

の
供

給

川 上

①
川

上
・川

中
・川

下
間

の
連

携
の

強
化

　　
・コ

ー
デ

ィネ
ー

ター
を

通
じた

情
報

連
携

の
円

滑
化

や
、事

業
者

間
の

原
木

供
給

の
マ

ッチ
ン

グ
②

製
材

加
工

の
共

同
化

・協
業

化
等

の
促

進
　に

よ
る

加
工

体
制

の
強

化
③

JA
S認

証
の

取
得

や
施

設
整

備
へ

の
支

援
　に

よ
る

製
材

品
の

高
品

質
化

④
製

材
工

場
の

環
境

整
備

（
就

業
者

向
け

住
環

境
整

備
等

）

拡

拡

①
新

た
な

森
の

工
場

等
に

お
け

る
生

産
性

向
上

に
つ

な
が

る
イノ

ベ
ー

シ
ョン

の
推

進
②

低
コス

ト造
林

の
推

進
③

林
地

残
材

の
利

用
拡

大
④

成
長

の
優

れ
た

苗
木

等
の

生
産

強
化

⑤
野

生
鳥

獣
に

よ
る

食
害

対
策

の
強

化
⑥

再
造

林
の

推
進

に
向

け
た

連
携

体
制

の
強

化

新新

高
品
質
な
製
材
品
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
）

①
大

径
材

利
用

戦
略

の
更

新
と加

工
技

術
の

普
及

　 
・素

材
生

産
業

者
の

大
径

材
へ

の
対

応
状

況
調

査
　 

・大
径

材
加

工
技

術
の

普
及

②
大

径
材

を
利

用
した

製
品

の
開

発
等

③
大

径
材

加
工

施
設

の
整

備
へ

の
支

援

再
造
林
を
実
施
し
た
皆
伐
跡
地

担
い
手

室
内
空
間
へ
の
木
材
利
用
（
施
工
・
提
案
の
事
例
）

①
川

上
　　

林
業

適
地

を
中

心
とし

て
IC

Tや
デ

ジ
タル

技
術

、先
端

林
業

機
械

を
活

用
す

る
ス

マ
ー

ト林
業

へ
の

転
換

が
進

み
、伐

採
後

の
再

造
林

を
は

じめ
森

林
資

源
の

再
生

産
に

つ
な

が
る

事
業

活
動

が
活

発
に

行
わ

れ
て

い
る

。 
②

川
中

　　
原

木
を

安
定

的
に

調
達

す
る

体
制

が
整

備
され

、非
住

宅
分

野
を

は
じめ

新
た

な
需

要
へ

の
高

品
質

な
製

材
品

の
供

給
力

が
向

上
して

い
る

。
③

川
下

　　
住

宅
へ

の
木

材
利

用
に

加
え

、非
住

宅
建

築
物

の
木

造
化

・木
質

化
に

向
け

た
取

り組
み

を
強

化
す

る
こと

に
よ

り県
産

材
利

用
が

拡
大

して
い

る
。

④
担

い
手

　デ
ジ

タル
化

され
た

森
林

情
報

の
活

用
を

は
じめ

ス
マ

ー
ト林

業
を

推
進

し、
若

者
や

女
性

等
の

多
様

な
人

材
が

い
き

い
き

と活
躍

して
い

る
。

（
１

）
林

業
適

地
へ

の
集

中
投

資
①

林
業

適
地

の
拡

大
②

林
道

等
の

開
設

（
改

良
）

の
促

進
③

新
た

な
森

の
工

場
の

拡
大

（
２

）
林

業
収

支
の

プ
ラ

ス
転

換

①
多

間
伐

に
よ

る
長

伐
期

化
や

針
広

混
交

林
化

の
促

進
（

３
）

多
様

で
健

全
な

森
林

へ
の

誘
導

（
２

）
需

要
に

応
じた

製
材

品
の

供
給

体
制

の
整

備

（
１

）
大

径
材

の
利

用
促

進

（
３

）
森

の
資

源
を

余
す

こと
な

く活
用

①
木

質
バ

イオ
マ

ス
発

電
の

推
進

②
竹

資
源

の
利

用
拡

大

（
１

）
環

境
に

配
慮

した
新

た
な

木
材

流
通

の
促

進
①

非
住

宅
建

築
物

等
に

供
給

す
る

県
産

材
に

新
た

な
価

値
を

創
出

す
る

た
め

、
　 

環
境

に
配

慮
した

森
林

由
来

の
土

佐
材

を
認

証
す

る
制

度
を

構
築

（
２

）
非

住
宅

建
築

物
等

へ
の

木
材

利
用

の
拡

大
①

木
材

利
用

の
拡

大
と環

境
負

荷
の

低
減

に
つ

な
が

る
高

知
県

環
境

不
動

産
の

建
築

を
促

進
②

CL
T等

を
使

用
した

非
住

宅
木

造
建

築
物

の
建

築
拡

大
に

向
け

た
施

主
の

木
材

利
用

に
関

す
る

理
解

の
醸

成
③

万
博

で
つ

な
が

った
非

住
宅

建
築

向
け

構
造

材
の

サ
プ

ライ
チ

ェー
ン

を
活

用
した

供
給

・提
案

体
制

の
強

化
④

室
内

空
間

へ
の

県
産

材
利

用
の

提
案

とプ
ロユ

ー
ザ

ー
との

製
品

開
発

⑤
海

外
へ

の
販

売
促

進
　（

有
望

な
エ

リア
に

お
け

る
　　

販
路

開
拓

へ
の

支
援

）

（
１

）
タ

ー
ゲ

ット
マ

ー
ケ

テ
ィン

グ
に

よ
る

就
業

促
進

に
向

け
た

取
り組

み
の

強
化

（
３

）
魅

力
あ

る
職

場
づ

くり
の

推
進

（
２

）
高

度
な

技
術

を
有

す
る

人
材

の
育

成

先
端
技
術
を
フ
ル
活
用
し
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
発
型
の
林
業
・
木
材
産
業
を
展
開
！

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

拡

就
業

の
促

進
魅

力
あ

る
職

場
づ

くり
高

度
人

材
の

育
成

定
着

 
 
 
新
規
就
業

呼
び
込
み

趣
味
専
門
の

雑
誌
掲
載
や

動
画
配
信
、

S
N
S
活
用

林
業
就
業
に
係
る

イ
ベ
ン
ト
参
加
や

就
業
相
談
の
増
加

情
報
発
信

の
強
化

林
業
就
業
へ
の

意
識
の
向
上

ト
イ
レ
カ
ー

の
導
入

研
修
環
境

の
充
実

オ
ン
ラ
イ
ン

出
前
講
座
の

実
施

次
世
代
の

担
い
手
確
保

省
力
化
・
効
率
化

ス
マ
ー
ト
林
業
の
推
進

経
営
改
善
の
取
組
推
進

事
業
戦
略
の
実
践
や

経
営
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

キ
ャ
リ
ア
パ
ス

の
導
入
に
よ
る

処
遇
の
改
善

・
技
能
評
価

・
昇
任
、
昇
給

外
国
人
材
の
言
語

に
配
慮
し
た
取
組

就
業
者
向
け
の

社
宅
の
改
修

労
働
環
境
改
善
の
取
組
拡
大

拡 拡

自
走
式
機
械

に
よ
る
伐
倒

タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ

IC
T
ハ
ー
ベ
ス
タ

に
よ
る
造
材

フ
ォ
ワ
ー
ダ
の

自
動
運
転

地
拵
・
下
刈

の
機
械
化

森
林
作
業
道

林
道
等

伐
採
と
造
林
の

一
貫
作
業

林
地
残
材
の
搬
出

拡

拡

拡 拡

新

新
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◆
分
野
全
体
の
目
標

第
5期
計
画

各
産
業
分
野
の

取
り組
み
の
柱

戦
略
の
類
型

出
発
点

現
状
値

R7
年
度

到
達
目
標

４
年
後
（
R9
）

目
標
値

重
点
施
策

該
当

1
2
.6

万
m

3
（
R

4
）

1
3
.7

万
m

3
（
R

5
）

2
0
.7

万
m

3
2
6
.5

万
m

3
○

3
4
2
h
a

（
R

4
）

2
9
4
h
a

（
R

5
）

5
5
2
h
a

6
9
0
h
a

○

8
7
千

m
3

(R
4
)

1
1
0
千

m
3

(R
5
)

1
0
9
千

m
3

1
2
6
千

m
3

○

1
1
千

m
3

(R
4
)

1
2
千

m
3

(R
5
)

1
5
千

m
3

2
5
千

m
3

○

1
5
2
千

m
3

(R
4
)

1
5
3
千

m
3

(R
5
)

1
5
6
千

m
3

1
9
7
千

m
3

1
0
6
棟

(R
4
)

8
9
棟

(R
6
)

1
1
3
棟

1
2
1
棟

○

1
0
3
千

m
3

(R
4
推

計
)

1
1
5
千

m
3

(R
5
推

計
)

1
1
7
千

m
3

1
2
1
千

m
3

○

1
,5

9
3
人

（
R

3
)

1
,6

0
0
人

（
R

5
）

1
,6

9
0
人

1
,6

9
0
人

○

1
4
2
人

（
R

3
）

6
8
人

（
R

5
）

1
8
5
人

2
0
0
人

○

う
ち

1
5
～

3
4
歳

女
性

新
規

就
業

者
数

2
人

（
R

3
）

1
人

（
R

5
）

3
人

5
人

7
人

（
R

4
）

1
4
人

（
R

5
）

7
人

1
1
人

う
ち

1
5
～

3
4
歳

女
性

新
規

就
業

者
数

3
人

（
R

4
）

2
人

（
R

5
）

3
人

5
人

2
2
法

人
（
R

3
）

2
0
法

人
（
R

5
）

2
6
法

人
3
0
法

人

5
8
%

（
R

4
）

6
0
%

(R
5
)

8
0
%

1
0
0
%

－
（
R

5
）

5
1
事

業
体

（
R

6
）

6
0
事

業
体

7
5
事

業
体

林
業
分
野
で
掲
げ
る
目
標
一
覧

第
5期
計
画
　

戦
略
目
標

森
の

工
場

の
原

木
生

産
量

（
年

間
）

民
有

林
の

再
造

林
面

積
（
年

間
）

乾
燥

材
の

出
荷

量
（
年

間
）

J
A

S
機

械
等

級
区

分
構

造
材

の
出

荷
量

（
年

間
）

県
産

製
材

品
の

出
荷

量
（
年

間
）

県
内

に
お

け
る

非
住

宅
木

造
建

築
物

の
棟

数
（
年

間
）

県
外

製
品

市
場

等
へ

の
県

産
製

材
品

の
出

荷
量

（
年

間
）

林
業

就
業

者
数

（
年

度
末

現
在

）

［
現

場
］
　

新
規

就
業

者
数

（
年

間
）

［
事

務
］
　

新
規

就
業

者
数

（
年

間
）

1
0
人

以
上

を
雇

用
す

る
法

人
数

（
年

度
末

現
在

）

事
業

戦
略

実
践

企
業

の
う

ち
前

年
度

比
+
3
%
の

限
界

利
益

額
を

達
成

し
た

企
業

の
割

合
（
年

間
）

森
林

ク
ラ

ウ
ド

利
用

者
数

（
年

度
末

現
在

）

１
　

森
林

資
源

の
再

生
産

の
促

進
１

　
構

造
転

換
型

戦
略

２
　

木
材

産
業

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

２
　

地
域

産
業

ス
ケ

ー
ル

ア
ッ

プ
型

３
　

木
材

利
用

の
拡

大
２

　
地

域
産

業
ス

ケ
ー

ル
ア

ッ
プ

型

原
木

生
産

量
　

出
発

点
（
R

4
）
：
7
3
.6

万
m

3
　

⇒
  
現

状
（
R

5
）
：
7
0
.8

万
m

3
  
⇒

  
R

7
目

標
：
8
0
.3

万
m

3
  
⇒

　
４

年
後

（
R

9
）
の

目
標

：
8
5
万

m
3
　

⇒
　

1
0
年

後
（
R

1
5
）
の

目
標

：
8
5
万

m
3

木
材

・
木

製
品

製
造

業
出

荷
額

等
　

出
発

点
（
R

3
）
：
2
4
9
億

円
　

⇒
  
現

状
（
R

4
）
：
2
6
6
億

円
　

 ⇒
　

R
7
目

標
：
2
2
7
億

円
  
⇒

　
４

年
後

（
R

9
）
の

目
標

：
2
5
5
億

円
　

⇒
　

1
0
年

後
（
R

1
5
）
の

目
標

：
2
8
1
億

円

製
材

品
出

荷
量

  
出

発
点

（
R

3
）
：
2
1
.8

万
m

3
　

⇒
　

現
状

（
R

5
）
：
2
2
.3

万
m

3
　

⇒
　

R
7
目

標
：
2
1
.8

万
m

3
　

⇒
　

４
年

後
（
R

9
）
の

目
標

：
2
5
.9

万
m

3
　

⇒
　

1
0
年

後
（
R

1
5
）
の

目
標

：
2
9
.6

万
m

3

４
　

多
様

な
担

い
手

の
育

成
・
確

保
５

　
人

材
起

点
型

戦
略
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
森

の
工

場
の

原
木

生
産

量
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
県

補
助

事
業

の
四

半
期

毎
の

実
績

及
び

、
四

半
期

毎
に

関
係

機
関

等
に

聞
き

取
り

調
査

を
行

い
、

原
木

生
産

量
を

確
認

1
2
.6

万
m

3
（
R

4
）

1
3
.7

万
m

3
（
R

5
）

2
6
.5

万
m

3
（
R

9
）

１
　

作
業

シ
ス

テ
ム

の
改

善
に

よ
る

生
産

性
の

向
上

　
　

・
森

林
組

合
支

援
W

G
に

よ
る

新
た

な
作

業
シ

ス
テ

ム
の

　
　

導
入

　
　

R
2
～

R
3
：
7
組

合
（
H

2
9
以

降
の

累
計

：
全

2
3
組

合
）

　
・
ス

マ
ー

ト
林

業
技

術
研

修
会

参
加

事
業

体
　

　
R

2
～

R
5
：
6
5
事

業
体

　
・
機

械
化

や
自

動
化

の
実

証
活

動
　

　
R

4
～

R
5
：
の

べ
9
事

業
体

　
　

⇒
原

木
生

産
量

　
H

3
0
 ：

6
4
.6

万
m

3
→

R
5
：
7
0
.8

万
m

3
　

・
研

修
会

の
参

加
人

数
：
8
9
名

２
　

森
の

工
場

の
拡

大
・
推

進
　

・
森

の
工

場
の

承
認

面
積

（
累

計
）

　
　

H
3
0
：
7
2
,7

9
9
h
a→

R
5
：
8
8
,0

4
2
h
a(

R
5
目

標
：
8
4
,3

0
0
ｈ

ａ
)

　
　

⇒
森

の
工

場
に

お
け

る
搬

出
間

伐
の

労
働

生
産

性
　

  
 　

H
3
0
：
3
.5

9
m

3
/
人

日
→

R
5
：
4
.3

6
m

3
/
人

日

<
森

の
工

場
承

認
面

積
（
累

計
）
>

8
8
,0

4
2
h
a（

R
5
）

↓ 1
0
0
,1

4
1
h
a（

R
9
）

2
民

有
林

の
再

造
林

面
積

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
県

補
助

事
業

の
四

半
期

毎
の

実
績

及
び

、
四

半
期

毎
に

関
係

機
関

等
に

聞
き

取
り

調
査

を
行

い
、

再
造

林
面

積
を

確
認

3
4
2
h
a

（
R

4
）

2
9
4
h
a

（
R

5
）

6
9
0
h
a

（
R

9
）

１
　

再
造

林
の

促
進

　
・
地

域
ぐ

る
み

で
の

再
造

林
に

向
け

た
意

見
交

換
会

の
　

　
参

加
者

 R
5
：
9
4
名

　
・
各

地
域

に
お

け
る

増
産

･再
造

林
推

進
協

議
会

を
通

じ
た

　
　

再
造

林
推

進
員

の
登

録
者

数
　

　
R

元
：
4
0
名

→
R

5
：
7
9
名

　
・
再

造
林

推
進

員
に

よ
る

提
案

活
動

面
積

　
　

R
元

：
5
1
h
a→

R
5
：
1
9
1
h
a

　
・
再

造
林

推
進

員
の

提
案

活
動

に
よ

る
同

意
面

積
　

　
R

元
：
1
7
h
a→

R
5
：
1
2
3
h
a

　
・
市

町
村

に
よ

る
追

加
支

援
（
嵩

上
げ

）
　

　
H

3
0
：
1
4
市

町
村

→
R

5
：
2
5
市

町
村

　
・
ミ

ニ
チ

ュ
ア

採
種

園
の

拡
充

　
　

H
3
0
：
2
箇

所
→

R
5
：
3
箇

所
　

・
川

上
及

び
川

中
の

事
業

者
に

よ
る

「
仁

淀
川

町
森

林
保

全
　

　
基

金
」
が

設
立

（
R

4
年

1
2
月

）
　

・
新

た
な

造
林

専
門

事
業

体
の

設
立

　
　

R
5
：
5
事

業
体

　
・
県

全
域

の
事

業
者

に
よ

る
「
高

知
県

再
造

林
推

進
会

議
」

　
　

が
設

立
（
R

5
年

1
0
月

)

<
成

長
に

優
れ

た
苗

木
等

の
供

給
量

（
年

間
）
>

0
本

（
R

5
）

↓ 8
0
千

本
（
R

9
）

分
野

林
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

森
林
資
源
の
再
生
産
の
促
進

１
　

林
業

適
地

へ
の

集
中

投
資

　
・
作

業
シ

ス
テ

ム
の

改
善

等
を

推
進

し
て

き
た

が
、

生
産

性
　

 の
伸

び
は

低
位

　
・
間

伐
を

中
心

と
し

た
森

の
工

場
は

拡
大

し
て

お
り

、
そ

の
  
 イ

ン
フ

ラ
等

を
活

用
し

、
原

木
の

さ
ら

な
る

安
定

供
給

と
  
 確

実
な

再
造

林
が

必
要

２
　

林
業

収
支

の
プ

ラ
ス

転
換

　
・
ス

マ
ー

ト
林

業
を

促
進

し
生

産
性

の
持

続
的

な
向

上
に

  
 よ

る
林

業
収

支
の

プ
ラ

ス
転

換
と

原
木

生
産

量
の

拡
大

　
・
造

林
コ

ス
ト

の
軽

減
に

向
け

た
低

密
度

植
栽

等
が

拡
大

  
 し

て
お

り
、

こ
の

流
れ

を
加

速
化

し
て

い
く
こ

と
が

必
要

 
　

・
再

造
林

に
係

る
初

期
費

用
の

軽
減

に
資

す
る

基
金

の
  
 取

り
組

み
が

開
始

さ
れ

て
お

り
、

多
様

な
関

係
者

の
協

力
  
 の

拡
大

が
必

要

３
　

多
様

で
健

全
な

森
林

へ
の

誘
導

　
・
間

伐
等

の
繰

り
返

し
に

よ
る

長
伐

期
化

や
針

広
混

交
林

  
 化

な
ど

、
多

様
な

森
づ

く
り

が
必

要

１
　

林
業

適
地

へ
の

集
中

投
資

【
R

6
～

R
9
】

　
①

林
業

適
地

の
拡

大
　

　
・
よ

り
効

率
化

で
き

る
森

林
の

抽
出

　
②

林
道

等
の

開
設

（
改

良
）
の

促
進

　
　

・
1
0
ト

ン
積

ト
ラ

ッ
ク

道
等

の
整

備
　

③
新

た
な

森
の

工
場

の
拡

大
　

　
・
間

伐
、

皆
伐

・
再

造
林

の
一

体
的

促
進

（
再

造
林

を
前

提
と

し
た

皆
伐

等
へ

の
支

援
等

）
　

　
・
森

林
経

営
管

理
制

度
の

活
用

等
市

町
村

と
連

携
し

た
集

約
化

　
　

・
低

コ
ス

ト
造

林
（
伐

採
～

再
造

林
）
を

実
践

し
、

施
業

デ
ー

タ
等

の
収

集
・
分

析
な

ど
を

行
う

新
た

な
森

の
工

場
の

モ
デ

ル
地

区
を

支
援

【
R

7
】

２
　

林
業

収
支

の
プ

ラ
ス

転
換

【
R

6
～

R
9
】

　
①

新
た

な
森

の
工

場
等

に
お

け
る

生
産

性
向

上
に

つ
な

が
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

　
　

・
再

造
林

を
前

提
と

し
た

高
性

能
林

業
機

械
の

導
入

支
援

　
　

・
デ

ジ
タ

ル
化

等
ス

マ
ー

ト
林

業
の

推
進

（
省

力
化

・
軽

労
化

に
つ

な
が

る
先

端
林

業
機

械
の

実
証

）
　

②
低

コ
ス

ト
造

林
の

推
進

　
　

・
低

密
度

植
栽

・
隔

年
下

刈
へ

の
支

援
　

③
林

地
残

材
の

利
用

拡
大

　
　

・
林

地
残

材
搬

出
へ

の
支

援
を

見
直

し
、

よ
り

広
範

囲
か

ら
の

集
荷

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

搬
出

に
必

要
な

機
械

の
導

入
へ

の
支

援
　

　
　

を
拡

充
【
R

7
】

　
④

成
長

の
優

れ
た

苗
木

等
の

生
産

強
化

　
　

・
挿

し
木

苗
に

適
し

た
品

種
の

特
定

　
⑤

野
生

鳥
獣

に
よ

る
食

害
対

策
の

強
化

　
　

・
鳥

獣
害

防
止

ネ
ッ

ト
の

点
検

等
へ

の
支

援
　

⑥
再

造
林

の
推

進
に

向
け

た
連

携
体

制
の

強
化

　
　

・
再

造
林

基
金

団
体

の
広

域
化

な
ど

の
仕

組
み

づ
く
り

等
　

　
・
県

全
域

で
の

再
造

林
基

金
の

設
置

に
向

け
た

制
度

設
計

や
合

意
形

成
へ

の
協

力
、

円
滑

な
運

営
に

向
け

た
支

援
の

拡
充

【
R

7
】

３
　

多
様

で
健

全
な

森
林

へ
の

誘
導

【
R

6
～

R
9
】

　
①

多
間

伐
に

よ
る

長
伐

期
化

や
針

広
混

交
林

化
の

促
進

　
　

・
間

伐
等

支
援

の
重

点
化

⇒
別

図
＜

林
0
1
＞

参
照

（
P

3
4
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
乾

燥
材

の
出

荷
量

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
製

材
事

業
体

へ
の

聴
取

に
よ

り
四

半
期

の
進

捗
状

況
を

確
認

・
製

材
統

計
（
国

統
計

：
年

次
）
で

実
績

を
確

認
8
7
千

m
3

(R
4
)

1
1
0
千

m
3

(R
5
)

1
2
6
千

m
3

（
R

9
）

<
研

修
会

の
開

催
回

数
（
累

計
）
>

　
－

　
（
R

5
）

↓ 1
2
回

・
3
0
0
人

（
R

9
）

2
J
A

S
機

械
等

級
区

分
構

造
材

の
出

荷
量

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
(一

社
)木

材
協

会
が

取
り

ま
と

め
る

格
付

デ
ー

タ
に

よ
り

進
捗

を
確

認
・
(一

社
）
全

国
木

材
検

査
・
研

究
協

会
が

取
り

ま
と

め
る

格
付

実
績

を
確

認

1
1
千

m
3

(R
4
)

1
2
千

m
3

(R
5
)

2
5
千

m
3

（
R

9
）

<
県

外
流

通
拠

点
に

お
け

る
県

産
製

材
品

の
取

扱
量

（
年

間
）
>

 8
.3

千
m

3
（
R

5
）

↓ 1
0
.2

千
m

3
（
R

9
）

3
県

産
製

材
品

の
出

荷
量

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
製

材
統

計
（
国

統
計

：
月

次
）
の

値
か

ら
進

捗
状

況
を

推
計

（
国

統
計

：
年

次
）
で

実
績

を
確

認
1
5
2
千

m
3

(R
4
)

1
5
3
千

m
3

(R
5
)

1
9
7
千

m
3

（
R

9
）

4
－

－
－

－

１
　

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
の

推
進

  
・
本

山
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

所
稼

働
（
R

4
）

１
　

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
の

推
進

　
・
枝

条
等

に
つ

い
て

は
運

搬
効

率
が

悪
く
、

コ
ス

ト
が

高
く
な

　
　

る
こ

と
か

ら
、

利
用

さ
れ

ず
に

山
に

放
置

さ
れ

て
い

る
　

・
チ

ッ
プ

用
丸

太
は

製
材

用
丸

太
と

比
べ

価
格

が
低

い
た

　
　

め
、

製
材

用
丸

太
を

チ
ッ

プ
用

と
し

て
販

売
す

る
と

採
算

が 　
　

合
わ

な
い

１
　

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
発

電
の

推
進

　
・
機

械
導

入
等

へ
の

支
援

に
よ

る
未

利
用

の
林

地
残

材
の

搬
出

促
進

【
R

7
～

R
9
】

　
・
大

径
材

の
加

工
施

設
整

備
へ

の
支

援
に

よ
り

製
材

用
丸

太
の

利
用

を
促

進
し

、
併

せ
て

生
産

さ
れ

る
チ

ッ
プ

用
丸

太
を

増
産

【
R

7
～

R
9
】

<
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

発
電

の
導

入
量

>
4
0
,5

2
0
kW

（
R

5
）

↓ 4
0
,8

1
8
kW

（
R

9
）

5
－

－
－

－
－

1
　

竹
資

源
の

利
用

拡
大

　
・
収

集
経

費
が

買
取

経
費

を
上

回
る

こ
と

に
よ

る
竹

材
利

用
　

 の
停

滞
　

・
外

国
か

ら
の

安
価

な
輸

入
品

や
石

油
製

品
へ

の
代

替
に

　
 よ

る
放

置
竹

林
の

増
加

1
　

竹
資

源
の

利
用

拡
大

【
R

7
～

R
9
】

①
竹

材
の

収
集

経
費

へ
の

支
援

に
よ

る
安

定
供

給
体

制
の

整
備

②
竹

資
源

の
多

角
的

利
用

に
向

け
た

検
討

　
・
竹

資
源

の
利

用
拡

大
に

向
け

た
研

修
会

、
協

議
会

等
の

開
催

<
竹

材
生

産
量

>
2
3
8
ｔ（

R
5
）

↓ 2
,0

0
0
ｔ（

R
9
）

分
野

林
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

木
材
産
業
の
イ
ノベ
ー
シ
ョン

１
　

高
品

質
な

製
材

品
等

の
供

給
体

制
の

整
備

　
・
木

材
乾

燥
機

の
導

入
　

R
3
～

R
5
：
1
4
台

　
　

⇒
人

工
乾

燥
材

の
出

荷
量

　
　

　
H

3
0
：
7
5
千

m
3
→

R
5
：
1
1
0
千

m
3

  
・
J
A

S
認

証
　

H
3
0
：
1
4
工

場
→

R
6
：
2
0
工

場
　

　
⇒

J
A

S
機

械
等

級
区

分
構

造
材

の
出

荷
量

　
　

 　
H

3
0
：
1
1
千

m
3
→

R
5
：
1
2
千

m
3

　
・
製

材
加

工
の

共
同

化
・
協

業
化

等
の

促
進

　
　

し
ま

ん
と

製
材

工
場

の
稼

働
（
R

4
）

  
・
S
C

M
フ

ォ
ー

ラ
ム

全
体

研
修

会
等

の
開

催
  
　

R
3
～

R
6
参

加
者

：
2
8
0
名

２
　

製
材

事
業

体
の

生
産

・
経

営
力

の
強

化
　

・
事

業
戦

略
の

策
定

　
R

2
：
3
事

業
体

　
・
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

　
　

R
2
：
8
事

業
体

、
R

3
：
9
事

業
体

、
R

4
：
6
事

業
体

、
R

5
：
4
事

　
　

業
体

３
　

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

づ
く
り

等
に

よ
る

地
産

・
外

商
体

制
の

  
 強

化
　

・
県

外
流

通
拠

点
等

へ
の

県
産

材
の

共
同

輸
送

便
　

　
関

東
・
東

海
・
近

畿
　

R
6
：
1
1
2
便

3
,6

3
4
m

3
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
  
  
⇒

県
産

製
材

品
出

荷
量

　
  
  
 H

3
0
：
1
3
5
千

m
3
→

R
5
：
1
5
3
千

m
3

１
　

大
径

材
の

利
用

促
進

　
・
大

径
材

の
増

加
が

見
込

ま
れ

る
中

、
そ

の
利

用
を

進
め

る
  
 た

め
に

は
、

製
品

の
開

発
や

加
工

施
設

整
備

に
取

り
組

む
  
 こ

と
が

必
要

２
　

需
要

に
応

じ
た

製
材

品
の

供
給

体
制

の
整

備
  
・
住

宅
需

要
の

減
少

が
見

込
ま

れ
る

中
、

県
内

の
製

材
事

  
 業

者
に

お
い

て
、

製
品

の
優

位
性

を
向

上
さ

せ
て

地
場

  
 競

争
力

を
高

め
る

こ
と

が
重

要
  
・
製

材
品

の
出

荷
量

は
増

加
し

て
い

る
も

の
の

、
人

工
乾

燥
  
 材

や
J
A

S
材

の
供

給
体

制
の

整
備

が
必

要
  
・
製

材
業

は
他

の
製

造
業

と
比

較
し

て
労

災
の

発
生

率
が

  
 4

.4
倍

と
高

く
、

安
全

対
策

へ
の

取
り

組
み

が
必

要
  
・
川

上
、

川
中

、
川

下
の

各
事

業
者

間
で

の
情

報
連

携
に

  
 よ

り
製

品
の

規
格

ご
と

に
安

定
供

給
す

る
仕

組
み

が
必

要

３
　

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

づ
く
り

等
に

よ
る

地
産

外
商

体
制

の
  
 強

化
  
・
共

同
輸

送
は

積
み

合
わ

せ
る

小
口

事
業

者
が

限
定

的
　

 か
つ

不
定

期
で

あ
る

た
め

、
輸

送
量

の
安

定
化

に
向

け
、

  
 共

同
輸

送
を

行
う

事
業

者
の

拡
大

が
必

要
　

　
共

同
輸

送
を

行
う

事
業

者
数

　
R

6
：
1
6
社

１
　

大
径

材
の

利
用

促
進

　
①

将
来

的
な

施
設

整
備

や
製

品
開

発
の

方
向

性
を

示
す

戦
略

の
策

定
【
R

6
】

　
  
・
大

径
材

の
利

用
拡

大
に

向
け

た
資

源
量

調
査

　
  
・
大

径
材

利
用

に
向

け
た

研
究

会
の

設
置

（
製

材
事

業
者

、
素

材
生

産
業

者
、

建
築

士
、

有
識

者
等

）
　

　
・
大

径
材

利
用

戦
略

の
更

新
と

加
工

技
術

の
向

上
に

向
け

た
研

修
会

の
開

催
【
R

7
】

　
②

大
径

材
を

利
用

し
た

製
品

の
開

発
等

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
森

林
技

術
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

製
品

の
開

発
の

支
援

　
③

大
径

材
加

工
施

設
整

備
へ

の
支

援
【
R

6
～

R
9
】

２
　

需
要

に
応

じ
た

製
材

品
の

供
給

体
制

の
整

備
　

①
川

上
・
川

中
・
川

下
間

の
連

携
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】
　

　
　

　
　

　
・
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

通
じ

た
情

報
連

携
の

円
滑

化
や

、
事

業
者

間
の

原
木

供
給

の
マ

ッ
チ

ン
グ

　
②

製
材

加
工

の
共

同
化

・
協

業
化

等
の

促
進

に
よ

る
加

工
体

制
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

　
③

J
A

S
認

証
の

取
得

や
施

設
整

備
へ

の
支

援
に

よ
る

製
材

品
の

高
品

質
化

【
R

6
～

R
9
】

　
④

製
材

工
場

の
環

境
整

備
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
製

材
工

場
の

労
働

安
全

性
向

上
の

た
め

の
環

境
整

備
や

人
材

育
成

を
支

援

⇒
別

図
＜

林
0
2
＞

参
照

（
P

3
5
）

３
　

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

づ
く
り

等
に

よ
る

地
産

外
商

体
制

の
強

化
　

・
共

同
輸

送
便

の
小

口
事

業
者

支
援

の
強

化
【
R

6
～

R
7
】
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
県

内
に

お
け

る
非

住
宅

木
造

建
築

物
の

棟
数

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
年

次
及

び
四

半
期

デ
ー

タ
は

土
交

通
省

「
建

築
物

着
工

統
計

調
査

」
を

確
認

1
0
6
棟

(R
4
)

8
9
棟

(R
6
)

1
2
1
棟

（
R

9
）

１
　

県
内

に
お

け
る

住
宅

・
非

住
宅

建
築

物
へ

の
木

材
利

用
  
 の

拡
大

　
・
県

産
材

を
活

用
し

た
木

造
住

宅
へ

の
支

援
　

　
木

造
率

　
R

6
：
9
2
.6

％
（
全

国
9
1
.9

％
）

　
・
C

L
T
建

築
推

進
協

議
会

に
よ

る
フ

ォ
ー

ラ
ム

、
研

修
会

の
　

 開
催

等
　

　
C

L
T
建

築
物

の
建

築
棟

数
　

R
6
時

点
：
5
7
棟

  
・
高

知
県

環
境

不
動

産
の

制
度

創
設

（
R

4
）

<
土

佐
材

認
証

制
度

へ
の

参
加

事
業

者
数

（
累

計
）
>

　
－

　
（
R

5
）

↓ 2
1
8
事

業
者

（
R

9
）

2
県

外
製

品
市

場
等

へ
の

県
産

製
材

品
の

出
荷

量
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
四

半
期

ご
と

の
主

要
な

製
材

事
業

者
等

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
と

、
製

材
統

計
（
国

統
計

：
月

次
）
の

値
か

ら
進

捗
状

況
を

確
認

1
0
3
千

m
3

(R
4
)

（
年

間
推

計
値

）

1
1
5
千

m
3

(R
5
)

（
年

間
推

計
値

）

1
2
1
千

m
3

（
R

9
）

１
　

県
外

に
お

け
る

販
路

開
拓

  
・
土

佐
材

パ
ー

ト
ナ

ー
企

業
の

登
録

数
  
R

6
：
1
6
7
 社

  
・
土

佐
材

パ
ー

ト
ナ

ー
企

業
の

土
佐

材
住

宅
等

の
  
 支

援
棟

数
  
R

6
：
1
8
7
棟

  
・
流

通
拠

点
の

設
置

  
R

6
：
2
8
社

  
・
流

通
拠

点
で

の
県

産
材

取
扱

量
  
R

6
：
1
1
千

m
3

<
県

補
助

事
業

に
よ

る
設

計
・
整

備
へ

の
支

援
件

数
（
累

計
）
>

 －
　

（
R

5
）

↓ 2
0
棟

（
R

9
）

分
野

林
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

木
材
利
用
の
拡
大

１
　

環
境

に
配

慮
し

た
新

た
な

木
材

流
通

の
促

進
  
 ・

S
D

G
sを

は
じ

め
環

境
へ

の
関

心
が

高
ま

る
中

、
持

続
　

　
可

能
性

の
担

保
さ

れ
た

木
材

活
用

を
望

む
企

業
が

増
加

　
  
し

て
お

り
、

再
造

林
の

実
施

な
ど

環
境

に
配

慮
し

た
森

林
　

　
由

来
の

木
材

で
あ

る
こ

と
を

、
情

報
提

供
す

る
仕

組
み

が
　

　
必

要

２
　

非
住

宅
建

築
物

等
へ

の
木

材
利

用
の

拡
大

［
県

内
］

　
・
県

内
で

は
、

C
L
T
技

術
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

や
設

計
支

援
  
 等

に
よ

り
、

C
L
T
を

使
用

し
た

建
築

物
は

増
加

し
て

き
た

  
 が

、
非

住
宅

建
築

物
の

木
造

率
は

低
位

で
あ

り
、

着
工

 　
数

を
増

や
す

こ
と

が
重

要
　

　
C

L
T
建

築
物

　
R

元
時

点
：
2
8
棟

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

→
R

6
時

点
：
5
7
棟

（
う

ち
公

共
2
7
棟

）
　

　
非

住
宅

の
　

　
　

木
造

率
（
床

面
積

）
　

R
元

：
1
5
.4

％
→

R
6
：
1
8
.5

％
　

　
　

着
工

数
 　

　
　

 　
　

　
R

元
：
1
0
8
棟

→
R

6
：
8
9
棟

［
県

外
］

　
・
県

外
で

は
、

住
宅

分
野

を
中

心
と

し
た

営
業

活
動

等
に

　
 よ

り
、

土
佐

材
パ

ー
ト

ナ
ー

企
業

登
録

数
や

流
通

拠
点

は
  
 増

加
し

て
い

る
一

方
、

今
後

、
拡

大
が

見
込

ま
れ

る
非

住
　

 宅
分

野
に

土
佐

材
を

利
用

す
る

事
業

者
の

開
拓

が
必

要
　

　
　

事
業

支
援

棟
数

　
R

元
：
1
5
9
棟

（
う

ち
非

住
宅

1
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

→
R

6
：
1
8
7
棟

（
う

ち
非

住
宅

3
）

　
・
新

た
な

需
要

創
出

と
し

て
室

内
空

間
へ

の
木

材
利

用
の

　
 拡

大
が

必
要

だ
が

、
対

応
で

き
る

事
業

者
や

製
品

が
少

  
 な

い

１
　

環
境

に
配

慮
し

た
新

た
な

木
材

流
通

の
促

進
　

①
環

境
に

配
慮

し
た

森
林

由
来

の
土

佐
材

を
認

証
す

る
仕

組
み

の
構

築
　

　
・
土

佐
材

認
証

制
度

及
び

デ
ジ

タ
ル

情
報

管
理

シ
ス

テ
ム

の
構

築
【
R

6
～

R
8
】

２
　

非
住

宅
建

築
物

等
へ

の
木

材
利

用
の

拡
大

　
①

建
築

設
計

に
関

す
る

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
派

遣
や

勉
強

会
の

開
催

と
併

せ
、

環
境

不
動

産
認

定
基

準
の

見
直

し
に

よ
り

、
木

材
利

用
の

拡
大

と
　

　
環

境
負

荷
の

低
減

に
つ

な
が

る
高

知
県

環
境

不
動

産
の

建
築

を
促

進
【
R

6
～

R
9
】

　
②

C
L
T
等

を
使

用
し

た
非

住
宅

木
造

建
築

物
の

建
築

拡
大

に
向

け
た

構
造

及
び

完
成

視
察

研
修

へ
の

施
主

の
参

加
拡

大
に

よ
る

木
材

利
用

に
関 　

　
す

る
理

解
の

醸
成

【
R

6
～

R
9
】

　
③

万
博

で
つ

な
が

っ
た

非
住

宅
建

築
向

け
構

造
材

の
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
を

活
用

し
た

供
給

・
提

案
体

制
の

強
化

や
友

好
・
姉

妹
都

市
関

係
に

あ
る 　

　
県

外
自

治
体

へ
の

営
業

強
化

【
R

6
～

R
9
】

　
④

消
費

地
に

お
け

る
室

内
空

間
へ

の
県

産
材

利
用

事
例

を
活

用
し

た
提

案
と

プ
ロ

ユ
ー

ザ
ー

と
の

製
品

開
発

【
R

6
～

R
9
】

  
⑤

海
外

へ
の

販
売

促
進

（
有

望
な

エ
リ

ア
に

お
け

る
販

路
開

拓
）
【
R

6
～

R
9
】

⇒
別

図
＜

林
0
3
＞

参
照

（
P

3
6
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
林

業
就

業
者

数
（
年

度
末

現
在

）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
林

業
労

働
力

調
査

に
よ

り
年

次
デ

ー
タ

を
把

握
1
,5

9
3
人

（
R

3
)

1
,6

0
0
人

（
R

5
)

1
,6

9
0
人

（
R

9
）

<
就

業
相

談
者

数
>

2
4
7
人

（
R

5
）

↓ 4
7
0
人

（
R

9
）

2
［
現

場
］
新

規
就

業
者

数
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
林

業
労

働
力

調
査

に
よ

り
年

次
デ

ー
タ

を
把

握
1
4
2
人

（
R

3
）

6
8
人

（
R

5
）

2
0
0
人

（
R

9
）

<
労

働
環

境
改

善
に

取
り

組
む

林
業

事
業

体
数

>
1
7
事

業
体

（
R

5
）

↓ 6
0
事

業
体

（
R

9
）

3
［
事

務
］
新

規
就

業
者

数
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
森

林
組

合
一

斉
調

査
等

に
よ

り
年

次
デ

ー
タ

を
把

握
7
人

（
R

4
）

1
4
人

（
R

5
）

1
1
人

（
R

9
）

4
1
0
人

以
上

を
雇

用
す

る
法

人
数

（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
林

業
労

働
力

調
査

に
よ

り
年

次
デ

ー
タ

を
把

握
2
2
法

人
（
R

3
）

2
0
法

人
（
R

5
）

3
0
法

人
（
R

9
）

5
事

業
戦

略
実

践
企

業
の

う
ち

前
年

度
比

+
3
%
の

限
界

利
益

額
を

達
成

し
た

企
業

の
割

合
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
企

業
へ

の
聞

き
取

り
等

に
よ

り
年

次
デ

ー
タ

を
把

握

5
8
%

（
R

4
）

6
0
%

（
R

5
）

1
0
0
%

（
R

9
）

6
森

林
ク

ラ
ウ

ド
利

用
者

数
（
年

度
末

現
在

）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
森

林
ク

ラ
ウ

ド
の

造
林

補
助

金
申

請
シ

ス
テ

ム
利

用
に

よ
る

申
請

事
業

体
数

（
四

半
期

毎
）

－
（
R

5
）

5
1
事

業
体

（
R

6
）

7
5
事

業
体

（
R

9
）

１
　

森
林

ク
ラ

ウ
ド

の
導

入
　

・
森

林
ク

ラ
ウ

ド
の

本
格

運
用

開
始

（
R

5
.4

月
～

）
　

・
森

林
ク

ラ
ウ

ド
ユ

ー
ザ

ー
登

録
数

　
6
0
事

業
体

（
R

6
.3

月
）

　
・
森

林
ク

ラ
ウ

ド
の

機
能

拡
充

に
よ

り
申

請
・
届

出
機

能
や

　
　

計
画

策
定

に
必

要
な

シ
ス

テ
ム

を
搭

載
（
R

5
年

度
末

）
　

・
Q

G
IS

及
び

タ
ブ

レ
ッ

ト
・
ド

ロ
ー

ン
研

修
会

の
開

催
　

　
R

2
～

R
5
：
6
5
事

業
体

参
加

　
・
森

林
ク

ラ
ウ

ド
や

先
進

機
器

を
活

用
し

た
実

証
活

動
　

　
R

4
～

R
5
：
４

事
業

体

１
　

森
林

ク
ラ

ウ
ド

の
活

用
促

進
　

・
森

林
ク

ラ
ウ

ド
の

整
備

や
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

に
　

 よ
り

、
デ

ジ
タ

ル
情

報
活

用
の

環
境

は
一

定
整

い
つ

つ
あ

  
 る

が
、

デ
ー

タ
や

機
器

を
効

率
的

か
つ

効
果

的
に

扱
う

ス
  
 キ

ル
に

つ
い

て
は

事
業

体
間

で
差

が
あ

り
、

人
材

育
成

支
  
 援

の
継

続
が

必
要

　
・
事

業
体

が
必

要
と

す
る

デ
ジ

タ
ル

情
報

活
用

技
術

は
画

一 　
 的

な
も

の
で

は
な

く
、

事
業

形
態

や
実

装
機

器
、

習
熟

度
な

　
 ど

に
よ

り
各

事
業

体
毎

で
様

々
で

あ
り

、
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

　
 支

援
を

行
う

こ
と

が
必

要

１
　

森
林

ク
ラ

ウ
ド

の
活

用
促

進
　

・
森

林
整

備
の

計
画

作
成

等
の

業
務

を
効

率
化

す
る

機
能

の
操

作
研

修
の

開
催

や
ヘ

ル
プ

デ
ス

ク
な

ど
に

よ
り

林
業

事
業

体
の

森
林

ク
ラ

ウ
ド

の
  
 活

用
に

必
要

な
人

材
育

成
を

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
・
ド

ロ
ー

ン
や

電
子

測
量

機
器

等
の

操
作

研
修

会
の

開
催

に
加

え
、

林
業

現
場

で
の

実
践

に
向

け
た

林
業

事
業

体
へ

の
個

別
支

援
に

よ
り

ス
マ

ー
  
 ト

林
業

の
取

り
組

み
を

推
進

【
R

6
～

R
9
】

分
野

林
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

多
様
な
担
い
手
の
育
成
・確
保

１
　

き
め

細
か

な
担

い
手

の
育

成
・
確

保
の

強
化

　
①

移
住

希
望

者
に

向
け

た
各

種
相

談
会

の
開

催
（
R

2
～

）
　

　
就

業
相

談
者

数
（
年

度
計

）
　

　
　

R
2
：
1
4
9
人

 ,
 R

3
：
1
3
4
人

　
, 
R

4
：
1
3
3
人

 ,
 R

5
:1

2
5
人

　
②

女
性

就
業

者
の

確
保

（
R

2
～

）
　

・
女

性
限

定
の

「
こ

う
ち

フ
ォ

レ
ス

ト
ス

ク
ー

ル
」
の

開
催

　
　

（
R

2
～

）
　

・
女

性
向

け
の

林
業

大
学

校
特

別
講

座
の

開
催

（
R

2
～

）
　

　
女

性
就

業
相

談
者

数
（
年

度
計

）
　

　
　

R
2
：
3
4
人

 ,
 R

3
：
3
0
人

 ,
 R

4
：
3
4
人

 ,
 R

5
:3

2
人

　
③

小
規

模
林

業
の

推
進

　
・
小

規
模

林
業

推
進

協
議

会
の

開
催

（
R

2
～

）
　

　
協

議
会

の
会

員
数

　
　

　
R

2
：
5
7
0
人

 ,
 R

3
：
5
8
1
人

 ,
 R

4
：
5
8
9
人

 ,
 R

5
:5

6
7
人

２
　

林
業

大
学

校
の

充
実

・
強

化
　

①
学

校
訪

問
や

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
の

開
催

、
年

間
を

　
　

通
し

た
広

報
活

動
の

実
施

（
R

2
～

）
　

②
労

確
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
た

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
実

施
　

　
や

就
業

ガ
イ

ダ
ン

ス
に

よ
る

就
業

支
援

（
R

2
～

）
　

③
デ

ジ
タ

ル
機

器
を

導
入

し
た

実
習

環
境

の
整

備
（
R

4
～

）
　

　
林

業
大

学
校

研
修

生
の

入
校

者
数

（
年

度
計

）
　

　
　

R
2
：
4
5
人

 ,
 R

3
：
4
4
人

 ,
 R

4
：
3
9
人

 ,
 R

5
:4

5
人

　
　

林
業

大
学

校
研

修
修

了
生

の
県

内
林

業
事

業
体

就
職

　
　

者
数

（
年

度
計

）
　

　
　

R
2
：
2
6
人

 ,
 R

3
：
2
1
人

 ,
 R

4
：
2
0
人

 ,
 R

5
:1

8
人

３
　

ス
マ

ー
ト

林
業

の
推

進
に

向
け

た
環

境
整

備
　

①
森

林
ク

ラ
ウ

ド
の

導
入

（
R

3
～

R
5
）

　
　

　
森

林
ク

ラ
ウ

ド
登

録
数

　
6
0
事

業
体

　
②

森
林

ク
ラ

ウ
ド

や
先

進
機

器
を

活
用

し
た

実
証

活
動

や
　

　
取

り
組

み
の

普
及

活
動

（
R

4
～

R
5
）

　
　

　
参

加
事

業
体

　
2
1
事

業
体

４
　

事
業

体
の

経
営

基
盤

の
強

化
　

①
事

業
戦

略
の

策
定

に
よ

る
経

営
改

善
の

推
進

（
R

2
～

）
　

　
事

業
戦

略
の

実
践

事
業

体
数

（
累

計
）
　

1
7
事

業
体

 
　

②
林

業
事

業
体

に
お

け
る

経
営

基
盤

の
強

化
と

就
労

　
　

環
境

の
改

善
　

　
・
労

働
力

確
保

支
援

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
指

導
・
助

言
　

　
　

雇
用

改
善

計
画

認
定

事
業

体
　

　
　

R
2
：
8
5
事

業
体

 ,
 R

3
：
8
2
事

業
体

 ,
 R

4
：
8
3
事

業
体

 
　

　
　

R
5
：
8
1
事

業
体

１
　

就
業

促
進

に
向

け
た

取
り

組
み

　
・
女

性
の

就
業

促
進

に
向

け
た

、
林

業
の

魅
力

や
モ

デ
ル

　
 ケ

ー
ス

な
ど

の
情

報
発

信
　

・
地

域
お

こ
し

協
力

隊
O

B
な

ど
小

規
模

な
林

業
を

担
う

グ
　

 ル
ー

プ
に

お
い

て
は

、
森

林
資

源
を

活
用

し
た

事
業

の
　

 実
施

に
よ

り
、

一
定

の
収

入
が

確
保

で
き

る
新

た
な

働
  
 き

方
が

必
要

２
　

人
材

育
成

に
向

け
た

取
り

組
み

　
・
ス

マ
ー

ト
林

業
な

ど
新

た
な

技
術

に
対

応
で

き
る

人
材

　
 の

育
成

　
・
再

造
林

の
推

進
に

必
要

な
造

林
・
育

林
に

関
す

る
知

識
　

 と
技

術
を

有
す

る
技

術
者

の
育

成

３
　

魅
力

あ
る

職
場

づ
く
り

に
向

け
た

取
り

組
み

　
・
女

性
の

就
業

促
進

の
後

押
し

が
期

待
で

き
る

ス
マ

ー
ト

　
 林

業
の

実
践

な
ど

の
取

り
組

み
の

拡
大

　
・
若

者
や

女
性

視
点

で
の

労
働

環
境

改
善

の
取

り
組

み
の

 　
推

進
　

・
林

業
事

業
体

に
よ

る
経

営
や

労
働

環
境

の
改

善
に

向
 　

け
た

取
り

組
み

の
拡

大

１
　

タ
ー

ゲ
ッ

ト
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

に
よ

る
就

業
促

進
に

向
け

た
取

り
組

み
　

①
女

性
等

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
し

た
「
こ

う
ち

フ
ォ

レ
ス

ト
ス

ク
ー

ル
」
の

開
催

や
就

業
相

談
へ

の
対

応
な

ど
の

林
業

労
働

力
確

保
支

援
セ

ン
タ

ー
と

　
　

連
携

し
た

林
業

で
の

就
業

促
進

に
向

け
た

取
り

組
み

の
展

開
【
R

6
～

R
9
】

　
②

森
林

資
源

を
活

用
し

た
事

業
の

実
施

を
支

援
し

、
半

林
半

X
と

い
っ

た
新

し
い

働
き

方
の

提
案

に
よ

り
地

域
お

こ
し

協
力

隊
等

の
新

た
な

担
い

手
　

　
を

確
保

【
R

6
～

R
9
】
　

　
③

林
業

就
業

と
趣

味
移

住
を

テ
ー

マ
に

し
た

情
報

発
信

の
実

施
【
R

7
】

 ２
　

高
度

な
技

術
を

有
す

る
人

材
の

育
成

　
①

林
業

事
業

体
に

お
け

る
、

森
林

ク
ラ

ウ
ド

で
の

デ
ジ

タ
ル

情
報

の
活

用
や

ス
マ

ー
ト

林
業

の
推

進
に

必
要

な
人

材
の

育
成

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
②

林
業

大
学

校
に

お
い

て
、

原
木

生
産

に
加

え
、

再
造

林
の

推
進

に
必

要
な

知
識

と
現

場
経

験
を

得
る

た
め

の
研

修
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
③

若
者

（
特

に
女

性
）
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
た

林
業

大
学

校
の

研
修

環
境

の
改

善
【
R

7
】

３
　

魅
力

あ
る

職
場

づ
く
り

の
推

進
　

①
ド

ロ
ー

ン
等

の
女

性
が

扱
い

や
す

い
機

器
の

操
作

研
修

の
開

催
に

加
え

、
林

業
現

場
で

の
ス

マ
ー

ト
林

業
の

実
践

に
向

け
た

林
業

事
業

体
へ

　
　

の
個

別
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
②

更
衣

室
の

設
置

や
就

業
規

則
の

見
直

し
な

ど
、

女
性

等
が

働
き

や
す

い
環

境
整

備
へ

の
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
③

事
業

戦
略

の
実

践
や

女
性

が
働

き
や

す
い

職
場

づ
く
り

等
に

つ
い

て
学

ぶ
経

営
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

【
R

6
～

R
9
】

　
④

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

の
導

入
な

ど
、

若
者

等
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

就
業

環
境

改
善

の
支

援
【
R

7
～

R
9
】

⇒
別

図
＜

林
0
4
＞

参
照

（
P

3
7
）
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森
林

資
源

の
再

生
産

の
促

進

（
１

）
林

業
適

地
へ

の
集

中
投

資
　　

①
林

業
適

地
の

拡
大

・新
た

な
森

の
工

場
の

拡
大

　　
　　

　ア
　林

業
適

地
の

設
定

面
積

　　
　　

　1
12

,0
00

ha
（

目
標

）
→

　1
05

,8
28

ha
（

R6
）

　　
　　

　イ
　森

の
工

場
の

承
認

面
積

　　
　　

　 
 9

1,
14

1h
a（

目
標

）
→

  9
2,

24
6h

a（
R6

）
　　

　　
⇒

　林
業

適
地

や
森

の
工

場
は

拡
大

して
い

る
　　

　　
　　

 も
の

の
、さ

らな
る

原
木

生
産

、再
造

林
に

   
   

   
   

 つ
な

げ
る

こと
が

必
要

（
２

）
林

業
収

支
の

プ
ラ

ス
転

換
  　

①
林

地
残

材
の

利
用

拡
大

　　
　ア

　林
地

残
材

搬
出

機
械

の
導

入
支

援
　　

　（
R6

：
6件

）
　　

　 
 ⇒

  林
地

残
材

搬
出

は
コス

ト高
で

あ
り、

各
バ

イ
　　

　　
 　

　オ
マ

ス
発

電
所

近
隣

の
集

荷
が

中
心

。よ
り

　　
　　

　　
 広

範
囲

か
らの

集
荷

が
必

要
　　    

 ②
再

造
林

の
推

進
に

向
け

た
連

携
体

制
の

強
化

　　
　ア

　高
知

県
再

造
林

推
進

会
議

　　
　（

総
会

、幹
事

会
2回

、部
会

3回
）

　　
　に

お
い

て
、県

全
域

で
の

再
造

林
基

金
の

取
り組

み
　　

　を
決

定
   

   
 ⇒

　事
業

者
の

協
力

体
制

の
構

築
や

具
体

的
な

   
   

   
   

資
金

の
拠

出
方

法
の

調
整

が
必

要

現
状

・課
題

（
１

）
林

業
適

地
へ

の
集

中
投

資
　　

①
低

コス
ト造

林
の

実
証

を
行

うモ
デ

ル
事

業
地

の
設

定
（

森
の

工
場

）
   

 　
　　

低
コス

ト造
林

（
伐

採
～

再
造

林
）

を
実

践
し、

施
業

デ
ー

タ等
の

　　
　　

　収
集

・分
析

な
どを

行
う新

た
な

森
の

工
場

の
モ

デ
ル

地
区

を
支

援
す

る
　　

　　
（

効
果

的
な

方
法

を
他

の
森

の
工

場
へ

横
展

開
）

KP
I：

モ
デ

ル
事

業
地

　５
カ所

   
　

（
２

）
林

業
収

支
の

プ
ラ

ス
転

換
　　

①
林

地
残

材
活

用
に

向
け

た
支

援
内

容
の

見
直

し
　　

　　
　林

地
残

材
搬

出
へ

の
支

援
を

見
直

し
、よ

り広
範

囲
か

らの
集

荷
を

促
進

す
る

とと
も

に
、

　　
　　

　林
地

残
材

の
搬

出
に

必
要

な
機

械
の

導
入

を
支

援
す

る

　　 　　
②

新
た

に
開

始
す

る
民

間
基

金
に

よ
る

再
造

林
支

援
の

円
滑

な
運

営
　　

　　
　県

全
域

で
の

再
造

林
基

金
の

設
置

に
向

け
た

制
度

設
計

や
合

意
　　

　　
　形

成
へ

の
協

力
、円

滑
な

運
営

に
向

け
た

支
援

の
拡

充

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

新

○
 林

業
適

地
を

中
心

とし
て

IC
Tや

デ
ジ

タル
技

術
、先

端
林

業
　　

機
械

を
活

用
す

る
ス

マ
ー

ト林
業

へ
の

転
換

が
進

み
、伐

採
後

　　
の

再
造

林
を

は
じめ

森
林

資
源

の
再

生
産

に
つ

な
が

る
事

業
　　

活
動

が
活

発
に

行
わ

れ
て

い
る

。

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

拡目 標 値

R4
(出

発
点

)
R5

(現
状

)
R7

R9

目
　標

－
－

20
.7
万

26
.5
万

実
　績

12
.6
万

13
.7
万

－
－

単
位

：
㎥

民
有

林
の

再
造

林
面

積
単

位
：

ha
森

の
工

場
の

原
木

生
産

量

R4
(出

発
点

)
R5

(現
状

)
R7

R9

目
　標

－
－

55
2

69
0

実
　績

34
2

29
4

－
－

拡

新
た
な
森
の
工
場

ｲﾉ
ﾍﾞ
ｰｼ
ｮﾝ

（
ﾃﾞ
ｼﾞ
ﾀﾙ
化
等
）

支
援
の
拡

充
に
よ
り
、

広
範
囲
か

ら
の
集
荷

を
促
進

林
地
残
材

搬
出
に
必

要
な
機
械

の
導
入
を

支
援

高
知
県
再
造
林
推
進
会
議
（
R5
.1
0月
設
置
）

木
材

加
工

事
業

者

再
造

林
基

金

 
 

 
   

 
造

林
事

業
者

 
 

 
 

 
 

  （
森

林
所

有
者

）

国
・県
・市
町
村

造
林
補
助
金
等

支
援
金

↑ 原 木 の 流 れ

再
造
林

原
木

生
産

事
業

者

協
力

金

再
造
林
を
支
援
す
る
基
金
の
仕
組
み

寄
付

金

協
力

金

協
力

金

苗
木

生
産

事
業

者

そ
の

他

皆
伐
と
再
造
林
の
セ
ッ
ト
化

（
一
貫
作
業
）
の
実
証
 

な
ど

＜
林

01
＞
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木
材

産
業

の
イ

ノベ
ー

シ
ョン

（
１

）
大

径
材

の
利

用
促

進
　　

①
大

径
材

の
増

加
が

見
込

ま
れ

る
中

、そ
の

利
用

を
　　

　進
め

る
た

め
の

戦
略

を
策

定
　　

　　
　　

ア
　大

径
材

利
用

戦
略

策
定

会
議

の
設

置
・開

催
　　

イ　
資

源
量

調
査

　　
ウ　

加
工

・流
通

実
態

調
査

　　
　　

(県
内

製
材

事
業

者
 2

6者
・原

木
市

場
 3

者
)

　　
エ

　マ
ー

ケ
ット

調
査

　　
　　

(県
内

外
の

製
材

品
取

扱
事

業
者

　2
6者

)
　　

オ
　大

径
材

利
用

セ
ミナ

ー
の

開
催

(1
回

)

　　
　⇒

大
径

材
の

特
性

を
踏

ま
え

た
乾

燥
技

術
、

　　
　　

製
材

手
法

の
確

立
や

製
品

の
開

発
を

進
め

る
　　

　　
こと

が
必

要

（
２

）
需

要
に

応
じた

製
材

品
の

供
給

体
制

の
整

備
　　

①
製

材
業

は
他

の
製

造
業

と比
較

して
労

災
の

発
生

　　
　率

が
4.

４
倍

と高
く、

安
全

対
策

へ
の

取
り組

み
が

　　
　必

要
　　

　　
(労

働
安

全
研

修
　５

工
場

)
　　

　
　　

　⇒
製

材
業

へ
の

外
国

人
材

の
活

用
な

ど、
多

様
な

　　
　　

担
い

手
確

保
の

た
め

、労
働

環
境

の
整

備
が

必
要

　　
　　

　(
木

材
産

業
分

野
　外

国
人

労
働

者
数

　1
0名

）

現
状

・課
題

（
１

）
大

径
材

の
利

用
促

進
　　

　　
 ①

将
来

的
な

施
設

整
備

や
製

品
開

発
の

方
向

性
を

示
す

戦
略

の
更

新
　 

ア　
資

源
量

調
査

に
つ

い
て

路
網

等
の

条
件

を
考

慮
した

追
加

調
査

　 
イ　

素
材

生
産

業
者

の
大

径
材

へ
の

対
応

状
況

調
査

   
ウ　

大
径

材
加

工
技

術
の

普
及

　　
　　

製
材

事
業

者
を

対
象

とし
て

乾
燥

技
術

や
製

材
技

術
の

向
上

に
向

け
た

研
修

会
を

開
催

 ②
大

径
材

加
工

施
設

の
整

備
へ

の
支

援
　 

ア　
大

径
材

の
加

工
力

強
化

に
資

す
る

施
設

整
備

に
つ

い
て

重
点

支
援

を
行

う
　　

　　
　　

KP
I：

大
径

材
加

工
施

設
の

整
備

　1
者

（
２

）
需

要
に

応
じた

製
材

品
の

供
給

体
制

の
整

備
　　

　　
　　

　　
 ①

製
材

工
場

の
環

境
整

備
　　

　　
　　

ア
　製

材
工

場
の

労
働

安
全

性
向

上
の

た
め

の
環

境
整

備
や

人
材

育
成

を
支

援
す

る
　　

　　
　　

イ　
外

国
人

等
就

業
者

向
け

の
住

環
境

の
整

備
等

を
支

援
す

る
　　

　　
　　

　　
　K

PI
：

労
働

環
境

整
備

　4
者

○
原

木
を

安
定

的
に

調
達

す
る

体
制

が
整

備
され

、非
住

宅
分

野
　を

は
じめ

新
た

な
需

要
へ

の
高

品
質

な
製

材
品

の
供

給
力

が
向

　上
して

い
る

。

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

拡

目 標 値

R4
(出

発
点

)
R5 (現

状
)

R7
R9

目
　標

－
－

10
9

12
6

実
　績

87
11
0

－
－

単
位

：
千

㎥
JA

S機
械

等
級

区
分

構
造

材
の

出
荷

量
単

位
：

千
㎥

乾
燥

材
の

出
荷

量
R4

(出
発

点
)

R5 (現
状

)
R7

R9

目
　標

－
－

15
25

実
　績

11
12

－
－

拡拡

（
林
野
庁
資
料
）

　大
径

材
対

応
　ツ

イ
ン

帯
鋸

盤

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

＜
林

02
＞
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木
材
利
用
の
拡
大

（
１
）
環
境
に
配
慮
した
新
た
な
木
材
流
通
の
促
進

　①
SD
Gs
をは
じめ
環
境
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、持
続
　

　　
可
能
性
が
担
保
され
た
木
材
の
活
用
を
望
む
企
業
が

　　
増
加
。再
造
林
の
実
施
な
ど環
境
に
配
慮
した
森
林

　　
由
来
の
木
材
で
あ
る
こと
の
情
報
を
管
理
・提
供
す
る

　　
仕
組
み
が
必
要

（
２
）
非
住
宅
建
築
物
等
へ
の
木
材
利
用
の
拡
大

　①
環
境
不
動
産
の
制
度
周
知
や
事
業
者
へ
の
技
術
支

　　
援
を
実
施
し、
１
号
物
件
が
実
現

　　
⇒
モ
デ
ル
的
な
環
境
不
動
産
の
事
例
の
増
加
が
必
要

　②
県
内
で
は
、技
術
研
修
会
の
開
催
や
設
計
支
援
等

　　
に
より
CL
T建
築
物
は
増
加
して
い
る
一
方
で
、非
住

　　
宅
建
築
物
の
木
造
率
は
低
位

　　
⇒
非
住
宅
建
築
物
に
対
す
る
木
造
化
の
提
案
機
会

　　
　を
増
加
させ
る
こと
が
必
要

　　
　　
　ア
　県
内
CL
T建
築
物
の
棟
数

　　
　　
　　
　　
　　
　R
元
：
28
棟
→
R6
：
57
棟

　　
　　
　イ
　県
内
非
住
宅
建
築
物
の
木
造
率

　　
　　
　　
　　
　　
　R
元
：
15
.4
％
→
R6
：
18
.5
％

　　
　　

　 　

現
状
・課
題

（
１
）
環
境
に
配
慮
した
新
た
な
木
材
流
通
の
促
進

　　
①
非
住
宅
建
築
物
等
に
供
給
す
る
県
産
材
に
新
た
な
価
値
を
創
出
す
る
た
め
、環
境
に
配
慮
した
森
林
由

　　
　来
の
土
佐
材
を認
証
す
る
制
度
を
構
築

　　
　・
木
材
を
認
証
す
る
仕
組
み
の
構
築
に
加
え
、木
材
供
給
に
関
わ
る
各
段
階
の
事
業
者
（
製
材
・加
工
・

　　
　　
販
売
）
が
認
証
木
材
の
取
扱
情
報
等
を
確
認
で
き
る
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
を開
発

（
２
）
非
住
宅
建
築
物
等
へ
の
木
材
利
用
の
拡
大

　　
①
環
境
不
動
産
認
定
制
度
の
見
直
し及
び
１
号
物
件
を
活
用
した
PR
の
強
化

　　
　・
環
境
不
動
産
の
認
定
基
準
の
見
直
しに
よ
り、
環
境
不
動
産
建
築
を
促
進
させ
る
。

　　
②
非
住
宅
建
築
物
等
の
木
造
化
・木
質
化
促
進
に
向
け
相
談
窓
口
業
務
の
強
化

　　
　・
住
宅
及
び
非
住
宅
建
築
物
の
木
材
利
用
を
拡
大
す
る
た
め
、木
材
普
及
推
進
協
会
が
行
う木
材
利
用
　

　　
　　
総
合
窓
口
業
務
へ
の
支
援
を
強
化
（
大
型
商
業
施
設
内
へ
の
設
置
、週
５
日
か
ら週
７
日
に
拡
充
）

　　
　　
　　
　K
PI
：
設
計
費
へ
の
補
助
　6
件
、木
材
購
入
費
へ
の
補
助
　5
件

　　
③
万
博
で
つ
な
が
った
非
住
宅
建
築
向
け
構
造
材
の
サ
プ
ライ
チ
ェー
ン
を活
用
した
供
給
・提
案
体
制
の
　

　　
　強
化
や
友
好
・姉
妹
都
市
関
係
に
あ
る
県
外
自
治
体
へ
の
営
業
活
動
の
強
化

　　
　

　　
④
新
た
に
県
産
材
を
海
外
の
有
望
な
エ
リア
へ
輸
出
す
る
た
め
の
テ
ス
トマ
ー
ケ
テ
ィン
グ
を
支
援

　　
　

○
住
宅
へ
の
木
材
利
用
に
加
え
、非
住
宅
建
築
物
の
木
造
化
・

　木
質
化
に
向
け
た
取
り組
み
を強
化
す
る
こと
に
よ
り県
産
材

　利
用
が
拡
大
して
い
る
。

５
期
計
画
（
令
和
９
年
度
）
の
目
指
す
姿

拡目 標 値

県
内
に
お
け
る
非
住
宅
木
造
建
築
物
の
棟
数
(年
間
)

単
位
：
棟

R4
(出
発
点
)

R6 (現
状
)

R7
R9

目
　標

－
－

11
3

12
1

実
　績

10
6

89
－

－

環
境
不
動
産
１
号
物
件
イ
メ
ー
ジ
図

R4
推
計

(出
発
点
・現
状
)

R7
R9

目
　標

－
11
7

12
1

実
　績

10
3

－
－

県
外
製
品
市
場
等
へ
の
県
産
製
材
品
の
出
荷
量

単
位
：
千
㎥

拡

令
和
７
年
度
の
取
り組
み

拡 拡 拡

＜
林
03
＞

36



（
１
）
タ
ー
ゲ
ット
マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
に
よ
る
取
り組
み
の
強
化

　　
①

「こ
うち

フォ
レ

ス
トス

クー
ル

」へ
の

、女
性

の
参

加
者

数
は

増
　　

　加
して

い
る

も
の

の
、全

体
の

参
加

者
数

は
前

年
度

と同
程

度
　　

　と
な

って
い

る
。

　　
　　

　（
R5

:5
2人

(う
ち

女
性

12
人

)
   

   
   

   
   

　　
　　

　　
　→

R6
:5

0人
(う

ち
女

性
22

人
)）

　　
　　

⇒
林

業
就

業
に

係
る

イベ
ン

ト参
加

者
や

相
談

者
の

増
加

に
　　

　　
　向

け
た

情
報

発
信

の
強

化
が

必
要

（
２
）
高
度
な
技
術
を
有
す
る
人
材
の
育
成

　　
①

林
業

大
学

校
に

お
け

る
若

者
（

特
に

女
性

）
の

研
修

生
か

ら
　　

　研
修

環
境

の
改

善
に

つ
い

て
声

が
あ

が
って

い
る

。
　　

　　
⇒

若
者

（
特

に
女

性
）

を
ター

ゲ
ット

に
した

研
修

環
境

改
　　

　　
　善

が
必

要

（
３
）
魅
力
あ
る
職
場
づ
くり
の
推
進

　　
①

ドロ
ー

ン
等

の
女

性
が

扱
い

や
す

い
機

器
の

活
用

に
向

け
た

研
　　

　修
会

の
開

催
　　

　　
⇒

ス
マ

ー
ト林

業
の

取
り組

み
支

援
の

対
象

を
拡

大
す

る
な

ど、
　　

　　
　更

な
る

普
及

・定
着

に
つ

な
げ

る
こと

が
必

要

　　
②

若
者

や
女

性
な

どが
働

き
や

す
い

職
場

づ
くり

等
に

つ
い

て
学

ぶ
　　

　経
営

セ
ミナ

ー
の

開
催

や
環

境
整

備
へ

の
 

支
援

　　
　　

⇒
若

者
等

の
ニ

ー
ズ

に
あ

った
取

り組
み

の
更

な
る

推
進

が
   

   
   

  必
要

多
様
な
担
い
手
の
育
成
・確
保

（
１
）
タ
ー
ゲ
ット
マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
に
よ
る
取
り組
み
の
強
化

　　
①

新
た

に
林

業
就

業
と趣

味
移

住
を

テ
ー

マ
に

した
情

報
発

信
の

実
施

　　
KP

I：
就

業
相

談
者

数
　3

50
人

（
２
）
高
度
な
技
術
を
有
す
る
人
材
の
育
成

　　
①

若
者

（
特

に
女

性
）

を
ター

ゲ
ット

に
した

研
修

環
境

の
改

善

（
３
）
魅
力
あ
る
職
場
づ
くり
の
推
進

　　
①

ス
マ

ー
ト林

業
に

係
る

研
修

の
充

実
や

取
り組

み
支

援
の

強
化

　　
②

若
者

等
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

した
就

業
環

境
改

善
の

支
援

強
化

　　
　　

　　
KP

I：
労

働
環

境
改

善
に

取
り組

む
林

業
事

業
体

数
　3

5事
業

体

新

○
デ

ジ
タル

化
され

た
森

林
情

報
の

活
用

を
は

じめ
ス

マ
ー

ト林
業

を推
進

し、
若

者
や

女
性

等
の

多
様

な
人

材
が

い
き

い
き

と活
躍

して
い

る
。

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

目 標 値

R3
(出

発
点

)
R5

(現
状

)
R7

R9

目
標

－
－

1,
69
0

1,
69
0

実
績

1,
59
3

1,
60
0

－
－

単
位

：
人

［
現
場
］
新
規
就
業
者
数
（
年
間
）

単
位

：
人

林
業
就
業
者
数
（
年
度
末
現
在
）

R3
(出

発
点

)
R5

(現
状

)
R7

R9

目
標

－
－

18
5

20
0

実
績

14
2

68
－

－

拡新
・
女
性
等
の
入
校
生
か
ら
の
声
に
対
応
す
る
た
め
、
林
業
大
学
校
に

 
ト
イ
レ
カ
ー
を
導
入

・
導
入
後
は
改
善
モ
デ
ル
と
し
て
林
業
事
業
体
に
普
及

・
機
器
や
技
術
の
最
新
の
活
用
方
法
を
学
べ
る
研
修
会
の
開
催

・
労
務
や
生
産
性
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
を
支
援
す
る
た
め
、

 
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
拡
充

ア
プ
リ
で

労
務
管
理

・
趣
味
の
専
門
誌
で
情
報
発
信

趣
味
を
楽
し
み
な
が
ら
林
業
に
就
業

す
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
掲
載

(高
知
で
林
業
の
強
み
)

・
自
然
が
近
い
（
趣
味
の
ス
ポ
ッ
ト
が
近
い
）

・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
が
確
保
し
や
す
い

趣
味
移
住
の
要
素
を
取
り
入
れ
る

等
、
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を
見
直
し

(イ
ベ
ン
ト
見
直
し
)

・
趣
味
移
住
の
林
業
就
業
者
を
ゲ
ス
ト
に
招
聘

・
市
町
村
の
移
住
施
策
と
の
連
携

・
若
者
等
が
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、

 
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
拡
充

（
追
加
す
る
補
助
メ
ニ
ュ
ー
）

 
就
業
者
向
け
の
住
環
境
の
整
備
、

 
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
導
入
、
ト
イ
レ
カ
ー
導
入
、

 
外
国
人
材
の
受
入
体
制
整
備

 
 

就
業
者
向
け
の
空
き
家
改
修

イ
ベ
ン
ト
参
加
・
相
談
者
の
増
加

＋

現
状

・課
題

＊
林
業
現
場
に
導
入
す
る

 
ト
イ
レ
カ
ー
（
事
例
）

班
長

副
班
長
・

技
術
主
任

技
術
担
当

初
任

ST
EP
1：

技
能
検
定
制
度
に
よ
る
評
価

ST
EP
3：
処
遇
の
設
定

1級
or
2級

2級
or
3級

3級

ST
EP
2：

役
職
の
設
定

技
能
評
価
に
よ
る

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
導
入

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

拡

＜
林
04
＞
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Ⅰ　専門分野の成長戦略

水産業分野
水産業分野の取り組みの概要

　①　産業振興計画のこれまでの取り組みによる成果と課題
　　漁業者の減少や高齢化に加え、海況の変化等により漁獲量が不安定な中、水産業の成長産

　業化を図るため、生産性の向上や販路開拓、担い手の確保等に取り組みました。生産面では、

　デジタル技術を活用した効率的な生産流通体制への転換を進める「高知マリンイノベーショ

　ン」の推進や、安定生産が可能な養殖生産の拡大、外商の強化に向けた加工施設の立地促進

　等を行いました。流通・販売面では、「高知家の魚応援の店」への販売拡大や、水産物輸出

　促進コーディネーター等のネットワークを活用した海外での販路開拓等に取り組んできまし

　た。漁業生産を支える担い手の確保では、高知県漁業就業支援センターによる就業相談から

　就業後までの一貫した支援を行い、関西圏など県外からの就業につなげてきました。

　　その結果、漁業生産額が平成20年以降減少（H20:483億円→R4:475億円）する中で、養殖

　業が成長（H20:139億円→R4:222億円）し、また、水産加工出荷額は大きく増加（H20:171億

　円→R4:249億円）しています。

　　一方、不漁や物価高騰による経営の圧迫、一部の国での輸入停止、深刻な担い手不足等、
　水産業を取り巻く環境は厳しさを増しています。そうした中で魅力ある水産業としていくに
　は、デジタル技術を活用したさらなる生産性の向上や養殖業の振興による安定的な生産、新
　たな販路開拓・販売拡大を図るとともに、担い手として多様な人材の受入れが必要です。

　②　第５期計画ver.２の取り組み
　　第５期計画では、「若者が地域で稼げる魅力的な水産業」を実現していくため、環境や社

　会の変化に強い「持続可能」で、地産外商により「稼げる」、そして多様な人材が活躍でき

　る「働きやすい」水産業の実現に向けて、次の４つを戦略の柱として取り組みを推進します。

　柱１　漁業生産の構造改革

　　高知マリンイノベーションの取り組みでは、メジカ漁場予測システムの構築を行い、R8年

　度からNABRASでの予測情報の発信を目指すとともに、産地市場のスマート化に向けては、土

　佐清水地域でのモデルケースの構築と他地域への横展開に取り組みます。また、養殖業では、

　新規漁場への企業誘致や陸上養殖の推進に取り組むほか、デジタル機器の総合的な整備を支

　援し、生産コストの削減と働きやすい漁業への転換に取り組みます。

　柱２　市場対応力のある産地加工体制の強化

　　輸出の拡大に向けた加工施設の整備や衛生管理の高度化に取り組むとともに、加工用原料

　や製品の保管に必要な冷凍保管ニーズの掘り起こしや施設整備等への支援に取り組みます。

　柱３　流通・販売の強化

　　「高知家の魚応援の店」や消費地の卸売市場関係者とのネットワークを活かし、外商の拡

　大を進めます。また、海外で店舗展開する国内企業と連携した輸出の拡大に取り組むほか、

　県内事業者の商社化を推進し、農産物を含むALL高知での輸出拡大を目指します。

　柱４　担い手の確保・育成

　　さらなる担い手の確保に向け、デジタルマーケティングを活用した就業フェア等への誘導　

　策の強化を行うとともに、若者や女性に選ばれる水産業への転換を図るため、女性を主体と

　した操業モデルの検討や不漁等の影響を受けにくいマルチ漁業化への支援に取り組みます。

39



「地
産

」の
強

化

柱
４

　担
い

手
の

確
保

・育
成

水
産

業
分

野
の

施
策

の
展

開
 　

　～
 若

者
が

地
域

で
稼

げ
る

魅
力

的
な

水
産

業
 ～

分
野

を
代

表
す

る
目

標
　　

　　
　 

 水
産

加
工

出
荷

額
   

   
   

   
   

   
 出

発
点

（
R3

）
22

4億
円

 　
⇒

　現
状

（
R4

）
24

9億
円

　 
⇒

　R
7 

27
8億

円
　 

⇒
　4

年
後

（
R9

）
28

4億
円

　 
⇒

　1
0年

後
（

R1
5）

30
2億

円

（
１

）
新

規
就

業
者

の
確

保
・育

成
①

 関
西

圏
の

専
門

学
校

等
や

県
内

高
校

で
の

就
業

セ
ミナ

ー
の

開
催

②
 県

独
自

の
就

業
フェ

ア
の

開
催

④
 就

業
希

望
者

を
対

象
とし

た
短

期
・長

期
　　

研
修

等
の

実
施

成
長

を
支

え
る

取
組

の
強

化

　　
　　

　　
漁

業
生

産
額

(宝
石

サ
ン

ゴ
を

除
く)

   
   

  出
発

点
（

R3
）

45
1億

円
 　

⇒
　現

状
（

R5
）

59
8億

円
　⇒

　R
7 

48
7億

円
　 

⇒
　4

年
後

（
R9

）
52

0億
円

　 
⇒

　1
0年

後
（

R1
5）

54
5億

円

柱
３

　流
通

・販
売

の
強

化

（
１

）
外

商
の

拡
大

②
 卸

売
市

場
関

係
者

の
ネ

ット
ワ

ー
クを

活
か

した
取

引
の

拡
大

➀
 「

高
知

家
の

魚
応

援
の

店
」と

の
ネ

ット
ワ

ー
クを

活
用

した
外

商
活

動
の

強
化

　 

③
 県

内
事

業
者

の
商

社
化

を
推

進
し、

農
産

物
を

含
む

AL
L高

知
で

の
輸

出
を

拡
大

（
３

）
地

域
資

源
を

活
用

し
た

付
加

価
値

の
創

出

「外
商

」の
強

化

（
２

）
輸

出
の

拡
大

③
 商

談
会

等
へ

の
出

展
に

よ
る

販
路

拡
大

を
支

援

新
規

就
業

者
の

確
保

や
育

成
を支

援
！

大
都

市
圏

や
海

外
へ

の
外

商
活

動
を

強
化

！

目
指

す
姿

③
 移

住
促

進
策

と連
携

した
勧

誘
の

促
進

（
２

）
多

様
な

人
材

の
確

保
①

 女
性

が
就

業
しや

す
い

漁
業

へ
の

転
換

に
向

け
た

取
り組

み
の

推
進

③
 障

害
者

等
の

生
き

が
い

や
雇

用
の

場
の

確
保

に
向

け
た

　　
水

福
連

携
の

推
進

①
 あ

ゆ
を

活
用

した
地

域
活

性
化

の
取

り組
み

の
推

進

①
 デ

ジ
タル

技
術

等
の

活
用

に
よ

り、
環

境
や

社
会

の
変

化
に

強
く安

定
した

所
得

が
得

られ
る

 "
持

続
可

能
な

" 
水

産
業

②
 県

内
の

み
な

らず
、県

外
、海

外
へ

の
県

産
水

産
物

の
販

路
が

確
立

され
、誰

も
が

地
産

外
商

に
チ

ャレ
ン

ジ
で

き
る

 "
稼

げ
る

" 
水

産
業

③
 労

働
環

境
の

改
善

に
より

、多
様

な
人

材
が

活
躍

で
きる

 "
働

き
や

す
い

" 
水

産
業

「若
者

が
地

域
で

稼
げ

る
魅

力
的

な
水

産
業

」の
実

現

経
営

の
安

定
と労

働
環

境
の

整
備

を
支

援
！

②
 労

働
環

境
等

の
改

善
に

向
け

た
専

門
家

の
派

遣
等

の
支

援
①

 若
者

、女
性

等
の

多
様

な
人

材
が

参
入

・定
着

しや
す

い
環

境
整

備

➀
 水

産
物

輸
出

促
進

コー
デ

ィネ
ー

ター
や

卸
売

市
場

関
係

者
等

の
　　

ネ
ット

ワ
ー

クを
活

用
した

販
路

開
拓

・拡
大

②
 外

国
人

材
の

受
け

入
れ

の
推

進

（
２

）
加

工
関

連
産

業
の

強
化

③
 加

工
施

設
の

機
能

強
化

や
衛

生
管

理
の

高
度

化

柱
２

　市
場

対
応

力
の

あ
る

産
地

加
工

体
制

の
強

化

（
１

）
加

工
施

設
の

立
地

促
進

や
機

能
等

の
強

化
①

 輸
出

に
対

応
した

加
工

施
設

の
立

地
支

援

①
 加

工
用

原
料

や
製

品
の

保
管

に
必

要
な

冷
凍

保
管

ビジ
ネ

ス
の

強
化

②
 輸

出
に

適
した

加
工

用
原

魚
の

確
保

産
地

加
工

の
拡

大
と雇

用
の

場
を

創
出

！

柱
１

　漁
業

生
産

の
構

造
改

革

 ①
 情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「N

AB
RA

S」
の

運
用

と機
能

強
化

（
３

）
漁

船
漁

業
の

振
興

①
 事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
　　

（
か

つ
お

・ま
ぐろ

漁
業

、定
置

網
漁

業
）

③
 漁

船
・漁

具
等

の
設

備
投

資
へ

の
支

援

（
１

）
高

知
マ

リン
イ

ノベ
ー

シ
ョン

の
推

進
生

産
性

の
向

上
や

生
産

量
の

増
大

に
向

け
た

取
り組

み
を

推
進

！

 ②
 リ

ス
ク対

策
に

つ
な

が
る

予
測

手
法

の
開

発
　　

（
二

枚
潮

、急
潮

、赤
潮

）
 ③

 利
益

シ
ミュ

レ
ー

シ
ョン

ツー
ル

の
機

能
強

化

（
２

）
養

殖
業

の
振

興

③
 ブ

リ人
工

種
苗

の
導

入
に

よ
る

養
殖

経
営

の
安

定
化

④
所

得
の

向
上

を
目

指
した

生
産

コス
トの

削
減

①
 規

模
拡

大
・新

規
参

入
業

者
の

誘
致

、生
産

拡
大

 ④
 メ

ジ
カ漁

場
予

測
シ

ス
テ

ム
の

開
発

 ⑤
 黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

 ⑥
 市

場
の

ス
マ

ー
ト化

の
着

実
な

推
進

⇒

拡

拡

拡
拡

⑤
 高

知
マ

リン
イノ

ベ
ー

シ
ョン

の
推

進
に

よる
操

業
の

効
率

化
（

再
掲

）
④

 漁
業

の
操

業
を

支
え

る
事

業
者

の
事

業
継

続
に

向
け

た
働

きか
け

（
３

）
魅

力
あ

る
職

場
づ

くり
の

支
援

新 新

 ⑦
 省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タル

機
器

の
導

入
支

援

多
様

な
人

材
が

参
入

！

経
営

体
が

維
持

・安
定

！
漁

業
所

得
が

向
上

！

漁
業

生
産

額
や

加
工

出
荷

額
を

安
定

的
に

確
保

！

拡 拡

②
 陸

上
養

殖
の

推
進

に
よ

る
生

産
拡

大

好
循

環
を

生
み

出
し

拡
大

再
生

産
へ

！

拡 新拡 拡

②
 海

外
で

店
舗

展
開

す
る

国
内

企
業

と連
携

した
輸

出
拡

大

拡

　　
　　

　　
漁

業
生

産
量

(宝
石

サ
ン

ゴ
を

除
く)

   
   

  出
発

点
（

R4
）

6.
3万

トン
　⇒

　現
状

（
R5

）
8.

0万
トン

　⇒
　R

7 
8.

0万
トン

　⇒
　4

年
後

（
R9

）
8.

4万
トン

　⇒
　1

0年
後

（
R1

5）
8.

8万
トン

②
 マ

ル
チ

漁
業

化
の

推
進

に
よ

る
不

漁
等

の
影

響
を

受
け

に
くい

　　
漁

業
へ

の
転

換

拡
④

 マ
ル

チ
漁

業
化

の
推

進
に

よ
る

不
漁

等
の

影
響

を
受

け
に

くい
漁

業
へ

の
転

換
(再

掲
)

新

新

③
 法

人
化

に
向

け
た

支
援

拡

拡
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◆
分
野
全
体
の
目
標

第
5期
計
画

各
産
業
分
野
の

取
り組
み
の
柱

戦
略
の
類
型

第
5期
計
画
　

戦
略
目
標

出
発
点

現
状
値

R7
年
度

到
達
目
標

４
年
後
（
R9
）

目
標
値

重
点
施
策

該
当

鮮
魚

の
県

内
市

場
取

扱
額

（
年

間
）

7
3
億

円
（
R

4
）

7
4
億

円
(R

6
)

8
8
億

円
8
8
億

円
○

養
殖

生
産

量
（
ブ

リ
、

カ
ン

パ
チ

、
マ

ダ
イ

、
ク

ロ
マ

グ
ロ

）
（
年

間
）

1
3
,7

0
3
ト

ン
（
R

4
）

2
0
,8

3
5
ト

ン
（
R

5
）

1
9
,6

5
0
ト

ン
2
3
,0

0
0
ト

ン
○

海
外

H
A

C
C

P
対

応
型

加
工

施
設

の
整

備
（
累

計
）

４
件

（
R

4
）

５
件

（
R

6
）

-
６

件

養
殖

魚
の

前
処

理
加

工
（
年

間
）

4
9
.6

億
円

（
R

4
）

6
3
.4

億
円

(R
5
)

9
3
億

円
9
7
億

円

「
応

援
の

店
」
へ

の
県

内
参

画
事

業
者

の
出

荷
額

（
年

間
）

2
.8

億
円

（
R

4
）

5
.5

億
円

（
R

6
）

5
.3

億
円

5
.7

億
円

○

水
産

物
の

輸
出

（
年

間
）

2
.7

億
円

（
R

4
)

5
.2

億
円

(R
5
)

1
5
.8

億
円

1
7
.7

億
円

○

新
規

就
業

者
数

（
年

間
）

5
3
名

（
R

4
）

4
1
名

(R
6
)

6
0
名

6
0
名

○

　
　

う
ち

若
年

（
1
5
～

3
4
歳

）
女

性
新

規
就

業
者

数
（
年

間
）

2
名

（
R

4
）

1
名

(R
6
)

4
名

4
名

○

法
人

経
営

体
数

（
定

置
網

漁
業

）
（
累

計
）

9
法

人
（
R

5
.9

）
9
法

人
（
R

6
）

1
0
法

人
1
2
法

人

事
業

戦
略

策
定

経
営

体
に

お
け

る
各

年
の

営
業

利
益

の
目

標
達

成
率

（
年

間
）

6
3
%

（
R

4
）

7
3
%

(R
5
)

1
0
0
%

1
0
0
%

水
産
業
分
野
で
掲
げ
る
目
標
一
覧

１
　

漁
業

生
産

の
構

造
改

革

①
構

造
転

換
型

②
地

域
産

業
ス

ケ
ー

ル
ア

ッ
プ

型

２
　

市
場

対
応

力
の

あ
る

産
地

加
工

体
制

の
強

化

②
地

域
産

業
ス

ケ
ー

ル
ア

ッ
プ

型

３
　

流
通

・
販

売
の

強
化

②
地

域
産

業
ス

ケ
ー

ル
ア

ッ
プ

型

③
グ

ロ
ー

バ
ル

展
開

型

４
　

担
い

手
の

確
保

・
育

成
⑤

人
材

起
点

型

・
漁

業
生

産
額

（
宝

石
サ

ン
ゴ

を
除

く
）

　
　

出
発

点
（
R

3
）
4
5
1
億

円
　

⇒
　

現
状

（
R

5
）
5
9
8
億

円
　

⇒
　

R
7
 4

8
7
億

円
　

⇒
　

4
年

後
（
R

9
)　

5
2
0
億

円
　

⇒
　

1
0
年

後
（
R

1
5
）
5
4
5
億

円

・
漁

業
生

産
量

（
宝

石
サ

ン
ゴ

を
除

く
）

　
　

出
発

点
（
R

4
）
6
.3

万
ト

ン
　

⇒
　

現
状

（
R

5
）
8
.0

万
ト

ン
　

⇒
　

R
7
 8

.0
万

ト
ン

　
⇒

　
4
年

後
（
R

9
）
8
.4

万
ト

ン
　

⇒
　

1
0
年

後
（
R

1
5
）
8
.8

万
ト

ン

・
水

産
加

工
出

荷
額

　
　

出
発

点
（
R

3
）
2
2
4
億

円
  
⇒

　
現

状
（
R

4
）
2
4
9
億

円
　

⇒
　

R
7
 2

7
8
億

円
　

⇒
　

4
年

後
（
R

9
)　

2
8
4
億

円
　

⇒
　

1
0
年

後
（
R

1
5
）
3
0
2
億

円
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K
P

I）

１
　

高
知

マ
リ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
（
１

）
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「
N

A
B

R
A

S
」
の

運
用

と
機

能
強

化
　

・
水

産
振

興
部

が
所

有
す

る
水

産
に

関
す

る
デ

ー
タ

を
一

元
的

に
管

理
す

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

構
築

（
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

6
4
項

目
、

1
3
9
デ

ー
タ

を
格

納
）

　
・
海

水
温

や
潮

流
、

赤
潮

発
生

情
報

な
ど

の
漁

業
操

業
に

有
用

な
情

報
や

上
記

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
デ

ー
タ

を
発

信
す

る
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
N

A
B

R
A

S
を

構
築

し
、

R
5
.1

月
末

か
ら

運
用

を
開

始 　
⇒

運
用

開
始

か
ら

R
7
.3

月
末

ま
で

の
延

べ
閲

覧
数

は
約

8
0
万

回
（
月

平
均

約
3
.1

万
回

）
、

プ
ッ

シ
ュ

通
知

の
登

録
数

は
赤

潮
・
急

潮
が

2
5
0
人

、
マ

グ
ロ

採
捕

停
止

命
令

が
3
6
1
人

１
　

高
知

マ
リ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
（
１

）
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「
N

A
B

R
A

S
」
の

運
用

と
機

能
強

化
　

・
利

便
性

の
向

上
（
デ

ー
タ

更
新

の
迅

速
性

の
向

上
、

操
作

性
や

視
認

性
の

向
上

）

１
　

高
知

マ
リ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
（
１

）
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「
N

A
B

R
A

S
」
の

運
用

と
機

能
強

化
　

・
利

用
者

の
意

見
に

基
づ

く
シ

ス
テ

ム
の

改
良

や
発

信
す

る
情

報
の

追
加

に
よ

る
漁

業
関

係
者

へ
の

普
及

と
利

用
率

の
向

上
【
R

6
～

R
9
】

　
・
R

6
年

度
は

以
下

の
シ

ス
テ

ム
改

修
を

実
施

　
　

①
ク

ロ
マ

グ
ロ

採
捕

停
止

命
令

通
知

機
能

の
拡

充
　

　
②

ア
ン

ケ
ー

ト
機

能
の

実
装

　
　

③
ク

ロ
ロ

フ
ィ

ル
衛

星
画

像
表

示
機

能
の

実
装

　
　

④
災

害
情

報
L
IN

E
発

信
機

能
の

実
装

　
・
R

7
年

度
は

以
下

の
シ

ス
テ

ム
改

修
を

実
施

　
　

①
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
予

測
結

果
の

配
信

等
に

向
け

た
改

修
　

　
②

赤
潮

情
報

の
マ

ッ
プ

化

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
1
＞

参
照

（
P
5
5
）

＜
N

A
B

R
A

S
利

用
漁

業
者

数
＞

2
9
4
人

(R
6
.8

～
9
実

施
ア

ン
ケ

ー
ト

)
↓ 7
1
1
人

(R
9
)

（
２

）
リ

ス
ク

対
策

に
つ

な
が

る
予

測
手

法
の

開
発

➀
二

枚
潮

の
発

生
予

測
　

・
県

等
に

よ
る

海
洋

観
測

デ
ー

タ
の

収
集

・
提

供
（
R

2
～

）
　

・
県

提
供

の
海

洋
観

測
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
J
A

M
S
T
E
C

が
運

用
す

る
海

況
予

測
シ

ス
テ

ム
（
J
C

O
P
E
-
T
）
の

精
度

向
上

（
R

2
～

）

（
２

）
リ

ス
ク

対
策

に
つ

な
が

る
予

測
手

法
の

開
発

➀
二

枚
潮

の
発

生
予

測
　

・
予

測
精

度
の

維
持

・
向

上
　

・
予

測
情

報
の

現
場

へ
の

普
及

（
２

）
リ

ス
ク

対
策

に
つ

な
が

る
予

測
手

法
の

開
発

➀
二

枚
潮

の
発

生
予

測
　

・
県

等
が

収
集

し
た

海
洋

観
測

デ
ー

タ
の

提
供

に
よ

る
予

測
精

度
の

向
上

【
R

6
～

R
9
】

　
・
J
A

M
S
T
E
C

と
漁

業
者

の
意

見
交

換
会

等
を

通
じ

た
予

測
精

度
の

向
上

及
び

予
測

情
報

の
普

及
【
R

6
～

R
9
】

＜
予

測
精

度
の

向
上

＞
相

関
係

数
0
.6

5
（
R

5
）

↓ 相
関

係
数

0
.7

(R
9
)

②
急

潮
発

生
予

測
手

法
の

開
発

　
・
海

洋
観

測
デ

ー
タ

の
収

集
・
蓄

積
（
H

2
7
～

）
　

・
急

潮
発

生
機

序
の

解
明

・
予

測
手

法
の

開
発

（
H

2
7
～

）
　

⇒
紀

南
分

枝
流

「
東

進
型

」
急

潮
の

発
生

機
序

を
解

明
し

、
予

測
手

法
を

確
立

→
急

潮
注

意
報

の
発

出
開

始
（
H

2
9
～

）
　

⇒
紀

南
分

枝
流

「
西

進
型

」
急

潮
の

発
生

機
序

を
解

明
し

、
予

測
手

法
を

確
立

→
急

潮
注

意
報

の
発

出
開

始
（
R

4
～

）

②
急

潮
発

生
予

測
手

法
の

開
発

　
・
紀

南
分

枝
流

急
潮

の
予

測
精

度
の

向
上

　
・
紀

南
分

枝
流

急
潮

以
外

の
予

測
手

法
の

確
立

②
急

潮
発

生
予

測
手

法
の

開
発

　
・
デ

ー
タ

の
蓄

積
・
解

析
に

よ
る

紀
南

分
枝

流
急

潮
の

予
測

精
度

の
向

上
【
R

6
～

R
9
】

　
・
気

象
研

究
所

等
と

連
携

し
た

、
中

央
分

枝
流

急
潮

・
土

佐
湾

急
潮

の
発

生
機

序
の

解
明

・
予

測
手

法
の

確
立

【
R

6
～

R
7
】

　
・
中

央
分

枝
流

急
潮

・
土

佐
湾

急
潮

の
予

測
手

順
の

作
成

、
急

潮
注

意
報

の
発

出
・
検

証
【
R

8
～

R
9
】

＜
発

生
機

序
が

不
明

な
急

潮
の

発
生

予
測

手
法

の
確

立
＞ - ↓ 2
件

(R
9
)

③
赤

潮
予

測
手

法
の

開
発

　
・
リ

ア
ル

タ
イ

ム
P
C

R
を

活
用

し
た

赤
潮

早
期

検
知

技
術

の
開

発
（
R

2
～

）
　

・
赤

潮
予

測
手

法
の

開
発

（
R

2
～

）
　

⇒
浦

ノ
内

湾
に

お
け

る
赤

潮
予

測
手

法
の

確
立

（
R

3
）

　
⇒

浦
ノ

内
湾

に
お

け
る

赤
潮

予
測

情
報

の
発

出
・
検

証
（
R

3
～

）
　

・
浦

ノ
内

湾
に

お
け

る
機

械
学

習
の

導
入

に
よ

る
赤

潮
予

測
の

精
度

向
上

（
R

4
～

）
　

・
赤

潮
予

測
手

法
を

養
殖

現
場

に
活

か
す

た
め

の
餌

止
め

効
果

（
補

償
成

長
）
の

検
証

（
R

2
～

R
3
）

　
⇒

得
ら

れ
た

成
果

を
養

殖
事

業
者

等
へ

普
及

（
R

3
～

R
4
）

　
・
県

・
水

産
庁

事
業

を
活

用
し

た
養

殖
現

場
へ

の
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

（
R

3
～

）
　

⇒
R

3
：
1
4
経

営
体

、
R

4
：
3
経

営
体

、
R

5
：
1
経

営
体

、
R

6
：
2
経

営
体

③
赤

潮
予

測
手

法
の

開
発

　
・
野

見
湾

・
宿

毛
湾

に
お

け
る

赤
潮

予
測

手
法

の
開

発 　
・
浦

ノ
内

湾
に

お
け

る
赤

潮
予

測
の

精
度

向
上

　
・
養

殖
業

の
デ

ジ
タ

ル
化

③
赤

潮
予

測
手

法
の

開
発

【
野

見
湾

・
宿

毛
湾

】
　

・
赤

潮
予

測
手

法
の

開
発

・
確

立
【
R

6
～

R
7
】

　
・
赤

潮
予

測
情

報
の

発
出

・
検

証
【
R

8
～

R
9
】

【
浦

ノ
内

湾
】

　
・
赤

潮
予

測
手

法
に

機
械

学
習

や
赤

潮
プ

ラ
ン

ク
ト

ン
の

生
物

学
的

特
性

（
水

温
・
塩

分
等

が
増

殖
に

及
ぼ

す
影

響
）
を

導
入

す
る

こ
と

に
よ

る
予

測
精

度
の

向
上

【
R

6
～

R
9
】

　
・
湾

内
で

の
赤

潮
プ

ラ
ン

ク
ト

ン
の

移
動

等
を

予
測

す
る

た
め

の
モ

デ
ル

（
流

動
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
モ

デ
ル

）
の

構
築

【
R

6
～

R
8
】

　
・
流

動
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
モ

デ
ル

の
検

証
・
改

良
【
R

8
～

R
9
】

【
全

体
】

　
・
県

・
水

産
庁

事
業

を
活

用
し

た
養

殖
現

場
へ

の
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

【
R

6
～

R
9
】

（
３

）
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
機

能
強

化
　

・
R

4
は

8
経

営
体

が
ツ

ー
ル

の
活

用
を

開
始

し
、

R
5
は

沿
岸

漁
業

で
の

ツ
ー

ル
開

発
に

着
手

　
・
利

益
を

意
識

し
た

操
業

の
意

識
づ

け
に

つ
な

げ
た

（
３

）
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
機

能
強

化
　

・
安

定
的

な
漁

業
経

営
に

向
け

、
漁

業
者

か
ら

の
機

能
強

化
の

要
望

（
当

日
の

水
揚

げ
情

報
等

）
へ

の
対

応
の

検
討

（
３

）
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
機

能
強

化
　

・
民

間
事

業
者

と
の

連
携

に
よ

る
機

能
強

化
【
R

6
】

　
・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
普

及
・
高

度
化

の
検

討
【
R

6
～

R
8
】

　
・
漁

獲
予

測
モ

デ
ル

の
開

発
の

検
討

（
国

の
研

究
機

関
が

開
発

す
る

漁
場

予
測

と
の

連
携

　
等

）
【
R

6
～

R
8
】

　
・
操

業
効

率
化

支
援

ツ
ー

ル
の

開
発

・
検

討
【
R

9
～

】

＜
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

利
用

経
営

体
数

＞
2
0
経

営
体

(R
5
)

↓ 2
4
経

営
体

(R
9
)

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

漁
業
生
産
の
構
造
改
革

1

鮮
魚

の
県

内
市

場
取

扱
額

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
水

産
試

験
場

及
び

漁
業

指
導

所
が

前
月

実
績

を
漁

協
に

聞
き

取
り

7
3
億

円
（
R

4
）

7
4
億

円
（
R

6
）

8
8
億

円
（
R

9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K
P

I）

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

漁
業
生
産
の
構
造
改
革

（
４

）
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　

・
早

稲
田

大
学

と
連

携
し

た
予

測
シ

ス
テ

ム
の

開
発

（
R

2
～

）
　

⇒
予

測
情

報
の

試
験

配
信

（
R

5
.1

～
R

5
.6

）
　

・
シ

ス
テ

ム
の

基
本

設
計

完
成

（
R

6
）

（
４

）
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　

・
予

測
精

度
の

向
上

　
・
本

格
運

用
に

向
け

た
シ

ス
テ

ム
の

構
築

（
４

）
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　

・
予

測
精

度
の

向
上

に
必

要
な

デ
ー

タ
の

収
集

・
提

供
【
R

6
～

R
9
】

　
・
本

格
運

用
に

向
け

た
シ

ス
テ

ム
の

基
本

設
計

【
R

6
】

　
・
本

格
運

用
に

向
け

た
シ

ス
テ

ム
の

構
築

【
R

7
】

　
・
N

A
B

R
A

S
を

活
用

し
た

予
測

情
報

の
発

信
【
R

8
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
1
＞

参
照

（
P
5
5
）

＜
デ

ー
タ

提
供

船
の

確
保

＞
3
隻

(R
5
)

↓ 1
5
隻

(R
9
)

（
５

）
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
黒

牧
周

辺
で

の
カ

ツ
オ

・
マ

グ
ロ

漁
業

の
操

業
の

効
率

化
を

図
る

た
め

、
黒

潮
牧

場
へ

の
ソ

ナ
ー

等
の

機
器

設
置

及
び

高
機

能
化

の
効

果
を

最
大

限
に

発
揮

す
る

黒
潮

牧
場

ブ
イ

を
検

討
　

⇒
設

置
機

器
（
ソ

ナ
ー

）
、

設
置

ブ
イ

の
候

補
を

選
定

（
５

）
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
ソ

ナ
ー

設
置

方
法

や
取

得
デ

ー
タ

の
海

上
か

ら
の

送
信

方
法

の
検

討

（
５

）
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
設

置
す

る
ソ

ナ
ー

の
技

術
的

課
題

（
探

知
範

囲
の

自
動

制
御

、
方

位
認

識
等

）
の

検
討

【
R

6
～

R
8
】

　
・
配

信
方

法
（
通

信
方

法
や

N
A

B
R

A
S
と

の
連

携
等

）
の

検
討

【
R

6
～

R
8
】

　
・
黒

牧
1
2
号

で
の

海
上

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
を

用
い

た
デ

ー
タ

通
信

試
験

の
実

施
【
R

7
】

　
・
黒

潮
牧

場
へ

の
ソ

ナ
ー

の
設

置
【
R

9
】

　
・
N

A
B

R
A

S
で

の
配

信
の

開
始

【
R

1
0
～

】
　

・
新

た
な

高
機

能
化

手
法

及
び

高
機

能
化

ブ
イ

の
検

討
【
R

1
0
～

】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
1
＞

参
照

（
P
5
5
）

（
６

）
市

場
の

ス
マ

ー
ト

化
の

着
実

な
推

進
　

・
土

佐
清

水
地

域
の

3
漁

港
（
貝

ノ
川

、
以

布
利

、
伊

佐
）
で

自
動

計
量

シ
ス

テ
ム

に
移

行
　

・
清

水
、

窪
津

で
メ

ジ
カ

の
電

子
入

札
の

運
用

が
開

始
　

・
中

芸
地

域
の

安
田

漁
港

で
自

動
計

量
シ

ス
テ

ム
に

移
行

（
他

地
域

へ
の

横
展

開
）

（
６

）
市

場
の

ス
マ

ー
ト

化
の

着
実

な
推

進
　

・
清

水
市

場
、

下
ノ

加
江

市
場

、
窪

津
市

場
で

の
自

動
計

量
シ

ス
テ

ム
へ

の
移

行
　

・
漁

業
者

、
漁

協
職

員
、

買
受

人
等

の
市

場
関

係
者

の
意

識
の

醸
成

（
６

）
市

場
の

ス
マ

ー
ト

化
の

着
実

な
推

進
　

・
土

佐
清

水
地

域
の

全
市

場
で

自
動

計
量

シ
ス

テ
ム

に
移

行
【
R

6
～

R
7
】

　
・
メ

ジ
カ

に
つ

い
て

電
子

入
札

に
移

行
【
R

6
～

R
7
】

　
・
メ

ジ
カ

以
外

の
他

魚
種

で
の

電
子

入
札

の
導

入
に

向
け

た
検

討
【
R

7
】

　
・
土

佐
清

水
地

域
で

市
場

ス
マ

ー
ト

化
の

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

の
構

築
及

び
他

地
域

へ
の

横
展

開
を

推
進

【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
1
＞

参
照

（
P
5
5
）

＜
市

場
の

ス
マ

ー
ト

化
が

完
了

し
た

地
域

＞ 0
地

域
(R

5
)

↓ 3
地

域
(R

9
)

（
７

）
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

　
・
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
・
設

備
の

導
入

を
支

援
　

R
3
：
養

殖
業

デ
ジ

タ
ル

化
促

進
事

業
（
県

）
　

　
　

（
1
4
件

）
　

R
4
：
水

産
業

ス
マ

ー
ト

化
推

進
事

業
（
国

）
　

　
　

［
1
件

（
3
事

業
者

）
］

　
R

5
：
燃

油
等

高
騰

緊
急

対
策

設
備

投
資

支
援

事
業

（
県

）
　

　
　

（
1
3
件

）
　

R
6
：
燃

油
等

高
騰

緊
急

対
策

設
備

投
資

支
援

事
業

（
県

）
　

　
　

（
1
5
件

）

（
７

）
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

　
・
省

力
化

に
繋

が
る

デ
ジ

タ
ル

機
器

導
入

等
に

よ
る

労
働

環
境

改
善

の
横

展
開

が
必

要

（
７

）
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

　
・
県

や
国

の
補

助
事

業
を

活
用

し
、

引
き

続
き

省
力

化
に

繋
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
・
設

備
の

導
入

を
支

援
し

、
作

業
の

効
率

化
や

負
担

軽
減

等
の

労
働

環
境

改
善

を
図

る
【
R

6
～

R
9
】

　
・
養

殖
経

営
体

に
お

い
て

デ
ジ

タ
ル

機
器

等
（
養

殖
管

理
シ

ス
テ

ム
、

水
質

監
視

シ
ス

テ
ム

、
魚

体
重

推
定

カ
メ

ラ
等

）
を

総
合

的
に

整
備

し
、

働
き

や
す

い
雇

用
型

漁
業

へ
の

転
換

を
推

進
【
R

7
】

　
・
物

価
高

騰
対

策
と

併
せ

て
行

う
漁

業
の

構
造

転
換

に
関

す
る

機
器

整
備

に
つ

い
て

は
、

重
点

支
援

地
方

交
付

金
を

活
用

【
R

7
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
1
＞

参
照

（
P
5
5
）

＜
総

合
的

な
デ

ジ
タ

ル
化

等
を

実
施

す
る

事
業

者
＞

－ ↓ 3
件

(R
9
)

1
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K
P

I）

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

漁
業
生
産
の
構
造
改
革

２
　

漁
船

漁
業

の
振

興
（
１

）
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
①

か
つ

お
・
ま

ぐ
ろ

漁
業

　
・
事

業
戦

略
に

基
づ

き
、

採
算

性
の

低
い

時
期

の
操

業
見

直
し

に
よ

る
利

益
向

上
や

、
乗

組
員

の
確

保
に

向
け

た
就

業
フ

ェ
ア

へ
の

参
加

に
よ

る
持

続
性

の
向

上
に

向
け

た
取

り
組

み
等

に
繋

が
っ

た

２
　

漁
船

漁
業

の
振

興
（
１

）
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
①

か
つ

お
・
ま

ぐ
ろ

漁
業

　
・
漁

業
経

営
体

の
経

営
安

定
・
継

続
に

向
け

た
支

援
が

必
要

２
　

漁
船

漁
業

の
振

興
（
１

）
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
①

か
つ

お
・
ま

ぐ
ろ

漁
業

　
・
各

経
営

体
に

対
す

る
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

【
R

6
～

R
7
】

　
・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

を
活

用
し

た
漁

業
経

営
の

サ
ポ

ー
ト

を
継

続
【
R

6
～

】
　

・
漁

協
営

漁
指

導
員

や
県

普
及

指
導

員
に

よ
る

伴
走

支
援

【
R

6
～

】

②
定

置
網

漁
業

ブ
ラ

ン
ド

化
に

よ
る

利
益

向
上

や
、

乗
組

員
の

確
保

に
向

け
た

就
業

フ
ェ

ア
へ

の
参

加
に

よ
る

持
続

性
の

向
上

に
向

け
た

取
り

組
み

等
に

繋
が

っ
た

②
定

置
網

漁
業

　
・
漁

業
経

営
体

の
経

営
安

定
・
継

続
に

向
け

た
支

援
が

必
要

②
定

置
網

漁
業

　
・
企

業
的

な
漁

業
経

営
の

推
進

（
法

人
化

等
に

よ
る

労
働

環
境

の
改

善
等

）
【
R

6
～

】
　

・
各

経
営

体
に

対
す

る
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

【
R

6
～

R
7
】

　
・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

を
活

用
し

た
漁

業
経

営
の

サ
ポ

ー
ト

を
継

続
【
R

6
～

】
　

・
漁

協
営

漁
指

導
員

や
県

普
及

指
導

員
に

よ
る

伴
走

支
援

【
R

7
～

】

（
２

）
漁

船
・
漁

具
等

の
設

備
投

資
へ

の
支

援
　

・
国

の
リ

ー
ス

事
業

等
（
漁

船
導

入
支

援
事

業
（
旧

リ
ー

ス
事

業
）
・
水

産
業

成
長

産
業

化
沿

岸
地

域
創

出
事

業
（
新

リ
ー

ス
事

業
）
）
を

活
用

し
た

リ
ー

ス
漁

船
の

取
得

を
支

援
　

　
旧

リ
ー

ス
：
R

４
：
5
件

→
R

5
：
2
件

→
R

6
：
3
件

　
　

新
リ

ー
ス

：
R

４
：
1
件

→
R

5
：
2
件

→
R

6
：
2
件

（
２

）
漁

船
・
漁

具
等

の
設

備
投

資
へ

の
支

援
　

・
造

船
所

の
減

少
や

資
材

の
調

達
難

等
に

よ
り

事
業

完
了

が
遅

れ
る

懸
念

が
高

ま
っ

て
い

る
　

・
近

年
の

主
要

魚
種

の
不

漁
等

に
よ

り
、

事
業

活
用

者
の

K
P
I未

達
の

割
合

が
増

加

（
２

）
漁

船
・
漁

具
等

の
設

備
投

資
へ

の
支

援
　

・
事

業
完

了
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

場
合

は
、

漁
船

の
レ

ン
タ

ル
を

提
案

し
、

漁
船

の
整

備
・
取

得
ま

で
の

操
業

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
・
リ

ー
ス

事
業

体
で

あ
る

（
一

社
）
高

知
県

漁
業

就
業

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
事

業
活

用
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
・
独

立
自

営
型

漁
業

へ
の

就
業

は
低

迷
が

続
い

て
お

り
、

両
事

業
の

新
規

漁
業

就
業

者
へ

の
拡

充
支

援
を

継
続

【
R

7
～

R
9
】

  
・
自

営
型

漁
業

へ
の

就
業

希
望

者
の

不
安

を
払

拭
す

る
た

め
、

自
営

型
漁

業
者

の
経

営
の

安
定

化
に

必
要

な
マ

ル
チ

漁
業

化
へ

の
支

援
（
新

規
漁

労
技

術
習

得
研

修
の

受
講

要
件

の
緩

和
と

受
講

者
へ

の
機

器
整

備
）
を

実
施

【
R

7
～

R
9
】

＜
独

立
自

営
型

の
う

ち
釣

漁
業

へ
の

就
業

者
数

＞
4
名

(R
5
)

↓ 6
名

(R
9
)

（
３

）
カ

ツ
オ

資
源

の
回

復
に

向
け

た
取

り
組

み
　

・
カ

ツ
オ

資
源

の
持

続
的

利
用

に
向

け
た

資
源

管
理

の
強

化
に

つ
い

て
政

策
提

言
を

実
施

（
H

1
6

～
）

　
・
資

源
及

び
漁

業
管

理
体

制
の

推
進

に
つ

い
て

か
つ

お
・
ま

ぐ
ろ

漁
業

対
策

推
進

道
県

協
議

会
を

通
じ

て
国

へ
要

望
（
S
5
2
～

）
　

⇒
W

C
P
F
C

第
1
9
回

年
次

会
合

に
お

い
て

新
た

な
漁

獲
管

理
の

枠
組

み
（
管

理
方

式
）
が

導
入

（
R

4
）

　
⇒

W
C

P
F
C

第
2
0
回

年
次

会
合

に
お

い
て

漁
獲

努
力

量
・
漁

獲
量

が
基

準
値

を
上

回
っ

た
場

合
に

保
存

管
理

措
置

を
見

直
す

規
定

が
追

加
（
R

5
）

・
高

知
カ

ツ
オ

県
民

会
議

の
活

動
に

対
す

る
支

援
を

実
施

（
H

2
9
～

）

（
３

）
カ

ツ
オ

資
源

の
回

復
に

向
け

た
取

り
組

み
　

・
日

本
周

辺
へ

の
カ

ツ
オ

来
遊

量
回

復
に

は
資

源
管

理
の

強
化

が
必

要

（
３

）
カ

ツ
オ

資
源

の
回

復
に

向
け

た
取

り
組

み
　

・
政

策
提

言
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
・
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

漁
業

対
策

推
進

道
県

協
議

会
を

通
じ

た
国

へ
の

要
望

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
・
高

知
カ

ツ
オ

県
民

会
議

の
活

動
支

援
【
R

6
～

R
9
】

（
再

掲
）

（
４

）
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
黒

牧
周

辺
で

の
カ

ツ
オ

・
マ

グ
ロ

漁
業

の
操

業
の

効
率

化
を

図
る

た
め

、
黒

潮
牧

場
へ

の
ソ

ナ
ー

等
の

機
器

設
置

及
び

高
機

能
化

の
効

果
を

最
大

限
に

発
揮

す
る

黒
潮

牧
場

ブ
イ

を
検

討
　

⇒
設

置
機

器
（
ソ

ナ
ー

）
、

設
置

ブ
イ

の
候

補
を

選
定

（
再

掲
）

（
４

）
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
ソ

ナ
ー

設
置

方
法

や
取

得
デ

ー
タ

の
海

上
か

ら
の

送
信

方
法

の
検

討

（
再

掲
）

（
４

）
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
設

置
す

る
ソ

ナ
ー

の
技

術
的

課
題

（
探

知
範

囲
の

自
動

制
御

、
方

位
認

識
等

）
の

検
討

【
R

6
～

R
8
】

　
・
配

信
方

法
（
通

信
方

法
や

N
A

B
R

A
S
と

の
連

携
等

）
の

検
討

【
R

6
～

R
8
】

　
・
黒

牧
1
2
号

で
の

海
上

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
を

用
い

た
デ

ー
タ

通
信

試
験

の
実

施
【
R

7
】

　
・
黒

潮
牧

場
へ

の
ソ

ナ
ー

の
設

置
【
R

9
】

　
・
N

A
B

R
A

S
で

の
配

信
の

開
始

【
R

1
0
～

】
　

・
新

た
な

高
機

能
化

手
法

及
び

高
機

能
化

ブ
イ

の
検

討
【
R

1
0
～

】

2

養
殖

生
産

量
（
ブ

リ
、

カ
ン

パ
チ

、
マ

ダ
イ

、
ク

ロ
マ

グ
ロ

）
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
農

林
水

産
統

計
（
年

１
回

）
・
漁

業
者

へ
の

聞
き

取
り

に
よ

り
導

入
尾

数
の

傾
向

を
把

握
・
漁

業
指

導
所

が
漁

業
者

等
に

浜
値

を
聞

き
取

り
（
月

１
回

）

1
3
,7

0
3
ト

ン
（
R

4
）

2
0
,8

3
5
ト

ン
（
R

5
）

2
3
,0

0
0
ト

ン
（
R

9
）

１
　

養
殖

業
の

振
興

（
１

）
規

模
拡

大
・
新

規
参

入
業

者
の

誘
致

、
生

産
拡

大
　

・
既

存
養

殖
漁

場
の

有
効

活
用

に
向

け
た

漁
場

利
用

状
況

の
調

査
（
R

4
～

R
5
）

　
・
新

規
養

殖
漁

場
候

補
地

の
選

定
に

向
け

た
調

査
（
波

、
風

、
地

形
等

）
（
R

5
）

　
⇒

土
佐

湾
、

宿
毛

湾
内

で
複

数
の

候
補

地
を

選
定 　

・
調

査
結

果
を

踏
ま

え
た

地
元

の
意

向
確

認
・

調
整

（
R

5
～

）
　

・
候

補
地

へ
の

規
模

拡
大

・
新

規
参

入
事

業
者

誘
致

に
向

け
て

、
水

産
関

連
事

業
者

6
,5

0
0
者

に
ダ

イ
レ

ク
ト

メ
ー

ル
を

送
付

（
R

6
）

　
⇒

9
2
者

か
ら

回
答

。
順

次
、

参
入

に
向

け
た

協
議

を
実

施
。

１
　

養
殖

業
の

振
興

（
１

）
規

模
拡

大
・
新

規
参

入
業

者
の

誘
致

、
生

産
拡

大
　

・
漁

業
権

の
設

定
に

向
け

た
地

元
調

整
　

・
規

模
拡

大
・
新

規
参

入
に

よ
る

養
殖

生
産

の
拡

大

１
　

養
殖

業
の

振
興

（
１

）
規

模
拡

大
・
新

規
参

入
業

者
の

誘
致

、
生

産
拡

大
　

・
漁

業
権

の
設

定
に

向
け

た
地

元
調

整
、

漁
業

権
の

設
定

【
R

6
～

R
9
】

　
・
養

殖
漁

場
候

補
地

調
査

の
結

果
を

踏
ま

え
た

、
地

元
の

合
意

に
基

づ
く
規

模
拡

大
・
新

規
参

入
業

者
の

誘
致

活
動

【
R

6
～

R
9
】

　
・
規

模
拡

大
・
新

規
参

入
業

者
へ

の
支

援
の

拡
充

（
漁

船
リ

ー
ス

、
新

リ
ー

ス
事

業
等

）
【
R

6
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
2
＞

参
照

（
P
5
6
）

＜
規

模
拡

大
・
新

規
参

入
事

業
者

の
誘

致
＞

- ↓ 3
事

業
者

(R
9
)

1
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ

＜
事

業
戦

略
策

定
経

営
体

に
お

け
る

各
年

の
営

業
利

益
の

目
標

達
成

率
（
年

間
）
＞

7
3
％

(R
5
)

↓ 1
0
0
％

(R
9
)

44



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K
P

I）

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

漁
業
生
産
の
構
造
改
革

(2
)陸

上
養

殖
の

推
進

に
よ

る
生

産
拡

大
　

・
参

入
に

向
け

た
協

議
の

実
施

（
R

6
～

）
(2

)陸
上

養
殖

の
推

進
に

よ
る

生
産

拡
大

・
陸

上
養

殖
へ

の
参

入
の

具
体

的
な

検
討

に
必

要
な

、
地

下
水

の
水

質
や

量
等

に
関

す
る

既
存

デ
ー

タ
が

な
い

(2
)陸

上
養

殖
の

推
進

に
よ

る
生

産
拡

大
　

・
陸

上
養

殖
を

開
始

す
る

た
め

に
必

要
な

条
件

等
の

調
査

【
R

6
】

　
・
陸

上
養

殖
適

地
調

査
の

実
施

（
ボ

ー
リ

ン
グ

調
査

に
よ

る
水

質
・
水

温
・
水

量
デ

ー
タ

の
収

集
）
【
R

7
】

　
・
調

査
結

果
を

活
用

し
た

県
内

外
の

水
産

関
連

企
業

等
の

誘
致

【
R

6
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
2
＞

参
照

（
P
5
6
）

＜
参

入
事

業
者

の
誘

致
＞

- ↓ 4
事

業
者

(R
9
)

（
３

）
ブ

リ
人

工
種

苗
の

導
入

に
よ

る
養

殖
経

営
の

安
定

化
　

・
ブ

リ
人

工
種

苗
生

産
技

術
開

発
委

託
（
H

3
0
～

R
1
）

　
⇒

高
品

質
な

ブ
リ

人
工

種
苗

の
生

産
技

術
を

確
立 　

・
べ

こ
病

対
策

の
た

め
の

中
間

育
成

試
験

（
R

2
～

R
3
）

　
⇒

浦
ノ

内
湾

で
中

間
育

成
す

る
こ

と
で

べ
こ

病
発

症
を

防
除

で
き

る
こ

と
を

確
認

　
・
ブ

リ
人

工
種

苗
導

入
へ

の
支

援
（
R

4
～

）
　

⇒
宿

毛
湾

及
び

香
南

市
の

養
殖

事
業

者
（
3

者
）
が

ブ
リ

人
工

種
苗

計
3
4
千

尾
を

導
入

　
⇒

ブ
リ

人
工

種
苗

の
成

長
・
生

残
等

に
関

す
る

知
見

を
蓄

積
　

⇒
国

内
外

の
出

荷
先

か
ら

の
品

質
評

価
を

取
得 　

・
人

工
種

苗
導

入
に

係
る

先
進

事
例

を
紹

介
す

る
講

演
会

の
開

催
（
R

6
）

（
３

）
ブ

リ
人

工
種

苗
の

導
入

に
よ

る
養

殖
経

営
の

安
定

化 　
・
ブ

リ
人

工
種

苗
の

導
入

促
進

（
３

）
ブ

リ
人

工
種

苗
の

導
入

に
よ

る
養

殖
経

営
の

安
定

化
　

・
R

4
、

R
5
に

県
内

養
殖

業
者

が
導

入
し

た
人

工
種

苗
の

飼
育

デ
ー

タ
を

解
析

・
提

供
す

る
こ

と
に

よ
る

ブ
リ

人
工

種
苗

の
導

入
促

進
【
R

6
～

R
9
】

　
・
人

工
種

苗
導

入
に

係
る

先
進

事
例

を
紹

介
す

る
講

演
会

の
開

催
【
R

6
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
2
＞

参
照

（
P
5
6
）

（
４

）
「
補

償
成

長
」
を

利
用

し
た

投
餌

量
削

減
技

術
の

開
発

に
よ

る
生

産
コ

ス
ト

の
削

減
　

・
マ

ダ
イ

・
カ

ン
パ

チ
に

お
け

る
補

償
成

長
を

利
用

し
た

飼
料

コ
ス

ト
削

減
技

術
の

開
発

（
H

2
4
～

H
2
6
）

　
・
マ

ダ
イ

に
お

け
る

赤
潮

予
測

手
法

を
養

殖
現

場
に

活
か

す
た

め
の

餌
止

め
効

果
（
補

償
成

長
）

の
検

証
（
R

2
～

R
3
）

　
⇒

得
ら

れ
た

成
果

を
養

殖
事

業
者

等
へ

普
及

（
R

3
～

R
4
）

　
・
民

間
企

業
と

連
携

し
た

補
償

成
長

を
利

用
し

た
投

餌
量

削
減

技
術

の
実

証
試

験
（
R

5
～

R
6
）

　
⇒

成
果

報
告

会
の

開
催

（
R

6
）

（
４

）
所

得
の

向
上

を
目

指
し

た
生

産
コ

ス
ト

の
削

減
①

「
補

償
成

長
」
を

利
用

し
た

投
餌

量
削

減
技

術
の

開
発

に
よ

る
生

産
コ

ス
ト

の
削

減
【
マ

ダ
イ

】
　

・
よ

り
効

果
的

に
補

償
成

長
を

発
現

さ
せ

る
た

め
の

餌
止

め
方

法
の

検
討

　
・
補

償
成

長
を

利
用

し
た

投
餌

量
削

減
技

術
の

普
及

【
ブ

リ
】

　
・
補

償
成

長
を

利
用

し
た

投
餌

量
削

減
技

術
の

開
発

（
４

）
所

得
の

向
上

を
目

指
し

た
生

産
コ

ス
ト

の
削

減
①

「
補

償
成

長
」
を

利
用

し
た

投
餌

量
削

減
技

術
の

開
発

に
よ

る
生

産
コ

ス
ト

の
削

減
【
マ

ダ
イ

】
　

・
民

間
企

業
と

連
携

し
た

補
償

成
長

を
利

用
し

た
投

餌
量

削
減

技
術

の
普

及
【
R

6
～

R
9
】

　
・
よ

り
効

果
的

に
補

償
成

長
を

発
現

さ
せ

る
た

め
の

餌
止

め
期

間
の

検
討

【
R

7
～

R
8
】

【
ブ

リ
】

　
・
補

償
成

長
を

利
用

し
た

投
餌

量
削

減
技

術
の

開
発

【
R

6
～

R
7
】

　
・
補

償
成

長
を

利
用

し
た

投
餌

量
削

減
技

術
の

普
及

【
R

7
～

R
9
】

【
マ

ダ
イ

・
ブ

リ
】

　
・
餌

止
め

が
免

疫
機

能
等

へ
及

ぼ
す

影
響

の
評

価
及

び
影

響
の

軽
減

方
法

の
検

討
【
R

6
～

R
8
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
2
＞

参
照

（
P
5
6
）

＜
マ

ダ
イ

：
投

餌
量

削
減

技
術

を
実

践
す

る
事

業
者

＞
0
者

(R
5
)

↓ 2
6
者

(R
9
)

＜
ブ

リ
：
投

餌
量

削
減

技
術

を
実

践
す

る
事

業
者

＞
0
者

(R
5
)

↓ 5
者

(R
9
)

※
安

全
な

技
術

が
開

発
で

き
た

場
合

②
養

殖
経

営
体

へ
の

デ
ジ

タ
ル

機
器

の
導

入
支

援
②

養
殖

経
営

体
へ

の
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

省
力

化
・
デ

ジ
タ

ル
化

モ
デ

ル
の

構
築

に
よ

る
 雇

用
型

漁
業

の
構

造
転

換
が

必
要

②
養

殖
経

営
体

へ
の

デ
ジ

タ
ル

機
器

の
導

入
支

援
（
再

掲
）

・
養

殖
経

営
体

に
お

い
て

デ
ジ

タ
ル

機
器

等
（
養

殖
管

理
シ

ス
テ

ム
、

水
質

監
視

シ
ス

テ
ム

、
魚

体
重

推
定

カ
メ

ラ
等

）
を

総
合

的
に

整
備

し
、

働
き

や
す

い
雇

用
型

漁
業

へ
の

転
換

を
推

進
　

・
物

価
高

騰
対

策
と

併
せ

て
行

う
漁

業
の

構
造

転
換

に
関

す
る

機
器

整
備

に
つ

い
て

は
、

重
点

支
援

地
方

交
付

金
を

活
用

（
再

掲
）

＜
総

合
的

な
デ

ジ
タ

ル
化

等
を

実
施

す
る

事
業

者
数

＞
－ ↓ 3
件

(R
9
)

2
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ

45



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

１
　

加
工

施
設

の
立

地
促

進
や

機
能

等
の

強
化

（
１

）
輸

出
に

対
応

し
た

加
工

施
設

の
立

地
支

援
　

・
輸

出
に

対
応

し
た

加
工

施
設

の
整

備
・
改

修
を

支
援

　
⇒

A
加

工
施

設
：
工

場
稼

働
開

始
（
R

4
.6

月
）

　
⇒

B
加

工
施

設
：
工

事
着

工
（
R

4
.1

2
月

）
、

R
5
.8

月
に

工
事

完
了

、
工

場
稼

働
開

始
（
R

5
.9

月
）

　
⇒

C
加

工
施

設
は

R
5
.3

月
に

工
事

完
了

、
工

場
稼

働
開

始
（
R

5
.4

月
）

　
⇒

D
加

工
施

設
は

改
修

工
事

が
R

5
.2

月
に

完
了

１
　

加
工

施
設

の
立

地
促

進
や

機
能

等
の

強
化

（
１

）
輸

出
に

対
応

し
た

加
工

施
設

の
立

地
支

援
　

・
輸

出
拡

大
に

向
け

た
さ

ら
な

る
加

工
施

設
の

整
備

や
機

能
の

強
化

　
・
A

L
P

S
処

理
水

の
海

洋
放

出
に

伴
う

中
国

に
よ

る
日

本
産

水
産

物
の

輸
入

停
止

措
置

に
よ

り
、

中
国

へ
の

輸
出

が
停

止

１
　

加
工

施
設

の
立

地
促

進
や

機
能

等
の

強
化

（
１

）
輸

出
に

対
応

し
た

加
工

施
設

の
立

地
支

援
　

・
輸

出
拡

大
に

向
け

た
新

た
な

加
工

施
設

の
整

備
や

機
能

強
化

等
を

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
・
「
水

産
物

輸
出

促
進

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

」
に

よ
る

マ
ー

ケ
ッ

ト
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
県

内
事

業
者

の
商

品
開

発
や

販
路

開
拓

等
を

支
援

【
R

6
～

R
9
】

＜
海

外
H

A
C

C
P

対
応

型
加

工
施

設
の

整
備

が
決

定
＞

0
件

（
R

5
）

↓ 1
件

(R
9
)

（
２

）
輸

出
に

適
し

た
加

工
用

原
魚

の
確

保
（
再

掲
）
ブ

リ
人

工
種

苗
の

導
入

に
よ

る
養

殖
経

営
の

安
定

化
　

・
ブ

リ
人

工
種

苗
生

産
技

術
開

発
委

託
（
H

3
0
～

R
1
）

　
⇒

高
品

質
な

ブ
リ

人
工

種
苗

の
生

産
技

術
を

確
立 　

・
べ

こ
病

対
策

の
た

め
の

中
間

育
成

試
験

（
R

2
～

R
3
）

　
⇒

浦
ノ

内
湾

で
中

間
育

成
す

る
こ

と
で

べ
こ

病
発

症
を

防
除

で
き

る
こ

と
を

確
認

　
・
ブ

リ
人

工
種

苗
導

入
へ

の
支

援
（
R

4
～

）
　

⇒
宿

毛
湾

及
び

香
南

市
の

養
殖

事
業

者
（
3
者

）
が

ブ
リ

人
工

種
苗

計
3
万

尾
を

導
入

　
⇒

ブ
リ

人
工

種
苗

の
成

長
・
生

残
等

に
関

す
る

知
見

を
蓄

積

（
２

）
輸

出
に

適
し

た
加

工
用

原
魚

の
確

保
　

・
ブ

リ
人

工
種

苗
の

導
入

に
よ

る
養

殖
経

営
の

安
定

化 　
・
ブ

リ
人

工
種

苗
の

導
入

促
進

（
２

）
輸

出
に

適
し

た
加

工
用

原
魚

の
確

保
（
再

掲
）
ブ

リ
人

工
種

苗
の

導
入

に
よ

る
養

殖
経

営
の

安
定

化
　

・
R

4
、

R
5
に

県
内

養
殖

業
者

が
導

入
し

た
人

工
種

苗
の

飼
育

デ
ー

タ
を

解
析

・
提

供
す

る
こ

と
に

よ
る

ブ
リ

人
工

種
苗

の
導

入
促

進
【
R

6
～

R
9
】

　
・
人

工
種

苗
導

入
に

係
る

先
進

事
例

を
紹

介
す

る
講

演
会

の
開

催
【
R

6
】

＜
輸

出
向

け
の

S
D

G
ｓ
関

連
商

品
の

開
発

＞
0
件

（
R

5
）

↓ 2
件

(R
9
)

（
３

）
加

工
施

設
の

機
能

強
化

や
衛

生
管

理
の

高
度

化
　

・
（
再

掲
）
輸

出
に

対
応

し
た

加
工

施
設

の
整

備
・

改
修

を
支

援
　

・
水

産
加

工
施

設
等

の
H

A
C

C
P

認
証

取
得

を
支

援 ⇒
輸

出
に

対
応

し
た

H
A

C
C

P
認

証
取

得
　

　
　

R
元

：
1
事

業
者

→
R

6
：
4
事

業
者

　
・
養

殖
魚

認
証

制
度

の
取

得
支

援
（
R

4
～

）
⇒

国
際

認
証

制
度

（
A

S
C

、
M

E
L
）
の

機
運

を
醸

成
す

る
た

め
、

R
5
.3

月
に

高
知

県
水

産
物

輸
出

促
進

協
議

会
と

一
般

社
団

法
人

大
日

本
水

産
会

の
共

催
で

県
内

事
業

者
を

対
象

と
し

た
水

産
エ

コ
ラ

ベ
ル

認
証

制
度

（
M

E
L
）
に

つ
い

て
の

講
習

会
を

実
施

（
3
社

参
加

）
⇒

M
E
L
2
件

（
養

殖
1
件

、
流

通
加

工
1
件

）
の

取
得

を
支

援
（
R

6
）

（
３

）
加

工
施

設
の

機
能

強
化

や
衛

生
管

理
の

高
度

化
　

・
輸

出
拡

大
に

向
け

た
さ

ら
な

る
加

工
施

設
の

整
備

や
機

能
の

強
化

　
・
S
D

G
ｓ
を

意
識

し
た

各
種

認
証

制
度

の
取

得
に

よ
る

競
争

力
の

向
上

　
・
A

L
P

S
処

理
水

の
海

洋
放

出
に

伴
う

中
国

に
よ

る
日

本
産

水
産

物
の

輸
入

停
止

措
定

に
よ

り
、

中
国

へ
の

輸
出

が
停

止

（
３

）
加

工
施

設
の

機
能

強
化

や
衛

生
管

理
の

高
度

化
　

・
（
再

掲
）
輸

出
拡

大
に

向
け

た
新

た
な

加
工

施
設

の
整

備
や

機
能

強
化

等
を

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
・
中

国
以

外
の

国
へ

の
販

路
開

拓
に

必
要

と
な

る
認

証
（
米

国
向

け
H

A
C

C
P

な
ど

）
の

取
得

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
・
生

産
・
加

工
流

通
販

売
に

お
け

る
認

証
（
M

E
L
な

ど
）
の

取
得

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

＜
M

E
L
等

の
国

際
認

証
の

取
得

件
数

＞ 0
件

（
R

5
）

↓ 5
件

(R
9
)

2

養
殖

魚
の

前
処

理
加

工
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
養

殖
魚

の
前

処
理

加
工

事
業

者
へ

の
加

工
実

績
の

聞
き

取
り

(年
１

回
）

・
 主

要
な

加
工

事
業

者
に

出
荷

額
を

聞
き

取
り

 （
四

半
期

ご
と

）

4
9
.6

億
円

（
R

4
）

6
3
.4

億
円

（
R

5
）

9
7
億

円
（
R

9
）

１
　

加
工

関
連

産
業

の
強

化
（
１

）
加

工
用

原
料

や
製

品
の

保
管

に
必

要
な

冷
凍

保
管

ビ
ジ

ネ
ス

の
強

化
　

・
冷

凍
保

管
ビ

ジ
ネ

ス
に

関
す

る
事

業
者

へ
の

聞
き

取
り

を
実

施
（
R

5
)

１
　

加
工

関
連

産
業

の
強

化
（
１

）
加

工
用

原
料

や
製

品
の

保
管

に
必

要
な

冷
凍

保
管

ビ
ジ

ネ
ス

の
強

化
　

・
安

定
し

た
加

工
用

原
魚

の
確

保
と

、
原

魚
の

凍
結

や
保

管
に

必
要

な
施

設
の

整
備

１
　

加
工

関
連

産
業

の
強

化
（
１

）
加

工
用

原
料

や
製

品
の

保
管

に
必

要
な

冷
凍

保
管

ビ
ジ

ネ
ス

の
強

化
　

・
高

知
県

加
工

業
交

流
促

進
協

議
会

で
の

冷
凍

保
管

ビ
ジ

ネ
ス

に
関

す
る

協
議

【
R

6
～

R
9
】

　
・
冷

凍
保

管
施

設
の

整
備

に
向

け
た

支
援

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

＜
米

国
向

け
冷

凍
商

材
の

取
り

扱
い

事
業

者
＞

0
事

業
者

（
R

5
）

↓ 3
事

業
者

(R
9
)

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

市
場
対
応
力
の
あ
る
産
地
加
工
体
制
の
強
化

1

海
外

H
A

C
C

P
対

応
型

加
工

施
設

の
整

備
（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
事

業
者

訪
問

等
に

よ
る

進
捗

状
況

の
聞

き
取

り

4
件

（
H

2
9
～

R
4
）

5
件

（
H

2
9
～

R
6
）

6
件

（
H

2
9
～

R
9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

１
　

外
商

の
拡

大
（
１

）
「
高

知
家

の
魚

応
援

の
店

」
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

外
商

活
動

の
強

化
　

・
少

量
多

品
種

の
県

産
水

産
物

の
特

徴
を

生
か

し
た

産
地

直
送

に
よ

る
取

り
組

み
、

「
高

知
家

の
魚

応
援

店
制

度
」
を

活
用

し
た

、
産

地
見

学
会

・
産

地
招

へ
い

、
県

産
水

産
物

メ
ニ

ュ
ー

フ
ェ

ア
の

開
催

、
営

業
活

動
の

実
施

等
に

よ
り

県
内

参
画

事
業

者
と

の
取

引
を

促
進

「
応

援
の

店
」
登

録
数

：
（
R

2
）
1
,0

5
9
→

（
R

4
）

1
,1

4
9

→
（
R

5
）
1
,4

1
6
→

（
R

6
）
1
,6

1
7

年
間

取
引

額
：
（
R

2
）
2
.3

億
円

→
（
R

4
）
2
.8

億
円

→
（
R

5
）
3
.7

億
円

→
（
R

6
）
5
.5

億
円

１
　

外
商

の
拡

大
（
１

）
「
高

知
家

の
魚

応
援

の
店

」
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

外
商

活
動

の
強

化
　

・
さ

ら
な

る
取

引
拡

大
に

向
け

た
販

路
の

開
拓

が
必

要 　
・
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
効

率
的

な
商

談
の

開
催

１
　

外
商

の
拡

大
（
１

）
「
高

知
家

の
魚

応
援

の
店

」
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

外
商

活
動

の
強

化
応

援
の

店
と

県
内

参
画

事
業

者
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

、
関

西
圏

の
飲

食
店

や
ホ

テ
ル

な
ど

と
の

取
引

拡
大

を
目

指
す

　
・
県

内
参

画
事

業
者

の
取

引
拡

大
に

つ
な

が
る

商
談

機
会

の
創

出
【
R

6
～

R
9
】

　
・
取

引
額

の
さ

ら
な

る
増

加
に

向
け

た
チ

ェ
ー

ン
店

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

　
・
商

談
の

成
約

率
向

上
、

取
引

拡
大

を
目

指
し

た
営

業
力

強
化

研
修

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
3
＞

参
照

（
P

5
7
）

＜
「
応

援
の

店
」
へ

の
県

内
参

画
事

業
者

の
出

荷
額

（
年

間
）
＞

3
.7

億
円

（
R

5
）

↓ 5
.7

億
円

（
R

9
）

（
２

）
卸

売
市

場
関

係
者

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

し
た

取
引

の
拡

大
　

・
 水

産
物

流
通

の
中

核
を

担
い

､幅
広

い
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

有
す

る
卸

売
市

場
関

係
者

と
連

携
　

（
関

西
：
R

3
年

度
～

、
関

東
：
R

4
年

度
～

）
　

・
量

販
店

や
飲

食
店

チ
ェ

ー
ン

で
の

県
産

水
産

物
の

販
売

促
進

活
動

を
展

開
　

関
西

販
売

額
：
（
R

3
）
6
.9

億
円

→
（
R

4
）
8
.3

億
円

→
（
R

5
）
1
2
.3

億
円

→
（
R

6
）
1
1
.9

億
円

　
関

東
販

売
額

：
（
R

4
）
：
2
.7

億
円

→
（
R

5
）
2
.4

億
円

（
２

）
卸

売
市

場
関

係
者

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

し
た

取
引

の
拡

大
　

・
こ

れ
ま

で
培

っ
た

関
係

性
の

更
な

る
強

化

（
２

）
卸

売
市

場
関

係
者

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

し
た

取
引

の
拡

大
　

・
継

続
取

引
か

ら
定

番
取

引
に

つ
な

が
る

よ
う

な
継

続
的

な
営

業
【
R

6
】

　
・
農

水
連

携
フ

ェ
ア

を
活

用
し

た
ク

ロ
ス

マ
ー

チ
ャ

ン
ダ

イ
ズ

（
カ

テ
ゴ

リ
は

異
な

る
が

関
連

性
の

あ
る

商
品

を
組

み
合

わ
せ

て
売

り
場

に
陳

列
）
の

実
施

【
R

6
】

　
・
消

費
地

市
場

関
係

者
と

県
内

産
地

買
受

人
等

の
意

見
交

換
会

の
開

催
に

よ
る

関
係

強
化

【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
3
＞

参
照

（
P

5
7
）

＜
意

見
交

換
を

行
う

消
費

地
市

場
数

＞
0
市

場
（
R

5
）

↓ 4
市

場
（
R

9
）

（
３

）
商

談
会

等
へ

の
出

展
に

よ
る

販
路

拡
大

を
支

援 　
・
全

国
規

模
の

見
本

市
（
シ

ー
フ

ー
ド

シ
ョ

ー
）
へ

の
出

展
⇒

R
2
：
東

京
1
4
社

、
大

阪
1
5
社

（
成

約
金

額
2
3
,8

9
4
千

円
）

　
 R

3
：
東

京
1
5
社

（
成

約
金

額
1
0
,5

9
7
千

円
）

　
 R

4
：
大

阪
1
3
社

、
東

京
1
3
社

、
大

阪
1
3
社

　
 　

　
（
成

約
金

額
3
8
,7

7
7
千

円
）

　
 R

5
：
東

京
1
6
社

、
大

阪
1
6
社

　
 　

　
（
成

約
金

額
7
3
,9

6
4
千

円
）

  
 R

6
：
東

京
1
6
社

、
大

阪
1
4
社

　
　

 　
(成

約
金

額
1
1
5
,4

0
0
千

円
（
東

京
）
)

（
３

）
商

談
会

等
へ

の
出

展
に

よ
る

販
路

拡
大

を
支

援
　

・
さ

ら
な

る
新

規
顧

客
開

拓
に

よ
る

販
売

額
の

増
大

（
３

）
商

談
会

等
へ

の
出

展
に

よ
る

販
路

拡
大

を
支

援
　

・
全

国
規

模
の

見
本

市
（
シ

ー
フ

ー
ド

シ
ョ

ー
）
へ

の
県

ブ
ー

ス
の

設
置

に
よ

る
商

談
機

会
の

創
出

や
県

産
水

産
物

の
P

R
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
・
成

約
額

の
増

加
に

向
け

た
出

展
事

業
者

の
フ

ォ
ロ

ー
【
R

6
～

R
9
】

＜
シ

ー
フ

ー
ド

シ
ョ

ー
１

回
あ

た
り

の
成

約
金

額
＞

3
6
,9

8
2
千

円
(R

5
)

↓ 3
7
,0

0
0
千

円
以

上
(R

9
)

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

流
通
・販
売
の
強
化

1

「
応

援
の

店
」
へ

の
県

内
参

画
事

業
者

の
出

荷
額

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
県

内
参

画
事

業
者

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
（
年

２
回

）

2
.8

億
円

（
R

4
）

5
.5

億
円

（
R

6
）

5
.7

億
円

（
R

9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

流
通
・販
売
の
強
化

1
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ

２
　

地
域

資
源

を
活

用
し

た
付

加
価

値
の

創
出

（
１

）
あ

ゆ
を

活
用

し
た

地
域

活
性

化
の

取
り

組
み

の
推

進
　

・
あ

ゆ
を

観
光

や
地

域
振

興
等

に
有

効
か

つ
持

続
的

に
活

用
す

る
た

め
、

「
あ

ゆ
有

効
活

用
計

画
検

討
会

議
」
を

開
催

し
、

ビ
ジ

ョ
ン

の
内

容
を

検
討

　
⇒

「
あ

ゆ
王

国
高

知
振

興
ビ

ジ
ョ

ン
」
を

策
定

（
R

4
.3

月
）

　
・
「
あ

ゆ
王

国
高

知
振

興
ビ

ジ
ョ

ン
推

進
協

議
会

」
を

設
置

し
、

ビ
ジ

ョ
ン

に
掲

げ
る

取
り

組
み

の
進

捗
等

を
確

認
（
R

4
～

）
 　

・
あ

ゆ
王

国
高

知
H

P
を

開
設

し
、

あ
ゆ

が
食

べ
ら

れ
る

県
内

の
飲

食
店

等
の

情
報

や
あ

ゆ
の

レ
シ

ピ
、

P
R

動
画

な
ど

を
情

報
発

信
（
R

4
～

）
 　

・
イ

ン
フ

ル
エ

ン
サ

ー
に

よ
る

情
報

発
信

や
メ

デ
ィ

ア
向

け
P

R
を

実
施

　
・
県

内
飲

食
店

等
4
9
店

舗
で

あ
ゆ

フ
ェ

ア
を

開
催

（
R

5
.7

月
～

R
5
.9

月
）

　
・
高

知
市

西
敷

地
で

観
光

客
等

を
対

象
し

た
あ

ゆ
P

R
イ

ベ
ン

ト
「
こ

う
ち

天
然

あ
ゆ

祭
り

」
を

開
催

し
、

4
,3

0
0
人

が
来

場
（
R

5
.8

月
）

　
・
複

数
河

川
の

あ
ゆ

を
集

出
荷

す
る

体
制

を
構

築
（
R

4
～

）
　

・
国

内
商

社
に

よ
る

ド
バ

イ
で

の
賞

味
会

に
あ

ゆ
を

販
売

促
進

（
R

5
.1

1
月

）
　

・
釣

り
具

メ
ー

カ
ー

に
よ

る
あ

ゆ
釣

り
全

国
大

会
の

誘
致

活
動

を
実

施
（
R

4
～

）
　

⇒
仁

淀
川

で
西

日
本

ブ
ロ

ッ
ク

大
会

が
開

催
（
R

5
.7

月
）
、

仁
淀

川
で

全
国

決
勝

大
会

が
開

催
（
R

6
.8

月
）

　
・
第

2
期

あ
ゆ

王
国

高
知

ビ
ジ

ョ
ン

を
策

定
（
R

6
.3

月
）

　
・
高

知
市

中
央

公
園

で
、

「
第

２
回

こ
う

ち
天

然
あ

ゆ
ま

つ
り

」
を

開
催

し
、

4
,5

0
0
人

が
来

場
（
R

6
.8

月
）

２
　

地
域

資
源

を
活

用
し

た
付

加
価

値
の

創
出

（
１

）
あ

ゆ
を

活
用

し
た

地
域

活
性

化
の

取
り

組
み

の
推

進 　
・
ビ

ジ
ョ

ン
に

掲
げ

る
取

り
組

み
の

着
実

な
実

行
と

取
り

組
み

の
さ

ら
な

る
拡

大

２
　

地
域

資
源

を
活

用
し

た
付

加
価

値
の

創
出

（
１

）
あ

ゆ
を

活
用

し
た

地
域

活
性

化
の

取
り

組
み

の
推

進
　

・
「
第

２
期

あ
ゆ

王
国

高
知

振
興

ビ
ジ

ョ
ン

」
（
R

6
.3

月
策

定
）
に

掲
げ

る
取

り
組

み
を

事
業

者
や

漁
協

、
市

町
村

等
と

連
携

し
な

が
ら

推
進

【
R

6
～

R
9
】

　
・
あ

ゆ
P

R
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

や
イ

ン
フ

ル
エ

ン
サ

ー
の

活
用

等
に

よ
る

県
産

あ
ゆ

の
効

果
的

な
情

報
発

信
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
・
県

産
あ

ゆ
の

取
引

拡
大

に
向

け
た

国
内

外
で

の
販

売
促

進
の

強
化

と
新

た
な

集
荷

体
制

の
構

築
【
R

6
～

R
9
】

　
・
釣

り
具

メ
ー

カ
ー

主
催

の
あ

ゆ
釣

り
全

国
決

勝
大

会
で

の
P

R
の

実
施

【
R

6
】
と

さ
ら

な
る

誘
致

活
動

の
展

開
【
R

6
～

R
9
】

＜
流

通
販

売
事

業
者

と
連

携
し

た
新

た
な

販
売

ル
ー

ト
を

構
築

＞
1
件

(R
5
)

↓ 3
件

以
上

(R
9
)

2

水
産

物
の

輸
出

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
ジ

ェ
ト

ロ
高

知
・
県

「
食

料
品

輸
出

額
」
を

確
認

 （
年

１
回

）
・
 主

要
な

輸
出

事
業

者
か

ら
の

聞
き

取
り

（
月

１
回

）

2
.7

億
円

（
R

4
)

5
.2

億
円

（
R

5
)

1
7
.7

億
円

（
R

9
）

１
　

輸
出

の
拡

大
（
１

）
水

産
物

輸
出

促
進

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

や
卸

売
市

場
関

係
者

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

販
路

開
拓

・
拡

大
　

・
「
高

知
県

水
産

物
輸

出
促

進
協

議
会

」
が

国
内

外
の

展
示

会
へ

出
展

［
海

外
見

本
市

及
び

賞
味

会
］

R
3
：
米

国
（
オ

ン
ラ

イ
ン

展
示

会
１

回
）

R
4
：
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
（
3
回

）
、

米
国

 （
1
回

）
R

5
：
タ

イ
（
1
回

）
、

ベ
ト

ナ
ム

（
1
回

）
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

（
1
回

）
、

米
国

（
2
回

）
R

6
：
タ

イ
（
2
回

）
、

台
湾

（
1
回

）
、

ベ
ト

ナ
ム

（
2

回
）
、

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

（
1
回

）
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

（
1

回
）
、

米
国

（
2
回

）
、

イ
ン

ド
（
2
回

）
［
国

内
見

本
市

］
R

2
：
2
回

（
う

ち
1
回

オ
ン

ラ
イ

ン
）
、

R
3
：
3
回

、
R

4
：
3

回
、

R
5
：
3
回

、
R

6
：
1
回

・
「
水

産
物

輸
出

促
進

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

」
を

配
置

し
、

県
内

事
業

者
の

商
品

開
発

や
販

路
開

拓
を

支
援

（
R

5
）

・
県

産
水

産
物

の
輸

出
拡

大
に

向
け

、
関

東
及

び
関

西
の

卸
売

市
場

関
係

者
等

へ
業

務
委

託
（
R

5
.6

月
～

R
6
.3

月
、

R
6
.5

月
～

R
7
.3

月
.）

⇒
輸

出
額

　
R

2
：
3
.9

億
円

、
R

3
：
3
.1

億
円

、
R

4
：

2
.7

億
円

、
R

5
：
5
.2

億
円

１
　

輸
出

の
拡

大
（
１

）
水

産
物

輸
出

促
進

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

や
卸

売
市

場
関

係
者

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

販
路

開
拓

・
拡

大 　
・
A

L
P

S
処

理
水

の
海

洋
放

出
に

伴
う

中
国

に
よ

る
日

本
産

水
産

物
の

輸
入

停
止

措
置

に
よ

り
、

中
国

へ
の

輸
出

が
停

止
・
中

国
以

外
の

新
た

な
国

へ
の

販
路

の
開

拓

１
　

輸
出

の
拡

大
（
１

）
水

産
物

輸
出

促
進

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

や
卸

売
市

場
関

係
者

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

販
路

開
拓

・
拡

大
　

・
漁

協
や

加
工

事
業

者
等

で
構

成
す

る
高

知
県

水
産

物
輸

出
促

進
協

議
会

に
よ

る
国

内
外

の
見

本
市

へ
の

出
展

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
・
水

産
物

輸
出

促
進

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
よ

る
輸

出
に

取
り

組
む

事
業

者
の

掘
り

起
こ

し
や

マ
ー

ケ
ッ

ト
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
商

品
開

発
、

新
た

な
販

路
の

開
拓

・
拡

大
を

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
・
関

東
及

び
関

西
の

卸
売

市
場

関
係

等
の

集
荷

能
力

や
輸

出
ル

ー
ト

を
活

用
し

た
販

路
開

拓
を

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
・
こ

れ
ま

で
輸

出
拡

大
に

取
り

組
ん

で
き

た
米

国
や

東
南

ア
ジ

ア
に

加
え

、
台

湾
や

イ
ン

ド
、

中
東

諸
国

な
ど

の
新

た
な

国
へ

の
輸

出
ル

ー
ト

を
開

拓
す

る
こ

と
で

県
産

水
産

物
の

輸
出

を
拡

大
【
R

6
～

R
9
】

　
・
東

南
ア

ジ
ア

の
百

貨
店

等
で

店
舗

展
開

す
る

国
内

企
業

と
連

携
し

た
海

外
の

小
売

店
舗

で
の

高
知

フ
ェ

ア
の

開
催

【
R

7
～

R
9
】

　
・
県

内
事

業
者

の
商

社
化

を
推

進
し

、
農

産
物

を
含

む
A

L
L
高

知
で

の
輸

出
を

拡
大

【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
3
＞

参
照

（
P

○
）

＜
卸

売
市

場
関

係
者

等
（
関

東
）
に

よ
る

県
産

水
産

物
の

輸
出

＞
0
.1

億
円

(R
5
)

↓ 1
.4

億
円

(R
9
)
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

流
通
・販
売
の
強
化

（
２

）
国

内
外

の
商

社
と

連
携

し
た

海
外

で
の

賞
味

会
の

開
催

に
よ

る
販

路
開

拓
・
拡

大
　

・
国

内
商

社
が

開
催

し
た

ド
バ

イ
で

の
賞

味
会

に
お

い
て

、
県

産
水

産
物

、
青

果
物

及
び

酒
を

販
売

促
進

（
R

5
.1

1
月

）
　

・
高

知
県

水
産

物
輸

出
促

進
協

議
会

が
ベ

ト
ナ

ム
、

イ
ン

ド
・
ベ

ン
ガ

ル
ー

ル
（
R

6
.7

月
）
、

イ
ン

ド
・

ム
ン

バ
イ

（
R

6
.1

1
月

）
、

タ
イ

（
R

7
.2

月
）
で

賞
味

会
を

開
催

（
２

）
国

内
外

の
商

社
と

連
携

し
た

海
外

で
の

賞
味

会
の

開
催

に
よ

る
販

路
開

拓
・
拡

大
　

・
中

国
以

外
の

新
た

な
国

へ
の

販
路

の
開

拓
　

・
賞

味
会

の
開

催
を

通
じ

た
新

た
な

販
路

の
開

拓

（
２

）
国

内
外

の
商

社
と

連
携

し
た

海
外

で
の

賞
味

会
の

開
催

に
よ

る
販

路
開

拓
・
拡

大
　

・
国

内
商

社
と

連
携

し
た

賞
味

会
を

ド
バ

イ
と

ベ
ト

ナ
ム

で
開

催
【
R

6
～

】
　

・
新

た
な

国
で

の
賞

味
会

の
開

催
に

よ
る

販
路

開
拓

・
拡

大
【
R

6
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
3
＞

参
照

（
P

5
7
）

＜
賞

味
会

の
開

催
数

＞
1
回

(R
5
)

↓ 6
回

(R
9
)

（
３

）
国

内
商

社
等

の
産

地
招

へ
い

に
よ

る
県

内
事

業
者

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
機

会
の

拡
大

　
・
中

国
商

社
が

産
地

を
訪

問
し

、
県

内
事

業
者

と
商

談
（
R

5
.6

月
）

　
・
国

内
商

社
が

ド
バ

イ
で

の
賞

味
会

の
開

催
に

向
け

て
県

内
事

業
者

を
訪

問
（
R

5
.5

月
～

）
　

・
イ

ン
ド

・
ベ

ン
ガ

ル
ー

ル
の

ホ
テ

ル
の

レ
ス

ト
ラ

ン
シ

ェ
フ

を
産

地
招

へ
い

し
、

養
殖

漁
場

や
加

工
施

設
を

訪
問

（
R

5
.4

月
）

　
・
フ

ィ
リ

ピ
ン

に
輸

出
ル

ー
ト

を
有

す
る

国
内

企
業

を
産

地
招

へ
い

し
、

養
殖

漁
場

や
加

工
施

設
を

訪
問

（
R

7
.1

月
）

（
３

）
国

内
商

社
等

の
産

地
招

へ
い

に
よ

る
県

内
事

業
者

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
機

会
の

拡
大

　
・
中

国
以

外
の

新
た

な
国

へ
の

販
路

の
開

拓
　

・
国

内
商

社
等

と
県

内
事

業
者

と
の

効
果

的
な

マ
ッ

チ
ン

グ

（
３

）
国

内
商

社
等

の
産

地
招

へ
い

に
よ

る
県

内
事

業
者

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
機

会
の

拡
大

　
・
国

内
商

社
等

の
産

地
招

へ
い

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
・
国

内
商

社
等

と
連

携
し

た
マ

ー
ケ

ッ
ト

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

商
品

開
発

等
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
・
国

内
商

社
等

か
ら

の
海

外
に

お
け

る
輸

出
関

連
情

報
の

収
集

【
R

6
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
3
＞

参
照

（
P

5
7
）

＜
産

地
招

へ
い

に
よ

る
新

た
な

輸
出

ル
ー

ト
の

構
築

＞
1
回

(R
5
)

↓ 3
回

(R
9
)

２
　

地
域

資
源

を
活

用
し

た
付

加
価

値
の

創
出

（
再

掲
）

（
１

）
あ

ゆ
を

活
用

し
た

地
域

活
性

化
の

取
り

組
み

の
推

進
　

・
あ

ゆ
を

観
光

や
地

域
振

興
等

に
有

効
か

つ
持

続
的

に
活

用
す

る
た

め
、

「
あ

ゆ
有

効
活

用
計

画
検

討
会

議
」
を

開
催

し
、

ビ
ジ

ョ
ン

の
内

容
を

検
討

　
⇒

「
あ

ゆ
王

国
高

知
振

興
ビ

ジ
ョ

ン
」
を

策
定

（
R

4
.3

月
）

　
・
「
あ

ゆ
王

国
高

知
振

興
ビ

ジ
ョ

ン
推

進
協

議
会

」
を

設
置

し
、

ビ
ジ

ョ
ン

に
掲

げ
る

取
り

組
み

の
進

捗
等

を
確

認
（
R

4
～

）
 　

・
あ

ゆ
王

国
高

知
H

P
を

開
設

し
、

あ
ゆ

が
食

べ
ら

れ
る

県
内

の
飲

食
店

等
の

情
報

や
あ

ゆ
の

レ
シ

ピ
、

P
R

動
画

な
ど

を
情

報
発

信
（
R

4
～

）
 　

・
イ

ン
フ

ル
エ

ン
サ

ー
に

よ
る

情
報

発
信

や
メ

デ
ィ

ア
向

け
P

R
を

実
施

　
・
県

内
飲

食
店

等
4
9
店

舗
で

あ
ゆ

フ
ェ

ア
を

開
催

（
R

5
.7

月
～

R
5
.9

月
）

　
・
高

知
市

西
敷

地
で

観
光

客
等

を
対

象
し

た
あ

ゆ
P

R
イ

ベ
ン

ト
「
こ

う
ち

天
然

あ
ゆ

祭
り

」
を

開
催

し
、

4
,3

0
0
人

が
来

場
（
R

5
.8

月
）

　
・
複

数
河

川
の

あ
ゆ

を
集

出
荷

す
る

体
制

を
構

築
（
R

4
～

）
　

・
国

内
商

社
に

よ
る

ド
バ

イ
で

の
賞

味
会

に
あ

ゆ
を

販
売

促
進

（
R

5
.1

1
月

）
　

・
釣

り
具

メ
ー

カ
ー

に
よ

る
あ

ゆ
釣

り
全

国
大

会
の

誘
致

活
動

を
実

施
（
R

4
～

）
　

⇒
仁

淀
川

で
西

日
本

ブ
ロ

ッ
ク

大
会

が
開

催
（
R

5
.7

月
）
、

仁
淀

川
で

全
国

決
勝

大
会

が
開

催
（
R

6
.8

月
）

　
・
第

2
期

あ
ゆ

王
国

高
知

ビ
ジ

ョ
ン

を
策

定
（
R

6
.3

月
）

　
・
高

知
市

中
央

公
園

で
、

「
第

２
回

こ
う

ち
天

然
あ

ゆ
ま

つ
り

」
を

開
催

し
、

4
,5

0
0
人

が
来

場
（
R

6
.8

月
）

２
　

地
域

資
源

を
活

用
し

た
付

加
価

値
の

創
出

（
再

掲
）

（
１

）
あ

ゆ
を

活
用

し
た

地
域

活
性

化
の

取
り

組
み

の
推

進 　
・
ビ

ジ
ョ

ン
に

掲
げ

る
取

り
組

み
の

着
実

な
実

行
と

取
り

組
み

の
さ

ら
な

る
拡

大

２
　

地
域

資
源

を
活

用
し

た
付

加
価

値
の

創
出

（
再

掲
）

（
１

）
あ

ゆ
を

活
用

し
た

地
域

活
性

化
の

取
り

組
み

の
推

進
　

・
「
第

２
期

あ
ゆ

王
国

高
知

振
興

ビ
ジ

ョ
ン

」
（
R

6
.3

月
策

定
）
に

掲
げ

る
取

り
組

み
を

事
業

者
や

漁
協

、
市

町
村

等
と

連
携

し
な

が
ら

推
進

【
R

6
～

R
9
】

　
・
あ

ゆ
P

R
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

や
イ

ン
フ

ル
エ

ン
サ

ー
の

活
用

等
に

よ
る

県
産

あ
ゆ

の
効

果
的

な
情

報
発

信
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
・
県

産
あ

ゆ
の

取
引

拡
大

に
向

け
た

国
内

外
で

の
販

売
促

進
の

強
化

と
新

た
な

集
荷

体
制

の
構

築
【
R

6
～

R
9
】

　
・
釣

り
具

メ
ー

カ
ー

主
催

の
あ

ゆ
釣

り
全

国
決

勝
大

会
で

の
P

R
の

実
施

【
R

6
】
と

さ
ら

な
る

誘
致

活
動

の
展

開
【
R

6
～

R
9
】

（
再

掲
）

＜
流

通
販

売
事

業
者

と
連

携
し

た
新

た
な

販
売

ル
ー

ト
を

構
築

＞
1
件

(R
5
)

↓ 3
件

以
上

(R
9
)

2
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ

49



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

１
　

新
規

就
業

者
の

確
保

・
育

成
（
１

）
関

西
圏

の
専

門
学

校
等

や
県

内
高

校
で

の
就

業
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

　
・
関

西
圏

の
専

門
学

校
等

で
の

就
業

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
（
R

4
:1

校
→

R
5
：
4
校

→
R

6
:6

校
）

　
・
県

内
高

校
で

の
就

業
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

（
R

4
:2

校
→

R
5
：
4
校

→
R

6
：
4
校

）

１
　

新
規

就
業

者
の

確
保

・
育

成
（
１

）
関

西
圏

の
専

門
学

校
等

や
県

内
高

校
で

の
就

業
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

　
・
就

業
実

績
の

高
い

県
内

や
関

西
圏

で
の

就
業

希
望

者
の

さ
ら

な
る

掘
り

起
こ

し
が

必
要

　
・
面

談
者

へ
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
の

強
化

が
必

要

１
　

新
規

就
業

者
の

確
保

・
育

成
（
１

）
関

西
圏

の
専

門
学

校
等

や
県

内
高

校
で

の
就

業
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

　
・
関

西
圏

の
水

産
動

物
系

専
門

学
校

や
大

学
で

の
就

業
セ

ミ
ナ

ー
開

催
【
R

6
～

R
9
】

　
・
県

内
高

校
で

の
就

業
セ

ミ
ナ

ー
開

催
 【

R
6
～

R
9
】

　
・
県

内
高

校
の

就
職

相
談

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
通

じ
た

就
業

希
望

者
の

掘
り

起
こ

し
【
R

6
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
4
＞

参
照

（
P

5
8
）

＜
就

業
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

＞
関

西
専

門
学

校
等

：
6
校

、
県

内
高

校
：
6

校
、

そ
の

他
施

設
：
1

か
所

（
R

6
）

↓ 専
門

学
校

・
大

学
等

：
8
校

(R
9
)

（
２

）
県

独
自

の
就

業
フ

ェ
ア

の
開

催
　

・
出

展
事

業
者

向
け

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
（
参

加
事

業
者

：
R

5
：
1
1
経

営
体

→
R

6
：
2
4

経
営

体
）

　
・
関

西
で

の
就

業
フ

ェ
ア

の
開

催
（
参

加
者

：
R

4
：
:3

8
名

→
R

5
：
6
5
名

→
R

6
：
4
0
名

）
　

・
県

内
で

の
就

業
フ

ェ
ア

の
開

催
（
参

加
者

：
R

5
：

1
6
名

→
R

6
：
2
9
名

）

（
２

）
県

独
自

の
就

業
フ

ェ
ア

の
開

催
　

・
就

業
実

績
の

高
い

県
内

や
関

西
圏

で
の

就
業

希
望

者
の

さ
ら

な
る

掘
り

起
こ

し
が

必
要

　
・
就

業
希

望
者

の
多

い
雇

用
型

漁
業

の
出

展
ブ

ー
ス

の
拡

充
が

必
要

　
・
出

展
事

業
者

の
面

談
ス

キ
ル

の
向

上
、

面
談

者
へ

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

の
強

化
が

必
要

（
２

）
県

独
自

の
就

業
フ

ェ
ア

の
開

催
　

①
出

展
事

業
者

向
け

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
　

　
・
面

談
者

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
率

向
上

を
図

る
た

め
、

フ
ェ

ア
出

展
事

業
者

の
面

談
ス

キ
ル

向
上

を
支

援
【
R

6
】

　
②

関
西

で
の

就
業

フ
ェ

ア
の

開
催

　
　

・
集

客
効

果
の

高
か

っ
た

鉄
道

広
告

や
W

e
bペ

ー
ジ

に
よ

る
広

報
を

強
化

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
雇

用
型

漁
業

の
出

展
ブ

ー
ス

の
拡

充
、

会
場

規
模

の
拡

大
【
R

6
】

　
③

県
内

で
の

就
業

フ
ェ

ア
の

開
催

　
　

・
好

立
地

な
会

場
選

定
、

県
内

漁
業

者
に

向
け

た
広

報
を

強
化

【
R

6
】

　
④

情
報

発
信

の
強

化
　

　
・
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

を
活

用
し

た
フ

ェ
ア

や
漁

業
就

業
支

援
セ

ン
タ

ー
H

P
へ

の
誘

導
策

の
強

化
【
R

7
～

R
9
】

　
　

・
漁

業
就

業
支

援
セ

ン
タ

ー
H

P
コ

ン
テ

ン
ツ

の
充

実
と

、
若

者
や

女
性

を
意

識
し

た
広

報
の

実
施

【
R

7
～

R
9
】

　
　

・
就

業
希

望
者

へ
の

ア
ピ

ー
ル

力
を

高
め

る
た

め
、

漁
業

経
営

体
の

S
N

S
等

に
よ

る
情

報
発

信
を

強
化

【
R

7
～

R
9
】

　
　

・
水

産
業

と
親

和
性

の
高

い
施

設
と

連
携

し
た

P
R

【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
4
＞

参
照

（
P

5
8
）

＜
就

業
フ

ェ
ア

来
場

者
数

（
高

知
）
＞

2
9
人

(R
6
)

↓ 4
0
人

(R
9
)

＜
就

業
フ

ェ
ア

来
場

者
数

（
大

阪
）
＞

4
0
人

(R
6
)

↓ 7
0
人

(R
9
)

（
３

）
移

住
促

進
策

と
連

携
し

た
勧

誘
の

促
進

　
・
移

住
関

連
フ

ェ
ア

へ
の

参
加

（
R

4
:4

回
→

R
5
：
5

回
→

R
6
:5

回
）

　
・
U

Iタ
ー

ン
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

（
R

5
：
1
回

）

（
３

）
移

住
促

進
策

と
連

携
し

た
勧

誘
の

促
進

　
・
新

規
就

業
者

の
3
割

は
県

外
出

身
者

で
、

引
き

続
き

移
住

施
策

と
連

携
強

化
が

必
要

（
３

）
移

住
促

進
策

と
連

携
し

た
勧

誘
の

促
進

　
・
U

Iタ
ー

ン
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
た

、
一

次
産

業
合

同
フ

ェ
ア

等
の

開
催

【
R

6
】

　
・
移

住
関

連
フ

ェ
ア

へ
の

参
加

【
R

6
～

R
9
】

　
・
一

次
産

業
フ

ェ
ア

の
来

場
者

の
増

加
に

向
け

て
、

就
業

希
望

者
に

訴
求

力
の

あ
る

動
画

を
活

用
し

た
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

の
実

施
【
R

7
～

R
9
】

＜
一

次
産

業
フ

ェ
ア

に
お

け
る

就
業

支
援

セ
ン

タ
ー

面
談

＞
1
1
名

(R
6
)

↓ 1
5
名

(R
9
)

（
４

）
就

業
希

望
者

を
対

象
と

し
た

短
期

・
長

期
研

修
の

実
施

　
・
体

験
（
短

期
）
研

修
　

　
R

4
:2

5
回

→
R

5
：
2
7
回

→
R

6
：
4
1
回

　
・
長

期
（
自

営
漁

業
）

　
　

R
4
：
1
名

→
R

5
：
3
名

→
R

6
：
6
名

　
・
雇

用
型

漁
業

支
援

事
業

　
　

R
4
：
1
3
名

→
R

5
：
1
8
名

→
R

6
：
1
名

　
・
漁

家
子

弟
型

漁
業

支
援

事
業

　
　

R
4
：
1
名

→
R

5
：
5
名

→
R

6
：
3
名

（
４

）
就

業
希

望
者

を
対

象
と

し
た

短
期

・
長

期
研

修
の

実
施

　
・
事

業
活

用
者

は
新

規
就

業
者

の
過

半
を

占
め

て
お

り
、

引
き

続
き

円
滑

な
技

術
習

得
、

定
着

を
促

進
す

る
た

め
に

は
事

業
の

継
続

が
必

要

（
４

）
就

業
希

望
者

を
対

象
と

し
た

短
期

・
長

期
研

修
の

実
施

　
・
就

業
希

望
者

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

研
修

事
業

等
を

継
続

し
、

円
滑

な
技

術
習

得
、

定
着

を
促

進
【
R

6
～

R
9
】

　
・
事

業
活

用
者

の
増

加
を

図
る

た
め

、
若

い
担

い
手

の
親

世
代

と
な

る
既

存
漁

業
者

へ
の

広
報

を
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
・
研

修
終

了
後

に
定

期
的

な
フ

ォ
ロ

-
ア

ッ
プ

を
強

化
し

定
着

率
の

向
上

を
図

る
【
R

6
～

R
9
】

　
・
（
再

掲
）
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

を
活

用
し

た
フ

ェ
ア

や
漁

業
就

業
支

援
セ

ン
タ

ー
H

P
へ

の
誘

導
策

の
強

化
【
R

7
～

R
9
】

　
・
マ

ル
チ

漁
業

化
を

推
進

す
る

た
め

、
新

た
な

漁
労

技
術

を
習

得
す

る
研

修
の

要
件

緩
和

と
必

要
な

機
器

整
備

等
を

支
援

【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
4
＞

参
照

（
P

5
8
）

＜
短

期
・
長

期
研

修
の

受
講

者
数

＞
短

期
研

修
受

講
者

数
 2

4
名

、
長

期
研

修
受

講
者

数
 2

名
(R

5
)

↓ 短
期

研
修

受
講

者
数

 6
0
名

、
長

期
研

修
受

講
者

数
 ５

名
(R

9
)

２
　

多
様

な
人

材
の

確
保

（
１

）
女

性
が

就
業

し
や

す
い

漁
業

へ
の

転
換

に
向

け
た

取
り

組
み

の
推

進
　

・
定

置
網

漁
業

者
と

の
意

見
交

換
会

で
労

働
局

に
よ

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
講

習
を

実
施

（
R

5
.9

）
　

・
若

者
・
女

性
を

対
象

と
し

た
、

仕
事

の
満

足
度

等
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

の
実

施
（
R

5
.1

0
）

　
・
新

規
就

業
者

向
け

座
学

研
修

で
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
講

習
を

実
施

（
R

5
：
1
回

→
R

6
:1

回
）

　
・
定

置
網

事
業

者
が

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

研
修

を
実

施
（
R

6
：
2
件

、
労

働
局

・
ソ

ー
レ

か
ら

講
師

派
遣

）

２
　

多
様

な
人

材
の

確
保

（
１

）
女

性
が

就
業

し
や

す
い

漁
業

へ
の

転
換

に
向

け
た

取
り

組
み

の
推

進
　

・
近

年
、

定
置

網
や

養
殖

等
の

雇
用

型
漁

業
で

は
、

少
人

数
で

あ
る

も
の

の
女

性
の

参
入

が
続

い
て

い
る

。
　

・
女

性
就

業
者

の
参

入
促

進
、

定
着

に
必

要
な

課
題

の
抽

出
が

必
要

２
　

多
様

な
人

材
の

確
保

（
１

）
女

性
が

就
業

し
や

す
い

漁
業

へ
の

転
換

に
向

け
た

取
り

組
み

の
推

進
　

・
定

置
網

等
の

操
業

や
漁

協
業

務
に

女
性

が
試

験
的

に
就

業
し

、
女

性
が

働
く
上

で
の

課
題

抽
出

、
効

果
的

な
取

り
組

み
の

検
討

【
R

6
】

　
・
県

内
の

女
性

水
産

関
係

者
が

女
性

就
業

の
課

題
や

解
決

策
を

協
議

【
R

6
～

】
　

・
デ

ジ
タ

ル
化

・
機

械
化

に
よ

る
省

力
化

へ
の

支
援

策
の

実
施

【
R

7
～

R
9
】

　
・
女

性
を

主
体

と
し

た
操

業
モ

デ
ル

の
構

築
を

検
討

【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
4
＞

参
照

（
P

5
8
）

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

担
い
手
の
確
保
・育
成

1

新
規

就
業

者
数

（
年

間
）

う
ち

若
年

（
1
5
～

3
4
歳

）
女

性
新

規
就

業
者

数
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
漁

業
指

導
所

が
漁

協
や

大
敷

組
合

等
に

依
頼

す
る

新
規

漁
業

就
業

者
参

入
状

況
調

査
（
６

月
、

1
2
月

）
に

よ
り

就
業

状
況

を
把

握

5
3
名

（
R

4
）

う
ち

若
年

女
性

２
名

（
R

4
）

4
1
名

（
R

6
）

う
ち

若
年

女
性

1
名

（
R

6
）

6
0
名

（
R

9
）

う
ち

若
年

女
性

４
名

（
R

9
）

50



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

担
い
手
の
確
保
・育
成

（
２

）
障

が
い

者
等

の
生

き
が

い
や

雇
用

の
場

の
確

保
に

向
け

た
水

福
連

携
の

推
進

　
・
普

及
員

向
け

研
修

会
の

開
催

（
R

5
.6

）
　

・
水

産
事

業
者

に
対

す
る

意
向

調
査

の
実

施
（
R

5
.7

）
5
3
事

業
者

　
・
県

や
市

町
村

の
福

祉
部

局
が

行
う

各
種

推
進

会
議

に
参

加
、

情
報

共
有

　
・
東

部
（
安

芸
市

・
室

戸
市

）
で

福
祉

事
業

者
向

け
体

験
会

を
実

施
、

室
戸

市
で

1
件

施
設

外
就

労
成

約
見

込
み

（
R

6
）

（
２

）
障

害
者

等
の

生
き

が
い

や
雇

用
の

場
の

確
保

に
向

け
た

水
福

連
携

の
推

進
　

・
水

産
事

業
者

の
障

害
者

雇
用

に
対

す
る

理
解

の
醸

成 　
・
福

祉
団

体
・
養

護
教

育
施

設
等

の
水

産
業

分
野

の
理

解
の

醸
成

　
・
水

産
業

分
野

に
お

い
て

障
害

者
等

が
活

躍
で

き
る

作
業

等
の

整
理

（
２

）
障

害
者

等
の

生
き

が
い

や
雇

用
の

場
の

確
保

に
向

け
た

水
福

連
携

の
推

進
　

・
水

福
連

携
へ

の
理

解
醸

成
を

図
る

た
め

、
水

産
事

業
者

向
け

研
修

会
及

び
福

祉
事

業
者

向
け

研
修

会
の

開
催

【
R

6
】

　
・
水

産
事

業
者

と
障

害
者

と
の

相
互

理
解

、
マ

ッ
チ

ン
グ

に
向

け
た

作
業

体
験

会
や

意
見

交
換

会
の

実
施

【
R

6
】

　
・
取

り
組

み
の

普
及

、
促

進
を

図
る

た
め

、
先

行
し

て
い

る
農

業
分

野
や

福
祉

分
野

と
の

連
携

強
化

（
農

福
連

携
支

援
調

整
会

議
へ

の
参

画
等

）
【
R

6
】

　
・
広

報
用

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
作

成
、

配
布

【
R

6
】

　
・
農

福
連

携
の

基
盤

を
活

用
し

、
水

産
事

業
者

及
び

福
祉

事
業

者
向

け
体

験
会

等
の

開
催

に
よ

る
マ

ッ
チ

ン
グ

の
強

化
【
R

7
～

R
9
】

⇒
　

別
図

＜
水

0
4
＞

参
照

（
P

5
8
）

＜
取

り
組

み
に

よ
り

障
害

者
を

新
た

に
受

け
入

れ
た

事
業

者
の

数
＞

0
件

(R
5
)

↓ 2
件

(R
9
)

（
３

）
外

国
人

材
の

受
け

入
れ

の
推

進
　

・
外

国
人

漁
業

研
修

セ
ン

タ
ー

が
実

施
す

る
外

国
人

漁
業

実
習

事
業

へ
の

支
援

（
H

1
3
～

）
　

・
特

定
技

能
制

度
の

周
知

（
R

2
～

）

（
３

）
外

国
人

材
の

受
け

入
れ

の
推

進
　

・
国

に
よ

る
技

能
実

習
制

度
の

見
直

し
　

・
外

国
人

材
の

確
保

（
３

）
外

国
人

材
の

受
け

入
れ

の
推

進
　

・
外

国
人

漁
業

研
修

セ
ン

タ
ー

が
実

施
す

る
研

修
へ

の
支

援
の

継
続

【
R

6
～

R
9
】

　
・
現

在
の

受
け

入
れ

国
以

外
の

情
報

収
集

・
検

討
【
R

6
～

R
9
】

　
・
外

国
人

材
に

選
ば

れ
る

高
知

県
を

目
指

し
、

働
き

や
す

い
環

境
の

整
備

等
、

事
業

者
と

協
議

【
R

7
～

R
9
】

＜
外

国
人

労
働

者
数

＞
2
1
3
人

(R
5
)

↓ 3
2
0
人

(R
9
)

（
４

）
漁

業
の

操
業

を
支

え
る

事
業

者
の

事
業

継
続

に
向

け
た

働
き

か
け

　
・
造

船
所

や
鉄

工
所

の
現

状
把

握
　

・
（
一

社
）
高

知
県

事
業

承
継

・
引

き
継

ぎ
セ

ン
タ

ー
と

の
連

携

（
４

）
漁

業
の

操
業

を
支

え
る

事
業

者
の

事
業

継
続

に
向

け
た

働
き

か
け

　
・
造

船
所

や
鉄

工
所

の
後

継
者

の
確

保

（
４

）
漁

業
の

操
業

を
支

え
る

事
業

者
の

事
業

継
続

に
向

け
た

働
き

か
け

　
・
造

船
所

や
鉄

工
所

の
稼

働
状

況
等

に
つ

い
て

定
期

的
に

現
状

把
握

し
、

希
望

す
る

事
業

者
に

は
（
一

社
）
高

知
県

事
業

承
継

・
引

き
継

ぎ
セ

ン
タ

ー
を

紹
介

し
、

後
継

者
の

確
保

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
・
経

営
支

援
課

と
連

携
し

、
事

業
承

継
の

際
に

活
用

可
能

な
支

援
制

度
等

を
情

報
提

供
【
R

6
～

R
9
】

　
・
関

係
機

関
と

連
携

し
、

現
状

の
把

握
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
適

切
な

支
援

に
つ

な
げ

る
【
R

7
～

R
9
】

　
・
技

術
承

継
が

円
滑

に
進

む
よ

う
、

地
域

お
こ

し
協

力
隊

活
用

の
検

討
を

市
町

村
に

働
き

か
け

【
R

7
～

R
9
】

３
　

魅
力

あ
る

職
場

づ
く

り
の

支
援

（
１

）
法

人
化

に
向

け
た

支
援

（
再

掲
）

➀
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

・
定

置
網

漁
業

）
　

・
事

業
戦

略
に

基
づ

き
、

採
算

性
の

低
い

時
期

の
操

業
見

直
し

（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

）
や

ブ
ラ

ン
ド

化
（
定

置
網

）
に

よ
る

利
益

向
上

、
乗

組
員

の
確

保
に

向
け

た
就

業
フ

ェ
ア

へ
の

参
加

に
よ

る
持

続
性

の
向

上
に

向
け

た
取

り
組

み
等

に
繋

が
っ

た

３
　

魅
力

あ
る

職
場

づ
く

り
の

支
援

（
１

）
法

人
化

に
向

け
た

支
援

（
再

掲
）

➀
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

・
定

置
網

漁
業

）
　

・
漁

業
経

営
体

の
経

営
安

定
・
継

続
に

向
け

た
支

援
が

必
要

３
　

魅
力

あ
る

職
場

づ
く

り
の

支
援

（
１

）
法

人
化

に
向

け
た

支
援

（
再

掲
）

➀
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

・
定

置
網

漁
業

）
　

・
企

業
的

な
漁

業
経

営
の

推
進

（
法

人
化

等
に

よ
る

労
働

環
境

の
改

善
等

）
【
R

6
～

】
　

・
各

経
営

体
に

対
す

る
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

【
R

6
～

R
7
】

　
・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

を
活

用
し

た
漁

業
経

営
の

サ
ポ

ー
ト

を
継

続
【
R

6
～

】
　

・
漁

協
営

漁
指

導
員

や
県

普
及

指
導

員
に

よ
る

伴
走

支
援

【
R

6
～

】

＜
法

人
化

経
営

体
数

（
定

置
網

漁
業

）
（
累

計
）
＞

9
法

人
(R

5
)

↓ 1
2
法

人
(R

9
)

（
２

）
労

働
環

境
等

の
改

善
に

向
け

た
専

門
家

の
派

遣
等

の
支

援
　

・
（
再

掲
）
定

置
網

漁
業

者
と

の
意

見
交

換
会

で
労

働
局

に
よ

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
講

習
を

実
施

（
R

5
.9

）
　

・
（
再

掲
）
新

規
就

業
者

向
け

座
学

研
修

で
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
講

習
を

実
施

（
R

5
：
1
回

→
R

6
:1

回
）

　
・
（
再

掲
）
定

置
網

事
業

者
が

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

研
修

を
実

施
（
R

6
：
2
件

、
労

働
局

・
ソ

ー
レ

か
ら

講
師

派
遣

）
）

（
２

）
労

働
環

境
等

の
改

善
に

向
け

た
専

門
家

の
派

遣
等

の
支

援
　

・
雇

用
条

件
や

労
働

環
境

の
改

善
を

図
っ

て
い

る
経

営
体

は
一

部
に

と
ど

ま
っ

て
お

り
、

経
営

者
の

意
識

改
革

が
必

要
　

・
若

者
や

女
性

、
障

が
い

者
等

の
多

様
な

人
材

が
参

入
・
定

着
す

る
に

は
労

働
環

境
等

の
改

善
が

必
要

（
２

）
労

働
環

境
等

の
改

善
に

向
け

た
専

門
家

の
派

遣
等

の
支

援
　

・
労

働
局

や
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
、

水
産

庁
等

の
専

門
家

（
社

会
保

険
労

務
士

）
派

遣
制

度
の

活
用

に
よ

り
、

経
営

者
や

従
業

員
の

意
識

改
革

を
進

め
、

雇
用

条
件

や
労

働
環

境
の

改
善

を
促

す
【
R

6
～

R
9
】

　
・
労

働
環

境
等

の
改

善
や

若
者

の
受

け
入

れ
に

積
極

的
な

経
営

体
を

、
優

良
事

例
と

し
て

県
H

P
等

で
情

報
発

信
し

横
展

開
を

図
る

【
R

6
～

R
9
】

　
・
雇

用
型

漁
業

支
援

制
度

の
利

用
要

件
に

、
労

働
環

境
改

善
に

関
す

る
講

習
会

受
講

を
加

え
、

雇
用

型
漁

業
に

お
け

る
意

識
改

革
、

就
業

者
の

定
着

率
向

上
を

図
る

【
R

6
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
4
＞

参
照

（
P

5
8
）

＜
研

修
の

実
施

事
業

者
＞

1
件

(R
5
)

↓ 4
件

(R
9
)

1
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ

51



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

担
い
手
の
確
保
・育
成

（
３

）
若

者
、

女
性

等
の

多
様

な
人

材
が

参
入

・
定

着
し

や
す

い
環

境
整

備
（
再

掲
）

➀
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援 　

・
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
・
設

備
の

導
入

を
支

援
　

R
3
：
養

殖
業

デ
ジ

タ
ル

化
促

進
事

業
（
県

）
　

　
　

（
1
4
件

）
　

R
4
：
水

産
業

ス
マ

ー
ト

化
推

進
事

業
（
国

）
　

　
　

　
（
１

件
（
３

事
業

者
）
）

　
R

5
：
燃

油
等

高
騰

緊
急

対
策

設
備

投
資

支
援

事
業

（
県

）
　

　
　

（
1
3
件

）
　

R
6
：
燃

油
等

高
騰

緊
急

対
策

設
備

投
資

支
援

事
業

（
県

）
　

　
　

（
1
5
件

）

（
３

）
若

者
、

女
性

等
の

多
様

な
人

材
が

参
入

・
定

着
し

や
す

い
環

境
整

備
（
再

掲
）

➀
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

　
・
省

力
化

に
繋

が
る

デ
ジ

タ
ル

機
器

導
入

等
に

よ
る

労
働

環
境

改
善

の
横

展
開

が
必

要

（
３

）
若

者
、

女
性

等
の

多
様

な
人

材
が

参
入

・
定

着
し

や
す

い
環

境
整

備
（
再

掲
）

➀
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

　
・
県

や
国

の
補

助
事

業
を

活
用

し
、

引
き

続
き

省
力

化
に

繋
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
・
設

備
の

導
入

を
支

援
し

、
作

業
の

効
率

化
や

負
担

軽
減

等
の

労
働

環
境

改
善

を
図

る
【
R

6
～

R
9
】

　
・
養

殖
経

営
体

に
お

い
て

デ
ジ

タ
ル

機
器

等
（
養

殖
管

理
シ

ス
テ

ム
、

水
質

監
視

シ
ス

テ
ム

、
魚

体
重

推
定

カ
メ

ラ
等

）
を

総
合

的
に

整
備

し
、

働
き

や
す

い
雇

用
型

漁
業

へ
の

転
換

を
推

進
【
R

7
】

　
・
物

価
高

騰
対

策
と

併
せ

て
行

う
漁

業
の

構
造

転
換

に
関

す
る

機
器

整
備

に
つ

い
て

は
、

重
点

支
援

地
方

交
付

金
を

活
用

【
R

7
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
4
＞

参
照

（
P

5
8
）

（
再

掲
）

＜
総

合
的

な
デ

ジ
タ

ル
化

等
を

実
施

す
る

事
業

者
数

＞
－ ↓ 3
件

(R
9
)

（
再

掲
）

②
漁

船
・
漁

具
等

の
設

備
投

資
へ

の
支

援
　

・
国

の
リ

ー
ス

事
業

等
（
漁

船
導

入
支

援
事

業
（
旧

リ
ー

ス
事

業
）
・
水

産
業

成
長

産
業

化
沿

岸
地

域
創

出
事

業
（
新

リ
ー

ス
事

業
）
）
を

活
用

し
た

リ
ー

ス
漁

船
の

取
得

を
支

援
　

　
旧

リ
ー

ス
：
R

４
：
5
件

→
R

5
：
2
件

→
R

6
：
3
件

　
　

新
リ

ー
ス

：
R

４
：
1
件

→
R

5
：
2
件

→
R

6
：
2
件

（
再

掲
）

②
漁

船
・
漁

具
等

の
設

備
投

資
へ

の
支

援
　

造
船

所
の

減
少

や
資

材
の

調
達

難
等

に
よ

り
事

業
完

了
が

遅
れ

る
懸

念
が

高
ま

っ
て

い
る

。
　

・
近

年
の

主
要

魚
種

の
不

漁
等

に
よ

り
、

事
業

活
用

者
の

K
P

I未
達

の
割

合
が

増
加

（
再

掲
）

②
漁

船
・
漁

具
等

の
設

備
投

資
へ

の
支

援
　

・
事

業
完

了
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

場
合

は
、

漁
船

の
レ

ン
タ

ル
を

提
案

し
、

漁
船

の
整

備
・
取

得
ま

で
の

操
業

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
・
リ

ー
ス

事
業

体
で

あ
る

（
一

社
）
高

知
県

漁
業

就
業

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
事

業
活

用
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
・
独

立
自

営
型

漁
業

へ
の

就
業

は
低

迷
が

続
い

て
お

り
、

両
事

業
の

新
規

漁
業

就
業

者
へ

の
拡

充
支

援
を

継
続

【
R

7
～

R
9
】

　
・
（
再

掲
）
自

営
型

漁
業

へ
の

就
業

希
望

者
の

不
安

を
払

拭
す

る
た

め
、

自
営

型
漁

業
者

の
経

営
の

安
定

化
に

必
要

な
マ

ル
チ

漁
業

化
へ

の
支

援
　

　
（
新

規
漁

労
技

術
習

得
研

修
の

受
講

要
件

の
緩

和
と

受
講

者
へ

の
機

器
整

備
）
を

実
施

【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
4
＞

参
照

（
P

5
8
）

（
再

掲
）

＜
独

立
自

営
型

の
う

ち
釣

漁
業

へ
の

就
業

者
数

＞
4
名

(R
5
)

↓ 6
名

(R
9
)

③
若

者
、

女
性

が
働

き
や

す
い

労
働

環
境

の
整

備 　
・
高

知
県

定
置

漁
協

と
の

意
見

交
換

会
や

漁
業

指
導

所
を

通
じ

、
1
8
漁

協
及

び
1
6
水

産
事

業
者

に
活

用
可

能
な

補
助

金
や

対
応

窓
口

を
周

知
（
R

6
.6

）
　

・
漁

協
（
支

所
）
1
件

が
、

ト
イ

レ
・
更

衣
室

を
改

修
（
R

6
）

③
若

者
、

女
性

が
働

き
や

す
い

労
働

環
境

の
整

備
　

・
若

者
、

女
性

が
働

き
や

す
い

快
適

な
労

働
環

境
に

向
け

、
ト

イ
レ

や
更

衣
室

等
の

整
備

が
必

要

③
若

者
、

女
性

が
働

き
や

す
い

労
働

環
境

の
整

備
　

・
ト

イ
レ

や
更

衣
室

等
の

整
備

を
支

援
し

、
若

者
や

女
性

等
の

参
入

促
進

・
定

着
を

図
る

【
R

6
】

　
・
若

者
・
女

性
の

雇
用

定
着

に
向

け
た

事
業

者
の

施
設

（
更

衣
室

、
シ

ャ
ワ

ー
室

等
）
整

備
の

働
き

か
け

【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

水
0
4
＞

参
照

（
P

5
6
）

（
再

掲
）

（
４

）
高

知
マ

リ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

に
よ

る
操

業
の

効
率

化
　

・
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「
N

A
B

R
A

S
」
の

運
用

と
機

能
強

化
　

・
リ

ス
ク

対
策

に
つ

な
が

る
予

測
手

法
の

開
発

（
二

枚
潮

、
急

潮
、

赤
潮

）
　

・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
機

能
強

化
　

・
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　

・
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
ス

マ
ー

ト
市

場
の

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

の
構

築
　

・
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

（
再

掲
）

（
４

）
高

知
マ

リ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

に
よ

る
操

業
の

効
率

化
　

・
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「
N

A
B

R
A

S
」
の

運
用

と
機

能
強

化
　

・
リ

ス
ク

対
策

に
つ

な
が

る
予

測
手

法
の

開
発

（
二

枚
潮

、
急

潮
、

赤
潮

）
　

・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
機

能
強

化
　

・
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　

・
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
ス

マ
ー

ト
市

場
の

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

の
構

築
　

・
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

（
再

掲
）

（
４

）
高

知
マ

リ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

に
よ

る
操

業
の

効
率

化
　

・
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「
N

A
B

R
A

S
」
の

運
用

と
機

能
強

化
　

・
リ

ス
ク

対
策

に
つ

な
が

る
予

測
手

法
の

開
発

（
二

枚
潮

、
急

潮
、

赤
潮

）
　

・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
機

能
強

化
　

・
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　

・
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
ス

マ
ー

ト
市

場
の

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

の
構

築
　

・
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

1
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ

52



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

担
い
手
の
確
保
・育
成

１
　

魅
力

あ
る

職
場

づ
く

り
の

支
援

（
再

掲
）

（
１

）
法

人
化

に
向

け
た

支
援

➀
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

・
定

置
網

漁
業

）
　

・
事

業
戦

略
に

基
づ

き
、

採
算

性
の

低
い

時
期

の
操

業
見

直
し

（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

）
や

ブ
ラ

ン
ド

化
（
定

置
網

）
に

よ
る

利
益

向
上

、
乗

組
員

の
確

保
に

向
け

た
就

業
フ

ェ
ア

へ
の

参
加

に
よ

る
持

続
性

の
向

上
に

向
け

た
取

り
組

み
等

に
繋

が
っ

た

１
　

魅
力

あ
る

職
場

づ
く

り
の

支
援

（
再

掲
）

（
１

）
法

人
化

に
向

け
た

支
援

➀
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

・
定

置
網

漁
業

）
　

・
漁

業
経

営
体

の
経

営
安

定
・
継

続
に

向
け

た
支

援
が

必
要

１
　

魅
力

あ
る

職
場

づ
く

り
の

支
援

（
再

掲
）

（
１

）
法

人
化

に
向

け
た

支
援

➀
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

・
定

置
網

漁
業

）
　

・
企

業
的

な
漁

業
経

営
の

推
進

（
法

人
化

等
に

よ
る

労
働

環
境

の
改

善
等

）
【
R

6
～

】
　

・
各

経
営

体
に

対
す

る
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

【
R

6
～

R
7
】

　
・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

を
活

用
し

た
漁

業
経

営
の

サ
ポ

ー
ト

を
継

続
【
R

6
～

】
　

・
漁

協
営

漁
指

導
員

や
県

普
及

指
導

員
に

よ
る

伴
走

支
援

【
R

6
～

】

（
再

掲
）

（
２

）
労

働
環

境
等

の
改

善
に

向
け

た
専

門
家

の
派

遣
等

の
支

援
　

・
定

置
網

漁
業

者
と

の
意

見
交

換
会

で
労

働
局

に
よ

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
講

習
を

実
施

（
R

5
.9

）
　

・
新

規
就

業
者

向
け

座
学

研
修

で
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
講

習
を

実
施

（
R

5
：
1
回

→
R

6
:1

回
）

　
・
定

置
網

事
業

者
が

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

研
修

を
実

施
（
R

6
：
2
件

、
労

働
局

・
ソ

ー
レ

か
ら

講
師

派
遣

）
）

（
再

掲
）

（
２

）
労

働
環

境
等

の
改

善
に

向
け

た
専

門
家

の
派

遣
等

の
支

援
　

・
雇

用
条

件
や

労
働

環
境

の
改

善
を

図
っ

て
い

る
経

営
体

は
一

部
に

と
ど

ま
っ

て
お

り
、

経
営

者
の

意
識

改
革

が
必

要
　

・
若

者
や

女
性

、
障

が
い

者
等

の
多

様
な

人
材

が
参

入
・
定

着
す

る
に

は
労

働
環

境
等

の
改

善
が

必
要

（
再

掲
）

（
２

）
労

働
環

境
等

の
改

善
に

向
け

た
専

門
家

の
派

遣
等

の
支

援
　

・
労

働
局

や
男

女
共

同
参

画
セ

ン
タ

ー
、

水
産

庁
等

の
専

門
家

（
社

会
保

険
労

務
士

）
派

遣
制

度
の

活
用

に
よ

り
、

経
営

者
や

従
業

員
の

意
識

改
革

を
進

め
、

雇
用

条
件

や
労

働
環

境
の

改
善

を
促

す
【
R

6
～

R
9
】

　
・
労

働
環

境
等

の
改

善
や

若
者

の
受

け
入

れ
に

積
極

的
な

経
営

体
を

、
優

良
事

例
と

し
て

県
H

P
等

で
情

報
発

信
し

横
展

開
を

図
る

【
R

6
～

R
9
】

　
・
雇

用
型

漁
業

支
援

制
度

の
利

用
要

件
に

、
労

働
環

境
改

善
に

関
す

る
講

習
会

受
講

を
加

え
、

雇
用

型
漁

業
に

お
け

る
意

識
改

革
、

就
業

者
の

定
着

率
向

上
を

図
る

【
R

6
～

R
9
】

（
再

掲
）

＜
研

修
の

実
施

事
業

者
＞

1
件

(R
5
)

↓ 4
件

(R
9
)

3

事
業

戦
略

策
定

経
営

体
に

お
け

る
各

年
の

営
業

利
益

の
目

標
達

成
率

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
事

業
戦

略
策

定
経

営
体

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
（
随

時
）

6
3
%

（
R

4
）

7
3
%

（
R

5
）

1
0
0
%

（
R

9
）

１
　

魅
力

あ
る

職
場

づ
く

り
の

支
援

（
再

掲
）

（
１

）
法

人
化

に
向

け
た

支
援

➀
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

・
定

置
網

漁
業

）
　

・
事

業
戦

略
に

基
づ

き
、

採
算

性
の

低
い

時
期

の
操

業
見

直
し

（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

）
や

ブ
ラ

ン
ド

化
（
定

置
網

）
に

よ
る

利
益

向
上

、
乗

組
員

の
確

保
に

向
け

た
就

業
フ

ェ
ア

へ
の

参
加

に
よ

る
持

続
性

の
向

上
に

向
け

た
取

り
組

み
等

に
繋

が
っ

た

１
　

魅
力

あ
る

職
場

づ
く

り
の

支
援

（
再

掲
）

（
１

）
法

人
化

に
向

け
た

支
援

➀
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

・
定

置
網

漁
業

）
　

・
漁

業
経

営
体

の
経

営
安

定
・
継

続
に

向
け

た
支

援
が

必
要

１
　

魅
力

あ
る

職
場

づ
く

り
の

支
援

（
再

掲
）

（
１

）
法

人
化

に
向

け
た

支
援

➀
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

に
よ

る
経

営
力

の
向

上
（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

・
定

置
網

漁
業

）
　

・
企

業
的

な
漁

業
経

営
の

推
進

（
法

人
化

等
に

よ
る

労
働

環
境

の
改

善
等

）
【
R

6
～

】
　

・
各

経
営

体
に

対
す

る
事

業
戦

略
の

実
践

支
援

【
R

6
～

R
7
】

　
・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

を
活

用
し

た
漁

業
経

営
の

サ
ポ

ー
ト

を
継

続
【
R

6
～

】
　

・
漁

協
営

漁
指

導
員

や
県

普
及

指
導

員
に

よ
る

伴
走

支
援

【
R

6
～

】

2

法
人

経
営

体
数

（
定

置
網

漁
業

）
（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
漁

業
者

へ
法

人
化

の
状

況
を

聞
き

取
り

9
法

人
（
R

5
.9

）
9
法

人
（
R

6
）

1
2
法

人
（
R

9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

水
産
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

担
い
手
の
確
保
・育
成

（
２

）
若

者
、

女
性

等
の

多
様

な
人

材
が

参
入

・
定

着
し

や
す

い
環

境
整

備
（
再

掲
）

➀
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援 　

・
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
・
設

備
の

導
入

を
支

援
　

R
3
：
養

殖
業

デ
ジ

タ
ル

化
促

進
事

業
（
県

）
　

　
　

（
1
4
件

）
　

R
4
：
水

産
業

ス
マ

ー
ト

化
推

進
事

業
（
国

）
　

　
　

　
（
１

件
（
３

事
業

者
）
）

　
R

5
：
燃

油
等

高
騰

緊
急

対
策

設
備

投
資

支
援

事
業

（
県

）
　

　
　

（
1
3
件

）
　

R
6
：
燃

油
等

高
騰

緊
急

対
策

設
備

投
資

支
援

事
業

（
県

）
　

　
　

(1
5
件

）

（
２

）
若

者
、

女
性

等
の

多
様

な
人

材
が

参
入

・
定

着
し

や
す

い
環

境
整

備
（
再

掲
）

➀
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

　
・
省

力
化

に
繋

が
る

デ
ジ

タ
ル

機
器

導
入

等
に

よ
る

労
働

環
境

改
善

の
横

展
開

が
必

要

（
２

）
若

者
、

女
性

等
の

多
様

な
人

材
が

参
入

・
定

着
し

や
す

い
環

境
整

備
（
再

掲
）

➀
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

　
・
県

や
国

の
補

助
事

業
を

活
用

し
、

引
き

続
き

省
力

化
に

繋
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
・
設

備
の

導
入

を
支

援
し

、
作

業
の

効
率

化
や

負
担

軽
減

等
の

労
働

環
境

改
善

を
図

る
【
R

6
～

R
9
】

　
・
養

殖
経

営
体

に
お

い
て

デ
ジ

タ
ル

機
器

等
（
養

殖
管

理
シ

ス
テ

ム
、

水
質

監
視

シ
ス

テ
ム

、
魚

体
重

推
定

カ
メ

ラ
等

）
を

総
合

的
に

整
備

し
、

働
き

や
す

い
雇

用
型

漁
業

へ
の

転
換

を
推

進
【
R

7
】

　
・
物

価
高

騰
対

策
と

併
せ

て
行

う
漁

業
の

構
造

転
換

に
関

す
る

機
器

整
備

に
つ

い
て

は
、

重
点

支
援

地
方

交
付

金
を

活
用

【
R

7
】

（
再

掲
）

＜
総

合
的

な
デ

ジ
タ

ル
化

等
を

実
施

す
る

事
業

者
数

＞
－ ↓ 3
件

(R
9
)

（
再

掲
）

②
漁

船
・
漁

具
等

の
設

備
投

資
へ

の
支

援
　

・
国

の
リ

ー
ス

事
業

等
（
漁

船
導

入
支

援
事

業
（
旧

リ
ー

ス
事

業
）
・
水

産
業

成
長

産
業

化
沿

岸
地

域
創

出
事

業
（
新

リ
ー

ス
事

業
）
）
を

活
用

し
た

リ
ー

ス
漁

船
の

取
得

を
支

援
　

　
旧

リ
ー

ス
：
R

４
：
5
件

→
R

5
：
2
件

→
R

6
：
3
件

　
　

新
リ

ー
ス

：
R

４
：
1
件

→
R

5
：
2
件

→
R

6
：
2
件

（
再

掲
）

②
漁

船
・
漁

具
等

の
設

備
投

資
へ

の
支

援
　

・
造

船
所

の
減

少
や

資
材

の
調

達
難

等
に

よ
り

事
業

完
了

が
遅

れ
る

懸
念

が
高

ま
っ

て
い

る
。

　
・
近

年
の

主
要

魚
種

の
不

漁
等

に
よ

り
、

事
業

活
用

者
の

K
P

I未
達

の
割

合
が

増
加

（
再

掲
）

②
漁

船
・
漁

具
等

の
設

備
投

資
へ

の
支

援
　

・
事

業
完

了
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

場
合

は
、

漁
船

の
レ

ン
タ

ル
を

提
案

し
、

漁
船

の
整

備
・
取

得
ま

で
の

操
業

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
・
リ

ー
ス

事
業

体
で

あ
る

（
一

社
）
高

知
県

漁
業

就
業

支
援

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

、
事

業
活

用
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
・
独

立
自

営
型

漁
業

へ
の

就
業

は
低

迷
が

続
い

て
お

り
、

両
事

業
の

新
規

漁
業

就
業

者
へ

の
拡

充
支

援
を

継
続

【
R

7
～

R
9
】

　
・
（
再

掲
）
自

営
型

漁
業

へ
の

就
業

希
望

者
の

不
安

を
払

拭
す

る
た

め
、

自
営

型
漁

業
者

の
経

営
の

安
定

化
に

必
要

な
マ

ル
チ

漁
業

化
へ

の
支

援
　

　
（
新

規
漁

労
技

術
習

得
研

修
の

受
講

要
件

の
緩

和
と

受
講

者
へ

の
機

器
整

備
）
を

実
施

【
R

7
～

R
9
】

（
再

掲
）

＜
独

立
自

営
型

の
う

ち
釣

漁
業

へ
の

就
業

者
数

＞
4
名

(R
5
)

↓ ６
名

(R
9
)

（
再

掲
）

③
若

者
、

女
性

が
働

き
や

す
い

労
働

環
境

の
整

備 　
・
高

知
県

定
置

漁
協

と
の

意
見

交
換

会
や

漁
業

指
導

所
を

通
じ

、
1
8
漁

協
及

び
1
6
水

産
事

業
者

に
活

用
可

能
な

補
助

金
や

対
応

窓
口

を
周

知
（
R

6
.6

）
　

・
漁

協
（
支

所
）
1
件

が
、

ト
イ

レ
・
更

衣
室

を
改

修
（
R

6
）

（
再

掲
）

③
若

者
、

女
性

が
働

き
や

す
い

労
働

環
境

の
整

備
　

・
若

者
、

女
性

が
働

き
や

す
い

快
適

な
労

働
環

境
に

向
け

、
ト

イ
レ

や
更

衣
室

等
の

整
備

が
必

要

（
再

掲
）

③
若

者
、

女
性

が
働

き
や

す
い

労
働

環
境

の
整

備
　

・
ト

イ
レ

や
更

衣
室

等
の

整
備

を
支

援
し

、
若

者
や

女
性

等
の

参
入

促
進

・
定

着
を

図
る

【
R

6
】

　
・
若

者
・
女

性
の

雇
用

定
着

に
向

け
た

事
業

者
の

施
設

（
更

衣
室

、
シ

ャ
ワ

ー
室

等
）
整

備
の

働
き

か
け

【
R

7
～

R
9
】

（
再

掲
）

（
３

）
高

知
マ

リ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

に
よ

る
操

業
の

効
率

化
　

・
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「
N

A
B

R
A

S
」
の

運
用

と
機

能
強

化
　

・
リ

ス
ク

対
策

に
つ

な
が

る
予

測
手

法
の

開
発

（
二

枚
潮

、
急

潮
、

赤
潮

）
　

・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
機

能
強

化
　

・
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　

・
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
ス

マ
ー

ト
市

場
の

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

の
構

築
　

・
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

（
再

掲
）

（
３

）
高

知
マ

リ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

に
よ

る
操

業
の

効
率

化
　

・
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「
N

A
B

R
A

S
」
の

運
用

と
機

能
強

化
　

・
リ

ス
ク

対
策

に
つ

な
が

る
予

測
手

法
の

開
発

（
二

枚
潮

、
急

潮
、

赤
潮

）
　

・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
機

能
強

化
　

・
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　

・
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
ス

マ
ー

ト
市

場
の

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

の
構

築
　

・
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

（
再

掲
）

（
３

）
高

知
マ

リ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

に
よ

る
操

業
の

効
率

化
　

・
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「
N

A
B

R
A

S
」
の

運
用

と
機

能
強

化
　

・
リ

ス
ク

対
策

に
つ

な
が

る
予

測
手

法
の

開
発

（
二

枚
潮

、
急

潮
、

赤
潮

）
　

・
利

益
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

の
機

能
強

化
　

・
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　

・
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　
・
ス

マ
ー

ト
市

場
の

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

の
構

築
　

・
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

導
入

支
援

3
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
前

ペ
ー

ジ
と

同
じ

前
ペ

ー
ジ

と
同

じ
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　 （
１

）
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「N

AB
R

AS
」の

運
用

と機
能

向
上

　　
①

漁
業

者
の

ニ
ー

ズ
に

基
づ

く掲
載

情
報

の
拡

充
　　

　（
宿

毛
湾

中
・底

層
の

水
温

・潮
流

予
測

、赤
潮

情
報

の
マ

ップ
化

）
   

 ②
NA

BR
AS

の
利

用
促

進
に

向
け

た
漁

業
者

へ
の

周
知

活
動

の
強

化
　　

 【
KP

I：
N

AB
R

AS
利

用
漁

業
者

数
 5

60
人

】

（
２

）
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　　

①
メジ

カ漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
構

築
（

R8
～

NA
BR

AS
で

発
信

開
始

）
   

 ②
漁

業
者

の
参

加
を

得
た

新
た

な
デ

ー
タの

取
得

手
法

（
タブ

レ
ット

、ア
プ

リの
導

入
）

の
検

証

（
３

）
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　　
①

黒
潮

牧
場

12
号

で
の

海
上

ブ
ロー

ドバ
ン

ドを
用

い
た

デ
ー

タ通
信

試
験

を
実

施

（
４

）
省

力
化

・デ
ジ

タ
ル

化
に

よ
る

雇
用

型
漁

業
の

構
造

転
換

　　
①

養
殖

経
営

体
に

お
い

て
、デ

ジ
タル

機
器

（
養

殖
管

理
シ

ス
テ

ム
、水

質
監

視
シ

ス
テ

ム
、魚

体
重

推
定

　　
　 

カメ
ラ等

）
を

総
合

的
に

整
備

し、
働

き
や

す
い

雇
用

型
漁

業
に

転
換

　　

（
１

）
市

場
の

ス
マ

ー
ト

化
の

着
実

な
推

進
　　

①
漁

協
の

市
場

ス
マ

ー
ト

化
を

支
援

す
る

補
助

金
の

創
設

　　
　　

土
佐

清
水

地
域

を
モ

デ
ル

ケ
ー

ス
とし

て
構

築
して

い
る

市
場

の
ス

マ
ー

ト化
を

、県
全

域
に

横
展

開
す

る
た

め
、

　　
　漁

協
が

行
うス

マ
ー

ト化
の

取
り組

み
を

支
援

　　
②

現
地

指
導

員
の

配
置

　　
　　

県
版

地
域

お
こし

協
力

隊
制

度
を

活
用

し、
モ

デ
ル

ケ
ー

ス
の

確
実

な
構

築
を

図
る

た
め

、漁
協

職
員

の
　　

　伴
走

支
援

を
行

う現
地

指
導

員
を

配
置

　　
 【

KP
I：

市
場

の
ス

マ
ー

ト
化

が
完

了
し

た
地

域
 １

地
域

】

高
知

マ
リン

イ
ノベ

ー
シ

ョン
の

推
進

（
１

）
情

報
発

信
シ

ス
テ

ム
「N

AB
R

AS
」の

運
用

と機
能

強
化

　①
利

用
促

進
に

向
け

た
漁

業
者

へ
の

働
き

か
け

とニ
ー

ズ
把

握
　②

閲
覧

者
の

属
性

等
を

把
握

す
る

た
め

の
ア

ン
ケ

ー
ト機

能
実

装
　⇒

NA
BR

AS
利

用
漁

業
者

数
48

4人
（

R6
目

標
値

）
　　

→
30

1人
(R

7.
2~

3実
施

ア
ン

ケ
ー

ト)
　

  ⇒
NA

BR
AS

の
さら

な
る

普
及

と機
能

強
化

（
２

）
メ

ジ
カ

漁
場

予
測

シ
ス

テ
ム

の
開

発
　①

メジ
カ漁

場
予

測
シ

ス
テ

ム
の

基
本

設
計

を
実

施
　　

⇒
12

月
末

完
成

　②
メジ

カ漁
獲

デ
ー

タの
取

得
（

通
年

）
　　

⇒
3隻

、計
84

回
（

R6
）

　　
⇒

予
測

精
度

向
上

に
向

け
て

、よ
り多

くの
デ

ー
タ（

漁
場

位
置

、
　　

　 
漁

獲
量

）
の

取
得

が
必

要

（
３

）
黒

潮
牧

場
の

高
機

能
化

　①
海

上
ブ

ロー
ドバ

ン
ドに

よ
る

通
信

試
験

を
実

施
（

７
月

）
　　

⇒
黒

牧
ブ

イか
ら長

期
間

、安
定

的
な

デ
ー

タ送
信

が
可

能
か

検
証

　　
　が

必
要

　　
（

４
）

ス
マ

ー
ト

市
場

の
モ

デ
ル

ケ
ー

ス
の

構
築

　【
清

水
地

域
】

　　
①

自
動

計
量

シ
ス

テ
ム

：
3漁

港
で

現
場

実
装

が
完

了
　　

②
メジ

カ電
子

入
札

：
清

水
、窪

津
で

運
用

開
始

　【
中

芸
地

域
】

　　
①

安
田

市
場

で
自

動
計

量
シ

ス
テ

ム
の

活
用

を
開

始
　

　⇒
漁

協
職

員
や

買
受

人
等

の
市

場
関

係
者

に
対

す
る

さら
な

る
意

識
の

　　
 醸

成
や

サ
ポ

ー
トが

必
要

現
状

・課
題

 　K P I 検 証

Ｒ
4

Ｒ
5

Ｒ
6

目
　標

92
億

円
93

億
円

88
億

円

実
　績

73
.3

億
円

87
.6

億
円

74
億

円

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

鮮
魚

の
県

内
市

場
取

扱
額

　デ
ジ

タル
技

術
の

活
用

に
よ

る
操

業
の

効
率

化
や

産
地

市
場

の
ス

マ
ー

ト化
に

よ
り、

コス
ト削

減
、省

力
化

に
つ

な
げ

、環
境

や
社

会
の

変
化

に
強

い
持

続
的

な
漁

業
生

産
体

制
に

転
換

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

　　
　　

　　
　鮮

魚
の

県
内

市
場

取
扱

額
　

　　
　　

　　
　　

出
発

点
(R

4)
 7

3億
円

 ⇒
 現

状
(R

6)
 7

4億
円

 ⇒
 R

7 
88

億
円

 ⇒
 4

年
後

(R
9)

 8
8億

円
目

標
値

拡

拡 ２
　産

地
市

場
の

デ
ジ

タ
ル

化
を

推
進

し、
業

務
が

効
率

化
さ

れ
た

市
場

へ
の

転
換

を
図

る

１
　操

業
の

効
率

化
を

推
進

し、
持

続
的

な
漁

業
へ

の
転

換
を

図
る

新拡 新

＜
水

01
＞

55



養
殖

業
の

振
興

(１
) 

漁
場

の
確

保
 ①

既
存

漁
場

に
は

現
状

活
用

可
能

な
空

き
が

な
い

　　
⇒

養
殖

生
産

の
増

産
に

は
新

た
な

漁
場

の
確

保
・陸

上
　　

 　
養

殖
の

推
進

が
必

要
(２

) 
ブ

リ人
工

種
苗

の
普

及
 ①

ブリ
養

殖
は

種
苗

の
多

くを
天

然
に

依
存

して
い

る
こと

　　
か

ら生
産

が
不

安
定

 ②
海

外
で

は
、ト

レ
ー

サ
ビリ

テ
ィー

、S
D

Gs
の

観
点

か
ら

　　
人

工
種

苗
に

よる
養

殖
魚

の
ニ

ー
ズ

が
高

い
 ③

人
工

種
苗

の
導

入
を

支
援

（
2業

者
等

　R
4～

5）
　　

⇒
養

殖
ブ

リの
安

定
生

産
に

は
人

工
種

苗
の

普
及

が
必

要
(３

) 
生

産
コス

ト
の

削
減

 ①
近

年
、餌

の
価

格
等

が
高

騰
して

お
り、

コス
トが

増
加

 ②
効

率
的

な
給

餌
頻

度
の

検
討

(H
23

～
26

)及
び

　　
餌

止
め

効
果

の
検

証
・普

及
(H

25
～

26
、R

2～
6)

　　
を

実
施

　　
⇒

投
餌

量
削

減
技

術
の

更
な

る
開

発
・検

証
・普

及
が

　　
　 

必
要

 ③
養

殖
現

場
へ

の
デ

ジ
タル

機
器

導
入

を
支

援
し(

R3
～

　　
6)

、1
7業

者
が

機
器

を導
入

　　
⇒

デ
ジ

タル
機

器
の

更
な

る
普

及
が

必
要

(４
) 

リス
ク

対
策

（
赤

潮
）

 ①
浦

ノ内
湾

で
赤

潮
予

測
情

報
の

提
供

を
開

始
(R

4)
　　

⇒
野

見
湾

・宿
毛

湾
で

の
予

測
情

報
の

提
供

が
必

要
　　

⇒
浦

ノ内
湾

で
の

予
測

精
度

の
向

上
が

必
要

(５
) 

担
い

手
対

策
（

再
掲

）

現
状

・課
題

H3
0(

出
発

点
)

R5

目
　標

21
,0

80
ﾄﾝ

実
　績

19
,8

00
ﾄﾝ

20
,8

35
ﾄﾝ

（
１

-１
）

新
た

な
養

殖
漁

場
の

整
備

、規
模

拡
大

・新
規

参
入

業
者

の
誘

致
　　

①
規

模
拡

大
・新

規
参

入
の

意
向

が
あ

る
事

業
者

へ
の

誘
致

活
動

　　
②

規
模

拡
大

・新
規

参
入

企
業

等
の

誘
致

に
向

け
た

さら
な

る
支

援
の

拡
充

　　
   

【K
PI

：
規

模
拡

大
・新

規
参

入
事

業
者

の
誘

致
 1

事
業

者
】

（
１

-２
）

陸
上

養
殖

の
推

進
　　

①
陸

上
養

殖
を

開
始

す
る

た
め

に
必

要
な

条
件

等
の

調
査

（
R6

～
）

　　
②

陸
上

養
殖

適
地

調
査

の
実

施
（

ボ
ー

リン
グ

調
査

に
よ

り水
質

・水
温

・
　　

　 
水

量
デ

ー
タを

収
集

）
　　

③
調

査
結

果
を

活
用

した
県

内
外

の
水

産
関

連
企

業
等

の
誘

致
（

２
）

ブ
リ人

工
種

苗
の

普
及

　　
①

R5
に

県
内

養
殖

業
者

が
導

入
した

人
工

種
苗

の
飼

育
デ

ー
タの

収
集

・分
析

　　
②

人
工

種
苗

の
普

及
に

向
け

た
県

内
事

業
者

向
け

説
明

会
の

開
催

（
３

）
所

得
の

向
上

を
目

指
した

生
産

コス
トの

削
減

　　
①

補
償

成
長

を
活

用
した

、よ
り効

果
的

か
つ

安
全

な
投

餌
量

削
減

技
術

の
開

発
・検

証
・普

及
　　

②
補

償
成

長
と魚

粉
代

替
飼

料
の

活
用

を
強

み
に

変
え

た
販

売
・輸

出
戦

略
の

推
進

　　
③

デ
ジ

タル
機

器
（

養
殖

管
理

シ
ス

テ
ム

、水
質

監
視

シ
ス

テ
ム

、魚
体

重
推

定
カメ

ラ等
）

を
　

　　
　 

総
合

的
に

整
備

し、
働

き
や

す
い

雇
用

型
漁

業
に

転
換

（
再

掲
）

　　
　　

　【
KP

I：
総

合
的

な
デ

ジ
タ

ル
化

等
を

実
施

す
る

事
業

者
数

 3
件

】
　　

④
養

殖
現

場
で

の
省

力
化

に
つ

な
が

る
デ

ジ
タル

機
器

の
導

入
支

援
　　

（
４

）
リス

ク
対

策
　　

①
赤

潮
発

生
予

測
技

術
の

確
立

・高
度

化
（

マ
リン

イノ
ベ

ー
シ

ョン
の

取
組

）
（

５
）

担
い

手
対

策
（

再
掲

）
　　

①
新

規
就

業
者

の
育

成
・確

保
　　

②
多

様
な

人
材

が
参

入
しや

す
い

環
境

整
備

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

①
養

殖
生

産
量

（
ﾌﾞ

ﾘ、
ｶﾝ

ﾊﾟ
ﾁ、

ﾏﾀ
ﾞｲ

、ｸ
ﾛﾏ

ｸﾞ
ﾛ）

　①
養

殖
業

が
抱

え
る

課
題

（
漁

場
・人

工
種

苗
・コ

ス
ト・

担
い

手
・販

売
）

に
対

して
パ

ッケ
ー

ジ
で

支
援

を
   

  行
うこ

とで
、養

殖
生

産
量

を
増

加

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

　　
　　

　　
　　

養
殖

生
産

量
(ブ

リ、
カ

ン
パ

チ
、マ

ダ
イ

、ク
ロ

マ
グ

ロ
)　

　　
　　

　　
　　

　　
   

出
発

点
(R

4)
13

,7
03

ﾄﾝ
 ⇒

 現
状

(R
5)

 2
0,

83
5ﾄ

ﾝ 
⇒

 R
7 

19
,6

50
ﾄﾝ

 ⇒
 4

年
後

(R
9)

23
,0

00
ﾄﾝ

目
標

値

 　K P I 検 証

新

出
典

：
水

産
白

書

拡

拡

新拡

＜
水

02
＞
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（
１

）
国

内
へ

の
拡

大
　　

①
取

引
額

の
さら

な
る

増
加

に
向

け
て

チ
ェー

ン
店

との
マ

ッチ
ン

グ
の

強
化

　　
②

商
談

の
成

約
率

向
上

、取
引

拡
大

を
目

指
した

営
業

力
強

化
研

修
の

実
施

　　
③

消
費

地
市

場
関

係
者

と県
内

産
地

買
受

人
等

の
意

見
交

換
会

の
実

施
に

よ
る

関
係

強
化

（
２

）
輸

出
の

拡
大

　　
①

「高
知

県
水

産
物

輸
出

促
進

協
議

会
」に

よ
る

国
際

見
本

市
へ

の
出

展
等

を
支

援
　　

②
水

産
物

輸
出

促
進

コー
デ

ィネ
ー

ター
に

よ
る

県
内

事
業

者
の

商
品

開
発

や
販

路
開

拓
の

支
援

　　
③

卸
売

市
場

関
係

者
等

と連
携

した
新

た
な

販
路

の
開

拓
　　

④
東

南
ア

ジ
ア

の
百

貨
店

等
で

店
舗

展
開

す
る

国
内

企
業

と連
携

した
輸

出
拡

大
　　

　・
海

外
の

小
売

店
舗

で
の

高
知

フェ
ア

の
開

催
等

を
通

じて
輸

出
を

拡
大

　　
⑤

県
内

事
業

者
の

商
社

化
を

推
進

し、
農

産
物

を
含

む
AL

L高
知

で
の

輸
出

を拡
大

　　
　・

小
規

模
事

業
者

の
商

品
を

とり
ま

とめ
た

商
談

機
会

を創
出

し、
コン

テ
ナ

出
荷

を
推

進
　　

　
　　 　　　　 　　

　　

県
産

水
産

物
の

外
商

拡
大

（
１

）
国

内
へ

の
拡

大
　　

①
「応

援
の

店
」と

の
取

引
額

は
、コ

ロナ
の

影
響

に
よ

り
　 

　　
大

幅
に

減
少

した
が

、飲
食

店
等

の
需

要
回

復
等

に
　　

　 
よ

り、
コロ

ナ
前

の
水

準
近

くま
で

回
復

。加
え

て
県

内
　　

　 
の

加
工

施
設

の
整

備
が

進
み

大
量

注
文

へ
の

対
応

が
　　

　 
可

能
とな

った
こと

で
大

口
の

取
引

が
増

加
　　

②
大

阪
中

央
卸

売
業

者
と連

携
した

フェ
ア開

催
等

、
　 

　　
販

売
促

進
活

動
に

よ
り量

販
店

、飲
食

店
との

取
　　

 　
引

額
が

増
加

　＜
課

題
＞

　　
○

さら
な

る
取

引
拡

大
に

向
け

、販
路

の
開

拓
が

必
要

　　
○

オ
ン

ライ
ン

に
よ

る
効

率
的

な
商

談
の

開
催

　　
○

これ
ま

で
培

った
関

係
性

の
更

な
る

強
化

（
２

）
輸

出
の

拡
大

　 
①

「高
知

県
水

産
物

輸
出

促
進

協
議

会
」に

よ
る

国
内

　　
　外

の
国

際
見

本
市

等
へ

の
出

展
　 

②
国

内
外

に
ネ

ット
ワ

ー
クを

持
つ

「水
産

物
輸

出
促

進
　　

　コ
ー

デ
ィネ

ー
ター

」を
配

置
、県

内
事

業
者

の
商

品
開

　　
　発

や
販

路
拡

大
を

支
援

　 
③

卸
売

市
場

関
係

者
等

の
輸

出
ル

ー
トを

活
用

した
販

路
　　

　拡
大

　＜
課

題
＞

　 
○

中
国

に
よ

る
日

本
産

水
産

物
の

輸
入

が
停

止
（

R5
）

　 
○

東
南

ア
ジ

ア
等

、経
済

成
長

が
著

しい
国

へ
の

販
路

　　
　開

拓
が

必
要

　 
○

輸
出

国
の

ニー
ズ

に
応

じた
安

定
的

な
商

流
・物

流
の

　　
　構

築
　 

○
県

内
で

輸
出

に
取

り組
む

事
業

者
の

裾
野

の
拡

大

　

現
状

・課
題

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　 

   
   

　　
　　

　　
 

   
   

   
   

   
   

   
   

 
目

標
値

【台
湾

】
 F

O
O

D
 T

AI
PE

I出
展

 賞
味

会
in

台
湾

【中
国

】
・C

hi
na

 F
is

he
rie

s 
an

d 
Se

af
oo

d 
Ex

po
出

展
【香

港
】

・輸
出

ル
ー

トの
開

拓

【シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

】S
EA

FO
O

D
 E

XP
O

 A
SI

A出
展

　　
　　

   
   

   
賞

味
会

in
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
　　

　　
　　

　　
　高

知
フェ

ア

【ベ
トナ

ム
】V

IE
TF

IS
H

出
展

   
   

 【
タイ

】T
H

AI
FE

X出
展

　　
　　

　　
 賞

味
会

in
ベ

トナ
ム

   
   

   
   

 賞
味

会
in

タイ
　　

　　
　　

　高
知

フェ
ア

　　
　　

　　
　　

　　
　高

知
フェ

ア
　　

　　
　　

　　
　　

　
【フ

ィリ
ピン

】M
AF

BE
X出

展
新

【イ
ン

ド】
賞

味
会

in
イン

ド
新

【国
内

】F
O

O
D

EX
　J

AP
AN

／
東

京

＜
水

03
＞

◆
「応

援
の

店
」へ

の
県

内
事

業
者

の
出

荷
額

  
  出

発
点

(R
4)

 2
.8

億
円

 ⇒
 現

状
(R

6)
 5

.5
億

円
 ⇒

 R
7 

5.
3億

円
 ⇒

 ４
年

後
(R

9)
 5

.7
億

円

（
１

）
応

援
の

店
や

卸
売

市
場

関
係

者
等

との
ネ

ット
ワ

ー
クを

活
用

し、
国

内
外

商
の

拡
大

・強
化

　
（

２
）

水
産

物
輸

出
促

進
コー

デ
ィネ

ー
ター

や
卸

売
市

場
関

係
者

等
の

ネ
ット

ワ
ー

クを
活

用
し、

　　
　　

 新
た

な
販

路
の

開
拓

や
拡

大
に

取
り組

む
こと

で
、県

産
水

産
物

の
輸

出
額

が
増

加

◆
水

産
物

の
輸

出
額

　 
 

  出
発

点
(R

4)
 2

.7
億

円
 ⇒

 現
状

(R
5)

 5
.2

億
円

 ⇒
 R

7 
15

.8
億

円
 ⇒

 4
年

後
(R

9)
 1
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Ⅰ　専門分野の成長戦略
商工業分野

商工業分野の取り組みの概要
①　産業振興計画のこれまでの取り組みによる成果と課題
　商工業分野では「製造品出荷額等」を代表する指標とし、令和６年には6,740億円以上を達
成する目標を掲げ、企業支援などの取り組みを進めてきました。その結果、直近の令和４年は、
産業振興計画の取り組みを開始して以降最高となる6,473億円を記録し、着実に成果が現れて
います。
　地産の強化では、事業戦略の策定・実行支援や、付加価値の高い製品・技術の開発支援に取
り組むとともに、防災関連産業や紙産業など、本県の強みを生かした産業振興の取り組みを展
開してきました。企業誘致では、IT・コンテンツ企業を含む事務系企業を中心とした新設や既
立地企業の増設、それに伴う新規雇用が着実に増加しています。
　外商の強化では、産業振興センターの外商支援体制と活動の強化を図ることで、支援企業の
県外売上高は順調に推移するなど成果が現れています。　
　商業の強化では、地域の事業者の経営基盤強化に向けた経営計画の策定・実行を支援してき
ました。
　成長を支える取り組みの強化では、県内企業のデジタル化への支援やデジタル化を推進する
人材の育成を進めてきました。また、喫緊の課題である事業承継の推進に取り組みました。
　一方で、直面する人口減少問題や企業の人手不足への対応が急務となっています。今後は、
デジタル技術も活用しながら、省力化や高付加価値化による「生産性の向上」の取り組みと、
多様な働き方導入やワークライフバランスの推進強化といった「働き方改革の推進」の取り組
みを一層強化し、これらを両輪で進めていく必要があります。　

②　第５期計画ver.２の取り組み
　 第５期計画では、「人口減少下でも持続的に成長していく商工業の実現」を目指し、令和９
年度に製造業の１人当たり付加価値額986万円以上、製造品出荷額等7,150億円以上の達成に向
けて、以下の５つを柱にして取り組みを進めていきます。
柱１　ものづくり企業の経営基盤の強化と企業誘致の推進
　事業者の事業戦略の実行支援に取り組むとともに、付加価値の高い製品開発への支援を強化
します。加えて、新たな産業団地の新規開発に着手するとともに、高知県企業誘致戦略に基づ
き、市町村との連携強化により地域に必要な企業誘致を推進します。
柱２　外商の加速化と海外展開の促進
　タイとベトナムの現地サポートデスクを活用した短期間の海外視察の実施や、現地政府機関
とのネットワークを活用した現地商談を行い、海外市場へ挑戦する企業の裾野の拡大と販路の
拡大を目指します。また、国内では大手企業に幅広いネットワークを持つNPO法人との連携分
野の拡大などにより、さらなる外商の拡大を目指します。

柱３　商業サービスの活性化
　地域に必要とされる商業機能の維持･活性化に向けて、地域商業機能維持・活性化計画の策
定・実行支援を行います。また、中山間地域における空き店舗を活用した新規出店などを支援
するとともに、デジタル技術の活用による商店街活性化の取り組みを支援します。
柱４　デジタル技術の活用等による生産性の向上と事業構造の変革の促進
　県内企業のデジタル化を促進するため、商工団体の支援力向上や表彰制度の創設により普及
啓発を強化するとともに、継続的な取り組みに対する伴走支援の体制を拡充します。あわせて、
デジタル化を支える企業内人材の育成や中山間地域の小規模事業者を対象にした人材育成を強
化します。また、ものづくり企業の生産性向上に向けて、生産性向上推進アドバイザーによる
企業訪問や公設試験研究機関による支援を通じて、生産性向上に取り組む企業の裾野拡大を図
ります。
柱５　事業承継・人材確保の推進
　外国人材の雇用促進を図るため、雇用に係る相談窓口を設置します。また、円滑な事業承継
の推進に向け、人材の定着・確保にも繋がるよう、経営基盤強化の取り組みと連携した働き方
改革を推進します。あわせて、非正規雇用労働者の正規化の促進に取り組みます。
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活
性

化
の

取
組

の
支

援
③

　空
き

店
舗

の
活

用
に

よ
る

新
規

創
業

へ
の

支
援

④
　中

山
間

地
域

に
働

く場
を

創
出

す
る

企
業

の
誘

致
（

再
掲

）

（
２

）
地

域
商

業
の

活
性

化

（
１

）
も

の
づ

くり
企

業
の

経
営

基
盤

の
強

化
①

　事
業

戦
略

策
定

企
業

へ
の

PD
CA

の
徹

底
と実

行
支

援
②

　産
業

振
興

セ
ン

ター
、公

設
試

験
研

究
機

関
等

に
よ

る
高

付
加

価
値

な
製

品
・技

術
の

開
発

支
援

③
　現

場
ニ

ー
ズ

に
応

じた
防

災
関

連
製

品
の

開
発

促
進

④
　紙

産
業

の
振

興
に

向
け

た
高

機
能

紙
や

新
素

材
の

開
発

促
進

⑤
　円

滑
な

価
格

転
嫁

に
向

け
た

環
境

の
整

備
（

パ
ー

トナ
ー

シ
ップ

構
築

宣
言

の
登

録
促

進
等

）

柱
1　

も
の

づ
くり

企
業

の
経

営
基

盤
の

強
化

と企
業

誘
致

の
推

進
（

１
）

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

と連
携

した
販

路
拡

大
 ①

　外
商

サ
ポ

ー
ト強

化
に

よ
る

販
路

拡
大

 ②
　技

術
の

外
商

サ
ポ

ー
トに

よ
る

受
注

拡
大

 ③
　防

災
関

連
製

品
の

販
路

開
拓

 ④
  「

も
の

メッ
セ

」開
催

に
よ

る
商

談
機

会
の

創
出

柱
2　

外
商

の
加

速
化

と海
外

展
開

の
促

進

商
業

の
強

化

　①
　若

者
や

女
性

か
ら人

気
の

高
い

事
務

系
企

業
等

の
誘

致
　②

　理
系

学
生

の
就

職
を

促
進

す
る

企
業

の
誘

致
　③

　県
内

製
造

業
の

生
産

性
向

上
や

製
造

品
出

荷
額

等
の

　　
　 

増
加

に
資

す
る

企
業

の
誘

致
  ④

　中
山

間
地

域
へ

の
若

者
・女

性
が

働
く場

や
　　

　　
生

活
イン

フラ
関

連
の

企
業

の
誘

致
（

市
町

村
との

協
働

）
　⑤

　製
造

業
の

工
場

等
の

立
地

・増
設

の
促

進
　⑥

　安
全

・安
心

な
工

業
団

地
の

計
画

的
な

開
発

に
よ

る
受

け
皿

の
確

保
と早

期
分

譲
　　

　（
南

国
日

章
産

業
団

地
及

び
高

知
テ

クノ
パ

ー
クの

早
期

完
売

、
　　

　　
 　

　(
仮

称
)香

美
楠

目
産

業
団

地
の

新
規

開
発

の
着

手
）

成
長

を
支

え
る

取
り組

み
の

強
化

柱
5　

事
業

承
継

・人
材

確
保

の
推

進
柱

4　
デ

ジ
タ

ル
技

術
の

活
用

等
に

よ
る

生
産

性
の

向
上

と事
業

構
造

の
変

革
の

促
進

（
１

）
円

滑
な

事
業

承
継

の
推

進
　①

　事
業

承
継

・引
継

ぎ
支

援
セ

ン
ター

や
移

住
施

策
と連

携
した

円
滑

な
事

業
承

継
の

推
進

①
　外

国
人

材
の

受
入

・活
躍

推
進

（
　　

外
国

人
材

の
雇

用
に

係
る

相
談

窓
口

の
設

置
、高

度
外

国
人

材
の

雇
用

促
進

）
②

　産
業

界
と連

携
した

人
材

育
成

と仕
事

の
魅

力
を

訴
求

す
る

情
報

発
信

　
③

　伝
統

的
工

芸
品

産
業

等
の

人
材

育
成

（
土

佐
和

紙
総

合
戦

略
の

実
施

等
）

④
　「

も
の

メッ
セ

」開
催

に
よ

る
県

内
企

業
の

認
知

度
向

上
　　

　　
　

⑤
　都

市
部

の
副

業
・兼

業
プ

ロ人
材

との
マ

ッチ
ン

グ
の

促
進

（
再

掲
）

　　
　　

　　
　　

（
２

）
人

材
の

育
成

・確
保

の
推

進

（
３

）
働

き
方

改
革

の
推

進
 ①

　経
営

基
盤

強
化

と連
動

した
企

業
の

働
き

方
改

革
へ

の
支

援
　　

（
多

様
な

人
材

が
活

躍
で

き
る

環
境

整
備

・W
LB

推
進

認
証

企
業

の
拡

大
( 

   
男

性
育

休
推

進
部

門
の

新
設

)）
　　

　
 ②

　新
規

就
職

者
の

定
着

促
進

　　
　　

 ③
  非

正
規

雇
用

労
働

者
の

正
規

化
の

促
進

　　

（
２

）
デ

ジ
タ

ル
化

に
対

応
す

る
た

め
の

人
材

育
成

・確
保

　①
　高

知
デ

ジ
タル

カレ
ッジ

に
お

け
る

人
材

の
育

成
   

 　
(企

業
内

の
デ

ジ
タル

化
リー

ダー
の

育
成

、　
 中

山
間

地
域

の
デ

ジ
タル

デ
バ

イド
対

策
(小

規
模

事
業

者
向

け
入

門
講

座
の

開
催

))
  ②

　都
市

部
の

副
業

・兼
業

プ
ロ人

材
との

マ
ッチ

ン
グ

の
促

進
　③

　工
業

技
術

セ
ン

ター
に

よ
る

ス
マ

ー
トも

の
づ

くり
研

究
会

の
開

催

（
１

）
県

内
事

業
者

の
デ

ジ
タ

ル
技

術
導

入
に

向
け

た
支

援
①

　優
良

な
デ

ジ
タル

化
の

取
組

事
例

の
表

彰
や

入
賞

事
例

の
情

報
発

信
に

よ
る

普
及

啓
発

の
強

化
②

　商
工

団
体

、よ
ろ

ず
支

援
拠

点
（

国
）

に
よ

る
デ

ジ
タル

技
術

活
用

を
促

進
す

る
た

め
の

啓
発

活
動

の
強

化
③

　産
業

振
興

セ
ン

ター
に

よ
る

中
長

期
的

に
デ

ジ
タル

化
に

取
り組

む
た

め
の

「デ
ジ

タル
化

計
画

」の
策

定
及

び
実

行
支

援
④

　全
体

最
適

化
(D

X)
に

向
け

た
「事

業
戦

略
」「

デ
ジ

タル
化

計
画

」の
横

断
的

な
実

行
支

援
や

「D
X認

定
」の

取
得

支
援

⑤
　工

業
技

術
セ

ン
ター

に
よ

る
ロボ

ット
・A

Iな
どを

活
用

した
製

造
ライ

ン
の

ス
マ

ー
ト化

の
支

援

拡拡 拡

新

（
３

）
も

の
づ

くり
企

業
に

お
け

る
生

産
性

向
上

（
省

力
化

・高
付

加
価

値
化

）
の

推
進

①
　産

業
振

興
セ

ン
ター

、公
設

試
験

研
究

機
関

等
に

よ
る

高
付

加
価

値
な

製
品

・技
術

の
開

発
支

援
（

再
掲

）
②

　生
産

性
向

上
推

進
ア

ドバ
イザ

ー
等

に
よ

る
支

援
の

強
化

拡

（
２

）
海

外
展

開
の

促
進

①
　海

外
展

開
に

取
り組

む
企

業
の

掘
り起

こし
　　

（
海

外
ビジ

ネ
ス

交
流

会
の

開
催

、海
外

戦
略

支
援

会
議

の
開

催
、

　　
　 

も
の

づ
くり

海
外

戦
略

ア
ドバ

イザ
ー

の
企

業
訪

問
に

よ
る

掘
り起

こし
）

②
　現

地
サ

ポ
ー

トデ
ス

ク（
タイ

、ベ
トナ

ム
）

を
活

か
した

個
別

商
談

の
強

化
③

　現
地

ア
ドバ

イザ
ー

（
台

湾
、イ

ン
ド）

に
よ

る
ビジ

ネ
ス

機
会

の
創

出
　

④
　防

災
セ

ミナ
ー

を
起

点
とし

た
市

場
の

開
拓

⑤
　外

国
人

材
を

活
用

した
海

外
展

開
の

促
進

①
　大

手
企

業
に

幅
広

い
ネ

ット
ワ

ー
クを

持
つ

N
PO

法
人

との
連

携
分

野
を

拡
大

②
　工

法
分

野
の

外
商

支
援

の
さら

な
る

強
化

（
３

）
関

西
・高

知
経

済
連

携
強

化
戦

略
に

基
づ

く外
商

の
強

化

拡

拡

拡

拡 拡

拡 拡

南
国

日
章

産
業

団
地

拡

新 拡

拡

（
２

）
企

業
誘

致
戦

略
等

に
基

づ
く誘

致
の

推
進

新

新

新

新

新

拡
新

拡 拡

拡拡拡拡

⇒
企

業
誘

致
戦

略
に

よ
り推

進

新

拡

拡

60



◆
分
野
全
体
の
目
標

第
5期
計
画

各
産
業
分
野
の

取
り組
み
の
柱

戦
略
の
類
型

第
5期
計
画
　

戦
略
目
標

出
発
点

現
状
値

R7
年
度

到
達
目
標

４
年
後
（
R9
）

目
標
値

重
点
施
策

該
当

高
付

加
価

値
な

製
品

・
技

術
の

開
発

件
数

（
累

計
）

1
7
件

（
R

2
～

R
4
）

2
3
件

（
R

2
～

R
5
）

2
0
件

（
R

6
～

R
7
）

4
0
件

(R
6
～

R
9
)

事
業

戦
略

実
行

支
援

企
業

の
う

ち
前

年
比

＋
３

％
の

付
加

価
値

額
を

達
成

し
た

企
業

の
割

合
（
年

間
）

5
4
.4

%
（
R

4
）

5
5
.6

%
（
R

5
）

8
0
％

1
0
0
%

紙
産

業
の

製
造

品
出

荷
額

等
（
年

間
）

7
9
6
億

円
（
R

3
）

7
6
9
億

円
（
R

4
）

7
9
0
億

円
8
2
0
億

円

企
業

誘
致

の
推

進
に

よ
る

雇
用

者
数

（
年

間
）

7
,6

9
3
人

(R
4
)

7
,7

9
9
人

(R
5
)

8
,6

9
2
人

9
,8

5
7
人

○

　
（
企

業
誘

致
の

推
進

に
よ

る
雇

用
者

数
（
年

間
）
　

う
ち

ＩＴ
・
コ

ン
テ

ン
ツ

企
業

含
む

事
務

系
企

業
）

（
1
,5

9
5
人

（
R

4
）
）

（
1
,5

4
0
人

（
R

5
）
）

（
1
,9

9
3
人

）
（
2
,6

9
7
人

）
'○

工
業

団
地

の
新

規
開

発
件

数
（
累

計
）

2
件

(R
2
～

R
5
)

0
件

(R
6
～

R
9
)

1
件

2
件

(R
6
～

R
9
)

防
災

関
連

登
録

製
品

（
累

計
）

2
0
0
製

品
（
H

2
4
～

R
5
）

2
1
1
製

品
（
H

2
4
～

R
6
）

2
2
0
製

品
（
H

2
4
～

R
7
）

2
4
0
製

品
（
H

2
4
～

R
9
）

防
災

関
連

登
録

製
品

の
売

上
高

（
年

間
）

1
2
6
.3

億
円

（
R

4
)

1
2
4
.4

億
円

（
R

5
)

1
7
5
億

円
2
0
0
億

円

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

が
支

援
す

る
企

業
の

県
外

売
上

高
（
年

間
）

1
,0

2
7
億

円
（
R

4
)

1
,1

2
9
億

円
（
R

5
)

1
,1

2
2
億

円
1
,1

9
0
億

円
○

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

が
支

援
す

る
企

業
の

関
西

圏
で

の
売

上
高

（
年

間
）

2
3
7
億

円
（
R

4
）

2
2
2
億

円
（
R

5
）

2
5
9
億

円
2
7
4
億

円

経
営

計
画

策
定

支
援

件
数

（
年

間
）

 　
9
1
7
件

　
 （

R
4
）

9
4
6
件

（
R

5
）

8
2
9
件

8
8
6
件

商
業

集
積

地
に

お
け

る
営

業
店

舗
数

（
年

間
）

4
,6

3
2
店

舗
（
R

4
）

4
,5

5
7
店

舗
（
R

5
）

4
,6

0
0
店

舗
4
,6

0
0
店

舗
○

商
工

会
・
商

工
会

議
所

に
お

け
る

デ
ジ

タ
ル

化
に

関
す

る
指

導
・
相

談
件

数
（
年

間
）

4
7
9
件

（
R

4
）

8
0
3
件

（
R

6
）

7
2
0
件

9
6
0
件

○

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

が
支

援
す

る
デ

ジ
タ

ル
化

計
画

の
策

定
数

（
累

計
）

9
0
件

（
R

3
～

R
5
）

1
2
7
件

（
R

3
～

R
6
）

1
5
0
件

（
R

3
～

R
7
）

2
1
0
件

（
R

3
～

R
9
）

○

D
X
認

定
企

業
数

（
累

計
）

7
社

（
R

4
～

R
5
）

1
1
社

（
R

4
～

R
6
）

1
4
社

（
R

4
～

R
7
）

2
4
社

（
R

4
～

R
9
）

○

高
知

デ
ジ

タ
ル

カ
レ

ッ
ジ

に
お

け
る

人
材

育
成

者
数

9
1
人

（
R

4
)

1
3
7
人

（
R

6
)

延
べ

1
0
0
人

延
べ

4
0
0
人

（
R

6
～

R
9
)

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

及
び

公
設

試
の

支
援

に
よ

る
生

産
性

向
上

の
成

果
件

数
（
在

庫
削

減
、

生
産

量
増

加
、

作
業

時
間

短
縮

な
ど

定
量

的
な

効
果

が
あ

る
も

の
）
（
累

計
）

4
件

（
R

4
）

5
件

（
R

5
）

2
1
件

(R
6
～

R
7
)

4
4
件

（
R

6
～

R
9
）

高
知

県
事

業
承

継
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

第
三

者
承

継
の

マ
ッ

チ
ン

グ
件

数
（
年

間
）

5
1
件

（
R

4
）

5
2
件

（
R

5
）

1
0
0
件

1
0
0
件

○

県
内

で
就

労
す

る
「
技

能
実

習
」
及

び
「
特

定
技

能
」
の

外
国

人
労

働
者

数
（
年

間
）

3
,0

5
9
人

（
R

5
)

3
,7

6
2
人

（
R

6
)

3
,5

3
1
人

（
R

7
年

1
0
月

末
）

4
,0

0
0
人

以
上

○

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

推
進

延
べ

認
証

企
業

数
（
累

計
）

6
3
2
社

（
H

1
9
～

R
4
)

8
5
2
社

（
H

1
9
～

R
6
)

9
1
0
社

1
,0

5
0
社

（
H

1
9
～

R
9
)

○

働
き

方
改

革
に

取
り

組
む

企
業

（
従

業
員

5
人

以
上

）
の

割
合

（
年

間
）

5
2
.9

%
（
R

5
)

5
2
.9

%
（
R

5
)

5
9
%

6
5
%

○

商
工
業
分
野
で
掲
げ
る
目
標
一
覧

①
製

造
業

の
１

人
当

た
り

付
加

価
値

額
　

・
・
・
出

発
点

（
R

3
）
　

 8
3
4
万

円
 ⇒

現
状

（
R

4
）
　

 8
9
3
万

円
⇒

 R
7
　

 　
9
4
8
万

円
 ⇒

４
年

後
（
R

9
）
  
 9

8
6
万

円
以

上
 ⇒

 1
0
年

後
（
R

1
5
）
1
,1

1
1
万

円
以

上
②

製
造

品
出

荷
額

等
　

  
　

　
　

　
　

　
　

　
 ・

・
・
出

発
点

（
R

3
）
6
,0

1
5
億

円
 ⇒

現
状

（
R

4
）
6
,4

7
3
億

円
⇒

 R
7
 　

6
,8

8
0
億

円
 ⇒

４
年

後
（
R

9
）
7
,1

5
0
億

円
以

上
 ⇒

 1
0
年

後
（
R

1
5
）
8
,0

6
0
億

円
以

上

２
　

外
商

の
加

速
化

と
海

外
展

開
の

促
進

②
地

域
産

業
ス

ケ
ー

ル
ア

ッ
プ

型
③

グ
ロ

ー
バ

ル
展

開
型

④
課

題
解

決
型

３
　

商
業

サ
ー

ビ
ス

の
活

性
化

②
地

域
産

業
ス

ケ
ー

ル
ア

ッ
プ

型

４
　

デ
ジ

タ
ル

技
術

の
活

用
等

に
よ

る
生

産
性

の
向

上
と

事
業

構
造

の
変

革
の

促
進

①
構

造
転

換
型

⑤
人

材
起

点
型

５
　

事
業

承
継

・
人

材
確

保
の

推
進

③
グ

ロ
ー

バ
ル

展
開

型
④

課
題

解
決

型
⑤

人
材

起
点

型

１
　

も
の

づ
く
り

企
業

の
経

営
基

盤
の

強
化

と
企

業
誘

致
の

推
進

①
構

造
転

換
型

④
課

題
解

決
型

 
※
コ
ロ
ナ
関
連
を

除
く
と
7
3
4
件
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
高

付
加

価
値

な
製

品
・
技

術
の

開
発

件
数

（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

四
半

期
ご

と
に

各
取

り
組

み
実

績
を

確
認

す
る

1
7
件

（
R

2
～

R
4
）

2
3
件

（
R

2
～

R
5
）

4
0
件

（
R

6
～

R
9
)

１
　

一
般

的
な

製
品

（
グ

リ
ー

ン
化

関
連

製
品

を
除

く
）
の

開
発

支
援

　
・
製

品
企

画
書

策
定

支
援

（
R

2
～

R
5
）

　
　

製
品

企
画

書
策

定
：
1
5
4
件

　
　

　
う

ち
製

品
化

　
  

：
8
8
件

（
5
7
％

）
　

　
　

販
売

実
績

あ
り

：
5
0
件

（
3
2
％

）
　

・
事

業
戦

略
等

推
進

事
業

費
補

助
金

（
R

2
～

R
5
）

　
　

「
新

製
品

・
新

技
術

・
新

役
務

開
発

事
業

」
の

　
　

採
択

:1
0
9
件

（
R

2
:3

9
件

、
R

3
:3

3
件

、
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
R

4
:2

0
件

、
R

5
:1

7
件

）
　

　
　

う
ち

新
製

品
開

発
(小

規
模

な
改

良
を

除
く
)

　
　

　
：
1
2
/
1
0
9
件

２
　

グ
リ

ー
ン

化
関

連
製

品
の

開
発

支
援

　
・
製

品
等

グ
リ

ー
ン

化
推

進
事

業
費

補
助

金
で

計
1
1
件

採
択

（
R

4
:5

件
、

R
5
:6

件
）

　
　

製
品

技
術

開
発

済
件

数
：
4
件

（
R

4
～

R
5
）

１
　

一
般

的
な

製
品

（
グ

リ
ー

ン
化

関
連

製
品

を
除

く
）

の
開

発
支

援
　

・
「
市

場
・
顧

客
分

析
の

甘
さ

」
、

「
想

定
外

の
技

術
課

題
発

生
」
等

の
理

由
に

よ
り

、
販

売
に

至
っ

た
も

の
は

３
割

に
留

ま
っ

て
い

る
た

め
、

高
付

加
価

値
で

売
れ

る
製

品
の

開
発

支
援

が
必

要

　
・
補

助
金

の
採

択
件

数
は

年
々

減
少

傾
向

に
あ

り
、

か
つ

ほ
と

ん
ど

が
小

規
模

な
改

良
で

新
た

な
価

値
を

生
み

出
す

新
製

品
開

発
へ

の
挑

戦
が

少
な

い
こ

と
か

ら
、

新
製

品
開

発
に

取
り

組
む

企
業

を
増

や
す

こ
と

が
必

要

２
　

グ
リ

ー
ン

化
関

連
製

品
の

開
発

支
援

　
・
グ

リ
ー

ン
化

関
連

製
品

の
開

発
は

、
比

較
的

規
模

の
大

き
な

企
業

が
先

行
し

て
い

る
た

め
、

グ
リ

ー
ン

化
に

資
す

る
製

品
技

術
の

開
発

に
取

り
組

む
企

業
の

さ
ら

な
る

発
掘

と
開

発
促

進
が

必
要

１
　

付
加

価
値

の
高

い
製

品
・
技

術
の

開
発

支
援

（
グ

リ
ー

ン
化

関
連

製
品

を
含

む
）

　
・
戦

略
的

製
品

開
発

推
進

事
業

費
補

助
金

に
よ

る
製

品
開

発
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
　

構
想

の
具

現
化

や
課

題
検

証
な

ど
の

ス
モ

ー
ル

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

「
開

発
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

」
に

よ
り

支
援

し
、

事
業

化
に

向
け

た
製

品
企

画
書

の
精

度
向

上
を

図
り

、
「
製

品
開

発
事

業
」
に

よ
っ

て
高

付
加

価
値

で
売

れ
る

製
品

開
発

を
後

押
し

　
　

・
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
を

中
心

と
し

た
製

品
開

発
支

援
チ

ー
ム

の
サ

ポ
ー

ト
強

化
(専

門
人

材
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

等
)に

よ
り

、
付

加
価

値
の

高
い

製
品

開
発

を
支

援
【
R

7
】

<
戦

略
的

製
品

開
発

推
進

事
業

費
補

助
金

（
開

発
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

及
び

製
品

開
発

事
業

）
の

申
請

件
数

>
0
件

（
R

5
）

↓ 3
0
件

（
R

9
）

2
事

業
戦

略
実

行
支

援
企

業
の

う
ち

前
年

比
＋

３
％

の
付

加
価

値
額

を
達

成
し

た
企

業
の

割
合

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

四
半

期
ご

と
に

事
業

戦
略

策
定

企
業

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
決

算
状

況
の

確
認

を
行

う

5
4
.4

%
（
R

4
）

5
5
.6

%
（
R

5
）

1
0
0
%

（
R

9
）

１
　

事
業

戦
略

策
定

企
業

へ
の

P
D

C
A

の
徹

底
・
事

業
戦

略
等

推
進

事
業

費
補

助
金

（
R

2
～

R
5
）

　
採

択
 5

0
6
件

　
（
R

2
：
1
5
0
件

、
R

3
：
1
5
8
件

、
R

4
：
1
0
9
件

、
R

5
：

8
9
件

）
　

交
付

決
定

金
額

 6
1
0
,4

0
7
千

円
（
R

2
：
2
1
9
,4

4
3

千
円

、
R

3
：
1
8
4
,0

7
1
千

円
、

R
4
：
1
1
7
,8

4
9
千

円
、

R
5
：
8
9
,0

4
4
千

円
）

　
う

ち
事

業
戦

略
策

定
企

業
の

活
用

 の
べ

3
4
0
件

（
R

2
：
1
0
4
件

、
R

3
：
1
0
4
件

、
R

4
：
7
1
件

、
R

5
：
6
1

件
）

２
　

事
業

戦
略

の
策

定
・
実

行
支

援
・
事

業
戦

略
策

定
件

数
：
2
3
8
件

（
R

5
末

）
　

・
事

業
戦

略
の

見
直

し
企

業
：
8
0
社

（
R

5
末

）
　

・
進

捗
報

告
、

P
D

C
A

実
施

：
の

べ
1
,2

0
6
件

　
　

（
R

2
：
6
0
2
件

、
R

3
：
3
5
8
件

、
R

4
：
1
6
0
件

、
R

5
：

8
6
件

）
　

・
策

定
後

5
年

目
決

算
取

得
1
2
4
社

の
売

上
高

の
目

標
達

成
割

合
（
累

計
）
：
4
9
.2

％
（
6
1
社

/
1
2
4

社
）
　

１
　

事
業

戦
略

策
定

企
業

へ
の

P
D

C
A

の
徹

底
　

・
事

業
戦

略
の

策
定

か
ら

5
年

経
過

し
た

企
業

の
う

ち
、

自
社

で
P

D
C

A
を

回
せ

て
い

る
企

業
は

約
6
割

。
4

割
は

人
材

不
足

や
個

別
課

題
（
資

金
繰

り
な

ど
）
が

あ
る

た
め

、
よ

り
細

や
か

な
支

援
が

必
要

２
　

事
業

戦
略

の
策

定
・
実

行
支

援
　

・
事

業
戦

略
は

、
中

小
企

業
が

限
り

あ
る

資
源

を
効

果
的

に
活

用
し

、
競

争
優

位
性

を
築

き
、

持
続

的
に

成
長

し
て

い
く
た

め
に

有
効

な
も

の
で

あ
る

た
め

、
今

後
も

策
定

企
業

を
増

や
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

１
　

事
業

戦
略

策
定

企
業

へ
の

P
D

C
A

の
徹

底
　

・
事

業
戦

略
の

P
D

C
A

を
自

立
的

に
回

せ
て

い
な

い
企

業
を

中
心

に
専

門
家

派
遣

な
ど

の
支

援
を

強
化

【
R

6
～

R
9
】

２
　

事
業

戦
略

の
策

定
・
実

行
支

援
　

①
事

業
戦

略
策

定
に

よ
り

収
益

が
改

善
し

た
好

事
例

を
紹

介
し

て
、

策
定

に
取

り
組

む
企

業
の

裾
野

を
拡

大
【
R

6
～

R
9
】

　
②

事
業

戦
略

等
推

進
事

業
費

補
助

金
の

営
業

力
強

化
推

進
事

業
な

ど
に

よ
り

、
企

業
の

営
業

力
強

化
の

た
め

の
取

り
組

み
を

支
援

【
R

6
～

R
9
】

〈
専

門
家

派
遣

件
数

（
事

業
戦

略
関

連
）
〉

2
6
件

（
R

5
）

↓ 3
5
件

（
R

9
）

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

も
の
づ
くり
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
と企
業
誘
致
の
推
進
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

も
の
づ
くり
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
と企
業
誘
致
の
推
進

3
紙

産
業

の
製

造
品

出
荷

額
等

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

経
済

セ
ン

サ
ス

又
は

経
済

構
造

実
態

調
査

に
お

け
る

高
知

県
の

「
パ

ル
プ

・
紙

・
紙

加
工

品
製

造
業

」
及

び
「
繊

維
（
う

ち
、

フ
ェ

ル
ト

・
不

織
布

）
」
の

製
造

品
出

荷
額

等
を

合
算

7
9
6
億

円
（
R

3
）

7
6
9
億

円
（
R

4
）

8
2
0
億

円
（
R

9
）

１
　

付
加

価
値

の
高

い
製

品
開

発
の

促
進

　
・
紙

産
業

の
振

興
に

向
け

た
高

機
能

紙
や

新
素

材
の

開
発

促
進

、
技

術
研

修
の

実
施

　
製

品
・
技

術
の

新
規

開
発

件
数

：
1
7
件

　
（
R

2
：
2
件

、
R

3
：
7
件

、
R

4
：
3
件

、
R

5
：
5
件

）
　

技
術

研
修

の
受

講
者

数
：
1
,5

2
7
人

　
（
R

2
：
3
9
1
人

、
R

3
：
3
2
4
人

、
R

4
：
4
0
7
人

、
R

5
：

4
0
5
人

）
　

研
究

会
の

参
加

者
数

：
1
,0

2
5
人

　
（
R

2
：
2
4
4
人

、
R

3
：
3
5
1
人

、
R

4
：
2
9
1
人

、
R

5
：

1
3
9
人

）
・
製

品
等

グ
リ

ー
ン

化
推

進
事

業
費

補
助

金
（
紙

産
業

の
み

）
　

採
択

件
数

　
R

4
：
3
件

、
R

5
：
2
件

　
交

付
決

定
額

　
6
2
,6

6
1
千

円

２
　

紙
産

業
に

お
け

る
生

産
性

向
上

　
・
生

産
性

向
上

推
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
よ

る
企

業
訪

問
（
個

社
（
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

）
支

援
）
8
社

延
べ

1
0
7
件

（
R

3
：
2
0
件

、
R

4
：
4
3
件

、
R

5
：
4
4
件

）
、

生
産

性
向

上
支

援
会

議
の

開
催

2
5
回

（
R

3
：
1
1

回
、

R
4
：
6
回

、
R

5
：
8
回

）
　

成
果

例
：
作

業
の

標
準

化
（
生

産
量

が
1
.2

倍
に

増
加

）
　

機
械

の
稼

働
率

向
上

（
生

産
量

が
1
.4

倍
に

増
加

）
　

作
業

手
順

・
方

法
の

見
直

し
（
不

良
品

が
５

分
の

２
に

減
少

）
　

・
生

産
性

向
上

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
　

　
①

管
理

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
層

　
R

4
：
5
名

　
　

②
実

践
・
リ

ー
ダ

ー
層

　
R

3
：
2
9
名

、
R

4
：
5

名
、

R
5
：
6
名

　
　

③
生

産
性

向
上

（
改

善
）
セ

ミ
ナ

ー
　

R
4
：
1
2

名
、

R
5
：
4
名

　
　

④
入

門
・
メ

ン
バ

ー
層

　
R

4
：
5
名

１
　

付
加

価
値

の
高

い
製

品
開

発
の

促
進

　
・
脱

炭
素

化
に

向
け

た
取

り
組

み
は

、
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量

の
多

い
紙

産
業

に
お

い
て

特
に

必
要

　
・
脱

炭
素

化
や

物
流

問
題

（
物

流
費

高
騰

や
物

流
業

界
の

2
0
2
4
年

問
題

）
を

契
機

と
し

た
地

産
地

消
の

さ
ら

な
る

推
進

が
必

要

２
　

紙
産

業
に

お
け

る
生

産
性

向
上

　
・
自

社
で

主
体

的
に

生
産

性
向

上
を

進
め

ら
れ

る
企

業
を

増
や

す
こ

と
が

必
要

　
・
電

気
代

、
重

油
代

、
原

材
料

費
、

輸
送

費
の

高
騰

に
よ

る
収

益
悪

化
を

カ
バ

ー
す

る
た

め
の

工
程

改
善

に
よ

る
コ

ス
ト

削
減

や
生

産
量

増
が

必
要

１
　

付
加

価
値

の
高

い
製

品
開

発
の

促
進

　
①

紙
産

業
の

振
興

に
向

け
た

高
機

能
紙

や
新

素
材

の
開

発
促

進
、

技
術

研
修

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
②

（
再

掲
）
戦

略
的

製
品

開
発

推
進

事
業

費
補

助
金

に
よ

る
製

品
開

発
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
　

構
想

の
具

現
化

や
課

題
検

証
な

ど
の

ス
モ

ー
ル

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

「
開

発
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

」
に

よ
り

支
援

し
、

事
業

化
に

向
け

た
製

品
企

画
書

の
精

度
向

上
を

図
り

、
「
製

品
開

発
事

業
」
に

よ
っ

て
高

付
加

価
値

で
売

れ
る

製
品

開
発

を
後

押
し

 　
　

・
（
再

掲
）
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
を

中
心

と
し

た
製

品
開

発
支

援
チ

ー
ム

の
サ

ポ
ー

ト
強

化
(専

門
人

材
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

等
)に

よ
り

、
付

加
価

値
の

高
い

製
品

開
発

を
支

援
【
R

7
】

２
　

紙
産

業
に

お
け

る
生

産
性

向
上

　
①

生
産

性
向

上
推

進
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

企
業

訪
問

【
R

6
～

R
9
】

  
  

 ・
生

産
性

向
上

推
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
増

員
な

ど
生

産
性

向
上

支
援

体
制

の
強

化
【
R

7
】

　
②

生
産

性
向

上
支

援
会

議
の

開
催

【
R

6
～

R
9
】

　
③

生
産

性
向

上
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

（
意

識
啓

発
セ

ミ
ナ

ー
と

実
践

型
研

修
）
【
R

6
～

R
9
】

　
④

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
支

援
に

よ
る

県
内

企
業

の
生

産
性

向
上

事
例

を
紹

介
す

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
、

取
り

組
む

企
業

の
裾

野
を

拡
大

【
R

6
】

　
⑤

改
善

活
動

先
進

企
業

視
察

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
⑥

脱
炭

素
化

、
地

産
地

消
推

進
に

向
け

た
取

り
組

み
の

検
討

（
製

紙
工

業
会

と
の

意
見

交
換

会
等

）
【
R

6
～

R
9
】

〈
製

品
開

発
件

数
〉

5
件

（
R

5
）

↓ 7
件

（
R

9
）

63



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

も
の
づ
くり
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
と企
業
誘
致
の
推
進

4
企

業
誘

致
の

推
進

に
よ

る
雇

用
者

数
（
年

間
）
（
う

ち
事

務
系

企
業

）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

日
常

の
誘

致
企

業
等

に
対

す
る

手
厚

い
ア

フ
タ

ー
フ

ォ
ロ

ー
の

中
で

常
に

業
況

や
雇

用
に

つ
い

て
確

認
を

行
っ

て
い

る

7
,6

9
3
人

(R
4
)

（
う

ち
事

務
系

企
業

1
,5

9
5
人

(R
4
)）

7
,7

9
9
人

(R
5
)

（
う

ち
事

務
系

企
業

1
,5

4
0
人

(R
5
)）

9
,8

5
7
人

（
R

9
）

（
う

ち
事

務
系

企
業

2
,6

9
7
人

(R
9
）
）

１
　

様
々

な
機

会
を

捉
え

た
企

業
誘

致
の

推
進

　
・
誘

致
対

象
企

業
へ

の
情

報
発

信
（
製

造
業

）
（
R

2
～

R
6
）

　
　

D
M

発
送

1
3
,8

7
3
社

（
う

ち
企

業
訪

問
3
5
社

）
　

・
見

本
市

出
展

1
0
回

（
R

2
～

R
6
）

　
　

名
刺

交
換

 1
,4

5
7
社

（
企

業
訪

問
9
社

、
継

続
 

1
3
社

）
　

・
新

規
訪

問
：
1
3
9
社

（
製

造
業

5
8
社

、
事

務
系

8
1
社

）

　
【
成

果
】

　
・
立

地
決

定
：
5
5
件

（
R

2
～

R
6
）

　
  

新
設

2
5
件

（
事

務
系

2
4
、

製
造

業
1
）

  
  

増
設

3
0
件

（
事

務
系

4
、

製
造

業
2
4
、

そ
の

他
2
）

　
・
南

国
日

章
産

業
団

地
：
4
区

画
分

譲
　

　
（
分

譲
率

：
7
2
.2

%
）
（
R

4
～

R
6
）

２
　

企
業

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
き

め
細

か
な

ア
フ

タ
ー

フ
ォ

ロ
ー

の
実

施
　

・
立

地
企

業
合

同
企

業
説

明
会

（
R

2
～

R
6
）

　
　

参
加

企
業

数
：
延

べ
 1

3
2
社

（
参

加
者

数
6
5
7

名
）
、

採
用

企
業

数
：
延

べ
1
9
社

（
採

用
数

2
6
名

）
　

・
企

業
単

独
で

行
う

会
社

説
明

会
・
面

接
会

の
開

催
支

援
（
R

2
～

R
6
）

　
　

参
加

企
業

数
：
延

べ
2
6
社

1
4
1
回

（
参

加
者

数
1
,0

9
8
名

）
、

採
用

企
業

数
：
延

べ
2
2
社

（
採

用
数

1
2
0
名

）

１
　

様
々

な
機

会
を

捉
え

た
企

業
誘

致
の

推
進

　
・
南

国
日

章
産

業
団

地
の

早
期

分
譲

完
了

及
び

高
知

テ
ク

ノ
パ

ー
ク

へ
の

誘
致

を
目

指
し

た
取

り
組

み
の

推
進

　
・
デ

ジ
タ

ル
技

術
の

活
用

に
よ

る
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

誘
致

活
動

の
強

化
　

・
既

立
地

企
業

へ
の

手
厚

い
ア

フ
タ

ー
フ

ォ
ロ

ー
の

実
施

に
よ

る
事

業
拡

大
の

促
進

　
・
若

者
や

女
性

か
ら

の
ニ

ー
ズ

が
高

く
、

女
性

の
就

業
者

数
が

多
い

事
務

系
企

業
の

誘
致

を
さ

ら
に

推
進

し
、

雇
用

の
場

の
創

出
を

図
る

こ
と

が
必

要
　

・
中

山
間

地
域

に
働

く
場

を
創

出
す

る
た

め
、

中
山

間
地

域
へ

の
企

業
誘

致
・
立

地
を

さ
ら

に
促

進
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

２
　

企
業

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
き

め
細

か
な

ア
フ

タ
ー

フ
ォ

ロ
ー

の
実

施
　

・
既

立
地

企
業

へ
の

手
厚

い
ア

フ
タ

ー
フ

ォ
ロ

ー
の

実
施

に
よ

る
事

業
拡

大
の

促
進

　

１
　

様
々

な
機

会
を

捉
え

た
企

業
誘

致
の

推
進

　
①

デ
ジ

タ
ル

技
術

の
活

用
に

よ
る

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
誘

致
活

動
の

推
進

　
　

・
P

D
C

A
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

効
果

的
な

W
E
B

広
告

の
運

用
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
企

業
担

当
者

の
関

心
を

高
め

る
H

P
コ

ン
テ

ン
ツ

の
拡

充
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
見

本
市

へ
の

出
展

や
D

M
送

付
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
M

A
(マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

オ
ー

ト
メ

ー
シ

ョ
ン

）
ツ

ー
ル

の
活

用
に

よ
る

効
率

的
な

誘
致

活
動

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
②

高
知

県
企

業
誘

致
戦

略
の

策
定

・
実

行
に

よ
る

誘
致

活
動

の
推

進
　

　
ア

　
＜

柱
1
＞

若
者

や
女

性
か

ら
人

気
の

高
い

事
務

系
企

業
等

の
誘

致
の

推
進

 【
R

6
～

R
9
】

　
　

イ
　

＜
柱

2
＞

理
系

の
学

生
の

県
内

就
職

を
促

進
す

る
企

業
（
製

造
業

等
）
の

誘
致

・
立

地
の

推
進

【
R

6
～

R
9
】
　

　
　

ウ
　

＜
柱

3
＞

県
内

製
造

業
の

生
産

性
向

上
や

製
造

品
出

荷
額

等
の

増
加

に
資

す
る

企
業

の
誘

致
【
R

6
～

R
9
】
　

　
　

エ
　

＜
柱

4
＞

中
山

間
地

域
へ

の
若

者
・
女

性
が

働
く
場

や
生

活
イ

ン
フ

ラ
関

連
の

企
業

の
誘

致
【
R

6
～

R
9
】

２
　

企
業

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
き

め
細

か
な

ア
フ

タ
ー

フ
ォ

ロ
ー

の
実

施
　

①
立

地
企

業
の

人
材

確
保

支
援

　
　

・
求

職
者

が
容

易
に

オ
ン

ラ
イ

ン
で

企
業

と
の

面
談

や
就

活
イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加
が

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
、

企
業

の
人

材
確

保
を

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
立

地
企

業
合

同
企

業
説

明
会

の
開

催
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
企

業
単

独
で

行
う

会
社

説
明

会
・
面

接
会

の
開

催
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
高

知
デ

ジ
タ

ル
カ

レ
ッ

ジ
に

お
け

る
、

デ
ジ

タ
ル

人
材

の
育

成
【
R

6
～

R
9
】

　
②

立
地

企
業

の
増

設
等

に
向

け
た

支
援

　
　

・
定

期
的

な
企

業
訪

問
に

よ
り

、
人

材
確

保
対

策
の

課
題

解
決

策
に

向
け

た
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
以

下
の

補
助

金
の

活
用

に
よ

り
、

立
地

企
業

の
増

設
等

を
推

進
【
R

6
～

R
9
】

　
　

　
　

企
業

立
地

促
進

事
業

費
補

助
金

、
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

等
立

地
促

進
事

業
費

補
助

金
、

IT
・
コ

ン
テ

ン
ツ

企
業

立
地

促
進

事
業

費
補

助
金

　
⇒

　
別

図
＜

商
0
1
＞

参
照

（
P

7
4
）

〈
企

業
訪

問
件

数
〉

3
8
6
件

（
R

6
）

（
う

ち
事

務
系

企
業

1
9
5
件

（
R

6
）
）

↓
2
6
5
件

（
R

9
）

（
う

ち
事

務
系

企
業

1
0
4
件

（
R

9
）
）

5
工

業
団

地
の

新
規

開
発

件
数

（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

県
の

工
業

団
地

開
発

業
務

で
把

握

2
件

(R
2
～

R
5
)

0
件

(R
6
～

R
9
)

2
件

(R
6
～

R
9
)

１
　

安
全

・
安

心
な

工
業

団
地

の
計

画
的

な
開

発
に

よ
る

受
け

皿
の

確
保

と
早

期
分

譲
　

・
南

国
日

章
産

業
団

地
の

開
発

　
　

H
2
8
　

　
　

　
用

地
調

査
　

測
量

設
計

　
　

R
1
.6

月
　

　
造

成
工

事
着

手
　

　
R

3
.5

月
　

　
造

成
工

事
完

成
　

　
　

　
　

　
　

　
　

7
区

画
、

約
1
1
.3

h
a

　
・
高

知
中

央
産

業
団

地
（
布

師
田

地
区

）
の

開
発 　

　
H

3
0
～

R
1
  

用
地

調
査

、
測

量
設

計
　

　
R

2
.1

2
月

　
 造

成
工

事
着

手
　

　
R

5
.7

月
　

　
造

成
工

事
完

成
　

　
　

　
　

　
　

　
　

6
区

画
、

約
7
.4

h
a

　
・
工

場
用

地
の

適
地

を
調

査
（
R

1
～

R
5
調

査
）

　
　

　
・
候

補
地

選
定

調
査

　
4
市

1
町

　
　

　
・
条

件
調

査
　

　
　

　
　

 2
市

１
　

安
全

・
安

心
な

工
業

団
地

の
計

画
的

な
開

発
に

よ
る

受
け

皿
の

確
保

と
早

期
分

譲

　
・
高

知
中

央
産

業
団

地
（
布

師
田

地
区

）
の

完
成

以
降

、
開

発
中

の
団

地
が

無
く
、

製
造

業
等

の
誘

致
の

受
け

皿
と

な
る

用
地

の
ス

ト
ッ

ク
が

枯
渇

す
る

見
込

み
　

・
条

件
調

査
を

実
施

し
た

3
市

の
う

ち
1
市

に
つ

い
て

は
、

最
終

的
に

地
元

関
係

者
の

理
解

を
得

ら
れ

ず
、

開
発

を
断

念
し

て
い

る
　

・
ま

た
、

2
市

に
つ

い
て

は
、

候
補

地
の

絞
り

込
み

や
地

元
関

係
者

と
の

調
整

に
時

間
を

要
し

て
お

り
、

現
時

点
で

新
た

な
工

業
団

地
開

発
に

着
手

で
き

て
い

な
い

１
　

安
全

・
安

心
な

工
業

団
地

の
計

画
的

な
開

発
に

よ
る

受
け

皿
の

確
保

と
早

期
分

譲
　

①
複

数
の

開
発

候
補

地
の

確
保

　
　

・
複

数
の

開
発

候
補

地
を

確
保

し
、

工
業

団
地

の
計

画
的

な
開

発
を

行
う

こ
と

で
用

地
の

安
定

供
給

を
図

る
【
R

6
～

R
9
】

　
②

新
た

な
工

業
団

地
の

早
期

開
発

　
　

・
条

件
調

査
に

着
手

す
る

市
町

村
に

対
し

、
費

用
面

に
加

え
て

技
術

面
の

支
援

を
強

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
　

新
た

な
工

業
団

地
の

早
期

開
発

を
推

進
【
R

6
～

R
9
】

＜
市

町
村

意
向

調
査

件
数

＞
8
市

町
村

(R
5
）

↓ 延
べ

2
8
市

町
村

（
R

6
～

R
9
)
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

も
の
づ
くり
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化
と企
業
誘
致
の
推
進

6
防

災
関

連
登

録
製

品
（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

防
災

関
連

製
品

認
定

審
査

会
に

お
け

る
累

計
の

認
定

数

2
0
0
製

品
（
H

2
4
～

R
5
）

2
1
1
製

品
（
H

2
4
～

R
6
）

2
4
0
製

品
（
H

2
4
～

R
9
）

１
　

防
災

関
連

製
品

の
開

発
促

進
　

・
全

体
会

の
開

催
：
1
7
8
名

　
　

（
R

2
,3

は
未

実
施

、
R

4
:2

3
名

、
R

5
:1

5
5
名

）
　

・
W

G
の

開
催

：
3
2
6
名

　
　

（
R

2
：
5
5
名

、
R

3
：
1
8
3
名

、
R

4
：
3
7
名

、
R

5
：
5
1

名
）
　

　
・
防

災
関

連
産

業
振

興
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

開
発

支
援

に
よ

る
防

災
関

連
製

品
認

定
：
3
件

　
・
メ

ル
マ

ガ
発

信
に

よ
る

情
報

提
供

（
随

時
）

２
　

防
災

関
連

製
品

申
請

企
業

の
掘

り
起

こ
し

　
・
防

災
交

流
会

会
員

企
業

数
（
累

計
）
：
2
5
7
社

　
　

（
R

2
末

：
2
2
5
社

、
R

3
末

：
2
4
2
社

、
R

4
末

：
2
4
9

社
、

R
5
末

：
2
5
7
社

）
　

・
防

災
関

連
製

品
登

録
数

(累
計

)：
2
1
1
製

品
（
H

2
4
～

R
元

:1
5
1
製

品
、

R
2
：
1
6
製

品
、

R
3
：
1
6

製
品

、
R

4
：
7
製

品
、

R
5
：
1
0
製

品
、

R
6
：
1
1
製

品
）

　
・
（
再

掲
）
W

G
の

開
催

：
3
2
6
名

　
　

（
R

2
：
5
5
名

、
R

3
：
1
8
3
名

、
R

4
：
3
7
名

、
R

5
：
5
1

名
）
　

１
　

防
災

関
連

製
品

の
開

発
促

進
　

・
全

国
的

に
防

災
製

品
の

導
入

が
進

ん
で

い
る

中
で

、
県

内
製

品
の

導
入

を
促

進
す

る
に

は
他

製
品

と
の

差
別

化
や

競
争

力
の

あ
る

商
品

開
発

が
必

要
　

・
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

感
染

症
対

策
品

の
登

録
が

一
時

的
に

増
え

た
が

、
今

後
は

そ
の

環
境

が
変

化
す

る
た

め
、

全
体

会
、

W
G

と
も

に
、

社
会

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
開

催
内

容
と

す
る

軌
道

修
正

が
必

要

２
　

防
災

関
連

製
品

申
請

企
業

の
掘

り
起

こ
し

　
・
防

災
関

連
登

録
製

品
が

増
え

一
定

の
掘

り
起

こ
し

が
進

ん
だ

中
で

、
新

た
な

防
災

関
連

製
品

の
開

発
支

援
と

並
行

し
て

、
申

請
企

業
の

掘
り

起
こ

し
を

進
め

て
い

く
こ

と
が

必
要

１
　

防
災

関
連

製
品

の
開

発
促

進
　

①
W

G
に

よ
る

防
災

関
連

産
業

へ
の

参
画

企
業

の
拡

大
や

さ
ら

な
る

製
品

開
発

案
件

の
掘

り
起

こ
し

、
防

災
関

連
産

業
振

興
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

　
　

 よ
る

製
品

開
発

・
改

良
へ

の
助

言
【
R

6
～

R
9
】

　
②

公
設

試
の

技
術

支
援

に
よ

る
製

品
開

発
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
③

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

の
専

門
家

派
遣

、
補

助
金

等
に

よ
る

支
援

【
R

6
～

R
9
】

２
防

災
関

連
産

業
交

流
会

の
活

動
　

①
防

災
関

連
製

品
認

定
制

度
の

実
施

、
防

災
関

連
産

業
交

流
会

の
全

体
会

・
W

G
を

通
じ

た
情

報
共

有
、

定
期

的
な

メ
ル

マ
ガ

発
信

に
よ

る
情

報
提

供
（
市

場
・
開

発
ニ

ー
ズ

情
報

、
防

災
製

品
ト

レ
ン

ド
情

報
等

）
【
R

6
～

R
9
】

　
②

製
品

開
発

に
つ

い
て

の
W

G
の

開
催

【
R

6
～

R
9
】

〈
防

災
交

流
会

会
員

企
業

数
（
累

計
）
〉

2
5
7
社

（
R

5
）

↓ 2
8
5
社

（
R

9
）

65



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
防

災
関

連
登

録
製

品
の

売
上

高
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

高
知

県
防

災
関

連
登

録
製

品
の

売
上

高
に

つ
い

て
、

半
期

ご
と

（
年

2
回

）
に

企
業

に
調

査
を

実
施

す
る

1
2
6
.3

億
円 （
R

4
)

1
2
4
.4

億
円 （
R

5
)

2
0
0
億

円
（
R

9
)

１
　

県
内

地
消

の
促

進
　

・
県

内
防

災
関

連
イ

ベ
ン

ト
等

で
の

P
R

活
動

　
　

4
8
回

（
延

べ
2
1
8
社

参
加

）
（
R

2
～

R
5
）

２
　

国
内

外
へ

の
販

路
拡

大
　

・
県

外
見

本
市

へ
の

出
展

　
　

3
6
回

延
べ

1
7
6
社

出
展

・
商

談
3
,2

5
7
件

  
  

（
R

2
～

R
5
）

　
・
展

示
商

談
会

の
開

催
　

　
1
4
回

延
べ

9
6
社

出
展

・
商

談
1
,1

4
9
件

　
　

（
R

2
～

R
5
）

　
・
海

外
見

本
市

へ
の

出
展

（
高

知
防

災
の

P
R

）
　

　
2
回

（
R

4
～

R
5
台

湾
)

　
・
防

災
関

連
製

品
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

や
海

外
向

け
防

災
専

門
E
C

サ
イ

ト
(J

B
 S

H
O

P
)を

活
用

し
た

情
報

発
信

6
社

8
製

品

　
⇒

防
災

関
連

製
品

認
定

制
度

に
よ

る
認

定
製

品
の

売
上

高
　

R
2
：
6
9
.8

億
円

、
R

3
：
1
0
2
.2

億
円

、
R

4
：
1
2
6
.3

億
円

、
Ｒ

5
：
1
2
4
.4

億
円

１
　

県
内

地
消

の
促

進
　

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト

で
あ

る
自

治
体

お
よ

び
大

手
民

間
企

業
に

お
い

て
は

、
特

に
地

元
か

つ
防

災
先

進
県

で
あ

る
高

知
県

内
で

の
導

入
実

績
が

重
要

で
あ

る
た

め
、

県
内

で
の

さ
ら

な
る

導
入

実
績

が
必

要

２
　

国
内

外
へ

の
販

路
拡

大
　

・
自

治
体

お
よ

び
大

手
民

間
企

業
に

お
い

て
は

、
災

害
備

蓄
が

一
定

進
ん

で
い

る
た

め
、

既
存

備
蓄

の
更

新
時

に
県

内
製

品
の

採
用

に
つ

な
げ

、
取

引
を

拡
大

す
る

取
り

組
み

が
必

要
　

・
工

法
の

外
商

支
援

を
強

化
す

る
た

め
、

専
門

知
識

の
あ

る
人

材
が

必
要

　
・
各

国
で

行
っ

て
き

た
防

災
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
の

防
災

技
術

の
P

R
活

動
を

成
約

に
つ

な
げ

る
た

め
に

、
継

続
的

な
支

援
が

で
き

る
現

地
体

制
の

強
化

が
必

要

１
　

県
内

地
消

の
促

進
　

①
県

内
で

の
導

入
実

績
の

拡
大

  
 ・

県
内

防
災

関
連

イ
ベ

ン
ト

等
で

の
P

R
活

動
【
R

6
～

R
9
】

２
　

国
内

外
へ

の
販

路
拡

大
　

①
県

内
外

の
防

災
ニ

ー
ズ

と
防

災
関

連
製

品
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

　
　

ア
　

整
備

済
の

企
業

・
自

治
体

な
ど

の
更

新
需

要
を

狙
っ

た
営

業
活

動
を

行
う

ほ
か

、
ま

だ
ア

プ
ロ

ー
チ

で
き

て
い

な
い

個
人

を
狙

っ
た

百
貨

店
オ

ン
ラ

イ
ン

シ
ョ

ッ
プ

の
活

用
を

行
う

【
R

6
～

R
9
】

　
　

イ
　

外
商

を
促

進
す

る
た

め
、

土
木

・
工

法
に

精
通

す
る

専
門

家
を

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

の
大

阪
営

業
本

部
に

配
置

【
R

6
～

R
9
】

　
　

　
　

・
土

木
技

術
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

活
動

日
数

を
増

加
【
R

7
】

　
②

防
災

関
連

製
品

の
販

路
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

　
　

ア
　

イ
ン

ド
や

台
湾

な
ど

防
災

・
イ

ン
フ

ラ
技

術
セ

ミ
ナ

ー
を

行
っ

た
国

に
現

地
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

配
置

し
、

継
続

的
な

支
援

体
制

を
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
　

イ
　

継
続

的
な

支
援

体
制

が
構

築
さ

れ
た

タ
イ

、
ベ

ト
ナ

ム
現

地
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク

を
活

用
し

た
販

路
開

拓
【
R

6
～

R
9
】

　
　

ウ
　

台
湾

現
地

の
防

災
産

業
協

会
と

連
携

し
た

台
湾

販
路

の
構

築
【
R

6
～

R
9
】

　
　

エ
　

防
災

技
術

の
P

R
を

拡
大

す
る

た
め

、
フ

ィ
リ

ピ
ン

や
台

湾
で

の
防

災
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

等
、

取
り

組
み

を
拡

大
【
R

6
】

  
  

　
　

 ・
台

湾
で

の
展

示
会

出
展

に
加

え
て

、
フ

ィ
リ

ピ
ン

で
の

J
IC

A
等

と
の

連
携

や
防

災
セ

ミ
ナ

ー
で

築
い

た
現

地
政

府
機

関
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

  
  

  
  

  
 活

用
し

、
現

地
商

談
及

び
事

前
・
事

後
の

ウ
ェ

ブ
商

談
を

実
施

【
R

7
】

　
⇒

　
別

図
＜

商
0
2
＞

参
照

（
P

7
5
）

〈
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
の

支
援

に
よ

る
商

談
件

数
（
防

災
関

連
）
〉

1
,5

9
1
件

（
R

5
）

↓ 9
4
0
件

(R
9
)

2
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
が

支
援

す
る

企
業

の
県

外
売

上
高

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

定
期

的
（
年

2
回

：
9
月

、
3
月

）
に

外
商

サ
ポ

ー
ト

対
象

企
業

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
の

支
援

に
よ

る
成

果
額

の
確

認
を

行
う

　

1
,0

2
7
億

円 （
R

4
)

1
,1

2
9
億

円 （
R

5
)

1
,1

9
0
億

円
（
R

9
）

【
国

内
】

１
　

外
商

サ
ポ

ー
ト

強
化

に
よ

る
販

路
拡

大
　

・
県

外
見

本
市

へ
の

出
展

　
　

8
6
回

延
べ

4
1
3
社

出
展

・
商

談
1
0
,6

8
4
件

　
　

（
R

2
～

R
5
）

　
・
展

示
商

談
会

の
開

催
　

　
3
1
回

延
べ

2
2
3
社

出
展

・
商

談
2
,2

9
9
件

　
　

（
R

2
～

R
5
）

　
⇒

成
約

額
：
8
6
.0

億
円

（
R

2
～

R
5
）

　
・
も

の
づ

く
り

総
合

技
術

展
の

開
催

　
　

4
2
1
社

出
展

・
商

談
延

べ
2
,5

5
4
件

　
⇒

成
約

額
：
2
.3

億
円

（
R

2
～

R
5
）

　
・
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
大

阪
営

業
本

部
を

設
置

（
R

5
～

）

２
　

技
術

の
外

商
サ

ポ
ー

ト
に

よ
る

受
注

拡
大

　
・
技

術
の

外
商

取
引

拡
大

商
談

会
　

　
県

外
6
4
社

×
県

内
延

べ
1
3
8
社

参
加

　
　

商
談

 4
4
2
件

 （
R

2
～

 R
5
）

　
・
広

域
合

同
商

談
会

の
開

催
　

　
県

外
延

べ
6
1
9
社

×
県

内
延

べ
1
2
1
社

参
加

　
　

商
談

延
べ

3
7
9
件

（
R

2
～

R
5
）

　
・
工

場
視

察
商

談
会

の
開

催
　

　
3
0
回

×
県

内
延

べ
1
4
7
社

参
加

　
　

商
談

延
べ

1
4
7
件

 （
R

2
～

R
5
）

　
・
単

独
商

談
会

の
開

催
　

　
県

外
1
0
社

×
県

内
9
社

参
加

・
商

談
4
0
件

　
　

（
R

4
）

　
⇒

成
約

額
：
2
7
.3

億
円

（
R

2
～

R
5
）

　
⇒

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

の
外

商
支

援
に

よ
る

　
　

 成
約

額
　

R
2
：
8
2
.1

億
円

、
R

3
：
9
1
.7

億
円

、
　

　
　

　
　

　
 　

 R
4
：
1
0
1
.7

億
円

、
R

5
：
1
1
7
.1

億
円

【
国

内
】

１
　

外
商

サ
ポ

ー
ト

強
化

に
よ

る
販

路
拡

大
　

・
見

本
市

等
で

得
た

顧
客

候
補

と
の

接
点

を
生

か
し

、
よ

り
成

約
率

を
高

め
る

た
め

に
は

各
企

業
の

営
業

力
強

化
が

必
要

　
・
外

商
サ

ポ
ー

ト
を

通
じ

て
得

た
マ

ー
ケ

ッ
ト

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

、
製

品
開

発
を

促
進

す
る

取
り

組
み

が
必

要
　

・
工

法
の

外
商

支
援

を
強

化
す

る
た

め
、

専
門

知
識

の
あ

る
人

材
が

必
要

（
再

掲
）

２
　

技
術

の
外

商
サ

ポ
ー

ト
に

よ
る

受
注

拡
大

　
・
更

な
る

発
注

案
件

の
開

拓
に

は
こ

れ
ま

で
と

は
違

っ
た

ア
プ

ロ
ー

チ
が

必
要

【
国

内
】

１
　

外
商

サ
ポ

ー
ト

強
化

に
よ

る
販

路
拡

大
　

①
企

業
の

営
業

力
強

化
に

向
け

た
取

り
組

み
を

支
援

　
　

・
企

業
の

営
業

力
強

化
の

た
め

の
助

成
メ

ニ
ュ

ー
に

よ
る

支
援

（
営

業
拠

点
の

設
置

や
営

業
代

行
の

利
用

な
ど

）
【
R

6
～

R
9
】

　
②

さ
ら

な
る

成
約

額
増

に
向

け
た

製
品

開
発

の
促

進
に

よ
る

見
本

市
の

活
性

化
　

　
・
新

規
開

発
製

品
を

優
先

的
に

見
本

市
、

ミ
ニ

展
示

商
談

会
、

現
地

視
察

商
談

会
に

展
示

す
る

こ
と

で
、

成
約

件
数

の
増

加
と

高
知

県
ブ

ー
ス

　
　

　
の

新
陳

代
謝

を
促

す
【
R

6
～

R
9
】

　
③

工
法

の
外

商
促

進
　

　
　

（
再

掲
）
ア

　
外

商
を

促
進

す
る

た
め

、
土

木
・
工

法
に

精
通

す
る

専
門

家
を

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

の
大

阪
営

業
本

部
に

配
置

【
R

6
～

R
9
】

　
　

　
　

　
　

　
  

 　
（
再

掲
）
・
土

木
技

術
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

活
動

日
数

を
増

加
【
R

7
】

　
④

販
路

拡
大

の
強

化
　

　
ア

　
大

手
企

業
に

幅
広

い
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

持
つ

N
P

O
法

人
と

の
連

携
分

野
に

つ
い

て
、

技
術

の
外

商
分

野
に

加
え

て
、

防
災

関
連

製
品

を
は

じ
　

　
　

　
め

と
す

る
各

種
製

品
に

拡
大

【
R

7
】

　
　

イ
　

「
と

さ
と

さ
」
を

活
用

し
た

伝
統

的
工

芸
品

、
海

洋
深

層
水

な
ど

の
販

売
促

進
【
R

7
】

２
　

技
術

の
外

商
サ

ポ
ー

ト
に

よ
る

受
注

拡
大

　
①

大
手

企
業

に
幅

広
い

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
持

つ
N

P
O

法
人

と
関

西
で

連
携

し
、

従
来

で
は

ア
プ

ロ
ー

チ
が

困
難

だ
っ

た
新

た
な

顧
客

と
の

商
談

機
会

の
創

出
【
R

6
】

　
　

・
関

西
に

加
え

て
関

東
に

お
い

て
も

、
N

P
O

法
人

と
連

携
し

た
活

動
を

実
施

【
R

7
】

　
⇒

　
別

図
＜

商
0
2
＞

参
照

（
P

7
5
）

〈
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
の

支
援

に
よ

る
商

談
件

数
〉

4
,6

1
1
件

（
R

5
）

↓ 4
,1

3
0
件

(R
9
)

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

外
商
の
加
速
化
と海
外
展
開
の
促
進
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

外
商
の
加
速
化
と海
外
展
開
の
促
進

【
海

外
】

１
　

海
外

展
開

に
取

り
組

む
企

業
の

掘
り

起
こ

し
と

伴
走

支
援

体
制

の
強

化
　

・
海

外
支

援
C

O
に

よ
る

海
外

戦
略

の
策

定
支

援 　
　

1
3
社

（
R

2
～

R
5
）
累

計
3
3
社

　
・
も

の
づ

く
り

海
外

戦
略

支
援

会
議

（
R

5
～

）
　

　
海

外
展

開
に

取
り

組
む

企
業

の
掘

り
起

こ
し

に
関

す
る

情
報

共
有

と
海

外
戦

略
の

策
定

お
よ

び
実

行
支

援
の

強
化

　
・
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
に

も
の

づ
く
り

海
外

展
開

サ
ポ

ー
ト

デ
ス

ク
を

設
置

（
R

5
）

　
・
海

外
ビ

ジ
ネ

ス
交

流
会

（
年

4
回

）
（
R

5
）

　
　

業
種

の
制

限
な

く
気

軽
に

参
加

で
き

る
交

流
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

立
ち

上
げ

、
海

外
展

開
に

一
歩

踏
み

出
す

企
業

の
裾

野
の

拡
大

を
図

っ
た

。

２
　

見
本

市
等

の
エ

リ
ア

拡
大

に
よ

る
商

談
機

会
の

確
保

　
・
海

外
経

済
ミ

ッ
シ

ョ
ン

団
の

派
遣

（
R

4
)

ベ
ト

ナ
ム

(.
8
/
2
7
～

9
/
1
)：

7
社

1
3
名

イ
ン

ド
(1

0
/
1
6
～

2
0
)：

8
社

1
0
名

（
R

5
）

ベ
ト

ナ
ム

（
8
/
2
3
～

2
6
）
2
1
社

・
団

体
2
8
名

タ
イ

・
イ

ン
ド

（
1
1
/
2
3
～

2
9
）
 7

社
8
名

【
海

外
】

１
　

海
外

展
開

に
取

り
組

む
企

業
の

掘
り

起
こ

し
と

伴
走

支
援

体
制

の
強

化
　

・
成

果
額

は
伸

び
て

き
て

い
る

が
一

部
企

業
に

と
ど

ま
っ

て
お

り
、

各
企

業
へ

の
伴

走
支

援
体

制
の

強
化

及
び

海
外

展
開

に
参

画
す

る
企

業
の

掘
り

起
こ

し
が

必
要 　

・
海

外
現

地
で

の
支

援
と

し
て

、
見

本
市

出
展

や
出

張
に

よ
る

商
談

同
行

で
成

約
に

つ
な

げ
て

き
た

が
、

よ
り

成
約

率
を

上
げ

て
い

く
取

り
組

み
が

必
要

２
　

見
本

市
等

の
エ

リ
ア

拡
大

に
よ

る
商

談
機

会
の

確
保 　

・
成

約
へ

と
つ

な
げ

て
い

く
た

め
に

は
、

タ
イ

ム
リ

ー
な

現
地

情
報

の
収

集
や

現
地

団
体

と
の

関
係

づ
く
り

と
い

っ
た

現
地

で
の

継
続

的
な

活
動

が
重

要
　

・
海

外
展

開
に

取
り

組
む

企
業

の
裾

野
を

拡
大

す
る

た
め

に
は

海
外

展
開

の
選

択
肢

を
増

や
す

こ
と

が
必

要

【
海

外
】

１
　

海
外

展
開

に
取

り
組

む
企

業
の

掘
り

起
こ

し
と

伴
走

支
援

体
制

の
強

化
　

①
海

外
展

開
に

取
り

組
む

企
業

の
裾

野
の

拡
大

　
　

ア
　

海
外

ビ
ジ

ネ
ス

交
流

会
の

開
催

【
R

6
～

R
9
】

　
　

イ
　

海
外

経
済

ミ
ッ

シ
ョ

ン
団

の
派

遣
【
R

7
、

R
9
】

　
　

　
　

 ・
忙

し
い

経
営

層
で

も
参

加
で

き
る

よ
う

、
現

地
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク

（
タ

イ
・
ベ

ト
ナ

ム
）
を

活
用

し
た

短
期

間
の

海
外

視
察

の
実

施
【
R

7
】

　
②

海
外

展
開

に
取

り
組

む
企

業
の

伴
走

支
援

体
制

の
強

化
　

　
・
海

外
戦

略
支

援
会

議
の

開
催

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
海

外
支

援
C

O
に

よ
る

海
外

戦
略

の
策

定
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
も

の
づ

く
り

海
外

展
開

サ
ポ

ー
ト

デ
ス

ク
に

よ
る

総
合

相
談

対
応

【
R

6
～

R
9
】

２
　

見
本

市
等

の
エ

リ
ア

拡
大

に
よ

る
商

談
機

会
の

確
保

　
①

成
約

に
向

け
た

継
続

的
な

支
援

の
強

化
　

　
ア

　
現

地
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
（
台

湾
、

イ
ン

ド
）
の

設
置

に
よ

り
、

継
続

的
な

支
援

体
制

を
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
　

イ
　

タ
イ

・
ベ

ト
ナ

ム
現

地
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク

や
高

知
県

台
湾

オ
フ

ィ
ス

・
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
事

務
所

に
よ

る
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
　

　
　

（
ニ

ー
ズ

に
応

じ
て

、
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク

設
置

国
の

拡
大

を
検

討
）

　
②

県
内

企
業

の
海

外
展

開
の

選
択

肢
を

増
や

す
た

め
、

新
た

な
市

場
の

開
拓

　
　

ア
　

市
場

開
拓

の
取

り
組

み
と

し
て

、
防

災
・
イ

ン
フ

ラ
技

術
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

【
R

6
、

R
8
】

  
  

  
  

 （
再

掲
）
・
 台

湾
で

の
展

示
会

出
展

に
加

え
て

、
フ

ィ
リ

ピ
ン

で
の

J
IC

A
等

と
の

連
携

や
防

災
セ

ミ
ナ

ー
で

築
い

た
現

地
政

府
機

関
と

の
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

、
現

地
商

談
及

び
事

前
・
事

後
の

ウ
ェ

ブ
商

談
を

実
施

【
R

7
】

 　
 イ

  
 フ

ラ
ン

ス
や

ド
イ

ツ
で

の
取

り
組

み
の

情
報

を
共

有
、

県
内

企
業

の
意

欲
を

高
め

、
E
U

圏
で

の
商

談
を

促
進

【
R

7
】

　
  

ウ
  

J
E
T
R

O
と

連
携

し
た

米
国

市
場

調
査

の
実

施
【
R

7
】

　
⇒

　
別

図
＜

商
0
2
＞

参
照

（
P

7
5
）

〈
海

外
商

談
件

数
〉

3
9
0
件

（
R

5
）

↓ 2
8
0
件

(R
9
)
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
経

営
計

画
策

定
支

援
件

数
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

商
工

会
・
商

工
会

議
所

へ
の

年
5

回
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

9
1
7
件

（
R

4
）

9
4
6
件

（
R

5
）

8
8
6
件

（
R

9
)

１
　

経
営

計
画

の
策

定
・
実

行
の

支
援

　
・
商

工
会

や
商

工
会

議
所

と
連

携
し

、
意

欲
的

な
事

業
者

の
発

掘
や

経
営

計
画

の
策

定
・
実

行
支

援
を

実
施

。
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
は

、
補

助
金

や
給

付
金

の
申

請
支

援
や

資
金

繰
り

支
援

に
重

点
的

に
取

り
組

み
、

県
内

事
業

者
の

事
業

継
続

と
雇

用
の

維
持

に
大

き
く
貢

献
し

た
　

経
営

計
画

策
定

支
援

件
数

（
目

標
値

）
　

　
R

2
：
1
,3

1
2
件

（
5
5
8
件

）
　

　
R

3
：
9
0
8
件

（
5
6
3
件

）
　

　
R

4
：
9
1
7
件

（
5
7
8
件

）

　
・
高

知
県

商
工

会
連

合
会

に
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
を

配
置

。
O

J
T
/
O

F
F
-
J
T
を

通
じ

て
経

営
指

導
員

の
支

援
力

が
向

上
し

た
（
R

4
年

度
で

終
了

）
　

配
置

数
 R

2
：
2
名

 R
3
：
1
名

 R
4
：
1
名

　
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

O
J
T
実

施
件

数
　

　
R

2
：
2
9
0
件

　
R

3
：
2
2
0
件

　
R

4
：
2
2
3
件

　
・
高

知
県

商
工

会
連

合
会

に
経

営
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

。
各

支
援

機
関

と
の

連
携

を
強

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
経

営
計

画
の

策
定

･実
行

支
援

の
質

が
向

上
し

た
（
R

4
年

度
で

終
了

）
　

配
置

数
　

R
2
：
7
名

 R
3
：
8
名

 R
4
：
8
名

　
経

営
支

援
ｺ
ｰ

ﾃ
ﾞｨ

ﾈ
ｰ

ﾀ
ｰ

に
よ

る
支

援
　

　
R

2
：
1
1
3
者

（
法

人
の

み
）

　
　

R
3
：
2
3
2
者

（
法

人
・
個

人
）

　
　

R
4
：
1
5
6
者

（
法

人
・
個

人
）

　
・
高

知
県

商
工

会
連

合
会

及
び

高
知

商
工

会
議

所
に

経
営

支
援

エ
キ

ス
パ

ー
ト

を
配

置
。

事
業

再
構

築
や

経
営

改
善

計
画

の
策

定
な

ど
高

難
度

案
件

に
対

応
（
R

5
年

度
か

ら
新

設
）
　

配
置

数
　

R
5
：

4
名

１
　

経
営

計
画

の
策

定
・
実

行
の

支
援

　
・
コ

ロ
ナ

禍
後

も
続

く
厳

し
い

経
営

環
境

に
お

い
て

新
事

業
へ

の
事

業
転

換
や

資
金

繰
り

の
悪

化
し

た
事

業
者

へ
の

支
援

な
ど

、
高

度
な

経
営

支
援

案
件

に
対

応
可

能
な

人
材

が
必

要
　

・
経

営
計

画
を

策
定

し
た

事
業

者
に

対
す

る
実

行
支

援
（
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

）
の

強
化

１
　

経
営

計
画

の
策

定
・
実

行
の

支
援

　
①

経
営

支
援

機
能

の
抜

本
的

な
強

化
　

・
経

営
指

導
員

の
設

置
基

準
の

定
期

的
な

見
直

し
に

よ
る

人
員

体
制

の
確

保
【
R

6
～

R
9
】

　
・
商

工
会

・
商

工
会

議
所

の
自

発
的

な
経

営
支

援
サ

ー
ビ

ス
向

上
の

取
り

組
み

を
後

押
し

（
財

政
支

援
を

含
む

）
【
R

6
～

R
9
】

　
・
経

営
者

自
身

の
気

づ
き

に
よ

る
経

営
改

善
を

促
す

経
営

力
再

構
築

伴
走

支
援

を
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
・
経

営
支

援
の

質
的

効
果

を
検

証
す

る
た

め
、

事
業

者
の

経
営

状
態

の
見

え
る

化
を

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
②

経
営

支
援

エ
キ

ス
パ

ー
ト

の
配

置
（
R

5
か

ら
継

続
）

　
・
経

営
支

援
エ

キ
ス

パ
ー

ト
の

配
置

を
継

続
し

、
事

業
再

構
築

や
資

金
繰

り
に

対
す

る
支

援
を

強
化

【
R

6
～

R
7
】

―

2
商

業
集

積
地

に
お

け
る

営
業

店
舗

数
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

年
1
回

行
う

地
域

商
業

実
態

調
査

に
よ

る
確

認

4
,6

3
2
店

舗
（
R

4
）

4
,5

5
7
店

舗
（
R

5
）

4
,6

0
0
店

舗
（
R

9
）

１
　

空
き

店
舗

対
策

事
業

費
補

助
金

に
よ

る
支

援
  
･ 

商
店

街
等

で
、

空
き

店
舗

を
活

用
し

て
出

店
す

る
事

業
者

に
対

し
て

改
装

費
の

支
援

を
実

施
　

・
実

績
9
2
件

（
H

2
8
～

R
6
累

計
）

　
　

（
H

2
8
～

R
元

:4
2
件

、
R

2
:1

0
件

、
R

3
:7

件
、

R
4
:1

0
件

、
R

5
:1

0
件

、
R

6
:1

3
件

）

２
　

市
町

村
と

連
動

し
た

支
援

策
の

創
設

　
①

店
舗

兼
住

宅
活

用
推

進
事

業
に

よ
る

支
援

　
・
店

舗
兼

住
宅

の
分

離
に

要
す

る
費

用
の

支
援

を
実

施
　

・
市

町
村

へ
の

訪
問

等
に

よ
る

制
度

周
知

　
・
実

績
2
件

（
R

4
～

R
6
累

計
）

　
　

（
R

4
:0

件
、

R
5
:0

件
、

R
6
:2

件
）

　
②

中
山

間
地

域
商

業
機

能
維

持
支

援
事

業
費

補
助

金
に

よ
る

支
援

　
・
中

山
間

地
域

で
空

き
店

舗
を

活
用

し
て

出
店

す
る

事
業

者
に

対
し

て
改

装
費

の
支

援
を

実
施

　
・
市

町
村

へ
の

訪
問

等
に

よ
る

制
度

周
知

の
実

施 　
・
実

績
2
件

（
R

4
）

　
③

地
域

商
業

活
性

化
支

援
事

業
費

補
助

金
に

よ
る

支
援

　
・
市

町
村

が
主

体
と

な
っ

て
策

定
す

る
地

域
商

業
機

能
維

持
・
活

性
化

計
画

に
基

づ
く
取

り
組

み
に

対
し

て
支

援
（
R

７
～

）

１
　

空
き

店
舗

対
策

事
業

費
補

助
金

に
よ

る
支

援
　

・
空

き
店

舗
の

さ
ら

な
る

利
用

促
進

に
向

け
、

改
修

等
が

必
要

な
店

舗
の

所
有

者
を

対
象

と
し

た
支

援
の

強
化

が
必

要

２
　

市
町

村
と

連
動

し
た

支
援

策
の

創
設

　
・
商

店
街

等
に

は
店

舗
兼

住
宅

も
多

く
み

ら
れ

る
が

、
借

り
手

が
決

ま
っ

て
い

な
い

段
階

で
は

、
活

用
に

つ
な

が
ら

な
い

　
・
中

山
間

地
域

で
の

商
業

機
能

の
維

持
　

・
地

域
商

業
機

能
維

持
・
活

性
化

計
画

を
策

定
す

る
市

町
村

を
増

や
す

た
め

に
は

、
計

画
の

趣
旨

や
メ

リ
ッ

ト
を

丁
寧

に
説

明
し

、
策

定
の

段
階

か
ら

サ
ポ

ー
ト

す
る

必
要

が
あ

る

１
　

空
き

店
舗

へ
の

出
店

支
援

の
強

化
　

・
空

き
店

舗
の

さ
ら

な
る

利
用

促
進

に
向

け
、

空
き

店
舗

所
有

者
へ

の
支

援
内

容
を

拡
充

【
R

6
】

２
　

市
町

村
と

連
動

し
た

支
援

　
・
店

舗
兼

住
宅

の
分

離
に

要
す

る
費

用
の

支
援

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
・
中

山
間

地
域

で
空

き
店

舗
や

空
き

家
を

活
用

し
て

出
店

す
る

事
業

者
に

対
し

て
改

装
費

等
の

支
援

を
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
　

（
R

6
～

　
飲

食
業

へ
の

補
助

要
件

の
見

直
し

に
よ

り
、

中
山

間
地

域
で

の
飲

食
店

の
出

店
を

さ
ら

に
促

進
）

　
　

（
R

7
～

　
①

間
接

補
助

→
直

接
補

助
、

②
補

助
上

限
額

1
,2

0
0
千

円
→

5
,0

0
0
千

円
に

増
額

、
③

空
き

家
も

補
助

対
象

に
追

加
、

④
新

た
に

購
入

す
る

物
件

も
補

助
対

象
に

追
加

等
の

拡
充

に
よ

り
中

山
間

地
域

へ
の

出
店

も
さ

ら
に

追
加

）
　

・
各

市
町

村
（
商

工
及

び
移

住
担

当
部

署
）
へ

の
訪

問
等

に
よ

り
制

度
の

周
知

及
び

県
と

連
携

し
た

支
援

策
の

実
施

を
依

頼
【
R

6
～

R
9
】

　
・
事

業
者

へ
の

直
接

の
周

知
を

図
る

た
め

、
商

店
街

等
振

興
計

画
の

ワ
ー

キ
ン

グ
で

の
制

度
の

周
知

【
R

6
～

R
9
】

　
・
移

住
フ

ェ
ア

や
県

広
報

で
の

制
度

の
P

R
【
R

6
～

R
9
】

　
・
地

域
商

業
実

態
調

査
に

よ
る

、
対

象
物

件
の

掘
り

起
こ

し
【
R

6
～

R
9
】

　
・
金

融
機

関
や

宅
建

協
会

へ
の

チ
ラ

シ
の

配
布

【
R

6
～

R
9
】

　
・
地

域
商

業
機

能
維

持
・
活

性
化

計
画

策
定

の
際

に
、

事
業

経
営

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
派

遣
に

加
え

、
策

定
に

係
る

協
議

会
等

の
体

制
づ

く
り

や
地

域
に

必
要

な
商

業
機

能
の

洗
い

出
し

に
お

い
て

も
支

援
を

実
施

【
R

7
～

】

　
⇒

　
別

図
＜

商
0
3
＞

参
照

（
P

7
6
）

<
補

助
金

交
付

件
数

> 1
0
件

（
R

5
）

↓ 6
8
件

（
R

9
）

※
年

間
目

標
1
0
件

（
R

5
～

R
6
）

※
年

間
目

標
1
2
件

（
R

7
～

R
9
）

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

商
業
サ
ー
ビ
ス
の
活
性
化
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
商

工
会

・
商

工
会

議
所

に
お

け
る

デ
ジ

タ
ル

化
に

関
す

る
指

導
・
相

談
件

数
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
 商

工
会

・
商

工
会

議
所

か
ら

の
報

告
を

確
認

（
年

5
回

）

4
7
9
件

（
R

4
）

8
0
3
件

（
R

6
）

9
6
0
件

（
R

9
)

１
　

デ
ジ

タ
ル

化
に

取
り

組
む

事
業

者
の

量
的

拡
大 　

・
商

工
会

連
合

会
に

デ
ジ

タ
ル

の
専

門
人

材
を

設
置

し
、

経
営

指
導

員
の

ス
キ

ル
向

上
と

小
規

模
事

業
者

の
デ

ジ
タ

ル
化

の
取

り
組

み
を

支
援

（
R

4
～

）
　

デ
ジ

タ
ル

化
支

援
件

数
：
5
2
件

（
R

6
）

１
　

デ
ジ

タ
ル

化
に

取
り

組
む

事
業

者
の

量
的

拡
大

　
・
県

内
大

多
数

（
約

8
8
％

）
を

占
め

る
小

規
模

事
業

者
の

デ
ジ

タ
ル

化
を

促
進

す
る

た
め

に
は

、
取

り
組

み
を

後
押

し
す

る
支

援
機

関
・
支

援
者

側
の

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
活

用
し

た
経

営
支

援
力

や
事

業
者

に
対

す
る

普
及

啓
発

の
強

化
が

必
要

１
　

デ
ジ

タ
ル

化
に

取
り

組
む

事
業

者
の

量
的

拡
大

　
・
商

工
会

・
商

工
会

議
所

の
経

営
指

導
員

に
よ

る
「
IT

ツ
ー

ル
集

」
等

を
活

用
し

た
相

談
・
指

導
を

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
・
商

工
会

連
合

会
に

「
デ

ジ
タ

ル
化

支
援

員
」
を

配
置

し
、

経
営

指
導

員
の

育
成

と
活

動
を

支
援

す
る

こ
と

で
、

小
規

模
事

業
者

の
デ

ジ
タ

ル
化

を
促

進
【
R

6
～

R
9
】

　
・
高

知
デ

ジ
タ

ル
カ

レ
ッ

ジ
に

お
い

て
、

「
支

援
機

関
向

け
講

座
」
　

を
実

施
し

、
支

援
機

関
職

員
の

デ
ジ

タ
ル

ス
キ

ル
を

向
上

【
R

6
～

R
9
】

　
・
国

の
IT

導
入

補
助

金
、

も
の

づ
く
り

補
助

金
、

中
小

企
業

省
力

化
投

資
補

助
金

及
び

県
の

デ
ジ

タ
ル

技
術

活
用

促
進

事
業

費
補

助
金

の
活

用
を

促
進

し
、

企
業

の
デ

ジ
タ

ル
化

に
お

け
る

負
担

を
軽

減
【
R

6
～

R
7
】

　
・
優

良
な

デ
ジ

タ
ル

化
の

取
り

組
み

事
例

の
表

彰
や

入
賞

事
例

の
情

報
発

信
【
R

7
】

　
⇒

　
別

図
＜

商
0
4
＞

参
照

（
P

7
7
）

―

2
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
が

支
援

す
る

デ
ジ

タ
ル

化
計

画
の

策
定

数
（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
か

ら
の

報
告

を
確

認
（
毎

月
）

9
0
件

（
R

3
～

R
5
）

1
2
7
件

（
R

3
～

R
6
）

2
1
0
件

（
R

3
～

R
9
）

―

3
D

X
認

定
企

業
数

（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
IP

A
（
情

報
処

理
推

進
機

構
）
の

D
X
推

進
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

を
確

認
（
毎

月
）

7
社

（
R

4
～

R
5
）

1
1
社

（
R

4
～

R
6
）

2
4
社

（
R

4
～

R
9
)

―

4
高

知
デ

ジ
タ

ル
カ

レ
ッ

ジ
に

お
け

る
人

材
育

成
者

数

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

講
座

運
営

事
業

者
か

ら
の

報
告

及
び

講
座

運
営

状
況

を
直

接
進

捗
管

理
す

る
こ

と
に

よ
り

把
握

9
1
人

（
R

4
)

1
3
7
人

（
R

6
)

延
べ

4
0
0

人
（
R

6
～

R
9
)

１
　

高
知

デ
ジ

タ
ル

カ
レ

ッ
ジ

に
お

け
る

人
材

の
育

成 ・
企

業
の

経
営

層
や

従
業

員
等

を
対

象
に

、
デ

ジ
タ

ル
化

に
対

応
す

る
た

め
の

知
識

や
ス

キ
ル

を
習

得
す

る
講

座
を

実
施

し
、

デ
ジ

タ
ル

化
に

対
応

す
る

た
め

の
企

業
人

材
を

育
成

講
座

数
：
４

講
座

（
R

3
）
、

３
講

座
実

（
R

4
）
、

２
講

座
（
R

5
）

高
知

デ
ジ

タ
ル

カ
レ

ッ
ジ

に
お

け
る

デ
ジ

タ
ル

化
に 対

応
す

る
た

め
の

企
業

人
材

育
成

数
：
4
0
7
名

（
R

3
～

R
5
）

１
　

高
知

デ
ジ

タ
ル

カ
レ

ッ
ジ

に
お

け
る

人
材

の
育

成
・
小

規
模

事
業

者
は

デ
ジ

タ
ル

化
へ

の
意

欲
が

低
い

。
民

間
パ

ソ
コ

ン
教

室
が

少
な

い
中

山
間

地
域

で
は

デ
ジ

タ
ル

デ
バ

イ
ド

が
生

じ
て

い
る

・
デ

ジ
タ

ル
リ

テ
ラ

シ
ー

講
座

を
設

け
て

3
年

経
過

し
、

受
講

意
欲

が
高

い
企

業
の

受
講

は
一

定
進

ん
だ

。
受

講
意

欲
が

高
い

企
業

で
は

、
経

営
者

層
の

次
に

、
部

門
長

ク
ラ

ス
が

学
び

実
践

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

必
要

・
情

報
産

業
協

会
か

ら
、

若
手

エ
ン

ジ
ニ

ア
の

学
び

に
対

す
る

意
欲

を
向

上
さ

せ
る

た
め

に
、

エ
ン

ジ
ニ

ア
同

士
が

学
び

交
流

す
る

機
会

が
あ

る
と

良
い

と
の

意
見

が
あ

っ
た

１
　

高
知

デ
ジ

タ
ル

カ
レ

ッ
ジ

に
お

け
る

人
材

の
育

成
 【

R
6
～

R
9
】

下
記

の
講

座
を

開
催

・
企

業
内

の
デ

ジ
タ

ル
人

材
を

育
成

す
る

「
デ

ジ
タ

ル
リ

テ
ラ

シ
ー

講
座

」
「
デ

ジ
タ

ル
化

推
進

セ
ミ

ナ
ー

」
・
様

々
な

業
界

団
体

等
に

対
す

る
出

張
講

座
「
デ

ジ
タ

ル
化

推
進

セ
ミ

ナ
ー

（
業

界
団

体
向

け
）
」

・
中

山
間

地
域

の
小

規
模

事
業

者
を

対
象

に
し

た
「
ビ

ジ
ネ

ス
で

使
え

る
デ

ジ
タ

ル
入

門
講

座
」
【
R

7
～

】
（
再

掲
）
・
支

援
機

関
職

員
の

デ
ジ

タ
ル

ス
キ

ル
を

向
上

さ
せ

る
「
支

援
機

関
向

け
講

座
」
　

・
即

戦
力

と
し

て
活

躍
で

き
る

デ
ジ

タ
ル

人
材

を
育

成
し

雇
用

に
つ

な
げ

る
「
シ

ス
テ

ム
開

発
人

材
育

成
講

座
」
【
R

6
～

】
及

び
「
W

E
B

・
C

G
デ

ザ
イ

ナ
ー

育
成

講
座

」
開

講
【
R

6
で

終
了

】
・
エ

ン
ジ

ニ
ア

と
し

て
活

動
中

の
方

を
対

象
に

し
た

「
IT

エ
ン

ジ
ニ

ア
育

成
講

座
」
【
R

7
～

】

⇒
　

別
図

＜
商

0
4
＞

参
照

（
P

7
7
）

―

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
等
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
と事
業
構
造
の
変
革
の
促
進

１
　

デ
ジ

タ
ル

化
の

取
り

組
み

の
質

的
向

上
　

・
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
に

中
小

企
業

の
デ

ジ
タ

ル
化

を
支

援
す

る
専

門
部

署
を

設
け

、
企

業
の

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
活

用
し

た
取

り
組

み
を

支
援

（
R

3
～

）
　

伴
走

支
援

件
数

：
1
7
0
件

（
R

3
～

R
6
）

　
デ

ジ
タ

ル
化

計
画

策
定

件
数

：
1
2
7
件

（
R

3
～

R
6
）

１
　

デ
ジ

タ
ル

化
の

取
り

組
み

の
質

的
向

上
　

・
中

規
模

企
業

の
デ

ジ
タ

ル
化

の
取

り
組

み
は

一
定

進
展

し
て

い
る

も
の

の
、

一
定

の
規

模
を

有
す

る
事

業
者

や
小

規
模

事
業

者
で

も
既

に
デ

ジ
タ

ル
化

に
取

り
組

ん
で

い
る

企
業

に
も

デ
ジ

タ
ル

投
資

を
効

果
的

・
計

画
的

に
行

う
た

め
の

助
言

が
必

要
　

・
多

く
の

事
業

者
に

と
っ

て
「
ツ

ー
ル

等
の

導
入

コ
ス

ト
」
が

課
題

と
な

っ
て

お
り

、
財

政
支

援
に

よ
り

、
デ

ジ
タ

ル
投

資
へ

の
意

欲
を

高
め

、
所

得
が

伸
び

悩
む

業
種

や
事

業
者

に
取

り
組

み
の

裾
野

を
広

げ
る

こ
と

が
必

要
　

・
デ

ジ
タ

ル
化

計
画

を
策

定
し

て
も

、
人

材
不

足
が

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

と
な

り
、

取
り

組
み

の
実

行
段

階
で

ス
ト

ッ
プ

し
た

り
多

く
の

時
間

を
要

す
る

企
業

が
あ

る
　

・
取

り
組

み
を

D
X
ま

で
高

め
る

に
は

、
経

営
者

の
悩

み
・
課

題
に

寄
り

添
い

「
デ

ジ
タ

ル
化

計
画

」
に

基
づ

く
投

資
や

推
進

体
制

構
築

に
向

け
た

サ
ポ

ー
ト

が
必

要

１
　

デ
ジ

タ
ル

化
の

取
り

組
み

の
質

的
向

上
　

・
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
に

設
置

し
た

中
小

企
業

の
デ

ジ
タ

ル
化

を
支

援
す

る
専

門
部

署
に

お
い

て
、

商
工

団
体

や
よ

ろ
ず

支
援

拠
点

、
金

融
機

関
等

の
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
企

業
の

掘
り

起
こ

し
・
相

談
対

応
・
伴

走
支

援
な

ど
を

実
施

し
、

企
業

の
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
た

取
り

組
み

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

（
再

掲
）
・
国

の
IT

導
入

補
助

金
、

も
の

づ
く
り

補
助

金
、

中
小

企
業

省
力

化
投

資
補

助
金

及
び

県
の

デ
ジ

タ
ル

技
術

活
用

促
進

事
業

費
補

助
金

の
活

用
を

促
進

し
、

企
業

の
デ

ジ
タ

ル
化

に
お

け
る

負
担

を
軽

減
【
R

6
～

R
7
】

　
・
U

Iタ
ー

ン
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
都

市
部

の
副

業
・
兼

業
プ

ロ
人

材
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

の
促

進
【
R

6
～

R
9
】

　
・
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

支
援

対
象

企
業

ご
と

に
「
支

援
チ

ー
ム

」
を

組
成

し
、

「
事

業
戦

略
」
「
デ

ジ
タ

ル
化

計
画

」
の

横
断

的
な

実
行

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

経
済

産
業

省
の

「
D

X
認

定
」
取

得
を

支
援

【
R

6
～

R
9
】

（
再

掲
）
・
優

良
な

デ
ジ

タ
ル

化
の

取
り

組
み

事
例

の
表

彰
や

入
賞

事
例

の
情

報
発

信
【
R

7
】

⇒
　

別
図

＜
商

0
4
＞

参
照

（
P

7
7
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
等
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
と事
業
構
造
の
変
革
の
促
進

5
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
及

び
公

設
試

の
支

援
に

よ
る

生
産

性
向

上
の

成
果

件
数

（
在

庫
削

減
、

生
産

量
増

加
、

作
業

時
間

短
縮

な
ど

定
量

的
な

効
果

が
あ

る
も

の
）
（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

四
半

期
ご

と
に

各
取

り
組

み
実

績
を

確
認

4
件

（
R

4
）

5
件

（
R

5
）

4
4
件

（
R

6
～

R
9
)

１
　

生
産

性
向

上
推

進
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
等

に
よ

る
支

援
　

・
企

業
訪

問
（
個

社
（
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

）
支

援
）

　
　

企
業

訪
問

件
数

　
5
3
社

延
べ

4
2
1
件

（
R

2
～

5
）

　
（
R

2
：
3
6
件

、
R

3
：
8
8
件

、
R

4
：
1
3
6
件

、
R

5
：
1
6
1

件
）

　
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
数

　
R

2
・
R

3
：
1
名

、
R

4
・
R

5
：
2
名

　
・
生

産
性

向
上

支
援

会
議

：
2
5
回

　
（
R

3
開

始
、

R
3
：
1
1
回

、
R

4
：
6
回

、
R

5
：
8
回

）
　

・
生

産
性

向
上

セ
ミ

ナ
ー

　
参

加
人

数
　

 ①
管

理
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
層

　
R

4
：
5
名

  
 ②

実
践

・
リ

ー
ダ

ー
層

　
R

3
：
1
0
6
名

、
R

4
：
3
5

名
、

R
5
：
2
2
名

　
 ③

生
産

性
向

上
（
改

善
）
セ

ミ
ナ

ー
　

R
4
：
2
2

名
、

R
5
：
2
4
名

　
 ④

入
門

・
メ

ン
バ

ー
層

　
R

4
：
6
名

　
＜

成
果

例
＞

　
　

生
産

管
理

の
自

動
化

　
　

（
作

業
時

間
が

4
分

の
1
に

短
縮

）
　

　
機

械
の

稼
働

率
向

上
　

　
（
生

産
量

が
1
.4

倍
に

増
加

）
　

　
5
S
の

推
進

　
　

（
材

料
費

4
ヶ

月
分

の
削

減
）

１
　

生
産

性
向

上
推

進
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
等

に
よ

る
支

援
　

・
生

産
性

向
上

に
取

り
組

む
企

業
の

さ
ら

な
る

拡
大

が
必

要
　

・
意

識
醸

成
や

ス
キ

ル
習

得
を

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
支

援
や

セ
ミ

ナ
ー

で
さ

ら
に

進
め

人
材

を
育

成
し

、
自

社
で

主
体

的
に

生
産

性
向

上
を

進
め

ら
れ

る
企

業
を

増
や

す
こ

と
が

必
要

　
・
今

後
は

人
手

不
足

が
よ

り
深

刻
に

な
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
、

事
業

の
継

続
・
成

長
に

は
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
生

産
性

の
向

上
が

求
め

ら
れ

て
い

る

１
　

生
産

性
向

上
推

進
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
等

に
よ

る
支

援
（
再

掲
）
①

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
支

援
に

よ
る

県
内

企
業

の
生

産
性

向
上

事
例

を
紹

介
す

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
、

取
り

組
む

企
業

の
裾

野
を

拡
大

【
R

6
】

（
再

掲
）
②

生
産

性
向

上
推

進
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

企
業

訪
問

【
R

6
～

R
9
】

　
　

　
　

　
（
再

掲
）
・
生

産
性

向
上

推
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
増

員
な

ど
生

産
性

向
上

支
援

体
制

の
強

化
【
R

7
】

（
再

掲
）
③

生
産

性
向

上
支

援
会

議
の

開
催

【
R

6
～

R
9
】

（
再

掲
）
④

生
産

性
向

上
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

（
意

識
啓

発
セ

ミ
ナ

ー
と

実
践

型
研

修
）
【
R

6
～

R
9
】

（
再

掲
）
⑤

改
善

活
動

先
進

企
業

視
察

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

２
　

ス
マ

ー
ト

も
の

づ
く
り

導
入

支
援

事
業

に
よ

る
技

術
支

援
　

・
県

内
製

造
業

の
A

I・
ロ

ボ
ッ

ト
・
Io

T
等

の
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
た

ス
マ

ー
ト

も
の

づ
く
り

の
導

入
と

実
践

で
き

る
人

財
の

育
成

を
支

援
す

る
「
ス

マ
ー

ト
も

の
づ

く
り

研
究

会
」
を

立
ち

上
げ

、
生

産
プ

ロ
セ

ス
に

お
け

る
労

働
供

給
量

の
増

加
や

労
働

生
産

性
の

向
上

を
促

す
【
R

6
～

R
9
】

<
生

産
性

向
上

推
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
訪

問
件

数
>

1
6
1
件

（
R

5
）

↓ 2
1
6
件

（
R

9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
１

　
事

業
承

継
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

事
業

承
継

ニ
ー

ズ
の

掘
り

起
こ

し
と

支
援

体
制

の
強

化
　

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

成
機

関
に

よ
る

、
6
0
歳

以
上

の
事

業
者

に
対

し
て

事
業

承
継

診
断

の
実

施
　

　
R

2
：
1
,2

8
3
件

　
→

　
R

5
：
1
,9

1
1
件

　
・
事

業
者

か
ら

の
譲

渡
相

談
　

　
R

2
：
1
9
3
件

　
→

　
R

5
：
2
5
4
件

　
・
6
0
歳

以
上

の
中

小
企

業
経

営
者

4
,4

0
0
者

に
対

し
、

チ
ラ

シ
と

ア
ン

ケ
ー

ト
を

送
付

（
R

5
)

　
・
女

性
の

事
業

承
継

を
促

進
す

る
た

め
「
事

業
承

継
バ

ト
ン

パ
ス

セ
ミ

ナ
ー

」
を

開
催

（
R

5
.9

）
　

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

成
機

関
の

増
加

　
　

H
3
0
：
2
9
機

関
　

→
　

R
5
：
4
0
機

関
　

・
（
株

）
日

本
M

&
A

セ
ン

タ
ー

と
「
連

携
と

協
力

に
関

す
る

協
定

」
締

結
（
県

）
（
H

3
0
.9

）

２
　

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

機
関

を
通

じ
た

事
業

者
へ

の
周

知
　

・
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

事
業

者
及

び
支

援
機

関
向

け
会

議
・
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

（
R

2
～

R
5
累

計
）
：

2
3
7
回

　
・
市

町
村

広
報

誌
や

金
融

機
関

、
商

工
会

・
商

工
会

議
所

を
通

じ
た

チ
ラ

シ
を

配
布

　
　

R
5
：
8
6
,0

0
0
枚

配
布

（
R

4
に

も
実

施
）

３
　

買
い

手
・
売

り
手

双
方

の
費

用
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

で
マ

ッ
チ

ン
グ

件
数

の
増

加
を

図
る

　
・
【
買

い
手

】
　

　
県

融
資

制
度

（
R

4
～

R
5
累

計
）
：
4
件

　
　

県
補

助
金

（
中

山
間

地
域

枠
R

5
～

）
：
3
件

　
・
【
売

り
手

】
　

　
県

補
助

金
（
H

2
7
～

R
5
累

計
）
：
6
7
件

１
　

事
業

者
へ

の
意

識
啓

発
、

事
業

承
継

ニ
ー

ズ
の

掘
り

起
こ

し
　

・
事

業
承

継
の

対
象

と
な

る
事

業
者

数
に

対
し

て
、

相
談

数
が

ま
だ

ま
だ

少
な

く
、

相
談

件
数

の
増

加
が

必
要 ２

　
事

業
承

継
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

第
三

者
承

継
の

促
進

　
・
売

り
手

に
比

べ
て

買
い

手
の

相
談

件
数

が
少

な
い

　
・
中

山
間

地
域

で
は

商
圏

の
縮

小
や

設
備

等
が

更
新

さ
れ

て
い

な
い

な
ど

、
成

約
に

結
び

つ
い

て
い

な
い

１
　

事
業

者
へ

の
意

識
啓

発
、

事
業

承
継

ニ
ー

ズ
の

掘
り

起
こ

し
　

・
6
0
歳

以
上

の
事

業
承

継
の

対
象

と
な

る
事

業
者

へ
、

早
期

準
備

と
相

談
に

向
け

た
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
、

診
断

シ
ー

ト
を

送
付

【
R

6
～

R
9
】

　
・
事

業
承

継
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

行
う

「
事

業
承

継
診

断
」
実

施
に

よ
る

支
援

ニ
ー

ズ
の

掘
り

起
こ

し
【
R

6
～

R
9
】

　
・
幅

広
い

業
種

で
の

事
業

承
継

推
進

の
た

め
、

関
係

機
関

・
団

体
と

連
携

し
た

周
知

の
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
・
地

元
支

援
機

関
が

有
す

る
事

業
者

の
ニ

ー
ズ

等
の

情
報

を
共

有
し

、
地

域
に

あ
っ

た
支

援
策

を
展

開
【
R

7
～

R
9
】

２
　

事
業

承
継

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

る
第

三
者

承
継

の
推

進
　

・
事

業
承

継
奨

励
給

付
金

を
創

設
し

、
移

住
・
U

Iタ
ー

ン
希

望
者

に
向

け
た

Ｐ
Ｒ

を
強

化
す

る
こ

と
で

買
い

手
の

増
加

を
図

る
【
R

6
～

R
9
】
　

　
・
移

住
の

取
り

組
み

と
連

携
し

、
後

継
者

人
材

バ
ン

ク
の

登
録

と
市

町
村

に
地

域
お

こ
し

協
力

隊
（
事

業
承

継
関

連
）
の

活
用

促
進

を
依

頼
【
R

6
～

R
9
】

　
・
ネ

ー
ム

ク
リ

ア
案

件
の

H
P

掲
載

数
増

及
び

事
業

承
継

マ
ッ

チ
ン

グ
サ

イ
ト

へ
の

掲
載

に
よ

る
買

い
手

へ
の

情
報

発
信

の
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
・
中

山
間

地
域

の
第

三
者

承
継

促
進

の
た

め
、

後
継

者
が

承
継

前
に

経
営

ノ
ウ

ハ
ウ

等
を

習
得

す
る

期
間

に
か

か
る

生
活

費
を

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
・
県

補
助

金
（
中

山
間

地
域

枠
）
等

の
支

援
メ

ニ
ュ

ー
の

活
用

に
向

け
、

市
町

村
や

商
工

会
等

へ
の

周
知

と
情

報
共

有
【
R

6
～

R
9
】

　
・
地

元
金

融
機

関
と

の
売

り
手

情
報

の
共

有
や

県
支

援
メ

ニ
ュ

ー
等

の
周

知
に

よ
り

、
マ

ッ
チ

ン
グ

を
推

進
【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

商
0
5
＞

参
照

（
P

7
8
）

<
事

業
承

継
診

断
件

数
>

1
,9

1
1
件

（
R

5
）

↓ 7
,9

1
1
件

（
R

9
）

※
年

間
目

標
1
,5

0
0

件

４
　

士
業

専
門

家
に

対
し

「
事

業
承

継
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
制

度
(O

J
T
)」

を
実

施
（
R

3
～

R
4
終

了
）
：
1

件 ５
　

市
町

村
に

地
域

お
こ

し
協

力
隊

（
事

業
承

継
関

連
）
の

活
用

促
進

を
依

頼
（
R

4
～

）
　

R
5
：
3
件

（
大

豊
町

、
三

原
村

、
越

知
町

）

　
第

三
者

承
継

の
マ

ッ
チ

ン
グ

件
数

　
　

R
2
：
2
7
件

　
→

　
R

5
：
5
2
件

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

事
業
承
継
・人
材
確
保
の
推
進

高
知

県
事

業
承

継
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

第
三

者
承

継
の

マ
ッ

チ
ン

グ
件

数
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

四
半

期
ご

と
に

高
知

県
事

業
承

継
・
引

継
ぎ

支
援

セ
ン

タ
ー

（
以

下
「
セ

ン
タ

ー
」
と

い
う

）
、

金
融

機
関

、
税

理
士

へ
進

捗
状

況
を

確
認

5
1
件

（
R

4
）

5
2
件

（
R

5
）

1
0
0
件

（
R

9
）
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

事
業
承
継
・人
材
確
保
の
推
進

2
県

内
で

就
労

す
る

「
技

能
実

習
」

及
び

「
特

定
技

能
」
の

外
国

人
労

働
者

数
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

高
知

労
働

局
が

発
表

す
る

「
外

国
人

雇
用

の
届

出
状

況
」
に

よ
り

確
認

（
1
0
月

末
時

点
の

人
数

を
1

月
末

に
発

表
）

3
,0

5
9
人

（
R

5
)

3
,7

6
2
人

（
R

6
)

4
,0

0
0
人

以
上

（
R

9
）

１
　

海
外

か
ら

優
秀

な
人

材
を

確
保

　
・
送

出
国

側
と

の
信

頼
関

係
の

構
築

　
　

（
ベ

ト
ナ

ム
、

イ
ン

ド
へ

の
ミ

ッ
シ

ョ
ン

団
の

派
遣

）
　

　
現

地
へ

の
訪

問
回

数
　

R
2
:0

回
→

R
6
:6

回
 

２
　

県
内

に
お

け
る

就
労

・
相

談
体

制
の

充
実

　
・
事

業
者

向
け

説
明

会
の

開
催

　
　

R
3
～

R
6
：
2
2
回

（
参

加
者

6
8
0
人

）

３
　

地
域

の
一

員
と

し
て

の
受

入
態

勢
の

充
実

　
・
外

国
人

生
活

相
談

セ
ン

タ
ー

の
運

営
　

　
相

談
件

数
　

R
2
：
4
9
3
件

→
R

5
：
8
2
6
件

１
　

海
外

か
ら

優
秀

な
人

材
を

確
保

　
・
人

手
不

足
を

解
消

し
、

県
経

済
を

持
続

・
発

展
さ

せ
て

い
く
た

め
、

送
出

国
と

の
関

係
を

一
層

強
化

し
、

優
秀

な
外

国
人

材
を

送
り

出
し

て
も

ら
う

こ
と

が
必

要

２
　

地
域

の
一

員
と

し
て

の
受

入
態

勢
の

充
実

　
・
育

成
就

労
制

度
（
R

9
ま

で
に

施
行

）
で

は
、

外
国

人
本

人
の

意
向

に
よ

る
転

籍
が

認
め

ら
れ

る
た

め
、

本
県

で
働

き
続

け
た

い
と

思
え

る
環

境
づ

く
り

が
必

要

１
　

受
入

促
進

の
取

り
組

み
　

・
M

O
U

締
結

先
の

日
本

語
学

習
施

設
で

学
び

、
一

定
期

間
県

内
に

就
労

し
た

外
国

人
材

に
対

し
て

、
定

着
奨

励
金

を
給

付
【
R

6
～

R
9
】

　
・
高

知
県

に
関

す
る

授
業

科
目

の
実

施
に

必
要

な
費

用
（
モ

ニ
タ

ー
な

ど
の

ハ
ー

ド
整

備
費

用
、

テ
キ

ス
ト

作
成

費
用

等
）
を

助
成

【
R

6
】

　
・
ベ

ト
ナ

ム
・
ラ

ム
ド

ン
省

内
に

新
設

す
る

日
本

語
教

育
セ

ン
タ

ー
の

日
本

語
講

師
費

用
を

助
成

【
R

6
～

R
7
】

　
・
大

使
館

や
送

り
出

し
機

関
等

と
の

情
報

を
基

に
、

有
望

な
国

・
地

域
を

開
拓

【
R

6
～

R
9
】

　
・
新

た
に

外
国

人
材

を
雇

用
し

よ
う

と
す

る
事

業
所

等
が

相
談

で
き

る
窓

口
の

設
置

【
R

7
～

R
9
】

　
・
高

度
外

国
人

材
の

雇
用

促
進

に
向

け
た

セ
ミ

ナ
ー

等
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

２
　

定
着

促
進

の
取

り
組

み
　

①
外

国
人

が
暮

ら
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

　
　

・
多

文
化

共
生

に
取

り
組

む
市

町
村

へ
の

補
助

制
度

の
創

設
【
R

7
】

　
　

・
多

文
化

共
生

等
に

係
る

民
間

団
体

等
の

取
り

組
み

に
対

す
る

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
市

町
村

が
行

う
日

本
語

教
育

の
取

り
組

み
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
e
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
活

用
し

た
オ

ン
デ

マ
ン

ド
に

よ
る

学
習

機
会

の
提

供
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
外

国
人

生
活

相
談

セ
ン

タ
ー

（
コ

コ
フ

ォ
ー

レ
）
に

よ
る

相
談

対
応

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
オ

ー
テ

ピ
ア

や
市

町
村

立
図

書
館

に
お

け
る

多
文

化
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

【
R

6
～

R
9
】

　
②

外
国

人
が

働
き

や
す

い
環

境
づ

く
り

　
　

・
市

町
村

、
監

理
団

体
向

け
に

外
国

人
材

の
受

入
れ

に
係

る
県

施
策

の
説

明
会

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
技

能
実

習
生

等
の

住
宅

を
改

修
す

る
事

業
者

へ
の

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
外

国
人

材
を

雇
用

す
る

事
業

者
を

対
象

と
す

る
「
こ

う
ち

外
国

人
材

優
良

サ
ポ

ー
ト

認
証

制
度

」
の

創
設

・
運

用
開

始
【
R

7
～

R
9
】

　
　

・
就

労
環

境
整

備
（
社

内
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
標

識
類

の
多

言
語

化
等

）
の

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
職

業
訓

練
の

専
門

的
な

日
本

語
習

得
・
作

業
理

解
の

た
め

の
教

材
の

提
供

（
農

作
業

動
画

マ
ニ

ュ
ア

ル
な

ど
）
【
R

6
～

R
9
】

　
③

外
国

人
が

学
び

や
す

い
環

境
づ

く
り

　
　

・
技

能
や

ビ
ジ

ネ
ス

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

取
り

組
む

事
業

者
へ

の
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
高

知
・
中

村
高

等
技

術
学

校
に

お
け

る
溶

接
や

金
属

塗
装

等
、

在
職

者
へ

の
技

能
訓

練
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

商
0
6
＞

参
照

（
P

7
9
）

＜
外

国
人

を
雇

用
す

る
事

業
所

数
＞

1
,1

0
6
所

（
R

5
）

↓ 1
,5

4
6
所

（
R

9
）

3
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
推

進
延

べ
認

証
企

業
数

（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

毎
月

の
認

証
(更

新
を

含
む

)時
に

、
延

べ
認

証
企

業
数

の
達

成
状

況
を

確
認

6
3
2
社

（
H

1
9
～

R
4
)

8
5
2
社

（
H

1
9
～

R
6
)

1
,0

5
0
社

（
H

1
9
～

R
9
）

１
　

W
L
B

推
進

企
業

認
証

制
度

の
推

進
　

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

推
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
よ

る
企

業
訪

問
　

延
べ

認
証

企
業

数
H

2
7
：
1
4
8
社

→
R

6
：
8
5
2
社

１
　

W
L
B

推
進

企
業

認
証

制
度

の
推

進
　

・
建

設
業

以
外

の
業

種
へ

の
普

及
拡

大
が

必
要

　
・
小

規
模

企
業

、
中

山
間

地
域

に
所

在
す

る
企

業
へ

の
普

及
拡

大
が

必
要

　
・
複

数
部

門
の

認
証

取
得

に
向

け
た

支
援

の
強

化
が

必
要

１
　

W
L
B

推
進

企
業

認
証

制
度

の
推

進
　

①
建

設
業

以
外

の
業

種
の

普
及

拡
大

　
・
業

界
団

体
と

連
携

し
た

取
り

組
み

の
推

進
【
R

6
～

R
9
】

　
・
W

L
B

推
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
増

員
【
R

6
】

　
・
専

用
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

よ
る

広
報

【
R

6
～

R
9
】

　
・
男

性
育

休
推

進
部

門
の

新
設

【
R

7
～

】

　
②

小
規

模
企

業
、

中
山

間
地

域
に

所
在

す
る

企
業

へ
の

普
及

拡
大

　
・
W

L
B

推
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
増

員
【
R

6
】
（
再

掲
）

　
③

複
数

部
門

の
認

証
取

得
に

向
け

た
支

援
の

強
化

　
・
W

L
B

推
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
増

員
【
R

6
】
（
再

掲
）

　
・
新

聞
広

告
に

よ
る

複
数

部
門

認
証

企
業

の
P

R
【
R

6
～

R
7
】

　
⇒

　
別

図
＜

商
0
7
＞

参
照

（
P

8
0
）

＜
男

性
育

休
推

進
部

門
認

証
企

業
数

＞ 0
社

（
R

5
）

↓ 1
0
0
社

（
R

9
）

72



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

商
工
業

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

事
業
承
継
・人
材
確
保
の
推
進

5

―
―

―
―

1
  
伝

統
的

工
芸

品
産

業
等

の
人

材
育

成
（
土

佐
和

紙
総

合
戦

略
の

実
施

等
）

①
土

佐
和

紙
総

合
戦

略
推

進
会

議
の

開
催

：
9
回

（
R

2
～

R
5
）

②
長

期
研

修
生

の
受

入
数

：
７

人
(R

2
～

R
5
)

1
  
伝

統
的

工
芸

品
産

業
等

の
人

材
育

成
（
土

佐
和

紙
総

合
戦

略
の

実
施

等
）

①
土

佐
和

紙
の

振
興

②
伝

統
的

工
芸

品
産

業
等

の
後

継
者

育
成

1
  
伝

統
的

工
芸

品
産

業
等

の
人

材
育

成
（
土

佐
和

紙
総

合
戦

略
の

実
施

等
）

　
①

土
佐

和
紙

総
合

戦
略

に
基

づ
く
土

佐
和

紙
振

興
策

の
推

進
【
R

6
～

R
9
】

　
②

伝
統

的
工

芸
品

産
業

等
後

継
者

育
成

対
策

事
業

費
補

助
金

に
よ

る
支

援
【
R

6
～

R
9
】

＜
長

期
研

修
生

の
受

入
数

（
累

計
）
＞

2
2
人

（
H

2
6
～

R
5
(累

計
)）

↓ 2
9
人

（
H

2
6
～

R
9
累

計
）

6

―
―

―
―

１
　

新
規

就
職

者
の

定
着

支
援

①
ジ

ョ
ブ

カ
フ

ェ
こ

う
ち

に
よ

る
職

場
定

着
支

援
・
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
　

　
Ｒ

5
：
5
回

開
催

、
2
5
4
人

参
加

・
ス

タ
ー

ト
ダ

ッ
シ

ュ
セ

ミ
ナ

ー
　

　
Ｒ

5
：
2
回

開
催

、
4
6
人

参
加

・
グ

ロ
ー

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
　

　
Ｒ

5
：
2
回

開
催

、
3
9
人

参
加

・
中

小
企

業
向

け
セ

ミ
ナ

ー
（
派

遣
型

・
集

合
型

）
　

　
Ｒ

５
：
派

遣
型

8
社

1
0
8
人

参
加

　
　

　
　

　
集

合
型

2
3
社

2
7
人

参
加

１
　

新
規

就
職

者
の

定
着

支
援

①
高

知
県

の
若

者
の

離
職

率
は

全
国

と
比

べ
て

高
い

状
況

に
あ

り
、

県
内

定
着

が
課

題
②

民
間

で
の

研
修

・
セ

ミ
ナ

ー
と

の
重

複
解

消
や

、
多

様
な

人
材

活
用

の
視

点
の

強
化

が
必

要

１
　

新
規

就
職

者
の

定
着

支
援

①
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

を
活

用
し

て
、

各
産

業
分

野
に

お
け

る
支

援
施

策
を

周
知

【
R

7
】

②
ジ

ョ
ブ

カ
フ

ェ
こ

う
ち

と
民

間
の

連
携

に
よ

り
、

新
規

就
職

者
に

対
し

て
効

率
的

な
職

場
定

着
支

援
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

企
業

の
経

営
者

・
管

理
者

向
け

の
セ

ミ
ナ

ー
を

強
化

し
、

企
業

に
お

け
る

多
様

な
人

材
活

用
の

視
点

を
醸

成
す

る
【
R

7
～

R
8
】

7

―
―

―
―

１
　

非
正

規
雇

用
労

働
者

の
正

規
化

の
促

進
①

国
の

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
助

成
金

の
周

知
１

　
非

正
規

雇
用

労
働

者
の

正
規

化
の

促
進

①
各

産
業

分
野

に
お

け
る

県
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

支
援

施
策

の
さ

ら
な

る
周

知
が

必
要

②
非

正
規

雇
用

労
働

者
と

正
規

労
働

者
の

格
差

是
正

が
必

要

１
　

非
正

規
雇

用
労

働
者

の
正

規
化

の
促

進
①

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
を

活
用

し
て

、
各

産
業

分
野

に
お

け
る

支
援

施
策

を
周

知
【
R

7
】

②
働

き
が

い
向

上
に

向
け

た
支

援
（
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

創
出

及
び

県
内

企
業

へ
の

取
り

組
み

の
波

及
）

　
・
職

務
や

役
割

に
よ

っ
て

評
価

す
る

人
事

賃
金

制
度

構
築

支
援

研
修

会
の

開
催

【
R

6
～

R
7
】

4
働

き
方

改
革

に
取

り
組

む
企

業
（
従

業
員

5
人

以
上

）
の

割
合

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

高
知

県
労

働
環

境
等

実
態

調
査

5
2
.9

%
（
R

5
)

5
2
.9

%
（
R

5
)

6
5
％

（
R

9
）

１
　

働
き

方
改

革
の

推
進

　
・
県

内
企

業
の

働
き

方
改

革
推

進
の

機
運

醸
成

を
図

る
と

と
も

に
、

多
様

な
人

材
が

能
力

を
発

揮
で

き
る

職
場

環
境

づ
く
り

の
推

進
　

【
国

】
　

・
高

知
働

き
方

改
革

推
進

支
援

セ
ン

タ
ー

設
置

(H
3
0
～

)
　

・
同

幡
多

出
張

所
設

置
(H

3
1
～

)　
　

　
　

セ
ミ

ナ
ー

開
催

　
  
H

3
0
～

R
3
：
2
6
3
回

　
　

　
延

べ
相

談
件

数
　

H
3
0
～

R
3
：
2
,2

0
9
件

　
【
県

】
　

・
働

き
方

改
革

ト
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

　
　

　
R

2
～

R
6
：
1
0
回

 9
0
6
社

 1
,1

4
9
人

　
・
労

働
環

境
等

実
態

調
査

の
実

施
  
  
  
R

元
：
1
,9

6
8
事

業
所

か
ら

回
収

　
　

　
　

　
　

（
回

収
率

3
9
.4

%
）

　
　

　
R

3
 ：

1
,5

3
1
事

業
所

か
ら

回
収

　
　

　
　

　
　

（
回

収
率

3
4
.8

%
）

  
  
  
 R

5
：
2
,0

5
8
事

業
所

か
ら

回
収

　
　

　
　

　
　

（
回

収
率

3
8
.1

%
）

　
・
働

き
方

改
革

取
り

組
み

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

の
作

成
、

配
付

、
活

用
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

　
　

　
R

2
 ：

2
2
社

　
2
7
名

　
・
働

き
方

改
革

推
進

職
場

リ
ー

ダ
ー

の
養

成
　

　
　

R
元

～
R

4
：
6
2
社

1
0
8
人

　
・
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
実

践
支

援
事

業
　

　
　

R
2
～

R
4
：
8
社

3
チ

ー
ム

　
・
優

良
事

例
集

の
作

成
、

配
布

（
R

3
、

R
4
､R

6
)

　
・
働

き
方

改
革

推
進

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
実

施
　

　
　

R
元

～
R

4
：
5
回

4
2
6
社

　
・
働

き
方

改
革

担
当

者
向

け
セ

ミ
ナ

ー
・
交

流
会

の
開

催
　

　
　

R
4
 ：

2
0
社

　
3
6
名

・
高

知
県

登
録

働
き

方
改

革
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
養

成
　

　
　

R
5
：
3
1
名

　
R

6
:1

6
名

・
働

き
方

改
革

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
に

よ
る

伴
走

支
援

の
実

施
　

　
 R

5
：
1
7
社

　
R

6
：
1
6
社

１
　

働
き

方
改

革
の

推
進

　
・
優

良
事

例
の

横
展

開
や

、
小

規
模

企
業

や
中

山
間

地
域

の
企

業
に

お
け

る
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

創
出

な
ど

に
よ

り
、

働
き

方
改

革
に

取
り

組
む

企
業

の
さ

ら
な

る
拡

大
が

必
要

　
・
高

知
県

登
録

働
き

方
改

革
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
養

成
と

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

が
必

要
　

・
企

業
の

伴
走

支
援

を
さ

ら
に

強
化

し
て

い
く
こ

と
が

必
要

　
・
若

者
や

女
性

、
高

齢
者

な
ど

、
多

様
な

人
材

が
活

躍
で

き
る

環
境

を
つ

く
る

た
め

に
は

、
短

時
間

勤
務

や
副

業
・
兼

業
と

い
っ

た
多

様
な

働
き

方
の

導
入

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

働
き

が
い

の
向

上
に

も
取

り
組

み
、

そ
れ

ら
の

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

を
創

出
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

１
　

働
き

方
改

革
（
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
く
り

）
に

取
り

組
む

企
業

の
拡

大
（
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

創
出

及
び

県
内

企
業

へ
の

取
り

組
み

の
波

及
）

　
・
K
O

C
H

I 
W

o
rk

 S
ty

le
 A

w
ar

dの
開

催
（
男

性
育

休
推

進
部

門
の

新
設

）
【
R

6
～

R
9
】

　
・
小

規
模

企
業

や
中

山
間

地
域

に
所

在
す

る
企

業
向

け
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

や
企

業
伴

走
支

援
の

実
施

【
R

6
～

R
7
】

　
・
高

知
県

登
録

働
き

方
改

革
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
養

成
と

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

【
R

6
～

】
　

・
企

業
の

伴
走

支
援

の
強

化
【
R

6
～

R
7
】

　
・
働

き
や

す
い

職
場

環
境

整
備

に
取

り
組

む
企

業
へ

の
助

成
【
R

6
～

R
7
】

　
・
企

業
に

お
け

る
業

務
の

属
人

化
解

消
や

複
数

業
務

を
担

え
る

体
制

整
備

に
向

け
た

研
修

会
の

開
催

【
R

7
】

２
　

多
様

な
働

き
方

（
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
く
り

）
の

導
入

支
援

（
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

創
出

及
び

県
内

企
業

へ
の

取
り

組
み

の
波

及
）

　
・
多

様
な

働
き

方
推

進
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

や
企

業
伴

走
支

援
の

実
施

【
R

6
】

  
・
企

業
伴

走
支

援
の

強
化

【
R

6
～

R
7
】
（
再

掲
）

　
・
K
O

C
H

I 
W

o
rk

 S
ty

le
 A

w
ar

dの
開

催
【
R

6
～

R
9
】
（
再

掲
）

　
・
企

業
に

お
け

る
業

務
の

属
人

化
解

消
や

複
数

業
務

を
担

え
る

体
制

整
備

に
向

け
た

研
修

会
の

開
催

【
R

7
】
（
再

掲
）

３
　

働
き

が
い

向
上

に
向

け
た

支
援

（
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

創
出

及
び

県
内

企
業

へ
の

取
り

組
み

の
波

及
）

　
・
職

務
や

役
割

に
よ

っ
て

評
価

す
る

人
事

賃
金

制
度

構
築

支
援

研
修

会
の

開
催

【
R

6
～

R
7
】

　
⇒

　
別

図
＜

商
0
7
＞

参
照

（
P

8
0
）

＜
伴

走
支

援
企

業
数

＞
1
6
社

（
R

5
）

↓ 3
0
社

（
R

9
）

＜
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
ペ

ー
ジ

年
間

ア
ク

セ
ス

数
＞

1
3
,5

0
0
回
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高
知
県
企
業
誘
致
戦
略

令
和

９
年

度
末

ま
で

に
誘

致
企

業
51

社
、雇

用
者

1,
01

1人
を

創
出

目
標

【
K
P
I】

・産
業

団
地

の
開

発
・土

地
や

居
抜

き
物

件
等

の
情

報
収

集
と整

理
・廃

校
等

の
遊

休
施

設
や

空
き

店
舗

の
活

用
・空

き家
活

用
によ

る住
居

（
社

宅
等

）
の確

保

 企
業

や
従

業
員

を受
け

入
れ

る
ため

の
基

盤
整

備
の

推
進

１

〈育
成

〉・
デジ

タル
カレ

ッジ
、土

佐
M

BA
 ・オ

ーダ
ーメ

イド
型

研
修

の実
施

、支
援

〈確
保

〉・
地

元
大

学
、高

校
等

との
連

携
・移

住
施

策
との

連
携

・外
国

人
材

の紹
介

(高
度

人
材

含
む)

 多
様

な
企

業
ニー

ズ
に対

応
で

きる
人

材
の

育
成

・確
保

２

・既
存

補
助

制
度

の
活

用
or

拡
充

・オ
ー

ダー
メイ

ド型
補

助
制

度
の

検
討

・市
町

村
との

協
調

補
助

（
人

口
減

少
対

策
総

合
交

付
金

の
活

用
を

含
む

）

全
国

トッ
プ

クラ
ス

の
支

援
制

度
の

拡
充

３

・協
働

に
よ

る
誘

致
を

進
め

る
仕

組
み

の
構

築
・地

元
協

力
企

業
の

紹
介

・従
業

員
確

保
の

支
援

・従
業

員
の

住
居

紹
介

 な
ど

  地
元

市
町

村
との

協
働

によ
る

アフ
ター

フォ
ロー

の
実

施
４

下 支 え す る 施 策

これ
ま

で
、製

造
業

（
一

次
産

業
分

野
に

お
け

る
産

品
の

加
工

を
含

む
）

や
事

務
系

企
業

、I
T・

コン
テ

ン
ツ系

企
業

な
どの

企
業

誘
致

の
取

り組
み

を
推

進
そ

の
結

果
、産

業
振

興
計

画
を

策
定

した
平

成
21

年
度

以
降

、6
5社
の
誘
致
、約
18
00
人
の
雇
用
創
出

を
実

現
しか

しな
が

ら、
元

気
な

未
来

創
造

戦
略

や
中

山
間

地
域

再
興

ビジ
ョン

の
目

標
の

達
成

に
向

け
て

は
、以

下
の

課
題

へ
の

対
応

が
必

要

①
若
年
人
口
の
減
少

・ 
長

年
に

わ
た

る
若

年
層

の
県

外
へ

の
転

出
超

過
に

よ
って

若
年

人
口

（
15

～
34

歳
）

、と
りわ

け
女

性
の

若
年

人
口

が
減

少
して

い
る

・ 
魅

力
あ

る
仕

事
を

創
り、

若
者

の
定

着
に

つ
な

げ
る

こと
が

求
め

られ
て

い
る

②
製
造
業
の
生
産
性
・製
造
品
出
荷
額
等
の
底
上
げ

・ 
製

造
業

の
生

産
性

、製
造

品
出

荷
額

等
は

全
国

下
位

レ
ベ

ル
に

あ
り、

底
上

げ
が

必
要

・ 
様

々
な

分
野

の
理

系
学

生
の

就
職

の
受

け
皿

とな
る

　
企

業
が

必
要

③
中
山
間
地
域
に
お
け
る
働
く場
・生
活
イ
ン
フラ
の
減
少

・ 
若

者
や

女
性

が
魅

力
を

感
じる

仕
事

が
少

な
く、

若
者

　
流

出
の

一
因

とな
って

い
る

・ 
買

い
物

環
境

等
の

生
活

イン
フラ

に
つ

い
て

は
、高

齢
化

等
に

よ
りニ

ー
ズ

が
高

ま
る

一
方

で
、人

口
減

少
の

進
展

に
よ

り、
サ

ー
ビス

の
維

持
・確

保
が

困
難

に
な

って
い

る

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り組
み

県
内

各
地

に
働

く場
を

創
出

す
る

様
々

な
企

業
の

誘
致

を
以

下
の

４
つ

の
柱

に
基

づ
き

、全
庁

を
挙

げ
て

市
町

村
との

協
働

に
よ

り推
進

柱
４　柱
１

柱
２

拡

柱
３ 県
内
製
造
業
の
生
産
性
向
上
や製
造
品
出
荷
額
等
の

増
加
に資
す
る企
業
の
誘
致

主
な
誘
致
対
象
企
業
（
分
野
）

拡 推 進 体 制

　地
域

本
部

（
再

掲
）

事
務

局

（
企

業
誘

致
課

）

協
働

副
知

事
、商

工
労

働
部

長
、各

部
の

副
部

長
（

総
合

企
画

部
、産

業
振

興
推

進
部

、
商

工
労

働
部

、観
光

振
興

ス
ポ

ー
ツ

部
、農

業
振

興
部

、林
業

振
興

・環
境

部
、

水
産

振
興

部
、土

木
部

）
＋

 地
域

産
業

振
興

監
　　

  （
全

７
地

域
本

部
）

プ
ロジ

ェク
トチ

ー
ム

（
Ｐ

Ｔ
）

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
（

Ｗ
Ｇ

）
商

工
労

働
部

副
部

長
、各

部
の

主
管

課
長

庁
内

誘
致
案
件
（
現
状
）

区
分

計

熟
度

・必
要

性
( 

低
  →

  中
  →

  高
 )

Ｃ
Ｂ

Ａ

柱
１

17
件

8
1

8

柱
２

3件
2

1

柱
３

7件
1

4
2

柱
４

41
件

22
12

7

計
68

件
31

19
18

理
系
学
生
の
就
職
を
促
進
す
る
企
業
の
誘
致

若
者
や女
性
か
ら人
気
の
高
い
事
務
系
企
業
等
の
誘
致

市
町

村
との

協
働

○
庁
内
外
か
らの
ニ
ー
ズ
の
　　

吸
い
上
げ

(1
) 

庁
内

・ 
関

係
部

局
、地

域
本

部
（

PT
、W

G）
(2

) 
庁

外
・ 

市
町

村
・ 

大
学

（
学

生
）

等
へ

の
　

ア
ン

ケ
ー

トを
実

施

○
企
業
に
対
す
る
情
報
発
信

・ 
県

外
見

本
市

へ
の

出
展

・ 
D

M
の

発
送

・ 
HP

、w
eb

広
告

、w
eb

ｾﾐ
ﾅｰ

等
の

デ
ジ

タル
技

術
の

活
用

・ 
県

関
係

者
等

の
ﾈｯ

ﾄﾜ
ｰｸ

活
用

○
企
業
訪
問
の
実
施

・ 
本

県
の

支
援

策
等

の
紹

介
・ 

企
業

の
抱

え
る

課
題

(ニ
ー

ズ
)

の
把

握
↓

・ 
課

題
解

決
に

向
け

た
提

案
物

件
紹

介
、人

材
確

保
策

、
補

助
制

度
の

活
用

　な
ど

○
現
地
視
察
の
提
案
・実
施

・ 
物

件
や

周
辺

地
域

の
案

内
・ 

市
町

村
、ハ

ロー
ワ

ー
クと

面
談

・ 
企

業
側

か
らの

要
望

に
対

応
県

内
企

業
、大

学
等

との
意

見
交

換
の

場
の

セ
ッテ

ィン
グ

　
な

ど

Ⅰ
　企
業
誘
致
の
取
り組
み
を
拡
大

・ 
これ

ま
で

の
商

工
業

や
一

次
産

業
分

野
の

取
り組

み
に

加
え

て
、「

中
山

間
地

域
に

仕
事

を
創

る
」な

どの
視

点
を

含
め

た
企

業
誘

致
を

４
つ

の
柱

に
よ

り推
進

①
若
年
人
口
の
減
少

・ 
若

者
や

女
性

か
らニ

ー
ズ

の
あ

る
企

業
の

さら
な

る
誘

致

②
製
造
業
の
生
産
性
・製
造
品
出
荷
額
等
の
底
上
げ

・ 
県

内
製

造
業

の
生

産
性

の
向

上
や

製
造

品
出

荷
額

等
の

増
加

に
寄

与
す

る
企

業
の

誘
致

・ 
理

系
学

生
の

受
け

皿
とな

る
企

業
の

誘
致

③
中
山
間
地
域
に
お
け
る
働
く場
・生
活
イ
ン
フラ
の
減
少

・ 
中

山
間

地
域

に
働

く場
を

創
出

す
る

企
業

の
誘

致
・ 

中
山

間
地

域
で

暮
らし

続
け

る
こと

が
で

き
る

よ
う生

活
　

イン
フラ

とな
る

企
業

の
誘

致

Ⅱ
　P
T設
置
な
ど推
進
体
制
の
整
備

・ 
庁

内
に

PT
とW

Gを
設

置
す

る
こと

に
よ

り、
Ⅰ

の
取

り組
み

の
進

捗
管

理
や

下
支

え
す

る
施

策
の

検
討

等
を

実
施

・ 
市

町
村

と協
働

して
誘

致
を

進
め

る
仕

組
み

を
構

築

現
状
・課
題

企
業
誘
致
の
視
点
か
らの
対
策

新
企

業
誘

致
の

実
現

Aと
な

る
よ

う磨
きあ

げ

☆
A案

件
は

具
体

的
な

誘
致

活
動

を
実

施

中
山
間
地
域
へ
の
若
者
・女
性
が
働
く場
や

生
活
イ
ン
フラ
関
連
の
企
業
の
誘
致

Ⅱ
　P
T設
置
な
ど推
進
体
制
の
整
備
（
進
捗
管
理
・下
支
え
す
る
施
策
の
検
討
な
ど）

Ⅰ
　企
業
誘
致
の
取
り組
み
を
拡
大

柱
１

柱
２

柱
３

柱
４

企
業
誘
致
の
流
れ

《ス
テ
ップ
１
：
誘
致
案
件
の
掘
り起
こし
》

《ス
テ
ップ
３
：
具
体
的
な
誘
致
活
動
》

《ス
テ
ップ
２
：
「案
件
カ
ル
テ
」の
作
成
、磨
き
あ
げ
》

市
町

村
支

援
連

携

＜
商
01
＞

74



国
内
外
へ
の
さ
ら
な
る
外
商
の
促
進

【国
内
】

(1
)出

展
見

本
市

を
絞

り、
事

前
準

備
や

出
展

後
の

フォ
ロー

を手
厚

くす
る

こと
で

成
約

増
に

つ
な

が
って

い
る

が
、新

規
出

展
者

が
少

な
い

た
め

、掘
り起

こし
が

必
要

(2
)大

手
企

業
に

幅
広

くネ
ット

ワ
ー

クを
持

つ
NP

O
法

人
と

技
術

の
外

商
分

野
で

連
携

し商
談

が
生

ま
れ

て
お

り、
他

分
野

で
も

販
路

拡
大

が
期

待
で

き
る

。
(3

)専
門

知
識

が
必

要
な

工
法

分
野

に
つ

い
て

、土
木

技
術

コー
デ

ィネ
ー

ター
の

人
脈

を
活

か
し、

さら
に

多
くの

自
治

体
や

団
体

等
と県

内
企

業
との

関
係

を
構

築
す

る
た

め
に

は
活

動
体

制
の

強
化

が
必

要
【海
外
】

(1
)海

外
展

開
の

き
っか

け
とな

る
現

地
視

察
に

つ
い

て
、従

来
の

ミッ
シ

ョン
団

派
遣

で
は

、期
間

が
長

く参
加

しづ
らい

企
業

が
あ

り、
多

様
な

機
会

の
提

供
が

必
要

(2
)フ

ィリ
ピン

で
防

災
セ

ミナ
ー

を
開

催
し、

災
害

リス
ク世

界
一

と言
わ

れ
る

フィ
リピ

ン
政

府
機

関
の

防
災

に
対

す
る

関
心

の
高

さを
確

認
。商

談
機

会
の

拡
充

が
必

要
(3

)フ
ラン

ス
に

お
い

て
R4

,R
5に

出
展

した
見

本
市

や
R6

に
実

施
した

パ
リ市

内
展

示
ス

ペ
ー

ス
で

の
商

品
展

示
・商

談
の

取
り組

み
が

実
を結

び
つ

つ
あ

り、
参

画
拡

大
が

必
要

【K
PI
】

　産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
が
支
援
す
る
企
業
の
県
外
売
上
高

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　※

単
位

：
億

円

R５
R6

（
8月

実
績

）
Ｒ

９

目
　標

1,
05

7
1,

08
9

(5
09

)
1,

19
0

うち
海

外
57

59 (3
6)

64

【国
内
】　
関
西
圏
へ
の
取
り組
み
の
強
化

(1
)外

商
に

取
り組

む
企

業
の

掘
り起

こし
　 

県
ブ

ー
ス

出
展

を
効

果
的

な
見

本
市

に
絞

り、
出

展
準

備
や

出
展

後
の

商
談

会
開

催
な

どの
支

援
を

さ
らに

きめ
細

や
か

に
行

うこ
とに

よ
り、

新
規

企
業

も
参

加
しや

す
く、

よ
り成

約
に

つ
な

が
る

環
境

を
整

備
(2

)販
路

拡
大

の
強

化
　①

 N
PO

法
人

との
連

携
分

野
に

つ
い

て
、技

術
の

外
商

分
野

に
加

え
て

、防
災

関
連

製
品

を
は

じめ
とす

る
各

種
製

品
に

拡
大

　②
 「

とさ
とさ

」を
活

用
した

伝
統

的
工

芸
品

、海
洋

深
層

水
な

どの
販

売
促

進
(3

)防
災

関
連

製
品

・技
術

の
外

商
支

援
体

制
の

強
化

　 
土

木
技

術
コー

デ
ィネ

ー
ター

の
活

動
日

数
を

増
加

（
週

３
日

→
４

日
）

【海
外
】　
企
業
の
裾
野
拡
大
と商
談
の
強
化

(1
)海

外
展

開
に

取
り組

む
企

業
の

掘
り起

こし
　 

忙
しい

経
営

層
で

も
参

加
で

き
る

よ
う、

現
地

サ
ポ

ー
トデ

ス
ク（

タイ
・ベ

トナ
ム

）
を

活
用

した
短

期
間

の
海

外
視

察
の

実
施

　　
(2

)防
災

関
連

製
品

・技
術

の
商

談
機

会
の

拡
充

   
台

湾
で

の
展

示
会

出
展

に
加

え
て

、フ
ィリ

ピン
で

の
JI

CA
等

との
連

携
や

防
災

セ
ミナ

ー
で

築
い

た
現

地
政

府
機

関
との

ネ
ット

ワ
ー

クを
活

用
し、

現
地

商
談

及
び

事
前

・事
後

の
ウェ

ブ
商

談
を

実
施

(3
)新

た
な

市
場

の
開

拓
に

向
け

た
取

り組
み

の
強

化
　①

 フ
ラン

スや
ドイ

ツで
の

取
り組

み
の

情
報

を共
有

、県
内

企
業

の
意

欲
を高

め
、E

U圏
で

の
商

談
を促

進
　②

 J
ET

RO
と連

携
した

米
国

市
場

調
査

の
実

施

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

　　

(1
)国

内
：

新
た

に
外

商
に

取
り組

む
企

業
の

裾
野

を
拡

大
す

る
とと

も
に

、外
商

の
取

組
が

進
ん

で
い

る
　　

　　
県

内
企

業
に

見
本

市
出

展
等

の
外

商
活

動
を

促
す

こと
に

よ
り、

成
約

額
増

加
に

つ
な

げ
る

。
(2

)海
外

：
海

外
展

開
に

取
り組

む
企

業
の

裾
野

を
広

げ
る

とと
も

に
、現

地
企

業
との

マ
ッチ

ン
グ

促
進

等
   

 に
よ

り、
県

内
企

業
の

成
約

拡
大

に
つ

な
げ

る
。

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

　　
　　

　　
　　
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
が
支
援
す
る
企
業
の
県
外
売
上
高

　
出

発
点

(R
4)

1,
02

7億
円

 (
うち

海
外

56
億

円
)⇒

現
状

(R
6年

8月
)5

09
億

円
 (

うち
海

外
36

億
円

)
⇒

R7
 1

,1
22

億
円

 (
うち

海
外

61
億

円
)⇒

４
年

後
(R

9)
1,

19
0億

円
 (

うち
海

外
64

億
円

)

目
標
値

拡 拡拡拡

現
状

・課
題

拡

＜
商
02
＞

75



（
１

）
現

状
　　

①
 地

域
商

業
の

活
性

化
に

向
け

て
は

、こ
れ

ま
　　

　　
で

主
に

商
業

集
積

地
（

商
店

街
）

を
対

象
　　

　　
に

取
り組

ん
で

き
た

　　
　　

H3
0か

ら取
り組

む
「商

店
街

等
振

興
計

画
　　

　　
推

進
事

業
」に

よ
り、

18
地

域
（

21
市

町
）

　　
　　

で
計

画
策

定
　　

　　
計

画
に

基
づ

く取
り組

み
に

よ
り商

店
街

等
に

　　
　　

お
け

る
に

ぎ
わ

い
の

創
出

な
ど一

定
の

成
果

が
　　

　　
得

られ
た

　　
　　

一
方

で
営

業
店

舗
数

の
減

少
は

続
い

て
い

る

　　
　　

　　
商

業
集

積
地

に
お

け
る

営
業

店
舗

数
　　

 　
　　

　　
（

R4
:4

,6
32

件
→

R5
:4

,5
57

件
）

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　出
典

：
県

地
域

商
業

実
態

調
査

　　
　　

　　
小

売
業

及
び

卸
売

業
の

事
業

所
数

　　
　　

　　
 　

（
H2

8:
8,

36
5所

→
R3

:7
,9

29
所

）
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　 
出

典
：

経
済

セ
ン

サ
ス

（
２

）
課

題
　　

①
 都

市
部

で
は

郊
外

型
店

舗
が

増
加

、中
山

　　
　　

間
地

域
で

は
過

疎
・高

齢
化

が
進

み
、商

業
　　

　　
集

積
地

の
空

洞
化

が
進

ん
で

い
る

　　
②

 商
店

街
に

限
らず

、地
域

住
民

の
生

活
に

必
　　

　　
要

な
商

業
機

能
を

維
持

した
い

とい
うニ

ー
ズ

　　
　　

が
あ

る
　　

③
 こ

れ
ま

で
商

店
街

等
を

中
心

とし
た

商
業

地
　　

　　
域

へ
の

支
援

を
行

って
き

た
た

め
、そ

れ
以

外
　　

　　
の

地
域

へ
の

支
援

が
十

分
で

な
い

商
業

支
援

の
在

り方
の

見
直

しが
必

要

　
 　

　地
域

商
業

の
活

性
化

現
状

・課
題

等

　（
１

）
地

域
商

業
機

能
維

持
・活

性
化

計
画

の
策

定
を

支
援

　　
 ①

 計
画

策
定

　　
  ア

　策
定

に
係

る
協

議
会

等
の

体
制

づ
くり

　　
  イ

　地
域

に
必

要
な

商
業

機
能

の
洗

い
出

し
　　

  ウ
　策

定
に

向
け

た
事

業
経

営
ア

ドバ
イザ

ー
等

の
派

遣

　（
２

）
地

域
商

業
機

能
維

持
・活

性
化

計
画

に
基

づ
い

た
取

り組
み

を
支

援
　　

 ①
 ソ

フト
事

業
に

対
す

る
支

援
　　

　ア
　地

域
の

商
業

機
能

を
担

う人
材

の
育

成
や

組
織

作
り(

若
者

を
対

象
に

した
起

業
セ

ミナ
ー

等
)

　　
　イ

　地
域

資
源

を
生

か
した

ブ
ラン

ドの
構

築
等

に
向

け
た

取
り組

み
　　

　ウ
　地

域
の

公
共

交
通

事
業

者
と連

携
した

取
り組

み
　　

 ②
 ハ

ー
ド事

業
に

対
す

る
支

援
　　

　ア
　滞

在
時

間
の

延
長

を
促

す
コミ

ュニ
テ

ィス
ペ

ー
ス

（
休

憩
施

設
、イ

ー
トイ

ン
ス

ペ
ー

ス
等

）
の

設
置

　　
　イ

　ポ
ップ

ア
ップ

ス
トア

等
の

出
店

　（
３

）
そ

の
他

　計
画

に
位

置
づ

け
た

取
り組

み
に

対
す

る
支

援
　　

 ①
 空

き
店

舗
を

活
用

した
出

店
・起

業
に

対
す

る
支

援
　　

 ②
 商

工
会

等
の

経
営

指
導

員
に

よ
る

支
援

　　
 ③

 事
業

承
継

の
促

進
に

向
け

た
支

援
　　

 ④
 デ

ジ
タル

化
の

促
進

に
向

け
た

支
援

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

　　 （
１

）
従

来
の

「商
店

街
等

振
興

計
画

」を
「地

域
商

業
機

能
維

持
・活

性
化

計
画

」に
シ

フト
し、

市
町

村
が

　　
　　

 主
体

とな
った

計
画

の
策

定
を支

援
す

る
。

　　
　　

　
（

２
）

計
画

の
対

象
とす

る
地

域
を

これ
ま

で
の

「商
業

集
積

地
（

商
店

街
）

」か
ら「

市
町

村
全

体
」に

変
更

し、
地

域
に

　　
　　

 必
要

とさ
れ

る
商

業
機

能
の

維
持

・活
性

化
に

向
け

た
取

り組
み

の
推

進
を

図
る

。
　　

　　
　　

（
３

）
計

画
策

定
後

は
、計

画
の

実
行

を
伴

走
支

援
す

る
。

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

新

　　
　　

　　
　　

　商
業

集
積

地
に

お
け

る
営

業
店

舗
数

（
年

間
）

　　
　　

　　
　　

　出
発

点
(R

4)
 4

,6
32

件
 ⇒

 現
状

(R
5)

 4
,5

57
件

 ⇒
 R

7 
4,

60
0件

 ⇒
 ４

年
後

(R
9)

 4
,6

00
件

目
標

値

新 拡

＜
商

03
＞

76



◆
産

業
振

興
セ

ンタ
ー

等
の

支
援

に
より

中
規

模
事

業
者

の
デ

ジ
タル

化
の

取
り組

み
は

一
定

進
展

◆
一

方
、小

規
模

事
業

者
で

は
、半

数
が

デ
ジ

タル
化

の
取

り組
み

を実
施

して
い

な
い

（
R5

中
小

企
業

・小
規

模
企

業
版

　県
政

世
論

調
査

）
◆

「導
入

コス
ト」

が
ネ

ック
とな

って
い

た
が

、デ
ジ

タル
技

術
活

用
促

進
事

業
費

補
助

金
(R

4/
R5

補
正

)
や

国
IT

導
入

補
助

金
の

活
用

に
より

、デ
ジ

タル
化

に
取

り組
む

事
業

者
の

掘
り起

こし
が

一
定

進
展

現
　状

　

①
取

り組
み

の
量

的
拡

大
に

向
け

、県
内

事
業

者
へ

の
啓

発
活

動
の

強
化

が
必

要
　→

対
策

➊
➋

　②
小

規
模

事
業

者
の

経
営

支
援

の
中

核
を担

って
い

る商
工

会
・商

工
会

議
所

の
経

営
指

導
員

の
デ

ジ
タル

化
支

援
力

の
強

化
が

必
要

　
　→

対
策

❹
❺

　③
IT

事
業

者
や

民
間

パ
ソ

コン
教

室
が

な
い

中
山

間
地

域
で

は
、仕

事
の

中
に

デ
ジ

タル
技

術
や

デ
ー

タ分
析

を
取

り入
れ

る
き

っか
け

　　
 が

な
く、

小
規

模
事

業
者

の
デ

ジ
タル

デ
バ

イド
問

題
が

顕
在

化
　→

対
策

❼
　④

取
り組

み
を質

的
に

向
上

させ
DX

ま
で

高
め

る
に

は
、産

業
振

興
セ

ン
ター

の
機

能
を

強
化

し、
そ

の
他

の
支

援
機

関
との

連
携

を
深

　　
 め

な
が

ら、
後

回
しに

な
りが

ち
な

デ
ジ

タル
投

資
や

推
進

体
制

構
築

に
向

け
た

サ
ポ

ー
トを

す
る

必
要

　→
対

策
⓯

⓰

課
　題

  令
和

6年
10

月
24

日
産

業
デ

ジ
タル

化
推

進
課

　

　➤
事

業
者

を
取

り巻
く経

営
環

境
は

、賃
上

げ
や

原
材

料
価

格
の

高
騰

な
どに

よ
る

コス
トの

増
加

、
人

手
不

足
な

どに
より

厳
しい

状
況

に
あ

り、
デ

ジ
タル

技
術

の
活

用
に

関
心

が
高

ま
りつ

つ
あ

る
➤

デ
ジ

タル
技

術
の

導
入

に
よ

る
生

産
性

向
上

や
効

果
的

な
マ

ー
ケ

テ
ィン

グ
を

実
現

し、
県

内
事

業
者

の
「稼

ぐ力
」を

高
め

る
必

要
➤

若
者

・女
性

に
とっ

て
魅

力
的

な
働

く場
を

増
や

す
た

め
、デ

ジ
タル

技
術

も
活

用
し、

働
き

方
改

革
を

推
進

す
る

必
要

ଓ ஃ ਑ ২

国
IT

導
入

補
助

金
国

省
力

化
投

資
補

助
金

国
も

の
づ

くり
補

助
金

デ
ジ

タ
ル

技
術

活
用

促
進

事
業

費
補

助
金

拡

  R
6
.1

2
.2

産
業

デ
ジ

タル
化

推
進

課
　

 １
 商

工
会

・商
工

会
議

所
に

お
け

る
デ

ジ
タ

ル
化

に
関

す
る

指
導

・相
談

件
数

（
年

間
）

　 
 出

発
点

(R
4)

47
9件

  ⇒
  (

R6
)8

03
件

  ⇒
  (

R7
)7

20
件

  ⇒
  (

R9
)9

60
件

２
 産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
が

支
援

す
る

デ
ジ

タ
ル

化
計

画
の

策
定

数
（

R3
～

の
累

計
）

　 
  出

発
点

(R
5)

90
件

   
  ⇒

  (
R6

)1
27

件
  ⇒

  (
R7

)1
50

件
　⇒

  (
R9

)2
10

件
３

 D
X認

定
企

業
数

（
R

4～
の

累
計

）
　　

　　
出

発
点

(R
5)

7社
　 

 ⇒
  (

R6
)1

1社
  ⇒

  (
R7

)1
4社

 ⇒
  (

R9
)2

4社

KP
I

⓲
国

補
助

制
度

の
活

用
促

進
　及

び
　県

単
独

の
補

助
制

度
の

創
設

　 （
１

）
事

業
者

の
共

通
課

題
の

解
決

　➔
　国

の
カタ

ログ
補

助
金

等
を

活
用

（
２

）
事

業
者

の
個

別
課

題
の

解
決

　➔
　県

単
独

の
補

助
制

度
に

よ
り支

援
（

国
補

助
金

で
対

象
とな

らな
い

、個
別

シ
ス

テ
ム

開
発

や
ハ

ー
ド機

器
整

備
を

支
援

）

ൣ ௒ ੍ ର ط য ౫ ୘ ਛ ؞ ન ৳

■
支

援
対

象
者

　デ
ジ

タル
化

に
取

り組
む

意
思

を
持

つ
事

業
者

　

　第
２

段
階

　デ
ジ

タ
ル

化
実

行
（

当
面

の
課

題
を

解
決

）

■
R

7取
り組

み
内

容
　 ❾

継
続

的
に

取
り組

む
た

め
の

中
期

的
な

実
行

計
画

で
あ

る
「デ

ジ
タル

　
 化

計
画

」の
策

定
・実

行
支

援
（

デ
ジ

タル
化

推
進

CO
4名

）
➓

情
報

産
業

協
会

会
員

企
業

等
と連

携
した

マッ
チ

ング
支

援

⓫
ロボ

ット
・A

I等
を

活
用

した
製

造
ライ

ン
の

ス
マ

ー
ト化

を支
援

⓬
都

市
部

の
ﾌﾟ

ﾛﾌ
ｪｯ

ｼｮ
ﾅﾙ

人
材

とﾏ
ｯﾁ

ﾝｸ
ﾞし

、伴
走

支
援

体
制

を構
築

⓭
デ

ジ
タル

技
術

を活
用

した
業

務
効

率
化

を
進

め
る

た
め

の
デ

ジ
タル

ツー
ル

導
入

や
人

材
育

成
を

支
援

（
県

補
助

制
度

を
活

用
）

　 ⓮
従

業
員

の
リス

キ
リン

グ
を推

進
し、

社
内

の
デ

ジ
タル

化
リー

ダー
を

育
成

す
る

講
座

を開
催

　（
総

合
講

座
35

人
、　

個
別

テ
ー

マ
15

名
×

6テ
ー

マ）

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

U
Iタ

ー
ン

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

工
業

技
術

セ
ン

タ
ー

金
融

機
関

高
知

デ
ジ

タ
ル

カ
レ

ッジ 新

■
支

援
対

象
者

  部
門

毎
の

効
率

化
に

留
ま

らず
、全

体
最

適
化

を
目

指
す

意
思

の
あ

る
事

業
者

第
３

段
階

　デ
ジ

タ
ル

化
統

合
　　

　　
　　

（
会

社
全

体
の

経
営

課
題

を
解

決
）

　

■
R

７
取

り組
み

内
容

⓯
会

社
全

体
の

経
営

課
題

解
決

に
向

け
た

デ
ジ

タル
化

計
画

   
策

定
後

の
フォ

ロー
ア

ップ
を

行
うた

め
の

支
援

体
制

を
強

化
（

D
X戦

略
ア

ドバ
イザ

ー
に

よ
る

専
門

的
助

言
）

⓰
支

援
チ

ー
ム

に
よ

る
、企

業
の

「事
業

戦
略

」「
デ

ジ
タル

化
   

計
画

」の
横

断
的

な
実

行
を

支
援

し、
D

Xに
挑

戦
す

る
事

   
業

者
を

後
押

し
⓱

全
体

最
適

に
向

け
た

取
り組

み
を支

援
(「

DX
認

定
」取

得
な

ど)

質
的
向
上

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー D

　X
ビジ

ネ
ス

モ
デ

ル
や

組
織

・企
業

文
化

の
変

革
を

行
い

、新
た

な
付

加
価

値
を

生
み

だ
す

「デ
ジ

タル
トラ

ン
ス

フォ
ー

メー
シ

ョ
ン

」の
実

現
へ

拡 拡

拡

拡

拡

■
R

７
取

り組
み

内
容

　 　➌
IT

ツー
ル

集
等

を
活

用
し経

営
指

導
の

中
で

啓
発

活
動

を実
施

　　
（

経
営

指
導

員
 約

80
名

）
　❹

「デ
ジ

タル
化

支
援

員
」を

増
員

し（
1名

→
2名

）
、経

営
指

導
員

へ
の

支
 援

体
制

を
強

化
　❺

経
営

指
導

員
の

デ
ジ

タル
化

支
援

力
強

化
に

向
け

た
人

材
育

成
講

座
を実

施

　❻
商

工
会

・商
工

会
議

所
等

か
らト

ス
ア

ップ
され

る
小

規
模

事
業

者
か

らの
相

 談
案

件
に

専
門

家
が

対
応

　❼
IT

サ
ー

ビス
事

業
者

が
少

な
い

中
山

間
地

域
の

デ
ジ

タル
デ

バ
イド

対
策

とし
て

、ビ
ジ

ネ
ス

で
使

え
る

デ
ジ

タル
入

門
講

座
を開

催
（

4カ
所

程
度

（
安

芸
地

域
、嶺

北
地

域
、高

幡
+

仁
淀

川
地

域
、幡

多
地

域
）

）
　 　 　➑

デ
ジ

タル
化

を推
進

す
る

た
め

の
普

及
啓

発
セ

ミナ
ー

を
開

催
（

７
回

）
　　

　※
業

種
の

裾
野

を
拡

げ
る

た
め

、業
界

団
体

に
向

け
た

啓
発

活
動

も
実

施

■
支

援
対

象
者

　県
内

事
業

者
の

９
割

を
占

め
る

小
規

模
事

業
者

（
多

くが
個

人
事

業
主

）

　　
　第

１
段

階
　デ

ジ
タ

ル
化

準
備

～
開

始
（

初
め

の
一

歩
）
量
的
拡
大

テ
ー

マ
例

：
「ア

ン
ケ

ー
トフ

ォー
ム

使
い

方
」　

「顧
客

デ
ー

タ分
析

」　
「チ

ラシ
づ

くり
」　

等

よ
ろ

ず
支

援
拠

点
（

国
）

商
工

会
・商

工
会

議
所

高
知

デ
ジ

タ
ル

カ
レ

ッジ

拡 拡

高
知

大
学

と連
携

൤ ఺ ཟ ৅

新

新 拡

➊
県

内
事

業
者

に
お

け
る

優
良

な
デ

ジ
タル

化
の

取
り組

み
を公

募
し、

表
彰

イベ
ン

トを
開

催
新

➋
表

彰
イベ

ン
トで

入
賞

した
優

良
事

例
を広

く発
信

す
る

こと
で

取
り組

み
の

横
展

開
を図

り、
デ

ジ
タル

化
に

取
り組

む
事

業
者

の
裾

野
を

拡
大

デ
ジ

タル
化

の
促

進
に

向
け

た
普

及
啓

発
　

  R
7.

1.
31

　産
業

デ
ジ

タル
化

推
進

課
県

内
事

業
者

の
デ

ジ
タ

ル
化

の
促

進
＜

商
04

＞

77



（
１
）
経
営
者
へ
の
意
識
啓
発

　①
金

融
機

関
や

商
工

団
体

等
に

よ
る

経
営

者
へ

の
意

識
啓

   
  発

及
び

支
援

ニ
ー

ズ
の

掘
り起

こし
は

進
ん

で
い

る
。

   
  し

か
しな

が
ら、

県
内

の
事

業
承

継
支

援
の

対
象

とな
る

　 
  事

業
者

(6
0歳

以
上

で
後

継
者

不
在

 約
5,

35
0者

/県
推

計
)に

   
  対

し売
り手

相
談

は
99

2件
(R

2-
R5

相
談

件
数

)と
ま

だ
ま

だ
   

  少
な

い
状

況
　

　⇒
各
支
援
機
関
に
よ
る
継
続
的
な
取
り組
み
が
必
要

　　 （
２
）
売
り手
・買
い
手
の
相
談
件
数

　①
売

り手
の

掘
り起

こし
は

一
定

進
ん

で
い

る
が

、買
い

手
に

つ
　　

 い
て

は
移

住
施

策
との

連
携

や
支

援
メニ

ュー
の

創
設

、情
   

　
　　

 報
発

信
等

を
行

って
い

る
も

の
の

相
談

は
ま

だ
少

な
い

状
況

　⇒
買
い
手
の
増
加
に
向
け
た
さ
らな
る
取
り組
み
が
必
要

　　

　円
滑
な
事
業
承
継
の
推
進

（
１
）
地
域
の
支
援
機
関
の
連
携
体
制
の
強
化

　　
①

事
業

承
継

ネ
ット

ワ
ー

クが
行

う「
事

業
承

継
診

断
」の

実
施

に
よ

る
支

援
ニ

ー
ズ

の
掘

り起
こし

や
意

識
啓

発
　　

②
地

元
支

援
機

関
が

有
す

る
事

業
者

の
ニ

ー
ズ

等
の

情
報

を
共

有
し、

地
域

に
あ

った
支

援
策

を
展

開
　　

　⇒
R7

年
度

は
4地

区
で

展
開

（
中

山
間

地
域

）
　　 （
２
）
買
い
手
の
増
加
に
向
け
た
取
り組
み

　　
①

地
元

金
融

機
関

と連
携

した
買

い
手

の
掘

り起
こし

　　
　ア

　地
元

金
融

機
関

に
売

り手
情

報
や

県
支

援
メニ

ュー
等

を
発

信
し、

マ
ッチ

ン
グ

を
推

進
(県

外
・県

内
)

　　 　　
②

移
住

施
策

等
と連

携
した

買
い

手
の

掘
り起

こし

　　
　ア

　事
業

承
継

・引
継

ぎ
支

援
セ

ン
ター

に
よ

る
相

談
体

制
の

拡
充

　　
　　

⇒
移

住
コン

シ
ェル

ジ
ュを

通
じて

、継
業

希
望

者
に

引
継

ぎ
支

援
セ

ン
ター

との
W

eb
面

談
を

案
内

　　
　イ

　移
住

W
eb

サ
イト

を
通

じた
デ

ジ
タル

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

の
活

用
　　

　　
⇒

関
心

層
に

ア
プ

ロー
チ

す
る

特
集

ペ
ー

ジ
を

作
成

し、
メル

マ
ガ

に
よ

る
プ

ッシ
ュ型

広
報

を
実

施
   

 　
　　

　ウ
　地

域
お

こし
協

力
隊

の
研

修
会

や
創

業
塾

の
起

業
希

望
者

対
象

セ
ミナ

ー
に

お
い

て
PR

(各
2回

以
上

)
　　

　エ
　県

内
大

学
等

の
出

前
承

継
セ

ミナ
ー

の
実

施
（

2回
以

上
）

　　
　オ

　買
い

手
へ

の
支

援
メニ

ュー
の

継
続

（
奨

励
給

付
金

、補
助

金
な

ど）

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

　①
県

全
体

の
事

業
承

継
支

援
の

底
上

げ
を図

る
た

め
、地

域
の

連
携

体
制

を
強

化
す

る
　②

県
内

事
業

者
の

マ
ッチ

ン
グ

を
促

進
す

る
た

め
、買

い
手

の
増

加
を

図
る

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

新

セ
ン

ター
、市

町
村

、
商

工
会

な
どの

各
支

援
機

関 　県
　各

支
店

　約
22
0支
店

　　
売

り手
情

報

　　
支

援
メニ

ュー

本 部
各

支
店

の
取

引
先

（
買

い
手

）

地
元

金
融

機
関

　

　　
　　

　　
　　
高
知
県
事
業
承
継
ネ
ット
ワ
ー
ク
に
よ
る
第
三
者
承
継
の
マ
ッチ
ン
グ
件
数
（
年
間
）

　　
　　

　　
　　

出
発

点
(R

4)
 5

1件
 ⇒

 現
状

(R
6.

12
) 

56
件

 ⇒
 R

7 
10

0件
 ⇒

 ４
年

後
(R

9)
 1

00
件

目
標
値

※
全

国
の

事
業

承
継

・引
継

ぎ
支

援
セ

ン
ター

 R
5年

度
全

国
平

均
75

％

現
状

・課
題

（
単

位
：

件
）

休
廃
業

・解
散

H
30

R元
R2

R3
R4

R5

21
5

25
7

32
1

23
7

24
7

26
1

出
典

:東
京

商
工

リサ
ー

チ

（
単

位
：

件
）

県
内
事
業
者
数

（
単
位
：
者
）

H
26

H
28

R3

26
,3

99
25

,0
25

22
,4

22
出

典
:総

務
省

 経
済

セ
ン

サ
ス

活
動

調
査

主
に

県
外

向
け

主
に

県
内

向
け

R4
R5

R4
-R
5平
均

売
り手

相
談

(A
)

29
4

25
4

27
4

買
い

手
相

談
(B

)
11

3
12

2
11

7.
5

成
約

数
 (

C)
51

52
51

.5

成
約

率
 (

C)
 /

 (
A)

17
.3

%
20

.5
%

18
.8

%

買
い

手
 /

 売
り手

　 
(B

) 
/ 

(A
) 

※
38

.4
％

48
.0

％
43

.1
％

19
4

うち
中

山
間

14
8

17
1

16
18

17

8.
2%

12
.2

%
9.

9%

新 新拡 拡 拡

うち
中

山
間

うち
中

山
間

＜
商
05
＞

78



＜
受

入
促

進
＞

　　
①

一
定

期
間

県
内

で
就

労
した

外
国

人
材

に
対

して
定

着
奨

励
金

を給
付

　　
②

大
使

館
や

送
り出

し機
関

等
か

らの
情

報
を

基
に

、有
望

な
国

・地
域

を
開

拓
（

イン
ド北

東
部

な
ど）

　　
③

新
た

に
外

国
人

材
を

雇
用

しよ
うと

す
る

事
業

所
等

が
相

談
で

き
る

窓
口

の
設

置
　　

　 
（

制
度

や
在

留
資

格
の

説
明

、県
内

監
理

団
体

の
紹

介
）

　　
④

高
度

外
国

人
材

の
雇

用
促

進
に

向
け

た
セ

ミナ
ー

、合
同

企
業

説
明

会
の

実
施

＜
定

着
促

進
＞

（
１

）
暮

ら
しや

す
い

環
境

づ
くり

　　
①

多
文

化
共

生
を促

進
す

る
市

町
村

や
民

間
団

体
へ

の
支

援
　　

　（
多

文
化

共
生

社
会

へ
の

理
解

促
進

や
交

流
イベ

ン
トの

開
催

等
を

支
援

）
　　

　　
　市

町
村

：
補

助
制

度
の

創
設

　　
　　

　民
間

団
体

：
助

成
総

額
お

よ
び

申
請

受
付

時
期

を
拡

充
　　

②
市

町
村

が
行

う日
本

語
教

育
の

取
り組

み
支

援
（

日
本

語
教

室
の

開
設

・運
営

支
援

）
　　

③
e-

ラー
ニ

ン
グ

を活
用

した
時

間
や

場
所

に
とら

わ
れ

な
い

学
習

機
会

の
提

供
　　

④
外

国
人

生
活

相
談

セ
ン

ター
（

ココ
フォ

ー
レ

）
に

よ
る

相
談

対
応

（
２

）
働

き
や

す
い

環
境

づ
くり

　　
①

技
能

実
習

生
等

の
住

宅
を

改
修

す
る

事
業

者
へ

の
支

援
　　

②
「こ

うち
外

国
人

材
優

良
サ

ポ
ー

ト認
証

制
度

」の
創

設
・運

用
開

始
(外

国
人

材
を

雇
用

す
る

事
業

者
を

対
象

)
　　

③
就

労
環

境
整

備
（

社
内

マ
ニ

ュア
ル

・標
識

類
の

多
言

語
化

等
）

の
支

援

（
３

）
学

び
や

す
い

環
境

づ
くり

　　
①

技
能

や
ビジ

ネ
ス

の
ス

キ
ル

ア
ップ

に
取

り組
む

事
業

者
へ

の
支

援
　　

②
溶

接
や

金
属

塗
装

等
、在

職
者

へ
の

技
能

訓
練

の
実

施
（

県
立

高
等

技
術

学
校

）

外
国

人
材

の
受

入
・活

躍
推

進

【現
状

】
（

１
）

海
外

か
ら

優
秀

な
人

材
を

確
保

　　
 送

出
国

側
との

信
頼

関
係

の
構

築
　　

　（
ベ

トナ
ム

、イ
ン

ドな
どへ

の
ミッ

シ
ョン

団
の

派
遣

）
　　

　　
現

地
へ

の
訪

問
回

数
　R

2:
０

回
→

R6
:6

回
（

２
）

県
内

に
お

け
る

就
労

・相
談

体
制

の
充

実
　　

 事
業

者
向

け
説

明
会

の
開

催
　　

　　
R3

～
R6

：
22

回
（

参
加

者
68

0人
）

（
３

）
地

域
の

一
員

とし
て

の
受

入
態

勢
の

充
実

　　
 外

国
人

生
活

相
談

セ
ン

ター
の

運
営

　　
　　

相
談

件
数

　R
2：

49
3件

→
R6

：
89

2件
【課

題
】

　○
人

手
不

足
を

解
消

し、
県

経
済

を
持

続
・発

展
させ

て
い

くた
め

、送
出

国
との

関
係

を
一

層
強

化
し、

優
秀

な
人

材
を

送
り出

して
も

らう
こと

が
必

要
  ○

育
成

就
労

制
度

（
R9

ま
で

に
施

行
）

で
は

、外
国

人
本

人
の

意
向

に
よ

る
転

籍
が

認
め

られ
る

た
め

、本
県

で
働

き
続

け
た

い
と思

え
る

環
境

づ
くり

が
必

要

現
状

・課
題

　　  　 K P I 検 証

R5
(出

発
点

)
Ｒ

６

目
　標

3,
15

0人
3,

29
5人

実
　績

3,
05

9人
3,

76
2人

　　
県

内
で

就
労

す
る

「技
能

実
習

」及
び

　　
「特

定
技

能
」の

外
国

人
労

働
者

数

　　 　 外
国

人
材

が
「暮

らし
や

す
い

・働
き

や
す

い
・学

び
や

す
い

環
境

づ
くり

」の
取

り組
み

を
一

段
と強

化
し、

本
県

で
働

く外
国

人
材

の
満

足
度

を
向

上
させ

、本
県

へ
の

定
着

を図
る

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

　　
　　

　　
　　

県
内

で
就

労
す

る
「技

能
実

習
」及

び
「特

定
技

能
」の

外
国

人
労

働
者

数
（

年
間

）
　　

　　
　　

　　
　（

技
能

実
習

制
度

は
国

に
お

い
て

見
直

し
を

して
い

る
とこ

ろ
）

　　
　　

　　
　　

　　
出

発
点

（
R5

）
3,

05
9人

　⇒
　現

状
（

R6
）

3,
76

2人
　⇒

　4
年

後
（

R9
）

4,
00

0人
以

上

目
標

値

高
知

県
元

気
な

未
来

創
造

戦
略

と連
動

新新

＜
商

06
＞

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

拡新

79



働
き

方
改

革
の

推
進

（
１

）
ワ

ー
ク

ラ
イ

フバ
ラ

ン
ス

の
推

進
　　

①
ワ

ー
クラ

イフ
バ

ラン
ス

推
進

企
業

認
証

制
度

の
取

得
を

　　
　 

推
進

し、
認

証
企

業
数

が
大

幅
に

増
加

　　
　　

（
H3

0　
23

3社
→

R6
　8

52
社

（
延

べ
))

　　
  ※

業
種

別
：

建
設

業
 5

5.
6%

、
　　

　　
　　

 　
　　

　 
製

造
業

、医
療

・福
祉

とも
に

10
.9

％
の

順
　　

　 
　 

従
業

員
規

模
別

：
10

人
以

上
の

企
業

 7
7.

0%
　　

　 
⇒

幅
広

い
業

種
、小

規
模

事
業

者
の

取
得

を
推

進
   

   
   

 し
て

い
くこ

とが
必

要
　　

②
男

性
育

休
の

取
得

推
進

に
よ

り取
得

率
が

大
幅

　　
　に

上
昇

して
い

る
が

、取
得

期
間

が
短

い
傾

向
　 

（
取

得
率

：
H3

0 
7.

6%
→

R5
 3

6.
1%

　　
　取

得
期

間
：

R5
 １

ヶ月
未

満
 5

3.
1％

）
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　 

⇒
取

得
率

と取
得

期
間

の
更

な
る

増
加

に
向

け
、

　　
　　

　業
務

を
代

替
す

る
従

業
員

の
負

担
感

の
解

消
な

ど
　　

　　
　企

業
内

の
仕

組
み

づ
くり

が
課

題

（
２

）
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
くり

へ
の

支
援

　　
①

テ
レ

ワ
ー

クや
フレ

ック
ス

タイ
ム

制
、兼

業
・副

業
な

ど
　　

　　
多

様
な

働
き

方
を

導
入

す
る

企
業

が
増

加
　　

（
働

き
方

改
革

に
取

り組
む

企
業

の
割

合
　　

　 
R1

 4
2.

5％
→

R5
　5

2.
9％

（
従

業
員

5人
以

上
)）

　　
　 

⇒
小

規
模

、中
山

間
地

域
に

所
在

す
る

企
業

は
、

　　
　　

　働
き

方
改

革
に

取
り組

む
企

業
が

少
な

い
状

況

（
３

）
若

年
層

対
策

の
推

進
　　

　高
知

県
の

若
者

の
離

職
率

は
全

国
と比

べ
て

高
い

状
況

　　
　に

あ
る

　　
（

新
規

学
卒

者
(R

3.
3月

卒
)の

3年
以

内
離

職
率

　
　　

　　
高

校
：

全
国

38
.4

%
、高

知
県

44
.9

％
　　

　　
大

学
：

全
国

34
.9

％
、高

知
県

43
.7

％
）

　　
　⇒

早
期

離
職

（
県

外
転

出
含

む
）

の
抑

制
が

課
題

　
　

現
状

・課
題

（
１

）
ワ

ー
ク

ラ
イ

フバ
ラ

ン
ス

の
推

進
　 

①
認

証
制

度
に

男
性

育
休

推
進

部
門

を
新

設
し、

取
得

企
業

に
対

し県
補

助
金

へ
の

イン
セ

ン
テ

ィブ
を

付
与

　 
②

属
人

化
解

消
や

複
数

業
務

を
担

え
る

よ
う支

援
し、

男
性

育
休

を
は

じめ
とす

る
休

暇
が

取
得

しや
す

い
環

境
を

整
備

（
２

）
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
くり

へ
の

支
援

　 
①

企
業

伴
走

支
援

や
KO

CH
I 

W
or

k 
St

yl
e 

Aw
ar

dに
よ

る
ロー

ル
モ

デ
ル

創
出

と横
展

開
(K

PI
:支

援
企

業
数

25
社

)
　 

②
多

様
な

働
き

方
や

賃
上

げ
な

ど処
遇

改
善

に
取

り組
む

企
業

を
事

例
集

等
に

よ
り紹

介
し、

企
業

の
機

運
を

醸
成

　
　 

③
働

き
や

す
い

環
境

整
備

に
向

け
た

補
助

制
度

の
拡

充
に

よ
り、

多
様

な
人

材
が

活
躍

で
き

る
環

境
整

備
を

推
進

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
(K

PI
:1

00
社

)
   

④
職

務
や

役
割

に
よ

って
評

価
す

る
制

度
の

導
入

を
支

援
し、

男
女

間
、非

正
規

・正
規

間
の

賃
金

格
差

解
消

や
処

遇
改

善
   

  を
推

進
（

KP
I:

延
べ

20
社

）
   

⑤
チ

ャイ
ル

ドペ
ナ

ル
テ

ィ対
策

な
ど女

性
活

躍
に

関
す

る
セ

ミナ
ー

を
開

催
し、

女
性

が
働

き
や

す
い

環
境

づ
くり

に
向

け
た

機
運

   
   

を
醸

成
   

⑥
カス

ハ
ラや

ビジ
ネ

ス
ケ

ア
ラー

に
関

す
る

法
改

正
へ

の
対

応
を

支
援

　　
　

（
３

）
若

年
層

対
策

の
推

進
　 

①
職

務
や

役
割

に
よ

って
評

価
す

る
制

度
の

導
入

を
支

援
し、

男
女

間
、非

正
規

・正
規

間
の

賃
金

格
差

解
消

や
処

遇
改

善
   

   
を

推
進

（
KP

I:
延

べ
20

社
）

（
再

掲
）

　 
②

経
済

団
体

等
と連

携
し、

新
入

社
員

向
け

セ
ミナ

ー
、交

流
セ

ミナ
ー

等
を

実
施

し、
早

期
離

職
対

策
を

推
進

　 
③

デ
ジ

タル
マ

ー
ケ

テ
ィン

グ
を

活
用

し、
県

内
の

求
人

情
報

や
各

分
野

の
支

援
策

を
紹

介
す

る
こと

で
若

者
の

県
内

定
着

とス
キ

　　
　ル

ア
ップ

に
よ

る
正

規
化

を
促

進

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

　　 　　 　　   　①
業

種
、地

域
、従

業
員

規
模

ご
との

支
援

を
強

化
し、

認
証

制
度

の
さら

な
る

普
及

を
図

る
こと

で
、働

き
や

す
い

   
  職

場
を

拡
大

　
  ②

女
性

や
若

者
、高

齢
者

な
ど多

様
な

人
材

が
活

躍
で

き
る

職
場

環
境

づ
くり

を
進

め
る

県
内

企
業

の
支

援
を

強
化

   
  す

る
こと

で
、人

材
の

確
保

、定
着

に
寄

与

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

   
す

べ
て

の
世

代
が

活
躍

し多
様

な
働

き
方

が
で

き
る

高
知

県
へ

　　
　　

　　
 （

１
）

 ワ
ー

ク
ラ

イ
フバ

ラ
ン

ス
推

進
延

べ
認

証
企

業
数

（
累

計
）

　　
　　

　　
　 

出
発

点
（

R4
）

63
2社

⇒
現

状
（

R6
）

85
2社

⇒
R7

　9
10

社
⇒

4年
後

(R
9)

 1
,0

50
社

   
   

   
   

  （
２

）
働

き
方

改
革

に
取

り組
む

企
業

（
従

業
員

5人
以

上
）

の
割

合
（

年
間

）
　　

　　
　　

　　
 出

発
点

（
R5

）
52

.9
%

　⇒
現

状
　R

7調
査

　⇒
R7

　5
9%

⇒
4年

後
（

R9
)　

65
%

目
標

値

新拡新 拡 新新 拡 拡 拡 新拡

＜
商

07
＞

80



Ⅰ　専門分野の成長戦略　
観光分野

観光分野の取り組みの概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①　産業振興計画のこれまでの取り組みによる成果と課題
　高知県観光の取り組みとして、「つくる」「売る」「もてなす」のそれぞれの段階ごとに戦
略目標を立て、観光振興に取り組んできました。「つくる」では、地域の核となる観光拠点の
整備や、土佐の観光創生塾による旅行商品づくりを進めました。「売る」では、大河ドラマ
「龍馬伝」の放送を追い風にした「土佐・龍馬であい博」をはじめとした博覧会の実施やセー
ルス・プロモーション活動を展開しました。「もてなす」では、おもてなしタクシーや、おも
てなしトイレの推進による観光客の満足度向上、龍馬パスポートによる周遊促進とリピーター
化に取り組みました。
　これらの取り組みにより、計画策定前は300万人台前半であった年間の県外観光客入込数が、
平成29年、30年には２年連続で440万人を超えることができました。
　その後、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、本県観光は令和２年から大変厳しい
状況に直面しましたが、令和５年には連続テレビ小説「らんまん」の効果もあり過去最高とな
る472万人となり、令和６年には「らんまん」の効果が継続したこと、「どっぷり高知旅キャ
ンペーン」や大阪あんてなショップ「とさとさ」での「極上の田舎 高知」の発信などにより、
過去２番目となる445万人となりました。
　今後、地域のための観光の実現に向けて、入込数だけでなく、長期滞在を促進していくこと
により、観光総消費額や観光客人泊数の増加を目指していくことが必要です。

②　第５期計画ver.２の取り組み
　第５期計画では、「極上の田舎、高知。」をコンセプトとした「どっぷり高知旅キャンペー
ン」を４年間展開し、高知ならではの魅力をじっくりと、深く、たっぷりと味わっていただく
ことで、第５期計画の目標である観光総消費額1,389億円と県外観光客人泊数563.9万人泊の実
現を目指します。

柱１　長期滞在につながる観光地域づくりの推進　　　
　地域ならではの魅力ある素材を生かした観光商品づくりを推進し、中山間地域などへの国内
外の観光客のさらなる誘客の拡大を目指します。
　また、地域住民、観光事業者、市町村等の連携による地域内での周遊促進、滞在時間延長に
も取り組みます。

柱２　戦略的セールス＆プロモーション　　　
　どっぷり高知旅をはじめ、連続テレビ小説「らんまん」や「あんぱん」を前面に打ち出した
プロモーションや旅行会社へのセールスを進めます。
　また、ナイトタイムエコノミーなどの推進による長期滞在の促進や、平日宿泊促進キャン
ペーンの実施による閑散期における誘客の促進に取り組んでいきます。

柱３　おもてなしの推進　　　
　ユニバーサルツーリズムを推進するため、バリアフリー観光の相談窓口を運営するほか、特
設ウェブサイトでの情報発信を行います。
　また、観光ガイドの裾野の拡大やスキル向上、中山間地域で複数の宿を中心に長期滞在でき
る態勢づくりを支援するなど、長期滞在を目指した受皿づくりを進めます。

柱４　国際観光の推進　　　
　国際チャーター便の誘致活動と定期便化に向けた取り組みを強化します。
　また、稼げるガイドの育成、観光事業者や旅行会社とガイドをつなぐマッチングなどによる
旅行商品の高付加価値化や、観光事業者と連携した消費拡大の取り組みを促進するなど、消費
拡大に向けた受入環境整備についても進めていきます。　　

柱５　観光人材の確保・担い手不足の対応　　　
　宿泊施設の生産性向上につながる高付加価値化や年間を通じた観光需要の平準化を進めるこ
とで、宿泊施設の安定的な雇用を推進していきます。
　また、観光関係事業者とともに、外国人材の活躍を推進する制度の周知や現地送り出し機関
等との関係構築に取り組むことで、外国人材の積極的な受入についても進めます。
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産

性
向

上
に

つ
な

が
る

高
付

加
価

値
化

、
長

期
滞

在
の

推
進

①
宿

泊
施

設
を中

心
に

観
光

事
業

者
が

連
携

した
滞

在
時

間
延

長
の

取
り組

み
の

支
援

【再
掲

】
②

中
山

間
地

域
に

お
け

る
分

散
型

ホ
テ

ル
の

構
築

や
宿

泊
施

設
を

中
心

に
長

期
滞

在
で

き
る

　 
態

勢
づ

くり
の

支
援

【再
掲

】

（
２

）
地

域
の

特
色

を
生

か
し

た
受

入
態

勢
づ

く
り

（
３

）
長

期
滞

在
を

目
指

し
た

受
入

態
勢

づ
く

り

拡 拡 拡 新

（
２

）
旅

行
会

社
向

け
の

セ
ー

ル
ス

活
動

分
野
を
代
表
す
る
目
標

県
外

観
光

客
人

泊
数

　出
発

点
(R

４
)　

42
6.

6万
人

泊
　⇒

　現
状

（
R５

）
52

2万
人

泊
　⇒

　R
７

 5
52

.9
万

人
泊

　⇒
　4

年
後

 (
Ｒ

9)
　5

63
.9

万
人

泊
　⇒

　1
0年

後
(R

15
) 

 6
06

.8
万

人
泊

観
光

総
消

費
額

  　
　　

出
発

点
(R

４
)　

96
6億

円
　　

　　
⇒

　現
状

（
R５

）
1,

29
0億

円
　⇒

　R
７

 1
,3

38
億

円
　　

 ⇒
　4

年
後

 (
Ｒ

9)
　1

,3
89

億
円

   
  ⇒

　1
0年

後
(R

15
) 

 1
,5

99
億

円
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
極
上
の
田
舎
、
高
知
。
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
「
ど
っ
ぷ
り
高
知
旅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
、
国
内
外
の
観
光
客
に
、
高
知
な
ら
で
は
の
魅
力
を
じ
っ
く
り
と
、
深
く
、
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
長
期
滞
在
や
高
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
フ
ァ
ン
の
拡
大
を
目
指
す
と
と
も
に
、
観
光
消
費
額
の
増
に
つ
な
げ
る
。

目
指

す
姿

（
４

）
地

域
と

の
交

流
か

ら
生

ま
れ

る
感

動
な

ど
付

加
 

 
  

 価
値

の
向

上

【観
光

商
品

を
つ

くる
】観

光
資

源
の

発
掘

・磨
き

上
げ

柱
１

 
 

長
期

滞
在

に
つ

な
が

る
観

光
地

域
づ

く
り

の
推

進

（
１

）
「

極
上

の
田

舎
、

高
知

。
」

を
コ

ン
セ

プ
ト

と
し

た
  

  
観

光
商

品
づ

く
り

　 
 磨

き上
げ

た
観

光
資

源
・商

品
を

国
内

外
の

市
場

へ

①
高

知
家

お
も

て
な

しキ
ャン

ペ
ー

ン
の

展
開

等
に

よ
る

県
民

   
運

動
の

強
化

②
観

光
関

連
施

設
の

「W
i-F

i、
トイ

レ
、キ

ャッ
シ

ュレ
ス

、
　 

多
言

語
対

応
」の

受
入

環
境

整
備

を
推

進
   

 
 

 
 

 
 

 
 

柱
４

 
国

際
観

光
の

推
進

  
（

２
）

年
間

を
通

じ
た

観
光

需
要

の
平

準
化

  
（

３
）

積
極

的
な

人
材

の
確

保

①
平

日
宿

泊
促

進
キ

ャン
ペ

ー
ン

の
実

施
【再

掲
】

②
閑

散
期

対
策

【再
掲

】
①

教
育

機
関

との
連

携
に

よ
る

新
た

な
観

光
人

材
の

裾
野

の
拡

大
   

②
外

国
人

材
の

活
躍

推
進

に
向

け
た

関
係

機
関

との
連

携
強

化

①
連

続
テ

レ
ビ小

説
「ら

ん
ま

ん
」や

「あ
ん

ぱ
ん

」を
前

面
に

打
ち

出
した

情
報

発
信

②
とさ

とさ
や

大
手

書
店

等
とタ

イア
ップ

した
「や

な
せ

た
か

しの
ふ

る
さと

 高
知

」の
PR

 ①
旅

行
会

社
向

け
の

観
光

商
品

説
明

会
や

   
 モ

ニ
ター

ツ
ア

ー
の

実
施

 ②
広

域
観

光
協

議
会

と連
携

した
セ

ー
ル

ス
   

 活
動

 ③
教

育
旅

行
誘

致
セ

ー
ル

ス
の

実
施

①
平

日
宿

泊
促

進
キ

ャン
ペ

ー
ン

の
実

施
②

ナ
イト

タイ
ム

エ
コノ

ミー
の

推
進

や
龍

馬
パ

ス
ポ

ー
トを

活
用

　 
した

長
期

滞
在

の
促

進
に

よ
る

閑
散

期
対

策
の

実
施

戦
略

的
セ

ー
ル

ス

＆
プ

ロ
モ

ー
シ

ョン
で

観
光

客
が

高
知

へ

（
４

）
若

者
の

関
心

が
高

い
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進

全
体

を
下

支
え

 (
１

) 
定

期
便

化
に

向
け

た
国

際
チ

ャ
ー

タ
ー

便
の

誘
致

 ①
台

湾
チ

ャー
ター

便
の

定
着

に
向

け
た

取
り組

み
の

強
化

 ②
短

期
チ

ャー
ター

便
の

誘
致

（
韓

国
等

）
 ③

国
際

定
期

便
受

入
に

向
け

た
高

知
龍

馬
空

港
新

ター
ミナ

ル
ビ

ル
の

整
備

 (
２

) 
関

西
圏

か
ら

の
誘

客
の

促
進

①
大

阪
・関

西
万

博
で

の
情

報
発

信
②

大
阪

観
光

局
や

関
西

エ
ア

ポ
ー

ト等
と連

携
した

情
報

発
信

 (
３

) 
個

人
旅

行
者

の
誘

客
の

拡
大

 

(４
) 

旅
行

商
品

の
高

付
加

価
値

化
や

滞
在

期
間

の
延

長

(５
) 

消
費

額
拡

大
に

向
け

た
受

入
環

境
整

備

①
ア

ドベ
ン

チ
ャー

ツー
リズ

ム
の

推
進

（
イン

バ
ウン

ド向
け

  「
どっ

ぷ
り高

知
旅

」の
セ

ー
ル

ス
や

プ
ロモ

ー
シ

ョン
）

①
アド

ベ
ン

チ
ャー

ツー
リズ

ム
の

推
進

（
イン

バ
ウ

ン
ド向

け
   

「ど
っぷ

り高
知

旅
」の

セ
ー

ル
ス

や
プ

ロモ
ー

シ
ョン

）
【再

掲
】

①
観

光
事

業
者

と連
携

した
消

費
拡

大
の

推
進

②
地

域
通

訳
案

内
士

等
の

ガ
イド

ス
キ

ル
の

向
上

に
よ

る
　 

稼
げ

る
ガ

イド
の

育
成

①
プ

ロ野
球

な
ど既

存
プ

ロス
ポ

ー
ツチ

ー
ム

の
誘

致
の

継
続

②
県

民
体

育
館

の
再

整
備

を
見

据
え

た
ス

ポ
ー

ツの
推

進
③

高
知

ユ
ナ

イテ
ッド

SC
の

Jリ
ー

グ
参

入
を

契
機

とし
た

　 
ス

ポ
ー

ツツ
ー

リズ
ム

 の
推

進
④

子
ども

や
若

者
の

関
心

が
高

い
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

機
会

の
拡

充

柱
２

 
戦

略
的

セ
ー

ル
ス

＆
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

①
バ

リア
フリ

ー
観

光
相

談
窓

口
の

設
置

や
特

設
ウ

ェブ
サ

イト
で

の
   

情
報

発
信

②
観

光
関

連
事

業
者

の
人

材
育

成
等

に
よ

る
受

入
態

勢
の

強
化

 

拡

 ①
住

民
との

ふ
れ

あ
い

、暮
らし

に
触

れ
る

、地
元

産
業

の
活

性
化

   
 に

資
す

る
観

光
商

品
の

造
成

 ②
神

祭
へ

の
参

加
な

ど伝
統

文
化

の
継

承
に

つ
な

が
る

体
験

プ
ロ

　　
グ

ラム
の

造
成

①
地

域
住

民
、観

光
事

業
者

、市
町

村
等

の
連

携
に

よ
る

周
遊

　 
の

仕
組

み
づ

くり
②

広
域

観
光

組
織

を
中

心
とし

た
デ

ジ
タル

デ
ー

タの
活

用
に

よ
る

　 
戦

略
的

な
周

遊
施

策
等

の
実

践

①
集

落
活

動
セ

ン
ター

を
拠

点
とし

た
宿

泊
、食

の
提

供
、イ

ベ
   

ン
ト開

催
な

ど地
域

との
持

続
的

交
流

に
つ

な
が

る
観

光
商

   
品

の
造

成
②

地
域

の
理

解
促

進
に

つ
な

が
る

教
育

旅
行

の
受

入
の

拡
大

　　
(民

泊
の

推
進

、み
どり

の
学

習
旅

行
　)

 ①
コミ

ュニ
テ

ィバ
ス

な
ど既

存
イン

フラ
の

観
光

へ
の

活
用

 ②
県

内
バ

ス
事

業
者

との
連

携
に

よ
る

旅
行

商
品

化
の

促
進

 ①
観

光
ガ

イド
の

裾
野

拡
大

や
ス

キ
ル

向
上

 ②
観

光
施

設
等

で
の

コン
シ

ェル
ジ

ュ機
能

の
強

化
 ③

広
域

観
光

組
織

の
体

制
及

び
機

能
強

化
（

地
域

お
こし

協
力

隊
制

度
の

活
用

）
（

３
）

や
な

せ
キ

ャラ
ク

タ
ー

等
の

活
用

に
よ

る
県

内
周

遊
の

促
進

①
 や

な
せ

キ
ャラ

クタ
ー

や
、ま

ん
が

・ア
ニ

メに
関

連
す

る
文

化
施

設
等

を
巡

る
ス

タン
プ

ラリ
ー

の
実

施
②

 中
山

間
地

域
を

中
心

に
「あ

ん
ぱ

ん
」関

連
の

企
画

展
等

と「
どっ

ぷ
り」

の
体

験
等

を
組

み
合

わ
せ

た
イベ

ン
トの

開
催

　等
　　

　

【も
て

な
す

】受
け

入
れ

・リ
ピ

ー
タ

ー
の

獲
得

柱
３

お
も

て
な

し
の

推
進

（
４

）
観

光
客

の
満

足
度

の
向

上

「極
上

の
田

舎
、高

知
。」

を
コン

セ
プ

ト
とし

た
「ど

っぷ
り高

知
旅

キ
ャン

ペ
ー

ン
」の

展
開

“お
も

て
な

し”
で

リピ
ー

タ
ー

化

観
光

客
の

声
を

商
品

づ
くり

に
反

映

拡

 ①
宿

泊
施

設
を

中
心

に
観

光
事

業
者

が
連

携
した

滞
在

時
間

延
長

の
取

り組
み

の
支

援
 ②

中
山

間
地

域
に

お
け

る
分

散
型

ホ
テ

ル
の

構
築

や
宿

泊
施

設
を

中
心

に
　　

長
期

滞
在

で
き

る
態

勢
づ

くり
の

支
援

新 拡 新

拡

拡

新 拡

拡 拡

拡 拡

新 拡

新
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◆
分
野
全
体
の
目
標

第
5期
計
画

各
産
業
分
野
の

取
り組
み
の
柱

戦
略
の
類
型

第
5期
計
画
　

戦
略
目
標

出
発
点

現
状
値

R7
年
度

到
達
目
標

４
年
後
（
R9
）

目
標
値

重
点
施
策

該
当

中
核

と
な

る
観

光
施

設
(1

4
施

設
)の

入
込

数
(年

間
)

2
0
9
.1

万
人

（
1
4
施

設
）

（
R

4
）

2
7
5
.1

万
人

(1
4
施

設
)

（
R

5
）

2
4
8
.1

万
人

（
1
4
施

設
）

2
7
3
.9

万
人

（
1
4
施

設
）

（
R

9
）

○

１
旅

行
当

た
り

の
県

内
平

均
立

寄
数

(年
間

)
2
.5

件
（
R

4
）

2
.5

件
（
R

5
）

2
.8

件
3
.2

件
（
R

9
）

県
外

観
光

客
入

込
数

(年
間

)
3
7
0
万

人
（
R

4
）

4
4
5
万

人
 

（
R

6
）

4
7
0
万

人
4
7
0
万

人
（
R

9
）

○

ス
ポ

ー
ツ

に
よ

る
県

外
か

ら
の

入
込

客
数

（
年

間
）

5
3
,1

6
1
人

（
R

4
）

8
6
,0

9
4
人

（
R

5
）

9
万

人
1
2
万

人
（
R

9
）

○

観
光

満
足

度
調

査
に

お
け

る
「
大

変
良

い
」
「
良

い
」
の

割
合

の
増

加
（
年

間
）
【
観

光
施

設
】
）

8
6
％

（
R

4
）

8
9
％

（
R

6
）

8
7
.7

%
8
8
%

（
R

9
）

観
光

満
足

度
調

査
に

お
け

る
「
大

変
良

い
」
「
良

い
」
の

割
合

の
増

加
（
年

間
）
【
宿

泊
施

設
】
）

8
0
％

（
R

4
）

8
1
％

（
R

6
）

8
3
%

8
5
%

（
R

9
）

観
光

庁
「
宿

泊
旅

行
統

計
調

査
」
外

国
人

延
べ

宿
泊

者
（
年

間
）

9
,8

9
0
人

泊
（
R

4
）

1
3
9
,1

1
0
人

泊
（
R

5
）

1
4
万

人
泊

1
7
万

人
泊

（
R

9
）

○

外
国

人
県

内
消

費
額

(年
間

)
3
億

円
（
R

4
）

4
8
億

円
（
R

5
）

4
9
億

円
5
7
億

円
（
R

9
）

○

県
内

全
産

業
平

均
と

比
較

し
た

宿
泊

業
の

所
定

内
給

与
額

の
水

準
（
年

間
）

8
4
.8

％
（
R

4
）

8
5
.5

％
（
R

6
）

8
7
.8

%
9
0
%

（
R

9
）

観
光
分
野
で
掲
げ
る
目
標
一
覧

１
　

長
期

滞
在

に
つ

な
  
が

る
観

光
地

域
づ

く
  
り

の
推

進

２
　

地
域

産
業

ス
  
 ケ

ー
ル

ア
ッ

プ
型

２
　

戦
略

的
セ

ー
ル

  
ス

＆
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
  
ン

２
　

地
域

産
業

ス
  
 ケ

ー
ル

ア
ッ

プ
型

３
　

お
も

て
な

し
の

推
進

２
　

地
域

産
業

ス
  
 ケ

ー
ル

ア
ッ

プ
型

４
　

国
際

観
光

の
推

進
３

　
グ

ロ
ー

バ
ル

展
  
 開

型

５
　

観
光

人
材

の
確

  
保

・
担

い
手

不
足

の
  
対

応
５

　
人

材
起

点
型

県
外

観
光

客
人

泊
数

　
出

発
点

(R
4
)　

4
2
6
.6

万
人

泊
　

⇒
　

現
状

（
R

5
）
5
2
2
万

人
泊

　
⇒

　
R

7
 5

5
2
.9

万
人

泊
　

⇒
　

4
年

後
 (
R

9
)　

5
6
3
.9

万
人

泊
　

⇒
　

1
0
年

後
(R

1
5
) 
 6

0
6
.8

万
人

泊

観
光

総
消

費
額

　
出

発
点

(R
4
)　

9
6
6
億

円
　

⇒
　

現
状

（
R

5
）
1
,2

9
0
億

円
　

⇒
　

R
7
 1

,3
3
8
億

円
　

⇒
　

4
年

後
 (
R

9
)　

1
,3

8
9
億

円
  
  
 ⇒

　
1
0
年

後
(R

1
5
) 
 1

,5
9
9
億

円
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1

中
核

と
な

る
観

光
施

設
(1

4
施

設
)の

入
込

数
(年

間
)

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

観
光

施
設

か
ら

の
入

込
数

実
績

の
報

告
を

県
で

と
り

ま
と

め
（
年

1
回

）

2
0
9
.1

万
人

（
1
4
施

設
）

（
R

4
）

2
7
5
.1

万
人

（
1
4
施

設
）

（
R

5
）

2
7
3
.9

万
人

（
1
4
施

設
）

（
R

9
）

１
　

観
光

拠
点

の
整

備
数

（
累

計
）

　
　

 H
3
0
：
8
ヶ

所
　

→
　

R
6
：
1
8
ヶ

所
　

①
民

間
企

業
の

現
地

視
察

　
　

 2
9
社

（
H

3
0
～

R
6
）
  

　
②

民
間

企
業

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

導
入

し
た

観
光

　
　

 拠
点

の
整

備
数

  
  
  
R

元
：
4
件

　
→

　
R

6
：
1
5
件

（
R

元
～

R
6
）

　
③

核
と

な
る

観
光

拠
点

入
込

客
数

　
　

 　
 R

元
：
8
9
4
,0

2
4
人

（
1
2
施

設
）

　
　

　
　

→
　

R
5
：
1
,9

1
0
,1

4
2
人

（
1
8
施

設
)

１
　

核
と

な
る

観
光

施
設

の
磨

き
上

げ
へ

の
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
①

観
光

振
興

推
進

総
合

支
援

事
業

費
補

助
金

等
の

活
用

２
　

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

を
活

用
し

た
情

報
発

信
や

旅
行

会
社

向
け

の
セ

ー
ル

ス
活

動
【
R

6
～

R
9
】

　
①

「
ど

っ
ぷ

り
高

知
旅

」
を

テ
ー

マ
に

し
た

コ
ン

テ
ス

ト
等

に
よ

る
県

内
外

へ
の

情
報

発
信

　
②

連
続

テ
レ

ビ
小

説
「
ら

ん
ま

ん
」
や

「
あ

ん
ぱ

ん
」
を

前
面

に
打

ち
出

し
た

情
報

発
信

　
③

と
さ

と
さ

や
大

手
書

店
等

と
タ

イ
ア

ッ
プ

し
た

「
や

な
せ

た
か

し
の

ふ
る

さ
と

 高
知

」
の

P
R

  
④

旅
行

会
社

向
け

の
観

光
商

品
説

明
会

や
モ

ニ
タ

ー
ツ

ア
ー

の
実

施
　

⑤
広

域
観

光
協

議
会

と
連

動
し

た
セ

ー
ル

ス
活

動

３
　

地
域

内
で

の
周

遊
・
滞

在
の

促
進

【
R

6
～

R
9
】

　
①

地
域

住
民

、
観

光
事

業
者

、
市

町
村

等
の

連
携

に
よ

る
周

遊
の

仕
組

み
づ

く
り

　
②

広
域

観
光

組
織

で
の

観
光

客
動

向
デ

ー
タ

の
活

用
に

よ
る

滞
在

型
周

遊
プ

ラ
ン

の
実

践

⇒
　

別
図

＜
観

0
1
＞

参
照

（
P

8
9
）

〈
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
等

の
媒

体
で

の
露

出
件

数
〉

－
（
R

6
）

↓ 5
5
0
件

（
R

9
）

〈
県

外
イ

ベ
ン

ト
や

セ
ー

ル
ス

等
で

の
観

光
P

R
〉

－
（
R

6
）

↓ 3
0
件

（
R

9
）

〈
県

内
イ

ベ
ン

ト
等

で
の

観
光

P
R

〉
－

（
R

6
）

↓ 1
3
件

（
R

9
）

2

1
旅

行
当

た
り

の
県

内
平

均
立

寄
数

(年
間

)

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

県
外

観
光

客
動

態
調

査
の

デ
ー

タ
を

元
に

、
周

遊
ル

ー
ト

を
県

が
分

析
（
年

に
1
回

）

2
.5

件
（
R

4
）

2
.5

件
（
R

5
）

3
.2

件
（
R

9
）

１
　

新
た

な
観

光
商

品
数

　
　

7
0
商

品
（
R

6
）

２
　

分
散

型
宿

泊
施

設
の

エ
リ

ア
数

　
　

３
エ

リ
ア

（
事

業
計

画
の

策
定

件
数

）
（
R

6
）

３
　

広
域

観
光

組
織

の
体

制
強

化
数

(累
　

計
の

観
光

庁
登

録
D

M
O

数
)

　
　

1
（
H

3
0
）
→

　
4
（
R

5
）

　
①

デ
ジ

タ
ル

デ
ー

タ
分

析
ツ

ー
ル

の
導

　
　

入
【
R

4
～

】
　

　
 デ

ジ
タ

ル
デ

ー
タ

等
を

活
用

し
た

実
証

事
業

　
　

 の
数

　
　

 2
9
事

業
（
R

4
～

R
6
）

　
②

滞
在

型
観

光
プ

ラ
ン

策
定

件
数

 
　

　
 2

3
件

（
R

2
～

R
6
）

１
　

「
極

上
の

田
舎

、
高

知
。

」
を

コ
ン

セ
プ

ト
と

し
た

観
光

商
品

づ
く
り

【
R

6
～

R
9
】

　
①

住
民

と
の

ふ
れ

あ
い

、
暮

ら
し

に
触

れ
る

、
地

元
産

業
の

活
性

化
に

資
す

る
観

光
商

品
の

造
成

  
②

神
祭

へ
の

参
加

な
ど

伝
統

文
化

の
継

承
に

つ
な

が
る

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

造
成

２
　

地
域

内
で

の
周

遊
・
滞

在
の

促
進

【
R

6
～

R
9
】

　
①

（
再

掲
）
地

域
住

民
、

観
光

事
業

者
、

市
町

村
等

の
連

携
に

よ
る

周
遊

の
仕

組
み

づ
く
り

　
②

（
再

掲
）
広

域
観

光
組

織
で

の
観

光
客

動
向

デ
ー

タ
の

活
用

に
よ

る
滞

在
型

周
遊

プ
ラ

ン
の

実
践

　
③

連
続

テ
レ

ビ
小

説
「
あ

ん
ぱ

ん
」
を

生
か

し
た

地
域

博
覧

会
の

開
催

支
援

【
R

6
～

R
7
】

３
　

長
期

滞
在

を
目

指
し

た
受

入
態

勢
づ

く
り

【
R

6
～

R
9
】

　
目

標
値

：
分

散
型

宿
泊

施
設

の
エ

リ
ア

数
（
事

業
計

画
の

策
定

件
数

）
　

　
　

　
　

　
 出

発
点

(R
5
)0

エ
リ

ア
 ⇒

 現
状

(R
6
)3

エ
リ

ア
 ⇒

 R
7
　

7
エ

リ
ア

 ⇒
 R

9
　

1
5
エ

リ
ア

　
①

宿
泊

施
設

を
中

心
に

観
光

事
業

者
が

連
携

し
た

滞
在

時
間

延
長

の
取

り
組

み
の

支
援

　
②

中
山

間
地

域
に

お
け

る
分

散
型

ホ
テ

ル
の

構
築

や
宿

泊
施

設
を

中
心

に
長

期
滞

在
で

き
る

態
勢

づ
く
り

の
支

援

４
　

地
域

と
の

交
流

か
ら

生
ま

れ
る

感
動

な
ど

付
加

価
値

の
向

上
【
R

6
～

R
9
】

　
①

集
落

活
動

セ
ン

タ
ー

を
拠

点
と

し
た

宿
泊

、
食

の
提

供
、

イ
ベ

ン
ト

開
催

な
ど

地
域

と
の

持
続

的
交

流
に

つ
な

が
る

  
  
  
観

光
商

品
の

造
成

　
②

地
域

の
理

解
促

進
に

つ
な

が
る

教
育

旅
行

の
受

入
の

拡
大

(民
泊

の
推

進
、

み
ど

り
の

学
習

旅
行

)

５
　

中
山

間
地

域
の

移
動

を
確

保
す

る
た

め
の

２
次

交
通

の
充

実
【
R

6
～

R
9
】

　
①

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

な
ど

既
存

イ
ン

フ
ラ

の
観

光
へ

の
活

用
  
②

県
内

バ
ス

事
業

者
と

の
連

携
に

よ
る

旅
行

商
品

化
の

促
進

⇒
　

別
図

＜
観

0
1
、

観
0
2
＞

参
照

（
P

8
9
,9

0
）

〈
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
派

遣
回

数
〉

－
（
R

6
）

↓ 1
5
0
回

以
上

（
R

9
）

〈
分

散
型

宿
泊

施
設

等
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

数
〉

－
（
R

6
）

↓ 1
0
0
人

以
上

（
R

9
）

分
野

観
光
分
野

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

長
期
滞
在
に
つ
な
が
る
観
光
地
域
づ
くり
の
推
進

１
　

地
域

な
ら

で
は

の
魅

力
あ

る
素

材
が

観
光

　
に

十
分

に
生

か
さ

れ
て

い
な

い
　

　
 観

光
素

材
と

な
る

伝
統

文
化

の
継

承
が

　
困

難
に

な
っ

て
い

る
　

２
　

地
域

で
の

周
遊

が
促

進
さ

れ
て

い
な

い
　

①
観

光
拠

点
へ

の
集

客
と

拠
点

か
ら

周
辺

の
  
 　

 観
光

施
設

へ
の

周
遊

が
十

分
で

な
い

　
②

周
遊

の
取

り
組

み
が

個
々

の
施

設
・
事

業
　

　
者

等
の

レ
ベ

ル
に

留
ま

っ
て

お
り

、
地

域
　

　
（
面

）
に

広
が

っ
て

い
な

い

３
　

二
次

交
通

が
脆

弱
　

　
　

　
①

中
山

間
地

域
へ

の
ア

ク
セ

ス
、

地
域

間
で

　
  
  
の

移
動

の
際

に
手

段
が

限
ら

れ
る
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

2

ス
ポ

ー
ツ

に
よ

る
県

外
か

ら
の

入
込

客
数

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

高
知

県
観

光
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

協
会

等
と

連
携

し
、

県
外

入
込

客
数

の
達

成
状

況
の

確
認

を
行

う
（
月

1
回

）

5
3
,1

6
1

人
（
R

4
）

8
6
,0

9
4

人
（
R

5
）

1
2
万

人
(R

9
)

１
  
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
【
R

2
～

】
　

①
プ

ロ
・
ト

ッ
プ

チ
ー

ム
誘

致
（
年

間
）
　

　
　

　
　

 7
4
,2

3
7
人

(R
元

)→
 4

6
,3

3
8
人

(R
5
)

　
②

ア
マ

チ
ュ

ア
ス

ポ
ー

ツ
合

宿
の

誘
致

(年
間

)
  
  
  
4
,4

0
6
人

(R
元

)→
 8

,8
5
7
人

(R
5
)

　
③

サ
イ

ク
ル

イ
ベ

ン
ト

の
県

外
参

加
者

数
　

　
 (
年

間
)

  
  
  
1
,1

3
8
人

(R
元

)→
 9

9
3
人

(R
5
)

　
④

こ
う

ち
サ

イ
ク

ル
オ

ア
シ

ス
登

録
施

設
数

　
　

 (
累

計
)

  
  
  
7
5
施

設
(R

元
)→

8
8
施

設
(R

6
)

　
⑤

高
知

龍
馬

マ
ラ

ソ
ン

の
出

走
者

数
  
  
  
1
1
,8

1
6
人

（
2
0
2
0
大

会
 R

2
.2

）
　

　
　

　
→

　
　

9
,5

9
0
人

（
2
0
2
5
大

会
 R

7
.2

）

１
　

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

の
キ

ャ
ン

プ
・
大

会
の

新
規

　
誘

致
及

び
既

存
チ

ー
ム

の
継

続
　

①
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

整
備

が
必

要
 

　
②

受
入

可
能

な
宿

泊
施

設
の

確
保

が
必

要
　

③
野

球
、

サ
ッ

カ
ー

の
2
競

技
に

集
中

し
て

お
　

　
 り

、
多

種
目

化
が

必
要

 

２
　

ア
マ

チ
ュ

ア
ス

ポ
ー

ツ
の

合
宿

・
大

会
誘

致
 

　
受

け
入

れ
地

域
・
施

設
が

限
定

的
　

実
施

時
期

が
夏

冬
休

み
・
土

日
等

に
集

中
 

　
野

球
、

サ
ッ

カ
ー

の
2
競

技
に

集
中

３
　

自
然

環
境

を
生

か
し

た
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
　

　
ム

の
推

進
 

　
①

サ
イ

ク
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
を

は
じ

め
、

台
湾

や
　

　
欧

米
な

ど
の

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

客
を

取
り

込
め

る
　

　
余

地
が

大
き

い
。

取
り

込
み

に
向

け
、

関
係

　
　

部
署

や
関

係
機

関
と

の
連

携
強

化
、

プ
ロ

　
　

モ
ー

シ
ョ

ン
や

セ
ー

ル
ス

活
動

な
ど

新
た

な
　

　
施

策
の

打
ち

込
み

が
必

要
 

４
　

地
元

プ
ロ

チ
ー

ム
と

の
連

携
 

　
地

元
プ

ロ
チ

ー
ム

を
活

用
し

た
県

の
P

R
や

、
観

　
光

客
の

誘
客

に
繋

が
る

活
動

が
必

要

５
　

若
者

の
関

心
が

高
い

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
の

　
推

進
　

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

県
内

外
の

子
ど

も
や

若
者

　
が

交
流

で
き

る
機

会
が

十
分

で
は

な
い

１
　

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

交
流

人
口

の
拡

大
【
R

6
～

R
9
】

　
①

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

や
企

業
に

所
属

す
る

ト
ッ

プ
チ

ー
ム

の
合

宿
等

誘
致

 
　

②
ア

マ
チ

ュ
ア

ス
ポ

ー
ツ

合
宿

等
の

誘
致

 
　

③
ワ

ー
ル

ド
マ

ス
タ

ー
ズ

ゲ
ー

ム
ズ

関
西

を
契

機
と

し
た

合
宿

等
の

誘
致

　
④

県
民

体
育

館
の

再
整

備
を

見
据

え
た

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
　

⑤
高

知
ユ

ナ
イ

テ
ッ

ド
S
C

の
J
リ

ー
グ

参
入

を
契

機
と

し
た

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

　
⑥

子
ど

も
や

若
者

の
関

心
が

高
い

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
機

会
の

拡
充

２
　

自
然

環
境

を
活

か
し

た
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
【
R

6
～

R
9
】

　
①

県
内

の
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

に
関

す
る

情
報

を
発

信
　

②
自

然
環

境
を

活
か

し
た

ス
ポ

ー
ツ

大
会

の
開

催
を

促
進

　
③

サ
イ

ク
リ

ン
グ

観
光

に
関

す
る

情
報

発
信

の
強

化
　

④
サ

イ
ク

ル
オ

ア
シ

ス
（
空

気
入

れ
の

貸
出

等
の

協
力

店
）
の

拡
大

３
　

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

向
け

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

　
①

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

向
け

の
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
磨

き
上

げ
・
整

理
　

②
県

内
で

開
催

さ
れ

る
ス

ポ
ー

ツ
大

会
へ

の
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
の

取
り

込
み

拡
大

　
③

海
外

展
示

会
へ

の
出

展
や

現
地

代
理

店
と

の
連

携
　

④
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

サ
イ

ト
を

用
い

た
海

外
向

け
の

情
報

発
信

４
　

地
元

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

等
の

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
①

高
知

ユ
ナ

イ
テ

ッ
ド

S
C

に
対

す
る

支
援

　
②

高
知

フ
ァ

イ
テ

ィ
ン

グ
ド

ッ
ク

ス
に

対
す

る
支

援

⇒
　

別
図

＜
観

0
3
＞

参
照

（
P

9
1
）

〈
プ

ロ
ス

ポ
ー

ツ
に

お
け

る
県

外
か

ら
の

入
込

客
数

〉
4
9
,1

3
9
人

（
R

5
）

↓ 8
0
,0

0
0
人

（
R

9
）

〈
屋

内
競

技
に

お
け

る
プ

ロ
チ

ー
ム

の
大

会
等

の
新

規
誘

致
件

数
〉

－
（
R

6
）

↓ 1
件

（
R

9
）

〈
高

知
ユ

ナ
イ

テ
ッ

ド
S
C

の
ホ

ー
ム

戦
観

客
数

〉
－

（
R

6
）

↓ 5
7
,0

0
0
人

（
R

9
）

〈
若

者
の

関
心

が
高

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
の

イ
ベ

ン
ト

開
催

回
数

〉
－

（
R

6
）

↓ 4
回

（
R

9
）

分
野

観
光
分
野

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

戦
略
的
な
セ
ー
ル
ス
＆
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン

1

県
外

観
光

客
入

込
数

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

交
通

機
関

等
か

ら
の

情
報

提
供

を
基

に
、

県
で

推
計

（
年

1
回

）

3
7
0
万

人
（
R

4
）

4
4
5
万

人
（
R

6
）

4
7
0
万

人
（
R

9
）

１
　

効
果

的
な

広
報

・
セ

ー
ル

ス
活

動
の

展
開

　
①

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
展

開
【
R

2
～

】
　

　
・
リ

ョ
ー

マ
の

休
日

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

～
自

然
　

　
 ＆

体
験

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

～
（
R

2
）

　
　

・
リ

ョ
ー

マ
の

休
日

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
R

3
～

　
　

　
R

4
）

　
　

・
高

知
観

光
リ

カ
バ

リ
ー

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
R

2
　

　
　

～
R

4
）

　
　

・
高

知
観

光
ト

ク
割

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
R

3
～

　
　

　
R

5
）

　
　

・
「
牧

野
博

士
の

新
休

日
～

ら
ん

ま
ん

の
　

　
　

舞
台

・
高

知
～

」
（
R

5
）

　
　

・
ど

っ
ぷ

り
高

知
旅

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
R

6
～

）
　

②
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
　

　
 【

R
4
～

】
　

　
・
ど

っ
ぷ

り
高

知
旅

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
R

6
～

）
　

③
中

山
間

地
域

へ
の

誘
客

　
　

・
周

遊
企

画
の

実
施

　
　

　
延

べ
2
0
企

画
（
R

4
～

）
　

　
・
地

域
の

魅
力

を
よ

り
深

く
体

感
で

き
る

商
品

　
　

　
づ

く
り

の
推

進
　

　
　

延
べ

4
0
商

品
（
R

6
～

）

２
　

閑
散

期
に

お
け

る
誘

客
　

①
ナ

イ
ト

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
　

　
・
N

A
K
E
D

夜
ま

つ
り

　
高

知
城

　
　

　
4
5
,0

3
9
人

（
R

5
.1

2
.1

～
R

6
.1

.1
4
）

　
　

・
シ

ャ
ド

ウ
ア

ッ
プ

高
知

城
　

　
　

1
3
,0

0
9
人

（
R

6
.1

2
.6

～
R

7
.1

.1
3
）

　
②

M
IC

E
の

誘
致

　
　

3
4
件

（
R

5
）

　
③

フ
ィ

ル
ム

コ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

に
よ

る
ロ

ケ
の

誘
致

　
　

1
9
件

（
R

5
）

１
　

観
光

消
費

額
を

重
視

し
た

ロ
ン

グ
ス

テ
イ

型
　

観
光

や
リ

ピ
ー

ト
率

の
向

上
、

宿
泊

施
設

の
高

　
付

加
価

値
化

な
ど

の
取

り
組

み
が

必
要

２
　

冬
場

な
ど

の
閑

散
期

対
策

が
必

要

３
　

「
ら

ん
ま

ん
」
効

果
を

一
過

性
で

終
わ

ら
せ

な
　

い
取

り
組

み
が

必
要

４
　

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
変

化
し

た
観

光
客

の
ニ

ー
　

ズ
に

合
わ

せ
た

観
光

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
が

必
要

１
　

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

を
活

用
し

た
情

報
発

信
  
【
R

6
～

R
9
】

　
①

（
再

掲
）
「
ど

っ
ぷ

り
高

知
旅

」
を

テ
ー

マ
に

し
た

コ
ン

テ
ス

ト
等

に
よ

る
県

内
外

へ
の

情
報

発
信

 
　

②
（
再

掲
）
連

続
テ

レ
ビ

小
説

「
ら

ん
ま

ん
」
や

「
あ

ん
ぱ

ん
」
を

前
面

に
打

ち
出

し
た

情
報

発
信

　
③

（
再

掲
）
と

さ
と

さ
や

大
手

書
店

等
と

タ
イ

ア
ッ

プ
し

た
「
や

な
せ

た
か

し
の

ふ
る

さ
と

 高
知

」
の

P
R

２
　

旅
行

会
社

向
け

の
セ

ー
ル

ス
活

動
  
【
R

6
～

R
9
】

　
①

（
再

掲
）
旅

行
会

社
向

け
の

観
光

商
品

説
明

会
や

モ
ニ

タ
ー

ツ
ア

ー
の

実
施

　
②

（
再

掲
）
広

域
観

光
協

議
会

と
連

動
し

た
セ

ー
ル

ス
活

動
　

③
教

育
旅

行
誘

致
セ

ー
ル

ス
の

実
施

３
　

閑
散

期
に

お
け

る
誘

客
の

促
進

  
【
R

6
～

R
9
】

　
目

標
値

：
平

均
宿

泊
日

数
　

　
　

　
　

　
 出

発
点

(R
4
)1

.1
5
泊

 ⇒
 現

状
(R

5
)1

.1
0
泊

 ⇒
 R

７
 1

.1
7
泊

 ⇒
 4

年
後

(R
9
)1

.1
9
泊

　
①

伝
統

文
化

等
を

組
み

込
ん

だ
ナ

イ
ト

イ
ベ

ン
ト

の
実

施
　

②
龍

馬
パ

ス
ポ

ー
ト

を
活

用
し

た
長

期
滞

在
の

推
進

　
③

平
日

宿
泊

促
進

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
実

施
　

④
M

IC
E
の

誘
致

（
エ

ク
ス

カ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
支

援
強

化
）

　
⑤

フ
ィ

ル
ム

コ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

に
よ

る
ロ

ケ
の

誘
致

強
化

４
　

連
続

テ
レ

ビ
小

説
「
あ

ん
ぱ

ん
」
を

生
か

し
た

情
報

発
信

 【
R

6
～

R
7
】

　
①

ド
ラ

マ
の

動
き

と
連

動
し

た
セ

ー
ル

ス
・
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

⇒
　

別
図

＜
観

0
1
、

観
0
2
＞

参
照

（
P

8
9
,9

0
）

〈
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
等

の
媒

体
で

の
露

出
件

数
〉

－
（
R

6
）

↓ 5
5
0
件

（
R

9
）

〈
県

外
イ

ベ
ン

ト
や

セ
ー

ル
ス

等
で

の
観

光
P
R

〉
－

（
R

6
）

↓ 3
0
件

（
R

9
）

〈
県

内
イ

ベ
ン

ト
等

で
の

観
光

P
R

〉
－

（
R

6
）

↓ 1
3
件

（
R

9
）

〈
閑

散
期

に
お

け
る

主
要

観
光

施
設

の
入

込
数

〉
－

（
R

6
）

↓ 対
R

6
比

＋
1
4
％

（
R

9
）

85



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1

観
光

満
足

度
調

査
に

お
け

る
「
大

変
良

い
」
「
良

い
」
の

割
合

の
増

加
（
年

間
）
【
観

光
施

設
】
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

「
観

光
客

満
足

度
調

査
」
に

よ
り

、
4
半

期
ご

と
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
達

成
状

況
の

確
認

を
行

う
8
6
％

（
R

4
）

8
9
％

（
R

6
）

8
8
％

（
R

9
）

〈
防

災
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

〉
1
件

（
R

7
の

み
）

〈
防

災
情

報
を

ま
と

め
た

特
設

ペ
ー

ジ
の

作
成

〉
ペ

ー
ジ

作
成

（
R

7
の

み
）

ペ
ー

ジ
公

開
・
更

新
（
R

7
～

R
9
）

〈
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
〉

－
（
R

6
）

↓ 8
件

以
上

（
R

9
）

〈
分

散
型

宿
泊

施
設

等
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

数
〉

－
（
R

6
）

↓ 1
0
0
人

以
上

（
R

9
）

2

観
光

満
足

度
調

査
に

お
け

る
「
大

変
良

い
」
「
良

い
」
の

割
合

の
増

加
（
年

間
）

【
宿

泊
施

設
】
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

「
観

光
客

満
足

度
調

査
」
に

よ
り

、
4
半

期
ご

と
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
達

成
状

況
の

確
認

を
行

う
8
0
％

（
R

4
）

8
1
％

（
R

6
）

8
5
％

（
R

9
）

〈
防

災
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

〉
1
件

（
R

7
の

み
）

〈
防

災
情

報
を

ま
と

め
た

特
設

ペ
ー

ジ
の

作
成

〉
ペ

ー
ジ

作
成

（
R

7
の

み
）

ペ
ー

ジ
公

開
・
更

新
（
R

7
～

R
9
）

〈
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
〉

－
（
R

6
）

↓ 8
件

以
上

（
R

9
）

〈
分

散
型

宿
泊

施
設

等
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

数
〉

－
（
R

6
）

↓ 1
0
0
人

以
上

（
R

9
）

分
野

観
光
分
野

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

お
も
て
な
しの
推
進

１
　

バ
リ

ア
フ

リ
ー

観
光

に
関

す
る

相
談

対
応

　
件

数
（
年

間
）

  
①

3
4
件

（
R

2
）
　

→
　

1
3
9
件

(R
5
)

２
　

現
地

調
査

に
よ

る
バ

リ
ア

･バ
リ

ア
フ

リ
ー

　
情

報
の

収
集

件
数

　
①

観
光

：
1
4
6
施

設
（
H

3
0
～

R
5
）

　
　

 宿
泊

：
1
2
8
施

設
（
H

3
0
～

R
5
）

  
　

 交
通

：
3
7
施

設
（
H

3
0
～

R
5
）

３
　

観
光

案
内

所
機

能
強

化
研

修
受

講
事

業
　

者
数

（
延

べ
）
（
累

計
）

　
①

1
0
4
事

業
者

（
H

2
8
～

R
元

）
　

　
　

→
　

2
0
2
事

業
者

（
H

2
8
～

R
4
）

４
　

外
国

人
観

光
案

内
所

の
設

置
か

所
数

　
 ①

3
ヶ

所
(H

2
6
)　

→
　

2
0
ヶ

所
(R

6
)

５
　

宿
泊

施
設

魅
力

向
上

支
援

事
業

に
よ

る
　

支
援

　
  
 ①

機
運

醸
成

に
向

け
た

セ
ミ

ナ
ー

参
加

者
数

　
　

　
1
4
7
名

（
R

4
～

R
5
）

  
 ②

課
題

に
応

じ
た

専
門

家
派

遣
数

　
　

  
3
8
事

業
者

（
R

4
～

R
5
）

６
　

高
知

県
観

光
ガ

イ
ド

連
絡

協
議

会
に

所
属

　
し

て
い

る
ガ

イ
ド

人
数

　
　

8
8
4
名

（
R

6
）

１
　

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
と

受
入

環
境

の
整

備
　

①
障

が
い

者
や

高
齢

者
、

外
国

人
な

ど
多

様
　

　
 な

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

に
は

、
ユ

ニ
バ

　
　

 ー
サ

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
取

り
組

み
を

県
内

観
　

　
光

関
連

事
業

者
へ

広
げ

て
い

く
こ

と
が

必
要

  
②

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

需
要

の
回

復
に

伴
い

、
受

入
　

　
 側

で
の

「
W

i-
F
i、

ト
イ

レ
、

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
、

  
  
 多

言
語

対
応

」
と

い
っ

た
環

境
整

備
の

重
要

  
  
 性

が
ま

す
ま

す
高

ま
っ

て
い

る

２
　

国
内

外
か

ら
の

観
光

客
に

お
も

て
な

し
が

　
で

き
る

観
光

人
材

の
育

成
及

び
観

光
ガ

イ
ド

　
団

体
の

育
成

や
態

勢
強

化
が

十
分

で
な

い

３
　

宿
泊

施
設

の
魅

力
向

上
の

取
り

組
み

が
　

　
個

々
の

施
設

の
レ

ベ
ル

に
留

ま
っ

て
お

り
、

　
　

よ
り

効
果

的
な

も
の

と
す

る
た

め
、

地
域

で
　

　
面

に
広

げ
て

い
く
こ

と
が

必
要

４
　

中
山

間
地

域
に

お
い

て
長

期
滞

在
に

必
要

　
な

機
能

が
十

分
で

な
い

　
　

①
ホ

テ
ル

・
旅

館
の

多
い

高
知

市
、

幡
多

地
域

　
  
 で

の
観

光
客

の
宿

泊
の

割
合

が
高

い
　

②
観

光
ス

ポ
ッ

ト
の

近
く
に

飲
食

施
設

が
な

　
　

 い
、

土
日

休
み

の
店

が
多

い
、

な
ど

飲
食

の
　

　
 提

供
機

能
が

弱
い

１
　

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

【
R

6
～

R
9
】

　
①

バ
リ

ア
フ

リ
ー

観
光

相
談

窓
口

の
設

置
や

特
設

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

で
の

情
報

発
信

　
②

観
光

関
連

事
業

者
へ

の
人

材
育

成
等

に
よ

る
受

入
態

勢
の

強
化

２
　

地
域

の
特

色
を

生
か

し
た

受
入

体
制

づ
く
り

【
R

6
～

R
9
】

　
目

標
値

：
分

散
型

宿
泊

施
設

の
エ

リ
ア

数
（
事

業
計

画
の

策
定

件
数

）
　

　
　

　
　

　
 出

発
点

(R
5
)0

エ
リ

ア
 ⇒

 現
状

(R
6
)3

エ
リ

ア
 ⇒

 R
7
　

7
エ

リ
ア

 ⇒
 R

9
　

1
5
エ

リ
ア

　
①

観
光

ガ
イ

ド
の

裾
野

拡
大

や
ス

キ
ル

向
上

　
②

観
光

施
設

等
で

の
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

機
能

の
強

化
　

③
広

域
観

光
組

織
の

体
制

及
び

機
能

強
化

（
地

域
お

こ
し

協
力

隊
制

度
の

活
用

）

３
　

や
な

せ
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
等

の
活

用
に

よ
る

県
内

周
遊

の
促

進
【
R

7
～

】
　

①
や

な
せ

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー

や
、

ま
ん

が
・
ア

ニ
メ

に
関

連
す

る
文

化
施

設
等

を
巡

る
ス

タ
ン

プ
ラ

リ
ー

の
実

施
　

②
中

山
間

地
域

を
中

心
に

「
あ

ん
ぱ

ん
」
関

連
の

企
画

展
等

と
「
ど

っ
ぷ

り
」
の

体
験

等
を

組
み

合
わ

せ
た

イ
ベ

ン
　

　
　

ト
の

開
催

等
　

４
　

観
光

客
の

満
足

度
の

向
上

【
R

6
～

R
9
】

　
①

高
知

家
お

も
て

な
し

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
展

開
等

に
よ

る
県

民
運

動
の

強
化

　
②

観
光

関
連

施
設

の
「
W

i-
F
i、

ト
イ

レ
、

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
、

多
言

語
対

応
」
の

受
入

環
境

整
備

を
推

進
　

  
 （

観
光

振
興

推
進

総
合

支
援

事
業

費
補

助
金

等
の

活
用

）
　

③
観

光
ガ

イ
ド

の
裾

野
拡

大
や

ス
キ

ル
向

上
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1

観
光

庁
「
宿

泊
旅

行
統

計
調

査
」
外

国
人

延
べ

宿
泊

者
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

観
光

庁
の

「
宿

泊
旅

行
統

計
調

査
」
に

よ
り

、
延

べ
宿

泊
者

数
を

確
認

（
年

１
回

）

9
,8

9
0
人

泊
（
R

4
）

1
3
9
,1

1
0

人
泊

（
R

5
）

1
7
万

人
泊

（
R

9
）

１
　

定
期

便
化

に
向

け
た

国
際

チ
ャ

ー
タ

ー
便

の
誘

致
【
R

6
～

R
9
】

　
①

台
湾

チ
ャ

ー
タ

ー
便

の
定

着
に

向
け

た
取

り
組

み
の

強
化

  
②

短
期

チ
ャ

ー
タ

ー
便

の
誘

致
（
韓

国
等

）
  
③

国
際

定
期

便
受

入
に

向
け

た
高

知
龍

馬
空

港
新

タ
ー

ミ
ナ

ル
ビ

ル
の

整
備

２
　

関
西

圏
か

ら
の

誘
客

の
促

進
【
R

6
～

R
9
】

　
①

大
阪

・
関

西
万

博
で

の
情

報
発

信
　

②
大

阪
観

光
局

や
関

西
エ

ア
ポ

ー
ト

等
と

連
携

し
た

情
報

発
信

　
③

関
西

ー
高

知
間

の
ル

ー
ト

上
の

観
光

地
と

連
携

し
た

P
R

３
　

個
人

旅
行

者
の

誘
客

の
拡

大
【
R

6
～

R
9
】

　
①

ア
ド

ベ
ン

チ
ャ

ー
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
（
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
向

け
「
ど

っ
ぷ

り
高

知
旅

」
の

セ
ー

ル
ス

や
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

）

⇒
　

別
図

＜
観

0
2
＞

参
照

（
P

9
0
）

<
国

際
チ

ャ
ー

タ
ー

便
の

運
航

数
（
高

知
空

港
）
>

1
0
4
往

復
（
R

6
）

↓ 1
1
4
往

復
（
R

9
）

<
大

阪
・
関

西
万

博
で

の
自

治
体

催
事

来
場

者
数

>
1
.5

万
人

（
R

7
の

み
）

2

外
国

人
県

内
消

費
額

(年
間

)

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

観
光

庁
の

「
宿

泊
旅

行
統

計
調

査
」
及

び
「
訪

日
外

国
人

消
費

動
向

調
査

」
の

デ
ー

タ
を

基
に

、
県

で
算

出
（
年

１
回

）

3
億

円
（
R

4
）

4
8
億

円
（
R

5
）

5
7
億

円
（
R

9
）

１
　

旅
行

商
品

の
高

付
加

価
値

化
や

滞
在

期
間

の
延

長
【
R

6
～

R
9
】

　
①

（
再

掲
）
ア

ド
ベ

ン
チ

ャ
ー

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

（
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
向

け
「
ど

っ
ぷ

り
高

知
旅

」
の

セ
ー

ル
ス

や
プ

ロ
　

　
　

モ
ー

シ
ョ

ン
）

２
　

消
費

額
拡

大
に

向
け

た
受

入
環

境
整

備
【
R

6
～

R
9
】

　
①

観
光

事
業

者
と

連
携

し
た

消
費

拡
大

の
推

進
　

②
地

域
通

訳
案

内
士

等
の

ガ
イ

ド
ス

キ
ル

の
向

上
に

よ
る

稼
げ

る
ガ

イ
ド

の
育

成

⇒
　

別
図

＜
観

0
2
＞

参
照

（
P

9
0
）

<
地

域
通

訳
案

内
士

登
録

者
数

>
1
1
8
人

（
R

7
の

み
）

<
消

費
拡

大
セ

ミ
ナ

ー
受

講
者

数
>

1
5
0
人

（
R

7
の

み
）

分
野

観
光
分
野

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

国
際
観
光
の
推
進

 １
　

海
外

セ
ー

ル
ス

拠
点

等
を

活
用

し
た

旅
行

　
 商

品
の

拡
充

【
R

2
～

】
　

①
外

国
人

向
け

旅
行

商
品

造
成

数
（
年

間
）

　
　

2
1
5
商

品
（
H

3
0
)　

→
　

1
9
9
商

品
（
R

5
）

２
　

関
西

と
高

知
を

結
ぶ

新
た

な
旅

行
商

品
の

  
創

出
【
R

2
～

】
　

①
関

空
発

着
の

外
国

人
向

け
旅

行
商

品
造

  
  
 成

数
（
年

間
）

　
　

2
5
商

品
（
H

3
0
)　

→
　

5
0
商

品
（
R

5
）

３
　

チ
ャ

ー
タ

ー
便

誘
致

等
　

①
国

際
チ

ャ
ー

タ
ー

便
の

運
航

数
　

　
（
高

知
空

港
）
（
年

度
）

　
　

7
往

復
（
H

3
0
) 
　

→
　

1
0
4
往

復
（
R

6
）

１
　

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

誘
客

の
取

り
組

み
　

①
台

湾
定

期
チ

ャ
ー

タ
ー

便
の

定
着

と
定

期
　

　
 便

化
  
②

台
湾

以
外

の
チ

ャ
ー

タ
ー

便
誘

致
  
③

万
博

開
催

に
合

わ
せ

た
取

り
組

み
の

強
化

  
④

個
人

旅
行

者
向

け
周

遊
促

進

２
　

県
内

消
費

額
の

拡
大

　
①

長
期

滞
在

の
拡

大
に

よ
る

宿
泊

日
数

 の
　

　
 増

加
　

②
旅

行
商

品
の

高
付

加
価

値
化
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

観
光
分
野

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

観
光
人
材
の
確
保
・担
い
手
不
足
の
対
応

1

県
内

全
産

業
平

均
と

比
較

し
た

宿
泊

業
の

所
定

内
給

与
額

の
水

準
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

厚
生

労
働

省
が

毎
年

発
表

す
る

「
賃

金
構

造
基

本
調

査
」
に

よ
り

、
県

内
全

産
業

平
均

と
比

較
し

た
所

定
内

給
与

額
の

水
準

割
合

の
達

成
状

況
の

確
認

を
行

う

8
4
.8

％
（
R

4
）

8
5
.5

％
（
R

6
）

9
0
%

（
R

9
）

１
　

宿
泊

施
設

の
魅

力
向

上
に

よ
る

高
付

加
価

　
値

化
、

長
期

滞
在

の
推

進
　

①
セ

ミ
ナ

ー
開

催
や

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

　
　

 に
よ

る
宿

泊
施

設
の

魅
力

向
上

 (
R

4
～

)

２
　

年
間

を
通

じ
た

観
光

需
要

の
平

準
化

　
①

閑
散

期
で

の
ナ

イ
ト

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
　

　
・
N

A
K
E
D

夜
ま

つ
り

　
高

知
城

　
　

　
4
5
,0

3
9
人

（
R

5
.1

2
.1

～
R

6
.1

.1
4
）

　
　

・
シ

ャ
ド

ウ
ア

ッ
プ

高
知

城
　

　
　

1
3
,0

0
9
人

（
R

6
.1

2
.6

～
R

7
.1

.1
3
）

　
②

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

及
び

ス
ポ

　
　

 ー
ツ

合
宿

の
誘

致
　

　
・
プ

ロ
・
ト

ッ
プ

チ
ー

ム
誘

致
　

　
　

　
  
7
4
,2

3
7
人

(R
元

)→
 4

6
,3

3
8
人

(R
5
)

　
　

・
ア

マ
チ

ュ
ア

ス
ポ

ー
ツ

合
宿

の
誘

致
  
  
　

4
,4

0
6
人

(R
元

)→
 8

,8
5
7
人

(R
5
)

　
　

・
サ

イ
ク

ル
イ

ベ
ン

ト
の

県
外

参
加

者
数

  
  
  
1
,1

3
8
人

(R
元

)→
 9

9
3
人

(R
5
)

　
　

・
高

知
龍

馬
マ

ラ
ソ

ン
の

出
走

者
数

  
  
  
1
1
,8

1
6
人

（
2
0
2
0
大

会
 R

2
.2

）
　

　
　

　
→

　
　

9
,5

9
0
人

（
2
0
2
5
大

会
 R

7
.2

）
　

　
　

③
M

IC
E
の

誘
致

　
　

3
4
件

（
R

5
）

　
④

フ
ィ

ル
ム

コ
ミ

ッ
シ

ョ
ン

に
よ

る
ロ

ケ
の

誘
致

　
　

1
9
件

（
R

5
）

３
　

積
極

的
な

人
材

の
確

保
　

①
外

国
人

材
の

活
躍

推
進

　
　

 ・
外

国
人

材
受

入
に

向
け

た
セ

ミ
ナ

ー
や

勉
  
  
  
 強

会
を

開
催

（
R

4
～

）
　

　
 ・

ベ
ト

ナ
ム

ミ
ッ

シ
ョ

ン
団

派
遣

（
R

5
）

　
　

 ・
台

湾
ミ

ッ
シ

ョ
ン

団
派

遣
（
R

5
）

　
 　

・
ベ

ト
ナ

ム
・
イ

ン
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
団

派
遣

（
R

5
）

　
　

 ・
台

湾
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

受
入

（
R

6
：
6
施

  
  
  
 設

、
1
4
名

）
　

　
 ・

大
学

生
向

け
出

前
講

座
の

実
施

（
R

6
）

１
　

宿
泊

施
設

の
人

手
不

足
　

①
観

光
需

要
の

回
復

に
宿

泊
施

設
の

人
手

が
　

　
 追

い
つ

か
ず

、
人

手
不

足
が

顕
在

化
　

②
募

集
を

か
け

て
も

な
か

な
か

人
が

集
ま

ら
な

　
　

 い
状

況

２
　

観
光

需
要

の
喚

起
　

①
1
人

当
た

り
の

観
光

消
費

額
が

、
近

年
横

ば
　

　
　

い
傾

向
に

あ
り

、
量

か
ら

質
へ

の
転

換
が

　
　

　
必

要

３
　

観
光

需
要

の
平

準
化

　
①

季
節

に
よ

り
繁

閑
の

差
が

大
き

い
た

め
、

更
　

　
 に

需
要

の
平

準
化

に
努

め
る

こ
と

が
必

要

４
　

外
国

人
材

の
活

躍
推

進
　

①
外

国
人

材
の

活
躍

推
進

へ
の

意
識

が
高

ま
　

　
 り

つ
つ

あ
る

が
、

積
極

的
な

採
用

に
ま

で
は

　
　

 至
っ

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
業

界
全

体
で

検
　

　
 討

を
深

め
、

取
り

組
み

を
広

げ
て

い
く
必

要
　

　
 が

あ
る

１
　

宿
泊

施
設

の
生

産
性

向
上

に
つ

な
が

る
高

付
加

価
値

化
、

長
期

滞
在

の
推

進
 【

R
6
～

R
9
】

　
①

（
再

掲
）
宿

泊
施

設
を

中
心

に
観

光
事

業
者

が
連

携
し

た
滞

在
時

間
延

長
の

取
り

組
み

の
支

援
　

②
（
再

掲
）
中

山
間

地
域

に
お

い
て

、
宿

泊
施

設
を

中
心

に
長

期
滞

在
で

き
る

態
勢

づ
く
り

の
支

援

２
　

年
間

を
通

じ
た

観
光

需
要

の
平

準
化

 【
R

6
～

R
9
】

　
目

標
値

：
平

均
宿

泊
日

数
　

　
　

　
　

　
 出

発
点

(R
4
)1

.1
5
泊

 ⇒
 現

状
(R

5
)1

.1
0
泊

 ⇒
 R

７
 1

.1
7
泊

 ⇒
 4

年
後

(R
9
)1

.1
9
泊

　
①

（
再

掲
）
伝

統
文

化
等

を
組

み
込

ん
だ

ナ
イ

ト
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

　
②

（
再

掲
）
龍

馬
パ

ス
ポ

ー
ト

を
活

用
し

た
長

期
滞

在
の

推
進

　
③

（
再

掲
）
平

日
宿

泊
促

進
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

実
施

　
④

（
再

掲
）
M

IC
E
の

誘
致

（
エ

ク
ス

カ
ー

シ
ョ

ン
へ

の
支

援
強

化
）

　
⑤

（
再

掲
）
フ

ィ
ル

ム
コ

ミ
ッ

シ
ョ

ン
に

よ
る

ロ
ケ

の
誘

致
強

化

３
　

積
極

的
な

人
材

の
確

保
 【

R
6
～

R
9
】

　
①

教
育

機
関

と
の

連
携

に
よ

る
新

た
な

観
光

人
材

の
裾

野
の

拡
大

 
　

②
外

国
人

材
の

活
躍

推
進

に
向

け
た

関
係

機
関

と
の

連
携

強
化

⇒
　

別
図

＜
観

0
1
、

観
0
2
＞

参
照

（
P

8
9
,9

0
）

〈
移

住
希

望
者

向
け

イ
ベ

ン
ト

へ
の

出
展

回
数

〉
－

（
R

6
）

↓ 2
回

（
R

9
）

〈
ガ

イ
ド

研
修

会
参

加
者

数
〉

－
（
R

6
）

↓ 1
0
0
人

以
上

（
R

9
）

〈
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
等

受
入

件
数

〉
－

（
R

6
）

↓ 1
7
施

設
（
R

9
）

〈
閑

散
期

に
お

け
る

主
要

観
光

施
設

の
入

込
数

〉
－

（
R

6
）

↓ 対
R

6
比

＋
1
4
％

（
R

9
）
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展
　開

　イ
　メ

　ー
　ジ

　　
　　

　　
　　

現 　 状

１
．

「あ
ん

ぱ
ん

」「
や

な
せ

た
か

し
の

ふ
る

さ
と 

高
知

」を
前

面
に

打
ち

出
し

た
誘

客

２
．

地
域

博
覧

会
「も

の
べ

す
と」

の
開

催
に

よ
る

誘
客

の
促

進

（
１

）
 連

続
テ

レ
ビ小

説
「ら

ん
ま

ん
」や

「あ
ん

ぱ
ん

」を
前

面
に

打
ち

出
した

情
報

発
信

（
２

）
 と

さと
さや

大
手

書
店

等
とタ

イア
ップ

した
「や

な
せ

た
か

しの
ふ

る
さと

 高
知

」の
PR

４
．

や
な

せ
キ

ャラ
ク

タ
ー

等
の

活
用

に
よ

る
県

内
周

遊
の

促
進

（
１

）
や

な
せ

キ
ャラ

クタ
ー

や
、ま

ん
が

・ア
ニ

メに
関

連
す

る
文

化
施

設
等

を
巡

る
ス

タン
プ

ラリ
ー

の
実

施
（

２
）

中
山

間
地

域
を

中
心

に
「あ

ん
ぱ

ん
」関

連
の

企
画

展
等

と「
どっ

ぷ
り」

の
体

験
等

を
組

み
合

わ
せ

た
イベ

ン
トの

開
催

　等
　　

　

①
 旅

行
会

社
向

け
助

成
制

度
の

新
設

・拡
充

(1
0/

1～
)、

旅
行

会
社

向
け

モ
ニ

ター
ツア

ー
の

実
施

に
よ

る
旅

行
商

品
化

の
推

進
②

 「
とさ

とさ
」と

連
動

した
観

光
PR

イベ
ン

ト（
５

回
）

の
開

催
　　

③
 大

手
書

店
と連

携
した

「あ
ん

ぱ
ん

」関
連

情
報

の
発

信

（
１

）
特

別
感

の
あ

る
企

画
展

の
開

催
や

、周
遊

企
画

の
実

施
（

２
）

空
港

発
着

の
周

遊
バ

ス
運

行
（

GW
、夏

休
み

等
の

繁
忙

期
）

　等

 商
品

づ
くり

・地
域

づ
くり

 ど
っぷ

り体
験

３

 県
内

周
遊

 や
な

せ
キ

ャラ
クタ

ー
等

の
活

用
４

（
３

）
 地

域
博

覧
会

「も
の

べ
す

と」
開

催
支

援
　

（
１

）
 観

光
商

品
づ

くり
、周

遊
促

進
・滞

在
延

長
に

つ
な

が
る

取
り組

み
を

支
援

３
．

中
山

間
地

域
を

中
心

とし
た

商
品

づ
くり

、長
期

滞
在

の
地

域
づ

くり
の

推
進

（
１

）
地

域
な

らで
は

の
魅

力
あ

る
素

材
を

生
か

した
観

光
商

品
づ

くり
　　

 [
R6

に
販

売
を

開
始

した
商

品
例

]
　　

　・
　四

万
十

川
田

出
ノ川

地
区

で
の

川
漁

師
体

験
　　

　・
　土

佐
町

石
原

地
区

で
の

木
組

み
体

験

 誘
客

の
拡

大
  「

あ
ん

ぱ
ん

」プ
ロモ

ー
シ

ョン
１

 も
の

べ
す

と
 地

域
博

覧
会

２

（
２

）
 「

あ
ん

ぱ
ん

」と
連

動
し

た
早

期
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョン

、旅
行

会
社

セ
ー

ル
ス

の
実

施

拡 拡 拡

①
　中

山
間

地
域

で
の

観
光

商
品

の
造

成
（

70
商

品
造

成
予

定
）

　②
 中

山
間

地
域

で
の

分
散

型
ホ

テル
の

構
築

（
３

エリ
アの

計
画

策
定

）

・　
香

北
町

美
良

布
で

の
昼

食
対

策
（

繁
忙

期
の

「道
の

駅
美

良
布

」直
販

所
の

商
品

の
充

実
、キ

ッチ
ン

カー
等

の
招

へ
い

）
　

・　
ガ

イド
の

充
実

（
臨

時
観

光
案

内
所

の
設

置
（

開
設

日
：

土
日

祝
日

、G
W

、お
盆

等
の

繁
忙

期
）

）
・　

混
雑

時
の

臨
時

駐
車

場
・シ

ャト
ル

バ
ス

の
運

行

（
参

考
）

各
市

に
よ

る
受

入
態

勢
強

化
の

取
り組

み

①
 官

民
一

体
の

推
進

体
制

の
構

築
  　

②
 ロ

ゴ
マー

クや
キ

ー
ビジ

ュア
ル

の
制

作
   

 ③
 博

覧
会

公
式

ガ
イド

ブッ
ク、

特
設

サ
イト

の
制

作
④

 オ
ー

プン
ニ

ング
イベ

ン
トな

どの
特

別
イベ

ン
トの

開
催

   
   

⑤
 や

な
せ

た
か

し記
念

館
の

リニ
ュー

ア
ル

等
の

ハ
ー

ド整
備

　等
   

①
 支

援
エ

リア
数

を
拡

充
し、

分
散

型
ホ

テ
ル

の
構

築
や

宿
泊

施
設

の
魅

力
向

上
に

向
け

た
取

り組
み

を
加

速
化

②
 歴

史
的

な
町

並
み

等
を

生
か

した
分

散
型

ホ
テ

ル
を

核
とし

た
地

域
づ

くり
に

向
け

た
エ

リア
の

可
能

性
調

査
　（

有
識

者
等

に
よ

る
現

地
視

察
を

実
施

）

（
２

）
長

期
滞

在
の

地
域

づ
くり

の
推

進

（
１

）
「あ

ん
ぱ

ん
」の

効
果

を
最

大
限

に
生

か
した

誘
客

、周
遊

促
進

拡

（
２

）
「ど

っぷ
り高

知
旅

キ
ャン

ペ
ー

ン
」の

加
速

化

（
３

）
観

光
博

覧
会

「も
の

べ
す

と」
を

通
じた

物
部

川
エ

リア
の

観
光

　　
　　

基
盤

の
底

上
げ

＜
観

01
＞

　　
　　

県
外

観
光

客
人

泊
数

　　
　 

出
発

点
(R

４
)　

42
6.

6万
人

泊
　⇒

　現
状

（
R５

）
52

2万
人

泊
　⇒

　R
７

 5
52

.9
万

人
泊

　⇒
　4

年
後

 (
Ｒ

9)
　5

63
.9

万
人

泊
　　

　　
観

光
総

消
費

額
　　

　　
　　

 出
発

点
(R

４
)　

96
6億

円
　　

　　
⇒

　現
状

（
R５

）
1,

29
0億

円
　⇒

　R
７

 1
,3

38
億

円
　 

　⇒
　4

年
後

 (
Ｒ

9)
　1

,3
89

億
円

　
　　

　　
　●

関
連

す
る

主
な

ア
ウト

プッ
ト目

標
（

KP
I）

　　
　　

　　
 K

PI
①

：
マス

メデ
ィア

等
の

媒
体

で
の

露
出

件
数

（
55

0件
）

　　
　K

PI
②

：
県

外
イベ

ン
トや

セ
ー

ル
ス

等
で

の
観

光
PR

（
30

件
）

　　
　K

PI
③

：
県

内
イベ

ン
ト等

で
の

観
光

PR
（

13
件

）
目

標
値

連
続

テ
レ

ビ
小

説
「あ

ん
ぱ

ん
」を

最
大

限
に

生
か

した
「ど

っぷ
り高

知
旅

キ
ャン

ペ
ー

ン
」の

展
開

＜
観

01
＞

課 　 題

新

89



現 状 と 課 題 １
　旅

行
需

要
の

平
準

化

(1
) 

平
日

宿
泊

促
進

キ
ャン

ペ
ー

ン
の

実
施

　　
　　

(2
) 

閑
散

期
対

策
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　

（
１

）
ガ

イド
無

料
や

週
末

に
飲

食
店

が
休

み
な

ど、
地

域
に

お
金

が
落

ち
る

仕
組

み
の

不
足

（
２

）
繁

閑
の

差
か

ら生
じる

非
正

規
社

員
率

の
高

さと
賃

金
の

低
さ

（
３

）
人

手
不

足
に

よ
る

稼
働

率
の

低
下

等
　　

　（
空

き
部

屋
は

あ
る

が
販

売
で

き
な

い
、朝

食
・夕

食
が

提
供

で
き

ず
素

泊
ま

りの
み

）

①
ナ

イト
タイ

ム
イベ

ント
の

開
催

（
高

知
城

夜
間

イベ
ン

ト、
晩

酌
き

っぷ
の

拡
充

）
②

龍
馬

パ
ス

ポ
ー

トの
活

用
（

ス
テ

ー
ジ

ア
ップ

の
促

進
や

レア
ス

タン
プ

企
画

等
）

に
よ

る
長

期
滞

在
の

推
進

①
宿

泊
事

業
者

を
は

じめ
とす

る
観

光
関

連
事

業
者

と連
携

し、
　 

平
日

の
宿

泊
や

施
設

利
用

に
対

す
る

特
典

を
キ

ャン
ペ

ー
ン

特
設

　 
サ

イト
に

掲
載

②
オ

ン
ライ

ン
旅

行
会

社
と連

携
した

宿
泊

クー
ポ

ン
の

実
施

③
県

内
企

業
等

を
巻

き
込

ん
だ

平
日

観
光

の
機

運
醸

成
   

（
「共

働
き

・共
育

て
」参

画
団

体
等

との
連

携
）

平
均

宿
泊

日
数

出
発

点
(R

4)
1.

15
泊

 ⇒
 現

状
(R

5)
1.

10
泊

 ⇒
 R

７
 1

.1
7泊

 ⇒
 4

年
後

(R
9)

1.
19

泊
●

関
連

す
る

主
な

ア
ウト

プッ
ト目

標
（

KP
I）

　 
KP

I：
閑

散
期

に
お

け
る

主
要

観
光

施
設

の
入

込
数

（
対

R6
比

＋
10

％
）

　　

　　
観

光
に

よ
る

稼
げ

る
地

域
づ

くり
　　

＜
観

02
＞

 

目
標

値

　（
１

）
消

費
拡

大
の

取
り組

み
の

促
進

　　
 ①

消
費

拡
大

セ
ミナ

ー
(仮

称
)の

開
催

や
受

入
環

境
整

備
へ

の
観

光
事

業
者

支
援

の
強

化
　　

　　
（

多
言

語
で

の
商

品
紹

介
（

ポ
ップ

作
成

）
や

キ
ャッ

シ
ュレ

ス
機

器
の

導
入

、補
助

金
の

活
用

等
）

　 
　②

地
元

な
らで

は
の

食
や

土
産

物
等

に
関

す
る

情
報

発
信

の
強

化
　　

　　
（

観
光

情
報

サ
イト

「V
IS

IT
 K

O
CH

I 
JA

PA
N」

や
SN

S等
に

よ
る

情
報

発
信

）
　（

２
）

付
加

価
値

の
高

い
旅

行
商

品
づ

くり
の

推
進

　　
 ①

稼
げ

る
ガ

イド
の

育
成

（
ガ

イド
活

躍
に

つ
な

げ
る

た
め

の
「ど

っぷ
り高

知
旅

」商
品

や
クル

ー
ズ

客
船

ツア
ー

を
　　

　　
　活

用
した

実
地

研
修

の
充

実
）

　　
 ②

ガ
イド

付
イン

バ
ウン

ド向
け

商
品

づ
くり

の
推

進
（

観
光

事
業

者
、旅

行
会

社
と通

訳
案

内
士

の
　　

　　
　交

流
会

や
マッ

チ
ン

グ
を

通
じた

ガ
イド

付
き

「ど
っぷ

り高
知

旅
」商

品
づ

くり
や

販
売

促
進

）

（
１

）
国

際
チ

ャー
タ

ー
便

誘
致

活
動

と定
期

便
化

を
見

据
え

た
取

り組
み

　 
①

台
湾

定
期

チ
ャー

ター
便

の
定

着
に

向
け

た
取

り組
み

の
強

化
　　

　 
旅

行
会

社
へ

の
誘

客
支

援
、航

空
会

社
へ

の
運

航
支

援
　　

　　
　団

体
向

け
：

ツア
ー

商
品

の
拡

充
（

サ
イク

リン
グ

等
の

新
た

な
コン

テ
ン

ツ提
案

）
　　

　　
　　

　　
 　

　　
 旅

行
会

社
との

共
同

誘
客

プロ
モ

ー
シ

ョン
（

旅
行

博
出

展
、台

湾
メデ

ィア
で

の
発

信
等

）
　　

　　
　個

人
向

け
：

航
空

会
社

との
共

同
プ

ロモ
ー

シ
ョン

に
よ

る
販

売
促

進
（

SN
S等

に
よ

る
情

報
発

信
等

）
　 

②
短

期
チ

ャー
ター

便
の

誘
致

（
韓

国
等

）
　　

　・
航

空
会

社
等

へ
の

セ
ー

ル
ス

強
化

（
県

内
視

察
や

ゴ
ル

フの
提

案
）

　　
　・

旅
行

会
社

へ
の

商
品

販
売

に
向

け
た

連
携

や
韓

国
メデ

ィア
を

活
用

した
情

報
発

信
（

２
）

関
西

圏
か

らの
誘

客
の

促
進

　 
①

大
阪

・関
西

万
博

で
の

自
治

体
催

事
参

加
（

よさ
こい

祭
りや

街
路

市
等

を
通

じた
魅

力
発

信
）

　 
②

万
博

訪
問

者
等

へ
の

本
県

の
魅

力
発

信
（

どっ
ぷ

り体
験

コン
テ

ン
ツ予

約
サ

イト
へ

の
誘

導
）

　 
③

大
阪

観
光

局
や

関
西

エ
ア

ポ
ー

ト等
と連

携
した

情
報

発
信

　　
　（

富
裕

層
向

け
海

外
旅

行
博

(ｶ
ﾝﾇ

、ｼ
ﾝｶ

ﾞﾎ
ﾟｰ

ﾙ等
)で

の
セ

ー
ル

ス
、関

西
国

際
空

港
で

の
PR

ブ
ー

ス
設

置
)

　　
　（

１
）

台
湾

か
らの

定
期

チ
ャー

ター
便

の
定

着
や

新
た

な
路

線
の

誘
致

が
必

要
　　

　（
２

）
大

阪
・関

西
万

博
を

最
大

限
生

か
した

関
西

圏
か

らの
誘

客
促

進
が

必
要

　　
　（

３
）

消
費

拡
大

に
向

け
た

付
加

価
値

の
高

い
旅

行
商

品
づ

くり
や

受
入

環
境

の
整

備
が

必
要

現 状 と 課 題

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

誘
客

と消
費

拡
大

観
光

庁
「宿

泊
旅

行
統

計
調

査
」外

国
人

延
べ

宿
泊

者
出

発
点

(R
4)

 9
,8

90
人

泊
 ⇒

 現
状

(R
5)

 1
39

,1
10

人
泊

 ⇒
 R

7 
14

万
人

泊
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
 　

　　
　　

　　
 ⇒

 4
年

後
(R

9)
 1

7万
人

泊
外

国
人

県
内

消
費

額
出

発
点

(R
4)

 3
億

円
 ⇒

 現
状

(R
5)

 4
8億

円
 ⇒

 R
7 

49
億

円
 ⇒

 4
年

後
(R

9)
 5

7億
円

●
関

連
す

る
主

な
ア

ウ
トプ

ット
目

標
（

KP
I）

　 
KP

I①
：

国
際

チ
ャー

ター
便

の
運

航
数

（
11

0往
復

（
高

知
空

港
）

）
　 

KP
I②

：
地

域
通

訳
案

内
士

登
録

者
数

（
15

人
）

　 
KP

I③
：

消
費

拡
大

セ
ミナ

ー
受

講
者

数
（

15
0人

）
　 

KP
I④

：
補

助
金

事
業

実
施

件
数

（
10

件
）

１
　本

県
へ

の
誘

客
の

さ
らな

る
拡

大

２
　消

費
拡

大
に

向
け

た
受

入
環

境
整

備

目 標 値 拡 拡

２
　宿

泊
施

設
を

中
心

に
、長

期
滞

在
で

き
る

地
域

づ
くり

の
更

な
る

推
進

（
１

）
長

期
滞

在
を

目
指

し
た

受
入

態
勢

づ
くり

　　
   

 
①

支
援

エ
リア

数
を拡

充
し、

分
散

型
ホ

テ
ル

の
構

築
や

　 
宿

泊
施

設
の

魅
力

向
上

に
向

け
た

事
業

計
画

の
   

策
定

等
を

支
援

②
分

散
型

ホ
テ

ル
に

関
す

る
知

見
や

ノウ
ハ

ウを
有

す
る

　 
事

業
者

を
招

聘
し、

新
た

な
支

援
エ

リア
とな

りう
る

　 
候

補
地

の
掘

り起
こし

に
向

け
た

可
能

性
調

査
を

実
施

地
元

の
人

が
通

う居
酒

屋

お
土

産
店

ま
ち

歩
き

温
泉

複
数

の
宿

泊
施

設

神
楽

鑑
賞

分
散

型
宿

泊
施

設
の

エ
リア

数
（

事
業

計
画

の
策

定
件

数
）

出
発

点
(R

5)
0エ

リア
 ⇒

 現
状

(R
6)

３
エ

リア
 ⇒

 R
7　

７
エ

リア
 ⇒

 R
9　

15
エ

リア
●

関
連

す
る

主
な

ア
ウト

プッ
ト目

標
（

KP
I）

　 
KP

I：
分

散
型

宿
泊

施
設

等
に

関
す

る
セ

ミナ
ー

参
加

者
数

（
10

0名
以

上
）

目
標

値

拡新 拡

新90



子
ども

や
若

者
に

関
心

が
高

い
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

や
健

常
者

と障
害

者
が

一
緒

に
楽

しめ
る

ス
ポ

ー
ツ

の
機

会
の

拡
充

に
よ

り、
若

い
世

代
が

楽
しめ

る
ス

ポ
ー

ツの
選

択
肢

を
増

や
し、

若
者

の
県

外
流

出
の

抑
制

や
子

育
て

環
境

の
充

実
に

つ
な

げ
る

。
目

　的

(1
) 

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
に

親
し

む
機

会
の

提
供

　
　　

　子
ども

や
若

者
の

関
心

が
高

い
ア

ー
バ

ン
ス

ポ
ー

ツや
eス

ポ
ー

ツの
体

験
イベ

ン
トを

　　
　開

催
し、

裾
野

の
拡

大
を

図
る

　　
①

ス
ケ

ー
トボ

ー
ドや

BM
X、

ダン
ス

な
どが

体
験

で
き

る
イベ

ン
トの

開
催

　　
②

障
害

の
有

無
に

関
わ

らず
誰

も
が

参
加

で
き

る
eス

ポ
ー

ツイ
ベ

ン
トの

開
催

(2
) 

ダ
ン

ス
に

よ
る

若
者

の
交

流
及

び
人

材
の

確
保

　　
　ダ

ン
ス

指
導

を
通

して
、若

者
の

交
流

機
会

の
拡

大
や

支
え

る
人

材
の

育
成

を
行

う
　　

①
プ

ロダ
ン

ス
チ

ー
ム

に
よ

る
若

者
を

対
象

とし
た

ダン
ス

指
導

及
び

　　
　地

域
の

ダン
ス

活
動

を
支

え
る

人
材

を
育

て
る

養
成

講
習

の
実

施
(３

) 
子

ども
の

ス
ポ

ー
ツ

へ
の

意
識

・関
心

を
高

め
る

機
会

の
提

供
　　

　パ
リ2

02
4大

会
の

メダ
リス

トに
よ

る
ス

ポ
ー

ツ大
会

等
の

推
進

　　
①

パ
リ2

02
4オ

リン
ピッ

クの
メダ

リス
トの

冠
大

会
(レ

ス
リン

グ
)に

お
け

る
ス

ポ
ー

ツ
教

室
の

開
催

(４
) 

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
な

ス
ポ

ー
ツ

機
会

の
提

供
　　

　障
害

の
有

無
に

関
わ

らず
誰

も
が

楽
しめ

る
イン

クル
ー

シ
ブ

な
ス

ポ
ー

ツの
推

進
　　

①
健

常
者

と障
害

者
が

一
緒

に
楽

しみ
な

が
ら競

い
合

うイ
ベ

ン
トの

開
催

　３
.子

ども
や

若
者

の
関

心
が

高
い

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
機

会
の

拡
充

　 
 (

1)
 県

民
体

育
館

等
再

整
備

事
業

　　
　若

者
に

人
気

が
あ

る
屋

内
競

技
の

プ
ロや

トッ
プ

チ
ー

ム
の

大
会

誘
致

等
を

見
据

え
た

　　
　県

民
体

育
館

の
再

整
備

に
か

か
る

基
本

計
画

を
策

定
　　

①
基

礎
調

査
及

び
基

本
計

画
の

策
定

、基
本

計
画

　　
　　

検
討

会
（

仮
称

）
の

設
置

・運
営

(２
) 

プ
ロ

チ
ー

ム
の

誘
致

　　
　県

民
体

育
館

の
再

整
備

を
見

据
え

た
、屋

内
競

技
な

どの
新

た
な

チ
ー

ム
の

誘
致

　　
　　

①
連

携
協

定
等

を
活

用
した

プ
ロ・

トッ
プ

リー
グ

　　
（

バ
ス

ケ
ット

ボ
ー

ル
、バ

レ
ー

ボ
ー

ル
、ダ

ン
ス

等
）

　　
　の

大
会

開
催

等
の

誘
致

活
動

１
.県

民
体

育
館

の
再

整
備

を
見

据
え

た
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

（
１

）
ス

ポ
ー

ツを
通

じて
県

内
外

の
子

ども
や

若
者

が
交

流
で

き
る

機
会

が
十

分
で

は
な

い
（

２
）

高
知

ユ
ナ

イテ
ッド

SC
の

J3
参

入
を

契
機

とし
た

チ
ー

ム
へ

の
支

援
や

チ
ー

ム
と連

携
した

ス
ポ

ー
ツツ

ー
リズ

ム
に

資
す

る
施

策
が

必
要

現
状

と課
題

 ス
ポ

ー
ツ

に
よ

る
県

外
か

ら
の

入
込

客
数

 出
発

点
(R

4)
53

,1
61

人
 ⇒

 現
状

(R
5)

86
,0

94
人

 ⇒
 R

７
 9

0,
00

0人
 ⇒

 4
年

後
(R

9)
 1

20
,0

00
人

●
関

連
す

る
主

な
ア

ウト
プ

ット
目

標
（

KP
I）

 
　 

KP
I①

：
プ

ロス
ポ

ー
ツ

に
お

け
る

県
外

か
らの

入
込

客
数

（
６

万
人

）
KP

I②
：

屋
内

競
技

に
お

け
る

プ
ロチ

ー
ム

の
大

会
等

の
新

規
誘

致
件

数
（

１
件

）
　 

KP
I③

：
 

高
知

ユ
ナ

イテ
ッド

SC
の

ホ
ー

ム
戦

観
客

数
（

5.
7万

人
）

KP
I④

：
若

者
の

関
心

が
高

い
新

た
な

ス
ポ

ー
ツ

の
イベ

ン
ト開

催
回

数
（

４
回

）

目
標

値

若
者

の
関

心
が

高
い

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

　＜
観

03
＞

　　
(１

) 
高

知
ユ

ナ
イ

テ
ッド

SC
へ

の
支

援
　　

　　
高

知
ユ

ナ
イテ

ッド
SC

の
J3

参
入

を
契

機
とし

た
支

援
　　

　①
クラ

ブ
経

営
へ

の
支

援
　　

　②
Jリ

ー
グ

公
式

戦
等

開
催

支
援

、地
域

お
こし

協
力

隊
の

配
置

　　
　③

集
客

支
援

の
た

め
の

シ
ャト

ル
バ

ス
運

行
等

２
.高

知
ユ

ナ
イ

テ
ッド

SC
の

Jリ
ー

グ
参

入
を

契
機

とし
た

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー
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ム

の
推

進
拡
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Ⅰ　専門分野の成長戦略

その他の分野
その他の分野の取り組みの概要
　■　保健・医療分野
　１．医療ＤＸの推進

　　デジタルヘルスコーディネーターを配置し、医療ＤＸ（オンライン診療やＥＨＲ）を推

　進するとともにオンライン診療を促進するための機器整備の費用などを支援することによ

　り、どの市町村においても在宅医療やオンライン診療を選択できる環境を整備します。

　２．医師、看護職員の育成・確保

　　高知大学への寄附講座設置、看護教員養成講習会等を実施することで、医療人材の育成　　

　を推進します。

　　また、医師や看護師を志望する学生等に対して奨学金を貸与し、県内で就業する医療人

　材の確保を図ります。

　３．医療機関の職場環境等（処遇改善含む）の改善・医師の働き方改革の推進

　　医療機関向けの相談窓口の設置、アドバイザー派遣及び研修会の開催等を実施すること　

　で医療スタッフ全体の離職防止や医療安全の確保を図ります。　　

　■　福祉分野
  １．介護現場の生産性の向上

　　ワンストップ型の総合相談窓口の設置による介護事業所への伴走型支援やICT・ロボット
の導入支援、ノーリフティングケアの推進などにより、事業所における業務効率化や業務改
善を支援し、職員の負担軽減とサービスの質の向上を図ります。

　２．人材育成・キャリアパスの構築

　　高知県福祉・介護事業所認証評価制度のさらなる普及に取り組み、福祉・介護事業所にお
ける人材育成体制やキャリアパスの構築を促進することにより、職員が段階的にスキルアッ
プしながら長く活躍できる職場づくりを推進します。

　３．若い世代に向けた魅力発信（ネガティブイメージの払拭）

　　将来を担う若い世代の人材確保に向けて、福祉関係者と学校が連携した福祉教育の推進や
学生等を対象とした職場体験の充実を図ります。

　４．多様な人材の参入促進

　　外国人介護人材の確保や受入体制整備に向けた支援、シニア層や主婦層などが働きやすい
介護助手の普及などにより、地域における多様な人材の参入促進に取り組みます。　

　■　土木分野
　１．建設業の活性化

　　新規学卒者の県内就職促進については、児童生徒と保護者へのアプローチとして、出前授
業でデジタル化が進む建設業のPRを充実させるとともに、女性活躍に向けた魅力発信の実施
や入札参加資格審査における評価項目の拡充などに取り組みます。
　また、ICT活用による生産性の向上については、ICTを活用した工事をまだ実施していない
中小企業への拡大を図るため、ICT活用工事の指定発注の拡大や、入札時の総合評価方式に
おけるICT活用工事の加点対象工事の拡大など、普及拡大に引き続き取り組みます。

　２．高知新港の振興

　　高知新港の利活用の促進に向けて、物流面ではベースカーゴの安定確保や新たな外航コン
テナ航路の誘致を図ることに加え、さらなる利便性の強化に向けて内航航路の誘致に取り組
みます。観光面では、寄港地観光メニューの充実や他県港湾と連携した多様なクルーズの誘
致により、西日本太平洋側における国際クルーズ拠点を目指します。
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保
健

医
療

・福
祉

分
野

の
取

り組
み

の
概

要

取
り組

み
の

展
開

イメ
ー

ジ
　　 　　 　　 　　

主
な

取
り組

み

地
域

で
支

え
合

う医
療

・福
祉

・介
護

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

の
確

立
とネ

ット
ワ

ー
ク

の
強

化

１

１
　県

内
総

生
産

の
構

成
比

（
R3

）

デ
ジ

タ
ル

技
術

を
活

用
した

医
療

・福
祉

・介
護

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

の
確

立
 

■
本

県
の

県
内

総
生

産
に

お
い

て
、最

も
多

くの
割

合
を

占
め

る
「保

健
衛

生
・社

会
事

業
（

14
.9

％
）

」は
、い

き
い

き
と生

活
が

で
き

る
高

知
の

実
現

の
た

め
に

重
要

な
事

業
で

あ
り、

「日
本

一
の

健
康

長
寿

県
構

想
」と

あ
わ

せ
、産

業
振

興
計

画
に

お
い

て
も

、生
産

性
の

向
上

や
人

材
の

確
保

、関
連

産
業

の
創

出
に

向
け

た
取

り組
み

を進
め

る

医
療

Ｄ
Ｘ

の
推

進
①

デ
ジ

タル
ヘ

ル
ス

コー
デ

ィネ
ー

ター
に

よ
る

医
療

Ｄ
Ｘ

（
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

や
Ｅ

Ｈ
Ｒ

）
導

入
支

援
②

オ
ン

ライ
ン

診
療

に
必

要
な

機
器

や
看

護
師

の
派

遣
費

用
を

支
援

介
護

事
業

所
に

お
け

る
デ

ジ
タ

ル
化

導
入

支
援

①
ワ

ン
ス

トッ
プ

型
相

談
支

援
窓

口
「こ

うち
介

護
生

産
性

向
上

総
合

支
援

セ
ン

ター
」に

よ
り、

介
護

事
業

所
の

IC
T導

入
や

生
産

性
向

上
を

   
総

合
的

に
支

援
②

介
護

事
業

所
に

お
け

る
IC

T機
器

・介
護

ロボ
ット

等
の

導
入

に
要

す
る

経
費

を
支

援

医
師

、看
護

職
員

の
育

成
・確

保
医

師
や

看
護

師
を

志
望

す
る

学
生

等
に

対
す

る
奨

学
貸

付
金

制
度

、人
材

育
成

の
た

め
の

講
演

会
の

開
催

等
に

よ
り、

県
内

で
就

業
す

る
医

療
人

材
の

育
成

及
び

確
保

を推
進

医
療

機
関

の
職

場
環

境
等

（
処

遇
改

善
含

む
）

の
改

善
医

療
機

関
向

け
の

相
談

窓
口

の
設

置
、ア

ドバ
イザ

ー
派

遣
や

研
修

会
の

開
催

等
に

よ
り、

医
療

ス
タッ

フ全
体

の
離

職
防

止
や

医
療

安
全

の
確

保
を

促
進

福
祉

・介
護

人
材

の
確

保
と介

護
現

場
の

生
産

性
の

向
上

①
介

護
現

場
の

生
産

性
の

向
上

、　
②

人
材

育
成

・キ
ャリ

ア
パ

ス
の

構
築

、　
③

若
い

世
代

に
向

け
た

魅
力

発
信

（
ネ

ガ
テ

ィブ
イメ

ー
ジ

の
払

拭
）

、　
　　

④
多

様
な

人
材

の
参

入
促

進
に

取
り組

み
、福

祉
・介

護
人

材
の

さら
な

る
確

保
を

推
進

「働
き

や
す

さ
」と

「や
りが

い
」を

実
感

で
き

る
魅

力
あ

る
職

場
づ

くり
に

よ
る

医
療

・福
祉

・介
護

人
材

の
確

保

い
き

い
き

と生
活

が
で

き
る

高
知

　県
民

の
誰

も
が

住
み

慣
れ

た
地

域
で

、健
や

か
で

心
豊

か
に

安
心

して
暮

らし
続

け
る

こと
の

で
き

る
高

知
県

59
.5
%

58
.9
%

52
.8
%

52
.1
%

28
.6
%

30
.8
%

37
.9
%

38
.7
%

53
.5
%

52
%

47
.3
%

47
.7
%

35
.5
%

37
.9
%

43
.2
%

42
.8
%

20
20

20
30

20
60

20
70

（
出

典
）

【2
02

0数
値

】 
国

勢
調

査
結

果
（

高
知

県
、総

務
省

）
、【

20
30

～
高

知
県

】日
本

の
都

道
府

県
別

将
来

推
計

人
口

(H
30

(2
01

8)
推

計
）

（
国

立
社

会
保

障
・人

口
問

題
研

究
所

）
、【

20
30

～
全

国
】日

本
の

将
来

推
計

人
口

（
令

和
５

年
推

計
）

（
国

立
社

会
保

障
・人

口
問

題
研

究
所

）

生
産

年
齢

人
口

割
合

（
全

国
）

高
齢

化
率

（
高

知
）

高
齢

化
率

（
全

国
）

生
産

年
齢

人
口

割
合

（
高

知
）

人
材

の
確

保
生

産
性

の
向

上

２
　生

産
年

齢
人

口
と高

齢
化

の
状

況
全

国
に

先
行

して
生

産
年

齢
人

口
が

減
少

し、
高

齢
化

が
進

行

３
　医

療
・福

祉
・介

護
人

材
の

現
状

超
高

齢
化

社
会

を
支

え
る

人
材

は
、若

年
医

師
不

足
、看

護
職

員
の

県
外

流
出

、介
護

職
員

の
不

足
が

課
題

とな
って

い
る

○
若

年
医

師
（

40
歳

以
下

）
の

状
況

（
R4

） ※
H

14
年

を
10

0と
した

場
合

○
県

内
看

護
師

養
成

校
卒

業
者

の
県

内
就

職
率

○
介

護
職

員
の

有
効

求
人

倍
率

（
R６

）
   

　　
2.

43
（

全
国

3.
89

）

日
本

一
の

健
康

長
寿

県
構

想
　柱

Ⅱ

目
指

す
姿

ヘ
ル

ス
テ

ック
企

業
の

集
積

に
よ

る
産

業
創

出
と地

域
課

題
の

解
決

事
業

化
を

促
進

す
る

伴
走

支
援

体
制

の
構

築
実

証
実

験
に

取
り組

み
や

す
い

環
境

整
備

VR
技

術
を

活
用

した
精

神
疾

患
治

療
、ウ

ェア
ラブ

ル
端

末
を

活
用

した
健

康
状

態
の

遠
隔

観
察

、A
Iを

活
用

した
生

活
習

慣
病

予
測

　な
ど

具
体

的
な

取
組

例

２ １ ２ ３ ２１

ヘ
ル

ス
ケ

ア
イ

ノベ
ー

シ
ョン

プ
ロ

ジ
ェク

ト
  デ

ジ
タル

技
術

を
活

用
した

医
療

や
健

康
に

関
す

る
  製

品
や

サ
ー

ビス
の

事
業

化
を

目
指

す

生
産

性
の

向
上

人
材

の
確

保

産
業

の
創

出

関
連

産
業

の
創

出

保
健

衛
生

・社
会

事
業

の
県

内
総

生
産

に
占

め
る

割
合

　H
20

:1
1.

5%
　⇒

　R
3:

14
.5

%
（

+
3.

0%
）

出
典

：
県

民
経

済
計

算

高
知

83
%

全
国

11
0% H
30

R
5

高
知

85
.7

%
68

.3
%

製
造
業
（
8
.
9
%
）

建
設
業
（
8
.
9
%
）

公
務
（
7
.
8
%
）

専
門
・
科
学
技
術
、
業
務
支

援
サ
ー
ビ
ス
業
（
6
.
1
%
）

教
育
（
5
.
5
%
）

運
輸
・
郵
便
業

（
4
.
7
%
）

金
融
・
保
険
業

（
3
.
9
%
）

情
報
通
信
業

（
3
.
1
%
）

宿
泊
・
飲
食
サ
ー
ビ

ス
業
（
1
.
9
%
）

農
林
水
産
業

（
3
.
0
%
）

保
健
衛
生
・

社
会
事
業

（
1
4
.
5
%
）

卸
・
小
売
業

（
1
1
.
8
%
）

不
動
産
業

（
1
0
.
5
%
）

新
拡

拡

拡
新

拡
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N
o
.

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

1
県

内
医

師
初

期
研

修
医

採
用

数

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

医
療

政
策

課
調

べ
6
8
人

（
R

5
）

5
5
人

（
R

6
）

7
5
人

（
R

9
）

・
医

学
生

へ
医

師
養

成
奨

学
貸

付
金

を
貸

与
　

R
5
新

規
貸

与
：
2
8
人

　
R

6
新

規
貸

与
：
2
7
人

　
　

　
※

貸
与

累
計

：
5
0
4
人

・
臨

床
研

修
を

終
え

て
活

躍
す

る
奨

学
　

　
金

受
給

医
師

　
　

R
5
：
1
7
8
人

　
　

　
R

6
：
2
0
5
人

医
師

養
成

貸
付

奨
学

金
受

給
者

の
義

務
年

限
内

の
離

脱
が

発
生

し
て

い
る

（
累

計
 卒

業
生

3
4
1
人

の
う

ち
5
0
人

(1
4
.7

%
)）

・
中

山
間

地
域

の
中

核
的

な
医

療
機

関
に

お
け

る
指

導
・
教

育
環

境
の

整
備

促
進

【
R

6
～

R
9
】

・
医

師
養

成
奨

学
金

貸
与

者
へ

の
フ

ォ
ロ

ー
→

医
師

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
に

よ
る

定
着

推
進

【
R

6
～

R
9
】

2
県

内
看

護
師

等
学

校
養

成
所

卒
業

者
の

県
内

就
職

率

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

医
療

政
策

課
調

べ
7
8
.7

%
（
R

4
）

6
8
.3

%
（
R

5
）

8
5
%
以

上
（
R

9
）

・
看

護
学

生
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

事
業

受
け

入
れ

　
R

5
　

2
0
医

療
機

関
、

8
7
名

　
R

6
　

1
6
医

療
機

関
、

3
6
名

・
看

護
フ

ェ
ア

の
開

催
　

R
5
：
1
8
高

等
学

校
か

ら
7
8
名

参
加

　
R

6
：
2
3
高

等
学

校
か

ら
1
6
9
名

参
加

・
看

護
師

等
奨

学
金

の
貸

付
　

R
5
新

規
貸

付
：
2
8
名

、
継

続
：
5
2
名

　
R

6
新

規
貸

付
：
3
2
名

、
継

続
：
4
5
名

県
内

養
成

校
新

卒
者

の
県

内
就

職
率

が
下

落
傾

向
に

あ
り

、
新

卒
者

を
県

内
に

残
す

取
り

組
み

が
必

要

・
看

護
学

生
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

事
業

の
さ

ら
な

る
拡

大
【
R

6
～

R
9
】

・
県

内
の

看
護

学
生

・
教

員
を

対
象

と
し

た
地

域
の

病
院

を
知

る
機

会
の

提
供

【
R

7
～

R
9
】

3
職

場
環

境
改

善
等

に
取

り
組

み
む

医
療

機
関

数

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

取
り

組
み

を
実

施
予

定
の

医
療

機
関

を
年

一
回

募
集

4
6
病

院
（
Ｒ

5
）

6
4
病

院
（
Ｒ

6
）

7
0
病

院
以

上
（
Ｒ

9
）

・
W

L
B

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
事

業
　

W
L
B

イ
ン

デ
ッ

ク
ス

調
査

　
R

5
参

加
者

：
7
病

院
 　

　
　

　
　

　
　

　
（
新

規
：
3
、

継
続

：
4
）

・
W

L
B

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
　

R
5
参

加
者

：
5
施

設
1
6
名

・
看

護
管

理
者

養
成

研
修

事
業

　
R

6
参

加
者

：
2
1
病

院
、

2
8
名

　
　

　
　

　
　

　
　

（
う

ち
新

規
1
3
病

院
）

・
離

職
理

由
は

人
間

関
係

、
健

康
上

の
問

題
が

多
い

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
就

労
環

境
改

善
に

取
り

組
む

医
療

機
関

を
増

や
す

こ
と

が
必

要
・
就

労
環

境
改

善
の

取
り

組
み

を
横

展
開

す
る

策
が

必
要

・
看

護
業

務
の

効
率

化
、

看
護

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
を

実
現

し
た

取
り

組
み

を
発

表
で

き
る

機
会

の
場

の
提

供
（
就

労
環

境
改

善
の

取
り

組
み

の
横

展
開

）
【
R

6
～

R
9
】

・
看

護
部

長
等

看
護

管
理

者
の

能
力

の
向

上
と

病
院

経
営

へ
の

参
画

を
目

的
に

「
看

護
管

理
者

養
成

研
修

事
業

」
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

4
へ

き
地

等
の

集
会

施
設

及
び

診
療

所
の

活
用

を
含

め
た

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
体

制
が

構
築

さ
れ

て
い

る
市

町
村

数

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

在
宅

療
養

推
進

課
調

べ

7
市

町
（
Ｒ

5
）

7
市

町
（
Ｒ

6
）

3
4
市

町
村

（
Ｒ

9
）

○
中

山
間

地
域

で
の

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
の

実
施

・
宿

毛
市

、
土

佐
清

水
市

の
医

療
機

関
に

対
し

、
ヘ

ル
ス

ケ
ア

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

導
入

を
支

援
・
宿

毛
市

に
お

い
て

看
護

師
が

ヘ
ル

ス
ケ

ア
モ

ビ
リ

テ
ィ

で
患

者
宅

や
集

会
施

設
を

訪
問

し
、

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
を

実
施

・
室

戸
市

、
須

崎
市

は
独

自
に

ヘ
ル

ス
ケ

ア
モ

ビ
リ

テ
ィ

を
整

備

○
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

の
理

解
促

進
・
医

療
従

事
者

向
け

の
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

の
研

修
を

実
施

○
中

山
間

地
域

で
の

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
の

実
施 ・
医

師
等

へ
の

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
な

ど
の

デ
ジ

タ
ル

技
術

導
入

の
た

め
の

ノ
ウ

ハ
ウ

（
外

来
診

療
と

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
と

の
両

立
方

法
や

E
H

R
の

活
用

等
）
を

普
及

す
る

こ
と

が
必

要
・
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

は
採

算
性

が
低

く
、

「
専

用
機

器
・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
整

備
」
な

ど
に

追
加

の
コ

ス
ト

が
か

か
る

た
め

、
医

療
機

関
の

負
担

軽
減

の
た

め
の

支
援

策
の

検
討

が
必

要

・
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

専
用

機
器

・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
整

備
へ

の
支

援
【
R

6
～

R
9
】

・
デ

ジ
タ

ル
ヘ

ル
ス

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

（
医

師
等

）
を

配
置

し
、

医
療

機
関

の
医

療
Ｄ

Ｘ
（
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

の
導

入
や

Ｅ
Ｈ

Ｒ
の

活
用

等
）
推

進
を

支
援

【
R

6
～

R
9
】

・
へ

き
地

等
の

集
会

施
設

及
び

診
療

所
に

お
け

る
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

体
制

の
構

築
を

支
援

【
R

6
～

R
9
】

分
野

そ
の
他
の
分
野
（
保
健
医
療
）
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N
o
.

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

1
介

護
事

業
所

の
ＩＣ

Ｔ
導

入
率

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
R

4
介

護
事

業
所

実
態

調
査

（
3

年
毎

）
の

結
果

を
基

準
値

と
し

て
推

計
し

た
事

業
所

数
と

デ
ジ

タ
ル

化
支

援
事

業
費

補
助

実
績

か
ら

算
出

し
た

想
定

値
で

確
認

3
8
.6

％
（
R

4
.7

）
4
8
.9

％
（
R

6
）

6
0
％

（
R

9
）

１
　

介
護

事
業

所
の

デ
ジ

タ
ル

化
の

促
進

　
・
導

入
支

援
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

や
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
　

  
に

よ
る

個
別

支
援

　
・
ＩＣ

Ｔ
機

器
等

の
導

入
経

費
に

対
す

る
助

成
　

　
　

IC
T
導

入
率

　
R

5
：
4
5
.3

％
２

　
ノ

ー
リ

フ
テ

ィ
ン

グ
ケ

ア
の

推
進

　
・
福

祉
機

器
等

導
入

経
費

に
対

す
る

助
成

や
施

  
  

設
で

取
り

組
み

を
リ

ー
ド

す
る

リ
ー

ダ
ー

等
養

  
  

成
研

修
の

実
施

　
　

　
介

護
事

業
所

の
実

践
率

　
R

4
：
3
7
.7

％

１
　

介
護

現
場

の
生

産
性

向
上

の
推

進
　

①
官

民
協

働
に

よ
る

新
た

な
推

進
体

制
の

構
築

　
②

事
業

所
の

生
産

性
向

上
や

経
営

の
大

規
模

化
・

　
　

 協
働

化
に

取
り

組
む

事
業

所
へ

の
支

援
強

化
　

③
IC

T
導

入
事

業
所

の
拡

大

１
　

介
護

現
場

の
生

産
性

の
向

上
　

①
介

護
現

場
革

新
会

議
の

設
置

【
R

6
】

　
②

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

型
総

合
相

談
窓

口
の

設
置

に
よ

る
支

援
の

強
化

　
　

・
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

活
用

や
働

き
方

改
革

な
ど

事
業

所
の

業
務

改
善

に
向

け
た

相
談

対
応

や
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
事

業
所

の
生

産
性

向
上

や
経

営
の

大
規

模
化

・
協

働
化

に
取

り
組

む
事

業
所

へ
の

専
門

家
に

よ
る

伴
走

型
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
③

デ
ジ

タ
ル

化
の

促
進

　
　

・
ＩＣ

Ｔ
機

器
、

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

等
導

入
経

費
に

対
す

る
助

成
制

度
の

拡
充

【
R

6
～

R
9
】

2
認

証
福

祉
・
介

護
事

業
所

数

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
認

証
福

祉
・
介

護
事

業
所

数
の

時
点

実
績

値

2
5
4
事

業
所 （
H

3
0
～

R
4
）

2
2
5
事

業
所 （
H

3
0
～

R
6
）

5
5
0
事

業
所 （
H

3
0
～

R
9
）

１
　

福
祉

・
介

護
事

業
所

認
証

評
価

制
度

の
推

進
　

・
良

好
な

職
場

環
境

の
整

備
に

取
り

組
み

、
県

が
定

め
た

一
定

の
基

準
を

達
成

し
て

い
る

事
業

所
を

認
証

　
・
認

証
取

得
に

向
け

た
事

業
者

の
取

り
組

み
を

サ
ポ

ー
ト

（
セ

ミ
ナ

ー
・
個

別
相

談
会

・
個

別
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
）

　
　

認
証

取
得

事
業

所
　

　
　

H
3
0
：
認

証
開

始
→

R
6
：
4
0
法

人
2
2
5
事

業
所

１
　

福
祉

・
介

護
事

業
所

に
お

け
る

人
材

育
成

体
制

や
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
の

構
築

に
向

け
た

支
援

　
①

福
祉

研
修

体
系

の
再

構
築

　
②

認
証

福
祉

・
介

護
事

業
所

の
さ

ら
な

る
拡

大
　

　
・
認

証
評

価
制

度
の

県
民

認
知

度
の

向
上

　
　

　
　

県
民

認
知

度
：
9
.5

％
（
R

3
意

識
調

査
（
R

4
.2

）
）

１
　

人
材

育
成

・
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
の

構
築

　
①

関
係

機
関

と
の

協
働

化
に

よ
る

高
知

県
全

体
の

福
祉

研
修

体
系

の
強

化
　

　
・
福

祉
研

修
実

施
機

関
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

構
築

に
よ

る
高

知
県

全
体

の
福

祉
研

修
体

系
の

再
構

築
【
R

6
】
　

　
②

福
祉

・
介

護
事

業
所

認
証

評
価

制
度

の
推

進
  

　
・
良

好
な

職
場

環
境

の
整

備
に

取
り

組
み

、
県

が
定

め
た

一
定

の
基

準
を

達
成

し
て

い
る

事
業

所
を

認
証

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
認

証
取

得
に

向
け

た
事

業
者

の
取

り
組

み
を

サ
ポ

ー
ト

（
セ

ミ
ナ

ー
・
個

別
相

談
会

・
個

別
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
）
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
福

祉
・
介

護
事

業
所

認
証

評
価

制
度

の
県

民
認

知
度

向
上

に
向

け
た

広
報

強
化

【
R

6
～

R
9
】

3
学

校
の

福
祉

教
育

の
実

施
回

数
（
福

祉
人

材
セ

ン
タ

ー
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
実

績
値

年
間

2
8
回

（
R

4
）

年
間

4
1
回

（
R

6
）

年
間

4
0
回

（
R

9
)

１
　

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
イ

メ
ー

ジ
の

払
拭

　
・
福

祉
・
介

護
事

業
所

認
証

評
価

制
度

や
ノ

ー
リ

フ
テ

ィ
ン

グ
ケ

ア
の

認
知

度
向

上
　

・
ふ

く
し

フ
ェ

ア
の

開
催

等
に

よ
る

福
祉

の
仕

事
の

魅
力

発
信

２
　

福
祉

教
育

の
推

進
　

・
高

校
訪

問
に

よ
る

福
祉

の
仕

事
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

（
福

祉
人

材
セ

ン
タ

ー
）

　
・
小

・
中

・
高

校
生

を
対

象
に

職
能

団
体

等
が

行
う

キ
ャ

リ
ア

教
育

に
対

す
る

助
成

１
　

将
来

を
担

う
若

い
世

代
に

向
け

た
良

好
な

福
祉

・
介

護
職

場
の

「
見

え
る

化
」
や

福
祉

の
魅

力
発

信
　

①
介

護
の

仕
事

の
イ

メ
ー

ジ
や

社
会

的
評

価
の

向
　

　
 上

に
向

け
た

情
報

発
信

　
②

福
祉

関
係

者
と

学
校

が
連

携
し

た
福

祉
教

育
の

  
  

  
推

進
　

③
学

生
等

を
対

象
と

し
た

職
場

体
験

の
充

実
や

資
格

  
  

  
取

得
支

援

１
　

若
い

世
代

に
向

け
た

魅
力

発
信

（
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

イ
メ

ー
ジ

の
払

拭
）

　
①

介
護

の
仕

事
の

イ
メ

ー
ジ

や
社

会
的

評
価

の
向

上
に

向
け

た
情

報
発

信
　

　
・
（
再

掲
）
福

祉
・
介

護
事

業
所

認
証

評
価

制
度

の
県

民
認

知
度

向
上

に
向

け
た

広
報

強
化

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
介

護
の

仕
事

と
魅

力
の

発
信

【
R

6
～

R
9
】

　
②

福
祉

関
係

者
と

学
校

が
連

携
し

た
福

祉
教

育
の

推
進

　
　

・
福

祉
関

係
者

に
よ

る
学

校
の

福
祉

教
育

へ
の

連
携

体
制

の
構

築
【
R

6
】

　
　

・
福

祉
関

係
者

と
協

力
し

た
学

校
に

お
け

る
福

祉
教

育
の

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
③

学
生

等
を

対
象

と
し

た
職

場
体

験
の

充
実

や
資

格
取

得
支

援
　

　
・
進

路
選

択
を

考
え

る
高

校
生

を
対

象
と

し
た

資
格

取
得

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
高

校
生

を
対

象
と

し
た

訪
問

介
護

（
生

活
援

助
サ

ー
ビ

ス
）
の

資
格

取
得

か
ら

就
労

体
験

ま
で

の
実

証
【
R

6
～

R
7
】

分
野

そ
の
他
の
分
野
（
福
祉
）
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５
か

年
加

速
化

対
策

土
木
分
野
（
建
設
業
）
の
取
り組
み
の
概
要

　　 　　 　　

Ⅰ
　人
材
確
保
策
の
強
化

(１
)児

童
生

徒
と保

護
者

へ
の

アプ
ロー

チ
強

化
(２

)魅
力

発
信

の
強

化
(３

)女
性

や
外

国
人

材
な

どの
人

材
確

保
の

　　
  支

援
(４

)働
き

や
す

い
労

働
環

境
の

整
備

 

　イ
ン

フラ
分

野
の

Ｄ
Ｘ

推
進

■
建

設
業

は
、県

民
の

安
全

・安
心

の
確

保
と、

地
域

の
活

力
増

進
を

図
り、

県
民

が
将

来
に

希
望

を
も

って
暮

らせ
る

県
土

づ
くり

を
推

進
す

る
うえ

で
、不

可
欠

な
産

業
。

■
建

設
業

が
各

地
域

で
持

続
的

に
発

展
して

い
くこ

とは
、地

域
の

防
災

力
の

維
持

・向
上

に
つ

な
が

る
とと

も
に

、地
域

の
雇

用
を

確
保

し、
県

経
済

活
性

化
の

下
支

え
に

も
寄

与
す

る
こと

か
ら、

産
業

振
興

計
画

と連
携

し、
「高

知
県

建
設

業
活

性
化

プ
ラン

」に
お

い
て

、人
材

確
保

や
生

産
性

向
上

に
向

け
た

取
り組

み
を

進
め

る
。

県
経
済
の
活
性
化

児
童
生
徒
と保
護
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
強
化

出
前

授
業

に
お

け
る

授
業

内
容

の
充

実
（

デ
ジ

タル
化

が
進

む
建

設
業

の
PR

強
化

）
土

木
工

事
１

日
体

験
の

開
催

時
期

の
見

直
し及

び
参

加
募

集
の

周
知

拡
大

女
性
や
外
国
人
材
な
どの
人
材
確
保
の
支
援

働
き

方
改

革
支

援
研

修
に

女
性

活
躍

の
内

容
を

追
加

イ
ン
フラ
分
野
の
Ｄ
Ｘ
推
進

総
合

評
価

方
式

に
お

け
る

評
価

項
目

「I
CT

活
用

工
事

の
推

進
」の

対
象

工
事

の
拡

大
IC

Tの
活

用
を

必
須

とす
る

工
事

の
対

象
工

種
や

発
注

件
数

の
拡

大
若

者
や

女
性

も
活

躍
で

き
る

デ
ジ

タル
技

術
に

関
す

る
研

修
機

会
の

拡
大

１ ２ ３

Ⅱ
　生
産
性
向
上
の
推
進

必
要
な
公
共
事
業
の
実
施

Ｒ
７
年
度
の
主
な
取
り
組
み

建
設
業
活
性
化
プ
ラ
ン

取
り
組
み
の
展
開
イ
メ
ー
ジ

　国
の

「防
災

・減
災

、国
土

強
靱

化
の

た
め

の
５

か
年

加
速

化
対

策
」な

どの
予

算
を

最
大

限
活

用
し、

道
路

や
河

川
、港

湾
な

どの
イン

フラ
整

備
を推

進

南
海

トラ
フ地

震
な

ど大
規

模
災

害
に

備
え

る
と

とも
に

、地
域

の
産

業
・観

光
振

興
な

どに
寄

与

四
国

横
断

自
動

車
道

黒
潮

佐
賀

IC
予

定
地

高
知

港
 防

波
堤

延
伸

５
か

年
加

速
化

対
策

３
か

年
緊

急
対

策

（
人
）

9
,2

5
2

 
5

,3
6

9
 

2
,2

5
4

 
2

,0
2

1
 

2
,1

4
5

 

3
1

,3
2

9
 

2
6

,9
7

9
 

1
9

,3
0

3
 

1
6

,6
4

3
 

1
4

,6
1

5
 

6
,7

3
2

 

5
,7

2
5

 

6
,2

9
8

 
7

,6
5

7
 

8
,2

9
6

 

0
 

5
,0

0
0

 

1
0

,0
0

0
 

1
5

,0
0

0
 

2
0

,0
0

0
 

2
5

,0
0

0
 

3
0

,0
0

0
 

3
5

,0
0

0
 

4
0

,0
0

0
 

4
5

,0
0

0
 

5
0

,0
0

0
 

H
1

2
H

1
7

H
2

2
H

2
7

R
2

4
7

,3
1

3

（
5
8
.3
%
）

（
8
.6
%
）

（
1
4
.2
%
）

（
6
6
.2
%
）

（
1
9
.6
%
）

（
1
5
.0
%
）

（
7
0
.9
%
）

（
1
4
.1
%
）

（
2
2
.6
%
）

（
6
9
.3
%
）

（
8
.1
%
）

（
2
9
.1
%
）

（
6
3
.2
%
）

（
7
.7
%
）

（
3
3
.1
%
）

38
,0

73

2
7

,8
5

5
2

6
,3

2
1

25
,0

56

（
人
）

■
60
歳
以
上
 
■
30
～
59
歳
 
■
15
～
29
歳

人
材
確
保

生
産
性
向
上

必
要
な
公
共
事
業
の
実
施

１
　県
内
総
生
産
の
構
成
比
（
R3
）

建
設

業
の

県
内

総
生

産
に

占
め

る
割

合
　H

20
:6

.6
%

　⇒
　R
3:
8.
9%

（
+
2.
3%

）

２
　民
間
投
資
お
よ
び
公
共
投
資
の
構
成
比
（
令
和
５
年
度
計
）

３
　建
設
業
の
従
事
者
数
（
年
齢
階
層
別
）

高
知

県
に

お
け

る
建

設
業

の
従

事
者

数
は

、大
き

く減
少

。ま
た

、若
年

層
の

割
合

も
減

少

出
典

：
総

務
省

　国
勢

調
査

を
も

とに
作

成

出
典

：
県

民
経

済
計

算

拡 拡拡 拡 拡拡

0
 

1
0
,0

0
0
 

2
0
,0

0
0
 

3
0
,0

0
0
 

4
0
,0

0
0
 

5
0
,0

0
0
 

6
0
,0

0
0
 

7
0
,0

0
0
 

8
0
,0

0
0
 

9
0
,0

0
0
 

事
業

費
（
百

万
円

） H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

H
3
0

R
元

R
2

R
3

R
4

R
5

県
公

共
工

事
に

関
す

る
予

算
額

の
推

移
（
土

木
部

一
般

会
計

最
終

予
算

の
一

般
公

共
事

業
及

び
単

独
事

業
の

推
移

）

住
　

　
宅

公
園

・
下

水

都
　

　
市

砂
　

　
防

河
川

・
海

岸
港

　
　

湾

道
　

　
路

５
か
年
加
速
化
対
策

３
か
年
緊
急
対
策

出
典

：
国

土
交

通
省

　建
設

総
合

統
計

年
度

報

高
知

県
で

の
公

共
投

資
の

割
合

は
約

70
%

で
、全

国
や

他
の

四
国

３
県

よ
りも

、
公

共
投

資
の

占
め

る
割

合
が

多
い

　

公 共 投 資

7 0 % 以 上

<
労

働
生

産
性

の
全

国
比

（
R3

：
高

知
県

÷
全

国
）

>

0
.
9
4

0
.
7
0

1
.
1
2

0
.
7
1

1
.
0
3
1
.
0
1

0
.
8
2

0
.
0
0

0
.
2
0

0
.
4
0

0
.
6
0

0
.
8
0

1
.
0
0

1
.
2
0

農
林

水
産
業

製
造
業

建
設
業

卸
売
・

小
売
業

宿
泊
・

飲
食

サ
ー
ビ

ス
業

保
健
衛

生
・
社

会
事
業

計

出
典

：
県

民
経

済
計

算

 

製
造
業
（
8
.
9
%
）

建
設
業
（
8
.
9
%
）

公
務
（
7
.
8
%
）

専
門
・
科
学
技
術
、
業
務
支

援
サ
ー
ビ
ス
業
（
6
.
1
%
）

教
育
（
5
.
5
%
）

運
輸
・
郵
便
業

（
4
.
7
%
）

金
融
・
保
険
業

（
3
.
9
%
）

情
報
通
信
業

（
3
.
1
%
）

宿
泊
・
飲
食
サ
ー
ビ

ス
業
（
1
.
9
%
）

農
林
水
産
業

（
3
.
0
%
）

保
健
衛
生
・

社
会
事
業

（
1
4
.
5
%
）

卸
・
小
売
業

（
1
1
.
8
%
）

不
動
産
業

（
1
0
.
5
%
）

年
度

97



N
o
.

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

1

高
校

生
の

就
職

者
数

に
占

め
る

県
内

建
設

業
へ

の
就

職
率

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
学

校
基

本
調

査
（
年

次
デ

ー
タ

）
※

月
次

及
び

四
半

期
デ

ー
タ

の
確

認
方

法
な

し

1
1
.5

%
（
R

4
）

1
2
.1

%
（
R

5
）

1
5
%

（
R

9
）

1
　

児
童

生
徒

と
保

護
者

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
　

○
出

前
授

業
の

実
施

　
　

･R
5
：
1
0
土

木
事

務
所

管
内

　
　

・
R

6
：
全

1
2
土

木
事

務
所

管
内

　
○

現
場

見
学

会
の

実
施

　
　

･R
5
：
2
3
人

　
　

・
R

6
：
2
5
人

　
　

（
保

護
者

・
教

員
含

む
）

　
○

こ
う

ち
建

設
フ

ェ
ス

タ
の

開
催

　
　

･R
5
：
来

場
者

約
4
,0

0
0
人

　
　

　
・
R

6
：
来

場
者

約
5
,0

0
0
人

2
　

魅
力

発
信

　
○

魅
力

発
信

動
画

の
制

作
 　

 ・
R

5
「
か

つ
お

と
さ

お
り

の
建

設
あ

れ
こ

　
　

　
　

　
れ

！
」

　
　

　
　

「
現

場
の

力
飯

vo
l.3

」
　

  
・
R

6
「
か

つ
お

と
さ

お
り

の
建

設
あ

れ
こ

　
　

　
　

　
れ

！
」

　
　

　
　

「
現

場
の

力
飯

vo
l.4

」

3
　

働
き

や
す

い
労

働
環

境
の

整
備

　
○

入
札

参
加

資
格

審
査

や
総

合
評

価
に

お
　

　
　

け
る

優
遇

制
度

の
検

討
　

　
・
R

5
：
入

札
参

加
資

格
審

査
に

お
い

て
、

　
　

　
　

　
　

「
ユ

ー
ス

エ
ー

ル
」
、

「
え

る
ぼ

し
」
の

認
　

　
　

　
　

定
事

業
者

へ
の

加
点

を
開

始
　

　
・
R

6
：
入

札
参

加
資

格
審

査
に

お
い

て
、

　
　

　
　

　
「
男

性
育

休
」
を

評
価

項
目

に
追

加
　

○
週

休
2
日

制
モ

デ
ル

工
事

の
拡

大
　

　
・
R

5
：
1
,0

0
0
万

円
以

上
の

工
事

を
原

則
、

　
　

　
　

　
「
発

注
者

指
定

型
」
の

対
象

　
　

・
R

6
：
全

工
事

を
原

則
「
発

注
者

指
定

型
」
の

　
　

　
　

　
対

象
に

拡
大

1
　

児
童

生
徒

と
保

護
者

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
　

○
出

前
授

業
の

実
施

　
 ・

授
業

内
容

の
充

実
が

必
要

　
○

現
場

見
学

会
の

実
施

　
 ・

参
加

者
の

増
が

必
要

2
　

魅
力

発
信

　
　

 女
性

も
活

躍
で

き
る

業
界

で
あ

る
こ

と
の

P
R

が
必

要

3
　

働
き

や
す

い
労

働
環

境
の

整
備

　
○

入
札

参
加

資
格

審
査

や
総

合
評

価
に

お
け

る
　

　
 　

優
遇

制
度

の
検

討
　

 ・
優

遇
制

度
の

追
加

拡
充

　
○

週
休

2
日

制
モ

デ
ル

工
事

の
拡

大
　

 ・
さ

ら
な

る
拡

大
に

向
け

た
取

り
組

み
の

検
討

1
　

児
童

生
徒

と
保

護
者

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
　

○
出

前
授

業
の

実
施

　
 ・

中
学

校
（
市

町
村

教
育

委
員

会
）
や

高
知

県
建

設
業

協
会

と
の

連
携

を
強

化
し

、
全

土
木

事
務

所
（
1
2
事

務
所

）
管

内
で

実
施

【
R

6
】

　
 ・

デ
ジ

タ
ル

化
が

進
む

建
設

業
を

P
R

す
る

コ
ン

テ
ン

ツ
の

拡
充

【
R

7
】

　
○

現
場

見
学

会
の

実
施

  
 ・

参
加

対
象

者
を

高
校

生
か

ら
中

高
生

に
拡

大
【
R

6
】

  
 ・

開
催

時
期

の
見

直
し

及
び

参
加

募
集

の
周

知
拡

大
【
R

7
】

　
○

こ
う

ち
建

設
フ

ェ
ス

タ
の

開
催

  
 ・

中
高

生
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
た

出
店

ブ
ー

ス
（
同

世
代

で
あ

る
農

業
高

校
や

商
業

高
校

の
出

店
な

ど
）
の

検
討

【
R

6
】

2
　

魅
力

発
信

 　
・
新

た
な

魅
力

発
信

動
画

の
制

作
【
R

6
】

 　
・
高

知
の

魅
力

発
信

事
業

（
広

報
広

聴
課

）
と

連
携

し
、

女
性

活
躍

に
焦

点
を

当
て

た
P

R
の

実
施

【
R

7
】

3
　

働
き

や
す

い
労

働
環

境
の

整
備

　
○

入
札

参
加

資
格

審
査

や
総

合
評

価
に

お
け

る
優

遇
制

度
の

検
討

　
（
入

札
参

加
資

格
審

査
）

  
  
・
評

価
項

目
（
男

性
育

休
）
の

新
設

【
R

6
】

　
  
・
評

価
項

目
（
男

性
育

休
）
の

拡
充

【
R

7
】

　
（
総

合
評

価
）

  
  
・
加

点
対

象
（
若

手
技

術
者

・
女

性
技

術
者

の
配

置
）
工

事
の

拡
大

【
R

6
】

　
○

週
休

2
日

制
工

事
の

拡
大

　
 ・

「
発

注
者

指
定

型
」
に

よ
る

週
休

2
日

制
モ

デ
ル

工
事

を
原

則
、

全
て

の
工

事
に

適
用

【
R

6
】

　
 ・

月
単

位
の

発
注

者
指

定
型

の
枠

組
み

を
検

討
【
R

7
】

2

IC
T
活

用
工

事
の

実
施

事
業

者
数 【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
四

半
期

ご
と

に
、

出
先

事
務

所
に

対
し

て
IC

T
活

用
工

事
の

実
施

状
況

を
調

査
し

、
事

業
者

数
を

確
認

A
:1

7
社

B
:9

7
社

C
: 
9
社

（
H

2
9
～

R
4
）

A
:2

0
社

B
:1

0
5
社

C
:1

1
社

（
H

2
9
～

R
5
）

A
: 
2
0
社

B
:1

3
7
社

C
: 
3
3
社

（
H

2
9
～

R
9
）

1
 I
C

T
活

用
工

事
の

普
及

拡
大

　
・
IC

T
活

用
工

事
の

試
行

要
領

（
H

2
9
～

）
　

・
IC

T
活

用
工

事
の

実
施

要
領

（
R

6
～

）
　

・
IC

T
活

用
工

事
の

対
象

工
種

を
拡

大
  
 ～

R
5
：
1
7
工

種
  
 ～

R
6
：
1
9
工

種
　

・
IC

T
活

用
工

事
を

 県
内

全
域

で
横

展
開

す
　

 る
た

め
現

場
見

学
会

を
開

催
  
  
R

3
～

R
4
：
1
2
回

開
催

、
参

加
2
1
7
人

  
  
R

5
：
1
0
回

開
催

、
参

加
者

9
8
人

  
  
R

6
：
9
回

開
催

、
1
3
4
人

　
・
IC

T
活

用
工

事
の

実
施

件
数

は
増

加
傾

向
　

　
R

4
：
1
5
0
件

　
　

R
5
：
1
7
1
件

2
　

新
技

術
を

活
用

で
き

る
人

材
育

成
　

・
現

場
技

術
者

向
け

の
実

践
的

な
研

修
等

　
　

を
実

施
  
  
３

次
元

設
計

デ
ー

タ
作

成
、

IC
T
測

器
の

　
　

操
作

、
橋

梁
点

検
等

に
関

す
る

新
技

術
　

　
の

操
作

　
等

　
　

R
4
：
1
0
1
名

  
  
 R

5
：
1
3
0
名

  
  
 R

6
：
1
5
6
名

1
 I
C

T
活

用
工

事
の

普
及

拡
大

　
・
中

小
企

業
へ

の
IC

T
活

用
の

拡
大

2
 新

技
術

を
活

用
で

き
る

人
材

育
成

　
・
増

加
す

る
新

た
な

デ
ジ

タ
ル

技
術

に
対

応
し

た
　

　
研

修
の

拡
充

1
 I
C

T
活

用
工

事
の

普
及

拡
大

　
IC

T
技

術
を

活
用

し
建

設
現

場
の

生
産

性
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

働
き

方
改

革
を

推
進

し
、

若
年

層
に

対
し

て
　

建
設

業
の

魅
力

を
P

R
す

る
こ

と
で

、
建

設
業

界
へ

の
入

職
を

促
進

　
・
IC

T
活

用
工

事
の

指
定

発
注

の
対

象
工

種
や

発
注

件
数

を
拡

大
【
R

7
】

　
・
入

札
時

の
総

合
評

価
方

式
に

お
い

て
IC

T
活

用
工

事
の

施
工

を
加

点
す

る
対

象
工

事
を

拡
大

【
R

7
】

2
 新

技
術

を
活

用
で

き
る

人
材

育
成

　
若

者
や

女
性

も
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
活

躍
で

き
る

建
設

業
の

推
進

　
・
若

者
や

女
性

も
活

躍
で

き
る

デ
ジ

タ
ル

技
術

に
関

す
る

研
修

を
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
・
最

新
の

デ
ジ

タ
ル

技
術

に
関

す
る

研
修

を
実

施
（
デ

ジ
タ

ル
技

術
に

よ
る

配
筋

の
出

来
形

確
認

な
ど

）
【
R

6
～

R
9
】

　
・
研

修
機

会
の

拡
大

を
図

る
た

め
、

研
修

内
容

の
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
を

実
施

【
R

7
～

R
9
】

分
野

そ
の
他
の
分
野
（
土
木
）
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N
o
.

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

1
高

知
新

港
の

コ
ン

テ
ナ

取
扱

数
（
実

入
り

）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
高

知
新

港
コ

ン
テ

ナ
貨

物
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

確
認

（
月

次
）

8
,0

4
0
T
E
U

(R
4
)

9
,0

9
0
T
E
U

(R
6
)

3
5
,0

0
0
T
E

U
(R

9
)

１
　

航
路

の
維

持
・
定

着
に

必
要

な
ベ

ー
ス

カ
ー

ゴ
の

安
定

確
保

　
・
既

存
荷

主
等

に
対

す
る

高
知

新
港

活
用

に
　

　
向

け
た

働
き

か
け

　
・
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

制
度

の
拡

充
　

・
ポ

ー
ト

セ
ー

ル
ス

対
象

企
業

の
選

定

コ
ン

テ
ナ

取
扱

数
　

R
2
：
過

去
最

高
の

1
0
,1

9
9
T
E
U

　
R

5
：
8
,8

0
8
T
E
U

　
R

6
：
9
,0

9
0
T
E
U

２
　

新
規

航
路

の
誘

致
　

・
R

5
：
C

M
A

 C
G

M
(C

N
C

)に
よ

る
新

規
定

期
　

　
航

路
が

就
航

（
R

6
.5

月
休

止
）

３
　

コ
ン

テ
ナ

航
路

の
充

実
に

必
要

な
施

設
整

備
　

・
7
-
1
岸

壁
増

深
工

事
の

早
期

実
施

に
向

け
た

　
　

国
へ

の
要

望

１
　

航
路

の
維

持
・
定

着
に

必
要

な
ベ

ー
ス

カ
ー

ゴ
の

安
定

確
保

　
・
既

存
航

路
の

寄
港

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
安

定
化

　
・
高

知
新

港
の

利
便

性
の

向
上

に
向

け
た

取
り

組
み

２
　

新
規

航
路

の
誘

致
　

・
誘

致
に

向
け

た
貨

物
デ

ー
タ

等
の

整
理

・
分

析

３
　

コ
ン

テ
ナ

航
路

の
充

実
に

必
要

な
施

設
整

備
　

・
増

深
工

事
の

実
施

に
向

け
た

国
へ

の
要

望

１
　

航
路

の
維

持
・
定

着
に

必
要

な
ベ

ー
ス

カ
ー

ゴ
の

安
定

確
保

　
・
既

存
荷

主
に

対
す

る
高

知
新

港
の

さ
ら

な
る

活
用

の
働

き
か

け
【
R

6
～

R
9
】

　
・
ポ

ー
ト

セ
ー

ル
ス

候
補

企
業

リ
ス

ト
な

ど
を

活
用

し
て

県
内

外
の

新
規

荷
主

確
保

に
向

け
た

営
業

を
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
・
商

社
や

通
関

事
業

者
な

ど
、

荷
主

以
外

へ
の

営
業

を
強

化
【
R

6
～

R
9
】

２
　

新
規

航
路

の
誘

致
　

・
船

社
へ

の
外

航
コ

ン
テ

ナ
航

路
の

誘
致

に
向

け
た

取
り

組
み

【
R

6
～

R
9
】

　
・
内

航
航

路
の

誘
致

・
定

着
に

向
け

た
貨

物
の

集
荷

【
R

6
～

R
9
】

３
　

コ
ン

テ
ナ

航
路

の
充

実
に

必
要

な
施

設
整

備
　

・
7
-
1
岸

壁
増

深
工

事
の

実
施

に
向

け
た

国
と

の
調

整
【
R

6
～

R
9
】

2
ク

ル
ー

ズ
船

寄
港

回
数

(年
度

)

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
寄

港
実

績
を

確
認

（
年

次
）

1
5
回

(R
4
)

5
3
回

（
R

6
)

5
0
回

(R
9
)

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
地

と
し

て
の

定
着

化
・
発

展
　

・
ウ

ィ
ズ

コ
ロ

ナ
・
ア

フ
タ

ー
コ

ロ
ナ

を
踏

ま
え

た
　

　
ク

ル
ー

ズ
船

の
受

入
れ

　
・
多

様
な

ク
ル

ー
ズ

の
誘

致
　

R
6
寄

港
回

数
：
5
3
回

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
地

と
し

て
の

定
着

化
・
発

展
　

・
コ

ロ
ナ

禍
で

激
減

し
た

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
回

数
の

　
 回

復
及

び
定

着
化

と
受

入
体

制
の

強
化

　
・
リ

ピ
ー

タ
ー

向
け

の
新

た
な

寄
港

地
観

光
メ

ニ
ュ

ー
　

　
 の

開
発

　
・
客

船
タ

ー
ミ

ナ
ル

等
の

利
便

性
の

強
化

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
地

と
し

て
の

定
着

化
・
発

展
　

・
モ

ニ
タ

ー
ツ

ア
ー

の
実

施
な

ど
に

よ
る

新
た

な
寄

港
地

観
光

メ
ニ

ュ
ー

の
提

案
【
R

6
～

R
9
】

　
・
国

内
外

の
ク

ル
ー

ズ
見

本
市

へ
の

出
展

や
船

社
訪

問
な

ど
に

よ
る

高
知

新
港

の
露

出
の

さ
ら

な
る

推
進

【
R

6
～

R
9
】

　
・
他

県
港

湾
と

連
携

し
、

大
型

・
小

型
、

カ
ジ

ュ
ア

ル
・
ラ

グ
ジ

ュ
ア

リ
ー

、
発

着
地

の
別

な
ど

に
対

応
し

た
寄

港
ル

ー
ト

を
提

案
【
R

6
～

R
9
】

　
・
港

湾
関

係
者

、
県

内
事

業
者

と
連

携
し

、
安

心
安

全
か

つ
高

知
ら

し
い

お
も

て
な

し
に

よ
る

客
船

受
入

れ
【
R

6
～

R
9
】

  
・
客

船
タ

ー
ミ

ナ
ル

内
の

飲
食

を
可

能
に

す
る

床
改

修
等

に
よ

る
利

便
性

の
向

上
【
R

7
～

R
9
】

分
野

そ
の
他
の
分
野
（
土
木
）
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Ⅱ　産業間の連携戦略

関西圏との経済連携の強化
連携テーマ《関西圏との経済連携の強化》の取り組みの概要

　①　産業振興計画のこれまでの取り組み（関西戦略）による成果と課題
　大阪・関西万博などの大規模プロジェクトに向けて高まる関西圏の経済活力を呼び込み、本県経
済の底上げを図るため、令和３年３月に「関西・高知経済連携強化戦略」を策定し、観光誘客や外
商拡大などに取り組んできました。

　観光の取り組みでは、コロナ禍の影響を大きく受けたものの、令和４年10月以降の入国制限の緩
和や大阪観光局等と連携した誘客プロモーションなどにより、令和５年の外国人延べ宿泊者数は過
去最高値となりました。また、連続テレビ小説「らんまん」を生かした観光博覧会の開催などによ
り、関西圏からの観光客入込数も最高値となりました。

　外商拡大の取り組みのうち、農業分野では、関西圏でのフェアの実施などにより、県産青果物の
販売額が好調に推移しました。水産業分野では、卸売市場関係者と連携した販促活動により、量販
店等での県産水産物の販売額が好調に推移しました。林業分野では、建築資材価格の高騰や新設住
宅着工戸数の減少等による影響を受けながらも、流通拠点企業や土佐材パートナー企業と連携した
外商活動の強化により、土佐材の出荷量を維持しました。食品分野や商工業分野では、コロナ禍の
影響から着実に回復し、支援する企業の売上が増加しました。

　大阪・関西万博を見据えた取り組みでは、自治体の万博参加に向けた提案やトップセールスを実
施したほか、木材加工事業者との連携により大屋根リングをはじめとする関連施設に土佐材を供給
しました。

　この戦略を本県経済の飛躍への起爆剤とするため、各分野における関西圏との経済連携のステー
ジをもう一段引き上げ、取り組みをより本格化していく必要があります。

　②　第５期計画ver.2（第２期関西戦略ver.2）の取り組み
　令和３年度からの３年間の取り組みを土台に、令和６年度から令和９年度までの４年間を戦略期
間とする「第２期関西・高知経済連携強化戦略」を策定し、令和６年７月に大阪・梅田に開設した
アンテナショップと令和７年に開催される大阪・関西万博を最大限に活用した情報発信や外商活動
を推進するとともに、関西圏のパートナーとのさらなる連携強化に取り組みます。

１　観光推進プロジェクト

　「極上の田舎、高知。」をコンセプトに、これまで磨き上げてきた自然や食、人を集大成として
打ち出す「どっぷり高知旅キャンペーン」において、連続テレビ小説「らんまん」や「あんぱん」
を前面に打ち出した情報発信を行うことで、国内外からの観光客の増加につなげます。また、大阪
観光局等と連携した情報発信を強化し、関西を起点とするインバウンド観光を推進します。

２　外商拡大プロジェクト

　各分野において関西圏のパートナー（卸売事業者、量販店、飲食店等）とのさらなる連携強化や
パートナーの掘り起こしに取り組み、一層の外商拡大につなげます。また、新たに設置したアンテ
ナショップを活用した県産品のＰＲ強化や商談機会の創出、商品の磨き上げを進め、販売拡大につ
なげます。

３　万博・ＩＲ連携プロジェクト

　万博会場で「よさこい祭り」と「街路市」を柱とした催事等を展開し、市町村とともに本県の魅
力を世界へ向けて発信します。加えて、万博会場での本県イベント等と連動して各分野の取り組み
を一体的に展開することで効果的なプロモーションにつなげます。また、万博を契機に関西圏を訪
れる国内外の観光客をターゲットに、大阪観光局と連携して本県への誘客を促進するとともに、期
間中の需要拡大や万博後を見据えた県産品等の外商活動を強化します。

４　各プロジェクトを横断的に支える取り組み

　「SUPER LOCAL」のコンセプトを活用し、アンテナショップを核に各分野の取り組みを連動させ
た効果的なＰＲを展開することで、本県の食や自然などの魅力を広く発信するとともに、関西と高
知を結ぶネットワークの拡充に取り組みます。加えて、大阪の移住相談窓口の体制強化や相談会の
充実など、移住促進の取り組みを強化します。
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 万

博
・

Ｉ
Ｒ

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

■
　
戦
略
の
概
要

◆
計

画
期

間
 (

1
) 

Ｒ
7
年

(2
0
2
5
年

)の
大

阪
・

関
西

万
博

の
開

催
や

大
阪

市
中

心
部

に
お

け
る

 
 

 大
規

模
な

再
開

発
等

を
見

据
え

た
戦

略
を

策
定

 (
2
) 

戦
略

に
基

づ
く

個
々

の
取

り
組

み
の

期
間

は
4
年

間
（

R
6
～

9
年

度
）

◆
進

捗
管

理
 (

1
) 

高
知

県
産

業
振

興
計

画
に

位
置

付
け

、
四

半
期

ご
と

に
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

状
況

の
点

検
・

検
証

を
実

施
 (

2
) 

関
西

圏
の

経
済

界
や

行
政

関
係

者
等

か
ら

な
る

「
関

西
・

高
知

経
済

連
携

強
化

ｱﾄ
ﾞﾊ

ﾞｲ
ｻﾞ

ｰ会
議

」
を

毎
年

開
催

し
、

  
  

  
進

捗
状

況
の

報
告

及
び

改
定

内
容

等
の

検
討

を
実

施

観 光 客 の 誘 致 や 外 商 の 促 進 に よ り 経 済 活 力 を 向 上

■
　
戦
略
の
策
定
・実
行

◆
大

阪
・

関
西

万
博

な
ど

の
大

規
模

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
向

け
て

、
経

済
活

力
が

高
ま

る
関

西
圏

と
の

経
済

連
携

を
強

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
本

県
経

済
の

活
性

化
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

、
 

こ
れ

ま
で

の
３

年
間

の
取

り
組

み
を

土
台

に
「

第
２

期
関

西
・

高
知

経
済

連
携

強
化

戦
略

」
を

策
定

◆
推

進
す

る
中

で
見

え
て

き
た

課
題

な
ど

に
対

応
す

る
た

め
、

「
観

光
推

進
」

「
外

商
拡

大
」

「
万

博
・

Ｉ
Ｒ

連
携

」
の

３
つ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

基
づ

く
取

り
組

み
と

、
各

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
 

横
断

的
に

支
え

る
取

り
組

み
を

強
化

し
、

「
オ

ー
ル

高
知

」
の

態
勢

に
よ

り
展

開

 
 外

商
拡

大
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
２  

近
距

離
に

位
置

し
、

歴
史

的
に

も
深

い
つ

な
が

り
を

持
つ

関
西

圏
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

土
台

と
し

な
が

ら
、

各
分

野
に

お
い

て
関

西
圏

の
パ

ー
ト

ナ
ー

と
の

連
携

を
一

層
強

化
す

る
こ

と
に

よ
り

、
さ

ら
な

る
外

商
拡

大
の

取
り

組
み

を
進

め
る

。

 
大

阪
・

関
西

万
博

や
Ｉ

Ｒ
な

ど
の

「
大

規
模

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
を

契
機

に
、

関
西

圏
を

訪
れ

る
国

内
外

の
観

光
客

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

て
、

本
県

へ
の

誘
客

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

万
博

中
の

需
要

拡
大

や
万

博
後

を
見

据
え

た
県

産
品

等
の

外
商

拡
大

の
取

り
組

み
を

進
め

る
。

戦
略

２
 

万
博

中
の

需
要

拡
大

や
万

博
後

を
見

据
え

た
外

商
活

動
等

の
強

化
○

 関
西

圏
の

パ
ー

ト
ナ

ー
と

連
携

し
た

県
産

食
材

等
の

外
商

拡
大

○
 非

住
宅

木
造

建
築

等
へ

の
県

産
木

材
（

土
佐

材
）

の
利

用
促

進
○

 工
法

の
外

商
促

進
（

再
掲

）

戦
略

１
 

関
西

圏
を

訪
れ

た
国

内
外

の
観

光
客

に
高

知
の

魅
力

を
訴

求
し

誘
客

○
 国

内
外

に
向

け
た

観
光

地
・

高
知

の
セ

ー
ル

ス
＆

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

推
進

○
 万

博
を

活
用

し
た

効
果

的
な

情
報

発
信

॔ থ ॸ ॼ ३ ⑄ ⑁ উ ध প ଚ･ ঢ় ਧ ਐ ೗ ॑ ਈ প ଒ प ણ ৷ ख ञ｢ ड़ ␗ ঝ ৈ ੴ｣ ଙ િ प े ॊ ன ৫

農
業

○
 卸

売
市

場
と

連
携

し
た

青
果

物
の

販
売

拡
大

○
 マ

ー
ケ

ッ
ト

イ
ン

の
視

点
に

よ
る

業
務

需
要

に
応

じ
た

取
引

の
拡

大

水
産

○
 卸

売
事

業
者

と
の

連
携

に
よ

る
外

商
拡

大
 

 
 

 
 

○
 「

高
知

家
の

魚
応

援
の

店
」

と
の

関
係

強
化

に
よ

る
水

産
物

の
販

売
拡

大

加
工

食
品

○
 卸

売
事

業
者

と
の

連
携

強
化

に
よ

る
外

商
拡

大
○

 飲
食

店
等

へ
の

外
商

活
動

の
強

化
 

 
 

 
 

林
業

○
 流

通
拠

点
と

の
連

携
に

よ
る

外
商

活
動

の
強

化
○

 顔
の

見
え

る
つ

な
が

り
の

強
化

に
よ

る
土

佐
材

パ
ー

ト
ナ

ー
企

業
へ

の
販

売
拡

大

商
工

○
 N

P
O

法
人

と
連

携
し

た
外

商
の

強
化

 
 

 
○

 工
法

の
外

商
促

進
 

 
 

○
 ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
を

活
用

し
た

外
商

促
進

  戦
略

１
 

「
極

上
の

田
舎

、
高

知
。

」
を

コ
ン

セ
プ

ト
と

し
た

観
光

地
域

づ
く

り
＆

セ
ー

ル
ス

・
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

○
 高

知
な

ら
で

は
の

魅
力

の
磨

き
上

げ
と

情
報

発
信

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
を

拠
点

と
し

た
情

報
発

信

 
 観

光
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

戦
略

２
 

関
西

を
起

点
と

す
る

外
国

人
観

光
客

の
誘

客
を

推
進

○
 大

阪
観

光
局

や
関

西
エ

ア
ポ

ー
ト

等
と

連
携

し
た

情
報

発
信

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 大

阪
・

関
西

万
博

で
の

情
報

発
信

戦
略

３
 

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

 
○

 地
域

と
連

携
し

た
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
○

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

交
流

人
口

の
拡

大

○
 卸

売
市

場
関

係
者

と
の

連
携

に
よ

る
さ

ら
な

る
輸

出
の

拡
大

１
３

Ⓒ
E
xp

o
 2

0
2
5

～
 

 
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
横

断
的

に
支

え
る

取
り

組
み

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１

３

戦
略

１
 

情
報

発
信

の
強

化
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
拡

充
○

 大
阪

・
関

西
万

博
を

活
用

し
た

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

展
開

○
 ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
を

中
心

と
し

た
関

西
と

高
知

を
結

ぶ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

 の
拡

充

 
各

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
取

り
組

み
を

横
断

的
に

支
え

る
た

め
、

関
西

圏
で

の
情

報
発

信
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
「

オ
ー

ル
高

知
」

の
態

勢
に

よ
る

取
り

組
み

を
展

開
す

る
。

ま
た

、
関

西
圏

の
企

業
や

人
材

等
を

本
県

に
呼

び
込

む
た

め
の

取
り

組
み

を
進

め
る

。

戦
略

２
 

関
西

圏
の

企
業

や
人

材
等

を
本

県
に

呼
び

込
む

○
 若

者
の

定
着

・
増

加
に

向
け

た
移

住
促

進
○

 企
業

誘
致

の
推

進

○
 商

談
会

・
展

示
会

の
拡

充
強

化
○

 ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

を
核

と
し

た
外

商
活

動
の

強
化

○
 非

住
宅

建
築

向
け

の
構

造
材

や
内

装
材

等
の

需
要

拡
大

の
推

進

拡

拡

拡 拡 拡

拡 拡

拡拡

拡

新

拡 拡

新

拡

「
極

上
の

田
舎

、
高

知
。

」
を

コ
ン

セ
プ

ト
と

し
た

「
ど

っ
ぷ

り
高

知
旅

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

」
を

通
じ

て
、

関
西

圏
と

の
連

携
し

た
取

り
組

み
を

進
め

る
こ

と
で

、
国

内
外

か
ら

の
観

光
客

の
増

に
つ

な
げ

る
。

拡 戦
略

 
関

西
圏

の
パ

ー
ト

ナ
ー

（
卸

売
事

業
者

､量
販

店
､飲

食
店

等
）

と
の

連
携

強
化

に
よ

る
外

商
拡

大

拡拡

拡

拡

拡

拡 拡

会
場

内
に

お
け

る
本

県
PR

　　
 　

　高
知

県
主

催
催

事
　　

　　
◆

よ
さこ

い
の

披
露

（
発

祥
の

地
PR

、未
来

を
担

う学
生

チ
ー

ム
演

舞
等

）
　　

　　
◆

街
路

市
（

日
曜

市
）

を
再

現
して

特
産

品
PR

　 
　　

　本
県

の
農

業
の

魅
力

発
信

 (
内

閣
府

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

展
示

)
　　

　　
◆

Io
Pプ

ロジ
ェク

トや
IP

M
技

術
とい

った
先

進
的

な
取

り組
み

の
紹

介
　　

　　
◆

多
様

な
園

芸
品

目
を

生
産

す
る

本
県

の
園

芸
農

業
の

魅
力

発
信

　　
　　

 本
県

食
文

化
の

発
信

 (
大

阪
外

食
産

業
協

会
パ

ビ
リオ

ン
)

　　
　　

◆
特

産
品

や
伝

統
料

理
の

体
験

を
通

じて
　　

　　
　 

高
知

独
自

の
「食

」や
「食

文
化

」の
魅

力
を

PR

4/
27

 　
　　

　 

5/
28

-6
/1

 　
　　

　 

8/
22

-8
/2

3 
　　

　　
 

拡

拡

「
ス

ー
パ

ー
・

ロ
ー

カ
ル

」
を

前
面

に
推

し
出

し
な

が
ら

、
本

県
の

「
食

」
や

「
観

光
」

な
ど

の
魅

力
の

発
信

や
外

商
拡

大
に

係
る

取
り

組
み

を
展

開

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

S
U

P
E
R

 L
O

C
A

L
 S

H
O

P
 と

さ
と

さ

◆
開

店
日

 
：

 令
和

６
年

７
月

3
1

日
◆

出
店

場
所

：
「

K
IT

T
E
大

阪
」

２
階

 
約

4
6

坪
区

画

≪
連

携
テ

ー
マ

≫
　関

西
圏

との
経

済
連

携
の

強
化

　～
第

２
期

関
西

・高
知

経
済

連
携

強
化

戦
略

ve
r.2

の
全

体
像

～

拡
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◆
  「

極
上

の
田

舎
、高

知
。」

を
コン

セ
プ

ト
とし

た
「ど

っぷ
り高

知
旅

キ
ャン

ペ
ー

ン
」の

展
開

　２
　外

商
拡

大
プ

ロ
ジ

ェク
ト

　３
　万

博
・Ｉ

Ｒ
連

携
プ

ロ
ジ

ェク
ト

　１
　観

光
推

進
プ

ロ
ジ

ェク
ト

　４
　各

プ
ロ

ジ
ェク

トを
横

断
的

に
支

え
る

取
り組

み

◆
 関

西
圏

の
パ

ー
ト

ナ
ー

との
さ

らな
る

連
携

強
化

に
よ

る
外

商
拡

大
  

◆
 万

博
を

契
機

とし
た

取
り組

み
の

強
化

  
　◆

 情
報

発
信

等
の

強
化

○
 卸

売
市

場
関

係
者

との
連

携
強

化
（

市
場

関
係

者
と産

地
買

受
人

等
との

意
見

交
換

会
、新

た
な

国
(フ

ィリ
ピン

等
)へ

の
輸

出
ル

ー
トの

開
拓

）
○

 「
高

知
家

の
魚

応
援

の
店

」と
の

取
引

額
の

さら
な

る
増

加
に

向
け

た
チ

ェー
ン店

との
マッ

チ
ン

グ
の

強
化

水
産

業
分

野

○
 ネ

ット
ワー

クを
活

か
した

商
談

機
会

の
拡

大
（

卸
売

事
業

者
・飲

食
店

等
へ

の
ア

プ
ロー

チ
強

化
）

○
 「

とさ
とさ

」を
活

用
した

県
産

品
の

PR
強

化
や

商
談

機
会

の
創

出
、商

品
の

磨
き

上
げ

加
工

食
品

分
野

○
 流

通
拠

点
との

連
携

（
観

光
情

報
等

を
加

え
た

土
佐

材
展

示
会

）
や

非
住

宅
建

築
に

取
り組

む
パ

ー
トナ

ー
企

業
の

開
拓

○
 T

O
SA

ZA
Iセ

ン
ター

関
西

駐
在

員
と連

携
した

友
好

・姉
妹

都
市

関
係

に
あ

る
県

外
自

治
体

へ
の

営
業

活
動

の
強

化
林

業
分

野

○
 土

木
技

術
コー

デ
ィネ

ー
ター

の
活

動
日

数
や

訪
問

先
を

拡
大

し、
工

法
分

野
へ

の
支

援
体

制
を

強
化

○
 大

手
企

業
に

幅
広

い
ネ

ット
ワ

ー
クを

持
つ

NP
O

法
人

との
連

携
を

防
災

関
連

製
品

な
ど各

種
製

品
に

拡
大

し､
取

引
先

候
補

を開
拓

商
工

業
分

野

○
 卸

売
市

場
と連

携
した

効
果

的
な

フェ
ア

の
実

施
（

産
地

の
生

産
状

況
を

市
場

と共
有

、 
「と

さと
さ」

と連
動

した
周

辺
量

販
店

へ
の

誘
導

等
）

○
 万

博
や

「あ
ん

ぱ
ん

」放
送

に
合

わ
せ

た
県

産
青

果
物

の
認

知
度

向
上

農
業

分
野

○
 万

博
中

の
需

要
拡

大
や

万
博

後
を

見
据

え
た

外
商

活
動

の
強

化
○

 万
博

会
場

で
の

本
県

イベ
ント

等
と連

動
し、

各
分

野
の

取
り組

み
を

一
体

的
に

展
開

○
 万

博
会

場
に

お
け

る
高

知
の

魅
力

発
信

　　
・よ

さこ
い

祭
りと

街
路

市
を柱

に
した

高
知

県
主

催
催

事
の

開
催

　　
・I

oP
プ

ロジ
ェク

ト等
の

先
進

的
な

取
り組

み
や

園
芸

農
業

の
展

示
ブ

ー
ス

を
出

展
　等Ⓒ

E
xp

o
 2

0
2
5

○
 S

UP
ER

 L
O

CA
Lの

コン
セ

プ
トを

活
用

し、
各

分
野

の
取

り組
み

を
連

動
させ

る
こと

で
本

県
の

様
々

な
魅

力
を

効
果

的
に

訴
求

○
 関

西
在

住
の

本
県

ゆ
か

りの
方

と連
携

した
ファ

ンの
拡

大
 

○
 大

阪
の

移
住

相
談

窓
口

の
体

制
を

強
化

し、
相

談
会

や
セ

ミナ
ー

　　
な

どの
取

り組
み

を充
実

 

○
 「

とさ
とさ

」と
連

携
し、

連
続

テ
レ

ビ小
説

「ら
ん

ま
ん

」や
「あ

ん
ぱ

ん
」を

前
面

に
打

ち
出

した
情

報
発

信
や

どっ
ぷ

り商
品

を
PR

○
 大

阪
観

光
局

等
と連

携
した

情
報

発
信

を
は

じめ
、万

博
に

お
け

る
高

知
県

主
催

催
事

等
で

高
知

の
魅

力
を

発
信

ア ン テ ナ シ ョ ッ プ と 大 阪･ 関 西 万 博 を 最 大 限 に 活 用 し た 情 報 発 信 や 外 商 拡 大

≪
連

携
テ

ー
マ

≫
　関

西
圏

との
経

済
連

携
の

強
化

　～
第

２
期

関
西

・高
知

経
済

連
携

強
化

戦
略

ve
r.2

 強
化

策
の

ポ
イ

ン
ト～

　　
大

阪
・関

西
万

博
等

の
大

規
模

プ
ロジ

ェク
トに

向
け

て
高

ま
る

関
西

圏
の

経
済

活
力

を
本

県
経

済
の

活
性

化
に

つ
な

げ
る

た
め

、３
つ

の
プ

ロジ
ェク

トに
基

づ
く取

り組
み

と、
各

プ
ロジ

ェク
トを

横
断

的
に

支
え

る
取

り組
み

を
「オ

ー
ル

高
知

」の
態

勢
に

よ
り展

開

103



プ
ロジ
ェク
ト

分
野

目
標

出
発
点

現
状
値

R7
到
達
目
標

４
年
後
（
R9
）

目
標
値

関
西

圏
か

ら
の

観
光

客
入

込
数

（
年

間
）

1
0
3
万

人
（
R

4
）

1
2
9
万

人
（
R

5
）

1
2
9
万

人
1
3
1
万

人

関
西

空
港

経
由

の
外

国
人

延
べ

宿
泊

者
数

（
年

間
）

0
.3

万
人

泊
（
R

4
）

4
.4

万
人

泊
（
R

5
）

4
.2

万
人

泊
4
.7

万
人

泊

農
業

関
西

圏
の

卸
売

市
場

を
通

じ
た

県
産

青
果

物
の

販
売

額
（
年

間
）

9
3
.8

億
円

（
R

4
）

1
0
4
.1

億
円

（
R

6
）

1
0
8
.9

億
円

1
2
0
.0

億
円

関
西

圏
の

高
知

家
の

魚
応

援
の

店
へ

の
販

売
額

（
年

間
）

1
.1

億
円

（
R

4
）

2
.2

億
円

（
R

6
）

2
.1

億
円

2
.3

億
円

関
西

圏
の

卸
売

市
場

関
係

者
等

を
経

由
し

た
水

産
物

の
輸

出
額

（
年

間
）

0
.3

億
円

（
R

4
）

0
.6

億
円

（
R

5
）

1
.5

億
円

2
.5

億
円

関
西

圏
の

卸
売

市
場

関
係

者
と

連
携

し
た

県
産

水
産

物
の

販
売

額
（
年

間
）
※

8
.3

億
円

（
R

4
）

1
1
.9

億
円

（
R

6
）

ー
ー

加
工

食
品

地
産

外
商

公
社

が
支

援
す

る
企

業
の

関
西

圏
で

の
売

上
額

（
年

間
）

1
1
5
億

円
（
R

4
）

1
4
5
億

円
（
R

5
）

1
4
7
億

円
1
5
9
億

円

林
業

関
西

圏
（
三

重
県

を
含

む
）
へ

の
土

佐
材

出
荷

量
（
年

間
）

2
.0

万
㎥

（
R

4
推

計
）

2
.2

万
㎥

（
R

5
推

計
）

2
.7

万
㎥

3
.1

万
㎥

商
工

業
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
が

支
援

す
る

企
業

の
関

西
圏

で
の

売
上

高
（
年

間
）

2
3
7
億

円
（
R

4
）

2
2
2
億

円
（
R

5
）

2
5
9
億

円
2
7
4
億

円

万
博

・
ＩＲ

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

―
―

―
―

―
―

関
西

圏
か

ら
の

移
住

者
数

（
年

間
）

4
8
9
人

（
R

4
）

5
7
9
人

（
R

5
）

8
9
1
人

1
,2

0
0
人

関
西

圏
か

ら
の

移
住

者
の

う
ち

Ｕ
タ

ー
ン

者
数

（
年

間
）
　

1
6
9
人

（
R

4
）

1
9
7
人

（
R

5
）

3
4
8
人

4
9
2
人

連
携
テ
ー
マ
（
関
西
圏
との
経
済
連
携
の
強
化
）
の
目
標
一
覧

※
「
関

西
圏

の
卸

売
市

場
関

係
者

と
連

携
し

た
県

産
水

産
物

の
販

売
額

（
年

間
）
」
に

つ
い

て
は

、
卸

売
市

場
関

係
者

と
の

関
係

性
が

構
築

さ
れ

て
き

た
こ

と
か

ら
、

水
産

物
の

販
売

に
係

る
委

託
事

業
を

　
 終

了
す

る
こ

と
に

伴
い

、
令

和
７

年
度

以
降

の
目

標
設

定
は

行
わ

な
い

。

観
光

推
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

観
光

水
産

業

横
断

的
に

支
え

る
取

り
組

み
移

住

外
商

拡
大

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

104



N
o
.

戦
略

の
柱

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

連
携

す
る

パ
ー

ト
ナ

ー
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

と
成

果
課

題
取

り
組

み
内

容
（
R

6
～

R
9
）

１
　

都
市

に
な

い
高

知
県

な
ら

で
は

の
魅

力
の

磨
き

　
上

げ
　

　
①

高
知

の
自

然
の

豊
か

さ
や

地
域

独
自

の
文

化
、

　
　

人
の

あ
た

た
か

さ
等

を
よ

り
感

じ
ら

れ
る

観
光

コ
　

　
ン

テ
ン

ツ
の

磨
き

上
げ

１
　

高
知

な
ら

で
は

の
魅

力
の

磨
き

上
げ

と
情

報
発

信
　

(１
)「

極
上

の
田

舎
、

高
知

。
」
を

コ
ン

セ
プ

ト
と

し
た

観
光

商
品

づ
く
り

【
R

6
～

R
9
】

　
 ①

住
民

と
の

ふ
れ

あ
い

、
暮

ら
し

に
触

れ
る

、
地

元
産

業
の

活
性

化
に

資
す

る
観

光
商

品
の

造
成

  
 ②

神
祭

へ
の

参
加

な
ど

伝
統

文
化

の
継

承
に

つ
な

が
る

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

造
成

　
(２

) 
地

域
内

で
の

周
遊

・
滞

在
の

促
進

　
【
R

6
～

R
9
】

　
 ①

地
域

住
民

、
観

光
事

業
者

、
市

町
村

等
の

連
携

に
よ

る
周

遊
の

仕
組

み
づ

く
り

　
 ②

広
域

観
光

組
織

を
中

心
と

し
た

デ
ジ

タ
ル

デ
ー

タ
の

活
用

に
よ

る
 戦

略
的

な
周

遊
施

策
等

の
実

践
  
 ③

連
続

テ
レ

ビ
小

説
「
あ

ん
ぱ

ん
」
を

生
か

し
た

地
域

博
覧

会
の

開
催

支
援

(３
) 
地

域
と

の
交

流
か

ら
生

ま
れ

る
感

動
な

ど
付

加
価

値
の

向
上

　
【
R

6
～

R
9
】

　
 ①

集
落

活
動

セ
ン

タ
ー

を
拠

点
と

し
た

宿
泊

、
食

の
提

供
、

イ
ベ

ン
ト

開
催

な
ど

地
域

と
の

持
続

的
交

流
に

つ
な

が
る

観
光

商
品

の
造

成
　

　
 ②

地
域

の
理

解
促

進
に

つ
な

が
る

教
育

旅
行

の
受

入
の

拡
大

（
民

泊
の

推
進

、
み

ど
り

の
学

習
旅

行
）
　

　
 ③

「
日

本
み

ど
り

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
や

関
西

圏
の

学
生

と
連

携
し

た
観

光
資

源
の

磨
き

上
げ

（
み

ど
り

の
学

習
旅

行
）

(４
) 
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
を

活
用

し
た

情
報

発
信

　
【
R

6
～

R
9
】

　
 ①

「
ど

っ
ぷ

り
高

知
旅

」
を

テ
ー

マ
に

し
た

コ
ン

テ
ス

ト
等

に
よ

る
県

内
外

へ
の

情
報

発
信

　
 ②

連
続

テ
レ

ビ
小

説
「
ら

ん
ま

ん
」
や

「
あ

ん
ぱ

ん
」
を

前
面

に
打

ち
出

し
た

情
報

発
信

　
 ③

と
さ

と
さ

や
大

手
書

店
等

と
タ

イ
ア

ッ
プ

し
た

「
や

な
せ

た
か

し
の

ふ
る

さ
と

 高
知

」
の

P
R

(５
) 
旅

行
会

社
向

け
の

セ
ー

ル
ス

活
動

　
【
R

6
～

R
9
】

  
 ①

旅
行

会
社

向
け

の
観

光
商

品
説

明
会

や
モ

ニ
タ

ー
ツ

ア
ー

の
実

施
  
 ②

広
域

観
光

協
議

会
と

連
携

し
た

セ
ー

ル
ス

活
動

　
 ③

関
西

圏
へ

の
教

育
旅

行
誘

致
セ

ー
ル

ス
の

実
施

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
1
＞

参
照

（
P

1
1
9
）

２
　

情
報

発
信

の
拠

点
づ

く
り

　
①

関
西

で
の

観
光

情
報

を
発

信
す

る
拠

点
づ

く
り

２
　

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

を
拠

点
と

し
た

情
報

発
信

　
【
R

6
～

R
9
】

(１
) 
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
で

の
観

光
情

報
発

信
  
 ①

閑
散

期
の

誘
客

を
目

的
と

し
た

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

と
連

動
し

た
店

舗
及

び
周

辺
で

の
イ

ベ
ン

ト
開

催

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
1
＞

参
照

（
P

1
1
9
）

2
【
戦

略
２

】
　

関
西

を
起

点
と

す
る

外
国

人
観

光
客

の
誘

客
を

推
進

関
西

空
港

経
由

の
外

国
人

延
べ

宿
泊

者
数

（
年

間
）

  
【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

観
光

庁
の

「
宿

泊
旅

行
統

計
調

査
」
の

デ
ー

タ
を

基
に

、
県

で
算

出
（
年

１
回

）

0
.3

万
人

泊 (R
4
)

4
.4

万
人

泊 (R
5
)

4
.7

万
人

泊 (R
9
)

【
関

西
】

○
大

阪
観

光
局

　
○

関
西

エ
ア

ポ
ー

ト 【
県

内
】

○
観

光
関

係
事

業
者

１
　

関
西

と
高

知
を

結
ぶ

新
た

な
旅

行
商

品
の

　
創

出
　

①
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

検
討

会
の

開
催

　
　

 3
回

（
R

4
）

　
②

関
西

と
高

知
を

つ
な

ぐ
旅

行
商

品
の

造
成

　
　

 5
0
商

品
（
R

5
）

２
　

関
西

の
拠

点
で

の
観

光
情

報
の

発
信

　
  
Ｊ
Ｒ

新
大

阪
駅

及
び

大
阪

駅
、

大
阪

観
光

局
　

　
ト

ラ
ベ

ル
セ

ン
タ

ー
で

の
情

報
発

信
　

　
（
R

4
～

R
5
）

３
　

国
外

に
向

け
た

セ
ー

ル
ス

＆
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
　

ン
　

①
大

阪
観

光
局

と
の

共
同

で
の

取
り

組
み

　
　

・
大

阪
観

光
局

の
観

光
P

R
サ

イ
ト

へ
の

高
　

　
 知

県
観

光
情

報
の

掲
載

（
R

5
～

R
6
）

　
　

・
海

外
旅

行
博

覧
会

等
で

の
共

同
プ

ロ
モ

ー
　

 　
シ

ョ
ン

（
R

5
～

R
6
）

　
②

関
西

を
起

点
と

し
た

ド
ラ

イ
ブ

旅
行

の
プ

ロ
　

　
モ

ー
シ

ョ
ン

　
　

・
周

遊
動

画
や

ド
ラ

イ
ブ

マ
ッ

プ
の

作
成

(R
5
)

　
　

・
O

T
A

で
の

情
報

発
信

（
R

5
）

４
　

大
阪

・
関

西
万

博
へ

の
催

事
参

加
　

よ
さ

こ
い

鳴
子

踊
り

で
自

治
体

参
加

催
事

へ
　

の
企

画
案

提
出

、
実

施
内

定
（
R

5
）

１
　

高
知

の
観

光
情

報
発

信
の

更
な

る
強

化
  
①

大
阪

観
光

局
等

と
連

携
し

た
情

報
発

信
　

②
関

西
－

高
知

間
の

ル
ー

ト
上

の
観

光
地

と
の

　
　

連
携

２
　

大
阪

・
関

西
万

博
に

対
す

る
催

事
へ

の
参

画
　

①
大

阪
・
関

西
万

博
来

場
者

へ
の

高
知

県
の

魅
力

　
　

 の
発

信

１
　

大
阪

観
光

局
や

関
西

エ
ア

ポ
ー

ト
等

と
連

携
し

た
情

報
発

信
　

【
R

6
～

R
9
】

　
 ①

関
西

の
「
都

市
型

」
と

本
県

の
「
極

上
の

田
舎

」
を

組
み

合
わ

せ
た

情
報

発
信

  
 ②

関
西

と
高

知
を

つ
な

ぐ
旅

行
商

品
の

造
成

に
向

け
た

セ
ー

ル
ス

  
 ③

海
外

旅
行

博
覧

会
等

で
の

共
同

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
　

 ④
関

西
国

際
空

港
で

の
P

R
ブ

ー
ス

出
展

２
　

大
阪

・
関

西
万

博
で

の
情

報
発

信
　

【
R

6
～

R
7
】

 　
①

大
阪

・
関

西
万

博
の

自
治

体
参

加
催

事
に

お
い

て
、

よ
さ

こ
い

祭
り

や
街

路
市

を
通

じ
た

高
知

の
魅

力
を

発
信

　
 ②

大
阪

ウ
ィ

ー
ク

等
の

万
博

関
連

イ
ベ

ン
ト

を
通

じ
た

観
光

情
報

の
発

信
　

 ③
万

博
訪

問
者

等
へ

の
本

県
の

魅
力

発
信

（
ど

っ
ぷ

り
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

等
予

約
サ

イ
ト

へ
の

誘
導

）

３
　

関
西

－
高

知
間

の
ル

ー
ト

上
の

観
光

地
と

連
携

し
た

Ｐ
Ｒ

　
【
R

6
～

R
9
】

  
 ①

ガ
イ

ド
ブ

ッ
ク

の
相

互
配

架
な

ど
、

着
地

で
の

情
報

発
信

の
強

化
  
 ②

Ｏ
Ｔ

Ａ
（
オ

ン
ラ

イ
ン

・
ト

ラ
ベ

ル
・
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
）
等

を
活

用
し

た
観

光
情

報
の

発
信

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
1
＞

参
照

（
P

1
1
9
）

分
野

≪
連
携
テ
ー
マ
≫
関
西
圏
との
経
済
連
携
の
強
化

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

観
光
推
進
プ
ロ
ジ
ェク
ト

【戦
略
１
】　
「極
上
の
田
舎
、高
知
。」
を
コン
セ
プ
ト
とし
た
観
光
地
域
づ
くり
＆
セ
ー
ル
ス
・プ
ロ
モ
ー
シ
ョン

【戦
略
２
】　
関
西
を
起
点
とす
る
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
を
推
進

【戦
略
３
】　
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リズ
ム
の
推
進

1
【
戦

略
１

】
　

「
極

上
の

田
舎

、
高

知
。

」
を

コ
ン

セ
プ

ト
と

し
た

観
光

地
域

づ
く
り

＆
セ

ー
ル

ス
・

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン

関
西

圏
か

ら
の

観
光

客
入

込
数

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

交
通

機
関

等
か

ら
の

情
報

提
供

及
び

県
外

観
光

客
動

向
調

査
を

基
に

、
県

で
推

計
（
年

1
回

）

1
0
3
万

人
(R

4
)

1
2
9
万

人
（
R

5
）

1
3
1
万

人
(R

９
)

【
関

西
・
県

内
】

○
観

光
関

係
事

業
者

1
  
関

西
拠

点
で

の
観

光
情

報
の

発
信

 ①
Ｊ
Ｒ

大
阪

駅
、

大
阪

メ
ト

ロ
、

六
甲

ロ
ー

プ
ウ

ェ
　

　
イ

等
で

の
サ

イ
ネ

ー
ジ

広
告

 ②
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

通
じ

た
セ

ー
ル

ス
＆

プ
ロ

　
  
モ

ー
シ

ョ
ン

の
展

開
　

　
・
リ

ョ
ー

マ
の

休
日

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
R

3
～

　
　

  
R

4
）

　
　

・
高

知
観

光
リ

カ
バ

リ
ー

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

　
　

 （
R

2
～

R
4
）

　
　

・
高

知
観

光
ト

ク
割

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
R

3
～

  
  
  
 R

5
）

　
　

・
「
牧

野
博

士
の

新
休

日
～

ら
ん

ま
ん

の
　

　
　

舞
台

・
高

知
～

」
（
R

5
）

　
　

・
ど

っ
ぷ

り
高

知
旅

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
R

6
～

）
 ③

大
型

店
舗

な
ど

で
の

高
知

県
フ

ェ
ア

等
の

開
　

　
催

　
　

・
阪

神
百

貨
店

（
R

5
,R

6
）
、

蔦
屋

書
店

　
　

（
R

5
,R

6
）
、

J
R

大
阪

駅
（
R

5
,R

6
）
、

ラ
イ

フ
　

　
（
R

6
）

　
  
・
神

戸
ル

ミ
ナ

リ
エ

に
お

い
て

、
高

知
県

ブ
ー

　
　

　
ス

の
出

展
（
R

5
）

 ④
牧

野
博

士
ゆ

か
り

の
地

と
の

連
携

強
化

  
  
  
・
神

戸
市

長
と

の
意

見
交

換
（
R

5
）
、

六
甲

高
　

　
山

植
物

園
特

別
企

画
等

で
の

Ｐ
Ｒ

（
R

5
,R

6
）

　
　

・
長

居
植

物
園

で
の

観
光

P
R

イ
ベ

ン
ト

へ
の

　
　

出
展

（
R

5
,R

6
）

 ⑤
高

知
城

夜
間

イ
ベ

ン
ト

で
の

連
携

　
　

・
大

阪
光

の
ル

ネ
サ

ン
ス

に
お

い
て

、
高

知
　

　
　

県
ブ

ー
ス

を
出

展
し

て
、

高
知

城
夜

間
イ

　
　

　
ベ

ン
ト

な
ど

の
P

R
を

実
施

（
R

3
～

R
5
）

 ⑥
「
と

さ
と

さ
」
と

連
携

し
た

情
報

発
信

　
　

・
オ

ー
プ

ン
１

ヶ
月

を
記

念
し

た
ど

っ
ぷ

り
高

　
　

 知
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

の
実

施
（
R

6
）

　
　

・
K
IT

T
E
大

阪
共

用
ス

ペ
ー

ス
で

の
ど

っ
ぷ

り
　

　
 高

知
旅

イ
ベ

ン
ト

の
実

施
（
R

6
）
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N
o
.

戦
略

の
柱

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

連
携

す
る

パ
ー

ト
ナ

ー
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

と
成

果
課

題
取

り
組

み
内

容
（
R

6
～

R
9
）

分
野

≪
連
携
テ
ー
マ
≫
関
西
圏
との
経
済
連
携
の
強
化

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

観
光
推
進
プ
ロ
ジ
ェク
ト

【戦
略
１
】　
「極
上
の
田
舎
、高
知
。」
を
コン
セ
プ
ト
とし
た
観
光
地
域
づ
くり
＆
セ
ー
ル
ス
・プ
ロ
モ
ー
シ
ョン

【戦
略
２
】　
関
西
を
起
点
とす
る
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
を
推
進

【戦
略
３
】　
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リズ
ム
の
推
進

3
【
戦

略
３

】
　

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

―
―

―
―

【
関

西
】

○
阪

神
タ

イ
ガ

ー
ス ○

オ
リ

ッ
ク

ス
・
バ

フ
ァ

ロ
ー

ズ
○

近
鉄

ラ
イ

ナ
ー

ズ 【
県

内
】

○
（
公

財
）
高

知
県

観
光

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ

ン
協

会
・
市

町
村

・
ス

ポ
ー

ツ
関

連
事

業
者

１
　

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

及
び

社
会

人
・
大

学
等

の
  
 ア

マ
チ

ュ
ア

ス
ポ

ー
ツ

合
宿

・
大

会
の

誘
致

  
  
【
R

2
～

】
　

①
プ

ロ
・
ト

ッ
プ

チ
ー

ム
誘

致
（
年

間
）
　

　
　

　
　

 7
4
,2

3
7
人

(R
元

)→
 4

6
,3

3
8
人

(R
5
)

　
②

ア
マ

チ
ュ

ア
ス

ポ
ー

ツ
合

宿
の

誘
致

　
　

　
(年

間
) 
4
,4

0
6
人

(R
元

)→
 8

,8
5
7
人

(R
5
)

２
　

自
然

環
境

を
活

か
し

た
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
　

ム
の

推
進

  
【
R

2
～

】
　

①
サ

イ
ク

ル
イ

ベ
ン

ト
の

県
外

参
加

者
数

　
　

　
(年

間
)1

,1
3
8
人

(R
元

)→
 9

9
3
人

(R
5
)

３
  
高

知
龍

馬
マ

ラ
ソ

ン
の

開
催

 【
R

2
～

】
　

①
高

知
龍

馬
マ

ラ
ソ

ン
の

出
走

者
数

　
　

1
1
,8

1
6
人

（
2
0
2
0
大

会
 R

2
.2

）
→

  
　

 9
,5

9
0
人

（
2
0
2
5
大

会
 R

7
.2

）

１
　

プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

の
キ

ャ
ン

プ
・
大

会
の

新
規

誘
致

　
及

び
既

存
チ

ー
ム

の
継

続
　

①
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

整
備

が
必

要
 

　
②

受
入

可
能

な
宿

泊
施

設
の

確
保

が
必

要
　

③
野

球
、

サ
ッ

カ
ー

の
２

競
技

に
集

中
し

て
お

り
、

　
　

 多
種

目
化

が
必

要
 

２
　

ア
マ

チ
ュ

ア
ス

ポ
ー

ツ
の

合
宿

・
大

会
誘

致
 

　
①

受
け

入
れ

地
域

・
施

設
が

限
定

的
　

　
 実

施
時

期
が

夏
冬

休
み

・
土

日
等

に
集

中
　

　
 野

球
、

サ
ッ

カ
ー

の
２

競
技

に
集

中
 

３
　

自
然

環
境

を
生

か
し

た
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
　

推
進

 
　

①
サ

イ
ク

ル
ツ

ー
リ

ズ
ム

を
は

じ
め

、
台

湾
や

欧
米

  
  
  
な

ど
の

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

客
を

取
り

込
め

る
余

地
が

  
  
  
大

き
い

。
 取

り
込

み
に

向
け

、
関

係
部

署
や

関
　

　
 係

機
関

と
の

連
携

強
化

、
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

や
　

　
 セ

ー
ル

ス
活

動
な

ど
新

た
な

施
策

の
打

ち
込

み
　

　
 が

必
要

 

１
　

地
域

と
連

携
し

た
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
　

【
R

6
～

R
9
】

（
１

）
自

然
環

境
を

活
か

し
た

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

  
  
①

県
内

の
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

に
関

す
る

情
報

を
発

信
  
  
②

自
然

環
境

を
活

か
し

た
ス

ポ
ー

ツ
大

会
の

開
催

を
促

進
（
２

）
サ

イ
ク

リ
ン

グ
観

光
の

推
進

  
  
①

サ
イ

ク
リ

ン
グ

観
光

に
関

す
る

情
報

発
信

の
強

化
  
  
②

サ
イ

ク
ル

オ
ア

シ
ス

（
空

気
入

れ
の

貸
出

等
の

協
力

店
）
の

拡
大

２
　

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

交
流

人
口

の
拡

大
【
R

6
～

R
9
】

（
１

）
関

西
に

拠
点

を
置

く
プ

ロ
チ

ー
ム

や
企

業
に

所
属

す
る

ト
ッ

プ
チ

ー
ム

の
合

宿
等

誘
致

 
　

 ①
連

携
協

定
締

結
企

業
や

誘
致

実
績

の
あ

る
企

業
に

所
属

す
る

チ
ー

ム
を

誘
致

（
２

）
ア

マ
チ

ュ
ア

ス
ポ

ー
ツ

合
宿

等
の

誘
致

 
（
３

）
ワ

ー
ル

ド
マ

ス
タ

ー
ズ

ゲ
ー

ム
ズ

関
西

を
契

機
と

し
た

合
宿

等
の

誘
致

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
1
＞

参
照

（
P

1
1
9
）
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N
o
.

分
野

戦
略

の
柱

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

重
点

品
目

連
携

す
る

パ
ー

ト
ナ

ー
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

と
成

果
課

題
取

り
組

み
内

容
（
R

6
～

R
9
）

1
農

業
【
戦

略
】
　

関
西

圏
の

パ
ー

ト
ナ

ー
（
卸

売
事

業
者

、
量

販
店

、
飲

食
店

等
）
と

の
連

携
強

化
に

よ
る

外
商

拡
大

関
西

圏
の

卸
売

市
場

を
通

じ
た

県
産

青
果

物
の

販
売

額
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
Ｊ
Ａ

高
知

県
の

市
場

取
扱

額
か

ら
月

次
で

確
認

9
3
.8

億
円

(R
4
)

1
0
4
.1

億
円

(R
6
)

1
2
0
億

円
(R

9
)

キ
ュ

ウ
リ

、
ピ

ー
マ

ン
、

ナ
ス

、
ニ

ラ
、

シ
シ

ト
ウ

、
ミ

ョ
ウ

ガ

【
関

西
】

○
卸

売
市

場
【
県

内
】

○
Ｊ
Ａ

１
　

卸
売

市
場

と
連

携
し

た
販

売
拡

大
 ①

品
目

別
戦

略
の

運
用

　
　

・
関

西
全

エ
リ

ア
で

の
県

産
青

果
物

の
販

売
　

　
　

P
R

の
展

開
と

品
目

別
戦

略
の

策
定

・
実

行
　

　
 ⇒

関
西

土
佐

会
(卸

売
市

場
)と

の
委

託
契

約
  
  
  
　

R
2
：
2
社

→
R

4
・
R

5
・
R

6
：
1
1
社

　
　

 ⇒
量

販
店

等
で

の
フ

ェ
ア

の
開

催
  
  
  
 　

　
 R

2
：
5
8
回

4
3
3
店

　
　

　
　

→
Ｒ

3
：
4
7
回

6
6
3
店

  
  
  
  
  
→

R
4
：
1
0
3
回

1
,5

4
8
店

　
　

　
　

 →
R

5
：
1
3
1
回

2
,0

9
0
店

　
　

　
　

 →
R

6
：
5
8
回

3
0
9
店

　
　

 ⇒
み

ょ
う

が
の

重
点

P
R

　
　

　
　

R
4
：
フ

ェ
ア

5
6
2
店

、
社

食
6
,5

0
0
食

　
　

　
　

R
5
：
フ

ェ
ア

7
9
0
店

、
社

食
2
,1

5
0
食

  
  
 ・

農
水

連
携

フ
ェ

ア
及

び
ト

ッ
プ

セ
ー

ル
ス

  
  
  
（
R

6
.1

0
）

　
　

・
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
オ

ー
プ

ニ
ン

グ
１

か
月

後
  
  
 イ

ベ
ン

ト
で

の
ミ

ョ
ウ

ガ
㏚

（
R

6
.9

）
　

　
・
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
で

の
販

売
㏚

  
  
 （

ユ
ズ

R
6
.1

2
、

土
佐

文
旦

R
7
.2

)

２
　

マ
ー

ケ
ッ

ト
イ

ン
の

視
点

に
よ

る
業

務
需

要
に

応
じ

た
取

引
の

拡
大

①
中

食
・
外

食
・
冷

凍
食

品
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
た

戦
略

の
策

定
・
実

行
　

・
業

務
用

へ
の

提
案

  
⇒

R
4
：
2
社

→
R

5
：
5
社

　
・
品

目
別

業
務

傾
向

分
析

　
⇒

R
6
：
1
0
品

目
  
・
生

産
者

向
け

講
演

会
　

⇒
R

6
：
2
回

②
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
要

望
に

応
じ

た
弾

力
的

な
出

荷
形

態
等

の
検

討
  
・
 シ

シ
ト

ウ
の

袋
包

装
の

検
討

（
R

6
～

）

１
　

卸
売

市
場

と
連

携
し

た
販

売
拡

大
　

高
温

に
よ

る
出

荷
量

減
で

単
価

高
と

な
り

、
販

売
額

は
高

く
推

移
。

一
方

、
出

荷
量

が
少

な
い

こ
と

か
ら

フ
ェ

ア
を

組
み

づ
ら

く
な

っ
て

お
り

、
取

扱
量

を
確

保
す

る
取

り
組

み
の

強
化

が
必

要

２
　

マ
ー

ケ
ッ

ト
イ

ン
の

視
点

に
よ

る
業

務
需

要
に

応
じ

た
取

引
の

拡
大

 　
重

点
品

目
の

戦
略

実
行

に
加

え
、

業
務

需
要

に
対

応
で

き
る

産
地

づ
く
り

が
必

要
。

ま
た

、
業

務
用

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

規
格

、
品

質
の

検
証

と
新

た
な

品
目

の
ニ

ー
ズ

の
把

握
が

必
要

１
　

卸
売

市
場

と
連

携
し

た
販

売
拡

大
　

①
品

目
別

戦
略

の
運

用
（
キ

ュ
ウ

リ
、

ピ
ー

マ
ン

、
ナ

ス
、

ニ
ラ

、
シ

シ
ト

ウ
、

ミ
ョ

ウ
ガ

）
　

　
・
継

続
し

た
取

扱
に

つ
な

が
る

売
り

場
確

保
を

目
指

し
た

量
販

店
フ

ェ
ア

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
系

統
取

扱
量

ア
ッ

プ
に

向
け

た
産

地
の

ま
と

ま
り

の
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
万

博
や

「
あ

ん
ぱ

ん
」
放

送
に

合
わ

せ
た

県
産

青
果

物
の

認
知

度
向

上
【
R

7
】

２
　

マ
ー

ケ
ッ

ト
イ

ン
の

視
点

に
よ

る
業

務
需

要
に

応
じ

た
取

引
の

拡
大

【
R

6
～

R
9
】

　
①

中
食

・
外

食
・
冷

凍
食

品
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

し
た

戦
略

の
策

定
・
実

行
　

　
・
品

目
別

の
傾

向
分

析
、

分
析

に
基

づ
い

た
生

産
者

向
け

講
演

会
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
業

務
需

要
取

引
の

拡
大

が
見

込
め

る
品

目
と

産
地

を
選

定
し

、
新

た
な

出
荷

形
態

に
よ

る
販

売
や

　
　

　
増

量
期

に
お

け
る

業
務

加
工

用
へ

の
提

案
強

化
を

実
施

【
R

7
～

R
9
】

　
②

マ
ー

ケ
ッ

ト
の

要
望

に
応

じ
た

弾
力

的
な

出
荷

形
態

の
検

討
　

　
・
業

務
需

要
に

応
じ

た
規

格
、

品
質

、
収

量
な

ど
の

栽
培

検
証

【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
2
＞

参
照

（
P

1
2
0
）

2
－

－
－

－
○

養
殖

魚
（
ブ

リ
、

マ
ダ

イ
、

カ
ン

パ
チ

、
ク

ロ
マ

グ
ロ

）
○

天
然

魚
（
鮮

魚
B

o
x等

）

【
関

西
】

○
卸

売
市

場
関

係
者

【
県

内
】

○
水

産
関

係
事

業
者

１
　

 卸
売

事
業

者
と

の
連

携
に

よ
る

外
商

拡
大

・
関

西
圏

の
量

販
店

等
で

の
高

知
フ

ェ
ア

の
開

催
　

⇒
高

知
フ

ェ
ア

の
回

数
 R

3
:3

1
回

 R
4
:1

4
回

 
R

5
:1

0
回

１
　

 卸
売

事
業

者
と

の
連

携
に

よ
る

外
商

拡
大

　
こ

れ
ま

で
培

っ
た

関
係

性
の

更
な

る
強

化
１

　
 卸

売
事

業
者

と
の

連
携

に
よ

る
外

商
拡

大
　

①
卸

売
市

場
関

係
者

と
の

関
係

を
活

用
し

、
取

引
先

で
の

定
番

化
を

推
進

　
　

・
継

続
取

引
か

ら
定

番
取

引
に

つ
な

が
る

よ
う

な
継

続
的

な
営

業
【
R

6
】

　
②

農
水

連
携

に
よ

る
量

販
店

で
の

販
売

拡
大

　
　

・
農

水
連

携
フ

ェ
ア

を
活

用
し

た
ク

ロ
ス

マ
ー

チ
ャ

ン
タ

イ
ズ

の
実

施
【
R

6
】

　
③

消
費

地
市

場
関

係
者

と
の

更
な

る
関

係
性

の
強

化
 　

 ・
消

費
地

市
場

関
係

者
と

県
内

産
地

買
受

人
等

の
意

見
交

換
会

の
開

催
に

よ
る

関
係

強
化

【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
2
＞

参
照

（
P

1
2
0
）

3
関

西
圏

の
高

知
家

の
魚

応
援

の
店

へ
の

販
売

額
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
 県

内
参

画
事

業
者

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
 (
年

２
回

）

1
.1

億
円

（
R

4
）

1
.5

億
円

（
R

5
）

2
.3

億
円

（
R

9
）

○
養

殖
魚

（
ブ

リ
、

マ
ダ

イ
、

カ
ン

パ
チ

、
ク

ロ
マ

グ
ロ

）
○

天
然

魚
（
鮮

魚
B

o
x等

）

【
関

西
】

○
高

知
家

の
魚

応
援

の
店

○
そ

の
他

高
知

県
ゆ

か
り

の
飲

食
店

等
【
県

内
】

○
応

援
の

店
制

度
参

画
事

業
者

２
　

 「
高

知
家

の
魚

応
援

の
店

」
と

の
関

係
強

化
に

よ
る

水
産

物
の

販
売

拡
大

・
産

地
見

学
会

・
産

地
招

へ
い

等
、

営
業

活
動

の
実

施
　

⇒
産

地
見

学
会

 R
3
:7

店
舗

（
ｵ

ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
）
、

R
4
:2

6
店

舗
、

R
5
:2

5
店

舗
　

　
産

地
招

へ
い

 R
4
:2

事
業

者
、

R
5
:3

事
業

者

２
　

 「
高

知
家

の
魚

応
援

の
店

」
と

の
関

係
強

化
に

よ
る

水
産

物
の

販
売

拡
大

　
・
さ

ら
な

る
取

引
拡

大
に

向
け

た
販

路
の

開
拓

が
必

要 　
・
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
効

率
的

な
商

談
の

開
催

２
　

 「
高

知
家

の
魚

応
援

の
店

」
と

の
関

係
強

化
に

よ
る

水
産

物
の

販
売

拡
大

　
①

県
内

参
画

事
業

者
の

取
引

拡
大

に
つ

な
が

る
商

談
機

会
の

創
出

　
　

・
取

引
額

の
さ

ら
な

る
増

加
に

向
け

た
チ

ェ
ー

ン
店

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
商

談
の

成
約

率
向

上
、

取
引

拡
大

を
目

指
し

た
営

業
力

強
化

研
修

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
2
＞

参
照

（
P

1
2
0
）

4
関

西
圏

の
卸

売
市

場
関

係
者

等
を

経
由

し
た

水
産

物
の

輸
出

額
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
 ジ

ェ
ト

ロ
高

知
・
県

「
食

料
品

輸
出

額
」
を

確
認

 （
年

１
回

）
・
 主

要
な

輸
出

事
業

者
か

ら
の

聞
き

取
り

（
月

１
回

）

0
.3

億
円

（
R

4
）

0
.6

億
円

（
R

5
）

2
.5

億
円

（
R

9
）

○
養

殖
魚

（
ブ

リ
、

マ
ダ

イ
、

カ
ン

パ
チ

、
ク

ロ
マ

グ
ロ

）
○

天
然

魚
（
キ

ン
メ

ダ
イ

、
サ

バ
等

）

【
関

西
】

○
卸

売
市

場
関

係
者

【
県

内
】

○
水

産
物

輸
出

促
進

協
議

会

３
　

卸
売

市
場

関
係

者
と

の
連

携
に

よ
る

県
産

水
産

物
の

輸
出

の
拡

大
・
韓

国
経

由
で

の
中

国
向

け
船

便
輸

出
ル

ー
ト

の
構

築
（
R

2
～

）
・
中

国
商

社
に

よ
る

産
地

見
学

と
商

談
の

実
施

（
R

5
）

・
卸

売
市

場
関

係
者

の
集

荷
能

力
や

輸
出

ル
ー

ト
を

活
用

し
た

輸
出

拡
大

（
委

託
業

務
）
の

実
施

（
R

5
）

３
　

卸
売

市
場

関
係

者
と

の
連

携
に

よ
る

さ
ら

な
る

輸
出

の
拡

大
　

A
L
P

S
処

理
水

の
海

洋
放

出
に

伴
う

中
国

に
よ

る
日

本
産

水
産

物
の

輸
入

停
止

措
置

に
よ

り
、

卸
売

市
場

関
係

者
を

経
由

し
た

中
国

へ
の

輸
出

が
停

止
し

て
お

り
、

中
国

以
外

の
新

た
な

国
へ

の
輸

出
ル

ー
ト

の
開

拓
が

必
要

３
　

卸
売

市
場

関
係

者
と

の
連

携
に

よ
る

さ
ら

な
る

輸
出

の
拡

大
　

①
卸

売
市

場
関

係
者

と
連

携
し

た
新

た
な

輸
出

ル
ー

ト
の

開
拓

　
　

・
卸

売
市

場
関

係
者

と
連

携
し

た
中

国
以

外
の

新
た

な
販

路
の

開
拓

・
拡

大
【
R

6
～

R
9
】
　

　
　

・
水

産
物

輸
出

促
進

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
よ

る
県

内
事

業
者

の
商

品
開

発
や

販
路

開
拓

を
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
②

卸
売

市
場

関
係

者
や

海
外

商
社

と
連

携
し

た
見

本
市

等
で

の
販

路
開

拓
　

　
・
卸

売
市

場
関

係
者

や
海

外
商

社
と

連
携

し
た

海
外

見
本

市
へ

の
出

展
等

に
よ

る
販

路
開

拓
【
R

6
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
2
＞

参
照

（
P

1
2
0
）

分
野

≪
連
携
テ
ー
マ
≫
関
西
圏
との
経
済
連
携
の
強
化

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

外
商
拡
大
プ
ロ
ジ
ェク
ト

【戦
略
】　
関
西
圏
の
パ
ー
トナ
ー
（
卸
売
事
業
者
、量
販
店
、飲
食
店
等
）
との
連
携
強
化
に
よ
る
外
商
拡
大

水
産

業
【
戦

略
】
　

関
西

圏
の

パ
ー

ト
ナ

ー
（
卸

売
事

業
者

、
量

販
店

、
飲

食
店

等
）
と

の
連

携
強

化
に

よ
る

外
商

拡
大

107



N
o
.

分
野

戦
略

の
柱

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

重
点

品
目

連
携

す
る

パ
ー

ト
ナ

ー
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

と
成

果
課

題
取

り
組

み
内

容
（
R

6
～

R
9
）

分
野

≪
連
携
テ
ー
マ
≫
関
西
圏
との
経
済
連
携
の
強
化

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

外
商
拡
大
プ
ロ
ジ
ェク
ト

【戦
略
】　
関
西
圏
の
パ
ー
トナ
ー
（
卸
売
事
業
者
、量
販
店
、飲
食
店
等
）
との
連
携
強
化
に
よ
る
外
商
拡
大

5
加

工
食

品
【
戦

略
】
　

関
西

圏
の

パ
ー

ト
ナ

ー
（
卸

売
事

業
者

、
量

販
店

、
飲

食
店

等
）
と

の
連

携
強

化
に

よ
る

外
商

拡
大

地
産

外
商

公
社

が
支

援
す

る
企

業
の

関
西

圏
で

の
売

上
額

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
地

産
外

商
公

社
に

よ
る

県
内

食
品

事
業

者
向

け
ア

ン
ケ

ー
ト

（
年

１
回

）

1
1
5
億

円
（
R

4
）

1
4
5
億

円
（
R

5
）

1
5
9
億

円
（
R

9
）

―
【
関

西
】

○
量

販
店

○
飲

食
店

○
卸

売
事

業
者

【
県

内
】

○
地

産
外

商
公

社 ○
食

品
事

業
者

○
卸

売
事

業
者

○
地

域
商

社

１
　

卸
売

事
業

者
と

の
連

携
強

化
に

よ
る

外
商

拡
大 ・
卸

売
事

業
者

主
催

の
展

示
商

談
会

へ
の

出
展

に
よ

る
外

商
拡

大
【
R

3
～

R
6
】

⇒
展

示
会

へ
の

参
加

　
　

3
社

４
件

  
 県

内
事

業
者

4
6
社

(R
3
)

　
　

5
社

1
2
件

  
県

内
事

業
者

8
6
社

(R
4
)

　
　

6
社

1
2
件

  
県

内
事

業
者

7
7
社

（
R

5
）

　
　

8
社

1
4
件

　
県

内
事

業
者

1
1
2
社

（
R

6
）

・
卸

売
事

業
者

と
連

携
し

た
外

商
拡

大
の

強
化

【
R

3
～

R
6
】

⇒
社

内
商

談
会

へ
の

参
加

　
　

2
社

4
件

  
県

内
事

業
者

4
社

(R
3
)

　
　

2
社

5
件

  
県

内
事

業
者

9
社

(R
4
)

　
　

1
社

1
件

  
県

内
事

業
者

1
社

(R
5
)

　
　

１
社

1
件

　
県

内
事

業
者

２
社

（
R

6
）

１
　

卸
売

事
業

者
と

の
連

携
強

化
に

よ
る

外
商

拡
大

　
多

く
の

取
引

先
を

有
し

て
い

る
卸

売
事

業
者

を
通

じ
た

商
流

が
中

心
で

あ
り

、
卸

売
事

業
者

と
の

関
係

性
を

強
化

し
て

い
く
こ

と
が

必
要

　
中

小
・
業

務
用

卸
売

事
業

者
へ

の
継

続
的

な
営

業
を

行
い

つ
つ

あ
る

が
、

そ
の

顧
客

に
対

す
る

直
接

的
な

対
応

が
必

要

１
　

卸
売

事
業

者
と

の
連

携
強

化
に

よ
る

外
商

拡
大

【
R

6
～

R
9
】

　
①

大
手

卸
売

事
業

者
が

主
催

す
る

社
内

商
談

会
等

へ
の

参
加

に
よ

る
営

業
活

動
の

強
化

　
　

・
大

手
卸

売
事

業
者

の
社

内
勉

強
会

へ
の

参
加

に
よ

る
営

業
担

当
者

へ
の

高
知

県
産

品
の

紹
介

　
　

・
大

手
卸

売
事

業
者

主
催

の
展

示
商

談
会

へ
の

出
展

　
　

・
大

手
卸

売
事

業
者

と
そ

の
顧

客
（
量

販
店

等
）
と

連
携

し
た

取
り

組
み

の
実

施
　

　
・
大

手
卸

売
事

業
者

顧
客

向
け

の
産

地
視

察
型

商
談

会
の

開
催

　
②

中
小

卸
売

事
業

者
、

業
務

用
卸

売
事

業
者

へ
の

営
業

活
動

の
強

化
　

　
・
中

小
卸

売
事

業
者

、
業

務
用

卸
売

事
業

者
顧

客
向

け
の

産
地

視
察

型
商

談
会

の
開

催
　

　
・
卸

売
事

業
者

主
催

の
展

示
商

談
会

へ
の

出
展

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
2
＞

参
照

（
P

1
2
0
）

6
【
関

西
】

○
飲

食
店

○
卸

売
事

業
者

○
包

括
協

定
企

業 【
県

内
】

○
地

産
外

商
公

社 ○
食

品
事

業
者

○
卸

売
事

業
者

○
地

域
商

社

２
　

飲
食

店
等

へ
の

外
商

活
動

の
強

化
・
大

阪
市

中
心

部
に

新
設

さ
れ

る
百

貨
店

、
ホ

テ
ル

、
商

業
施

設
等

へ
の

業
務

用
食

品
等

の
営

業
活

動
の

強
化

【
R

3
～

R
6
】

・
大

規
模

展
示

商
談

会
へ

の
出

展
機

会
の

拡
大

【
R

3
～

R
5
】

⇒
大

規
模

展
示

会
へ

の
出

展
　

　
2
件

　
県

内
事

業
者

2
4
社

(R
3
)

　
　

2
件

　
県

内
事

業
者

3
6
社

(R
4
)

　
　

2
件

　
県

内
事

業
者

4
4
社

(R
5
)

　
　

4
件

　
県

内
事

業
者

6
7
社

(R
6
)

・
商

談
機

会
の

拡
大

【
R

3
～

R
6
】

⇒
業

界
別

商
談

機
会

の
実

施
　

　
5
件

  
県

内
事

業
者

5
2
社

(R
3
)

　
　

5
件

　
県

内
事

業
者

3
7
社

(R
4
)

　
　

9
件

　
県

内
事

業
者

1
1
1
社

(R
5
)

　
　

1
1
件

　
県

内
事

業
者

1
7
6
社

(R
6
)

・
関

西
大

手
グ

ル
ー

プ
企

業
と

連
携

し
た

フ
ェ

ア
等

の
開

催
【
R

5
】

⇒
近

鉄
グ

ル
ー

プ
H

D
と

連
携

し
期

間
限

定
店

舗
を

は
じ

め
各

種
フ

ェ
ア

を
実

施
⇒

量
販

店
、

飲
食

店
、

ホ
テ

ル
等

で
の

高
知

フ
ェ

ア
の

開
催

（
4
2
店

舗
（
R

6
）
）

２
　

飲
食

店
等

へ
の

外
商

活
動

の
強

化
　

社
会

経
済

活
動

の
正

常
化

や
、

万
博

を
契

機
と

し
た

需
要

の
高

ま
り

に
よ

り
、

多
く
の

取
引

量
が

期
待

さ
れ

る
飲

食
店

グ
ル

ー
プ

等
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

の
強

化
が

必
要 　

万
博

を
契

機
に

需
要

が
高

ま
る

飲
食

店
等

へ
の

さ
ら

な
る

営
業

活
動

の
強

化
を

目
指

し
、

飲
食

店
の

横
の

つ
な

が
り

を
活

用
し

た
効

率
的

な
営

業
活

動
を

図
る

必
要

２
　

飲
食

店
等

へ
の

外
商

活
動

の
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
①

飲
食

店
チ

ェ
ー

ン
・
ホ

テ
ル

グ
ル

ー
プ

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
の

強
化

　
　

・
飲

食
店

バ
イ

ヤ
ー

や
シ

ェ
フ

等
向

け
の

産
地

視
察

型
商

談
会

の
開

催
　

　
・
県

事
業

（
水

産
振

興
部

、
農

業
振

興
部

の
委

託
事

業
な

ど
）
と

連
携

し
た

営
業

活
動

の
実

施

　
②

飲
食

店
の

横
の

つ
な

が
り

を
生

か
し

た
営

業
活

動
の

強
化

　
　

・
飲

食
店

の
横

の
つ

な
が

り
を

生
か

し
た

産
地

視
察

型
商

談
会

の
開

催
　

　
　

・
大

手
酒

類
メ

ー
カ

ー
顧

客
へ

の
営

業
活

動
や

顧
客

向
け

商
談

会
の

実
施

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
2
＞

参
照

（
P

1
2
0
）
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N
o
.

分
野

戦
略

の
柱

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

重
点

品
目

連
携

す
る

パ
ー

ト
ナ

ー
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

と
成

果
課

題
取

り
組

み
内

容
（
R

6
～

R
9
）

分
野

≪
連
携
テ
ー
マ
≫
関
西
圏
との
経
済
連
携
の
強
化

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

外
商
拡
大
プ
ロ
ジ
ェク
ト

【戦
略
】　
関
西
圏
の
パ
ー
トナ
ー
（
卸
売
事
業
者
、量
販
店
、飲
食
店
等
）
との
連
携
強
化
に
よ
る
外
商
拡
大

7
加

工
食

品
【
戦

略
】
　

関
西

圏
の

パ
ー

ト
ナ

ー
（
卸

売
事

業
者

、
量

販
店

、
飲

食
店

等
）
と

の
連

携
強

化
に

よ
る

外
商

拡
大

地
産

外
商

公
社

が
支

援
す

る
企

業
の

関
西

圏
で

の
売

上
額

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
地

産
外

商
公

社
に

よ
る

県
内

食
品

事
業

者
向

け
ア

ン
ケ

ー
ト

1
1
5
億

円
（
R

4
）

1
4
5
億

円
（
R

5
）

1
5
9
億

円
（
R

9
）

―
【
関

西
】

○
量

販
店

○
飲

食
店

○
卸

売
事

業
者

【
県

内
】

○
地

産
外

商
公

社 ○
食

品
事

業
者

○
卸

売
事

業
者

○
地

域
商

社
○

金
融

機
関

３
　

商
談

会
・
展

示
会

の
拡

充
強

化
・
大

規
模

展
示

商
談

会
へ

の
出

展
機

会
の

拡
大

【
R

3
～

R
6
】
（
再

掲
）

⇒
大

規
模

展
示

会
へ

の
出

展
　

　
2
件

　
県

内
事

業
者

2
4
社

(R
3
)

　
　

2
件

　
県

内
事

業
者

3
6
社

(R
4
)

　
　

2
件

　
県

内
事

業
者

4
4
社

(R
5
)

　
　

4
件

　
県

内
事

業
者

6
7
社

(R
6
)　

・
量

販
店

、
飲

食
店

、
卸

と
の

商
談

機
会

の
拡

大
　

【
R

3
～

R
6
】
（
再

掲
）

⇒
業

界
別

商
談

機
会

の
実

施
　

　
5
件

  
県

内
事

業
者

5
2
社

(R
3
)

　
　

5
件

　
県

内
事

業
者

3
7
社

(R
4
)

　
　

9
件

　
県

内
事

業
者

1
1
1
社

(R
5
)

　
　

1
1
件

　
県

内
事

業
者

1
7
6
社

(R
6
)

・
関

西
版

県
産

品
商

談
会

の
開

催
や

産
地

視
察

の
実

施
【
R

5
～

R
6
】

⇒
関

西
版

県
産

品
商

談
会

参
加

バ
イ

ヤ
ー

等
2
4
社

、
県

内
事

業
者

6
9
社

（
R

4
）

バ
イ

ヤ
ー

等
1
9
社

、
県

内
事

業
者

5
9
社

（
R

5
）

⇒
産

地
視

察
招

へ
い

1
3
回

(R
3
)、

4
0
回

(R
4
)、

5
5

回
（
R

5
）
、

6
9
回

（
R

6
）

３
　

商
談

会
・
展

示
会

の
拡

充
強

化
　

取
引

に
つ

な
が

り
や

す
い

産
地

視
察

や
大

規
模

展
示

会
へ

の
出

展
な

ど
、

さ
ら

な
る

商
談

機
会

の
確

保
が

必
要

　
幅

広
い

顧
客

に
向

け
た

商
談

機
会

の
提

供
に

よ
り

、
新

規
顧

客
獲

得
が

図
ら

れ
て

い
る

中
で

関
係

性
構

築
の

た
め

の
効

率
的

な
営

業
活

動
が

必
要

３
　

商
談

会
・
展

示
会

の
拡

充
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
①

産
地

視
察

型
の

商
談

機
会

の
拡

大
　

　
・
高

知
県

内
に

バ
イ

ヤ
ー

・
シ

ェ
フ

等
を

招
へ

い
し

た
産

地
視

察
型

商
談

会
の

開
催

　
　

・
金

融
機

関
紹

介
事

業
者

と
の

産
地

視
察

型
商

談
会

の
開

催
　

　
　

　
　

　
・
県

産
品

商
談

会
前

後
で

の
産

地
視

察
の

実
施

　
②

大
規

模
展

示
会

へ
の

出
展

機
会

の
拡

大
　

　
・
大

規
模

展
示

会
へ

の
新

規
出

展
【
R

6
】

　
　

・
大

規
模

展
示

会
に

お
け

る
出

店
枠

の
拡

大

　
③

大
阪

近
郊

地
域

で
の

商
談

機
会

の
拡

大
　

　
・
関

西
圏

で
の

展
示

商
談

会
及

び
個

別
商

談
会

の
開

催
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
2
＞

参
照

（
P

1
2
0
）

8
【
関

西
】

○
量

販
店

○
卸

売
事

業
者

○
包

括
協

定
企

業 ○
高

知
県

ゆ
か

り
の

飲
食

店
等

【
県

内
】

○
地

産
外

商
公

社 ○
食

品
事

業
者

○
卸

売
事

業
者

○
地

域
商

社
○

市
町

村
○

金
融

機
関

４
　

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

を
核

と
し

た
外

商
活

動
の

強
化

・
関

西
圏

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

基
本

計
画

の
策

定
（
R

5
.3

月
）

・
関

西
大

手
グ

ル
ー

プ
企

業
と

連
携

し
た

フ
ェ

ア
等

の
開

催
【
R

5
】

⇒
あ

べ
の

ハ
ル

カ
ス

に
お

け
る

期
間

限
定

店
舗

の
開

設
（
R

5
.7

～
R

6
.1

）

・
店

舗
を

活
用

し
た

県
産

品
の

P
R

の
強

化
や

商
談

機
会

の
創

出
【
R

6
】

⇒
令

和
6
年

7
月

K
IT

T
E
大

阪
に

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

を
開

設
⇒

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

を
活

用
し

た
商

談
　

　
1
3
社

、
1
7
件

（
R

6
）

・
「
高

知
家

の
逸

品
応

援
の

店
」
等

と
連

携
し

た
県

産
品

の
認

知
度

向
上

及
び

販
売

拡
大

＜
高

知
家

の
逸

品
応

援
の

店
＞

・
登

録
店

舗
を

活
用

し
た

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

や
県

産
品

P
R

な
ど

の
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

【
R

3
～

R
5
】

・
県

産
品

の
取

扱
額

の
拡

大
に

向
け

た
店

舗
訪

問
営

業
の

実
施

【
R

3
～

R
5
】

＜
と

さ
の

み
せ

＞
・
観

光
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

「
高

知
を

食
べ

て
高

知
へ

行
こ

う
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」
の

実
施

【
R

4
】

・
県

産
品

の
取

扱
額

の
拡

大
に

向
け

た
店

舗
訪

問
営

業
の

実
施

【
R

3
～

R
5
】

・
県

産
品

を
取

り
扱

う
事

業
者

の
E
C

サ
イ

ト
の

商
品

情
報

を
集

約
し

た
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

の
構

築
　

　
⇒

E
C

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
を

構
築

【
R

5
】

・
関

西
の

消
費

者
と

県
内

の
生

産
者

等
を

直
接

つ
な

ぐ
仕

組
み

の
構

築
 ⇒

と
さ

と
さ

で
の

催
事

　
　

4
9
事

業
者

、
7
0
9
商

品
（
R

6
）

４
　

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

を
核

と
し

た
外

商
活

動
の

強
化

　
店

舗
を

活
用

し
た

P
R

や
商

談
機

会
の

創
出

が
不

十
分

で
あ

り
、

ま
た

関
東

の
シ

ョ
ッ

プ
と

異
な

り
、

飲
食

店
が

な
い

た
め

、
業

務
用

商
材

を
取

り
扱

う
顧

客
に

対
す

る
商

談
機

会
の

創
出

が
必

要

　
テ

ス
ト

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
に

お
け

る
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

や
専

門
家

か
ら

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
実

施
し

、
効

果
的

な
活

用
に

つ
な

げ
る

取
り

組
み

が
必

要

　
県

産
品

の
認

知
度

向
上

及
び

販
売

拡
大

の
た

め
、

高
知

ゆ
か

り
の

飲
食

店
等

と
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
と

の
連

携
し

た
取

り
組

み
が

必
要

　
関

西
の

消
費

者
と

の
つ

な
が

り
を

継
続

さ
せ

る
取

り
組

み
が

不
十

分

４
　

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

を
核

と
し

た
外

商
活

動
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

　
①

店
舗

を
活

用
し

た
県

産
品

の
P

R
の

強
化

や
商

談
機

会
の

創
出

　
　

・
時

節
や

旬
を

捉
え

た
店

頭
イ

ベ
ン

ト
や

催
事

に
よ

る
県

産
品

の
Ｐ

Ｒ
及

び
販

売
拡

大
　

　
・
催

事
ス

ペ
ー

ス
の

継
続

的
な

活
用

に
向

け
た

市
町

村
や

事
業

者
へ

の
周

知
　

　
・
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
を

活
用

し
た

バ
イ

ヤ
ー

と
の

商
談

の
実

施
　

　
・
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
と

と
さ

の
み

せ
等

が
連

携
し

た
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

実
施

　
　

・
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

を
活

用
し

、
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
で

販
売

し
て

い
な

い
商

品
の

販
売

拡
大

　
②

テ
ス

ト
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

に
よ

る
県

産
品

の
磨

き
上

げ
　

　
・
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
で

の
テ

ス
ト

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
の

実
施

　
　

・
テ

ス
ト

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
の

効
果

的
な

活
用

に
向

け
た

県
内

事
業

者
へ

の
周

知

　
③

高
知

県
関

係
の

飲
食

店
と

の
連

携
に

よ
る

県
産

品
の

P
R

強
化

　
　

・
（
再

掲
）
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
と

と
さ

の
み

せ
等

が
連

携
し

た
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

実
施

　
④

関
西

の
消

費
者

と
県

内
の

生
産

者
等

を
直

接
つ

な
ぐ

仕
組

み
の

構
築

【
R

6
】

　
　

・
県

産
品

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
を

活
用

し
た

、
生

産
者

参
加

型
の

催
事

の
開

催

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
2
＞

参
照

（
P

1
2
0
）
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N
o
.

分
野

戦
略

の
柱

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

重
点

品
目

連
携

す
る

パ
ー

ト
ナ

ー
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

と
成

果
課

題
取

り
組

み
内

容
（
R

6
～

R
9
）

分
野

≪
連
携
テ
ー
マ
≫
関
西
圏
との
経
済
連
携
の
強
化

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

外
商
拡
大
プ
ロ
ジ
ェク
ト

【戦
略
】　
関
西
圏
の
パ
ー
トナ
ー
（
卸
売
事
業
者
、量
販
店
、飲
食
店
等
）
との
連
携
強
化
に
よ
る
外
商
拡
大

9
【
関

西
】

○
流

通
拠

点
企

業 　
※

流
通

拠
点

企
業

は
、

木
材

製
品

市
場

、
木

材
問

屋
等

【
県

内
】

○
木

材
関

係
事

業
者

○
木

材
団

体

１
　

流
通

拠
点

と
の

連
携

に
よ

る
外

商
活

動
の

強
化 　

①
土

佐
材

展
示

会
の

開
催

　
4
回

（
R

3
～

R
5
累

計
）

　
②

流
通

拠
点

へ
の

効
率

的
な

共
同

輸
送

の
支

援 　
　

・
近

畿
便

　
1
1
9
便

（
R

3
～

R
5
累

計
）

　
③

新
規

流
通

拠
点

に
よ

る
関

西
圏

で
の

土
佐

材
販

路
拡

大
に

向
け

た
取

り
組

み
へ

の
支

援
　

　
・
新

規
流

通
拠

点
の

設
置

　
2
カ

所
（
R

4
奈

良
、

R
5
神

戸
）

１
　

流
通

拠
点

と
の

連
携

に
よ

る
外

商
活

動
の

強
化

・
供

給
不

安
の

あ
る

外
国

産
材

の
代

替
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
、

流
通

拠
点

と
連

携
し

て
、

外
国

産
材

か
ら

代
替

可
能

な
部

材
の

具
体

的
検

討
が

必
要

・
住

宅
着

工
戸

数
が

落
ち

込
む

中
に

お
い

て
も

、
流

通
拠

点
と

の
連

携
の

も
と

、
土

佐
材

展
示

会
の

開
催

等
に

よ
る

販
売

量
の

維
持

・
拡

大
に

引
き

続
き

取
り

組
む

こ
と

が
必

要

１
　

流
通

拠
点

と
の

連
携

に
よ

る
外

商
活

動
の

強
化

　
①

流
通

拠
点

向
け

の
ロ

ッ
ト

配
送

、
土

佐
材

パ
ー

ト
ナ

ー
企

業
向

け
の

邸
別

配
送

の
拡

大
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
外

国
産

材
か

ら
代

替
可

能
な

部
材

の
具

体
的

検
討

（
横

架
材

、
板

材
等

）
　

　
・
流

通
拠

点
向

け
の

ロ
ッ

ト
配

送
、

土
佐

材
パ

ー
ト

ナ
ー

企
業

向
け

の
邸

別
配

送
の

増
加

　
②

高
次

加
工

事
業

者
の

掘
り

起
こ

し
に

よ
る

土
佐

材
の

販
売

拡
大

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
県

内
事

業
者

と
県

外
の

高
次

加
工

事
業

者
（
集

成
材

、
不

燃
処

理
等

）
と

の
連

携
に

よ
る

高
次

加
工

材
料

の
　

　
　

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

強
化

（
土

佐
材

の
集

成
材

等
へ

の
利

用
拡

大
）

　
③

流
通

拠
点

と
の

連
携

に
よ

る
顧

客
（
材

木
店

、
プ

レ
カ

ッ
ト

工
場

等
）
へ

の
土

佐
材

P
R

の
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
土

佐
材

セ
ミ

ナ
ー

や
「
あ

ん
ぱ

ん
」
、

観
光

な
ど

新
た

な
情

報
を

加
え

た
展

示
会

の
開

催
等

に
よ

る
　

　
　

土
佐

材
フ

ァ
ン

の
買

い
方

の
増

加
、

販
売

量
の

維
持

・
拡

大

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
2
＞

参
照

（
P

1
2
0
）

1
0

【
関

西
】

○
土

佐
材

パ
ー

ト
ナ

ー
企

業
　

※
土

佐
材

パ
ー

ト
ナ

ー
企

業
は

、
工

務
店

、
建

築
士

等

【
県

内
】

○
木

材
関

係
事

業
者

○
木

材
団

体

２
　

顔
の

見
え

る
つ

な
が

り
の

強
化

に
よ

る
土

佐
材

パ
ー

ト
ナ

ー
企

業
へ

の
販

売
拡

大
　

①
パ

ー
ト

ナ
ー

企
業

の
増

加
に

向
け

た
関

西
圏

で
の

商
談

会
の

開
催

　
　

・
パ

ー
ト

ナ
ー

企
業

数
　

R
2
：
5
0
社

→
R

5
:5

7
社

　
　

・
土

佐
材

セ
ミ

ナ
ー

等
の

開
催

　
6
回

（
R

4
～

R
6
累

計
）

　
②

パ
ー

ト
ナ

ー
企

業
に

よ
る

土
佐

材
P

R
の

支
援

　
　

・
土

佐
材

住
宅

・
非

住
宅

建
築

支
援

棟
数

　
1
2
0
棟

（
R

3
～

R
5
累

計
）

　
　

・
産

地
商

談
会

の
開

催
　

5
1
回

（
R

3
～

R
5
累

計
）

２
　

顔
の

見
え

る
つ

な
が

り
の

強
化

に
よ

る
土

佐
材

パ
ー

ト
ナ

ー
企

業
へ

の
販

売
拡

大
・
土

佐
材

パ
ー

ト
ナ

ー
企

業
等

に
お

け
る

土
佐

材
利

用
の

さ
ら

な
る

拡
大

に
向

け
て

、
産

地
商

談
会

の
開

催
等

に
よ

る
顔

の
見

え
る

つ
な

が
り

の
強

化
が

必
要

２
　

顔
の

見
え

る
つ

な
が

り
の

強
化

に
よ

る
土

佐
材

パ
ー

ト
ナ

ー
企

業
へ

の
販

売
拡

大
　

①
産

地
商

談
会

の
サ

ポ
ー

ト
、

邸
別

配
送

の
活

用
促

進
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
関

西
駐

在
員

と
連

携
し

た
産

地
商

談
会

の
サ

ポ
ー

ト
、

邸
別

配
送

の
活

用
の

強
化

　
②

非
住

宅
建

築
に

取
り

組
む

土
佐

材
パ

ー
ト

ナ
ー

企
業

の
開

拓
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
関

西
駐

在
員

と
連

携
し

た
非

住
宅

建
築

に
取

り
組

む
パ

ー
ト

ナ
ー

企
業

の
開

拓
　

　
・
関

西
駐

在
員

と
連

携
し

た
土

佐
材

パ
ー

ト
ナ

ー
企

業
へ

の
訪

問
・
意

見
交

換
等

に
よ

る
土

佐
材

利
用

の
拡

大

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
2
＞

参
照

（
P

1
2
0
）

1
1

【
関

西
】

○
木

材
団

体
等

○
流

通
拠

点
企

業 ○
土

佐
材

パ
ー

ト
ナ

ー
企

業
【
県

内
】

○
木

材
関

係
事

業
者

○
木

材
団

体
○

市
町

村

３
　

非
住

宅
建

築
向

け
の

構
造

材
や

内
装

材
等

の
需

要
拡

大
の

推
進

　
※

木
材

利
用

推
進

全
国

会
議

は
、

経
済

同
友

会
、

企
業

、
自

治
体

等
で

構
成

す
る

団
体

　
①

木
造

建
築

物
の

先
進

事
例

等
の

現
地

見
学

会
、

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
　

　
・
見

学
会

 4
回

　
　

・
講

演
・
セ

ミ
ナ

ー
5
回

（
R

3
～

R
5
累

計
）

　
②

大
阪

で
の

C
L
T
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
開

催
　

2
回

（
R

5
、

R
6
）

　
③

関
西

圏
の

自
治

体
と

友
好

・
姉

妹
都

市
関

係
に

あ
る

県
内

自
治

体
と

連
携

し
た

県
産

木
材

利
用

の
提

案
（
枚

方
市

・
四

万
十

市
、

西
宮

市
・
梼

原
町

）
　

④
発

注
案

件
へ

の
土

佐
材

の
採

用
実

績
1
件

（
枚

方
市

）
、

採
用

予
定

1
件

（
枚

方
市

）
　

⑤
プ

ロ
ユ

ー
ザ

ー
と

県
内

の
木

材
関

係
事

業
者

等
と

の
関

係
構

築
に

向
け

た
取

り
組

み
　

・
産

地
モ

ニ
タ

ー
ツ

ア
ー

　
3
回

（
R

4
～

R
5
累

計
）

　
・
大

阪
で

の
土

佐
材

セ
ミ

ナ
ー

等
　

6
回

（
R

4
～

R
6
累

計
）

　
⑥

木
造

建
築

関
連

イ
ベ

ン
ト

等
へ

の
出

展
　

・
ア

ジ
ア

太
平

洋
ト

レ
ー

ド
セ

ン
タ

ー
で

の
常

設
展

示
（
R

4
 開

設
、

R
5
 入

れ
替

え
、

R
6
 入

れ
替

え
）

　
・
内

装
関

連
製

品
展

示
会

　
１

回
（
R

4
）

　
・
非

住
宅

木
造

建
築

フ
ェ

ア
出

展
　

3
回

（
R

4
～

R
6
累

計
）

３
　

非
住

宅
建

築
向

け
の

構
造

材
や

内
装

材
等

の
需

要
拡

大
の

推
進

・
需

要
拡

大
が

期
待

さ
れ

る
都

市
部

の
非

住
宅

建
築

物
の

木
造

化
・
木

質
化

や
、

内
装

空
間

へ
の

木
材

利
用

を
増

や
す

た
め

の
、

産
地

商
談

会
や

関
西

圏
で

の
セ

ミ
ナ

ー
開

催
等

の
取

り
組

み
強

化
が

必
要

・
大

阪
・
関

西
万

博
の

特
需

が
一

段
落

し
た

こ
と

か
ら

、
新

た
な

需
要

先
と

な
り

つ
つ

あ
る

友
好

・
姉

妹
都

市
関

係
に

あ
る

自
治

体
へ

の
営

業
活

動
が

引
き

続
き

重
要

３
　

非
住

宅
建

築
向

け
の

構
造

材
や

内
装

材
等

の
需

要
拡

大
の

推
進

　
①

室
内

空
間

へ
の

土
佐

材
利

用
事

例
を

活
用

し
た

提
案

と
建

築
士

や
デ

ザ
イ

ナ
ー

等
と

の
製

品
開

発
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
消

費
地

に
お

け
る

室
内

空
間

へ
の

土
佐

材
利

用
事

例
を

活
用

し
た

土
佐

材
利

用
の

提
案

と
プ

ロ
ユ

ー
ザ

ー
と

の
製

品
開

発
　

②
友

好
・
姉

妹
都

市
関

係
に

あ
る

自
治

体
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

の
強

化
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
関

西
駐

在
員

と
連

携
し

た
友

好
・
姉

妹
都

市
関

係
に

あ
る

県
外

自
治

体
へ

の
営

業
活

動
の

強
化

　
③

万
博

で
つ

な
が

っ
た

非
住

宅
建

築
向

け
構

造
材

の
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
を

活
用

し
た

供
給

・
提

案
体

制
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

　
④

関
西

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

と
さ

と
さ

の
活

用
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
関

西
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
と

さ
と

さ
催

事
ス

ペ
ー

ス
を

活
用

し
た

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

に
よ

る
土

佐
材

の
P

R

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
2
＞

参
照

（
P

1
2
0
）

林
業

【
戦

略
】
　

関
西

圏
の

パ
ー

ト
ナ

ー
（
卸

売
事

業
者

、
量

販
店

、
飲

食
店

等
）
と

の
連

携
強

化
に

よ
る

外
商

拡
大

関
西

圏
（
三

重
県

を
含

む
）
へ

の
土

佐
材

出
荷

量
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

四
半

期
毎

の
主

要
な

製
材

事
業

者
等

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
と

、
製

材
統

計
（
国

統
計

：
月

次
）
の

値
か

ら
進

捗
状

況
を

確
認

2
.0

万
㎥

（
R

4
）

※
年

間
推

計
値

2
.3

万
㎥

（
R

5
）

※
年

間
推

計
値

3
.1

万
㎥

（
R

9
）

県
産

木
材

製
品

110



N
o
.

分
野

戦
略

の
柱

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

重
点

品
目

連
携

す
る

パ
ー

ト
ナ

ー
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

と
成

果
課

題
取

り
組

み
内

容
（
R

6
～

R
9
）

分
野

≪
連
携
テ
ー
マ
≫
関
西
圏
との
経
済
連
携
の
強
化

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

外
商
拡
大
プ
ロ
ジ
ェク
ト

【戦
略
】　
関
西
圏
の
パ
ー
トナ
ー
（
卸
売
事
業
者
、量
販
店
、飲
食
店
等
）
との
連
携
強
化
に
よ
る
外
商
拡
大

1
2

商
工

業
【
戦

略
】
　

関
西

圏
の

パ
ー

ト
ナ

ー
（
卸

売
事

業
者

、
量

販
店

、
飲

食
店

等
）
と

の
連

携
強

化
に

よ
る

外
商

拡
大

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

が
支

援
す

る
企

業
の

関
西

圏
で

の
売

上
高

（
年

間
）

定
期

的
（
年

4
回

：
9
月

、
1
2
月

、
2

月
、

3
月

）
に

外
商

サ
ポ

ー
ト

対
象

企
業

に
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
の

支
援

に
よ

る
成

約
額

の
確

認
を

行
う

2
3
7
億

円
（
R

4
）

2
2
2
億

円
（
R

5
）

2
7
4
億

円
（
R

9
）

―
【
関

西
】

○
商

社
【
県

内
】

○
も

の
づ

く
り

企
業

１
　

商
社

や
包

括
協

定
企

業
と

連
携

し
た

外
商

活
動

の
強

化
　

・
大

阪
・
関

西
万

博
と

連
携

し
た

大
規

模
見

本
市

等
へ

の
出

展
及

び
展

示
商

談
会

の
開

催
　

見
本

市
：
2
7
回

延
べ

1
2
5
社

出
展

、
　

　
　

　
　

　
商

談
2
,7

7
3
件

(R
3
～

R
5
）

　
展

示
商

談
会

：
1
4
回

延
べ

1
0
7
社

出
展

、
　

　
　

　
　

　
　

　
　

商
談

9
7
5
件

（
R

3
～

R
5
）

・
防

災
関

連
製

品
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

や
製

造
業

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
に

よ
る

情
報

発
信

　
防

災
関

連
製

品
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

P
V

数
　

1
7
0
,1

9
9
P

V
(R

3
～

R
5
)

１
　

商
社

や
包

括
協

定
企

業
と

連
携

し
た

外
商

活
動

の
強

化
　

・
見

本
市

等
で

得
た

顧
客

候
補

と
の

接
点

を
生

か
し

、
よ

り
成

約
率

を
高

め
る

た
め

に
は

各
企

業
の

営
業

力
強

化
が

必
要

　
・
防

災
分

野
で

重
要

な
要

素
で

あ
る

工
法

の
外

商
支

援
を

強
化

す
る

た
め

、
専

門
知

識
の

あ
る

人
材

が
必

要
　

・
外

商
サ

ポ
ー

ト
を

通
じ

て
得

た
マ

ー
ケ

ッ
ト

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

、
製

品
開

発
を

促
進

す
る

取
り

組
み

が
必

要

２
　

技
術

の
外

商
サ

ポ
ー

ト
に

よ
る

受
注

拡
大

　
・
発

注
案

件
の

有
無

は
発

注
企

業
の

タ
イ

ミ
ン

グ
に

大
き

く
左

右
さ

れ
る

た
め

、
よ

り
成

約
件

数
を

増
や

す
に

は
発

注
案

件
を

随
時

受
け

つ
け

る
仕

組
み

が
必

要
　

・
更

な
る

発
注

案
件

の
開

拓
に

は
こ

れ
ま

で
と

は
違

っ
た

ア
プ

ロ
ー

チ
が

必
要

１
　

企
業

の
営

業
力

強
化

　
①

企
業

の
営

業
力

強
化

の
た

め
の

取
り

組
み

を
支

援
　

　
・
企

業
の

営
業

力
強

化
の

た
め

の
助

成
メ

ニ
ュ

ー
に

よ
る

支
援

（
営

業
拠

点
の

設
置

や
営

業
代

行
の

利
用

な
ど

）
【
R

6
～

R
9
】

２
　

工
法

の
外

商
促

進
　

①
土

木
や

工
法

に
精

通
す

る
専

門
家

の
配

置
に

よ
る

外
商

支
援

の
強

化
　

　
ア

　
工

法
の

外
商

を
促

進
す

る
た

め
、

土
木

・
工

法
に

精
通

す
る

専
門

家
を

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

の
大

阪
営

業
本

部
に

配
置

【
R

6
～

R
9
】

  
  
　

　
　

・
土

木
技

術
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

活
動

日
数

や
訪

問
先

を
拡

大
し

、
工

法
分

野
へ

の
支

援
体

制
を

強
化

【
R

7
】

３
　

外
商

サ
ポ

ー
ト

強
化

に
よ

る
販

路
拡

大
　

①
さ

ら
な

る
成

約
額

増
に

向
け

た
製

品
開

発
の

促
進

に
よ

る
見

本
市

の
活

性
化

　
　

・
新

規
開

発
製

品
を

見
本

市
や

ミ
ニ

展
示

商
談

会
、

現
地

視
察

商
談

会
に

優
先

的
に

展
示

す
る

こ
と

で
、

成
約

件
数

の
増

加
と

高
知

県
ブ

ー
ス

の
活

性
化

を
図

る
【
R

6
～

R
9
】

　
 ②

大
手

企
業

に
幅

広
い

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
持

つ
N

P
O

法
人

と
の

連
携

分
野

に
つ

い
て

、
技

術
の

外
商

分
野

に
加

え
て

、
防

災
関

連
製

品
を

は
じ

め
と

す
る

各
種

製
品

に
拡

大
【
R

7
】

 　
③

「
と

さ
と

さ
」
を

活
用

し
た

伝
統

的
工

芸
品

、
海

洋
深

層
水

な
ど

の
販

売
促

進
【
R

7
】

４
　

技
術

の
外

商
サ

ポ
ー

ト
に

よ
る

発
注

拡
大

　
①

新
た

な
顧

客
と

の
商

談
機

会
の

創
出

　
　

・
大

手
企

業
に

幅
広

い
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

持
つ

N
P

O
法

人
と

連
携

し
、

従
来

で
は

ア
プ

ロ
ー

チ
が

困
難

だ
っ

た
大

手
企

業
と

の
商

談
機

会
を

創
出

【
R

6
】

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
2
＞

参
照

（
P

1
2
0
）

1
3

【
関

西
】

○
商

社
○

自
治

体
【
県

内
】

○
も

の
づ

く
り

企
業

２
　

関
西

圏
の

自
治

体
等

と
連

携
し

た
防

災
関

連
製

品
・
技

術
の

認
知

度
向

上
・
関

西
圏

自
治

体
へ

の
高

知
県

防
災

関
連

製
品

・
技

術
の

P
R

 
　

R
4
年

5
月

の
知

事
ト

ッ
プ

セ
ー

ル
ス

を
き

っ
か

け
に

、
大

阪
府

と
連

携
し

た
府

内
市

町
村

へ
の

P
R

を
実

施
（
R

4
.1

0
)

  
関

西
圏

市
町

村
へ

の
訪

問
等

に
よ

る
防

災
製

品
紹

介
  
8
4
0
件

（
R

3
～

R
5
)

・
防

災
関

連
イ

ベ
ン

ト
等

へ
の

参
加

に
よ

る
自

主
防

災
組

織
等

へ
の

P
R

：
４

回
　

大
阪

府
泉

南
市

（
R

4
年

1
1
月

）
　

大
阪

府
狭

山
市

（
R

5
年

1
0
月

）
　

大
阪

府
千

早
赤

阪
村

（
R

5
年

1
1
月

）
　

大
阪

市
港

区
（
R

5
年

1
2
月

）

・
防

災
関

連
製

品
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

に
よ

る
情

報
発

信
（
再

掲
）

　
防

災
関

連
製

品
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

P
V

数
　

1
7
0
,1

9
9
P

V
(R

3
～

R
5
)

２
　

関
西

圏
の

自
治

体
等

と
連

携
し

た
防

災
関

連
製

品
・
技

術
の

認
知

度
向

上
　

・
防

災
分

野
で

重
要

な
要

素
で

あ
る

工
法

の
外

商
支

援
を

強
化

す
る

た
め

、
専

門
知

識
の

あ
る

人
材

が
必

要
（
再

掲
）

　
・
自

治
体

及
び

大
企

業
等

へ
の

P
R

を
行

っ
た

が
、

防
災

備
蓄

は
、

一
定

完
了

し
て

い
る

企
業

・
団

体
が

多
い

１
　

防
災

商
社

や
自

治
体

と
の

連
携

強
化

　
①

防
災

関
連

製
品

の
更

新
時

期
を

捉
え

た
販

路
開

拓
の

強
化

　
　

・
整

備
済

の
企

業
・
自

治
体

な
ど

の
更

新
需

要
を

狙
っ

た
営

業
活

動
を

行
う

ほ
か

、
こ

れ
ま

で
ア

プ
ロ

ー
チ

で
き

て
い

な
い

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

た
百

貨
店

オ
ン

ラ
イ

ン
シ

ョ
ッ

プ
の

活
用

を
行

う
【
R

6
～

R
9
】

２
　

工
法

の
外

商
促

進
　

①
土

木
や

工
法

に
精

通
す

る
専

門
家

の
配

置
に

よ
る

外
商

支
援

の
強

化
　

　
ア

　
工

法
の

外
商

を
促

進
す

る
た

め
、

土
木

・
工

法
に

精
通

す
る

専
門

家
を

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

の
大

阪
営

業
本

部
に

配
置

【
R

6
～

R
9
】
（
再

掲
）

　
  
　

　
・
土

木
技

術
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

活
動

日
数

や
訪

問
先

を
拡

大
し

、
工

法
分

野
へ

の
支

援
体

制
を

強
化

【
R

7
】
（
再

掲
）

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
2
＞

参
照

（
P

1
2
0
）

111



N
o
.

戦
略

の
柱

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

連
携

す
る

パ
ー

ト
ナ

ー
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

と
成

果
課

題
取

り
組

み
内

容
（
R

6
～

R
9
）

1
【
関

西
】

○
大

阪
観

光
局

　
○

関
西

エ
ア

ポ
ー

ト 【
県

内
】

○
観

光
関

係
事

業
者

１
　

国
外

に
向

け
た

セ
ー

ル
ス

＆
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
　

ン
（
再

掲
）

　
①

大
阪

観
光

局
と

の
共

同
で

の
取

り
組

み
　

　
・
大

阪
観

光
局

の
観

光
P

R
サ

イ
ト

へ
の

高
知

　
　

 県
観

光
情

報
の

掲
載

（
R

5
～

R
6
）

　
　

・
海

外
旅

行
博

覧
会

等
で

の
共

同
プ

ロ
モ

ー
　

 　
シ

ョ
ン

（
R

5
～

R
6
）

　
②

関
西

を
起

点
と

し
た

ド
ラ

イ
ブ

旅
行

の
プ

ロ
　

　
モ

ー
シ

ョ
ン

　
　

・
周

遊
動

画
や

ド
ラ

イ
ブ

マ
ッ

プ
の

作
成

(R
5
)

　
　

・
O

T
A

で
の

情
報

発
信

（
R

5
）

２
　

国
内

に
向

け
た

セ
ー

ル
ス

＆
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
　

ン
（
再

掲
）

　
①

高
知

県
フ

ェ
ア

等
の

開
催

　
　

・
大

阪
モ

ノ
レ

ー
ル

と
連

携
し

た
高

知
県

フ
ェ

  
  
  
ア

の
開

催

１
　

高
知

の
観

光
情

報
発

信
の

更
な

る
強

化
（
再

掲
）

  
①

大
阪

観
光

局
等

と
連

携
し

た
情

報
発

信
　

②
関

西
－

高
知

間
の

ル
ー

ト
上

の
観

光
地

と
の

  
  
 連

携

１
　

国
内

外
に

向
け

た
観

光
地

・
高

知
の

セ
ー

ル
ス

＆
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
【
R

6
～

R
9
】

《
観

光
分

野
》

（
１

）
（
再

掲
）
「
極

上
の

田
舎

、
高

知
。

」
を

コ
ン

セ
プ

ト
と

し
た

観
光

地
域

づ
く
り

＆
セ

ー
ル

ス
・
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

（
２

）
（
再

掲
）
関

西
を

起
点

と
す

る
外

国
人

観
光

客
の

誘
客

を
推

進

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
3
＞

参
照

（
P

1
2
1
）

2
【
関

西
】

○
日

本
博

覧
会

協
会 【
県

内
】

○
市

町
村

○
よ

さ
こ

い
祭

振
興

会
○

街
路

市
事

業
者

団
体

○
地

産
外

商
公

社

３
　

大
阪

・
関

西
万

博
へ

の
催

事
参

加
（
再

掲
）

　
①

よ
さ

こ
い

鳴
子

踊
り

の
自

治
体

参
加

催
事

へ
　

　
の

企
画

案
提

出
、

実
施

内
定

（
R

5
）

４
　

万
博

会
場

を
活

用
し

た
効

果
的

な
情

報
発

信
の

推
進

　
①

自
治

体
の

万
博

へ
の

参
加

に
向

け
た

ト
ッ

プ
セ

ー
ル

ス
の

実
施

　
　

 ⇒
自

治
体

が
積

極
的

に
参

画
で

き
る

仕
組

み
が

具
体

化
  
②

催
事

等
へ

の
参

加
に

よ
る

観
光

や
文

化
の

情
報

発
信

の
検

討
 　

 ⇒
よ

さ
こ

い
鳴

子
踊

り
の

自
治

体
参

加
催

事
へ

の
企

画
案

提
出

、
実

施
内

定
（
R

5
）
（
再

掲
）

　
　

⇒
県

内
全

市
町

村
が

参
画

の
意

思
を

確
認

（
R

6
）
　

  
③

国
等

と
連

携
し

た
万

博
へ

の
出

展
に

よ
る

本
県

の
先

進
的

な
取

り
組

み
の

発
信

　
 ⇒

「
地

方
創

生
S
D

G
sフ

ェ
ス

」
へ

、
Io

P
等

の
農

業
に

関
す

る
展

示
で

の
出

展
決

定
（
R

6
）

　
 ⇒

「
外

食
産

業
協

会
パ

ビ
リ

オ
ン

」
へ

、
本

県
の

食
文

化
の

P
R

で
出

展
決

定
（
R

6
）

２
　

大
阪

・
関

西
万

博
に

対
す

る
催

事
へ

の
参

画
（
再

掲
）

　
①

大
阪

・
関

西
万

博
来

場
者

へ
の

高
知

県
の

魅
力

　
　

 の
発

信

３
　

万
博

会
場

を
活

用
し

た
効

果
的

な
情

報
発

信
の

推
進 　

①
万

博
を

活
用

し
た

効
果

的
な

取
り

組
み

を
展

開
す

る
た

め
に

、
万

博
会

場
で

の
取

り
組

み
や

関
西

で
実

施
す

る
各

分
野

の
取

り
組

み
を

連
動

さ
せ

る
こ

と
が

必
要

２
　

万
博

を
活

用
し

た
効

果
的

な
情

報
発

信
【
R

6
～

R
7
】

《
全

般
》

（
１

）
万

博
事

務
局

と
の

連
携

強
化

や
全

国
知

事
会

等
か

ら
の

継
続

的
な

情
報

収
集

（
２

）
万

博
会

場
で

の
イ

ベ
ン

ト
等

と
関

西
圏

に
お

け
る

各
分

野
の

取
り

組
み

を
連

動
さ

せ
、

一
体

的
に

実
施

す
る

こ
と

で
効

果
的

な
プ

ロ
　

　
モ

ー
シ

ョ
ン

を
推

進
（
３

）
万

博
会

場
に

お
け

る
本

県
Ｐ

Ｒ
の

取
り

組
み

　
　

①
国

等
と

連
携

し
た

万
博

へ
の

出
展

に
よ

る
本

県
の

先
進

的
な

取
り

組
み

の
発

信
　

　
　

・
本

県
食

文
化

の
発

信
　

　
　

・
「
日

本
み

ど
り

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
主

催
催

事
と

の
連

携
　

　
　

・
本

県
の

農
業

の
魅

力
発

信
　

　
②

大
阪

・
関

西
万

博
の

自
治

体
参

加
催

事
に

お
い

て
、

よ
さ

こ
い

の
演

舞
や

街
路

市
を

通
じ

た
高

知
の

魅
力

を
発

信
（
再

掲
）

　
　

　
・
高

知
県

主
催

催
事

（
４

）
万

博
関

連
イ

ベ
ン

ト
で

の
県

産
品

や
観

光
情

報
、

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

の
Ｐ

Ｒ
　

　
 ・

万
博

カ
ウ

ン
ト

ダ
ウ

ン
イ

ベ
ン

ト
へ

の
出

展
　

　
 ・

大
阪

モ
ノ

レ
ー

ル
と

連
携

し
た

万
博

関
連

イ
ベ

ン
ト

の
開

催

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
3
＞

参
照

（
P

1
2
1
）

分
野

≪
連
携
テ
ー
マ
≫
関
西
圏
との
経
済
連
携
の
強
化

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

万
博
・Ｉ
Ｒ
連
携
プ
ロ
ジ
ェク
ト

【戦
略
１
】　
関
西
圏
を
訪
れ
た
国
内
外
の
観
光
客
に
高
知
の
魅
力
を
訴
求
し誘
客

【戦
略
２
】　
万
博
中
の
需
要
拡
大
や
万
博
後
を
見
据
え
た
外
商
活
動
等
の
強
化

【
戦

略
１

】
　

関
西

圏
を

訪
れ

た
国

内
外

の
観

光
客

に
高

知
の

魅
力

を
訴

求
し

誘
客

―
―

―
―
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N
o
.

戦
略

の
柱

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

連
携

す
る

パ
ー

ト
ナ

ー
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

と
成

果
課

題
取

り
組

み
内

容
（
R

6
～

R
9
）

分
野

≪
連
携
テ
ー
マ
≫
関
西
圏
との
経
済
連
携
の
強
化

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

万
博
・Ｉ
Ｒ
連
携
プ
ロ
ジ
ェク
ト

【戦
略
１
】　
関
西
圏
を
訪
れ
た
国
内
外
の
観
光
客
に
高
知
の
魅
力
を
訴
求
し誘
客

【戦
略
２
】　
万
博
中
の
需
要
拡
大
や
万
博
後
を
見
据
え
た
外
商
活
動
等
の
強
化

3
【
関

西
】

○
高

知
家

の
魚

応
援

の
店

○
そ

の
他

高
知

県
ゆ

か
り

の
飲

食
店

等 【
県

内
】

○
食

品
関

係
事

業
者 ○

応
援

の
店

制
度

参
画

事
業

者

１
　

 関
西

圏
の

パ
ー

ト
ナ

ー
と

連
携

し
た

県
産

食
材

等
の

外
商

拡
大

①
「
高

知
家

の
魚

応
援

の
店

」
と

の
関

係
強

化
に

よ
る

水
産

物
の

販
売

拡
大

（
再

掲
）

・
産

地
見

学
会

・
産

地
招

へ
い

等
、

営
業

活
動

の
実

施
　

産
地

見
学

会
 R

3
:7

店
舗

（
ｵ

ﾝ
ﾗ
ｲ
ﾝ
）
、

R
4
:2

6
店

舗
、

　
R

5
:2

5
店

舗
　

産
地

招
へ

い
 R

4
:2

事
業

者
、

R
5
:3

事
業

者

１
　

関
西

圏
の

パ
ー

ト
ナ

ー
と

連
携

し
た

県
産

食
材

等
の

外
商

拡
大

①
 「

高
知

家
の

魚
応

援
の

店
」
と

の
関

係
強

化
に

よ
る

水
産

物
の

販
売

拡
大

（
再

掲
）

・
さ

ら
な

る
取

引
拡

大
に

向
け

た
販

路
の

開
拓

が
必

要
・
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
効

率
的

な
商

談
の

開
催

１
　

関
西

圏
の

パ
ー

ト
ナ

ー
と

連
携

し
た

県
産

食
材

等
の

外
商

拡
大

（
１

）
高

知
県

ゆ
か

り
の

飲
食

店
等

と
の

連
携

強
化

に
よ

る
外

商
拡

大
《
水

産
業

分
野

》
　

　
①

（
再

掲
）
県

内
参

画
事

業
者

の
取

引
拡

大
に

つ
な

が
る

商
談

機
会

の
創

出
　

　
　

・
取

引
額

の
さ

ら
な

る
増

加
に

向
け

た
チ

ェ
ー

ン
店

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

　
　

　
・
商

談
の

成
約

率
向

上
、

取
引

拡
大

を
目

指
し

た
営

業
力

強
化

研
修

の
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
3
＞

参
照

（
P

1
2
1
）

4
【
関

西
】

○
飲

食
店

○
卸

売
事

業
者

○
包

括
協

定
企

業
【
県

内
】

○
地

産
外

商
公

社
○

食
品

事
業

者
○

卸
売

事
業

者
○

地
域

商
社

２
　

飲
食

店
等

へ
の

外
商

活
動

・
大

規
模

展
示

商
談

会
へ

の
出

展
機

会
の

拡
大

(再
掲

)【
R

3
～

R
6
】

　
　

⇒
大

規
模

展
示

会
へ

の
出

展
　

　
　

2
件

　
県

内
事

業
者

2
4
社

(R
3
)

　
　

　
2
件

　
県

内
事

業
者

3
6
社

(R
4
)

　
　

　
2
件

　
県

内
事

業
者

4
4
社

(R
5
)

　
　

　
4
件

　
県

内
事

業
者

6
7
社

(R
6
)　

・
小

売
店

、
量

販
店

、
卸

と
の

商
談

機
会

の
拡

大
(再

掲
)【

R
3
～

R
6
】

　
　

⇒
業

界
別

商
談

機
会

の
実

施
　

　
　

5
件

 県
内

事
業

者
5
2
社

(R
3
)

　
　

　
5
件

　
県

内
事

業
者

3
7
社

(R
4
)

　
　

  
9
件

　
県

内
事

業
者

1
1
1
社

(R
4
)

　
　

　
1
1
件

　
県

内
事

業
者

1
7
6
社

(R
6
)

・
関

西
大

手
グ

ル
ー

プ
企

業
と

連
携

し
た

フ
ェ

ア
等

の
開

催
【
R

5
～

R
6
】

　
　

⇒
近

鉄
グ

ル
ー

プ
H

D
と

連
携

し
期

間
限

定
店

舗
を

は
じ

め
各

種
フ

ェ
ア

を
実

施
　

  
⇒

量
販

店
、

飲
食

店
、

ホ
テ

ル
等

で
の

高
知

　
　

　
 フ

ェ
ア

の
開

催
（
4
2
店

舗
（
R

6
）
）
）

・
関

西
版

県
産

品
商

談
会

の
開

催
や

産
地

視
察

の
実

施
（
再

掲
）
【
R

5
～

R
6
】

２
　

飲
食

店
等

へ
の

外
商

活
動

の
強

化

　
社

会
経

済
活

動
の

正
常

化
や

、
万

博
を

契
機

と
し

た
需

要
の

高
ま

り
に

よ
り

、
多

く
の

取
引

量
が

期
待

さ
れ

る
飲

食
店

グ
ル

ー
プ

等
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

の
強

化
が

必
要

（
２

）
飲

食
店

等
へ

の
営

業
活

動
の

強
化

《
加

工
食

品
分

野
》

　
　

①
（
再

掲
）
飲

食
店

チ
ェ

ー
ン

・
ホ

テ
ル

グ
ル

ー
プ

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

　
　

　
・
飲

食
店

バ
イ

ヤ
ー

や
シ

ェ
フ

等
向

け
の

産
地

視
察

型
商

談
会

の
開

催
　

　
　

・
県

事
業

（
水

産
振

興
部

、
農

業
振

興
部

の
委

託
事

業
な

ど
）
と

連
携

し
た

営
業

活
動

の
実

施
　

　
②

（
再

掲
）
飲

食
店

の
横

の
つ

な
が

り
を

生
か

し
た

営
業

活
動

の
強

化
　

　
　

　
・
大

手
酒

類
メ

ー
カ

ー
顧

客
へ

の
営

業
活

動
や

顧
客

向
け

商
談

会
の

実
施

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
3
＞

参
照

（
P

1
2
1
）

5
【
関

西
】

○
卸

売
市

場
関

係
者 【
県

内
】

○
水

産
関

係
事

業
者

３
　

卸
売

事
業

者
と

の
連

携
に

よ
る

外
商

拡
大

《
水

産
業

分
野

》
・
関

西
圏

の
量

販
店

等
で

の
高

知
フ

ェ
ア

の
　

開
催

（
再

掲
）

　
　

⇒
高

知
フ

ェ
ア

の
回

数
 R

3
:3

1
回

 R
4
:1

4
回

 
R

5
:1

0
回

３
　

卸
売

事
業

者
と

の
連

携
に

よ
る

外
商

拡
大

《
水

産
業

分
野

》
　

こ
れ

ま
で

培
っ

た
関

係
性

の
更

な
る

強
化

（
再

掲
）

（
３

）
卸

売
事

業
者

や
量

販
店

と
の

連
携

に
よ

る
県

産
品

の
Ｐ

Ｒ
と

販
売

拡
大

《
水

産
業

分
野

》
　

①
（
再

掲
）
卸

売
市

場
関

係
者

と
の

関
係

を
活

用
し

、
取

引
先

で
の

定
番

化
を

推
進

　
　

・
継

続
取

引
か

ら
定

番
取

引
に

つ
な

が
る

よ
う

な
継

続
的

な
営

業
【
R

6
】

　
②

（
再

掲
）
農

水
連

携
に

よ
る

量
販

店
で

の
販

売
拡

大
　

　
・
農

水
連

携
フ

ェ
ア

を
活

用
し

た
ク

ロ
ス

マ
ー

チ
ャ

ン
タ

イ
ズ

の
実

施
【
R

6
】

　
③

（
再

掲
）
消

費
地

市
場

関
係

者
と

の
更

な
る

関
係

性
の

強
化

 　
 ・

消
費

地
市

場
関

係
者

と
県

内
産

地
買

受
人

等
の

意
見

交
換

会
の

開
催

に
よ

る
関

係
強

化
【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
3
＞

参
照

（
P

1
2
1
）

6
【
関

西
】

○
量

販
店

○
飲

食
店

○
卸

売
事

業
者

○
産

業
給

食
事

業
者 【
県

内
】

○
地

産
外

商
公

社
○

食
品

事
業

者
○

卸
売

事
業

者
○

地
域

商
社

○
金

融
機

関

《
加

工
食

品
分

野
》

・
卸

売
事

業
者

主
催

の
展

示
商

談
会

へ
の

出
展

に
よ

る
外

商
拡

大
（
再

掲
）
【
R

3
～

R
6
】

　
　

⇒
展

示
会

へ
の

参
加

　
　

　
　

3
社

4
件

　
　

県
内

事
業

者
4
6
社

(R
3
)

　
　

　
　

5
社

1
2
件

　
県

内
事

業
者

8
6
社

(R
4
)

　
　

　
　

6
社

1
2
件

  
県

内
事

業
者

7
7
社

（
R

5
）

　
　

　
　

8
社

1
4
件

　
県

内
事

業
者

1
1
2
社

（
R

6
）

・
卸

売
事

業
者

と
連

携
し

た
外

商
拡

大
の

強
化

（
再

掲
）
【
R

3
～

R
６

】
　

　
⇒

社
内

商
談

会
へ

の
参

加
　

　
　

　
2
社

4
件

　
県

内
事

業
者

4
社

(R
3
)

　
　

　
　

2
社

5
件

　
県

内
事

業
者

9
社

(R
4
)

　
　

  
  
 1

社
1
件

  
県

内
事

業
者

1
社

(R
5
)

　
　

　
　

１
社

1
件

　
県

内
事

業
者

２
社

（
R

6
）

《
加

工
食

品
分

野
》

　
多

く
の

取
引

先
を

有
し

て
い

る
卸

売
事

業
者

を
通

じ
た

商
流

が
中

心
で

あ
り

、
卸

売
事

業
者

と
の

関
係

性
を

強
化

し
て

い
く
こ

と
が

必
要

（
再

掲
）

　
中

小
・
業

務
用

卸
売

事
業

者
へ

の
継

続
的

な
営

業
を

行
い

つ
つ

あ
る

が
、

そ
の

顧
客

に
対

す
る

直
接

的
な

対
応

が
必

要
（
再

掲
）

《
加

工
食

品
分

野
》

　
　

①
（
再

掲
）
大

手
卸

売
事

業
者

が
主

催
す

る
社

内
商

談
会

等
へ

の
参

加
に

よ
る

営
業

活
動

の
強

化
　

　
　

・
大

手
卸

売
事

業
者

の
社

内
勉

強
会

へ
の

参
加

に
よ

る
営

業
担

当
者

へ
の

高
知

県
産

品
の

紹
介

　
　

　
・
大

手
卸

売
事

業
者

主
催

の
展

示
商

談
会

へ
の

出
展

　
　

　
・
大

手
卸

売
事

業
者

と
そ

の
顧

客
（
量

販
店

等
）
と

連
携

し
た

取
り

組
み

の
実

施
　

　
　

・
大

手
卸

売
事

業
者

顧
客

向
け

の
産

地
視

察
型

商
談

会
の

開
催

　
　

②
（
再

掲
）
中

小
卸

売
事

業
者

、
業

務
用

卸
売

事
業

者
へ

の
営

業
活

動
の

強
化

　
　

　
・
中

小
卸

売
事

業
者

、
業

務
用

卸
売

事
業

者
顧

客
向

け
の

産
地

視
察

型
商

談
会

の
開

催
　

　
　

・
卸

売
事

業
者

主
催

の
展

示
商

談
会

へ
の

出
展

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
3
＞

参
照

（
P

1
2
1
）

【
戦

略
２

】
　

万
博

中
の

需
要

拡
大

と
万

博
後

を
見

据
え

た
外

商
活

動
等

の
強

化

―
―

―
―
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N
o
.

戦
略

の
柱

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

連
携

す
る

パ
ー

ト
ナ

ー
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

と
成

果
課

題
取

り
組

み
内

容
（
R

6
～

R
9
）

分
野

≪
連
携
テ
ー
マ
≫
関
西
圏
との
経
済
連
携
の
強
化

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

万
博
・Ｉ
Ｒ
連
携
プ
ロ
ジ
ェク
ト

【戦
略
１
】　
関
西
圏
を
訪
れ
た
国
内
外
の
観
光
客
に
高
知
の
魅
力
を
訴
求
し誘
客

【戦
略
２
】　
万
博
中
の
需
要
拡
大
や
万
博
後
を
見
据
え
た
外
商
活
動
等
の
強
化

7
【
戦

略
２

】
　

万
博

中
の

需
要

拡
大

と
万

博
後

を
見

据
え

た
外

商
活

動
等

の
強

化

―
―

―
―

【
県

内
】

○
食

品
関

係
事

業
者 ○

J
E
T
R

O

４
　

売
れ

る
商

品
づ

く
り

の
促

進
・
食

の
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

に
お

け
る

関
西

圏
に

精
通

し
た

専
門

家
に

よ
る

ワ
ー

キ
ン

グ
の

開
催

　
 ⇒

ワ
ー

キ
ン

グ
参

加
　

1
7
社

 3
1
商

品
（
R

3
～

R
5

累
計

）
・
輸

出
に

対
応

で
き

る
商

品
づ

く
り

へ
の

支
援

　
 ⇒

支
援

企
業

数
　

5
社

 9
商

品
（
R

3
～

R
5
累

計
）

・
食

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ベ
ー

ス
を

活
用

し
た

商
品

開
発

・
改

良
　

 ⇒
参

画
事

業
者

数
　

3
0
7
事

業
者

４
　

多
様

な
食

文
化

に
対

応
し

た
商

品
開

発
の

促
進

　
　

多
様

化
す

る
消

費
者

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

付
加

価
値

の
高

い
商

品
づ

く
り

と
、

出
口

（
販

路
）
に

直
結

し
た

商
品

づ
く
り

が
必

要

１
　

関
西

圏
の

パ
ー

ト
ナ

ー
と

連
携

し
た

県
産

食
材

等
の

外
商

拡
大

（
４

）
売

れ
る

商
品

づ
く
り

の
促

進
【
R

6
～

R
9
】

《
加

工
食

品
分

野
》

　
①

売
れ

る
商

品
の

開
発

・
改

良
　

　
 ・

 食
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ベ

ー
ス

を
活

用
し

た
商

品
開

発
・
改

良
　

　
 ・

 J
E
T
R

O
と

連
携

し
た

商
品

開
発

・
改

良

8
【
関

西
】

○
万

博
・
ＩＲ

実
施

主
体

○
万

博
・
ＩＲ

参
加

企
業

○
木

材
関

係
事

業
者 ○

木
材

団
体

【
県

内
】

○
木

材
関

係
事

業
者 ○

木
材

団
体

５
　

関
連

施
設

で
の

県
産

木
材

利
用

促
進

に
向

け
た

提
案

の
実

施
　

①
万

博
、

ＩＲ
の

実
施

主
体

や
参

加
企

業
等

へ
の

提
案

　
　

・
大

阪
府

建
築

士
会

　
情

報
交

換
会

へ
の

参
加

（
毎

月
定

例
）

　
　

※
万

博
関

連
施

設
に

係
る

取
り

組
み

状
況

等
の

情
報

確
認

　
②

木
材

製
品

の
需

要
に

対
す

る
県

内
供

給
体

制
の

構
築

　
　

・
県

外
集

成
材

・
C

L
T
メ

ー
カ

ー
等

に
向

け
た

ラ
ミ

ナ
等

の
輸

送
を

支
援

　
2
2
,2

2
2
m

3
（
R

4
．

1
1
月

～
R

6
累

計
）

　
　

・
万

博
関

連
施

設
で

の
集

成
材

・
C

L
T
の

使
用

状
況

、
進

捗
状

況
等

に
関

す
る

県
内

外
事

業
者

か
ら

の
情

報
収

集
（
随

時
）

　
③

万
博

関
連

イ
ベ

ン
ト

で
の

県
産

木
製

品
の

P
R

　
　

・
大

阪
・
関

西
万

博
開

催
支

援
イ

ベ
ン

ト
へ

の
出

展
　

8
回

（
R

4
～

R
6
累

計
、

非
住

宅
木

造
建

築
フ

ェ
ア

3
回

、
1
0
0
0
日

・
5
0
0
日

前
イ

ベ
ン

ト
2
回

、
A

T
C

に
ぎ

わ
い

展
3
回

）

５
　

関
連

施
設

で
の

県
産

木
材

利
用

促
進

に
向

け
た

提
案

の
実

施
　

①
関

西
の

関
係

団
体

や
協

定
企

業
等

か
ら

、
施

設
整

備
に

関
す

る
継

続
的

な
情

報
収

集
が

必
要

　
②

県
外

の
集

成
材

メ
ー

カ
ー

や
施

工
事

業
者

等
と

の
関

係
を

深
め

、
万

博
後

の
取

引
継

続
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
必

要
　

③
万

博
の

特
需

が
一

段
落

し
た

こ
と

か
ら

、
新

た
な

需
要

開
拓

が
必

要

２
　

非
住

宅
木

造
建

築
等

へ
の

土
佐

材
の

利
用

促
進

（
１

）
（
再

掲
）
万

博
で

つ
な

が
っ

た
非

住
宅

建
築

向
け

構
造

材
の

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

を
活

用
し

た
供

給
・
提

案
体

制
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
万

博
リ

ン
グ

等
の

土
佐

材
活

用
事

例
を

生
か

し
た

非
住

宅
木

造
建

築
へ

の
土

佐
材

の
利

用
促

進
や

木
製

品
の

P
R

　
　

・
大

阪
府

建
築

士
会

情
報

交
換

会
へ

の
参

加
（
毎

月
定

例
）
に

よ
る

継
続

的
な

万
博

・
IR

関
連

情
報

の
収

集
　

　
・
大

阪
・
関

西
万

博
開

催
支

援
イ

ベ
ン

ト
へ

の
出

展
に

よ
る

県
産

木
製

品
の

P
R

　
　

・
県

内
供

給
体

制
の

構
築

に
向

け
た

県
外

集
成

材
・
C

L
T
メ

ー
カ

ー
等

に
向

け
た

ラ
ミ

ナ
等

の
輸

送
の

支
援

（
～

R
6
）

　
　

・
万

博
・
ＩＲ

関
連

施
設

で
の

集
成

材
・
C

L
T
の

使
用

状
況

、
進

捗
状

況
等

に
関

す
る

県
外

事
業

者
か

ら
の

情
報

収
集

　
　

・
（
再

掲
）
消

費
地

に
お

け
る

室
内

空
間

へ
の

土
佐

材
利

用
事

例
を

活
用

し
た

土
佐

材
利

用
の

提
案

と
プ

ロ
ユ

ー
ザ

ー
と

の
製

品
開

発
　

　
・
（
再

掲
）
県

内
事

業
者

と
県

外
の

高
次

加
工

事
業

者
（
集

成
材

、
不

燃
処

理
等

）
と

の
連

携
に

よ
る

高
次

加
工

材
料

の
　

　
　

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

強
化

（
土

佐
材

の
集

成
材

等
へ

の
利

用
拡

大
）

　
　

・
（
再

掲
）
関

西
駐

在
員

と
連

携
し

た
非

住
宅

建
築

に
取

り
組

む
パ

ー
ト

ナ
ー

企
業

の
開

拓

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
3
＞

参
照

（
P

1
2
1
）

9
【
関

西
】

○
商

社
【
県

内
】

○
も

の
づ

く
り

企
業

６
　

関
連

施
設

の
整

備
に

お
け

る
県

内
企

業
の

技
術

の
活

用
　

・
大

阪
・
関

西
万

博
と

連
携

し
た

大
規

模
見

本
市

等
へ

の
出

展
及

び
展

示
商

談
会

の
開

催
（
再

掲
）

　
見

本
市

：
2
7
回

延
べ

1
2
5
社

出
展

、
　

　
　

　
　

　
商

談
2
,7

7
3
件

(R
3
～

R
5
）

　
展

示
商

談
会

：
1
4
回

延
べ

1
0
7
社

出
展

、
　

　
　

　
　

　
　

　
　

商
談

9
7
5
件

（
R

3
～

R
5
）

６
　

関
連

施
設

の
整

備
に

お
け

る
県

内
企

業
の

技
術

の
活

用
　

・
防

災
分

野
で

重
要

な
要

素
で

あ
る

工
法

の
外

商
支

援
を

強
化

す
る

た
め

、
専

門
知

識
の

あ
る

人
材

が
必

要
（
再

掲
）

３
　

工
法

の
外

商
促

進
（
１

）
土

木
や

工
法

に
精

通
す

る
専

門
家

の
配

置
に

よ
る

外
商

支
援

の
強

化
　

　
①

（
再

掲
）
工

法
の

外
商

を
促

進
す

る
た

め
、

土
木

・
工

法
に

精
通

す
る

専
門

家
を

産
業

振
興

セ
ン

タ
ー

の
大

阪
営

業
本

部
に

配
置

【
R

6
～

R
9
】

　
  
　

　
・
土

木
技

術
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

活
動

日
数

や
訪

問
先

を
拡

大
し

、
工

法
分

野
へ

の
支

援
体

制
を

強
化

【
R

7
】
（
再

掲
）

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
3
＞

参
照

（
P

1
2
1
）
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N
o
.

戦
略

の
柱

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

連
携

す
る

パ
ー

ト
ナ

ー
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

と
成

果
課

題
取

り
組

み
内

容
（
R

6
～

R
9
）

1
【
関

西
】

○
メ

デ
ィ

ア
【
県

内
】

○
メ

デ
ィ

ア
○

市
町

村

１
　

メ
デ

ィ
ア

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
に

よ
る

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

展
開

　
・
メ

デ
ィ

ア
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

情
報

発
信

の
強

化
　

　
⇒

メ
デ

ィ
ア

を
通

じ
た

露
出

　
3
7
9
件

１
　

メ
デ

ィ
ア

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
に

よ
る

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

展
開

　
・
メ

デ
ィ

ア
を

通
じ

た
露

出
拡

大
に

は
、

大
阪

事
務

所
と

関
西

メ
デ

ィ
ア

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
さ

ら
な

る
強

化
と

メ
デ

ィ
ア

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
情

報
提

供
が

必
要

　
・
効

果
的

な
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

な
げ

る
た

め
、

統
一

し
た

コ
ン

セ
プ

ト
に

基
づ

く
、

各
分

野
が

連
動

し
た

展
開

が
必

要

１
　

大
阪

・
関

西
万

博
を

活
用

し
た

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

展
開

　
①

プ
レ

ス
発

表
会

の
開

催
や

定
期

的
な

メ
デ

ィ
ア

訪
問

、
と

さ
の

み
せ

等
を

活
用

し
た

メ
デ

ィ
ア

と
の

情
報

交
換

会
を

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
　

 ・
関

西
メ

デ
ィ

ア
向

け
の

プ
レ

ス
発

表
会

を
実

施
　

 　
・
定

期
的

な
メ

デ
ィ

ア
訪

問
及

び
と

さ
の

み
せ

等
を

活
用

し
た

メ
デ

ィ
ア

と
の

情
報

交
換

会
を

実
施

　
 　

・
万

博
関

連
イ

ベ
ン

ト
等

話
題

を
集

め
ら

れ
る

タ
イ

ミ
ン

グ
を

捉
え

、
「
S
U

P
E
R

　
L
O

C
A

L
（
極

上
の

田
舎

）
　

高
知

」
の

魅
力

を
P

R
　

②
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
を

核
に

県
産

品
や

観
光

情
報

等
を

発
信

【
R

6
～

R
9
】

　
③

「
S
U

P
E
R

　
L
O

C
A

L
」
の

コ
ン

セ
プ

ト
を

活
用

し
、

各
分

野
の

取
り

組
み

を
連

動
さ

せ
た

効
果

的
な

P
R

を
実

施
【
R

7
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
4
＞

参
照

（
P

1
2
2
）

2
【
関

西
】

○
高

知
県

人
会

○
高

知
県

ゆ
か

り
の

関
西

圏
在

住
者 【
県

内
】

○
市

町
村

○
業

界
団

体
○

地
産

外
商

公
社 ○

食
品

事
業

者
○

卸
売

事
業

者
○

地
域

商
社

２
　

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

を
中

心
と

し
た

関
西

と
高

知
を

結
ぶ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
拡

充
　

・
関

西
圏

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

基
本

計
画

の
策

定
（
R

5
.3

月
）

　
・
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
「
S
U

P
E
R

 L
O

C
A

L
 S

H
O

P
 

と
さ

と
さ

」
開

設
（
R

6
.7

月
）

　
・
県

内
の

生
産

者
等

と
関

西
の

消
費

者
が

つ
な

が
る

仕
組

み
の

構
築

　
　

⇒
と

さ
と

さ
で

の
催

事
（
R

6
）

　
　

　
　

4
9
事

業
者

、
7
0
9
商

品
　

　
　

 K
IT

T
E
大

阪
で

の
イ

ベ
ン

ト
開

催
（
R

6
）

　
　

　
　

8
回

２
　

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

を
中

心
と

し
た

関
西

と
高

知
を

結
ぶ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
拡

充
　

・
内

市
町

村
や

事
業

者
、

本
県

ゆ
か

り
の

関
西

圏
在

住
者

な
ど

を
巻

き
込

む
仕

組
み

づ
く
り

が
必

要
　

・
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
の

効
果

的
な

活
用

が
必

要

２
　

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

を
中

心
と

し
た

関
西

と
高

知
を

結
ぶ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
拡

充
【
R

6
～

R
9
】

　
①

県
人

会
や

関
西

在
住

の
本

県
ゆ

か
り

の
方

々
を

中
心

と
し

た
「
オ

ー
ル

高
知

」
態

勢
の

さ
ら

な
る

拡
大

　
　

 ・
県

産
品

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
を

活
用

し
た

県
内

の
生

産
者

等
と

関
西

の
消

費
者

が
つ

な
が

る
仕

組
み

の
構

築
　

 　
・
県

人
会

等
の

関
西

在
住

の
本

県
ゆ

か
り

の
方

を
中

心
と

し
た

フ
ァ

ン
の

拡
大

　
 　

・
県

内
市

町
村

や
事

業
者

と
連

携
し

た
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

や
外

商
の

展
開

　
 　

・
県

内
メ

デ
ィ

ア
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
S
N

S
等

を
活

用
し

た
県

内
で

の
露

出
の

拡
大

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
4
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参
照

（
P

1
2
2
）

3
関

西
圏

か
ら

の
移

住
者

数
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

市
町

村
及

び
県

（
高

知
県

Ｕ
Ｉタ

ー
ン

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

）
の

実
績

を
毎

月
確

認

4
8
9
人

（
R

4
）

5
7
9
人

（
R

5
）

1
,2

0
0
人

（
R

9
）

4
関

西
圏

か
ら

の
移

住
者

の
う

ち
Ｕ

タ
ー

ン
者

数
（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

市
町

村
及

び
県

（
高

知
県

Ｕ
Ｉタ

ー
ン

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

）
の

実
績

を
毎

月
確

認

1
6
9
人

（
R

4
）

1
9
7
人

（
R

5
）

4
9
2
人

（
R

9
）

分
野

≪
連
携
テ
ー
マ
≫
関
西
圏
との
経
済
連
携
の
強
化

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

各
プ
ロ
ジ
ェク
ト
を
横
断
的
に
支
え
る
取
り組
み

【戦
略
１
】　
情
報
発
信
の
強
化
とネ
ット
ワ
ー
ク
の
拡
充

【戦
略
２
】　
関
西
圏
の
企
業
や
人
材
等
を
本
県
に
呼
び
込
む

【
戦

略
１

】
　

情
報

発
信

の
強

化
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
拡

充

―
―

―
―

【
戦

略
２

】
　

関
西

圏
の

企
業

や
人

材
等

を
本

県
に

呼
び

込
む

【
県

内
】

○
高

知
県

Ｕ
Ｉタ

ー
ン

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

○
市

町
村

１
　

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
を

活
用

し
た

新
た

　
　

な
移

住
関

心
層

の
獲

得
　

①
「
高

知
家

ゆ
る

県
民

倶
楽

部
」
の

P
R

と
会

員
　

　
へ

の
情

報
発

信
　

⇒
関

西
圏

の
会

員
数

2
,9

1
2
人

（
R

6
）

　
　

（
R

3
～

R
6
累

計
）
う

ち
関

西
圏

の
R

6
新

規
　

　
入

会
者

数
5
8
1
人

　
　

　
②

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
活

用
に

　
　

よ
る

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
の

強
化

　
⇒

県
の

関
連

サ
イ

ト
(観

光
等

)と
の

デ
ー

タ
　

　
連

携
3
サ

イ
ト

、
ダ

ッ
シ

ュ
ボ

ー
ド

運
用

開
始

　
　

（
R

6
）

　
③

S
N

S
や

位
置

情
報

な
ど

を
活

用
し

た
タ

ー
ゲ

　
　

テ
ィ

ン
グ

広
告

の
配

信
を

拡
大

　
⇒

関
西

圏
で

開
催

さ
れ

る
移

住
イ

ベ
ン

ト
等

へ
　

　
の

広
告

配
信

1
0
回

（
R

6
）

　
④

転
出

者
の

多
い

関
西

圏
で

の
相

談
会

開
催

　
⇒

高
知

暮
ら

し
フ

ェ
ア

（
大

阪
）

　
　

2
回

3
4
1
組

5
0
6
人

（
R

6
年

6
月

・
R

7
年

1
月

）
　

⇒
高

知
就

職
・
転

職
フ

ェ
ア

（
大

阪
）

　
　

2
回

1
2
1
組

1
2
1
人

（
R

6
年

6
月

・
1
2
月

）
　

⇒
セ

ン
タ

ー
主

催
イ

ベ
ン

ト
（
大

阪
）

　
　

2
回

7
7
組

1
0
6
人

（
R

6
）

　
⑤

新
規

相
談

者
の

大
幅

な
増

加
を

見
据

え
た

　
　

大
阪

窓
口

等
の

体
制

強
化

　
⇒

セ
ン

タ
ー

主
催

個
別

相
談

会
（
大

阪
）

　
　

3
0
回

6
8
組

6
9
人

（
R

6
）

　
⑥

若
年

人
口

増
加

に
向

け
た

新
た

な
移

住
　

　
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
展

開
　

⇒
U

Ｉタ
ー

ン
P

R
動

画
を

活
用

し
た

広
告

配
信

　
　

や
関

西
で

の
電

車
広

告
等

　
3
回

（
R

6
）

１
　

デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
を

活
用

し
た

新
た

な
　

　
移

住
関

心
層

の
獲

得
　

・
広

告
に

関
心

を
持

っ
た

若
年

層
を

相
談

に
誘

導
　

　
す

る
た

め
、

よ
り

身
近

な
高

知
の

情
報

の
発

信
　

　
や

、
高

知
の

人
と

の
接

点
を

作
る

こ
と

に
よ

り
、

　
　

Ｕ
Ｉタ

ー
ン

に
向

け
た

意
識

を
醸

成
し

て
い

く
こ

と
が

　
　

必
要

　
・
よ

り
多

く
の

若
者

に
関

心
を

持
っ

て
も

ら
う

た
め

　
　

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

継
続

・
拡

大
が

必
要

　
・
関

西
戦

略
に

お
け

る
大

阪
・
関

西
万

博
を

通
じ

た
　

　
本

県
の

P
R

機
会

の
拡

大
や

、
今

後
の

大
阪

窓
口

　
　

の
相

談
者

数
の

増
加

を
見

据
え

、
大

阪
で

の
　

　
取

り
組

み
強

化
が

必
要

１
　

若
者

の
定

着
・
増

加
に

向
け

た
移

住
促

進
【
R

6
～

R
9
】

　
①

高
知

の
身

近
な

情
報

発
信

や
、

高
知

の
人

と
の

接
点

づ
く
り

に
な

る
交

流
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

す
る

ア
ン

バ
サ

ダ
ー

制
度

を
導

入
　

②
自

分
ら

し
く
活

躍
す

る
県

内
の

若
者

の
動

画
を

活
用

し
た

移
住

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

通
年

実
施

に
拡

大
　

③
大

阪
窓

口
の

相
談

体
制

を
強

化
し

、
相

談
会

や
セ

ミ
ナ

ー
等

の
開

催
を

拡
大

　
④

東
京

で
実

施
す

る
市

町
村

出
張

相
談

会
を

大
阪

に
も

拡
大

し
、

市
町

村
の

相
談

機
会

を
充

実

　
⇒

　
別

図
＜
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N
o
.

戦
略

の
柱

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

連
携

す
る

パ
ー

ト
ナ

ー
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

と
成

果
課

題
取

り
組

み
内

容
（
R

6
～

R
9
）

分
野

≪
連
携
テ
ー
マ
≫
関
西
圏
との
経
済
連
携
の
強
化

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

各
プ
ロ
ジ
ェク
ト
を
横
断
的
に
支
え
る
取
り組
み

【戦
略
１
】　
情
報
発
信
の
強
化
とネ
ット
ワ
ー
ク
の
拡
充

【戦
略
２
】　
関
西
圏
の
企
業
や
人
材
等
を
本
県
に
呼
び
込
む

【
戦

略
２

】
　

関
西

圏
の

企
業

や
人

材
等

を
本

県
に

呼
び

込
む

―
―

―
―

２
　

企
業

誘
致

の
推

進

①
あ

ら
ゆ

る
機

会
を

捉
え

た
誘

致
対

象
企

業
の

掘
り

起
こ

し
ア

　
誘

致
対

象
企

業
発

掘
事

業
（
Ｄ

Ｍ
発

送
）

　
・
D

M
発

送
7
,5

8
6
社

（
R

3
～

R
6
累

計
）
  
  

イ
　

各
種

見
本

市
（
金

型
展

2
0
2
2
、

関
西

機
械

要
素

技
術

展
等

）
で

の
ア

プ
ロ

ー
チ

（
R

4
～

R
6
）

　
・
名

刺
交

換
合

計
1
4
3
社

（
う

ち
1
0
社

訪
問

)
ウ

　
大

阪
事

務
所

を
窓

口
と

し
た

各
種

団
体

か
ら

の
協

力
を

得
て

の
情

報
発

信
及

び
情

報
収

集
　

・
大

阪
産

業
人

ク
ラ

ブ
等

で
の

誘
致

対
象

企
業

の
情

報
収

集
（
R

3
～

R
6
）

　
　

R
6
：
大

阪
産

業
人

ク
ラ

ブ
会

員
企

業
（
1
0
0
社

）
へ

南
国

日
章

産
業

団
地

チ
ラ

シ
を

配
布

（
メ

ル
マ

ガ
：
1
2
月

、
郵

送
：
2
月

）

２
　

企
業

誘
致

の
推

進

①
あ

ら
ゆ

る
機

会
を

捉
え

た
誘

致
対

象
企

業
の

掘
り

起
こ

し
・
本

県
の

立
地

環
境

や
誘

致
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

の
周

知
機

会
を

さ
ら

に
拡

充
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

・
さ

ら
な

る
企

業
誘

致
の

た
め

に
は

、
誘

致
対

象
企

業
と

直
接

面
談

す
る

機
会

の
増

加
が

不
可

欠

２
　

企
業

誘
致

の
推

進

南
国

日
章

産
業

団
地

及
び

高
知

テ
ク

ノ
パ

ー
ク

の
早

期
分

譲
完

了
に

向
け

た
情

報
発

信
と

営
業

活
動

に
引

き
続

き
取

り
組

む
と

と
も

に
、

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
に

加
え

、
各

種
団

体
（
大

阪
産

業
人

ク
ラ

ブ
等

）
と

の
関

係
性

を
さ

ら
に

深
め

、
新

た
な

誘
致

対
象

企
業

の
掘

り
起

こ
し

を
図

る

　
①

あ
ら

ゆ
る

機
会

を
捉

え
た

誘
致

対
象

企
業

の
掘

り
起

こ
し

　
　

ア
　

関
西

圏
の

誘
致

対
象

企
業

へ
の

D
M

発
送

【
R

6
～

R
9
】

　
　

イ
　

誘
致

対
象

企
業

が
出

展
す

る
見

本
市

で
の

営
業

活
動

を
展

開
【
R

6
～

R
9
】

　
　

ウ
　

各
種

団
体

（
大

阪
産

業
人

ク
ラ

ブ
等

）
と

の
良

好
な

関
係

性
の

継
続

に
よ

る
情

報
発

信
及

び
情

報
収

集
【
R

6
～

R
9
】

　
　

エ
　

誘
致

見
込

み
企

業
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

【
R

6
～

R
9
】

②
高

知
県

企
業

誘
致

戦
略

の
策

定
・
実

行

・
高

知
県

企
業

誘
致

戦
略

の
策

定
（
R

7
.3

）

②
高

知
県

企
業

誘
致

戦
略

の
策

定
・
実

行

・
中

山
間

地
域

に
お

け
る

働
く
場

・
生

活
イ

ン
フ

ラ
の

減
少

へ
の

対
策

に
向

け
た

市
町

村
と

の
連

携

　
②

高
知

県
企

業
誘

致
戦

略
の

策
定

・
実

行
　

　
　

 ・
若

者
や

女
性

か
ら

人
気

の
高

い
事

務
系

企
業

等
の

誘
致

　
　

 ・
理

系
学

生
の

就
職

を
促

進
す

る
企

業
の

誘
致

　
　

 ・
県

内
製

造
業

の
生

産
性

向
上

や
製

造
品

出
荷

額
等

の
増

加
に

資
す

る
企

業
の

誘
致

　
　

 ・
中

山
間

地
域

へ
の

若
者

・
女

性
が

働
く
場

や
生

活
イ

ン
フ

ラ
関

連
の

企
業

の
誘

致

③
様

々
な

手
法

を
用

い
た

営
業

活
動

の
展

開
に

よ
る

企
業

誘
致

の
推

進
ア

　
新

規
見

込
企

業
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

3
8
件

（
R

3
～

R
6
累

計
）

イ
　

大
阪

事
務

所
に

よ
る

誘
致

見
込

み
企

業
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

：
3
4
件

（
R

3
～

R
6
累

計
）

ウ
　

既
立

地
企

業
の

増
設

促
進

（
継

続
案

件
1

件
、

決
定

案
件

1
件

）
（
R

4
～

R
6
）

③
様

々
な

手
法

を
用

い
た

営
業

活
動

の
展

開
に

よ
る

企
業

誘
致

の
推

進
ア

 新
規

見
込

企
業

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
  
・
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

活
用

し
た

効
率

的
な

営
業

手
法

　
　

　
 の

確
立

と
効

果
的

な
顧

客
育

成
の

醸
成

が
必

要

　
③

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
ツ

ー
ル

の
さ

ら
な

る
活

用
等

に
よ

る
効

率
的

な
有

望
企

業
の

発
掘

　
　

ア
　

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
ツ

ー
ル

の
さ

ら
な

る
活

用
や

デ
ジ

タ
ル

広
告

の
運

用
見

直
し

に
よ

り
効

率
的

な
有

望
企

業
の

発
掘

を
推

進
し

、
新

た
な

企
業

誘
致

に
つ

な
げ

る
【
R

6
～

R
9
】

　
　

　
　

・
検

索
連

動
型

広
告

及
び

バ
ナ

ー
広

告
の

運
用

に
よ

る
潜

在
・
顕

在
層

へ
の

効
果

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
の

実
施

　
　

　
　

・
W

e
bセ

ミ
ナ

ー
の

開
催

に
よ

る
見

込
企

業
の

関
心

度
の

向
上

　
　

　
　

・
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

や
S
N

S
の

配
信

に
よ

る
継

続
し

た
情

報
発

信
　

　
イ

　
デ

ジ
タ

ル
技

術
に

係
る

職
員

の
活

用
能

力
の

向
上

【
R

6
～

R
9
】

　
⇒

　
別

図
＜

関
0
4
＞

参
照

（
P

1
2
2
）

6
【
県

内
】

○
市

町
村

３
　

関
係

人
口

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
強

化
と

U
Iタ

ー
ン

の
促

進
①

シ
ェ

ア
オ

フ
ィ

ス
を

核
と

し
た

関
西

圏
の

企
業

を
対

象
と

し
た

関
係

人
口

の
創

出
　

・
県

認
定

シ
ェ

ア
オ

フ
ィ

ス
を

活
用

し
た

補
助

制
度

等
の

情
報

発
信

　
　

シ
ェ

ア
オ

フ
ィ

ス
を

活
用

し
た

企
業

誘
致

件
数

：
1
3
件

（
う

ち
5
件

関
西

圏
）
（
H

2
6
～

R
6
累

計
）

３
　

関
係

人
口

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
強

化
と

U
Iタ

ー
ン

の
促

進
①

シ
ェ

ア
オ

フ
ィ

ス
を

核
と

し
た

関
西

圏
の

企
業

を
対

象
と

し
た

関
係

人
口

の
創

出
　

・
中

山
間

地
域

へ
の

企
業

誘
致

に
は

市
町

村
と

連
携

し
た

取
り

組
み

及
び

市
町

村
に

よ
る

主
体

的
な

取
り

組
み

が
重

要

　
・
オ

ン
ラ

イ
ン

を
中

心
と

し
た

施
策

で
あ

る
た

め
、

特
定

の
エ

リ
ア

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
し

て
い

な
い

が
、

IT
企

業
は

首
都

圏
に

集
中

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
関

西
圏

の
企

業
誘

致
の

実
績

に
結

び
つ

き
難

い

３
　

関
係

人
口

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
強

化
と

U
Iタ

ー
ン

の
促

進

《
商

工
業

分
野

》
　

①
中

山
間

地
域

等
へ

の
企

業
誘

致
の

促
進

　
　

・
企

業
誘

致
促

進
に

向
け

た
市

町
村

勉
強

会
、

情
報

共
有

会
議

を
開

催
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
市

町
村

に
お

け
る

企
業

誘
致

の
取

り
組

み
（
地

域
課

題
の

整
理

、
視

察
受

入
体

制
の

構
築

等
）
を

伴
走

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

の
手

法
を

用
い

た
企

業
誘

致
に

関
す

る
支

援
制

度
等

の
情

報
を

発
信

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
関

西
圏

の
企

業
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
た

市
町

村
と

企
業

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

【
R

6
】

　
　

・
シ

ェ
ア

オ
フ

ィ
ス

を
活

用
し

た
本

県
へ

の
立

地
に

対
す

る
補

助
制

度
を

継
続

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
高

知
市

中
心

部
の

シ
ェ

ア
オ

フ
ィ

ス
「
B

A
S
E
 C

A
M

P
 I
N

 K
O

C
H

I」
の

安
定

的
な

事
業

運
営

の
た

め
の

支
援

を
継

続
【
R

6
～

R
7
】

　
　

・
高

知
県

企
業

誘
致

戦
略

に
基

づ
き

、
誘

致
実

現
に

向
け

て
市

町
村

と
の

協
働

体
制

を
強

化
【
R

7
～

R
9
】

5
【
関

西
】

○
大

阪
産

業
人

ク
ラ

ブ
等
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N
o
.

戦
略

の
柱

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

連
携

す
る

パ
ー

ト
ナ

ー
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

と
成

果
課

題
取

り
組

み
内

容
（
R

6
～

R
9
）

分
野

≪
連
携
テ
ー
マ
≫
関
西
圏
との
経
済
連
携
の
強
化

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

各
プ
ロ
ジ
ェク
ト
を
横
断
的
に
支
え
る
取
り組
み

【戦
略
１
】　
情
報
発
信
の
強
化
とネ
ット
ワ
ー
ク
の
拡
充

【戦
略
２
】　
関
西
圏
の
企
業
や
人
材
等
を
本
県
に
呼
び
込
む

３
　

関
係

人
口

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
強

化
と

U
Iタ

ー
ン

の
促

進
②

関
西

圏
の

大
学

と
の

連
携

強
化

に
よ

る
U

I
タ

ー
ン

の
促

進
ア

　
就

職
支

援
に

協
力

い
た

だ
く
大

学
の

掘
り

起
こ

し
等

（
大

阪
事

務
所

と
連

携
）

　
・
新

た
に

2
大

学
と

就
職

支
援

協
定

を
締

結
済

　
　

R
5
.7

.3
1
　

大
谷

大
学

  
　

R
5
.1

0
.1

　
大

阪
学

院
大

学
（
短

大
含

む
）
 

　
・
大

阪
事

務
所

に
お

い
て

大
学

と
の

訪
問

・
連

絡
活

動
を

順
次

実
施

　
 既

協
定

締
結

大
学

2
0
校

、
既

協
力

大
学

2
7
校

　
 新

た
な

協
定

締
結

や
協

力
関

係
構

築
に

向
け

た
大

学
訪

問
　

R
5
:延

べ
1
6
大

学
、

R
6
：
延

べ
3
2
大

学

３
　

関
係

人
口

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
強

化
と

U
Iタ

ー
ン

の
促

進
②

関
西

圏
の

大
学

と
の

連
携

強
化

に
よ

る
U

Iタ
ー

ン
の

促
進

ア
　

就
職

支
援

に
協

力
い

た
だ

く
大

学
の

掘
り

起
こ

し
等

（
大

阪
事

務
所

と
連

携
）

　
・
大

学
を

通
じ

た
情

報
発

信
や

、
イ

に
記

載
の

U
Iタ

ー
ン

就
職

イ
ベ

ン
ト

・
保

護
者

会
な

ど
へ

の
参

画
は

、
学

生
に

本
県

へ
の

U
Iタ

ー
ン

就
職

を
促

す
上

で
大

変
有

効
で

あ
り

、
継

続
し

た
取

り
組

み
が

必
要

　
・
大

学
の

掘
り

起
こ

し
に

つ
い

て
は

、
県

出
身

学
生

が
一

定
数

在
籍

し
、

か
つ

県
内

企
業

へ
の

就
職

が
見

込
め

る
大

学
に

は
現

状
で

既
に

ア
プ

ロ
ー

チ
済

。
今

後
、

協
定

を
締

結
し

た
大

学
や

協
力

い
た

だ
く
大

学
と

の
良

好
な

関
係

を
維

持
し

さ
ら

に
深

め
て

い
く
こ

と
が

必
要

３
　

関
係

人
口

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
強

化
と

U
Iタ

ー
ン

の
促

進
《
連

携
テ

ー
マ

（
県

内
就

職
の

促
進

）
》

　
②

関
西

圏
の

大
学

と
の

連
携

強
化

に
よ

る
U

Iタ
ー

ン
の

促
進

　
　

ア
　

就
職

支
援

に
協

力
い

た
だ

く
大

学
と

の
関

係
構

築
（
大

阪
事

務
所

と
連

携
）

　
　

　
　

・
既

協
定

締
結

大
学

や
既

協
力

大
学

へ
の

定
期

的
な

訪
問

と
本

県
就

職
に

関
す

る
継

続
し

た
情

報
提

供
を

実
施

【
R

6
～

R
9
】

イ
　

関
西

圏
の

大
学

で
の

U
タ

ー
ン

就
職

イ
ベ

ン
ト

や
保

護
者

会
で

の
P

R
　

・
大

学
の

ニ
ー

ズ
に

沿
っ

た
就

職
ガ

イ
ダ

ン
ス

の
実

施
　

（
関

西
：
4
回

／
1
0
～

1
1
月

）
　

R
5
.1

0
.2

4
：
神

戸
学

院
大

学
・
学

生
1
6
名

参
加

  
R

5
.1

1
.7

：
大

阪
学

院
大

学
・
学

生
1
0
名

参
加

　
R

5
.1

1
.2

9
：
立

命
館

大
学

・
学

生
6
名

参
加

  
R

5
,1

1
.3

0
：
大

阪
商

業
大

学
・
学

生
2
名

参
加

　
・
大

阪
事

務
所

に
お

い
て

大
学

主
催

の
U

Iタ
ー

ン
就

職
相

談
会

へ
の

参
加

：
R

5
:2

0
大

学
、

R
6
：

1
9
大

学

　
・
保

護
者

会
へ

の
参

加
R

5
:2

大
学

、
資

料
提

供
4
大

学
R

6
:3

大
学

、
資

料
提

供
3
大

学

イ
　

関
西

圏
の

大
学

で
の

U
タ

ー
ン

就
職

イ
ベ

ン
ト

や
保

護
者

会
で

の
P

R
　

・
参

加
学

生
が

本
県

へ
の

U
Iタ

ー
ン

就
職

を
考

え
る

き
っ

か
け

を
つ

か
ん

で
、

県
内

企
業

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
へ

の
参

加
や

企
業

研
究

に
つ

な
げ

ら
れ

る
よ

う
、

多
く
の

学
生

の
参

加
確

保
に

向
け

て
取

り
組

む
こ

と
が

必
要

　
　

イ
　

関
西

圏
の

大
学

で
の

U
タ

ー
ン

就
職

イ
ベ

ン
ト

や
保

護
者

会
で

の
P

R
　

　
　

　
・
大

学
主

催
の

U
Iタ

ー
ン

就
職

相
談

会
や

保
護

者
会

に
積

極
的

に
参

加
し

、
本

県
の

施
策

等
を

P
R

【
R

6
～

R
9
】

ウ
　

大
学

等
を

通
じ

た
県

内
企

業
の

情
報

や
県

内
就

職
活

動
に

関
す

る
県

支
援

メ
ニ

ュ
ー

等
の

学
生

へ
の

P
R

　
・
関

西
圏

の
学

生
を

「
高

知
求

人
ネ

ッ
ト

」
学

生
サ

イ
ト

に
誘

導
す

る
た

め
の

デ
ジ

タ
ル

広
告

の
配

信
（
R

5
、

R
6
）

　
・
県

大
阪

事
務

所
担

当
者

と
同

事
務

所
内

に
置

い
て

い
る

U
Iタ

ー
ン

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

大
阪

オ
フ

ィ
ス

担
当

者
に

よ
る

、
学

生
に

対
す

る
個

別
相

談
窓

口
の

開
設

ウ
　

大
学

等
を

通
じ

た
県

内
企

業
の

情
報

や
県

内
就

職
活

動
に

関
す

る
県

支
援

メ
ニ

ュ
ー

等
の

学
生

へ
の

P
R

　
・
「
高

知
求

人
ネ

ッ
ト

学
生

サ
イ

ト
」
の

質
の

向
上

　
　

ウ
　

大
学

等
を

通
じ

た
県

内
企

業
の

情
報

や
県

内
就

職
活

動
に

関
す

る
県

支
援

メ
ニ

ュ
ー

等
の

学
生

へ
の

P
R

　
　

　
　

・
若

手
先

輩
社

員
の

声
や

暮
ら

し
の

紹
介

な
ど

、
高

知
で

働
く
こ

と
の

多
様

な
魅

力
・
情

報
に

つ
い

て
、

デ
ジ

タ
ル

広
告

及
び

「
高

知
求

人
ネ

ッ
ト

」
学

生
サ

イ
ト

で
発

信
【
R

6
～

R
9
】

  
  
 　

 ・
高

知
求

人
ネ

ッ
ト

学
生

サ
イ

ト
の

掲
載

情
報

の
充

実
、

事
業

者
の

掲
載

基
準

の
設

定
に

よ
る

質
の

向
上

【
R

7
】
　

　
　

　
　

7
【
戦

略
２

】
　

関
西

圏
の

企
業

や
人

材
等

を
本

県
に

呼
び

込
む

―
―

―
―

【
関

西
】

○
大

学
○

専
門

学
校

【
県

内
】

○
高

知
県

U
Iタ

ー
ン

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

○
市

町
村
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N
o
.

戦
略

の
柱

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

連
携

す
る

パ
ー

ト
ナ

ー
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

と
成

果
課

題
取

り
組

み
内

容
（
R

6
～

R
9
）

分
野

≪
連
携
テ
ー
マ
≫
関
西
圏
との
経
済
連
携
の
強
化

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

各
プ
ロ
ジ
ェク
ト
を
横
断
的
に
支
え
る
取
り組
み

【戦
略
１
】　
情
報
発
信
の
強
化
とネ
ット
ワ
ー
ク
の
拡
充

【戦
略
２
】　
関
西
圏
の
企
業
や
人
材
等
を
本
県
に
呼
び
込
む

３
　

関
係

人
口

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
強

化
と

U
Iタ

ー
ン

の
促

進
➀

関
西

圏
の

専
門

学
校

等
で

の
就

業
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

　
・
関

西
圏

の
専

門
学

校
等

で
の

就
業

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
（
R

4
:1

校
→

R
5
：
4
校

→
R

6
：
6
校

）

３
　

関
係

人
口

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
強

化
と

U
Iタ

ー
ン

の
促

進
➀

関
西

圏
の

専
門

学
校

等
で

の
就

業
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催 　

・
就

業
実

績
の

高
い

関
西

圏
で

の
就

業
希

望
者

の
さ

ら
な

る
掘

り
起

こ
し

が
必

要
　

・
面

談
者

へ
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
の

強
化

が
必

要

３
　

関
係

人
口

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
強

化
と

U
Iタ

ー
ン

の
促

進
《
水

産
業

分
野

》
　

➀
関

西
圏

の
専

門
学

校
等

で
の

就
業

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
　

　
・
関

西
圏

の
水

産
動

物
系

専
門

学
校

や
大

学
で

の
就

業
セ

ミ
ナ

ー
開

催
（
R

7
：
6
校

）
　

【
R

6
～

R
9
】

②
県

独
自

の
就

業
フ

ェ
ア

の
開

催
　

・
出

展
事

業
者

向
け

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
（
参

加
事

業
者

：
R

5
：
1
1
経

営
体

→
R

6
：
2
4

経
営

体
）

　
・
関

西
で

の
就

業
フ

ェ
ア

の
開

催
（
参

加
者

：
R

4
：
:3

8
名

→
R

5
：
6
5
名

→
R

6
：
4
0
名

）

②
県

独
自

の
就

業
フ

ェ
ア

の
開

催
　

・
就

業
実

績
の

高
い

関
西

圏
で

の
就

業
希

望
者

の
さ

ら
な

る
掘

り
起

こ
し

が
必

要
　

・
就

業
希

望
者

の
多

い
雇

用
型

漁
業

の
出

展
ブ

ー
ス

の
拡

充
が

必
要

　
・
出

展
事

業
者

の
面

談
ス

キ
ル

の
向

上
、

面
談

者
へ

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

の
強

化
が

必
要

　
②

県
独

自
の

就
業

フ
ェ

ア
の

開
催

　
　

ア
　

出
展

事
業

者
向

け
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

　
　

　
・
面

談
者

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
率

向
上

を
図

る
た

め
、

フ
ェ

ア
出

展
事

業
者

の
面

談
ス

キ
ル

向
上

を
支

援
【
R

6
】

　
　

イ
　

関
西

で
の

就
業

フ
ェ

ア
の

開
催

　
　

　
・
集

客
効

果
の

高
か

っ
た

鉄
道

広
告

や
W

e
bペ

ー
ジ

に
よ

る
広

報
を

強
化

【
R

6
～

R
9
】

　
　

　
・
雇

用
型

漁
業

の
出

展
ブ

ー
ス

の
拡

充
、

会
場

規
模

の
拡

大
【
R

6
】

　
　

ウ
　

情
報

発
信

の
強

化
　

　
　

・
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

を
活

用
し

た
フ

ェ
ア

や
漁

業
就

業
支

援
セ

ン
タ

ー
H

P
へ

の
誘

導
策

の
強

化
【
R

7
～

R
9
】

　
　

　
・
漁

業
就

業
支

援
セ

ン
タ

ー
H

P
コ

ン
テ

ン
ツ

の
充

実
と

、
若

者
や

女
性

を
意

識
し

た
広

報
の

実
施

【
R

7
～

R
9
】

　
　

　
・
就

業
希

望
者

へ
の

ア
ピ

ー
ル

力
を

高
め

る
た

め
、

漁
業

経
営

体
の

S
N

S
等

に
よ

る
情

報
発

信
を

強
化

【
R

7
～

R
9
】

　
　

　
・
水

産
業

と
親

和
性

の
高

い
施

設
と

連
携

し
た

P
R

【
R

7
～

R
9
】

③
移

住
促

進
策

と
連

携
し

た
勧

誘
の

促
進

　
・
移

住
関

連
フ

ェ
ア

へ
の

参
加

（
R

4
:4

回
→

R
5
：

5
回

→
R

6
:5

回
）

　
・
U

Iタ
ー

ン
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
た

オ
ン

ラ
イ

ン
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

（
R

5
：
1
回

）

③
移

住
促

進
策

と
連

携
し

た
勧

誘
の

促
進

　
・
新

規
就

業
者

の
3
割

は
県

外
出

身
者

で
、

引
き

続
き

移
住

施
策

と
連

携
強

化
が

必
要

　
③

移
住

促
進

策
と

連
携

し
た

勧
誘

の
促

進
　

　
・
U

Iタ
ー

ン
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
た

、
一

次
産

業
合

同
フ

ェ
ア

等
の

開
催

【
R

6
】

　
　

・
移

住
関

連
フ

ェ
ア

へ
の

参
加

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
一

次
産

業
フ

ェ
ア

の
来

場
者

の
増

加
に

向
け

て
、

就
業

希
望

者
に

訴
求

力
の

あ
る

動
画

を
活

用
し

た
デ

ジ
タ

ル
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

の
実

施
【
R

7
～

R
9
】

8
【
戦

略
２

】
　

関
西

圏
の

企
業

や
人

材
等

を
本

県
に

呼
び

込
む

―
―

―
―

【
関

西
】

○
大

学
○

専
門

学
校

【
県

内
】

○
高

知
県

U
Iタ

ー
ン

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー
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「

極
上

の
田

舎
、

高
知

。
」

を
コ

ン
セ

プ
ト

と
し

た
観

光
地

域
づ

く
り

＆
セ

ー
ル

ス
・

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
戦

略
１

１
 

高
知

な
ら

で
は

の
魅

力
の

磨
き

上
げ

と
情

報
発

信
 

 　
　「

極
上

の
田

舎
、高

知
。」

を
コン

セ
プ

トと
した

「ど
っぷ

り高
知

旅
キ

ャン
ペ

ー
ン

」の
展

開
　

「
極

上
の

田
舎

、
高

知
。

」
を

コ
ン

セ
プ

ト
と

し
た

「
ど

っ
ぷ

り
高

知
旅

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

」
を

通
じ

て
、

関
西

圏
と

の
連

携
し

た
取

り
組

み
を

進
め

る
こ

と
で

、
国

内
外

か
ら

の
観

光
客

の
増

に
つ

な
げ

る
。

戦
略

の
方

向
性

関
西

圏
か

ら
の

観
光

客
入

込
数

  
出

発
点

(R
4
)1

0
3
万

人
⇒

直
近

値
(R

5
)1

2
9
万

人
⇒

目
標

値
(R

9
)1

3
1
 万

人

関
西

空
港

経
由

の
外

国
人

延
べ

宿
泊

者
数

 
出

発
点

(R
4
)0

.3
万

人
泊

⇒
直

近
値

(R
5
)4

.4
万

人
⇒

目
標

値
(R

9
)4

.7
万

人
泊

目
標

 
牧

野
博

の
取

り
組

み
と

盛
り

上
が

り
を

し
っ

か
り

と
継

続
さ

せ
つ

つ
、

中
山

間
地

域
の

素
材

も
意

識
し

て
、

こ
れ

ま
で

磨
き

上
げ

て
き

た
食

、
自

然
、

歴
史

・
文

化
を

集
大

成
と

し
て

打
ち

出
し

て
行

く
こ

と
で

、
日

常
を

忘
れ

、
高

知
な

ら
で

は
の

魅
力

を
じ

っ
く

り
と

、
深

く
、

た
っ

ぷ
り

と
味

わ
っ

て
い

た
だ

き
、

長
期

滞
在

や
新

た
な

高
知

の
フ

ァ
ン

の
拡

大
を

目
指

す
。

(４
) 

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

を
活

用
し

た
情

報
発

信
 

 ①
連

続
テ

レ
ビ

小
説

「
ら

ん
ま

ん
」

や
「

あ
ん

ぱ
ん

」
を

前
面

に
打

ち
出

し
た

情
報

発
信

 
 ②

と
さ

と
さ

や
大

手
書

店
等

と
タ

イ
ア

ッ
プ

し
た

「
や

な
せ

た
か

し
の

ふ
る

さ
と

 高
知

」
の

P
R

(５
) 

旅
行

会
社

向
け

の
セ

ー
ル

ス
活

動
  
  

①
旅

行
会

社
向

け
の

観
光

商
品

説
明

会
や

モ
ニ

タ
ー

ツ
ア

ー
の

実
施

  
  
②

広
域

観
光

協
議

会
と

連
携

し
た

セ
ー

ル
ス

活
動

の
展

開

 
 ③

関
西

圏
へ

の
教

育
旅

行
誘

致
セ

ー
ル

ス
の

実
施

２
 

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

を
拠

点
と

し
た

情
報

発
信

(１
) 

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

で
の

観
光

情
報

発
信

  
 ①

閑
散

期
の

誘
客

を
目

的
と

し
た

ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

と
連

動
し

た
店

舗
及

び
周

辺
 

 
で

の
イ

ベ
ン

ト
開

催

  
 ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
戦

略
３

１
 

地
域

と
連

携
し

た
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
 

２
 

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

交
流

人
口

の
拡

大

ﾗﾌ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ

ｾﾗ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾛ
ｰ
ﾄ
ﾞ

(１
）

自
然

環
境

を
活

か
し

た
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
 

  
①

県
内

の
ス

ポ
ー

ツ
ツ

ー
リ

ズ
ム

に
関

す
る

情
報

を
発

信
 

  
②

自
然

環
境

を
活

か
し

た
ス

ポ
ー

ツ
大

会
の

開
催

を
促

進
(２

) 
サ

イ
ク

リ
ン

グ
観

光
の

推
進

 
  

①
サ

イ
ク

リ
ン

グ
観

光
に

関
す

る
情

報
発

信
の

強
化

 
  

②
サ

イ
ク

ル
オ

ア
シ

ス
（

空
気

入
れ

の
貸

出
等

の
協

力
店

）
の

拡
大

（
１

) 
関

西
に

拠
点

を
置

く
プ

ロ
チ

ー
ム

や
企

業
に

所
属

す
る

ト
ッ

プ
チ

ー
ム

の
合

宿
等

誘
致

 
 

  
①

連
携

協
定

締
結

企
業

や
誘

致
実

績
の

あ
る

企
業

に
所

属
す

る
チ

ー
ム

を
誘

致
（

２
）

ア
マ

チ
ュ

ア
ス

ポ
ー

ツ
合

宿
等

の
誘

致
 

（
３

）
ワ

ー
ル

ド
マ

ス
タ

ー
ズ

ゲ
ー

ム
ズ

関
西

を
契

機
と

し
た

合
宿

等
の

誘
致

 (
１

) 
「

極
上

の
田

舎
、

高
知

。
」

を
コ

ン
セ

プ
ト

と
し

た
観

光
商

品
づ

く
り

 
 

①
住

民
と

の
ふ

れ
あ

い
、

暮
ら

し
に

触
れ

る
、

地
元

産
業

の
活

性
化

に
資

す
る

観
光

商
品

の
造

成

  
  
  
②

神
楽

へ
の

参
加

な
ど

伝
統

文
化

の
継

承
に

つ
な

が
る

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

造
成

 
 (

２
) 

地
域

内
で

の
周

遊
・

滞
在

の
促

進
 

 
①

地
域

住
民

、
観

光
事

業
者

、
市

町
村

等
の

連
携

に
よ

る
周

遊
の

仕
組

み
づ

く
り

  
  
  
②

宿
泊

施
設

を
中

心
に

観
光

事
業

者
が

連
携

し
た

滞
在

時
間

延
長

の
取

り
組

み
の

支
援

 
 

③
広

域
観

光
組

織
を

中
心

とし
た

デ
ジ

タル
デ

ー
タの

活
用

に
よ

る
 戦

略
的

な
周

遊
施

策
等

 
 

 
の

実
践

 (
３

) 
地

域
と

の
交

流
か

ら
生

ま
れ

る
感

動
な

ど
付

加
価

値
の

向
上

 
 

①
集

落
活

動
セ

ン
タ

ー
を

拠
点

と
し

た
宿

泊
、

食
の

提
供

、
イ

ベ
ン

ト
開

催
な

ど
  
  
  
  
地

域
と

の
持

続
的

交
流

に
つ

な
が

る
観

光
商

品
の

造
成

 
 

 
②

地
域

の
理

解
促

進
に

つ
な

が
る

教
育

旅
行

の
受

入
の

拡
大

（
民

泊
の

推
進

、み
どり

の
学

習
旅

行
) 

 
 

③
「

日
本

み
ど

り
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
や

関
西

圏
の

学
生

と
連

携
し

た
観

光
資

源
の

 
 

 
磨

き
上

げ
（

み
ど

り
の

学
習

旅
行

）

か
つ
お
の
一
本
釣
り

ｾﾗ
ﾋ
ﾟ
ｰ
ﾛ
ｰ
ﾄ
ﾞ

拡

秋
葉
祭
り

観
光

推
進

プ
ロ

ジ
ェク

ト
1

 
 

 
 

 
  

 関
西

を
起

点
と

す
る

外
国

人
観

光
客

の
誘

客
を

推
進

戦
略

２
　

 

 ①
 関

西
の

「
都

市
型

」
と

本
県

の
「

極
上

の
田

舎
」

を
組

み
合

わ
せ

た
情

報
発

信
 ②

 関
西

と
高

知
を

つ
な

ぐ
旅

行
商

品
造

成
に

向
け

た
セ

ー
ル

ス
 ③

 海
外

旅
行

博
覧

会
等

で
の

共
同

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
 ④

 関
西

国
際

空
港

で
の

P
R

ブ
ー

ス
設

置

（
１

）
大

阪
観

光
局

や
関

西
エ

ア
ポ

ー
ト

等
と

連
携

し
た

情
報

発
信

（
２

）
大

阪
・

関
西

万
博

で
の

情
報

発
信

 ①
大

阪
・

関
西

万
博

の
自

治
体

参
加

催
事

に
お

い
て

、
よ

さ
こ

い
祭

り
や

街
路

市
を

通
じ

た
高

知
の

  
  
魅

力
を

発
信

 ②
大

阪
ウ

ィ
ー

ク
等

の
万

博
関

連
イ

ベ
ン

ト
を

通
じ

た
観

光
情

報
の

発
信

 ③
万

博
訪

問
者

等
へ

の
本

県
の

魅
力

発
信

（
ど

っ
ぷ

り
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

予
約

サ
イ

ト
へ

の
誘

導
）

  
 

い
ら
っ
し
ゃ
～
い

新

拡

＜
関

01
＞
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 さ
 ら

 な
 る

 認
 知

 度
 の

 向
 上

 や
 外

 商
 の

 拡
 大

農 業 分 野 加 工 食 品 分 野

林 業 分 野 商 工 業 分 野

 
近

距
離

に
位

置
し

、
歴

史
的

に
も

深
い

つ
な

が
り

を
持

つ
関

西
圏

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
土

台
と

し
な

が
ら

、
各

分
野

に
お

い
て

関
西

圏
の

パ
ー

ト
ナ

ー
と

の
連

携
を

一
層

強
化

す
る

こ
と

に
よ

り
、

関
西

圏
に

お
け

る
さ

ら
な

る
外

商
拡

大
の

取
り

組
み

を
進

め
る

。
戦

略
の

方
向

性

○
関

西
圏

の
卸

売
市

場
を

通
じ

た
県

産
青

果
物

の
販

売
額

(年
間

)
 

 
出

発
点

(R
4
)：

9
3
.8

億
円

 
▶

 
直

近
値

（
R

6
）

：
1
0
4
.1

億
円

 
▶

 
目

標
値

(R
9
)：

1
2
0
.0

億
円

○
関

西
圏

へ
の

土
佐

材
出

荷
量

(年
間

)
 

 
出

発
点

(R
4
)：

2
.0

万
㎥

 
▶

 
直

近
値

(R
5
) 
：
2
.３

万
㎥

 
▶

 
目

標
値

(R
9
) 
：
3
.1

万
㎥

○
産

業
振

興
セ

ン
タ

ー
が

支
援

す
る

企
業

の
関

西
圏

で
の

売
上

高
(年

間
）

 
 

出
発

点
(R

4
)：

2
3
7
億

円
 

▶
 

直
近

値
(R

5
)：

2
2
2
億

円
 

▶
 

目
標

値
(R

9
)：

2
7
4
億

円

目
標

目
標

目
標

目
標

 
 

戦
略

 
 

 
 

関
西

圏
の

パ
ー

ト
ナ

ー
（

卸
売

事
業

者
、

量
販

店
、

飲
食

店
等

）
と

の
連

携
強

化
に

よ
る

外
商

拡
大

○
地

産
外

商
公

社
が

支
援

す
る

企
業

の
関

西
圏

で
の

売
上

額
(年

間
)　
　

 
 

出
発

点
(R

4
)：

1
1
5
億

円
 

▶
 

直
近

値
(R

5
)：

1
4
5
億

円
 

▶
 

目
標

値
(R

9
)：

1
5
9
億

円外
商

拡
大

プ
ロ

ジ
ェク

ト
2

(1
)N

P
O

法
人

と
連

携
し

た
外

商
の

強
化

 
①

大
手

企
業

に
幅

広
い

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
持

つ
N

P
O

法
人

と
の

連
携

分
野

を
拡

大
し

､取
引

先
候

補
を

開
拓

(2
)工

法
の

外
商

促
進

 
①

土
木

技
術

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
活

動
日

数
を

増
や

し
、

工
法

分
野

へ
の

支
援

体
制

を
強

化
 

②
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

人
脈

を
有

す
る

大
阪

府
近

隣
の

自
治

体
ま

で
訪

問
先

を
拡

大
(3

)ア
ン

テ
ナ

シ
ョ

ッ
プ

を
活

用
し

た
外

商
促

進
 

①
関

西
あ

ん
て

な
シ

ョ
ッ

プ
「

と
さ

と
さ

」
を

活
用

し
た

伝
統

的
工

芸
品

、
海

洋
深

層
水

な
ど

の
販

売
促

進

拡拡(1
)卸

売
事

業
者

と
の

連
携

に
よ

る
外

商
拡

大
 

①
消

費
地

市
場

関
係

者
と

県
内

産
地

買
受

人
等

の
意

見
交

換
会

の
開

催
に

よ
る

関
係

強
化

(2
)「

高
知

家
の

魚
応

援
の

店
」

と
の

関
係

強
化

に
よ

る
水

産
物

の
販

売
拡

大
 

①
取

引
額

の
さ

ら
な

る
増

加
に

向
け

た
チ

ェ
ー

ン
店

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
の

強
化

 
②

商
談

の
成

約
率

向
上

、
取

引
拡

大
を

目
指

し
た

営
業

力
強

化
研

修
の

実
施

(3
)卸

売
市

場
関

係
者

と
の

連
携

に
よ

る
さ

ら
な

る
輸

出
の

拡
大

 
①

新
た

な
国

（
フ

ィ
リ

ピ
ン

等
）

へ
の

輸
出

ル
ー

ト
の

開
拓

水 産 業 分 野

○
関

西
圏

の
高

知
家

の
魚

応
援

の
店

へ
の

販
売

額
(年

間
)

 
 

出
発

点
(R

4
)：

1
.1

億
円

 
▶

 
直

近
値

(R
5
)：

1
.5

億
円

 
▶

 
目

標
値

(R
9
)：

2
.3

億
円

○
 関

西
圏

の
卸

売
市

場
関

係
者

等
を

経
由

し
た

水
産

物
の

輸
出

額
(年

間
) 

 
  

 
 

 
出

発
点

(R
4
)：

0
.3

億
円

 
▶

 
直

近
値

(R
5
)：

0
.6

億
円

 
▶

 
目

標
値

(R
9
)：

2
.5

億
円

目
標

拡拡新

(1
)卸

売
市

場
と

連
携

し
た

青
果

物
の

販
売

拡
大

 
①

品
目

別
戦

略
の

運
用

（
キ

ュ
ウ

リ
、

ピ
ー

マ
ン

、
ナ

ス
、

ニ
ラ

、
シ

シ
ト

ウ
、

ミ
ョ

ウ
ガ

）
 

・
継

続
し

た
取

扱
い

に
つ

な
が

る
売

り
場

確
保

を
目

指
し

た
量

販
店

フ
ェ

ア
の

実
施

 
・

系
統

取
扱

量
ア

ッ
プ

に
向

け
た

産
地

の
ま

と
ま

り
の

強
化

 
・

万
博

の
開

催
に

伴
う

人
流

の
増

加
を

見
据

え
て

、
関

西
圏

の
量

販
店

等
で

フ
ェ

ア
の

実
施

 
・

「
あ

ん
ぱ

ん
」

放
送

に
あ

わ
せ

た
販

促
資

材
を

活
用

し
た

産
地

P
R

及
び

販
売

拡
大

(2
)マ

ー
ケ

ッ
ト

イ
ン

の
視

点
に

よ
る

業
務

需
要

に
応

じ
た

取
引

の
拡

大
①

中
食

・
外

食
・

冷
凍

食
品

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
し

た
戦

略
の

策
定

･実
行

 
・

品
目

別
の

傾
向

分
析

、
分

析
に

基
づ

い
た

生
産

者
向

け
講

演
会

 
・

品
目

と
産

地
を

選
定

し
、

業
務

需
要

の
取

引
拡

大
に

向
け

た
提

案
を

強
化

 
②

マ
ー

ケ
ッ

ト
の

要
望

に
応

じ
た

弾
力

的
な

出
荷

形
態

等
の

検
討

 
・

業
務

需
要

に
応

じ
た

規
格

、
品

質
、

収
量

な
ど

の
栽

培
検

証

拡 拡拡

(1
)流

通
拠

点
と

の
連

携
に

よ
る

外
商

活
動

の
強

化
 

①
土

佐
材

セ
ミ

ナ
ー

や
「

あ
ん

ぱ
ん

」
・

観
光

な
ど

新
た

な
情

報
を

加
え

た
展

示
会

の
開

催
等

に
よ

る
 

 
土

佐
材

フ
ァ

ン
の

買
方

の
増

加
、

販
売

量
の

維
持

・
拡

大
(2

)顔
の

見
え

る
つ

な
が

り
の

強
化

に
よ

る
土

佐
材

パ
ー

ト
ナ

ー
企

業
へ

の
販

売
拡

大
 

①
T
O

S
A
Z
A

Iセ
ン

タ
ー

関
西

駐
在

員
と

連
携

し
た

非
住

宅
建

築
に

取
り

組
む

土
佐

材
パ

ー
ト

ナ
ー

企
業

の
 

  
 

 
開

拓
(3

)非
住

宅
建

築
向

け
の

構
造

材
や

内
装

材
等

の
需

要
拡

大
の

推
進

 
①

室
内

空
間

へ
の

土
佐

材
利

用
事

例
を

活
用

し
た

提
案

と
建

築
士

や
デ

ザ
イ

ナ
ー

等
と

の
製

品
開

発
 

②
T
O

S
A
Z
A

Iセ
ン

タ
ー

関
西

駐
在

員
と

連
携

し
た

友
好

・
姉

妹
都

市
関

係
に

あ
る

県
外

自
治

体
へ

の
営

業
 

 
活

動
の

強
化

 
③

万
博

で
つ

な
が

っ
た

非
住

宅
建

築
向

け
構

造
材

の
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
を

活
用

し
た

供
給

・
提

案
体

制
 

 
 

 
の

強
化

 拡拡

(1
)卸

売
事

業
者

と
の

連
携

強
化

に
よ

る
外

商
拡

大
 

①
大

手
卸

売
事

業
者

が
主

催
す

る
社

内
商

談
会

等
へ

の
参

加
に

よ
る

営
業

活
動

の
強

化
 

②
中

小
卸

売
事

業
者

、
業

務
用

卸
売

事
業

者
へ

の
営

業
活

動
の

強
化

(2
)飲

食
店

等
へ

の
外

商
活

動
の

強
化

 
①

飲
食

店
チ

ェ
ー

ン
・

ホ
テ

ル
グ

ル
ー

プ
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

の
強

化
 

②
飲

食
店

の
横

の
つ

な
が

り
を

生
か

し
た

営
業

活
動

の
強

化
(3

)商
談

会
・

展
示

会
の

拡
充

強
化

 
①

産
地

視
察

型
の

商
談

機
会

の
拡

大
 

②
大

規
模

展
示

会
へ

の
出

展
機

会
の

拡
大

(4
)ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
を

核
と

し
た

外
商

活
動

の
強

化
 

①
店

舗
を

活
用

し
た

県
産

品
の

P
R

の
強

化
や

商
談

機
会

の
創

出
 

②
テ

ス
ト

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
に

よ
る

県
産

品
の

磨
き

上
げ

 
③

高
知

県
関

係
の

飲
食

店
と

の
連

携
に

よ
る

県
産

品
の

P
R

強
化

拡 拡

拡

拡

拡

＜
関

02
＞

120



 
大

阪
・

関
西

万
博

や
Ｉ

Ｒ
な

ど
の

「
大

規
模

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
を

契
機

に
、

関
西

圏
を

訪
れ

る
国

内
外

の
観

光
客

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

て
、

本
県

へ
の

誘
客

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

万
博

中
の

需
要

拡
大

や
万

博
後

を
見

据
え

た
県

産
品

等
の

外
商

拡
大

の
取

り
組

み
を

進
め

る
。

戦
略

１
 

関
西

圏
を

訪
れ

た
国

内
外

の
観

光
客

に
高

知
の

魅
力

を
訴

求
し

誘
客

 
 

 

   
・

 「
極

上
の

田
舎

、
高

知
。

」
を

コ
ン

セ
プ

ト
と

し
た

観
光

地
域

づ
く

り
＆

セ
ー

ル
ス

・
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

（
再

掲
）

 
・

 関
西

を
起

点
と

す
る

外
国

人
観

光
客

の
誘

客
を

推
進

（
再

掲
）
 

１
 

国
内

外
に

向
け

た
観

光
地

・
高

知
の

セ
ー

ル
ス

＆
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進

戦
略

２
 

万
博

中
の

需
要

拡
大

や
万

博
後

を
見

据
え

た
外

商
活

動
等

の
強

化
 

     
・

 高
知

県
ゆ

か
り

の
飲

食
店

等
と

の
連

携
強

化
に

よ
る

外
商

拡
大

（
再

掲
）

  
 ・

 飲
食

店
等

へ
の

営
業

活
動

の
強

化
（

再
掲

）

 
・

 卸
売

事
業

者
や

量
販

店
と

の
連

携
に

よ
る

県
産

品
の

P
R

と
販

売
拡

大
（

再
掲

）

１
 

関
西

圏
の

パ
ー

ト
ナ

ー
と

連
携

し
た

県
産

食
材

等
の

外
商

拡
大

戦
略

の
方

向
性

万 博 を 契 機 に 情 報 発 信 と 外 商 活 動 を 強 化

 
・

 万
博

会
場

で
の

イ
ベ

ン
ト

等
と

関
西

圏
に

お
け

る
各

分
野

の
取

り
組

み
を

連
動

さ
せ

、
一

体
的

に
実

施
す

る
こ

と
で

効
果

的
な

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

推
進

２
 

万
博

を
活

用
し

た
効

果
的

な
情

報
発

信

   
・

 万
博

で
つ

な
が

っ
た

非
住

宅
建

築
向

け
構

造
材

の
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
を

活
用

し
た

供
給

・
提

案
体

制
の

強
化

（
再

掲
）

 

２
 

非
住

宅
木

造
建

築
等

へ
の

県
産

木
材

（
土

佐
材

）
の

利
用

促
進

 
・

 土
木

技
術

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
活

動
日

数
や

訪
問

先
を

拡
大

し
、

工
法

分
野

へ
の

支
援

体
制

を
強

化
（

再
掲

）

３
 

工
法

の
外

商
促

進

拡拡新拡

万
博

・Ｉ
Ｒ

連
携

プ
ロ

ジ
ェク

ト
３

拡

■
経

済
波

及
効

果
・

開
業

初
年

度
ま

で
 

約
1

.9
兆

円
・

開
業

以
降

(毎
年

)
 

約
1

.1
兆

円

■
年

間
来

場
者

数
 

約
2

,0
0

0
万

人

ス
ケ

ジ
ュー

ル
（

予
定

）

R
５

（
2
0
2
3
）

区
域

整
備

計
画

の
認

定

R
６

（
2
0
2
4
）

夏
準

備
工

事

R
７

（
2
0
2
5
）

春
建

設
工

事
着

手

R
1
2
（

2
0
3
0
）

夏
工

事
完

了

R
1
2
（

2
0
3
0
）

秋
開

業

出
典

：
大

阪
・

夢
洲

地
区

特
定

複
合

 
 

 
観

光
施

設
区

域
の

整
備

に
 

 
 

関
す

る
計

画
 

 
 

(大
阪

府
、

大
阪

市
、

大
阪

 
 

 
 Ｉ

Ｒ
株

式
会

社
 作

成
)

大
阪

Ｉ
Ｒ

大
阪

・
関

西
万

博

 
■

経
済

波
及

効
果

 
約

２
兆

円
 

 
 

■
来

場
者

数
 

約
2

,8
2

0
万

人
 

 
 

出
典

：
公

益
社

団
法

人
２

０
２

５
年

日
本

国
際

博
覧

会
協

会
H

P 　 　高
知

県
主

催
催

事
　◆

よ
さこ

い
の

披
露

（
発

祥
の

地
PR

、
　　

 未
来

を
担

う学
生

チ
ー

ム
演

舞
等

）
　◆

街
路

市
（

日
曜

市
）

を
再

現
して

　　
 特

産
品

を
PR

　本
県

食
文

化
の

発
信

　 
(大

阪
外

食
産

業
協

会
パ

ビ
リオ

ン
)

　◆
特

産
品

や
伝

統
料

理
の

体
験

　　
 を

通
じて

、高
知

独
自

の
「食

」
　　

 や
「食

文
化

」の
魅

力
を

PR

　 　本
県

の
農

業
の

魅
力

発
信

　 
(内

閣
府

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

展
示

)
　◆

Io
Pプ

ロジ
ェク

トや
IP

M
技

術
とい

った
　　

 全
国

的
に

も
先

進
的

な
取

り組
み

を
紹

介
　◆

多
様

な
園

芸
品

目
を

生
産

す
る

本
県

の
　　

 園
芸

農
業

の
魅

力
を

発
信

　「
日

本
み

どり
の

  プ
ロ

ジ
ェク

ト」
　主

催
催

事
との

  連
携
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@
EX

PO
ア

リー
ナ

「M
at

su
ri

」
5/

28
-6

/1
  　

   
  　

　　
　 

　　
　 

　@
EX

PO
メ

ッセ
 「

W
as

se
」

5/
7-

5/
8

4/
27

 　
　　

　 
@

O
R

A
外

食
パ

ビ
リオ

ン
「宴

～
U

TA
G

E～
」  

＼
会

場
内

に
お

け
る

本
県

PR
の

取
り組

み
／

提
供

：
2
0
2
5
年

日
本

国
際

博
覧

会
協

会
Ⓒ

E
xp

o
 2

0
2
5

（
20

25
年

4月
13

日
～

10
月

13
日

 開
催

）
（

20
30

年
 開

業
）

拡

提
供

：
一

般
社

団
法

人
大

阪
外

食
産

業
協

会

＜
関

03
＞
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①
 「

S
U

P
E
R

 L
O

C
A

L
」

の
コ

ン
セ

プ
ト

を
活

用
し

、
各

分
野

の
取

り
組

み
を

連
動

さ
せ

た
効

果
的

 
 

 
 な

P
R

を
実

施
 

 
②

 万
博

を
訪

れ
る

国
内

外
の

方
々

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
し

た
､「

と
さ

と
さ

」
や

高
知

関
係

の
飲

食
店

 
 

 
 等

へ
の

誘
客

に
つ

な
が

る
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
展

開
 

 
③

「
と

さ
と

さ
」

を
本

県
の

パ
ビ

リ
オ

ン
に

見
立

て
､「

と
さ

と
さ

」
を

中
心

と
し

た
高

知
の

魅
力

 
 

 
 発

信

 
各

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
取

り
組

み
を

横
断

的
に

支
え

る
た

め
、

関
西

圏
で

の
情

報
発

信
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
「

オ
ー

ル
高

知
」

の
態

勢
に

よ
る

取
り

組
み

を
展

開
す

る
。

ま
た

、
関

西
圏

の
企

業
や

人
材

等
の

活
力

を
本

県
に

呼
び

込
む

た
め

の
取

り
組

み
を

進
め

る
。

戦
略

の
方

向
性

目
標

○
関

西
圏

か
ら

の
移

住
者

数
(年

間
)

 
 

出
発

点
(R

4
)：

4
8
9
人

 
▶

 
直

近
値

(R
5
)：

5
7
0
人

 
▶

 
目

標
値

(R
9
)：

1
,2

0
0
人

○
関

西
圏

か
ら

の
移

住
者

の
う

ち
Ｕ

タ
ー

ン
者

数
(年

間
)

 
 

出
発

点
(R

4
)：

1
6
9
人

 
▶

 
直

近
値

(R
5
)：

1
7
1
人

 
▶

 
目

標
値

(R
9
)：

4
9
2
人

移 住

 (
１

) 
大

阪
・

関
西

万
博

を
活

用
し

た
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
展

開

関
西

あ
ん

て
な

シ
ョ

ッ
プ

「
S

U
P

E
R

 L
O

C
A

L
 S

H
O

P
 と

さ
と

さ
」

の
概

要
 

 
 ①

高
知

県
企

業
誘

致
戦

略
の

策
定

・
実

行
に

よ
る

企
業

誘
致

の
推

進
 

 
・

若
者

や
女

性
か

ら
人

気
の

高
い

事
務

系
企

業
等

 
 

・
理

系
学

生
の

就
職

を
促

進
す

る
企

業
 

 
・

県
内

製
造

業
の

生
産

性
向

上
に

資
す

る
企

業
 

 
・

中
山

間
地

域
に

働
く

場
を

創
出

す
る

企
業

   
 

①
 県

人
会

や
関

西
在

住
の

本
県

ゆ
か

り
の

方
々

を
中

心
と

し
た

「
オ

ー
ル

高
知

」
態

勢
の

 
 

  
さ

ら
な

る
拡

大
 

 
・

 県
人

会
等

の
関

西
在

住
の

本
県

ゆ
か

り
の

方
と

連
携

し
た

フ
ァ

ン
の

拡
大

 
 

・
 県

内
市

町
村

や
事

業
者

と
連

携
し

た
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

や
外

商
の

展
開

 
 

・
 県

内
メ

デ
ィ

ア
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
S
N

S
等

を
活

用
し

た
県

内
で

の
露

出
の

拡
大

 (
４

) 
企

業
誘

致
の

推
進

 (
２

) 
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
を

中
心

と
し

た
関

西
と

高
知

を
結

ぶ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
充

戦
略

１
 

情
報

発
信

の
強

化
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
拡

充
 

 
 

戦
略

２
 

関
西

圏
の

企
業

や
人

材
等

を
本

県
に

呼
び

込
む

 
 

 

 (
1
) 

本
県

の
「

食
」

や
「

観
光

」
な

ど
の

魅
力

を
強

力
に

P
R

す
る

情
報

発
信

の
拠

点
 (

2
) 

首
都

圏
と

比
べ

て
距

離
が

近
い

と
い

う
優

位
性

を
生

か
し

た
人

的
交

流
の

促
進

や
 

 
 県

産
品

の
外

商
拡

大
に

つ
な

げ
る

拠
点

 (
3
) 

関
西

の
消

費
者

と
高

知
の

生
産

者
や

事
業

者
を

つ
な

ぐ
「

あ
ん

て
な

」
を

担
う

拠
点

 (
4
) 

県
内

市
町

村
や

事
業

者
、

関
西

在
住

の
高

知
県

関
係

者
な

ど
と

連
携

し
た

 
 

「
オ

ー
ル

高
知

」
で

取
り

組
む

拠
点

S
U

P
E
R

 L
O

C
A

L
 S

H
O

P
 ～

 ス
ー

パ
ー

･ロ
ー

カ
ル

･シ
ョ

ッ
プ

 ～
 １

 コ
ン

セ
プ

ト
 ３

 開
業

日
・

出
店

場
所

 

 ２
 基

本
的

な
考

え
方

(1
) 

令
和

6
年

7
月

3
1

日
オ

ー
プ

ン
(2

) 
大

阪
・

梅
田

の
「

K
IT

T
E
大

阪
」

２
階

 
 

約
4
6
坪

区
画

  
  

  
(低

層
階

に
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
や

地
域

産
品

の
販

売
店

が
集

積
)

拡

～
　　

　の
プ

ロ
ジ

ェク
ト

を
横

断
的

に
支

え
る

取
り組

み
１

３

拡 拡

拡
   

拡
   

新

❷
 試

食
販

売
や

食
と

観
光

を
組

み
合

わ
せ

た
 

 イ
ベ

ン
ト

等
を

実
施

す
る

催
事

ス
ペ

ー
ス

 
 大

型
の

サ
イ

ネ
ー

ジ
で

魅
力

を
発

信

❸
 約

9
0
0
ア

イ
テ

ム
の

県
産

品
を

販
売

 
 高

知
の

風
土

が
育

ん
だ

県
産

材
の

什
器

や
 

  
土

佐
和

紙
の

照
明

等
で

ス
ー

パ
ー

ロ
ー

カ
ル

 
  

を
体

現

❶
 大

丸
梅

田
店

・
JR

大
阪

駅
か

ら
直

結
の

歩
行

者
デ

ッ
キ

に
面

し
た

区
画

 

①
物

販
②

催
事

・
テ

ス
ト

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
③

商
談

の
場

①
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

で
の

動
画

放
映

②
メ

デ
ィ

ア
の

取
材

の
場

③
P
R
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

 
等

オ
ー

ル
高

知
で

の
展

開
①

関
西

在
住

の
高

知
に

 
ゆ

か
り

の
あ

る
方

②
関

西
の

高
知

 
ゆ

か
り

の
飲

食
店

③
県

内
市

町
村

や
 

事
業

者

外
商

拡
大

観
光

情
報

等
の

発
信

拡

 
 

①
 大

阪
窓

口
の

相
談

体
制

を
強

化
し

、
相

談
会

や
セ

ミ
ナ

ー
等

の
開

催
を

拡
大

 
 

②
 東

京
で

実
施

す
る

市
町

村
出

張
相

談
会

を
大

阪
に

も
拡

大
し

、
 

 
 

 市
町

村
の

相
談

機
会

を
充

実
 

 
③

 自
分

ら
し

く
活

躍
す

る
県

内
の

若
者

の
動

画
を

活
用

し
た

 
 

 
 移

住
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
通

年
実

施
に

拡
大

 (
３

) 
若

者
の

定
着

・
増

加
に

向
け

た
移

住
促

進
拡

   
拡

   

拡
   

※
移

住
プ

ロ
モ

ー
シ

ョン
キ

ャッ
チ

コピ
ー

＜
関

04
＞
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Ⅱ　産業間の連携戦略

地産外商戦略の推進
連携テーマ《地産外商戦略の推進》の取り組みの概要
　①　産業振興計画のこれまでの取り組みによる成果と課題
　県内市場の縮小に打ち勝つため、地産外商公社を核とした外商活動に取り組んできた結果、
地産外商公社が支援する企業の令和５年度の県外売上額が614億円となるなど、地産外商公社
の全国展開の推進により順調に外商が伸びています。
　輸出の取り組みは、国別、品目別に戦略を立て、販路拡大に取り組んだ結果、令和５年の食
料品輸出額は過去最高の26.4億円となり、有望市場を中心に着実に増加しています。
　国内外において順調に成果が拡大してきましたが、物価の高騰など、社会・経済環境が大き
く変化しており、県経済の持続的な発展のためには、さらなる外商拡大が必要です。

　②　第５期計画ver.2の取り組み
柱１　外商につながる地産の強化
　取り組み１　市場が求める商品づくりへの支援
　　　販路に直結した商品づくりを後押しするため、バイヤー等と連携した商品開発・改良の
　　伴走支援を強化します。また、食品残渣等を活用した新商品開発の支援を強化します。　　　
　取り組み２　食品加工の生産管理の高度化支援
　　　生産性向上推進アドバイザーによる食品事業者の生産工程の高度化の支援体制を強化
　　します。
柱２　 国内外商の拡大
　取り組み１　地産外商公社を核とした外商の拡大
　　　大きな取引が見込まれる卸売事業者との連携強化により新規販路を開拓し、成約に直結

　　する産地視察型の商談機会や新たな展示会への出展機会を拡充します。また、大口の取引　
　　が見込まれる飲食店チェーン・ホテルグループへのアプローチを強化します。
　　　さらに、顧客及び営業情報の蓄積等により外商の全国展開に向けた営業活動を強化しま
　　す。　　　
　取り組み２　関西戦略に基づく県産品の外商拡大
　　　アンテナショップを活用した商談機会の創出や、高知県関係の飲食店との連携による県　　　
　　産品のPRを強化し、関西圏における外商活動を強化します。　　
柱３　輸出の拡大
　取り組み１　輸出品目の強化

　　　有望な輸出品目の生産支援や生産体制の拡充、JETROや貿易促進コーディネーターとの　　　　　　　
　　連携による新たな輸出品目の発掘・育成により、輸出品目の強化を行います。　　　
　取り組み２　外商活動の強化

　　　マーケットインの考え方に基づいたプロモーションや海外ネットワークの活用、成長が
　　見込まれる新たな市場の開拓により、外商活動を強化します。　　　
　取り組み３　事業者支援の強化

　　　海外展示会等への出展支援を通じた輸出環境の整備や要件の見直しによる補助金の活用
　　促進など、輸出に意欲的な事業者への支援を強化します。　　　
柱４　食品産業を支える産業人材の育成 
　　　「食のイノベーションベース」において、事業者の課題やレベルに応じた支援メニュー
　　を提供することで食品事業者の課題解決と人材の育成を図ります。
柱５　事業拡大に向けた企業の成長を後押し 
　　　事業者の課題解決をサポートする相談・支援のワンストップ窓口「サポートデスク」
　　において、生産から販売までの幅広い課題に対応します。
　　　また、付加価値向上に向けたイノベーションの創出による外商拡大や中核人材の確保等
　　の取り組みへの支援を強化します。
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①
有

望
な

輸
出

品
目

の
拡

大
　【

ユ
ズ

】欧
州

向
け

の
有

機
的

栽
培

へ
の

転
換

支
援

 【
ブ

リ類
】養

殖
の

規
模

拡
大

や
コス

ト削
減

に
向

け
た

支
援

②
新

た
な

輸
出

品
目

の
発

掘
・育

成
　J

ET
RO

等
との

連
携

に
よ

る
新

規
取

り組
み

事
業

者
支

援

分
野
を
代
表
す
る
目
標

成
長

を
支

え
る

取
り組

み
を

強
化

柱
４

　食
品

産
業

を
支

え
る

産
業

人
材

の
育

成
（

１
）

商
品

企
画

力
・開

発
力

・外
商

力
の

向
上

　

柱
５

　事
業

拡
大

に
向

け
た

企
業

の
成

長
を

後
押

し

（
１

）
市

場
が

求
め

る
商

品
づ

くり
へ

の
支

援
　柱

１
　外

商
に

つ
な

が
る

地
産

の
強

化
「地

産
」の

強
化

　
「外

商
」の

強
化

　
　柱

3　
 輸

出
の

拡
大

　柱
２

　 
国

内
外

商
の

拡
大

①
売

れ
る

商
品

づ
くり

へ
の

支
援

　　
国

内
外

の
バ

イヤ
ー

等
と連

携
した

商
品

開
発

・改
良

の
伴

走
支

援
　　

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

戦
略

や
販

売
戦

略
の

策
定

支
援

　　
食

品
残

渣
等

を
活

用
した

商
品

開
発

へ
の

支
援

　　
　　

商
品

発
掘

コン
クー

ル
を

通
じた

商
品

開
発

へ
の

意
欲

醸
成

①
食

品
事

業
者

の
課

題
解

決
に

向
け

た
総

合
支

援
プ

ラッ
トホ

ー
ム

で
あ

る
「食

の
イノ

ベ
ー

シ
ョン

ベ
ー

ス
」を

運
営

　　
事

業
者

の
段

階
に

応
じた

カリ
キ

ュラ
ム

の
拡

充
②

土
佐

FB
Cと

の
連

携
　　

事
業

者
の

レ
ベ

ル
に

合
わ

せ
た

「食
の

イノ
ベ

ー
シ

ョン
ベ

ー
ス

」、
「土

佐
FB

C」
の

各
カリ

キ
ュラ

ム
へ

の
誘

導

①
事

業
戦

略
の

策
定

支
援

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
セ

ミナ
ー

・個
別

相
談

の
実

施
　　

 専
門

家
に

よ
る

販
売

戦
略

の
策

定
支

援
　　

 戦
略

策
定

後
に

お
け

る
実

行
支

援
②

生
産

性
向

上
推

進
ア

ドバ
イザ

ー
派

遣
　　

※
目

標
は

「食
料

品
製

造
業

」と
「飲

料
・た

ば
こ・

飼
料

製
造

業
」の

出
荷

額
等

の
合

算

目
指
す
姿

（
２

）
食

品
加

工
の

生
産

管
理

の
高

度
化

支
援

①
生

産
性

向
上

・衛
生

管
理

向
上

に
向

け
た

支
援

　　
生

産
性

向
上

推
進

ア
ドバ

イザ
ー

に
よ

る
個

別
現

地
支

援
　　

省
人

化
に

向
け

た
生

産
体

制
の

整
備

へ
の

支
援

　　
外

商
拡

大
に

向
け

た
国

際
衛

生
基

準
対

応
等

へ
の

個
別

支
援

食
品
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
県
産
品
の
付
加
価
値
向
上
と
さ
ら
な
る
外
商
拡
大
を
目
指
す

（
２

）
関

西
戦

略
に

基
づ

く県
産

品
の

外
商

拡
大

（
１

）
地

産
外

商
公

社
を

核
とし

た
外

商
の

拡
大

①
課

題
解

決
を

サ
ポ

ー
トす

る
相

談
・支

援
の

ワ
ン

ス
トッ

プ
窓

口
で

あ
る

「サ
ポ

ー
トデ

ス
ク」

に
よ

る
支

援
 　

 専
門

人
材

に
よ

る
事

業
者

の
生

産
か

ら販
売

ま
で

の
　　

幅
広

い
課

題
へ

の
プ

ッシ
ュ型

の
支

援
　　

出
張

相
談

会
を

通
じた

ニ
ー

ズ
の

掘
り起

こし

（
１

）
裾

野
の

拡
大

も
含

め
た

総
合

支
援

（
２

）
事

業
規

模
拡

大
に

向
け

た
サ

ポ
ー

ト

　《
連

携
テ

ー
マ

》　
地

産
外

商
戦

略
の

推
進

　　
～

県
産

品
の

付
加

価
値

向
上

とさ
らな

る
外

商
拡

大
～

①
リー

デ
ィン

グ
企

業
の

創
出

・育
成

　　
付

加
価

値
向

上
に

向
け

た
イノ

ベ
ー

　　
シ

ョン
の

創
出

に
よ

る
外

商
拡

大
や

　　
中

核
人

材
の

確
保

等
の

取
り組

み
を

支
援

（
３

）
成

長
を

牽
引

す
る

企
業

の
創

出

①
卸

売
事

業
者

との
連

携
強

化
に

よ
る

外
商

拡
大

　　
卸

売
事

業
者

主
催

の
社

内
商

談
会

等
へ

の
参

加
　　

外
商

コー
デ

ィネ
ー

ター
と連

携
した

新
規

の
販

路
開

拓

①
ア

ン
テ

ナ
シ

ョッ
プ

を
核

とし
た

外
商

活
動

　　
店

舗
を

活
用

した
県

産
品

の
Ｐ

Ｒ
強

化
や

商
談

機
会

の
創

出
　　

テ
ス

トマ
ー

ケ
テ

ィン
グ

等
に

よ
る

県
産

品
の

磨
き

上
げ

②
関

西
プ

ロモ
ー

シ
ョン

の
展

開
に

よ
る

県
産

品
の

認
知

度
向

上
　S

UP
ER

 L
OC

AL
の

コン
セ

プト
に

よる
各

分
野

の
取

り組
み

の
連

動
③

大
阪

・関
西

万
博

を
契

機
とし

た
外

商
活

動
の

強
化

食
料

品
製

造
業

出
荷

額
等

　 
出

発
点

（
R３

）
1,

03
4億

円
　 

⇒
　現

状
（

R４
）

1,
18

1億
円

　⇒
　R

７
　1

,2
09

億
円

⇒
　４

年
後

(R
９

)1
,3

00
億

円
　 

⇒
　1

0年
後

(R
15

)1
,4

00
億

円
　　

　　
　　

（
１

）
輸

出
品

目
の

強
化

（
２

）
外

商
活

動
の

強
化

（
３

）
事

業
者

支
援

の
強

化

②
輸

出
に

対
応

した
商

品
づ

くり
へ

の
支

援
　　

専
門

家
に

よ
る

輸
出

対
応

商
品

の
開

発
支

援
(賞

味
期

限
延

長
等

)

④
工

業
技

術
セ

ン
ター

に
よ

る
商

品
開

発
等

へ
の

支
援

②
食

品
表

示
の

適
正

化
を

支
援

　　
食

品
の

安
全

安
心

に
向

け
た

食
品

表
示

の
対

応
支

援

②
商

談
会

・展
示

会
の

拡
充

　 
成

約
に

直
結

す
る

産
地

視
察

型
の

商
談

機
会

の
拡

大
　 

新
た

な
展

示
会

出
展

(P
B、

O
EM

関
連

)に
よ

る
販

路
開

拓
③

飲
食

店
等

へ
の

外
商

活
動

の
強

化
　　

飲
食

チ
ェー

ン
、ホ

テ
ル

グ
ル

ー
プ

へ
の

ア
プ

ロー
チ

④
外

商
の

全
国

展
開

に
向

け
た

営
業

活
動

　　
顧

客
及

び
営

業
情

報
の

蓄
積

に
よ

る
営

業
活

動
の

充
実

　　
中

部
エ

リア
に

お
け

る
営

業
活

動
の

展
開

①
海

外
展

示
会

へ
の

出
展

支
援

等
を

通
じた

県
内

事
業

者
の

　地
域

商
社

化
の

推
進

②
輸

出
拡

大
に

向
け

た
施

設
整

備
補

助
金

の
活

用
促

進

①
マ

ー
ケ

ット
イン

の
考

え
方

に
基

づ
い

た
プ

ロモ
ー

シ
ョン

②
海

外
ネ

ット
ワ

ー
クの

活
用

に
よ

る
販

路
拡

大
③

新
た

な
市

場
の

開
拓

や
成

長
市

場
で

あ
る

東
南

ア
ジ

ア
   

で
の

販
売

拡
大

の
推

進
【農

畜
水

産
物

・加
工

品
】タ

イの
展

示
会

へ
の

共
同

出
展

【土
佐

酒
】新

た
な

市
場

の
開

拓
（

ドイ
ツ

、豪
州

等
）

※
専

門
人

材
や

関
係

機
関

等
で

構
成

す
る

　　
 「

外
商

強
化

支
援

チ
ー

ム
」に

よ
る

伴
走

支
援

新

拡

拡 拡新

拡 拡

拡 新

拡 拡

拡

拡

拡

拡

新

新

③
土

佐
酒

ブ
ラン

ドの
強

化
に

向
け

た
県

産
酒

米
の

安
定

供
給

の
確

保
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◆
分
野
全
体
の
目
標

第
5期
計
画

各
産
業
分
野
の

取
り組
み
の
柱

戦
略
の
類
型

第
5期
計
画
　

戦
略
目
標

出
発
点

現
状
値

R7
年
度

到
達
目
標

４
年
後
（
R9
）

目
標
値

重
点
施
策

該
当

1
　

外
商

に
つ

な
が

る
地

産
の

強
化

①
構

造
転

換
型

②
地

域
産

業
ス

ケ
ー

ル
ア

ッ
プ

型

２
　

国
内

外
商

の
拡

大
②

地
域

産
業

ス
ケ

ー
ル

ア
ッ

プ
型

３
　

輸
出

の
拡

大
③

グ
ロ

ー
バ

ル
展

開
型

４
　

食
品

産
業

を
支

え
る

産
業

人
材

の
育

成
⑤

人
材

起
点

型

５
　

事
業

拡
大

に
向

け
た

企
業

の
成

長
を

後
押

し

①
構

造
転

換
型

④
課

題
解

決
型

連
携
テ
ー
マ
（
地
産
外
商
戦
略
の
推
進
）
で
掲
げ
る
目
標
一
覧

地
産

外
商

公
社

が
支

援
す

る
企

業
の

県
外

売
上

額
（
年

間
）

地
産

外
商

公
社

が
支

援
す

る
企

業
の

関
西

圏
で

の
売

上
額

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 （

年
間

）

食
料

品
の

輸
出

額
（
年

間
）

5
9
3
億

円
(R

4
)

1
1
5
億

円
(R

4
)

2
3
億

円
(R

4
)

6
1
4
億

円
(R

5
)

1
4
5
億

円
(R

5
)

2
6
.4

億
円

(R
5
)

6
5
8
億

円

1
4
7
億

円

4
0
.1

億
円

6
9
3
億

円

1
5
9
億

円

4
7
億

円

○ ○ ○

食
料

品
製

造
業

出
荷

額
等

　
 出

発
点

（
R

３
）
1
,0

3
4
億

円
　

 ⇒
　

現
状

（
R

４
）
1
,1

8
1
億

円
　

⇒
　

R
７

　
1
,2

0
9
億

円
⇒

　
４

年
後

(R
９

)1
,3

0
0
億

円
　

 ⇒
　

1
0
年

後
(R

1
5
)1

,4
0
0
億

円
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 ※

目
標

は
「
食

料
品

製
造

業
」
と

「
飲

料
・
た

ば
こ

・
飼

料
製

造
業

」
の

出
荷

額
等

の
合

算
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

2
食

料
品

の
輸

出
額

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

ジ
ェ

ト
ロ

高
知

が
県

内
事

業
者

向
け

に
実

施
す

る
「
貿

易
実

態
調

査
」
を

確
認

（
年

次
デ

ー
タ

の
み

）

2
3
.0

億
円

(R
4
)

2
6
.4

億
円

(R
5
)

4
7
.0

億
円

(R
9
)

１
　

輸
出

の
拡

大
（
１

）
輸

出
品

目
の

強
化

　
基

幹
品

目
及

び
輸

出
戦

略
品

目
の

生
産

拡
大

へ
の

取
り

組
み

を
支

援
（
２

）
外

商
活

動
の

強
化

　
国

別
に

品
目

を
設

定
し

、
展

示
会

へ
の

参
加

や
商

社
と

連
携

し
た

商
談

会
を

開
催

（
３

）
事

業
者

支
援

の
強

化
　

見
本

市
へ

の
出

展
支

援
や

施
設

整
備

補
助

金
に

よ
る

衛
生

管
理

・
生

産
性

向
上

へ
の

支
援

【
基

幹
品

目
　

輸
出

額
】

　
ユ

ズ
　

　
R

5
　

8
.1

億
円

　
水

産
物

　
　

R
5
　

4
.7

億
円

　
酒

類
　

　
R

5
　

6
.0

億
円

１
　

輸
出

の
拡

大
（
１

）
輸

出
品

目
の

強
化

・
輸

出
に

適
し

た
品

目
・
商

品
の

育
成

や
開

発
が

必
要

・
輸

出
に

取
り

組
む

事
業

者
の

支
援

や
発

掘
が

必
要

・
輸

出
拡

大
に

向
け

た
原

料
の

安
定

供
給

が
必

要

（
２

）
外

商
活

動
の

強
化

・
品

目
に

あ
っ

た
市

場
の

開
拓

や
成

長
が

見
込

ま
れ

る
市

場
へ

の
取

り
組

み
が

必
要

・
中

国
の

日
本

産
水

産
物

の
輸

入
停

止
に

よ
る

販
路

の
減

少
へ

の
対

応
が

必
要

（
３

）
事

業
者

支
援

の
強

化
・
輸

出
拡

大
の

た
め

ス
キ

ー
ム

作
り

や
支

援
体

制
の

拡
充

が
必

要

１
　

輸
出

の
拡

大
（
１

）
輸

出
品

目
の

強
化

：
基

幹
品

目
、

戦
略

品
目

、
新

た
な

品
目

の
発

掘
 　

　
①

有
機

的
栽

培
の

対
象

地
区

で
の

除
草

・
施

肥
対

策
を

新
た

に
支

援
（
ユ

ズ
）
【
R

6
～

】
　

②
県

産
酒

米
の

安
定

供
給

確
保

に
向

け
た

新
た

な
支

援
（
加

工
品

）
 【

R
7
】

　
③

ベ
ト

ナ
ム

向
け

輸
出

施
設

認
定

の
取

得
に

向
け

た
取

り
組

み
を

推
進

（
和

牛
）
【
R

7
】
 　

　
④

養
殖

規
模

拡
大

・
新

規
参

入
企

業
等

の
誘

致
に

向
け

た
支

援
の

拡
充

（
ブ

リ
類

) 
【
R

6
～

R
9
】
　

　
⑤

J
E
T
R

O
と

貿
易

促
進

C
O

等
と

の
連

携
に

よ
る

新
規

取
り

組
み

事
業

者
支

援
の

強
化

【
R

6
～

】

（
２

）
外

商
活

動
の

強
化

：
輸

出
先

国
ご

と
の

品
目

設
定

、
現

地
商

社
と

の
連

携
等

　
 　

　
①

R
6
輸

出
可

能
性

調
査

に
基

づ
い

た
、

テ
ス

ト
マ

ー
ケ

テ
イ

ン
グ

や
現

地
嗜

好
に

合
う

食
べ

方
提

案
等

の
実

施
（
ｼ
ﾝ
ｶ
ﾞﾎ

ﾟｰ
ﾙ

、
ﾏ

ﾚ
ｰ

ｼ
ｱ

、
ﾀ
ｲ
）
（
農

産
物

）
 　

【
R

6
～

】
　

②
土

佐
和

牛
ブ

ラ
ン

ド
推

進
協

議
会

に
よ

る
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

や
見

本
市

等
へ

の
出

展
支

援
（
タ

イ
）
（
和

牛
）
 　

【
R

7
～

】
　

③
現

地
百

貨
店

等
に

店
舗

展
開

す
る

国
内

企
業

と
連

携
し

た
高

知
フ

ェ
ア

や
現

地
商

社
と

連
携

し
た

賞
味

会
の

開
催

　
　

(ｼ
ﾝ
ｶ
ﾞﾎ

ﾟｰ
ﾙ

、
ﾍ

ﾞﾄ
ﾅ

ﾑ
、

ﾀ
ｲ
、

ｲ
ﾝ
ﾄﾞ

、
台

湾
) 

(水
産

物
)　

【
R

7
～

】
　

④
海

外
展

示
会

へ
の

共
同

出
展

（
タ

イ
）
（
農

畜
水

産
物

・
加

工
品

）
【
R

7
～

】
　

⑤
現

地
商

社
招

へ
い

等
に

よ
る

新
た

な
市

場
の

開
拓

を
実

施
（
ド

イ
ツ

等
）
（
土

佐
酒

）
【
R

7
～

】

（
３

）
事

業
者

支
援

の
強

化
：
意

欲
的

な
事

業
者

へ
の

支
援

強
化

 　
　

①
高

知
県

水
産

物
輸

出
促

進
協

議
会

に
よ

る
海

外
賞

味
会

の
開

催
等

の
支

援
を

通
じ

た
県

内
事

業
者

の
地

域
商

社
化

の
推

進
 【

R
6
～

】
　

　
②

輸
出

拡
大

に
向

け
た

食
品

加
工

施
設

等
整

備
促

進
事

業
費

補
助

金
の

要
件

見
直

し
【
R

7
】

⇒
　

別
図

＜
外

0
3
＞

参
照

（
P

1
2
9
）

〈
基

幹
品

目
　

輸
出

額
〉

　
ユ

ズ
　

　
8
.1

億
円

（
R

5
）

　
　

↓
　

　
7
.2

億
円

（
R

9
）

　
水

産
物

　
　

4
.7

億
円

（
R

5
）

　
　

↓
　

　
1
6
.6

億
円

（
R

9
）

　
酒

類
　

　
6
.0

億
円

（
R

5
）

　
　

↓
　

 1
2
.3

億
円

（
R

9
）

分
野

《連
携

テ
ー

マ
》地

産
外

商
戦

略
の

推
進

各
産

業
分

野
の

取
り組

み
の

柱
柱

１
 外

商
に

つ
な

が
る

地
産

の
強

化
　/

 柱
２

 国
内

外
商

の
拡

大
柱

３
 輸

出
の

拡
大

 /
 柱

４
 食

品
産

業
を

支
え

る
産

業
人

材
の

育
成

柱
５

 事
業

拡
大

に
向

け
た

企
業

の
成

長
を

後
押

し

1
地

産
外

商
公

社
が

支
援

す
る

企
業

の
県

外
売

上
額

（
年

間
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
地

産
外

商
公

社
か

ら
の

活
動

報
告

に
よ

り
状

況
を

確
認

5
9
3
億

円
(R

4
)

6
1
4
億

円
(R

5
)

6
9
3
億

円
(R

9
)

１
　

外
商

に
つ

な
が

る
地

産
の

強
化

　
・
食

の
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

の
商

品
力

ア
ッ

プ
　

　
相

談
会

・
商

品
づ

く
り

ワ
ー

キ
ン

グ
の

開
催

　
　

や
、

食
品

加
工

高
度

化
支

援
事

業
費

補
助

　
　

金
に

よ
る

支
援

な
ど

、
県

内
事

業
者

の
商

品
　

　
開

発
の

取
り

組
み

を
支

援
　

  
商

品
づ

く
り

ワ
ー

キ
ン

グ
に

よ
る

商
品

開
発

･
　

　
改

良
件

数
　

　
R

5
:7

0
件

　
　

工
業

技
術

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
商

品
開

発
件

数
　

　
R

5
:2

3
件

２
　

国
内

外
商

の
拡

大
　

・
外

商
活

動
の

全
国

展
開

(H
2
7
～

)
　

　
成

約
金

額
 H

2
7
:2

0
.8

億
円

→
R

5
:6

3
.5

億
円

　
　

訪
問

件
数

 H
2
7
:1

,3
8
8
回

→
R

5
:4

,1
2
1
回

　
・
展

示
会

出
展

、
県

・
公

社
主

催
商

談
会

開
催

　
　

H
2
7
:3

9
回

6
4
6
社

→
R

5
:7

9
回

9
5
4
社

　
・
地

域
商

社
の

支
援

を
目

的
と

し
た

　
　

「
外

商
支

援
事

業
費

補
助

金
」
創

設
(R

元
～

)
　

　
R

元
:7

件
→

R
5
:5

件
　

・
出

展
が

容
易

な
展

示
会

の
開

催
　

　
県

産
品

商
談

会
（
H

2
7
～

、
H

3
0
か

ら
年

2
回

）
　

　
食

の
商

談
会

（
東

京
(H

2
4
～

)
　

　
土

佐
の

宴
（
大

阪
(H

2
7
～

)、
名

古
屋

(H
3
0

～
))

　
・
ま

る
ご

と
高

知
商

談
会

・
相

談
会

開
催

　
　

H
2
7
:4

回
→

R
5
:7

回
　

・
地

産
外

商
公

社
（
高

知
）
に

よ
る

事
業

者
訪

問
　

　
H

2
7
:1

8
9
社

→
R

5
:2

3
4
社

１
　

外
商

に
つ

な
が

る
地

産
の

強
化

・
マ

ー
ケ

ッ
ト

イ
ン

の
視

点
で

の
さ

ら
な

る
商

品
開

発
の

推
進

が
必

要
・
労

働
生

産
性

が
低

く
、

人
手

不
足

・
生

産
現

場
の

省
力

化
や

デ
ジ

タ
ル

化
が

進
ん

で
い

な
い ・
外

商
拡

大
に

向
け

た
品

質
管

理
の

向
上

支
援

が
必

要 ２
　

国
内

外
商

の
拡

大
・
卸

売
事

業
者

と
の

関
係

性
を

深
め

、
展

示
商

談
会

で
の

出
展

小
間

数
増

に
つ

な
が

る
社

内
商

談
会

等
参

加
に

向
け

た
働

き
か

け
が

必
要

・
新

規
販

路
の

掘
り

起
こ

し
や

産
地

視
察

型
商

談
会

へ
の

誘
導

に
向

け
て

、
展

示
会

で
の

積
極

的
な

営
業

活
動

が
必

要
・
大

阪
関

西
万

博
の

開
催

や
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
に

向
け

、
飲

食
チ

ェ
ー

ン
、

ホ
テ

ル
グ

ル
ー

プ
の

掘
り

起
こ

し
が

必
要

・
バ

イ
ヤ

ー
や

県
内

事
業

者
の

情
報

を
蓄

積
・
整

理
し

、
よ

り
効

果
的

な
営

業
活

動
の

推
進

が
必

要

１
　

外
商

に
つ

な
が

る
地

産
の

強
化

　
①

売
れ

る
商

品
づ

く
り

へ
の

支
援

　
　

・
国

内
外

の
バ

イ
ヤ

ー
等

と
連

携
し

た
商

品
開

発
・
改

良
の

伴
走

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
食

品
残

渣
等

を
活

用
し

た
商

品
開

発
へ

の
支

援
【
R

7
～

】
　

②
食

品
加

工
の

生
産

管
理

の
高

度
化

支
援

　
　

・
生

産
性

向
上

推
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
よ

る
個

別
現

地
支

援
【
R

6
～

R
9
】

　
③

食
品

産
業

を
支

え
る

産
業

人
材

の
育

成
　

　
・
食

品
事

業
者

の
課

題
解

決
に

向
け

た
総

合
支

援
プ

ラ
ッ

ト
ホ

ー
ム

で
あ

る
「
食

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ベ
ー

ス
」
を

運
営

【
R

6
～

R
9
】

　
④

事
業

拡
大

に
向

け
た

企
業

の
成

長
を

後
押

し
　

　
・
課

題
解

決
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

相
談

・
支

援
の

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

窓
口

で
あ

る
「
サ

ポ
ー

ト
デ

ス
ク

」
に

よ
る

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
付

加
価

値
向

上
に

向
け

た
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
創

出
に

よ
る

外
商

拡
大

や
中

核
人

材
の

確
保

等
の

取
り

組
み

を
支

援
【
R

7
～

R
9
】

２
　

国
内

外
商

の
拡

大
　

①
卸

売
事

業
者

と
の

連
携

強
化

に
よ

る
外

商
拡

大
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
卸

売
事

業
者

主
催

の
社

内
商

談
会

等
へ

の
参

加
　

②
商

談
会

・
展

示
会

の
拡

充
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
新

た
な

展
示

会
出

展
(P

B
、

O
E
M

関
連

)に
よ

る
販

路
開

拓
　

③
飲

食
店

等
へ

の
外

商
活

動
の

強
化

【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
飲

食
チ

ェ
ー

ン
、

ホ
テ

ル
グ

ル
ー

プ
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

　
④

外
商

の
全

国
展

開
に

向
け

た
営

業
活

動
【
R

6
～

R
9
】

　
⑤

関
西

戦
略

に
基

づ
く
県

産
品

の
外

商
拡

大
【
R

6
～

R
9
】

　
　

・
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
を

活
用

し
た

県
産

品
の

Ｐ
Ｒ

強
化

や
商

談
機

会
の

創
出

　
　

・
S
U

P
E
R

 L
O

C
A

L
の

コ
ン

セ
プ

ト
に

よ
る

各
分

野
の

取
り

組
み

の
連

動
　

　
・
大

阪
・
関

西
万

博
を

契
機

と
し

た
外

商
活

動
の

強
化

⇒
　

別
図

＜
外

0
1
、

0
2
＞

参
照

（
P

1
2
7
,1

2
8
）

〈
商

品
開

発
件

数
（
累

計
）
〉

4
2
7
件

（
H

2
8
～

R
5
）

↓ 8
0
0
件

（
R

6
～

R
9
）

〈
展

示
商

談
会

延
べ

参
加

事
業

者
数

(累
計

)〉
3
,1

8
5
者

（
R

2
～

R
5
）

↓ 4
,7

0
0
者

(R
6
～

R
9
）

126



５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

外
商

活
動

の
全

国
展

開
の

拡
大

・強
化

　地
産

外
商

公
社

の
全

国
展

開
の

さら
な

る
推

進
、外

商
参

画
事

業
者

の
さら

な
る

拡
大

　　
　地

産
外

商
公

社
の

活
動

に
よ

る
成

約
金

額
　H

30
：

42
.4

億
円

　→
　R

5：
63

.5
億

円

これ
ま

で
の

取
り組

み
外

商
の

拡
大

に
つ

な
げ

る
商

品
づ

くり
の

推
進

　食
の

イノ
ベ

ー
シ

ョン
ベ

ー
ス

及
び

補
助

金
に

よ
り事

業
者

の
商

品
づ

くり
を

支
援

　　
　商

品
開

発
件

数
　H

28
～

R
５

：
42

7件
　→

　R
6～

R
9：

80
0件

海
外

ネ
ット

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

輸
出

の
加

速
化

　有
望

市
場

（
米

国
、欧

州
他

）
を

中
心

とし
た

販
路

開
拓

・販
売

拡
大

事
業

の
実

施
　貿

易
促

進
コー

デ
ィネ

ー
ター

等
に

よ
る

県
内

事
業

者
訪

問
の

実
施

　　
　食

料
品

の
輸

出
額

　H
30

：
14

.5
億

円
　→

　R
5：

26
.4

億
円

現
状

・課
題

①
これ

まで
の

取
り組

み
に

よ
り、

国
内

で
の

外
商

や
輸

出
に

お
い

て
順

調
に

成
果

が
拡

大
して

き
た

が
、

　 
県

経
済

の
持

続
的

な
発

展
の

た
め

に
は

、さ
らな

る
外

商
拡

大
が

必
要

。

①
多

様
化

す
る

消
費

者
ニー

ズ
に

対
応

した
付

加
価

値
の

高
い

商
品

づ
くり

と出
口

（
販

路
）

に
  直

結
した

商
品

づ
くり

が
必

要
 

②
事

業
者

の
商

品
開

発
力

・
生

産
力

・
外

商
力

の
強

化
に

よ
る

事
業

規
模

の
拡

大
【

質
】

②
食

料
品

の
輸

出
額

 
出

発
点

（
R

4
）

2
3
.0

億
円

 ⇒
現

状
値

（
R

5
）

2
6
.4

億
円

⇒
R

7
 4

0
.1

億
円

⇒
 ４

年
後

（
R

9
）

4
7
.0

億
円

『
商

品
開

発
に

よ
る

付
加

価
値

向
上

』
と

『
生

産
性

向
上

に
よ

る
構

造
転

換
』

に
よ

り
、

 
 持

続
的

に
経

済
が

発
展

す
る

高
知

県
①

事
業

者
の

掘
り

起
こ

し
強

化
に

よ
る

国
内

外
商

・
輸

出
を

行
う

事
業

者
の

裾
野

の
拡

大
【

量
】

 
 「

サ
ポ

ー
ト

デ
ス

ク
」

に
よ

る
食

品
産

業
に

関
わ

る
相

談
・

支
援

の
  
  
  
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
で

の
サ

ポ
ー

ト

商
品

開
発

・改
良

に
対

す
る

支
援

の
強

化
（

売
れ

る
商

品
づ

くり
）

 　

成
長

を
牽

引
す

る
リー

デ
ィン

グ
企

業
を

創
出

・育
成

事
業

者
の

課
題

解
決

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
総

合
支

援
の

実
施

 

生
産

管
理

の
高

度
化

に
向

け
た

支
援

の
強

化
（

デ
ジ

タ
ル

化
・グ

リー
ン

化
の

促
進

）
　

 
生

産
性

向
上

推
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
よ

る
支

援
体

制
を

拡
充

し
、

生
産

工
程

の
高

度
化

 
（

デ
ジ

タ
ル

化
・

グ
リ

ー
ン

化
)を

促
進

 
 

外
商

拡
大

に
向

け
た

国
際

衛
生

基
準

の
認

証
取

得
を

支
援

付
加

価
値

向
上

に
向

け
た

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

創
出

に
よ

る
外

商
拡

大
や

中
核

人
材

の
確

保
等

に
つ

な
が

る
取

り
組

み
を

支
援

取
組 １ 取
組 ２ 取
組 ３ 取
組 ４

拡 
 売

れ
る

こ
と

に
こ

だ
わ

り
、

出
口

（
販

路
）

に
直

結
し

た
商

品
づ

く
り

を
後

押
し

す
る

 
 た

め
、

国
内

外
の

バ
イ

ヤ
ー

等
と

連
携

し
た

商
品

開
発

・
改

良
の

伴
走

支
援

を
強

化
 

 【
実

施
例

】
 

小
規

模
向

け
：

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
、

原
価

計
算

等
を

学
ぶ

講
座

 
 

 
 

 
 

 
  

中
堅

向
け

：
卸

売
業

者
と

の
商

談
に

直
結

す
る

講
座

①
自

動
化

が
難

しい
工

程
が

多
く、

消
費

期
限

の
短

さや
単

価
の

安
さ、

商
品

サ
イク

ル
の

短
さな

どに
より

、投
資

に
踏

み
出

しづ
らい

事
業

者
が

多
い

 
 商

品
開

発
・

改
良

に
対

す
る

支
援

 
 

食
品

残
渣

等
を

活
用

し
た

新
商

品
開

発
に

対
す

る
補

助
の

拡
充

 
(グ

リ
ー

ン
化

加
算

新
設

) 
新

①
人

手
不

足
、エ

ネ
ル

ギ
ー

価
格

や
物

価
高

騰
、脱

炭
素

社
会

の
進

展
な

どに
対

応
す

る
た

め
、デ

ジ
タル

化
な

どに
よ

る
生

産
性

の
向

上
、省

エ
ネ

化
の

推
進

とい
った

取
り組

み
が

必
要

新

②
また

、ア
フタ

ー
コロ

ナ
、エ

ネ
ル

ギ
ー

価
格

や
物

価
高

騰
、人

口
減

少
と高

齢
化

に
進

行
に

よる
　 

人
手

不
足

の
深

刻
化

、世
界

人
口

の
増

加
に

よる
将

来
的

な
食

糧
不

足
へ

の
懸

念
、S

D
Gs

や
　 

脱
炭

素
社

会
の

進
展

な
ど、

社
会

・経
済

環
境

が
大

き
く変

化
して

い
る

。

外
商

に
つ

な
が

る
商

品
が

不
足

し
て

い
る

。

生
産

工
程

の
高

度
化

が
十

分
進

ん
で

い
な

い
。

②
人

口
減

少
、高

齢
化

の
進

行
等

に
よ

り国
内

マ
ー

ケ
ット

が
縮

小
す

る
中

、輸
出

を
強

化
す

る
　た

め
に

は
、海

外
の

規
制

や
ニ

ー
ズ

に
対

応
した

商
品

づ
くり

が
必

要

他
産

業
との

比
較

に
お

け
る

労
働

生
産

性
の

低
さ

。

課
題 １ 課
題 ２ 課
題 ３現 状

  
  

  
①

食
料

品
製

造
事

業
者

の
抱

え
る

幅
広

い
課

題
※
に

、
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
で

対
応

 
 

 
 

 
※

商
品

開
発

、
国

内
外

商
・

輸
出

、
生

産
性

向
上

、
人

材
不

足
、

 
 

 
 

 
女

性
が

働
き

や
す

い
職

場
環

境
づ

く
り

な
ど

 
  
 

②
専

門
人

材
を

配
置

し
、

プ
ッ

シ
ュ

型
の

相
談

対
応

・
出

張
相

談
会

を
実

施
 

 
  

 【
生

産
】

生
産

性
向

上
推

進
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
 

 
 

  
【

国
内

】
地

産
外

商
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
 

 
 

  
【

輸
出

】
貿

易
促

進
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー

食
品

分
野

に
お

け
る

地
産

の
強

化

取
組 １ 取
組 ２ 取
組 ３

①
地

産
外

商
公

社
が

支
援

す
る

企
業

の
県

外
売

上
額

（
年

間
）

 
出

発
点

（
R

4
）

5
9
3
億

円
 ⇒

現
状

値
（

R
5
）

6
1
4
億

円
⇒

R
７

 6
5
8
億

円
⇒

 ４
年

後
（

R
9
）

6
9
3
億

円

現
状

・課
題

目
標

値

人
材

の
確

保
・育

成
が

困
難

。
課

題 ４
 ①

競
争

が
激

しく
な

り、
賃

金
水

準
や

キ
ャリ

ア
パ

ス
な

どの
点

か
ら人

材
の

確
保

・定
着

が
難

しく
、

 付
加

価
値

の
高

い
商

品
の

開
発

や
ノウ

ハ
ウの

蓄
積

が
で

きな
い

悪
循

環
が

発
生

【
主

な
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
目

標
（

K
P

I）
】

 
食

の
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ベ
ー

ス
参

画
事

業
者

数
：

3
0
0
事

業
者

（
R

7
）

、
商

品
開

発
・

改
良

件
数

：
2
0
0
件

（
R

7
）

 

専
門

人
材

や
関

係
機

関
等

で
構

成
す

る
「

外
商

強
化

支
援

チ
ー

ム
」

に
よ

る
伴

走
支

援

＜
外

01
＞

127



（
１

）
ア

ン
テ

ナ
シ

ョッ
プ

を
核

とし
た

外
商

活
動

の
強

化
 　

　①
　店

舗
を

活
用

した
県

産
品

の
PR

強
化

や
商

談
機

会
の

創
出

　　
 ②

　テ
ス

トマ
ー

ケ
テ

ィン
グ

等
に

よ
る

県
産

品
の

磨
き

上
げ

（
２

）
関

西
プ

ロモ
ー

シ
ョン

の
展

開
に

よ
る

県
産

品
の

認
知

度
向

上
　　

①
　「

SU
PE

R 
LO

CA
L」

の
コン

セ
プ

トを
活

用
し、

各
分

野
の

取
り組

み
を

効
果

的
に

連
動

（
３

）
大

阪
・関

西
万

博
を

契
機

とし
た

外
商

活
動

の
強

化

食
品

分
野

に
お

け
る

外
商

の
強

化
（

国
内

）

 　
地

産
外

商
公

社
が

支
援

す
る

企
業

の
県

外
売

上
額

が
順

調
に

　 
増

加
 　　

【課
題

】
　　

①
 さ

らな
る

外
商

拡
大

に
は

、多
くの

取
引

先
を

有
して

い
る

卸
　　

　　
売

事
業

者
との

関
係

性
を

強
化

して
い

くこ
とが

必
要

　　
②

 大
規

模
展

示
会

に
積

極
的

に
出

展
し、

新
規

顧
客

獲
得

や
　　

　　
産

地
視

察
型

商
談

会
開

催
に

つ
な

げ
る

こと
が

必
要

　　
③

 需
要

の
高

ま
りが

見
込

ま
れ

る
飲

食
に

つ
い

て
、業

務
用

卸
、

　　
　　

飲
食

チ
ェー

ン
、飲

食
店

へ
の

ア
プ

ロー
チ

強
化

が
必

要
　　

④
 外

商
の

全
国

展
開

に
向

け
、営

業
体

制
の

強
化

や
、効

果
　　

　　
　　

　　
的

な
営

業
の

推
進

が
必

要

　 
関

西
圏

の
パ

ー
トナ

ー
と連

携
した

取
り組

み
や

、食
・観

光
等

の
　　

 
   

情
報

発
信

、県
産

品
の

販
売

を
実

施
　　

【課
題

】
　　

①
 各

分
野

の
取

り組
み

の
効

果
的

な
連

動
　　

　　

現
状

・課
題

　　K P I 検 証

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

地
産

外
商

公
社

が
支

援
す

る
企

業
の

県
外

売
上

高

①
多

くの
取

引
先

を
有

して
い

る
卸

売
事

業
者

を
は

じ
め

、パ
ー

トナ
ー

との
連

携
強

化
に

よ
る

外
商

拡
大

に
取

り組
む

②
関

西
圏

ア
ン

テ
ナ

シ
ョッ

プ
を

核
とし

た
外

商
活

動
の

強
化

や
、万

博
を

契
機

とし
た

需
要

増
大

に
向

け
た

外
商

拡
大

に
取

り組
む

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

　　
　　

　　
　　

地
産

外
商

公
社

が
支

援
す

る
企

業
の

県
外

売
上

額
（

年
間

）
　　

　　
　　

　　
出

発
点

（
R4

）
59

3億
円

⇒
現

状
値

（
R5

）
61

4億
円

⇒
R7

　6
58

億
円

⇒
４

年
後

（
R9

）
69

3億
円

目
標

値

R4
(出

発
点

)
R5

目
　標

60
9億

円

実
　績

5
9
3
億

円
61

4億
円

59
3

61
4

63
1

56
0

58
0

60
0

62
0

64
0

R4
R5

R6

１
　卸

売
事

業
者

との
連

携
強

化
に

よ
る

外
商

拡
大

２
　商

談
会

・展
示

会
の

拡
充

強
化

３
　飲

食
店

等
へ

の
外

商
活

動
の

強
化

①
　卸

売
事

業
者

との
関

係
性

を
深

め
、社

内
商

談
会

等
へ

の
参

加
に

よ
る

関
係

構
築

②
　外

商
コー

デ
ィネ

ー
ター

に
よ

る
新

規
販

路
開

拓
に

向
け

た
営

業
活

動
を

推
進

①
　大

規
模

展
示

会
に

積
極

的
に

出
展

し、
新

規
顧

客
獲

得
や

産
地

視
察

型
商

談
会

の
実

施
へ

つ
な

げ
る

②
　新

た
な

販
路

開
拓

に
向

け
、P

Bや
O

EM
に

関
連

す
る

展
示

会
に

出
展

①
　業

務
用

卸
と連

携
した

、飲
食

店
チ

ェー
ン

、ホ
テ

ル
グ

ル
ー

プ
へ

の
ア

プ
ロー

チ
を

強
化

②
　飲

食
関

係
事

業
者

の
産

地
視

察
型

商
談

会
へ

の
参

加
を

推
進

(１
) 

地
産

外
商

公
社

を
核

とし
た

外
商

の
拡

大

(２
) 

関
西

圏
に

お
け

る
外

商
活

動

４
　外

商
の

全
国

展
開

に
向

け
た

営
業

活
動

の
強

化
①

　顧
客

及
び

営
業

情
報

の
デ

ー
タベ

ー
ス

を
充

実
し、

クラ
ウド

上
で

管
理

・運
用

す
る

こと
で

営
業

活
動

を
強

化
②

　名
古

屋
に

営
業

担
当

者
を

配
置

し、
中

部
エ

リア
に

お
け

る
営

業
活

動
の

強
化

５
　関

西
戦

略
に

基
づ

く県
産

品
の

外
商

拡
大

【
主

な
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
目

標
（

K
P

I）
】

 
卸

売
事

業
者

の
社

内
商

談
会

等
へ

の
参

加
３

回
（

R7
）

、飲
食

店
（

チ
ェー

ン
含

む
）

・ホ
テ

ル
で

の
高

知
フェ

ア
開

催
18

回
（

R7
）

、P
Bや

O
EM

に
関

す
る

展
示

会
に

出
展

1回
（

R7
）

 

新拡 拡

拡

拡

＜
外
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＞

128



　　
①

有
機

的
栽

培
ユ

ズ
対

象
地

区
で

の
除

草
・施

肥
対

策
へ

の
新

た
な

支
援

　　
②

県
産

酒
米

の
安

定
供

給
確

保
に

向
け

た
新

た
な

支
援

　　
③

和
牛

の
ベ

トナ
ム

向
け

輸
出

施
設

認
定

取
得

に
向

け
た

取
り組

み
を

推
進

　
　　

④
ブ

リ類
の

養
殖

規
模

拡
大

・新
規

参
入

企
業

等
の

誘
致

に
向

け
た

支
援

の
拡

充
 

   
 ⑤

貿
易

促
進

コー
デ

ィネ
ー

ター
とJ

ET
RO

との
連

携
に

よ
る

新
た

に
輸

出
に

取
り組

む
事

業
者

へ
の

支
援

強
化

　　
①

R6
輸

出
可

能
性

調
査

結
果

に
基

づ
い

た
、テ

ス
トマ

ー
ケ

テ
ィン

グ
や

現
地

嗜
好

に
合

う食
べ

方
提

案
等

の
実

施
　　

（
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
、マ

レ
ー

シ
ア

、タ
イ）

　　
②

土
佐

和
牛

ブ
ラン

ド推
進

協
議

会
に

よ
る

プ
ロモ

ー
シ

ョン
、見

本
市

等
へ

の
出

展
支

援
（

タイ
）

　　
③

現
地

百
貨

店
等

に
店

舗
展

開
す

る
国

内
企

業
と連

携
した

高
知

フェ
ア

や
現

地
商

社
と連

携
した

賞
味

会
の

開
催

　　
（

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

、ベ
トナ

ム
、タ

イ、
イン

ド、
台

湾
）

　　
④

海
外

展
示

会
に

お
け

る
農

畜
水

産
物

・加
工

品
の

共
同

出
展

（
タイ

）
　　

⑤
現

地
商

社
招

へ
い

等
に

よ
る

土
佐

酒
の

新
た

な
市

場
開

拓
（

ドイ
ツ

、豪
州

等
）

　　
①

高
知

県
水

産
物

輸
出

促
進

協
議

会
に

よ
る

賞
味

会
開

催
支

援
等

を
通

じた
　　

　県
内

事
業

者
の

地
域

商
社

化
の

推
進

　　
②

補
助

要
件

見
直

しに
よ

る
食

品
加

工
施

設
等

整
備

促
進

事
業

費
補

助
金

の
活

用
促

進

食
品

分
野

に
お

け
る

輸
出

の
強

化

　　 　●
現

地
企

業
へ

の
委

託
事

業
を

通
じた

輸
出

ル
ー

トの
拡

大
　

　　
や

商
社

との
連

携
に

よ
る

販
路

の
開

拓
を

実
施

　　
　　

（
輸

出
額

）
R

4　
7.

6億
円

　→
　R

5　
8.

2億
円

　⇒
 国

内
外

で
の

引
き

合
い

の
増

加
に

よ
る

ユ
ズ

の
生

産
拡

大
　⇒

 ユ
ズ

に
次

ぐ輸
出

有
望

品
目

の
販

路
拡

大
・産

地
づ

くり

　●
海

外
見

本
市

へ
の

出
展

や
水

産
物

輸
出

促
進

コー
デ

ィネ
ー

　　
　タ

ー
に

よ
る

県
内

事
業

者
の

販
路

開
拓

の
支

援
等

を
実

施
　　

　　
　（

輸
出

額
）

R4
　2

.2
億

円
　→

　R
5　

4.
7億

円
（

加
工

品
除

く）

　⇒
 中

国
の

日
本

産
水

産
物

の
輸

入
停

止
に

よ
る

販
路

の
減

少
　⇒

 マ
ー

ケ
ット

ニ
ー

ズ
に

対
応

した
商

品
提

案

　 　　
●

食
品

海
外

ビジ
ネ

ス
サ

ポ
ー

ター
等

と連
携

した
見

本
市

へ
　　

　　
の

出
展

や
生

産
体

制
強

化
へ

の
支

援
を

実
施

　　
　　

（
輸

出
額

）
R4

　1
3.

2億
円

　→
　R

5　
13

.4
億

円
　　

　　
（

生
産

体
制

の
強

化
へ

の
支

援
）

R2
　４

件
→

R
6　

2２
件

（
延

べ
）

　　
⇒

 輸
出

に
対

応
した

商
品

が
少

な
い

　　
⇒

 現
地

で
の

県
産

品
の

提
案

機
会

が
不

足
　　

⇒
 食

用
米

の
高

騰
に

よ
る

県
産

酒
米

の
作

り止
め

懸
念

　　
　　

現
状

・課
題

 　K P I 検 証

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

食
料

品
の

輸
出

額
　※

R5
 貿

易
実

態
調

査
よ

り

①
 基

幹
品

目
（

ユ
ズ

・水
産

物
・土

佐
酒

）
及

び
戦

略
品

目
　（

有
機

ユ
ズ

・ミ
カン

・和
牛

・ブ
リ類

・リ
キ

ュー
ル

等
）

の
生

産
拡

大
、

　　
新

た
な

輸
出

品
目

の
発

掘
②

 輸
出

先
国

ご
との

品
目

の
設

定
や

現
地

商
社

との
　　

連
携

等
に

よ
る

戦
略

的
な

外
商

活
動

の
展

開
③

 輸
出

に
意

欲
的

な
事

業
者

へ
の

支
援

の
強

化

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

　　
　　

　　
　 

   
  　

輸
出

額
　出

発
点

（
R４

）
23

億
円

⇒
現

状
値

（
R5

）
26

.4
億

円
⇒

R7
 4

0.
1億

円
⇒

4年
後

（
R９

）
47

億
円

目
標

値

R4
(出

発
点

)
Ｒ

5

目
　標

29
.8

億
円

実
　績

23
.0

億
円

26
.4

億
円

(１
) 

農
産

物
（

ユ
ズ

含
む

）

１
　輸

出
品

目
の

強
化

(２
) 

水
産

物

２
　外

商
活

動
の

強
化

(３
) 

加
工

品
（

酒
類

含
む

）

農 水 加

0.
5 

1.
0 

1.
3 

2.
0 

2.
7 

3.
4 

4.
4 

7.
2 10

.5
 

14
.5

 
14

.6
 16
.2

 18
.8

 23
.0

 26
.4

 

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

H30

R元

R2

R3

R4

R5

14
年

間
で

約
53

倍
に

増
加

！
３

　事
業

者
支

援
の

強
化

畜 農 水畜 水 加加

品
目

別
R

5実
績

R
6目

標
R

7目
標

ユ
ズ

（
玉

、皮
、果

汁
）

8.
1億

円
5.

1億
円

5.
5億

円

水
産

物
4.

7億
円

13
.7

億
円

14
.9

億
円

酒
類

6.
0億

円
9.

1億
円

10
.2

億
円

そ
の

他
加

工
品

等
7.

6億
円

8.
8億

円
9.

5億
円

※
戦
略
品
目
（

有
機

ユ
ズ

・ミ
カン

・ブ
リ類

・リ
キ

ュー
ル

等
）

含
む

加
畜

水
農

【
主

な
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
目

標
（

K
P

I）
】

海
外

展
示

会
へ

の
共

同
出

展
１

回
（

R7
）

、新
た

な
市

場
開

拓
の

た
め

の
現

地
商

社
招

へ
い

２
社

（
R7

）
 

拡 拡拡 拡 新 新 新 新 新 拡 拡

加
新

＜
外

03
＞
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Ⅱ　産業間の連携戦略

起業や新事業展開の促進
連携テーマ《起業や新事業展開の促進》の取り組みの概要
　
　①　産業振興計画のこれまでの取り組みによる成果と課題
　これまで「土佐まるごとビジネスアカデミー（土佐MBA）」による産業人材の育成や「こう
ちスタートアップパーク（KSP）」による起業の促進、産学官民連携及び企業間連携による新
事業展開の促進を進めてきました。

　本県の持続的な経済成長を図るためには、若者にとって魅力のある仕事の創出をはじめ起業
支援の取り組みの更なる強化や県内企業等によるイノベーションや新事業創出の取り組みを促
進することが必要です。また、これらの実現のためには企業力の向上が必要であり、それを下
支えする産業人材の育成が重要となります。

　

　②　第５期計画ver.2の取り組み
　産業の創出や若者の雇用拡大につなげることを目的として、産学官民連携による起業や新事
業展開の促進に取り組んでいきます。
　

柱１　起業・新事業展開に向けた総合的なサポート
　

・起業の促進

　起業支援のプラットフォームであるKSPにおいて、起業関心層の拡充に取り組むほか起業の
準備段階に応じた各種プログラムの提供により、県内全域での起業を支援します。

　特に、都市部の学生や若者を本県に呼び込むため、県ゆかりの起業家との交流イベントを都
市部で開催するとともに、県内の起業家と交流する「移住×起業」をテーマとした体験ツアー
等を新たに実施するなど、起業支援の取り組みを強化します。

・イノベーションの促進

　全国のスタートアップ企業等が持つ独自技術を生かし県内企業等の新事業創出と地域課題の
解決を促進するイノベーションのプラットフォームを構築します。　　　　　

　合わせて、事業創出を支援する補助制度を創設するとともに、産学官民連携コーディネー
ターやイノベーション促進アドバイザーによる、アイデアの磨き上げから事業化までの切れ目
ないサポートを行うことで、県内企業の新事業展開を支援します。

　さらに、次世代産業創造プロジェクトである「ヘルスケアイノベーションプロジェクト」や
「アニメプロジェクト」を推進し、イノベーションの創出を図ります。

・産業人材の育成

　ビジネスに関する基礎知識から応用・実践力まで、ニーズに合わせて体系的に身につけられ
る人材育成プログラム「土佐まるごとビジネスアカデミー」を通じて、産業振興の担い手とな
る人材を育成します。

　特に、県内で働く女性をターゲットとした講座や交流会、中山間地域等で起業した小規模事
業者等の事業継続を支えるビジネス基礎講座の実施などを通じて、県政課題である女性活躍推
進、中山間地域対策に資する講座を新たに展開します。
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戦
略

の
柱

１
　起

業
・新

事
業

展
開

に
向

け
た

総
合

的
な

サ
ポ

ー
ト

  　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　 
　　

県
の

サ
ポ

ー
ト

に
よ

る
起

業
・新

事
業

展
開

件
数

　　
出

発
点

（
R2

～
R5

）
：

14
9件

　⇒
　R

7：
50

件
　⇒

　４
年

後
（

R6
～

R9
）

：
20

0件
分

野
を

代
表

す
る

目
標

　　
　1

　若
者

に
とっ

て
魅

力
の

あ
る

仕
事

の
創

出
に

つ
な

げ
る

た
め

、都
市

部
か

らの
若

者
の

呼
び

込
み

を
は

じめ
、起

業
支

援
の

取
組

の
更

な
る

強
化

が
必

要
　　

  2
　県

内
企

業
等

が
ス

ピー
ド感

を
持

って
新

事
業

創
出

や
イノ

ベ
ー

シ
ョン

に
取

り組
む

た
め

に
は

、新
し

い
技

術
を

持
つ

全
国

の
ス

タ
ー

ト
ア

ップ
企

業
等

の
提

案
を

生
か

す
仕

組
み

が
必

要
　　

　3
　起

業
や

県
内

企
業

に
よ

る
新

事
業

展
開

の
促

進
、イ

ノベ
ー

シ
ョン

の
創

出
の

た
め

に
は

、企
業

力
の

向
上

が
必

要
で

あ
り、

そ
れ

を
下

支
え

す
る

産
業

人
材

の
育

成
が

重
要

背
　

景
産

学
官

民
が

連
携

し
て

起
業

や
新

事
業

展
開

を
さ

ら
に

促
進

⇒

  　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　 
　　

起
業

や
新

事
業

展
開

の
促

進
に

よ
る

新
た

な
産

業
の

創
出

や
若

者
の

雇
用

拡
大

目
指

す
姿

イ
ノベ

ー
シ

ョン
を

生
み

出
す

プ
ラ

ット
フォ

ー
ム

「コ
コプ

ラ
」

１
　起

業
の

促
進

(1
) 

起
業

関
心

層
の

拡
充

起
業

気
運

醸
成

の
取

組
 ・

起
業

を
体

験
で

き
る

ワ
ー

クシ
ョッ

プ
 ・

県
出

身
・在

住
起

業
家

に
よ

る
講

演
会

小
中

高
校

生

都
市

部
の

学
生

を
呼

び
込

む
取

組
 ・

県
ゆ

か
りの

起
業

家
等

と学
生

等
との

　ミ
ー

トア
ップ

 （
都

市
部

で
開

催
）

 ・
ビジ

ネ
ス

コン
テ

ス
ト

若
者

・大
学

生
等

新

(2
) 

起
業

支
援

起
業

相
談

 ・
起

業
コン

シ
ェル

ジ
ュ等

 ・
東

京
・大

阪
相

談
窓

口
、　

　地
域

の
相

談
窓

口

プ
ロ

グ
ラ

ム
 ・

起
業

準
備

段
階

に
応

じた
講

座
 ・

中
山

間
地

域
の

資
源

を
活

用
した

連
続

講
座

 ・
移

住
×

起
業

セ
ミナ

ー
　　

　　
　　

　　
　　

　 
   

   
   

  　
　　

　　
　　

　　
　　

 

起
業

準
備

者

  ・
セ

ミナ
ー

  ・
ア

クセ
ラレ

ー
シ

ョン
プ

ログ
ラム

  ・
伴

走
型

プ
ログ

ラム
  ・

県
外

の
若

者
が

県
内

の
起

業
家

　 
と交

流
す

る
体

験
ツア

ー

若
者

・大
学

生
等

新

起
業

関
心

層
の

拡
充

や
、県

内
全

域
で

の
起

業
支

援
の

取
組

を
強

化
(1

)都
市

部
の

学
生

等
と高

知
に

ゆ
か

りの
あ

る
起

業
家

等
との

交
流

機
会

を
創

出
(2

)県
外

の
若

者
を

対
象

とし
た

「起
業

」を
テ

ー
マ

とし
た

体
験

ツア
ー

の
実

施
(3

)中
山

間
地

域
の

起
業

を
促

進
す

る
た

め
補

助
要

件
の

見
直

し

 地
域

課
題

解
決

起
業

支
援

事
業

費
補

助
金

商
工

会
や

金
融

機
関

、民
間

起
業

支
援

団
体

等
の

各
種

支
援

拡

連
携

ロ
ー

カ
ル

イ
ノベ

ー
シ

ョン
プ

ラ
ット

フォ
ー

ム

総
合

窓
口

（
産

業
イ

ノベ
ー

シ
ョン

課
）

　　
　　

新
事

業
創

出
機

能

　　
　　

ス
タ

ー
ト

ア
ップ

企
業

等
か

ら
の

提
案

調
整

機
能

ス
ター

トア
ップ

企
業

等
庁

内
各

部
局

等

ス
タ

ー
ト

ア
ップ

企
業

等
か

ら
の

提
案

を
オ

ー
プ

ン
に

受
け

付
け

、各
部

局
へ

つ
な

ぐ総
合

窓
口

　県
が

抱
え

る
地

域
課

題
や

実
現

し
た

い
テ

ー
マ

に
対

し
て

ス
タ

ー
ト

ア
ップ

企
業

等
が

持
つ

技
術

と県
内

企
業

の
リソ

ー
ス

を
掛

け
合

わ
せ

て
新

事
業

を
創

出

産
学

官
民

連
携

ス
ター

トア
ップ

企
業

等

庁
内

各
部

局
・市

町
村

・県
内

企
業

・事
業

者
団

体
　　

　　
　等

マ
ッチ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

■
テ

ー
マ

設
定

※
あ

らか
じめ

部
局

に
照

会
し、

複
数

の
テ

ー
マ

を
選

定
（

テ
ー

マ
例

）
　・

持
続

可
能

な
中

山
間

地
域

の
実

現
　・

女
性

の
活

躍
を

支
え

る
サ

ー
ビ

ス

個
別

プ
ロ

ジ
ェク

ト
立

ち
上

げ

製
品

開
発

・実
証

実
験

・市
場

調
査

事
業

化

新 事 業 提 案

テ ー マ 出 し

　産
学

官
民

連
携

コー
デ

ィネ
ー

タ
ー

２
　イ

ノベ
ー

シ
ョン

の
促

進

ココ
プ

ラサ
ロン

コー
デ

ィネ
ー

ター
と

産
業

界
との

意
見

交
換

ビ
ジ

ネ
ス

ア
イ

デ
ア

創
出

・マ
ッチ

ン
グ

新高
等

教
育

機
関

や
全

国
の

ス
タ

ー
ト

ア
ップ

企
業

等
の

提
案

を
生

か
し

た
新

事
業

創
出

を
促

進
(1

)全
国

の
ス

ター
トア

ップ
企

業
等

が
持

つ
新

技
術

を
生

か
し県

内
企

業
等

の
新

事
業

創
出

を
促

進
す

る
イノ

ベ
ー

シ
ョン

の
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

を
創

設
(2

)新
技

術
を

用
い

た
事

業
創

出
を

目
的

に
県

内
企

業
等

が
取

り組
む

実
証

実
験

や
製

品
開

発
に

か
か

る
経

費
を

支
援

す
る

補
助

制
度

を
新

設

機
能

１

機
能

２

相
互

に
連

携

新

(3
)高

等
教

育
機

関
と産

業
界

の
交

流
・連

携
の

き
っか

け
づ

くり
の

た
め

に
意

見
交

換
会

を
実

施

新 新 新

連
携 ・

協
力

・企
業

に
対

す
る

高
等

教
育

機
関

の
研

究
者

等
の

紹
介

・共
同

研
究

等
の

コー
デ

ィネ
ー

ト

サ
ポ

ー
ト

ヘ
ル

ス
ケ

ア
イ

ノベ
ー

シ
ョン

プ
ロ

ジ
ェク

ト
ア

ニ
メ

プ
ロ

ジ
ェク

ト

次
世

代
産

業
創

造
プ

ロジ
ェク

ト
拡

拡

提
案

紹
介

拡
・ス

ター
トア

ップ
企

業
等

と
県

内
企

業
との

つ
な

ぎ
・事

業
化

に
向

け
た

ア
ドバ

イス

・実
証

実
験

等
に

か
か

る
費

用
を

補
助

・製
品

開
発

に
か

か
る

費
用

を
補

助

イ
ノベ

ー
シ

ョン
促

進
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
新

事
業

創
出

支
援

事
業

費
補

助
金

拡
新

活
用

活
用

支
援

支
援

新 新 拡

産
学

官
連

携
産

業
創

出
支

援
事

業
費

補
助

金

３
　産

業
人

材
の

育
成

土
佐

ま
る

ご
とビ

ジ
ネ

ス
ア

カ
デ

ミー
（

土
佐

M
BA

）
※

現
時

点
で

の
カリ

キ
ュラ

ム
予

定

(1
)県

内
で

働
く女

性
を

ター
ゲ

ット
とし

た
講

座
に

加
え

、学
び

を
き

っか
け

とし
た

、
　　

女
性

同
士

の
交

流
や

ネ
ット

ワ
ー

ク構
築

を
目

的
とし

た
交

流
会

を
実

施
(2

)中
山

間
地

域
等

で
起

業
した

小
規

模
事

業
者

等
の

事
業

継
続

を
支

え
る

、
　　

ビジ
ネ

ス
基

礎
講

座
を

実
施

経
営

や
ビジ

ネ
ス

に
必

要
な

知
識

を
身

に
つ

け
た

い
方

仕
事

力
ア

ップ
ゼ

ミ

主
な

ター
ゲ

ット

講
座

新

県
内

で
働

く、
女

性
特

有
の

仕
事

上
の

悩
み

を
抱

え
る

女
性

女
性

の
た

め
の

ビジ
ネ

ス
講

座

●
県

政
課

題
で

あ
る

女
性

活
躍

推
進

、中
山

間
地

域
等

で
の

小
さ

な
ビ

ジ
ネ

ス
の

後
押

し
に

つ
な

が
る

講
座

等
を

展
開

す
る

こと
で

、 
本

県
の

産
業

振
興

を
担

う人
材

を
育

成

働
く女

性
の

た
め

の
異

業
種

交
流

広
場

新
M

Q
戦

略
ゲ

ー
ム

で
学

ぶ
経

営
学

と会
計

学

ビジ
ネ

ス
基

礎
オ

ン
ライ

ン
講

座
土

佐
経

営
塾

新
小

規
模

事
業

者
向

け
事

業
継

続
ワ

ー
クシ

ョッ
プ

 

新

ネ
クス

ト経
営

層
育

成
プ

ログ
ラム

新
組

織
力

向
上

マ
イン

ドチ
ェン

ジ
講

座

新

《産
業

イノ
ベ

ー
シ

ョン
課

》
R7

当
初

予
算

額
　2

51
,5

26
千

円
【債

務
負

担
行

為
 1

01
,6

19
千

円
】

《連
携

テ
ー

マ
》 

起
業

や
新

事
業

展
開

の
促

進
　～

産
学

官
民

連
携

に
よ

る
新

た
な

挑
戦

が
行

わ
れ

る
環

境
づ

くり
～

132



◆
分
野
全
体
の
目
標

第
5期
計
画

各
産
業
分
野
の

取
り組
み
の
柱

戦
略
の
類
型

第
5期
計
画
　

戦
略
目
標

出
発
点

現
状
値

R7
年
度

到
達
目
標

４
年
後
（
R9
）

目
標
値

重
点
施
策

該
当

 

連
携
テ
ー
マ
（
起
業
や
新
事
業
展
開
の
促
進
）
で
掲
げ
る
目
標
一
覧

１
　

起
業

・
新

事
業

展
開

に
向

け
た

総
合

的
な

サ
ポ

ー
ト

５
　

人
材

起
点

型
こ

う
ち

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
パ

ー
ク

（
K
S
P

）
を

通
じ

た
起

業
件

数
（
累

計
）

9
1
件

（
R

2
～

R
4
）

1
2
8
件

（
R

2
～

R
5
）

4
5
件

（
年

間
）

1
8
0
件

（
R

6
～

R
9
）

○

１
　

構
造

転
換

型
県

産
学

官
民

連
携

セ
ン

タ
ー

（
コ

コ
プ

ラ
）
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

機
能

及
び

支
援

を
通

じ
た

起
業

・
新

事
業

展
開

件
数

（
累

計
）

1
4
件

（
R

2
～

R
4
）

1
8
件

（
R

2
～

R
5
）

9
件

（
年

間
）

3
6
件

（
R

6
～

R
9
）

○

５
　

人
材

起
点

型
土

佐
M

B
A

（
連

続
講

座
）
の

受
講

を
通

じ
た

起
業

・
新

事
業

展
開

件
数

（
累

計
）

-
-

3
件

（
年

間
）

1
2
件

（
R

6
～

R
9
）

産
学

官
民

連
携

に
よ

る
起

業
・
新

事
業

展
開

件
数

　
出

発
点

（
R

2
～

R
5
）
：
1
4
9
件

　
⇒

　
R

7
：
5
0
件

　
⇒

　
４

年
後

（
R

6
～

R
9
）
：
2
0
0
件
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

4
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
こ

う
ち

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
パ

ー
ク

（
K
S
P

）
を

通
じ

た
起

業
件

数

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
起

業
相

談
や

セ
ミ

ナ
ー

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
利

用
者

に
つ

い
て

は
、

起
業

フ
ェ

ー
ズ

に
応

じ
て

、
メ

ー
ル

・
電

話
に

よ
り

随
時

確
認

・
補

助
金

採
択

者
に

つ
い

て
は

、
補

助
事

業
実

績
報

告
に

よ
り

確
認

9
1
件

（
R

2
～

R
4
）

1
2
8
件

（
R

2
～

R
5
）

1
8
0
件

（
R

6
～

R
9
）

1
 起

業
関

心
層

の
拡

充
①

小
中

学
生

向
け

起
業

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

　
・
小

学
1
～

3
年

生
：
2
回

　
・
小

学
校

4
～

6
年

生
：
3
回

　
・
中

学
生

：
2
回

②
小

中
高

校
を

対
象

と
し

た
起

業
家

講
演

の
実

施
　

・
県

内
小

中
高

校
：
1
0
校

2
 起

業
支

援
①

専
門

家
等

に
よ

る
起

業
相

談
や

段
階

に
応

じ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

　
・
K
S
P

会
員

数
：
1
,6

0
7
名

(R
7
.1

末
)

　
・
K
S
P

を
通

じ
た

起
業

件
数

：
3
5
件

(R
7
.1

末
)

　
・
セ

ミ
ナ

ー
等

参
加

者
：
延

べ
3
2
0
名

（
2
2
講

座
）
（
R

7
.1

末
）
　

※
土

佐
M

B
A

と
一

部
重

複
②

県
内

で
新

た
に

地
域

課
題

の
解

決
に

つ
な

が
る

起
業

等
を

す
る

方
に

対
し

、
必

要
な

経
費

の
一

部
を

補
助

　
・
地

域
課

題
解

決
起

業
支

援
事

業
費

補
助

金
　

　
採

択
件

数
：
1
2
件

（
通

常
枠

：
7
件

、
中

山
間

地
域

枠
：
5
件

）

1
 起

業
関

心
層

の
拡

充
　

・
「
起

業
」
へ

の
関

心
は

一
定

高
ま

っ
て

い
る

も
の

の
、

「
起

業
」

を
将

来
の

選
択

肢
と

し
て

検
討

す
る

学
生

は
少

数
　

・
起

業
家

と
の

交
流

や
起

業
体

験
等

、
起

業
を

身
近

に
感

じ
、

起
業

へ
の

理
解

を
深

め
る

た
め

の
取

り
組

み
が

必
要

2
 起

業
支

援
　

・
魅

力
あ

る
仕

事
を

つ
く
り

、
若

者
や

女
性

の
定

着
に

つ
な

げ
る

た
め

の
更

な
る

起
業

支
援

の
取

り
組

み
が

必
要

　
ア

　
都

市
部

の
若

者
に

高
知

で
起

業
す

る
こ

と
に

目
を

向
け

て
も

ら
い

、
起

業
が

将
来

の
キ

ャ
リ

ア
の

選
択

肢
と

な
る

よ
う

な
取

り
組

み
が

必
要

　
イ

　
地

方
へ

移
住

し
て

起
業

す
る

こ
と

を
検

討
し

て
い

る
若

者
に

、
高

知
で

の
起

業
を

イ
メ

ー
ジ

し
具

体
的

な
行

動
へ

と
つ

な
げ

て
も

ら
う

た
め

の
施

策
が

必
要

　
・
中

山
間

地
域

活
性

化
や

人
口

減
少

対
策

の
観

点
で

は
、

地
域

で
暮

ら
し

て
い

く
た

め
の

新
た

な
生

業
づ

く
り

が
必

要
で

地
域

の
実

情
を

踏
ま

え
た

起
業

支
援

策
が

必
要

1
 起

業
関

心
層

の
拡

充
　

・
 小

中
高

校
生

の
起

業
マ

イ
ン

ド
を

醸
成

す
る

機
会

の
創

出
【
R

6
～

R
9
】

　
・
 親

世
代

に
起

業
へ

の
理

解
を

深
め

て
も

ら
う

た
め

、
広

報
番

組
を

作
成

・
周

知
【
R

6
】

2
 県

内
全

域
で

の
起

業
の

促
進

　
・
 中

山
間

地
域

で
の

起
業

を
後

押
し

す
る

た
め

、
相

談
体

制
や

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

補
助

制
度

等
に

よ
り

支
援

【
R

6
～

R
9
】

　
・
 都

市
部

の
学

生
や

若
者

を
本

県
に

呼
び

込
む

た
め

、
県

ゆ
か

り
の

起
業

家
と

の
交

流
イ

ベ
ン

ト
を

都
市

部
で

開
催

【
R

7
～

R
9
】

　
・
 都

市
部

の
若

者
を

対
象

に
、

県
内

の
起

業
家

と
交

流
す

る
「
移

住
×

起
業

」
を

テ
ー

マ
と

し
た

体
験

ツ
ア

ー
を

実
施

【
R

7
～

R
9
】

　
・
中

山
間

地
域

で
の

起
業

を
促

進
す

る
た

め
、

地
域

課
題

解
決

起
業

支
援

事
業

費
補

助
金

の
「
中

山
間

地
域

枠
」
の

補
助

要
件

の
見

直
し

【
R

7
】

⇒
　

別
図

＜
起

0
1
＞

参
照

（
P

1
3
6
）

<
こ

う
ち

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
パ

ー
ク

（
K
S
P

）
の

会
員

数
（
累

計
）
>

1
,3

7
1
人

（
R

5
年

度
末

）
　

↓
2
,3

7
1
人

（
R

9
年

度
末

）

2
県

産
学

官
民

連
携

セ
ン

タ
ー

（
コ

コ
プ

ラ
）
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

機
能

及
び

支
援

を
通

じ
た

起
業

・
新

事
業

展
開

件
数

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
各

高
等

教
育

機
関

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

へ
の

調
査

（
1
回

/
年

　
2
月

予
定

）
・
補

助
事

業
者

か
ら

の
報

告
（
1
回

/
年

　
1
2
月

）

1
4
件

（
R

2
～

R
4
）

1
8
件

（
R

2
～

R
5
）

3
6
件

（
R

6
～

R
9
）

1
 イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
促

進
①

産
学

官
民

連
携

セ
ン

タ
ー

「
コ

コ
プ

ラ
」
を

核
と

し
た

交
流

機
会

の
創

出
、

 企
業

と
高

等
教

育
機

関
や

企
業

同
士

の
交

流
･連

携
を

さ
ら

に
促

進
　

　
　

・
コ

コ
プ

ラ
サ

ロ
ン

を
通

じ
た

交
流

機
会

の
創

出
　

　
　

　
　

　
コ

コ
プ

ラ
サ

ロ
ン

実
施

回
数

：
9
回

（
R

6
.5

～
R

7
.1

）
　

　
コ

コ
プ

ラ
サ

ロ
ン

参
加

者
数

：
延

べ
1
9
1
名

②
「
産

学
官

民
連

携
推

進
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
」
を

新
設

し
、

ア
イ

デ
ア

の
掘

り
起

こ
し

か
ら

マ
ッ

チ
ン

グ
、

さ
ら

に
は

事
業

化
ま

で
、

一
貫

し
た

伴
走

支
援

を
実

施
　

・
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

稼
働

　
　

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

稼
働

状
況

：
1
9
回

（
R

6
.4

～
R

7
.2

）
③

産
学

官
連

携
産

業
の

創
出

を
支

援
　

・
産

学
官

連
携

産
業

創
出

支
援

事
業

費
補

助
金

：
採

択
件

数
2
件

　
　

※
新

規
1
件

、
継

続
1
件

2
 次

世
代

産
業

創
造

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
る

県
外

企
業

の
県

内
へ

の
新

規
立

地
及

び
県

内
企

業
の

新
事

業
創

出
①

ヘ
ル

ス
ケ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

(別
紙

参
照

）
②

ア
ニ

メ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
(別

紙
参

照
）

1
 イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
促

進
　

・
コ

コ
プ

ラ
サ

ロ
ン

を
通

じ
て

、
一

定
、

産
学

官
民

の
交

流
の

機
会

は
創

出
で

き
て

い
る

が
、

そ
こ

か
ら

具
体

的
な

連
携

に
つ

な
が

る
案

件
は

限
定

的
で

あ
る

。
　

・
新

事
業

に
取

り
組

み
た

い
県

内
企

業
の

掘
り

起
こ

し
が

十
分

で
な

い
。

ま
た

、
県

内
企

業
の

新
事

業
創

出
に

向
け

た
新

し
い

技
術

等
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

や
伴

走
支

援
も

十
分

で
な

い
。

　
・
既

存
の

補
助

制
度

は
研

究
開

発
フ

ェ
ー

ズ
の

支
援

が
中

心
と

な
っ

て
お

り
、

事
業

化
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

。

2
 次

世
代

産
業

創
造

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
る

県
外

企
業

の
県

内
へ

の
新

規
立

地
及

び
県

内
企

業
の

新
事

業
創

出
①

ヘ
ル

ス
ケ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

(別
紙

参
照

）
②

ア
ニ

メ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
(別

紙
参

照
）

1
 産

学
官

民
連

携
に

よ
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・
新

事
業

の
創

出
　

・
産

学
官

民
連

携
セ

ン
タ

ー
「
コ

コ
プ

ラ
」
を

核
と

し
た

交
流

機
会

の
創

出
、

企
業

と
高

等
教

育
機

関
、

も
し

く
は

企
業

同
士

の
交

流
や

連
携

を
さ

ら
に

促
進

【
R

6
～

R
9
】

　
・
産

業
界

と
高

等
教

育
機

関
の

課
題

等
の

共
有

を
図

り
、

具
体

的
な

産
学

連
携

に
つ

な
げ

て
い

く
た

め
の

産
業

界
と

高
等

教
育

機
関

と
の

意
見

交
換

の
場

を
新

た
に

設
置

【
R

7
～

R
9
】

　
・
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

企
業

等
の

持
つ

新
技

術
を

活
用

す
る

等
、

政
策

課
題

の
解

決
や

県
内

企
業

の
新

事
業

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

を
促

進
す

る
新

た
な

仕
組

み
と

な
る

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
構

築
【
R

7
～

R
9
】

　
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

促
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

（
旧

産
学

官
民

連
携

推
進

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

）
に

よ
る

、
ア

イ
デ

ア
の

掘
り

起
こ

し
か

ら
マ

ッ
チ

ン
グ

、
さ

ら
に

は
事

業
化

ま
で

、
一

貫
し

た
サ

ポ
ー

ト
を

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
新

事
業

創
出

の
た

め
、

実
証

・
製

品
化

フ
ェ

ー
ズ

を
補

助
金

に
よ

り
支

援
【
R

7
～

R
9
】

⇒
　

別
図

＜
起

0
2
＞

参
照

（
P

1
3
7
）

2
 次

世
代

産
業

創
造

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
る

県
外

企
業

の
県

内
へ

の
新

規
立

地
及

び
県

内
企

業
の

新
事

業
創

出
①

ヘ
ル

ス
ケ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

(別
紙

参
照

）
②

ア
ニ

メ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
(別

紙
参

照
）

ロ
ー

カ
ル

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

立
ち

上
げ

件
数

ー
（
R

2
～

R
5
）

↓ 8
件

（
R

7
～

R
9
）

新
製

品
の

開
発

件
数 ー

（
R

2
～

R
5
）

↓ 3
件

（
R

7
～

R
9
）

分
野

《連
携
テ
ー
マ
》起
業
や
新
事
業
展
開
の
促
進

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

起
業
・新
事
業
展
開
に
向
け
た
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
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N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

4
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

分
野

《連
携
テ
ー
マ
》起
業
や
新
事
業
展
開
の
促
進

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

起
業
・新
事
業
展
開
に
向
け
た
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト

3
土

佐
M

B
A

（
連

続
講

座
）
の

受
講

を
通

じ
た

起
業

・
新

事
業

展
開

件
数

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
受

講
者

に
対

し
、

年
度

末
に

メ
ー

ル
に

よ
り

確
認

-
-

1
2
件

（
R

6
～

R
9
）

1
 産

業
人

材
の

育
成

①
経

営
を

体
系

的
に

学
べ

、
受

講
者

の
異

業
種

交
流

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
に

つ
な

が
る

連
続

講
座

を
実

施
　

・
連

続
講

座
数

：
4
講

座
（
R

6
.6

～
R

7
.1

）
　

・
受

講
者

数
：
4
7
名

②
女

性
の

活
躍

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
「
女

性
の

た
め

の
ビ

ジ
ネ

ス
講

座
」
を

実
施

　
・
講

座
数

：
2
講

座
（
R

6
.5

、
R

6
.1

0
）

　
・
受

講
者

数
：
3
6
名

③
ア

イ
デ

ア
を

創
発

し
、

具
体

的
な

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
に

落
と

し
込

む
手

法
等

を
学

ぶ
「
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス
」
を

開
設

　
・
講

座
数

：
1
0
講

座
（
R

6
.5

～
R

7
.1

）
　

・
受

講
者

数
：
延

べ
1
9
7
名

　
※

コ
コ

プ
ラ

サ
ロ

ン
及

び
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

創
出

講
座

④
起

業
希

望
者

が
ア

イ
デ

ア
の

磨
き

上
げ

方
法

や
事

業
計

画
の

策
定

等
に

つ
い

て
学

べ
る

「
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

コ
ー

ス
」
を

開
設

　
・
講

座
数

：
2
2
講

座
　

（
R

6
.6

～
R

7
.1

）
　

・
受

講
者

数
：
延

べ
3
2
0
名

　
※

K
S
P

と
一

部
重

複

1
 産

学
官

民
連

携
に

よ
る

産
業

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
「
土

佐
ま

る
ご

と
ビ

ジ
ネ

ス
ア

カ
デ

ミ
ー

（
土

佐
M

B
A

）
」
の

実
施

　
・
組

織
に

お
け

る
キ

ャ
リ

ア
形

成
の

難
し

さ
や

、
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

不
在

と
い

っ
た

働
く
女

性
特

有
の

悩
み

の
解

消
に

つ
な

が
る

取
り

組
み

が
必

要
　

・
中

山
間

地
域

等
に

お
い

て
起

業
後

の
事

業
継

続
の

た
め

に
必

要
と

な
る

学
び

を
提

供
す

る
場

が
必

要

1
 産

学
官

民
連

携
に

よ
る

産
業

人
材

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
「
土

佐
ま

る
ご

と
ビ

ジ
ネ

ス
ア

カ
デ

ミ
ー

（
土

佐
M

B
A

）
」
の

実
施

　
・
経

営
を

体
系

的
に

学
べ

、
受

講
者

の
異

業
種

交
流

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
に

つ
な

が
る

対
面

の
連

続
講

座
を

実
施

【
R

6
～

R
9
】

　
・
県

内
で

働
く
女

性
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
た

講
座

に
加

え
、

学
び

を
き

っ
か

け
と

し
た

、
女

性
同

士
の

交
流

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
を

目
的

と
し

た
交

流
会

を
実

施
【
R

7
～

R
9
】

　
・
中

山
間

地
域

等
で

起
業

し
た

小
規

模
事

業
者

等
の

事
業

継
続

を
支

え
る

ビ
ジ

ネ
ス

基
礎

講
座

を
実

施
【
R

7
～

R
9
】

<
土

佐
M

B
A

の
会

員
数

（
累

計
）
>

1
,3

4
0
人

（
R

5
年

度
末

）
　

↓
2
,1

4
0
人

（
R

9
年

度
末

）
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起
業

の
さ

ら
な

る
促

進
起

業
に

チ
ャレ

ン
ジ

す
る

気
運

を
醸

成
す

る
とと

も
に

、起
業

相
談

や
準

備
段

階
に

応
じた

プ
ログ

ラム
等

を
実

施
す

る
こと

で
、起

業
の

促
進

を
図

る
。

目
的

＜
R6

年
度

実
績

＞
　①

起
業

相
談

件
数

：
延

べ
22

1人
　②

講
座

参
加

者
数

：
延

べ
36

6人
　③

起
業

件
数

:4
5件

 ※
目

標
45

件
に

対
して

計
画

どお
り達

成
＜

課
題

＞
　

　①
魅

力
の

あ
る

仕
事

をつ
くり

、若
者

や
女

性
の

定
着

に
つ

な
げ

る
た

め
、

  　
  さ

らな
る

起
業

支
援

の
取

組
が

必
要

　②
中

山
間

地
域

で
の

さら
な

る
起

業
の

促
進

が
必

要

現
状

・課
題

第
5期

計
画

（
令

和
9年

度
）

の
目

指
す

姿

　(
1)

魅
力

あ
る

仕
事

を
つ

くり
、若

者
や

女
性

の
定

着
に

つ
な

げ
る

　　
  た

め
、都

市
部

の
若

者
の

呼
び

込
み

を
行

う

  (
2)

中
山

間
地

域
で

の
さら

な
る

起
業

の
促

進
に

向
け

て
補

助
　　

　制
度

の
拡

充
を

行
う

　

(1
)起

業
気

運
の

醸
成

 ①
起

業
を

体
験

で
き

る
ワー

クシ
ョッ

プ
の

実
施

 　
(小

学
4～

6年
生

:3
回

、中
学

生
:2

回
)

 ②
県

出
身

・在
住

起
業

家
の

学
校

へ
の

派
遣

 　
(小

中
高

等
学

校
:全

10
校

)

起
業

関
心

層
の

拡
充

起
業

支
援

小
中

高
校

生

(1
)大

学
生

の
呼

び
込

み
　

 ①
学

生
ミー

トア
ップ

(年
1回

)
 ②

ビジ
ネ

ス
コン

テ
ス

ト(
年

1回
)

(2
)若

者
等

の
呼

び
込

み
 ①

「移
住

×
起

業
」セ

ミナ
ー

(年
3回

)　

大
学

生
・若

者
等

(1
)大

学
生

向
け

支
援

 ①
セ

ミナ
ー

 ②
伴

走
型

プ
ログ

ラム
(随

時
)

 ③
ア

クセ
ラレ

ー
シ

ョン
プ

ログ
ラム

(随
時

)　
　

(2
)若

者
向

け
支

援
 ①

「移
住

×
起

業
」体

験
ツア

ー
(年

1回
)

新

新

補
助

金
相

談
(月

2回
)

Ⅰ
 起

業
相

談
　

10
14

15
29

33
29

37
45

01020304050

H2
9

H3
0

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7

　
＜
こ
う
ち
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
パ
ー
ク
を
通
じ
た
起
業
件
数
＞

令
和

７
年

度
  起

業
促

進
に

向
け

た
取

り組
み

Ⅱ
 プ

ロ
グ

ラ
ム

　

（
件

数
）

起
業

希
望

者
に

対
し、

準
備

段
階

に
応

じた
講

座
等

を
実

施

事
業

計
画

策
定

ｾﾐ
ﾅｰ

(年
6回

)

応
用

実
践

連
続

講
座

(全
5回

)✕
1回

入
門

講
座

(年
2回

)

入
門

・関
心

基
礎

講
座

(年
2回

)

移
住

×
起

業
ｾﾐ

ﾅｰ
(年

3回
) 

※
再

掲

地
域

資
源

活
用

講
座

(全
5回

)✕
1回

応
用

・実
践

直
 前

地
域

課
題

解
決

起
業

支
援

事
業

費
補

助
金

　 
起

業
に

必
要

な
　 

経
費

を
補

助

Ⅲ
 補

助
金

　

起
業

ｺﾝ
ｼｪ

ﾙｼ
ﾞｭ

(週
1回

)
東

京
・大

阪
窓

口
(月

4枠
)

先
輩

起
業

家
(随

時
)

大
学

生
・若

者
等

　民
間

起
業

支
援

団
体

、U
Iﾀ

ｰﾝ
ｻﾎ

ﾟｰ
ﾄｾ

ﾝﾀ
ｰ

　民
間

起
業

支
援

団
体

、U
Iﾀ

ｰﾝ
ｻﾎ

ﾟｰ
ﾄｾ

ﾝﾀ
ｰ、

金
融

機
関

、商
工

会
議

所
、商

工
会

(1
)金

融
機

関
(2

)商
工

会
議

所
(3

)商
工

会
(4

)よ
ろ

ず
支

援
拠

点
(5

)民
間

起
業

支
援

団
体

連
携

連
携

連
携

①
通

常
枠

②
中

山
間

地
域

枠

等

(1
)令

和
6年

度
に

、講
座

を充
実

(R
5:

22
講

座
 →

 R
6:

24
講

座
)さ

せ
て

お
り、

講
座

参
加

者
数

は
増

加
(2

)参
加

者
へ

の
ア

フタ
ー

フォ
ロー

等
に

よ
り、

令
和

6年
度

の
目

標
を

達
成

目
標

　◆
こう

ち
ス

タ
ー

ト
ア

ップ
パ

ー
ク

を
通

じた
起

業
件

数
　 

　R
7：

45
件

 ⇒
 累

計
（

R
6～

R
9）

：
18

0件

拡

地
域

の
窓

口
(随

時
/1

0か
所

)

拡

拡

45

交
流

会
　(

年
5回

)

＜
起

01
＞
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ロ
ー

カ
ル

イ
ノベ

ー
シ

ョン
プ

ラ
ット

フォ
ー

ム

総
合

窓
口

（
産

業
イ

ノベ
ー

シ
ョン

課
）

※
専

用
W

EB
サ

イ
ト

で
の

課
題

の
提

示

　　
　　

　新
事

業
創

出
機

能

　　
　　

　ス
タ

ー
トア

ップ
企

業
等

か
ら

の
提

案
調

整
機

能

ス
ター

トア
ップ

企
業

等
庁

内
各

部
局

等

 各
部

局
等

の
課

題
に

対
して

ス
タ

ー
ト

ア
ップ

企
業

等
か

ら
の

提
案

を
受

け
付

け
、各

部
局

へ
つ

な
ぐ総

合
窓

口

 県
が

抱
え

る
地

域
課

題
や

実
現

し
た

い
テ

ー
マ

に
対

し
て

ス
タ

ー
ト

ア
ップ

企
業

等
が

持
つ

技
術

と県
内

企
業

の
リソ

ー
ス

を
掛

け
合

わ
せ

て
新

事
業

を
創

出

産
学

官
民

連
携

ス
ター

トア
ップ

企
業

等

庁
内

各
部

局

・市
町

村
・県

内
企

業
・事

業
者

団
体

　　
　　

　等

マ
ッチ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

■
テ

ー
マ

設
定

（
２

テ
ー

マ
）

※
あ

らか
じめ

部
局

に
照

会
し、

複
数

の
テ

ー
マ

を
選

定
（

テ
ー

マ
例

）
　・

持
続

可
能

な
中

山
間

地
域

の
実

現
　・

女
性

の
活

躍
を

支
え

る
サ

ー
ビ

ス

個
別

プ
ロ

ジ
ェク

ト
立

ち
上

げ

製
品

開
発

・実
証

実
験

・市
場

調
査

事
業

化

新 事 業 提 案

テ ー マ 出 し

　産
学

官
民

連
携

コー
デ

ィネ
ー

タ
ー

ビジ
ネ

ス
ア

イ
デ

ア
創

出
・マ

ッチ
ン

グ

ココ
プ

ラサ
ロン

コー
デ

ィネ
ー

ター
と

産
業

界
との

意
見

交
換

新 機
能

１

機
能

２

相
互

に
連

携
・企

業
に

対
す

る
高

等
教

育
機

関
の

研
究

者
等

の
紹

介
・共

同
研

究
等

の
コー

デ
ィネ

ー
ト

サ
ポ

ー
ト

ヘ
ル

ス
ケ

ア
イ

ノベ
ー

シ
ョン

プ
ロ

ジ
ェク

ト
ア

ニ
メ

プ
ロ

ジ
ェク

ト

次
世

代
産

業
創

造
プ

ロジ
ェク

ト

提
案

《課
題

》

　(
1)

県
内

企
業

の
新

事
業

創
出

や
地

域
の

課
題

解
決

の
た

め
に

は
、全

国
の

ス
ター

トア
ップ

企
業

等
の

持
つ

新
た

な
技

術
等

の
活

用
が

　　
 必

要

　(
2)

産
学

官
民

連
携

に
よる

新
事

業
創

出
を

促
進

す
る

た
め

に
は

、県
内

産
業

界
と高

等
教

育
機

関
の

交
流

の
さら

な
る

強
化

が
必

要

現
状

・課
題

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

　５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

(1
)ス

ター
トア

ップ
企

業
等

の
新

技
術

や
高

等
教

育
機

関
の

シ
ー

ズ
を

活
用

した
　　

県
内

企
業

の
新

事
業

創
出

(2
)県

外
ス

ター
トア

ップ
企

業
等

の
県

内
へ

の
拠

点
設

置
(3

)地
域

課
題

の
解

決

目
標

　◆
ココ

プ
ラ

の
プ

ラ
ット

フォ
ー

ム
機

能
　　

　　
　及

び
支

援
を

通
じ

た
起

業
・新

事
業

展
開

件
数

　　
　　

　　
R

7：
９

件
 ⇒

 ４
年

後
（

R
6～

R
9）

：
36

件
　　

　　
　　

  　
　産

学
官

民
連

携
に

よ
る

、県
内

企
業

等
の

イノ
ベ

ー
シ

ョン
・新

事
業

創
出

や
地

域
課

題
の

解
決

を
促

進
す

る
。

目
的

《現
状

》
　(

1)
これ

まで
の

取
組

に
よ

り、
産

学
官

民
の

交
流

及
び

連
携

の
き

っか
け

づ
くり

は
一

定
進

ん
で

い
る

が
、そ

こか
ら具

体
的

な
連

携
や

事
業

化
に

つ
な

が
る

案
件

は
限

定
的

新

拡
拡

イ
ノベ

ー
シ

ョン
促

進
ア

ド
バ

イ
ザ

ー

・ス
ター

トア
ップ

企
業

等
と県

内
企

業
との

つ
な

ぎ
・事

業
化

に
向

け
た

ア
ドバ

イス

・実
証

実
験

等
に

か
か

る
費

用
を

補
助

・製
品

開
発

に
か

か
る

費
用

を補
助

新
事

業
創

出
支

援
事

業
費

補
助

金
拡

新
活

用

活
用

支
援

支
援

産
学

官
連

携
産

業
創

出
支

援
事

業
費

補
助

金

紹
介

課
題

収
集

課
題

提
示

ココ
プ

ラ
の

プ
ラ

ット
フォ

ー
ム

機
能

に
よ

る
新

事
業

展
開

＜
起

02
＞
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Ⅱ　産業間の連携戦略

移住の促進
連携テーマ《移住の促進》の取り組みの概要
　①　産業振興計画のこれまでの取り組みによる成果と課題
　本県では、全国に15年先行して人口が自然減の状態に陥り、県内各地域では、空洞化や担い手不
足などの諸問題が顕在化し、将来の予測もこれまで以上に不確実性が増しています。

　平成25年度に移住促進策を抜本強化し、官民協働、市町村との連携協調のもと、取り組みを進めて
きた結果、県外からの移住者の大幅な増加（H23：120組241人→R5：1,437組1,930人）につながる等の
成果も現れています。一方で、人口減少に歯止めをかけるためには、さらなる移住者の増加が大きな
鍵となっており、市町村や各分野の担い手確保の取り組みとさらなる連携を図る必要があります。

　②　第５期計画ver.２の取り組み
　目指す姿「県外からのＵターン者やＩターン者、特に若者や女性の増加による地域と経済の活性化」を
実現するため、県外からの移住者数を、令和９年度には3,000人以上、令和15年度には5,000人以上
を目指し、戦略の柱１から３と横断的な取り組みに基づき、令和７年度は、デジタルマーケティングの
手法を活用した情報発信のさらなる強化により、本県への移住気運の醸成及び行動の喚起につなげ
るとともに、県内の若者の転出抑制に向けた定住支援の強化に取り組みます。

柱１　裾野を広げる

　若年層の関係人口の拡大に向けたアプローチの充実として、高知の身近な情報発信や、高知の人
との接点づくりとなる交流イベントを実施するアンバサダー制度を導入し、若年層の関係人口の拡大
につなげます。

　また、令和５年度から取り組んでいるデジタルマーケティングの手法を活用した情報発信をさらに強
化し、各分野の担い手確保に向けた県外への情報発信を移住施策に一元化し、効果的なアプローチ
を行います。

柱２　マッチングの強化を図る

　大阪・関西万博を通じたＰＲの機会を最大限に活用し、大阪における高知県ＵＩターンサポートセン
ターの相談体制を強化するとともに、県、センター、市町村が連携した、移住者の相談機会の充実を
図り、相談から移住につなげるマッチングを強化します。

柱３　受入環境を整え定住につなげる

　中山間地域の仕事と住まいの確保に向けた取り組みの強化として、引き続き、各部局と連携し、地
域おこし協力隊の確保に向けた取り組みを強化するとともに、起業ニーズ等と空き家をマッチングする
支援を行います。

　また、各市町村の定住施策を後押しするため、地域移住サポーターや移住支援ネットワーク等と連
携した県域での移住者交流会を開催し、移住者の定着支援を行います。

　加えて、県内の若者の定住支援として、新たに県内の若者の転職による県外への転出抑制に向け
た定住プロモーションを展開し、自分らしく活躍する県内の若者の動画を活用した情報発信や、各産
業分野の求人情報・スキルアップ支援施策等の周知を図ります。

【横断的な取り組み】　Ｕターン候補者や若者、女性へのアプローチの拡大

　３つの戦略の柱を支える横断的な取り組みとして、Ｕターン候補者や若者、女性へのアプローチを拡
大し、自分らしく活躍する県内の若者の動画を活用したプロモーションを帰省時期など年間を通じて展
開するとともに、県内に残る親世代や同年代の若者にも同時に発信し、身近な方からＵターンの呼び
かけを促進します。

139



分
野

を
代

表
す

る
目

標

移
住

者
数

の
推
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取
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イ
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西
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５
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◆
分
野
全
体
の
目
標

第
5期
計
画

各
産
業
分
野
の

取
り組
み
の
柱

戦
略
の
類
型

第
5期
計
画
　

戦
略
目
標

出
発
点

現
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値
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人
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R
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％
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％
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％
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0
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Ｕ
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％
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％
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⇒
　
現
状
（
R
5
）
1
,9
3
0
人
　
⇒
　
（
R
7
）
2
,7
0
0
人
　
⇒
　
4
年
後
（
R
9
）
3
,0
0
0
人
以
上
　
⇒
　
1
0
年
後
（
R
1
5
）
5
,0
0
0
人
以
上
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N
o
.

戦
略
目
標

出
発
点
直
近
値
４
年
後

目
標

（
R
9
）

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
成
果

課
題

取
り
組
み
内
容

（
R
6
～
R
9
）

主
な
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
目
標
（
K
P
I）

1
新
規
相
談
者
数
（
年
間
）

【
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
】

市
町
村
及
び
県
（
U
Ｉタ
ー
ン
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
の
実
績
を
毎

月
確
認

3
,9
6
2
人

（
R
4
）

4
,2
7
3
人

（
R
5
）

5
,5
6
0
人

（
R
9
）

2
新
規
相
談
者
の
う
ち
高
知
県
出

身
者
の
割
合
（
年
間
）

【
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
】

市
町
村
及
び
県
（
U
Ｉタ
ー
ン
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
の
実
績
を
毎

月
確
認

1
9
％

（
R
4
推
計

値
）

1
6
.2
％

（
R
5
）

2
5
%

（
R
9
）

分
野

《連
携
テ
ー
マ
》移
住
の
促
進

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

１
　裾
野
を
広
げ
る

２
　マ
ッチ
ン
グ
の
強
化
を
図
る

３
　受
入
環
境
を
整
え
定
住
に
つ
な
げ
る

１
　
交
流
人
口
か
ら
関
係
人
口
に
誘
導
す
る
た
め

　
　
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
強
化

　
・
高
知
家
ゆ
る
県
民
倶
楽
部
の
会
員
拡
大

　
　
1
5
,4
9
6
人
（
R
3
～
R
6
）

　
・
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
実
施
市
町
村

　
　
の
拡
大
、
広
域
で
の
交
流
会
の
実
施

　
　
1
0
市
町
村
実
施
　
参
加
者
6
6
人
（
R
6
）

　
　
交
流
会
1
回
　
参
加
者
1
0
人
（
R
6
）

２
　
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
新
た

　
　
な
関
心
層
の
獲
得

　
・
県
の
関
連
サ
イ
ト
(観
光
等
)と
の
デ
ー
タ
連

携
・

　
　
分
析
の
仕
組
み
を
構
築

　
　
3
サ
イ
ト
と
連
携
開
始
（
R
6
）

　
　
6
月
か
ら
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の
運
用
開
始
（
R
6
）

３
　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
意
識
し
た
情
報
発
信
の
拡
大

　
・
S
N
S
や
位
置
情
報
な
ど
を
活
用
し
た
タ
ー
ゲ

　
　
テ
ィ
ン
グ
広
告
の
配
信
を
拡
大

　
　
移
住
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
広
告
配
信
2
8
回
（
R
6
）

　
　
移
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
数

　
　
1
9
7
,3
4
4
人
（
R
6
）

　
　
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
数
2
,1
7
9
人
（
R
6
）

　
　
※
R
7
.2
時
点

４
　
切
れ
目
の
な
い
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
プ
ロ
モ
ー

　
　
シ
ョ
ン
の
実
施

　
・
帰
省
時
期
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
気
運

　
　
醸
成

　
　
U
タ
ー
ン
P
R
3
回
（
5
月
、
8
月
、
1
2
月
）
（
R
6
）

５
　
若
年
人
口
増
加
に
向
け
た
新
た
な
移
住
プ
ロ

　
　
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開

　
・
U
Ｉタ
ー
ン
P
R
動
画
完
成
披
露
発
表
会
開
催

　
　
参
加
メ
デ
ィ
ア
2
0
媒
体
、
掲
載
記
事
2
9
6
件

　
　
（
R
6
）

　
・
U
Ｉタ
ー
ン
P
R
動
画
を
活
用
し
た
広
告
配
信

　
　
1
2
～
3
月
広
告
配
信
3
回
2
9
6
,4
1
1
ク
リ
ッ
ク

　
　
（
R
6
）

　
・
関
東
関
西
で
の
電
車
広
告
等

　
　
1
2
～
3
月
3
回
（
R
6
）

１
　
交
流
人
口
か
ら
関
係
人
口
に
誘
導
す
る
た
め
の

　
　
ア
プ
ロ
ー
チ
の
強
化

　
・
広
告
に
関
心
を
持
っ
た
若
年
層
を
相
談
に
誘
導

　
　
す
る
た
め
、
よ
り
身
近
な
高
知
の
情
報
の
発
信
や
、

　
　
高
知
の
人
と
の
接
点
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
U
Ｉタ
ー

ン 　
　
に
向
け
た
意
識
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

２
　
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
新
た
な

　
　
関
心
層
の
獲
得

３
　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
意
識
し
た
情
報
発
信
の
拡
大

　
・
イ
ベ
ン
ト
集
客
な
ど
の
取
り
組
み
成
果
を
県
外
か
ら

　
　
の
担
い
手
確
保
全
体
に
効
果
的
に
拡
大
し
て
い
く

　
　
こ
と
が
必
要

４
　
切
れ
目
の
な
い
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　
　
の
実
施

　
・
本
県
出
身
者
や
、
特
に
若
者
や
女
性
へ
の
ア
プ

　
　
ロ
ー
チ
を
強
化
し
、
新
た
な
相
談
を
増
や
し
移
住
に

　
　
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要

５
　
若
年
人
口
増
加
に
向
け
た
新
た
な
移
住
プ
ロ
モ
ー

　
　
シ
ョ
ン
を
展
開

　
・
よ
り
多
く
の
若
者
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
プ
ロ

　
　
モ
ー
シ
ョ
ン
の
継
続
・
拡
大
が
必
要
。
併
せ
て
、

　
　
身
近
な
家
族
や
友
人
・
知
人
か
ら
U
タ
ー
ン
の
呼
び

　
　
か
け
を
促
す
取
り
組
み
も
必
要

１
　
若
年
層
の
関
係
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
充
実

　
・
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
実
施
市
町
村
の
拡
大
、
広
域
で
の
交
流
会
の
実
施
【
R
6
～
R
9
】

　
・
高
知
の
身
近
な
情
報
発
信
や
、
高
知
の
人
と
の
接
点
づ
く
り
に
な
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
制
度
を
導
入
【
R
7
～
R
9
】

２
　
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の
さ
ら
な
る
強
化

　
・
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
誘
導
な
ど
に
よ
る
新
規
相
談
者
の
拡
大
【
R
5
～
R
9
】

　
・
県
の
関
連
サ
イ
ト
(観
光
等
)と
の
デ
ー
タ
連
携
・
分
析
の
仕
組
み
を
構
築
【
R
6
～
R
9
】

　
・
自
分
ら
し
く
活
躍
す
る
県
内
の
若
者
の
動
画
を
活
用
し
た
移
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
通
年
実
施
に
拡
大
【
R
6
～
R
9
】

　
・
各
分
野
の
担
い
手
確
保
に
向
け
た
県
外
へ
の
情
報
発
信
を
一
元
化
し
効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
実
施
【
R
7
～
R
9
】

３
　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を
意
識
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
【
R
6
～
R
9
】

　
・
よ
さ
こ
い
移
住
な
ど
若
者
・
女
性
に
訴
求
す
る
テ
ー
マ
別
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施

４
　
U
タ
ー
ン
の
さ
ら
な
る
促
進

　
・
帰
省
時
期
の
空
港
や
駅
等
で
U
タ
ー
ン
促
進
の
取
り
組
み
を
実
施
【
R
6
～
R
9
】

　
・
（
再
掲
）
自
分
ら
し
く
活
躍
す
る
県
内
の
若
者
の
動
画
を
活
用
し
た
移
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
通
年
実
施
に
拡
大
【
R
6
～
R
9
】

　
・
県
内
に
残
る
親
世
代
や
同
年
代
の
友
人
・
知
人
か
ら
U
タ
ー
ン
の
呼
び
か
け
を
促
す
情
報
発
信
の
実
施
【
R
7
～
R
9
】

　
・
（
再
掲
）
高
知
の
身
近
な
情
報
発
信
や
、
高
知
の
人
と
の
接
点
づ
く
り
に
な
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
制
度
を
導
入
【
R
7
～
R
9
】

⇒
　
別
図
＜
移
0
1
＞
参
照
（
P
1
4
4
）

＜
移
住
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
ユ
ー
ザ
ー
数
＞

1
7
5
,9
7
4
人
（
R
5
）

↓ 2
3
6
,0
0
0
人
（
R
9
）

＜
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

数
＞

1
,7
8
5
人
（
R
5
）

↓ 3
,0
5
0
人
（
R
9
）
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N
o
.

戦
略
目
標

出
発
点
直
近
値
４
年
後

目
標

（
R
9
）

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
成
果

課
題

取
り
組
み
内
容

（
R
6
～
R
9
）

主
な
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
目
標
（
K
P
I）

分
野

《連
携
テ
ー
マ
》移
住
の
促
進

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

１
　裾
野
を
広
げ
る

２
　マ
ッチ
ン
グ
の
強
化
を
図
る

３
　受
入
環
境
を
整
え
定
住
に
つ
な
げ
る

3
窓
口
で
の
相
談
か
ら
移
住
へ
の

移
行
率
（
年
間
）

【
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
】

市
町
村
及
び
県
（
U
Ｉタ
ー
ン
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
の
実
績
を
毎

月
確
認

4
3
.7
%

（
R
4
）

4
5
.2
%

（
R
5
）

4
6
.7
%

（
R
9
）

１
　
相
談
か
ら
移
住
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
精
度

　
　
向
上

　
・
東
京
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

　
　
市
町
村
出
張
相
談
会
の
開
催

　
　
1
0
回
人
4
3
人
（
R
6
）

　
・
大
阪
常
設
窓
口
の
体
制
強
化

　
　
9
月
か
ら
1
名
増
員
し
2
名
体
制
（
R
6
）

２
　
切
れ
目
の
な
い
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
プ
ロ
モ
ー

　
　
シ
ョ
ン
の
実
施
（
再
掲
）

１
　
相
談
か
ら
移
住
へ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
精
度
向
上

　
・
関
西
戦
略
に
お
け
る
大
阪
・
関
西
万
博
を
通
じ
た

　
　
本
県
の
P
R
機
会
の
拡
大
や
、
今
後
の
大
阪
窓
口

　
　
の
相
談
者
数
の
増
加
を
見
据
え
、
大
阪
で
の
取
り

　
　
組
み
強
化
が
必
要

１
　
大
阪
・
関
西
万
博
を
通
じ
た
P
R
の
機
会
を
最
大
限
に
活
用
し
た
取
り
組
み
の
充
実
【
R
6
～
R
9
】

　
・
U
Ｉタ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
大
阪
窓
口
の
相
談
体
制
を
強
化
し
、
相
談
会
や
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
を
大
幅
に
拡
大

　
・
東
京
で
実
施
す
る
市
町
村
出
張
相
談
会
を
大
阪
に
も
拡
大
し
、
市
町
村
の
相
談
機
会
を
充
実

（
再
掲
）
２
　
U
タ
ー
ン
の
さ
ら
な
る
促
進

4
県
外
か
ら
の
移
住
者
数
（
年
間
）

【
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
】

市
町
村
及
び
県
（
U
Ｉタ
ー
ン
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
の
実
績
を
毎

月
確
認

1
,7
3
0
人

（
R
4
）

1
,9
3
0
人

（
R
5
）

3
,0
0
0
人

以
上

（
R
9
）

5
県
外
か
ら
の
移
住
者
の
う
ち
Ｕ

タ
ー
ン
者
の
割
合
（
年
間
）
※
県

把
握
分

【
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
】

県
（
U
Ｉタ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
）
の
実
績
を
毎
月
確
認

3
4
%

（
R
4
）

3
6
%

（
R
5
）

4
1
%

（
R
9
）

6
移
住
後
3
年
目
の
県
内
定
着
率

（
年
間
）

【
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
】

年
1
回
、
1
2
月
及
び
1
月
に
メ
ー

ル
、
電
話
等
に
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施

8
7
%

（
R
4
）

8
6
%

（
R
5
）

9
0
%
以
上

（
R
9
）

１
　
仕
事
と
住
ま
い
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

　
　
の
さ
ら
な
る
強
化

　
・
空
き
家
マ
ッ
チ
ン
グ
モ
デ
ル
事
業
の
市
町
村

　
　
へ
の
横
展
開

　
　
空
き
家
マ
ッ
チ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
実
施

　
　
4
市
町
実
施
　
参
加
者
5
5
人
（
R
6
）

　
　
V
R
内
覧
の
実
施
　
7
市
町
実
施
（
R
6
）

２
　
各
市
町
村
の
定
住
施
策
を
後
押
し
す
る
支
援

　
　
の
強
化

　
・
地
域
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
や
移
住
支
援
ネ
ッ
ト

　
　
ワ
ー
ク
の
さ
ら
な
る
活
用
（
県
域
で
の
移
住
者

　
　
交
流
会
等
）

　
　
3
回
実
施
　
参
加
者
1
1
9
人
（
R
6
）

３
　
各
市
町
村
の
実
情
に
応
じ
た
取
り
組
み
の
強

　
　
化

　
・
人
口
減
少
対
策
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、

　
　
移
住
促
進
に
積
極
的
に
取
り
組
む
市
町
村
を

　
　
強
力
に
支
援

　
　
移
住
施
策
に
関
す
る
人
口
減
少
対
策
総
合

　
　
交
付
金
の
活
用
　
3
4
市
町
村
（
R
6
）

４
　
切
れ
目
の
な
い
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
プ
ロ
モ
ー

　
　
シ
ョ
ン
の
実
施
（
再
掲
）

１
　
仕
事
と
住
ま
い
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
の
さ

ら 　
　
な
る
強
化

　
・
中
山
間
地
域
に
お
け
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

　
　
任
用
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
U
Ｉタ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト

　
　
セ
ン
タ
ー
や
市
町
村
と
連
携
し
た
情
報
発
信
の
さ
ら

　
　
な
る
強
化
が
必
要

２
　
県
外
に
転
出
す
る
若
年
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
・
若
者
の
転
職
に
よ
る
県
外
転
出
を
抑
制
す
る
取
り

組 　
　
み

　
　
が
十
分
で
な
く
、
高
知
の
様
々
な
仕
事
の
情
報
や

　
　
魅
力
の
情
報
発
信
の
強
化
が
必
要

１
　
中
山
間
地
域
の
仕
事
と
住
ま
い
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化

　
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
に
関
す
る
情
報
発
信
と
任
用
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
【
R
6
～
R
9
】

　
・
中
山
間
地
域
の
起
業
ニ
ー
ズ
等
と
空
き
家
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
、
未
流
通
空
き
家
の
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
【
R
7
～
R
9
】

２
　
各
市
町
村
の
定
住
施
策
を
支
援
【
R
6
～
R
9
】

　
・
市
町
村
や
移
住
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
と
連
携
し
た
県
域
で
の
移
住
者
交
流
会
の
開
催
な
ど
定
着
支
援
の
実
施

　
・
（
再
掲
）
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
、
各
産
業
分
野
に
お
け
る
支
援
施
策
を
周
知
【
R
7
】

３
　
県
内
の
若
者
の
転
職
に
よ
る
転
出
抑
制
に
向
け
た
定
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
【
R
7
～
R
9
】

　
・
県
外
へ
の
転
職
に
関
心
を
持
つ
県
内
の
若
者
を
対
象
に
動
画
を
活
用
し
た
情
報
発
信

４
　
U
タ
ー
ン
の
さ
ら
な
る
促
進
（
再
掲
）

⇒
　
別
図
＜
移
0
1
＞
参
照
（
P
1
4
4
）
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デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
を
活
用
した
新
た
な
関
心
層
の
獲
得

（
１

）
ター

ゲ
テ

ィン
グ

の
精

度
向

上
と情

報
発

信
の

拡
大

　　
　①

デ
ー

タマ
ネ

ジ
メン

トプ
ラッ

トフ
ォー

ム
（

D
M

P）
の

構
築

、ダ
ッシ

ュボ
ー

ドの
導

入
　　

　　
ア

 移
住

サ
イト

と観
光

・物
産

の
県

関
連

2サ
イト

を
連

携
し、

サ
イト

訪
問

者
に

広
告

配
信

を
実

施
　　

　　
イ 

サ
イト

の
ア

クセ
ス

動
向

や
広

告
の

配
信

状
況

を
職

員
が

リア
ル

タイ
ム

で
確

認
で

き
る

仕
組

み
を

導
入

　　
　②

SN
Sや

位
置

情
報

な
どを

活
用

した
ター

ゲ
テ

ィン
グ

広
告

の
配

信
を

拡
大

：
27

回
（

前
年

比
+

4回
）

　　
　　

ア
 高

知
暮

らし
フェ

ア
参

加
：

6月
 4

37
組

62
7人

（
前

年
比

22
5％

）
1月

 3
66

組
51

1人
（

同
12

1％
）

（
２

）
若

年
人

口
増

加
に

向
け

た
移

住
プ

ロモ
ー

シ
ョン

の
展

開
　　

　①
若

年
女

性
10

0人
へ

の
ヒア

リン
グ

調
査

を
踏

ま
え

、若
年

女
性

の
多

様
な

価
値

観
が

尊
重

され
活

躍
で

き
る

　　
　　

高
知

県
を

動
画

で
発

信
す

る
プ

ロモ
ー

シ
ョン

を
12

月
か

ら開
始

（
３

）
県

外
に

転
出

す
る

若
年

層
へ

の
ア

プ
ロー

チ
　　

　①
25

歳
以

上
の

若
者

の
転

職
に

よ
る

県
外

転
出

を
抑

制
す

る
取

り組
み

が
十

分
で

は
な

い

Ｕ
タ
ー
ン
候
補
者
や
若
者
・女
性
の
定
着
・増
加
に
向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
強
化

（
１

）
イベ

ン
ト集

客
な

どの
取

り組
み

成
果

を
県

外
か

らの
担

い
手

　　
　　

 確
保

全
体

に
、効

果
的

に
拡

大
して

い
くこ

とが
必

要
（

２
）

よ
り多

くの
若

者
に

関
心

を
持

って
も

らう
た

め
プ

ロモ
ー

シ
ョン

の
　　

　　
 継

続
・拡

大
が

必
要

　　
　　

 併
せ

て
、身

近
な

家
族

や
友

人
・知

人
か

らＵ
ター

ン
の

呼
び

　　
　　

 か
け

を
促

す
取

り組
み

も
必

要
（

３
）

高
知

の
様

々
な

仕
事

の
情

報
や

魅
力

の
情

報
発

信
の

強
化

　　
　　

 が
必

要

現
状

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
を
活
用
した
情
報
発
信
の
さ
ら
な
る
強
化

（
１

）
各

分
野

の
担

い
手

確
保

に
向

け
た

県
外

へ
の

情
報

発
信

を
一

元
化

し効
果

的
な

ア
プ

ロー
チ

を
実

施
　　

　①
移

住
施

策
に

お
け

る取
り組

み
の

ノウ
ハ

ウを
活

か
し、

一
次

産
業

や
専

門
職

等
の

担
い

手
確

保
に

向
け

た
広

告
を一

元
化

して
配

信
　　

　②
県

関
連

サ
イト

の
デ

ー
タ連

携
及

び
ダッ

シ
ュボ

ー
ドの

導
入

を
拡

大
し、

ター
ゲ

テ
ィン

グ
の

精
度

を
さら

に
向

上
（

２
）

若
年

人
口

増
加

に
向

け
た

移
住

プ
ロモ

ー
シ

ョン
の

継
続

・拡
大

　　
　①

大
型

連
休

や
夏

休
み

、年
末

年
始

、就
職

活
動

の
時

期
な

ど、
年

間
を

通
じた

プ
ロモ

ー
シ

ョン
を

展
開

　　
　②

県
内

に
残

る
親

世
代

や
同

年
代

の
若

者
に

も
同

時
に

情
報

を
発

信
し、

Ｕ
ター

ン
の

呼
び

か
け

を
促

進

県
内
の
若
者
の
転
職
に
よ
る
転
出
抑
制
に
向
け
た
定
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
展
開

（
３

）
県

外
へ

の
転

職
に

関
心

を
持

つ
若

者
へ

の
定

住
プ

ロモ
ー

シ
ョン

の
実

施
　　

　①
県

内
で

や
りが

い
の

あ
る

仕
事

に
出

会
い

、活
躍

して
い

る
若

者
の

動
画

を
発

信
　　

　②
商

工
業

や
一

次
産

業
な

ど各
産

業
分

野
に

お
け

る
求

人
情

報
や

ス
キ

ル
ア

ップ
の

た
め

の
支

援
施

策
に

つ
な

げ
る

特
設

ペ
ー

ジ
の

　　
　 

  開
設

と誘
導

戦
略

目
標

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

拡 新県
外
か
ら
の
移
住
者
数

出
発

点
（

R4
）

1,
73

0人
　⇒

　現
状

（
R5

）
1,

93
0人

　⇒
　（
R
7）
2,
70
0人

　⇒
　4

年
後

（
R9

）
3,

00
0人

以
上

新 新 新拡

※
移

住
プ

ロモ
ー

シ
ョン

　 
キ

ャッ
チ

コピ
ー

新
規
相
談
者
数

出
発

点
（

R4
）

3,
96

2人
　⇒

　現
状

（
R5

）
4,

27
3人

　⇒
　（
R
7）
5,
19
0人

　⇒
　4

年
後

（
R9

）
5,

56
0人

うち
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
割
合

出
発

点
（

R4
）

34
％

　 
   

 ⇒
　現

状
（

R5
）

36
％

課
題

担
い

手
確

保
に

向
け

た
県

外
へ

の
認

知
向

上
や

イベ
ン

ト募
集

等
の

情
報

発
信

を
移

住
促

進
課

に
集

約
し、

効
果

的
、効

率
的

に
ア

プ
ロー

チ
！

自
分

らし
く活

躍
す

る
県

内
の

若
者

を
紹

介
す

る
シ

ョー
ト

動
画

を
活

用
し、

県
外

の
若

者
に

本
県

へ
の

UI
ター

ン
を

PR
！

県
外

へ
の

転
職

に
関

心
を

持
つ

県
内

の
若

者
を

対
象

に
、

デ
ジ

タル
マ

ー
ケ

テ
ィン

グ
を

活
用

し、
直

接
情

報
を

お
届

け
！

新 拡 新

農
業

や
専

門
職

な
ど

県
内

に
残

る
親

世
代

に
も

情
報

を
発

信
！

新

※
県

把
握

分
⇒

　（
R
7）
39
％

　 
   

 ⇒
　4

年
後

（
R9

）
41

％

＜
移
01
＞
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Ⅱ　産業間の連携戦略

県内就職の促進
連携テーマ《県内就職の促進》の取り組みの概要

　①　産業振興計画のこれまでの取り組みによる成果と課題
　本県では、毎年約2,000人の若者が県外大学に進学していますが、Ｕターン就職をする
学生が少ないことなどから、これまで、「高知求人ネット学生サイト」による県内事業者
の採用情報の発信をはじめ、県内外の大学の就職担当者と県内事業者との意見交換などを
実施してきました。
　また、県内事業者の採用力の向上を図るため、セミナーの開催や専門家派遣による個別
支援にも取り組んでいます。
　こうした取り組みにより、大学生等のＵターン就職率は、R2.3卒18.6%→R5.3卒21.3％
と徐々に改善していましたが、R6.3卒業者は15.0%と統計を開始した平成27年以降、最低
となりました。この要因としては、全国的に人手不足が深刻化する中で、学生がより労働
条件の良い都市部の大手企業を志望する傾向が強まってきていることなどが考えられます。
　より多くの学生等に就職先として県内事業者を選んでもらうためには、事業者・教育機
関・行政が一層連携を強化し、一丸となって取り組む必要があります。

　②　第５期計画ver.２の取り組み
　目指す姿「地域の仕事を知る児童・生徒や魅力ある県内事業者が増加することにより、
県内就職を志す若者が増える」の実現に向けて、柱１から３に基づき、キャリア教育や県
内事業所の魅力向上に取り組むとともに、学生や転職を考えている方へのアプローチを強
化するなど、それぞれの段階に応じた施策を実施することで、県内で就職する若者の増加
を図ります。

　　柱１　地域の仕事（事業者）を知ってもらう　～キャリア教育の推進～

　事業者及び教育機関と連携し、子どもたちが学校教育の段階から、本県の産業や仕事の魅力
について知る機会の充実を図るとともに、そこで働く人々と交流することを通じて、地域への誇り
と愛着を育てます。

　また、具体的な就職先を決めていない就職活動前の学生が県内の事業者等と交流する機会を
創出し、経営者の熱い思いや従業員のやりがいなどを伝える取り組みを促進します。

　　柱２　県内事業者の魅力向上　～学生から選ばれる事業者になる～

　生産性の向上や価格転嫁に向けた環境整備などの所得向上に取り組むとともに、働き方改革
の推進等による労働環境の改善に取り組みます。

　また、事業者の採用力を向上させるため、変化する就職活動の実態に対応できるよう、事業者
向けのセミナーを開催するとともに、専門家による伴走支援を行います。

　　柱３　「県内就職」の機運の醸成　～情報発信の強化～
　若者に県内就職の情報を届けるためのWebサイト「高知求人ネット学生サイト」の情報の充実を
図るとともに、県施策についての情報発信を強化することで、県内就職に係る機運の醸成を図り
ます。

　また、県内でやりがいのある仕事に出会い、活躍している若者の動画を活用した定住プロモー
ションを展開するなど、転職を検討している方へのアプローチを強化します。
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柱
１

 地
域

の
仕

事
（

事
業

者
）

を
知

って
も

ら
う 

 ～
キ

ャリ
ア

教
育

の
推

進
～

小 学 生 中 学 生 高 校 生 大 学 生 等 　柱
３

　 
「県

内
就

職
」の

機
運

の
醸

成
～

情
報

発
信

の
強

化
～

〈高
校

生
〉

・労
働

局
に

よ
る

企
業

説
明

会
　等

〈高
校

生
〉

・職
場

見
学

会
、宿

泊
研

修
【農

業
】

・就
業

支
援

セミ
ナー

【漁
業

】
・職

場
体

験
【林

業
】

〈高
校

生
～

大
学

生
等

〉
・フ

ォレ
スト

スク
ール

【林
業

】

R6
.1

2.
27

担
い

手
対

策
室

社 会 人

〈高
校

生
〉

・女
性

エン
ジニ

アが
活

躍
して

いる
　企

業
見

学
【教

委
】

【県
民

へ
の

広
報

の
強

化
】　

　・
高

知
で就

職
！

応
援

プロ
ジ

ェク
トの

実
施

（
県

内
就

職
に係

る広
報

）
　　

　新
聞

、テ
レビ

、ラ
ジオ

、S
NS

、県
・市

町
村

広
報

紙
　等

　　
　デ

ジタ
ルマ

ーケ
ティ

ング
を活

用
した

広
報

　等

〈小
学

生
～

高
校

生
〉

・も
のづ

くり
名

人
派

遣
  卸

売
業

見
学

　【
商

工
】

・企
業

見
学

や
出

前
授

業
（

関
係

機
関

）

〈中
学

生
～

高
校

生
〉

・出
前

授
業

【土
木

】
・土

木
工

事
1日

　体
験

【土
木

】

【イ
ン

タ
ー

ン
シ

ップ
情

報
の

発
信

】
　〈

大
学

生
等

〉
　　

・県
内

事
業

者
の

イン
ター

ン
シ

ップ
情

報
の

発
信

【産
振

】

柱
２

　県
内

事
業

者
の

魅
力

向
上

　　
　～

学
生

等
か

ら
選

ば
れ

る
事

業
者

に
な

る
～

〈中
学

生
～

大
学

生
等

〉
・宿

泊
業

職
業

体
　験

【観
光

】

【高
知

求
人

ネ
ット

学
生

サ
イ

ト
の

充
実

】
　〈

高
校

生
～

社
会

人
〉

　・
情

報
の充

実
と、

事
業

者
の掲

載
基

準
の設

置
によ

る質
の向

上
【産

振
】

　・
広

報
の強

化
（

各
高

校
での

登
録

会
（

KP
I：

４
校

）
、大

学
食

堂
での

広
報

等
）

【産
振

】　

そ
の

他
医

療
・福

祉
商

工
業

農
林

水
産

業

〈小
学

生
〉

・親
子

アグ
リス

クー
ル（

関
係

機
関

）
・酪

農
教

育
ファ

ーム
（

関
係

機
関

）
・N

AB
RA

S普
及

イベ
ント

【漁
業

】

〈小
学

生
〉

・も
のづ

くり
の動

画
活

用
促

進
（

製
紙

業
等

）
【商

工
】

・ワ
クワ

クW
or

kキ
ッズ

フェ
ス

（
もの

づく
りや

建
築

等
）

【商
工

】

観
光

・建
設

業

〈小
学

生
～

高
校

生
〉

・福
祉

、介
護

職
に関

する
研

修
 

  【
子

福
】

・と
さっ

子
タウ

ン
（

看
護

師
・薬

剤
師

）
【健

康
】

〈小
学

生
～

大
学

生
等

〉
・も

のメ
ッセ

【商
工

】
〈小

学
生

～
高

校
生

〉
・起

業
家

講
演

【産
振

】

〈小
学

生
～

大
学

生
等

〉
・森

林
環

境
学

習
フェ

ア【
林

業
】　

〈小
学

生
～

大
学

生
等

〉
・ふ

くし
フェ

ア【
子

福
】

〈高
校

生
～

大
学

生
等

〉
・歯

科
衛

生
士

職
業

体
験

（
関

係
機

関
）

〈高
校

生
〉

・県
の課

題
解

決
に向

けた
ワー

クシ
ョッ

プや
　産

業
や文

化
を学

ぶ宿
泊

研
修

【教
委

】
・企

業
の経

営
者

や
社

員
への

イン
タビ

ュー
　シ

ップ
【教

委
】

〈高
校

生
〉

・ふ
れ

あい
看

護
体

験
【健

康
】

・福
祉

の仕
事

セミ
ナー

　【
子

福
】

〈高
校

生
〉

・建
設

バス
【土

木
】

〈専
門

学
校

生
〉

・病
院

めぐ
りバ

スツ
アー

【健
康

】

　　
・イ

ン
ター

シ
ップ

、就
業

体
験

、出
前

授
業

、交
流

会
、就

職
フェ

ア
、企

業
説

明
会

【各
産

業
分

野
】　

　　
 ・学

生
と県

内
事

業
者

の交
流

イベ
ント

・職
業

体
験

の支
援

【産
振

】　
　　

KP
I：

交
流

イベ
ント

6回
　 　

・民
間

企
業

等
と連

携
した

課
題

解
決

型
学

習
（

PB
L）

（
実

施
主

体
：

工
科

大
学

）
、域

学
共

生
実

習
（

実
施

主
体

：
県

立
大

学
）

早
期

離
職

者
転

職
希

望
者

県
内

で
再

就
職

新

新

新 新

【所
得

向
上

に
向

け
た

取
り組

み
】

（
１

）
生

産
性

の向
上

　　
　　

・経
営

計
画

等
の

策
定

支
援

　 
    

    
　・

収
益

向
上

に向
けた

支
援

　　
　 

　・
省

力
化

・省
人

化
に向

けた
支

援
　　

 
（

２
）

価
格

転
嫁

に向
けた

環
境

整
備

【労
働

環
境

の
改

善
に向

け
た

取
り組

み
】

（
１

）
働

き方
改

革
の推

進
　　

　　
・人

事
評

価
制

度
の導

入
支

援
　　

　　
・労

働
環

境
整

備
の支

援
    

    
　

　　
　　

 ・専
門

コン
サル

タン
トに

よる
伴

走
支

援
　　

　　
　 

 ・
ワ

ー
クラ

イフ
バ

ラン
ス

や
男

性
育

休
の

取
得

促
進

の
支

援
（

２
）

女
性

活
躍

の
環

境
づ

くり
　　

 　
・一

次
産

業
や

建
設

業
に

お
け

る
女

性
進

出
の

後
押

し
　　

　 
・女

性
の

キ
ャリ

ア
形

成
支

援

【関
係

機
関

等
と連

携
し

た
就

職
支

援
】

　・
就

職
支

援
コー

ディ
ネー

ター
によ

る就
職

サ
　 

ポー
 ト

【産
振

】

　・
ジョ

ブカ
フェ

こう
ち【

商
工

】

　・
看

護
協

会
等

との
連

携
【健

康
】

　・
福

祉
人

材
セン

ター
によ

る無
料

職
業

紹
介

　　
や就

職
支

援
【子

福
】

　・
JA

無
料

職
業

紹
介

所
との

連
携

【農
業

】

拡
拡

【県
内

就
職

の
実

現
】

地
域

の
仕

事
を

知
る

児
童

・
生

徒
や

魅
力

あ
る

県
内

事
業

者
が

増
加

して
い

る
！

アプ
ロー

チ

・キ
ャリ

ア教
育

協
力

事
業

者
デー

タベ
ース

作
成

【産
振

】　
　　

　　
　・

　教
委

と各
産

業
分

野
所

管
部

局
が連

携
して

推
進

〈小
学

生
〉

・こ
うち

建
設

フェ
スタ

（
関

係
機

関
）

【定
着

の
促

進
】

・事
業

者
の

魅
力

　向
上

・階
層

別
研

修
　(

商
工

会
議

所
)

【事
業

者
の

採
用

力
向

上
の

支
援

】

　・
自

社
の魅

力
や

就
職

後
のや

りが
い等

を
　　

効
果

的
に発

信
する

ため
のセ

ミナ
ー、

　　
専

門
家

派
遣

によ
る伴

走
支

援
【産

振
】

　・
就

職
者

の
奨

学
金

返
還

支
援

【産
振

】

　・
大

学
就

職
担

当
者

と企
業

の
情

報
 　

交
換

会
【産

振
】

　・
経

済
団

体
と連

携
した

経
営

者
へ

の
 　

就
活

実
態

の
周

知
【産

振
】

新拡

新

　≪
連

携
テ

ー
マ

≫
　県

内
就

職
の

促
進

　～
キ

ャリ
ア

教
育

の
推

進
と県

内
事

業
者

の
魅

力
向

上
～

　　
　　

　　
　　

■
あ

らゆ
る

産
業

分
野

で
担

い
手

不
足

が
深

刻
化

して
い

る
中

、県
民

に
地

域
の

仕
事

（
事

業
者

）
が

十
分

に
知

られ
て

い
な

い
。学

生
等

か
ら積

極
的

に
就

職
した

い
と思

わ
れ

る
事

業
者

とな
る

た
め

の
魅

力
向

上
が

必
要

。
　　

　　
　　

　　
 ■

地
域

の
仕

事
を

知
る

児
童

・生
徒

や
魅

力
あ

る
県

内
事

業
者

が
増

加
す

る
こと

に
よ

り、
県

内
就

職
を志

す
若

者
が

増
え

る
こと

を
目

指
す

。
目

指
す

姿

分
野

を
代

表
す

る
目

標

拡 拡　【
デ

ジ
タル

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

】高
知

求
人

ネ
ット

学
生

サ
イト

や
県

内
転

職
に

係
る

支
援

策
の

周
知

【商
工

】
　県

内
で

や
りが

い
の

あ
る

仕
事

に
出

会
い

、活
躍

して
い

る
若

者
の

動
画

を
活

用
した

定
住

プ
ロモ

ー
シ

ョン
を

展
開

【総
企

】
・就

職
フェ

ア
、産

業
別

の
相

談
会

等
（

労
働

局
）

県 外 で 就 職

【U
IJ

ター
ン

就
職

の
促

進
】

・移
住

施
策

と連
動

した
取

り組
み

（
就

職
・転

職
フェ

ア
等

）
※

進
学

や
就

職
に

お
い

て
一

旦
は

県
外

に
出

た
若

者
も

、キ
ャリ

ア
教

育
の

推
進

等
に

よ
　り

、将
来

の
県

内
就

職
に

つ
な

げ
る

県 内 就 職

転
職

等
を

考
え

て
い

る
方

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
新

新

〈大
学

生
等

〉
・保

育
のお

仕
事

フェ
ア【

教
委

】

新

〈小
学

生
～

中
学

生
〉

・起
業

体
験

ワー
クシ

ョッ
プ【

産
振

】
・ア

ニメ
教

室
【産

振
】

・地
域

の
伝

統
行

事
や

産
業

継
承

に
　取

り組
む

学
習

活
動

、県
内

の
企

業
　や

産
業

を
学

び
体

験
す

る
活

動
　【

教
委

】
・県

内
企

業
等

を見
学

・体
験

する
ツア

ー
　【

教
委

】
・電

車
、バ

ス、
鉄

道
見

学
（

関
係

機
関

）

〈中
学

生
～

大
学

生
等

〉
・ア

ニメ
講

演
会

、ア
ニメ

制
作

体
験

講
座

　【
産

振
】

拡

新

新

新

     

項
目

 
出

発
点

 
R4

(R
5.

3卒
）

 
現

状
値

 
R5

(R
6.

3卒
）

 
R7

 
(R

8.
3卒

）
 

R9
 

(R
10

.3
卒

）
 

R1
5 

(R
16

.3
卒

）
 

　県
内

出
身

・県
外

大
学

生
の

Uタ
ー

ン
就

職
率

 
　県

内
大

学
生

の
県

内
就

職
率

 
　県

外
出

身
・県

外
大

学
生

の
Iタ

ー
ン

就
職

者
数

 

21
.3

%
36

.0
%

18
1人

15
.0

%
32

.0
%

22
4人

22
.9

%
42

.0
%

21
5人

24
%

42
.0

%
22

0人

28
%

42
.0

%
24

0人

 

項
目

 
出

発
点

 
R4

(R
5.

3卒
）

 
現

状
値

 
R5

(R
6.

3卒
）

 
R7

 
(R

8.
3卒

）
 

R9
 

(R
10

.3
卒

）
 

R1
5 

(R
16

.3
卒

）
 

　県
内

専
門

学
校

生
の

県
内

就
職

率
 

　県
内

高
校

生
の

県
内

就
職

率
  

72
.8

%
 7

1.
6%

74
.4

%
69

.7
%

 8
0%

 7
5%

80
%

 7
5%

 8
0%

 7
5%
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◆
分
野
全
体
の
目
標

第
5期
計
画

各
産
業
分
野
の

取
り組
み
の
柱

戦
略
の
類
型

第
5期
計
画
　

戦
略
目
標

出
発
点

現
状
値

R7
年
度

到
達
目
標

４
年
後
（
R9
）

目
標
値

重
点
施
策

該
当

１
　

地
域

の
仕

事
（
事

業
者

)を
知

っ
て

も
ら

う
　

～
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

推
進

～

⑤
人

材
起

点
型

交
流

イ
ベ

ン
ト

へ
の

学
生

の
参

加
者

数
（
累

計
）

-
-

1
2
0
人

（
R

7
）

3
6
0
人

（
R

7
～

R
9
）

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

推
進

延
べ

認
証

企
業

数
（
累

計
）

6
3
2
社

（
H

1
9
～

R
4
)

8
5
2
社

（
H

1
9
～

R
6
）

9
1
0
社

（
H

1
9
～

R
7
）

1
,0

5
0
社

（
H

1
9
～

R
9
)

○

企
業

の
魅

力
発

信
支

援
セ

ミ
ナ

ー
へ

の
参

加
事

業
所

数
1
3
1
社

（
R

5
）

1
4
5
社

（
R

6
)

1
5
0
社

1
5
0
社

(R
9
)

奨
学

金
返

還
支

援
事

業
へ

の
学

生
等

の
事

前
登

録
者

数
（
累

計
）

－
3
0
人

（
R

6
)

8
0
人

1
8
0
人

（
R

9
)

３
　

　
「
県

内
就

職
」
の

機
運

の
醸

成
⑤

人
材

起
点

型
県

か
ら

の
情

報
提

供
の

た
め

の
メ

ル
マ

ガ
登

録
の

新
規

登
録

者
数

6
1
7
人

(R
4
）

5
1
6
人

(R
5
)

5
8
0
人

6
4
0
人

（
R

9
)

連
携
テ
ー
マ
（
県
内
就
職
の
促
進
）
で
掲
げ
る
目
標
一
覧

２
　

県
内

事
業

者
の

魅
力

向
上

　
～

学
生

か
ら

選
ば

れ
る

事
業

者
に

な
る

～

⑤
人

材
起

点
型

県
内

出
身

・
県

外
大

学
生

の
Ｕ

タ
ー

ン
就

職
率

(年
間

）
　

出
発

点
R

4
(R

5
.3

卒
）
2
1
.3

％
 ⇒

 現
状

値
（
R

5
（
R

6
.3

卒
）
：
1
5
.0

%
 ⇒

 R
7
（
R

8
.3

卒
）
目

標
：
2
2
.9

%
 ⇒

 ４
年

後
（
R

9
（
R

1
0
.3

卒
）
の

目
標

：
2
4
％

 ⇒
 1

0
年

後
（
R

1
5
（
R

1
6
.3

卒
）
の

目
標

：
2
8
％

 

県
外

出
身

・
県

外
大

学
生

の
Ｉタ

ー
ン

就
職

者
数

(年
間

）
　

出
発

点
R

4
(R

5
.3

卒
）
1
8
1
人

 ⇒
 現

状
値

（
R

5
（
R

6
.3

卒
）
：
2
2
4
人

 ⇒
 R

7
（
R

8
.3

卒
）
目

標
：
2
1
5
人

 ⇒
 ４

年
後

（
R

9
（
R

1
0
.3

卒
）
の

目
標

：
2
2
0
人

 ⇒
 1

0
年

後
（
R

1
5
（
R

1
6
.3

卒
）
の

目
標

：
2
4
0
人

県
内

大
学

生
の

県
内

就
職

率
(年

間
）

　
出

発
点

R
4
(R

5
.3

卒
）
3
6
.0

％
 ⇒

 現
状

値
（
R

5
（
R

6
.3

卒
）
：
3
2
.0

%
 ⇒

 R
7
（
R

8
.3

卒
）
目

標
：
4
2
.0

%
 ⇒

 ４
年

後
（
R

9
（
R

1
0
.3

卒
）
の

目
標

：
4
2
.0

％
 ⇒

 1
0
年

後
（
R

1
5
（
R

1
6
.3

卒
）
の

目
標

：
4
2
.0

％

県
内

専
門

学
校

生
の

県
内

就
職

率
(年

間
）

　
出

発
点

R
4
(R

5
.3

卒
）
7
2
.8

％
 ⇒

 現
状

値
（
R

5
（
R

6
.3

卒
）
：
7
4
.4

%
 ⇒

 R
7
（
R

8
.3

卒
）
目

標
：
8
0
%
 ⇒

 ４
年

後
（
R

9
（
R

1
0
.3

卒
）
の

目
標

：
8
0
％

 ⇒
 1

0
年

後
（
R

1
5
（
R

1
6
.3

卒
）
の

目
標

：
8
0
％

県
内

高
校

生
の

県
内

就
職

率
(年

間
）

　
出

発
点

R
4
(R

5
.3

卒
）
7
1
.6

％
 ⇒

 現
状

値
（
R

5
（
R

6
.3

卒
）
：
6
9
.7

%
 ⇒

 R
7
（
R

8
.3

卒
）
目

標
：
7
5
%
 ⇒

 ４
年

後
（
R

9
（
R

1
0
.3

卒
）
の

目
標

：
7
5
％

 ⇒
 1

0
年

後
（
R

1
5
（
R

1
6
.3

卒
）
の

目
標

：
7
5
％

147



N
o
.

戦
略

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

主
な

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

目
標

（
K

P
I）

1
交

流
イ

ベ
ン

ト
へ

の
学

生
の

参
加

者
数

（
累

計
）

－
－

3
6
0
人

（
R

7
～

R
9
）

１
　

地
域

の
仕

事
（
事

業
者

)を
知

っ
て

も
ら

う
　

  
  

～
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

推
進

～
　

・
小

学
生

向
け

も
の

づ
く
り

動
画

の
制

作
、

小
学

校
授

業
で

の
活

用
　

　
R

4
：
も

の
づ

く
り

企
業

（
5
本

）
　

　
R

6
：
製

紙
業

、
誘

致
企

業
（
3
本

）

１
　

地
域

の
仕

事
（
事

業
者

)を
知

っ
て

も
ら

う
　

　
　

～
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

推
進

～
　

・
高

知
に

様
々

な
仕

事
が

あ
る

こ
と

を
子

ど
も

た
ち

が
知

り
、

地
域

へ
の

愛
着

や
誇

り
を

育
 成

す
る

む
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

推
進

が
必

要

１
　

地
域

の
仕

事
（
事

業
者

)を
知

っ
て

も
ら

う
　

～
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

推
進

～
（
１

）
新

　
キ

ャ
リ

ア
教

育
協

力
事

業
者

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
作

成
と

教
育

現
場

で
の

活
用

促
進

【
R

7
～

】
（
２

）
新

　
事

業
者

団
体

等
が

実
施

す
る

学
生

と
県

内
事

業
者

の
交

流
イ

ベ
ン

ト
・
職

業
体

験
の

支
援

【
R

7
～

】
（
３

）
各

産
業

分
野

別
の

取
り

組
み

促
進

ア
　

商
工

業
分

野
　

も
の

づ
く
り

の
動

画
活

用
促

進
（
製

紙
業

等
）
、

ワ
ク

ワ
ク

W
o
rk

キ
ッ

ズ
フ

ェ
ス

（
も

の
づ

く
り

や
建

築
等

）
、

も
の

づ
く
り

名
人

派
遣

、
卸

売
業

見
学

、
も

の
メ

ッ
セ

、
女

性
エ

ン
ジ

ニ
ア

が
活

躍
し

て
い

る
企

業
見

学
イ

　
観

光
業

　
宿

泊
業

職
業

体
験

ウ
　

建
設

業
　

出
前

授
業

、
土

木
工

事
1
日

体
験

、
建

設
バ

ス
エ

　
医

療
・
福

祉
　

福
祉

・
介

護
職

に
関

す
る

研
修

、
と

さ
っ

子
タ

ウ
ン

で
の

看
護

師
・
薬

剤
師

体
験

、
ふ

く
し

フ
ェ

ア
、

ふ
れ

あ
い

看
護

体
験

、
福

祉
の

仕
事

セ
ミ

ナ
ー

、
新

　
病

院
め

ぐ
り

バ
ス

ツ
ア

ー
、

保
育

の
お

仕
事

フ
ェ

ア
オ

　
農

林
水

産
業

　
N

A
B

R
A

S
普

及
イ

ベ
ン

ト
、

森
林

環
境

学
習

フ
ェ

ア
、

新
職

場
見

学
会

・
宿

泊
研

修
、

就
業

支
援

セ
ミ

ナ
ー

、
林

業
職

場
体

験
、

フ
ォ

レ
ス

ト
ス

ク
ー

ル
カ

　
そ

の
他

の
分

野
　

起
業

体
験

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

新
ア

ニ
メ

教
室

、
新

地
域

の
伝

統
行

事
や

産
業

継
承

に
取

り
組

む
学

習
活

動
、

県
内

の
企

業
や

産
業

を
学

び
体

験
す

る
活

動
、

県
内

企
業

等
を

見
学

・
体

験
す

る
ツ

ア
ー

、
起

業
家

講
演

、
拡

ア
ニ

メ
講

演
会

・
ア

ニ
メ

制
作

体
験

講
座

、
　

新
県

の
課

題
解

決
に

向
け

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
産

業
や

文
化

を
学

ぶ
宿

泊
研

修
、

企
業

の
経

営
者

や
社

員
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
シ

ッ
プ

－

2
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
推

進
延

べ
認

証
企

業
数

（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

毎
月

の
認

証
(更

新
を

含
む

)時
に

、
延

べ
認

証
企

業
数

の
達

成
状

況
を

確
認

6
3
2
社

（
H

1
9
～

R
4
)

8
5
2
社

（
H

1
9
～

R
6
)

1
0
5
0
社

（
H

1
9
～

R
9
）

（
再

掲
）
＜

男
性

育
休

推
進

部
門

認
証

企
業

数
＞

0
社

（
R

5
）

↓ 1
0
0
社

（
R

9
）

3
企

業
の

魅
力

発
信

支
援

セ
ミ

ナ
ー

へ
の

参
加

事
業

所
数

1
3
1
社

（
R

5
）

1
4
5
社

（
R

6
）

1
5
0
社

（
R

9
）
　

－

4
奨

学
金

返
還

支
援

事
業

へ
の

学
生

等
の

事
前

登
録

者
数

（
累

計
）

 －
3
0
人

（
R

6
）

1
8
0
人

（
R

9
）

－

5
県

か
ら

の
情

報
提

供
の

た
め

の
メ

ル
マ

ガ
登

録
の

新
規

登
録

者
数

6
1
7
人

(R
4
）

5
1
6
人

(R
5
)

6
4
0
人

（
R

9
)

３
　

「
県

内
就

職
」
の

機
運

の
醸

成
　

　
～

情
報

発
信

の
強

化
～

　
　

・
県

外
大

学
と

の
就

職
支

援
協

定
の

新
規

締
結 　

　
R

2
～

R
6
：
1
0
大

学
と

締
結

（
累

計
4
0
大

学
）

 　
・
「
こ

う
ち

学
生

登
録

」
新

規
登

録
者

数
　

　
R

2
～

R
6
：
2
,6

4
7
名

(学
生

・
保

護
者

の
合

計
）

　
・
就

職
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

よ
る

相
談

対
応 　

　
R

3
～

R
6
：
1
,2

9
6
名

（
学

生
及

び
保

護
者

）
  

・
学

生
と

事
業

者
の

オ
ン

ラ
イ

ン
交

流
会

の
開

催 　
　

R
2
～

R
5
：
2
3
回

、
5
5
2
名

参
加

　
・
オ

ン
ラ

イ
ン

合
同

企
業

説
明

会
の

開
催

　
　

R
4
：
2
回

、
6
8
名

参
加

　
・
学

生
向

け
W

e
bセ

ミ
ナ

ー
の

開
催

　
　

R
2
～

R
3
：
4
回

、
2
5
3
名

参
加

　
・
県

内
で

の
就

職
活

動
に

係
る

交
通

費
等

助
成

　
　

R
3
～

R
6
：
9
8
8
件

３
　

「
県

内
就

職
」
の

機
運

の
醸

成
　

　
～

情
報

発
信

の
強

化
～

　
・
学

生
が

県
内

事
業

者
を

知
る

機
会

を
創

出
す

る
と

と
も

に
、

県
内

事
業

者
の

採
用

情
報

等
を

学
生

に
届

け
る

こ
と

が
必

要
　

・
転

職
者

層
に

対
す

る
県

内
事

業
者

の
情

報
発

信
が

必
要

３
　

「
県

内
就

職
」
の

機
運

の
醸

成
　

～
情

報
発

信
の

強
化

～
（
１

）
県

民
へ

の
広

報
の

強
化

ア
　

高
知

で
就

職
！

応
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
（
様

々
な

媒
体

を
活

用
し

た
広

報
の

強
化

）
（
２

）
高

知
求

人
ネ

ッ
ト

学
生

サ
イ

ト
の

充
実

ア
　

拡
　

情
報

の
充

実
と

、
事

業
者

の
掲

載
基

準
の

設
置

に
よ

る
質

の
向

上
イ

　
新

　
認

知
度

向
上

の
た

め
の

登
録

会
の

開
催

及
び

大
学

食
堂

で
の

広
報

の
実

施
ウ

　
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
情

報
の

発
信

（
３

）
転

職
検

討
層

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
ア

　
新

　
高

知
求

人
ネ

ッ
ト

学
生

サ
イ

ト
や

県
内

転
職

に
係

る
支

援
策

の
周

知
イ

　
新

　
県

内
で

や
り

が
い

の
あ

る
仕

事
に

出
会

い
、

活
躍

し
て

い
る

若
者

の
動

画
を

活
用

し
た

定
住

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
の

展
開

－

分
野

《連
携
テ
ー
マ
》県
内
就
職
の
促
進

各
産
業
分
野
の
取
り組
み
の
柱

柱
１
　地
域
の
仕
事
（
事
業
者
)を
知
って
も
らう
　～
キ
ャリ
ア
教
育
の
推
進
～

柱
２
　県
内
事
業
者
の
魅
力
向
上
　～
学
生
か
ら選
ば
れ
る
事
業
者
に
な
る
～

柱
３
　「
県
内
就
職
」の
機
運
の
醸
成
　～
情
報
発
信
の
強
化
～

２
　

県
内

事
業

者
の

魅
力

向
上

　
　

　
～

学
生

か
ら

選
ば

れ
る

事
業

者
に

な
る

～
　

・
奨

学
金

返
還

支
援

（
R

6
～

）
　

・
採

用
に

関
す

る
事

業
者

向
け

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催 　
　

R
2
～

R
6
：
1
8
回

、
4
7
7
社

参
加

　
・
事

業
者

向
け

の
専

門
家

派
遣

（
R

4
～

）
　

　
R

4
～

R
6
：
7
4
社

　
・
事

業
者

の
採

用
情

報
発

信
に

係
る

助
成

（
求

人
情

報
発

信
支

援
事

業
費

補
助

金
）
（
R

3
～

R
4
）

　
　

R
3
～

R
4
：
1
0
件

　
・
大

学
職

員
と

県
内

事
業

者
の

情
報

交
換

会
の

開
催

　
　

R
2
～

R
6
：
1
2
回

、
1
6
3
社

、
1
6
1
大

学

２
　

県
内

事
業

者
の

魅
力

向
上

　
　

　
～

学
生

か
ら

選
ば

れ
る

事
業

者
に

な
る

～
・
学

生
の

就
活

実
態

に
合

っ
た

採
用

活
動

の
実

施
等

、
事

業
者

の
採

用
力

の
向

上
が

必
要

２
　

県
内

事
業

者
の

魅
力

向
上

　
～

学
生

か
ら

選
ば

れ
る

事
業

者
に

な
る

～
（
１

）
所

得
向

上
に

向
け

た
取

り
組

み
（
再

掲
）

（
２

）
労

働
環

境
の

改
善

に
向

け
た

取
り

組
み

（
再

掲
）

（
３

）
事

業
者

の
採

用
力

向
上

の
支

援
ア

　
自

社
の

魅
力

や
就

職
後

の
や

り
が

い
等

を
効

果
的

に
発

信
す

る
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

、
専

門
家

派
遣

に
よ

る
伴

走
支

援
イ

　
拡

　
就

職
者

の
奨

学
金

返
還

支
援

ウ
　

大
学

就
職

担
当

者
と

企
業

の
情

報
交

換
会

エ
　

新
　

経
済

団
体

と
連

携
し

た
経

営
者

へ
の

就
活

実
態

の
周

知
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Ⅲ　次世代産業創造プロジェクト

次世代産業創造プロジェクトの取り組みの概要

■　ヘルスケアイノベーションプロジェクト
　①　第５期計画ver.2の取り組み
　産学官金が連携して、デジタル技術等を活用したヘルスケア分野の新製品やサービスの事業
化を支援することで、当分野への県内企業の進出や県外企業の誘致を促し、関連産業の集積と
イノベーションの創出を図る「ヘルスケアイノベーションプロジェクト」を進めています。

　特に、民間団体との連携による伴走支援体制の更なる強化や、県内学生等と支援企業との交
流の場を設けることにより、支援企業の県内への拠点開設や若者にとって魅力のある仕事の創
出に取り組んでまいります。

　

 ■　アニメプロジェクト
　①　第５期計画ver.2の取り組み
　産学官金が連携して、アニメクリエイターの育成を通じてアニメ関連企業を呼び込むことで、
県内にアニメ産業を集積し、若者や女性の雇用の創出や地域産業活性化につなげる「アニメプ
ロジェクト」を進めています。

　特に、中長期的な人材確保の取り組みとして、県内の生徒や学生等にアニメ制作の仕事を
知ってもらう機会を拡充するとともに、アニメ制作企業への就職・転職の促進やスキルアップ
を目指す方を対象とした人材育成の環境構築に向けて取り組んでまいります。

　また、産学官金の連携のもと、企業誘致につなげる活動を強化してまいります。

■　グリーンLPガスプロジェクト
　①　第５期計画ver.2の取り組み
　日本全体の４割強（5,000万人）の家庭で利用されているLPガスは、現在100％化石燃料から
生産されており、カーボンニュートラルの実現に向けては、グリーン化（森林資源や海藻など
のバイオマスから生産すること）が期待されています。豊富なバイオマス資源を持つ本県なら
ではの取り組みとして、グリーンLPガスの地産地消モデルの実現に向けたプロジェクトを立ち
上げ、早期の社会実装を目指した取り組みを進めています。

　令和７年度は、県内のバイオマス資源に関する調査や実施事業者の掘り起こし、県内企業に
おける分業・生産体制の検討などにより、令和10年度から予定されている実証実験の支援体制
の構築に向けて取り組みを進めます。
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N
o
.

目
標

出
発

点
直

近
値

4
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

1
 伴

走
支

援
　

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
案

件
を

着
実

に
ビ

ジ
ネ

ス
に

つ
な

げ
る

た
め

、
高

い
専

門
性

の
求

め
ら

れ
る

支
援

業
務

を
民

間
団

体
に

委
託

す
る

こ
と

で
、

連
携

し
て

伴
走

支
援

を
実

施
。

実
証

フ
ィ

ー
ル

ド
確

保
に

協
力

し
て

く
れ

る
パ

ー
ト

ナ
ー

機
関

も
増

加
⇒

　
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
案

件
：
1
0
件

（
R

4
～

R
7
.1

末
）

相
談

件
数

：
4
6
件

(R
4
～

R
7
.1

末
)

パ
ー

ト
ナ

ー
機

関
件

数
：
1
2
件

（
R

4
～

R
7
.1

末
）

1
 伴

走
支

援
　

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
案

件
の

多
様

化
と

受
入

れ
件

数
の

増
加

に
対

応
す

る
た

め
、

伴
走

支
援

体
制

の
さ

ら
な

る
強

化
が

必
要

1
 伴

走
支

援
　

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

相
談

の
あ

っ
た

案
件

を
着

実
に

ビ
ジ

ネ
ス

に
つ

な
げ

る
と

と
も

に
、

県
外

企
業

の
本

県
へ

の
拠

点
設

置
を

加
速

化
す

る
た

め
、

伴
走

支
援

を
強

化
し

、
外

部
団

体
に

委
託

【
R

6
～

R
9
】

　
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
案

件
の

多
様

化
や

受
入

れ
件

数
の

増
加

に
対

応
す

る
と

と
も

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

支
援

企
業

と
の

関
係

性
を

し
っ

か
り

構
築

し
な

が
ら

着
実

に
事

業
化

ま
で

サ
ポ

ー
ト

す
る

た
め

、
伴

走
支

援
体

制
の

さ
ら

な
る

強
化

を
図

る
【
R

7
～

R
9
】

2
 財

政
支

援
　

・
デ

ジ
タ

ル
技

術
等

を
活

用
し

た
ヘ

ル
ス

ケ
ア

関
連

の
新

製
品

及
び

新
サ

ー
ビ

ス
の

事
業

化
の

た
め

の
実

証
実

験
を

支
援

⇒
　

補
助

金
採

択
件

数
：
1
件

（
R

6
）

2
 財

政
支

援
　

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
案

件
で

不
採

択
と

な
っ

た
事

業
者

へ
の

、
実

証
事

業
実

施
に

向
け

た
サ

ポ
ー

ト
が

必
要

2
 財

政
支

援
　

・
県

内
外

の
企

業
と

県
内

市
町

村
・
医

療
機

関
や

県
内

外
の

高
等

教
育

機
関

等
が

連
携

し
て

実
施

す
る

デ
ジ

タ
ル

技
術

等
を

活
用

し
た

ヘ
ル

ス
ケ

ア
分

野
の

新
製

品
や

新
サ

ー
ビ

ス
の

事
業

化
の

た
め

の
実

証
実

験
に

係
る

費
用

の
一

部
を

補
助

【
R

6
～

R
9
】

　
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
案

件
の

実
証

実
験

の
サ

ポ
ー

ト
の

強
化

（
補

助
金

活
用

企
業

以
外

も
含

む
。

）
【
R

7
～

R
9
】

3
 交

流
・
マ

ッ
チ

ン
グ

の
場

づ
く
り

　
・
マ

ッ
チ

ン
グ

プ
ロ

グ
ラ

ム
　

ヘ
ル

ス
ケ

ア
分

野
の

技
術

や
ア

イ
デ

ア
を

持
つ

全
国

の
企

業
と

様
々

な
課

題
を

有
す

る
パ

ー
ト

ナ
ー

機
関

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

実
施 ⇒

　
マ

ッ
チ

ン
グ

件
数

（
現

在
マ

ッ
チ

ン
グ

に
向

け
て

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
中

）
：
8
件

（
R

7
.1

末
）

　
・
交

流
会

　
高

知
県

ヘ
ル

ス
ケ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
周

知
を

図
る

た
め

、
高

知
県

と
ヘ

ル
ス

ケ
ア

関
連

企
業

等
と

の
交

流
会

を
開

催 ⇒
　

参
加

者
数

：
2
8
名

（
R

6
）
　

3
 交

流
・
マ

ッ
チ

ン
グ

の
場

づ
く
り

　
・
県

内
に

拠
点

設
置

を
検

討
し

て
い

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
企

業
が

あ
る

こ
と

が
県

内
の

学
生

等
に

知
ら

れ
て

い
な

い
。

3
 交

流
・
マ

ッ
チ

ン
グ

の
場

づ
く
り

　
・
県

内
で

の
ヘ

ル
ス

ケ
ア

産
業

の
創

出
や

ヘ
ル

ス
ケ

ア
分

野
の

課
題

解
決

の
き

っ
か

け
と

し
て

、
県

内
外

企
業

と
県

内
自

治
体

・
医

療
機

関
等

と
の

交
流

の
場

づ
く
り

を
実

施
【
R

6
～

R
9
】

　
・
若

者
に

と
っ

て
魅

力
あ

る
働

く
場

と
し

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
企

業
が

あ
る

こ
と

を
県

内
の

学
生

等
に

知
っ

て
も

ら
う

交
流

の
機

会
を

創
出

【
R

7
～

R
9
】

プ
ロ
ジ
ェク
ト名

ヘ
ル
ス
ケ
ア
イ
ノベ
ー
シ
ョン
プ
ロ
ジ
ェク
ト

1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援
県

外
企

業
の

県
内

へ
の

拠
点

の
設

置
件

数
（
累

計
）

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
支

援
対

象
県

外
企

業
に

対
し

、
メ

ー
ル

・
電

話
に

よ
り

随
時

確
認

0
件

（
R

4
）

1
件

（
R

5
）

1
0
件

（
R

9
）
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ヘ
ル
ス
ケ
ア
イ
ノベ
ー
シ
ョン
プ
ロ
ジ
ェク
ト 　　

　　
　　

　　
　　

　
目
標
値

支
援

対
象

県
外

企
業

の
県

内
へ

の
拠

点
の

設
置

件
数

出
発

点
（

R5
）

1件
　⇒

　４
年

後
（

R9
）

10
件

　(
1)
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
創
出

　　
①

大
学

発
ベ

ン
チ

ャー
の

創
業

や
学

生
に

よ
る

起
業

　　
②

県
内

企
業

の
ヘ

ル
ス

ケ
ア

産
業

へ
の

参
入

　
　　

③
県

外
企

業
の

県
内

へ
の

拠
点

設
置

　　
　　

　等
　　

　 
 ⇒

若
者

の
県

内
定

着
、U

Iタ
ー

ン
の

促
進

　(
2)
社
会
課
題
の
解
決

　　
①

地
域

が
抱

え
る

健
康

医
療

課
題

の
解

決

現
状
・課
題

　　
　　

  　
　　

　
目
的

産
学
官
金
が
連
携

して
、デ
ジ
タ
ル
技
術
等
を
活
用
した
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野

の
新

製
品

や
サ

ー
ビス

の
事

業
化

を
支

援
す

る
こと

で
、当

分
野

へ
の

県
内

企
業

の
参

画
や

県
外

企
業

の
誘

致
を

促
し、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業

の
集
積

とイ
ノベ
ー
シ
ョン
の
創
出

を
図

る
。

５
期
計
画
（
令
和
９
年
度
）
の
目
指
す
姿

(1
)伴
走
支
援

【現
状

】プ
ロジ

ェク
ト支

援
案

件
を着

実
に

ビジ
ネ

ス
に

つ
な

げ
る

た
め

、高
い

専
門

性
の

求
め

　　
　　

 ら
れ

る
支

援
業

務
を

民
間

団
体

に
委

託
す

る
こと

で
、伴

走
支

援
を

実
施

　　
　　

   
◆

プ
ロジ

ェク
ト支

援
案

件
：

9件
【課

題
】プ

ロジ
ェク

ト支
援

案
件

の
多

様
化

と受
け

入
れ

件
数

の
増

加
に

対
応

す
る

た
め

、
   

   
   

伴
走

支
援

体
制

の
さら

な
る

強
化

が
必

要
(2
)交
流
・マ
ッチ
ン
グ
の
場
づ
くり

【現
状

】全
国

の
ヘ

ル
ス

ケ
ア

企
業

とパ
ー

トナ
ー

機
関

をマ
ッチ

ン
グ

す
る

プ
ログ

ラム
を実

施
◆

R6
マ

ッチ
ン

グ
プロ

グ
ラム

参
加

機
関

　
 　

パ
ー

トナ
ー

機
関

：
５

機
関

　提
案

企
業

：
13

社
 ⇒

 マ
ッチ

ン
グ

件
数

２
件

（
その

他
調

整
中

２
件

）
【課

題
】県

内
に

拠
点

設
置

を
検

討
して

い
る

プ
ロジ

ェク
ト支

援
企

業
と県

内
の

学
生

等
との

　　
　　

 交
流

の
場

が
必

要

 　K P I 検 証

R6
Ｒ

9

目
　標

（
累

計
）

２
10

実
　績

（
累

計
）

1
ー

　

相
談
件
数
　R
6：
15
件

プロ
ジ

ェク
ト支

援
県

外
企

業
の

県
内

へ
の

拠
点

の
設

置
件

数
　 プロ

ジ
ェク

トマ
ネ

ー
ジ

ャー
事

務
局

産
業

会
・高

等
教

育
機

関
行

政
機

関
産

業
イノ

ベ
ー

シ
ョン

課

協
議

会
委

員
産

業
界

、高
等

教
育

機
関

、金
融

機
関

、
有

識
者

、支
援

機
関

、行
政

機
関

パ
ー

トナ
ー

機
関

自
治

体
・医

療
機

関

エグ
ゼ

クテ
ィブ

コー
デ

ィネ
ー

タ・
コー

デ
ィネ

ー
タ

令
和
７
年
度
の
取
組

プ ロ ジ ェ ク ト 支 援 案 件 決 定

１
．
プ
ロ
ジ
ェク
ト
支
援
案
件
に
対
す
る
伴
走
支
援

専
門
家
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
等
を
活
用
し
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
の
新
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
か
ら
事
業
化
ま
で
の
継
続
的
な
伴
走
支
援
を
実
施

・
高
い
専
門
性
を
有
し
た
人
材
を
配
置
。

プロ
ジ

ェク
ト支

援
企

業
との

関
係

性
を

しっ
か

り構
築

しな
が

ら着
実

に
事

業
化

ま
で

サ
ポ

ー
トす

る
た

め
、伴

走
支

援
体

制
の

　
強

化
を

図
る

。
相 談 受 付

・
県
に
よ
る
実
証
実
験
の
支
援

（
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
実
証
実
験
支
援
事
業
費
補
助
金
）

・
金
融
機
関
に
よ
る
融
資
　
等

３
．
人
材
育
成
・供
給

高
等
教
育
機
関
に
よ
る
産
業
人
材
及
び
高
度
研
究
人
材
の
育
成
・供
給

・高
知

大
学

ヘ
ル

ス
ケ

ア
イノ

ベ
ー

シ
ョン

コー
ス

及
び

高
知

工
科

大
学

デ
ー

タ＆
イノ

ベ
ー

シ
ョン

学
群

等
を

中
心

に
育

成
され

た
ヘ

ル
ス

ケ
ア

分
野

の
研

究
人

材
や

エ
ン

ジ
ニア

を
プロ

ジ
ェク

ト支
援

企
業

に
つ

な
い

で
い

く。

県
内
企
業
・県
外
企
業
・県
内
高
等
教
育
機
関
等
との
マ
ッチ
ン
グ
・交
流
の

機
会
創
出

・県
内

外
企

業
とパ

ー
トナ

ー
機

関
等

との
交

流
・マ

ッチ
ン

グ
の

機
会

創
出

・支
援

企
業

と県
内

学
生

等
との

交
流

の
機

会
創

出

４
．
交
流
・マ
ッチ
ン
グ
の
場
づ
くり

魅
力
あ
る
職
場
の
提
供

人
材
供
給

２
．
財
政
支
援

ヘ
ル
ス
ケ
ア
イ
ノベ
ー
シ
ョン
プ
ロ
ジ
ェク
ト
推
進
体
制

新

拡
　 　 　 　 若 者 の 県 内 定 着

　 　 　 　 事 業 化 ・ 企 業 誘 致

＜
次
01
＞
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N
o
.

目
標

出
発

点
直

近
値

4
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

1
 人

材
育

成
【
中

長
期

的
な

人
材

供
給

】
　

・
県

内
の

若
者

に
、

ア
ニ

メ
ク

リ
エ

イ
タ

ー
の

仕
事

内
容

や
魅

力
を

伝
え

、
将

来
の

仕
事

と
し

て
興

味
喚

起
を

行
う

講
演

会
や

ア
ニ

メ
制

作
体

験
講

座
を

開
催

⇒
　

ア
ニ

メ
ク

リ
エ

イ
タ

ー
講

演
会

：
4
4
人

（
R

6
）

  
  
 ア

ニ
メ

制
作

体
験

講
座

：
1
4
人

（
R

6
）

【
専

門
人

材
の

養
成

】
　

・
ア

ニ
メ

ク
リ

エ
イ

タ
ー

に
必

要
な

専
門

ス
キ

ル
の

習
得

を
目

的
と

し
て

、
県

内
の

専
門

学
校

が
実

施
す

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

構
築

へ
の

支
援

制
度

を
創

設
（
R

6
.6

）
⇒

　
交

付
決

定
：
1
校

（
R

6
.8

）
特

別
講

義
開

始
（
R

6
.1

0
）

1
 人

材
育

成
　

・
中

長
期

的
な

ア
ニ

メ
人

材
の

裾
野

の
拡

大
に

加
え

、
ア

ニ
メ

制
作

企
業

が
必

要
と

す
る

技
術

を
持

っ
た

ア
ニ

メ
人

材
の

確
保

に
向

け
て

さ
ら

な
る

取
り

組
み

が
必

要

1
 人

材
育

成
【
中

長
期

的
な

人
材

供
給

】
　

・
県

内
外

の
児

童
・
生

徒
・
学

生
等

に
対

し
て

、
仕

事
と

し
て

の
ア

ニ
メ

へ
の

興
味

を
喚

起
す

る
た

め
、

本
県

の
ア

ニ
メ

の
取

り
組

み
に

関
す

る
情

報
を

継
続

的
に

発
信

【
R

7
～

R
9
】

　
・
県

内
の

若
者

に
、

ア
ニ

メ
ク

リ
エ

イ
タ

ー
の

仕
事

内
容

や
魅

力
を

伝
え

、
将

来
の

仕
事

と
し

て
興

味
喚

起
を

行
う

講
演

会
や

ア
ニ

メ
制

作
体

験
講

座
を

開
催

【
R

6
】

　
・
県

内
の

児
童

・
生

徒
・
学

生
等

を
対

象
に

、
将

来
、

県
内

の
ア

ニ
メ

制
作

企
業

へ
の

就
職

が
選

択
肢

と
な

る
よ

う
、

出
張

授
業

・
講

演
会

・
制

作
体

験
講

座
等

、
仕

事
と

し
て

の
ア

ニ
メ

を
知

っ
て

も
ら

う
機

会
を

拡
充

【
R

7
～

R
9
】

【
専

門
人

材
の

養
成

】
　

・
ア

ニ
メ

ク
リ

エ
イ

タ
ー

に
必

要
な

専
門

ス
キ

ル
の

習
得

を
目

的
と

し
て

、
県

内
の

専
門

学
校

が
実

施
す

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

構
築

に
向

け
た

支
援

【
R

6
～

R
7
】

　
・
ア

ニ
メ

制
作

企
業

に
就

職
・
転

職
し

た
い

方
や

、
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

目
指

す
ア

ニ
メ

ク
リ

エ
イ

タ
ー

を
対

象
と

し
た

、
人

材
育

成
の

環
境

の
構

築
に

つ
い

て
検

討
【
R

7
】

2
 企

業
誘

致
　

・
既

存
の

IT
・
コ

ン
テ

ン
ツ

企
業

に
対

す
る

補
助

制
度

を
基

に
、

ア
ニ

メ
制

作
企

業
の

誘
致

に
特

化
し

た
補

助
制

度
を

創
設

（
R

6
.4

）
⇒

　
県

内
に

お
け

る
ア

ニ
メ

制
作

企
業

従
事

者
数

：
3
8

名
（
R

7
.1

）

2
 企

業
誘

致
　

・
R

9
年

度
に

完
成

予
定

の
ア

ニ
メ

ク
リ

エ
イ

タ
ー

ラ
ボ

複
合

施
設

「
G

E
A

R
」
と

足
並

み
を

合
わ

せ
た

取
り

組
み

が
必

要

2
 企

業
誘

致
　

・
ア

ニ
メ

制
作

企
業

の
誘

致
に

特
化

し
た

補
助

制
度

【
R

6
～

R
9
】

　
・
ア

ニ
メ

ク
リ

エ
イ

タ
ー

聖
地

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
連

携
し

、
そ

の
人

脈
を

生
か

し
て

誘
致

に
つ

な
げ

て
い

く
活

動
を

展
開

【
R

7
～

R
9
】

プ
ロ
ジ
ェク
ト
名

ア
ニ
メ
プ
ロ
ジ
ェク
ト

1
県

内
に

お
け

る
ア

ニ
メ

制
作

企
業

従
事

者
数

【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
】

・
対

象
企

業
に

対
し

、
メ

ー
ル

・
電

話
に

よ
り

随
時

確
認

2
8
人

（
R

4
）

3
8
人

（
R

5
）

1
2
0
人

（
R

9
）
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ア
ニ

メ
プ

ロ
ジ

ェク
ト

現
状

・課
題

令
和

７
年

度
の

取
り組

み

　　
　 

 情
報

発
信
(3
00
人
)

県
内
外
の
児
童
・生
徒
・

学
生
等
に
対
して
、

継
続
的
な
情
報
発
信
を行
うこ
とに
よ
り、

本
県
の
アニ
メの
取
組
へ
の
興
味
を
喚
起

・ア
ニメ
プロ
ジ
ェク
ト、
聖
地
プ
ロジ
ェク
ト

の
取
組

・本
県
ア
ニメ
制
作
企
業
の
情
報

・講
座
等
の
案
内
や
開
催
レ
ポ
ー
ト　
な
ど

　　
　 

人
材

育
成

　　
　：
県
内
の生
徒
・学
生
等
を対
象
に、
アニ
メの
仕
事
や
制
作
の
魅
力
を知
り学
べる
機
会
を提
供
す
るこ
とで
、将
来
、県
内
アニ
メ企
業
に就
職
す
る人
材
を育
成

　　
　 

企
業

誘
致

　　
　：
産
学
官
金
連
携
によ
る誘
致
体
制

新

小
・中
学
生

　 
 ア

ニ
メ

教
室

県
内
小
中
学
校
の
希
望
に

応
じて
アニ
メの
出
張
授
業

を
実
施
（
10
回
）

　 
専

門
学

校
で

の
ア

ニ
メ

特
別

　 
講

座
アニ
メ教
育
プ
ログ
ラム
構
築
に
向

け
た
特
別
講
座
を引
き
続
き
実
施

県
内
専
門
学
校

アニ
メ人
材
を
地
方
に
求
め
る

東
京
等
の
ア
ニ
メ制
作
企
業

新

　 
ア

ニ
メ

人
材

育
成

の
環

境
構

築
　（

検
討

開
始

）
アニ
メ制
作
企
業
で
働
き
た
い
方
や
、ス

キ
ル
ア
ップ
を目
指
す
ア
ニメ
クリ
エ
イタ
ー

等
を
対
象
とし
た
、人
材
育
成
の
環
境

の
構
築
に
つ
い
て
検
討

高
知

への
進

出

強
化

1

まん
が王
国
土
佐
とい
う土
壌
から
生
まれ
る、

絵
を描
くこ
とが
好
きな
人
材

強
化

2

目
的

ア
ニ

メ
ク

リエ
イ

タ
ー

の
育

成
を

通
じ

て
ア

ニ
メ

関
連

企
業

を
本

県
に

呼
び

込
む

こと
に

よ
り、

県
内

に
ア

ニ
メ

産
業

を
集

積
し
、若

者
や

女
性

の
雇

用
創

出
や

地
域

産
業

活
性

化
に
つ
な
げ
る

①
高

知
ア

ニ
メ

ク
リエ

イ
タ

ー
聖

地
　 

プ
ロ

ジ
ェク

トと
の

連
携

・R
9完
成
予
定
の
ア
ニ
メク
リエ
イ

ター
ラボ
複
合
施
設
「G
EA
R」
を
見
据
え
た

企
業
誘
致
の
推
進

・ア
ニ
クリ
祭
等
を
通
じた
ア
ニ
メ業
界
の
キ
ー
マ

ン
との
ネ
ット
ワ
ー
クの
構
築

②
充

実
し

た
誘

致
補

助
制

度
・ア
ニ
メ制
作
企
業
の
人
材
確
保
及
び
育
成
に

有
利
な
全
国
的
に
見
て
も
充
実
した
支
援
制

度

聖
地
PJ
T連
携

　 
ア

ニ
メ

ク
リエ

イ
タ

ー
講

演
会
(1
回
)

　 
ア

ニ
メ

制
作

体
験

講
座
(2
0人
×
2回
)

アニ
メの
仕
事
の
内
容
や
魅
力
を
体
感
で
きる

プロ
グ
ラム
を
実
施

中
・高
・大
・専

聖
地
PJ
T連
携

1
2

3 4
5

7
聖
地
PJ
T連
携

聖
地

プ
ロ

ジ
ェク

ト
で

の
人

材
育

成
の

取
組

との
連

携
　ア

ニ
ク

リ祭
の

人
材

育
成

関
連

コン
テ

ン
ツ

へ
の

支
援

　・
4月
の
「ア
ニ
クリ
祭
」の
中
で
実
施
す
る
「ア
ニ
メ制
作
体
験
ブ
ー
ス
や

　　
最
新
技
術
展
示
ブ
ー
ス
」の
展
示
、運
営
を
支
援

　・
まん
が
甲
子
園
の
参
加
者
も
対
象
に
高
知
市
中
心
部
で

　　
「ア
ニク
リ祭
夏
の
陣
(仮
)」
とし
て
、ア
ニ
メ制
作
や

　　
3D
CG
体
験
講
座
の
開
催

新

絵
を
描
くこ
とが

好
き
な
若
者

3

28
38

02040

R3
R4

R5

県
内
ア
ニ
メ制
作
企
業
の
従
事
者
数

・2
0代
の
若
者
や
女
性
の
従
事
者
が
大
半

・離
職
者
が
少
な
い

　(
単
位
：
人
)

現
状

課
題

人
材

育
成

(1
)県
内
の
生
徒
・学
生
を
対
象
とし
た
アニ
メク
リ

エイ
ター
講
演
会
・体
験
講
座
に
加
え
、県
内
専

門
学
校
に
よ
る
ア
ニメ
人
材
の
教
育
プロ
グ
ラム
構

築
に
対
す
る
補
助
制
度
を創
設
し、
特
別
講
座
を

開
始
（
R6
.1
0～
）

アニ
メ制
作
企
業
の
誘
致
に
向
け
て
は
、現
地
で
の

優
秀
な
人
材
の
確
保
が
重
要
な
ポ
イン
トに
な
る
た

め
、中

長
期

的
な

視
点

で
の

さ
ら

な
る

育
成

の
取

組
が

必
要

企
業

誘
致
(1
)既
存
の
IT
・コ
ン
テ
ン
ツ企
業
に
対
す
る
補
助

制
度
を
基
に
、ア
ニメ
制
作
企
業
の
誘
致
に
特
化

した
補
助
制
度
を創
設
（
R6
.4
）

県
内
ア
ニ
メ制
作
企
業
の
従
事
者
数
を増
や
す
た

め
に
は
、企

業
誘

致
の

取
組

の
強

化
が
必
要

５
期

計
画

（
令

和
９

年
度

）
の

目
指

す
姿

(1
)県

内
で

ア
ニ

メ
ク

リエ
イ

タ
ー

の
専

門
ス

キ
ル

を
習

得
で

き
る

環
境

を
整

備
し、

人
材

を
育

成
して
い
くこ
とで
、さ
らな
る
企

業
誘
致
に
つ
な
げ
る

(2
)ア
ニ
メ関
連
企
業
の
誘
致
を
進
め
る
こと
で
、若

者
や

女
性

、
U

Iタ
ー

ン
者

の
受

け
皿

とな
る

雇
用

を
創

出

県
内

に
お

け
る

ア
ニ

メ
制

作
企

業
従

事
者

数
出
発
点
(R
4)
:2
8人
　⇒
　4
年
後
(R
9)
:1
20
人

目
標

値
課

題
1

拡

6

課
題

2

＜
次

02
＞

153



N
o
.

目
標

出
発

点
直

近
値

４
年

後
目

標
（
R

9
）

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
と

成
果

課
題

取
り

組
み

内
容

（
R

6
～

R
9
）

1
グ

リ
ー

ン
L
P

ガ
ス

の
材

料
と

な
る

バ
イ

オ
マ

ス
資

源
（
木

質
系

、
マ

リ
ン

系
、

農
業

残
渣

、
ペ

ー
パ

ー
ス

ラ
ッ

ジ
等

）
の

供
給

シ
ス

テ
ム

の
構

築

-
-

-

１
　

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
　

・
森

林
組

合
連

合
会

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
実

施
　

・
未

利
用

材
、

業
界

の
現

状
に

つ
い

て
聞

き
取

　
 り

を
実

施

２
　

マ
リ

ン
バ

イ
オ

マ
ス

　
・
高

知
大

学
農

林
海

洋
科

学
部

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

　
 グ

実
施

　
・
水

産
業

振
興

課
と

の
協

議
を

実
施

３
　

農
業

残
渣

　
・
農

業
技

術
セ

ン
タ

ー
、

農
業

振
興

セ
ン

タ
ー

と
　

 の
協

議
を

実
施

４
　

ペ
ー

パ
ー

ス
ラ

ッ
ジ

　
・
紙

産
業

技
術

セ
ン

タ
ー

と
の

協
議

を
実

施
　

・
企

業
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施

５
　

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
　

・
グ

リ
ー

ン
L
P

ガ
ス

の
基

礎
知

識
に

つ
い

て
の

　
　

 セ
ミ

ナ
ー

を
開

催

６
　

高
知

県
グ

リ
ー

ン
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
  
 会

議
の

設
立

（
令

和
６

年
３

月
末

時
点

会
員

数
  
 3

6
者

）
　

・
県

が
グ

リ
ー

ン
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
に

取
り

組
も

う
と

し
て

　
 い

る
こ

と
に

つ
い

て
の

県
内

関
係

者
へ

の
認

知
  
 は

広
ま

り
つ

つ
あ

る

１
　

関
係

者
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

実
施

　
・
状

況
把

握
や

情
報

収
集

の
た

め
、

適
切

な
事

業
者

や
学

術
機

関
な

ど
へ

機
宜

を
得

た
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施

２
　

資
源

量
調

査
等

　
・
県

内
に

お
け

る
様

々
な

バ
イ

オ
マ

ス
の

賦
存

量
や

調
達

の
可

能
性

な
ど

を
把

握
す

る
た

め
の

調
査

を
実

施
　

・
原

材
料

の
サ

ン
プ

ル
を

収
集

し
、

高
知

大
学

に
実

験
を

依
頼

３
　

資
源

の
収

集
方

法
や

前
処

理
方

法
の

検
討

　
・
庁

内
外

の
事

業
者

及
び

関
係

機
関

と
連

携
し

、
バ

イ
オ

マ
ス

資
源

に
応

じ
た

収
集

方
法

や
前

処
理

方
法

に
つ

い
て

具
体

的
に

検
討

４
　

実
証

フ
ィ

ー
ル

ド
の

確
保

　
・
令

和
１

０
年

度
か

ら
の

実
証

実
験

の
実

施
を

目
指

し
、

実
施

主
体

や
実

施
場

所
等

の
確

保
に

向
け

た
検

討
を

実
施

2
グ

リ
ー

ン
L
P

ガ
ス

の
生

産
に

向
け

た
県

内
事

業
者

の
育

成
又

は
誘

致

-
-

-

１
　

参
画

可
能

性
の

検
討

　
・
高

知
大

学
農

林
海

洋
科

学
部

、
理

工
学

部
へ

  
 の

ヒ
ア

リ
ン

グ
実

施
。

資
源

調
達

か
ら

ガ
ス

製
  
 造

、
販

売
の

流
れ

の
中

で
、

県
内

事
業

者
が

  
 取

り
組

め
る

可
能

性
が

あ
る

項
目

に
つ

い
て

  
 協

議

　
・
早

稲
田

大
学

関
根

教
授

（
高

知
県

グ
リ

ー
ン

  
 Ｌ

Ｐ
ガ

ス
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
会

議
 会

長
）
に

、
  
 研

究
進

捗
を

確
認

１
　

県
内

事
業

者
の

参
画

拡
大

　
・
Ｒ

５
年

度
に

作
成

し
た

基
本

構
想

の
概

要
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

活
用

や
セ

ミ
ナ

ー
開

催
等

を
通

し
て

グ
リ

ー
ン

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

　
推

進
会

議
の

会
員

数
を

拡
大

２
　

事
業

者
の

確
保

　
・
触

媒
の

研
究

が
進

む
中

で
今

後
順

次
明

ら
か

に
な

る
製

造
の

各
工

程
に

お
い

て
求

め
ら

れ
る

技
術

等
を

踏
ま

え
、

令
和

１
０

年
度

か
ら

予
定

し
　

て
い

る
実

証
実

験
に

参
画

す
る

事
業

者
を

掘
り

起
こ

し

3
高

知
県

産
グ

リ
ー

ン
L
P

ガ
ス

販
売

事
業

者
の

確
保

-
-

-

１
　

販
売

体
制

の
把

握
　

・
高

知
県

L
P

ガ
ス

協
会

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

　
・
商

慣
行

や
、

業
界

の
現

状
に

つ
い

て
聞

き
取

り

２
　

東
京

に
て

全
国

大
手

元
売

事
業

者
へ

の
ヒ

ア
  
 リ

ン
グ

を
実

施
し

、
グ

リ
ー

ン
L
P

ガ
ス

製
造

に
関

  
 す

る
意

向
を

確
認

１
　

県
内

販
売

事
業

者
と

の
連

携
　

・
高

知
県

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

協
会

と
連

携
し

、
県

内
事

業
者

の
現

状
把

握
を

引
き

続
き

実
施

２
　

グ
リ

ー
ン

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

推
進

官
民

検
討

会
議

（
日

本
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
協

会
等

）
と

の
連

携
　

・
大

手
ガ

ス
会

社
な

ど
が

参
加

す
る

「
グ

リ
ー

ン
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
官

民
検

討
会

議
」
に

オ
ブ

ザ
ー

バ
ー

と
し

て
参

画
し

、
グ

リ
ー

ン
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
に

関
す

る
製

造
　

技
術

開
発

や
品

質
基

準
、

社
会

実
装

に
向

け
た

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

づ
く
り

な
ど

の
状

況
把

握
に

務
め

る
と

と
も

に
、

販
売

事
業

者
等

と
の

連
携

を
促

進

4
バ

イ
オ

マ
ス

資
源

（
木

質
系

、
マ

リ
ン

系
、

農
業

残
渣

、
ペ

ー
パ

ー
ス

ラ
ッ

ジ
等

）
か

ら
グ

リ
-
ン

L
P

ガ
ス

を
生

成
す

る
た

め
の

新
触

媒
の

開
発

-
-

-

１
　

本
体

研
究

の
内

、
水

熱
処

理
分

野
を

主
と

し
  
 て

担
う

、
高

知
大

学
農

林
海

洋
科

学
部

、
理

工
  
 学

部
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
　

・
現

状
の

研
究

進
捗

を
確

認

２
　

早
稲

田
大

学
関

根
教

授
（
高

知
県

グ
リ

ー
ン

  
 Ｌ

Ｐ
ガ

ス
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
会

議
 会

長
）
に

、
  
 研

究
進

捗
を

確
認

１
　

技
術

開
発

（
早

稲
田

大
学

等
）

　
・
令

和
１

０
年

度
の

実
証

実
験

を
目

指
し

、
ラ

ボ
レ

ベ
ル

で
の

研
究

を
継

続
（
R

４
年

度
～

（
環

境
省

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
）

　
・
新

た
な

触
媒

、
水

熱
処

理
技

術
の

開
発

等

２
　

進
捗

状
況

の
把

握
　

・
令

和
１

０
年

度
か

ら
の

実
証

実
験

の
開

始
を

目
指

し
、

定
期

的
に

関
根

教
授

（
高

知
県

グ
リ

ー
ン

Ｌ
Ｐ

ガ
ス

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

推
進

会
議

 会
長

）
に

、
　

　
研

究
進

捗
を

確
認

　
・
こ

れ
ま

で
の

研
究

で
グ

リ
ー

ン
Ｌ

Ｐ
ガ

ス
発

生
に

至
る

化
学

変
化

に
つ

い
て

の
知

見
が

得
ら

れ
た

と
の

報
告

あ
り

プ
ロ
ジ
ェク
ト
名

グ
リー
ン
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
プ
ロ
ジ
ェク
ト

１
　

グ
リ

ー
ン

L
P

ガ
ス

を
生

む
触

媒
の

開
発

に
は

ま
だ

  
 時

間
を

要
す

る
た

め
、

現
状

で
は

、
事

業
化

に
向

け
  
 た

製
造

や
普

及
に

対
す

る
具

体
的

な
体

制
を

構
築

  
 す

る
こ

と
は

困
難

２
　

原
材

料
と

な
る

資
源

の
賦

存
量

の
把

握
が

必
要

３
　

原
材

料
ご

と
の

収
集

方
法

や
前

処
理

方
法

、
実
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４
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業
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本

県
の
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位

性
を

確
保

で
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る
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目
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検
討

が
必

要
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２
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画
事
業
者
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県
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ジ
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】
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03
〉
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アルファベット・数字

用語 解　説

AI
　人工知能（Artificial Intelligence）。人間が持っている認識や推論などの能力をコンピュータでも可能にするため
の技術の総称。

CLT
　直交集成板（CLT)は、ひき板を幅方向に並べたものを繊維方向が直交するように積層接着した製品。日本農林
規格（JAS規格）平成25年12月20日制定、平成26年１月19日施行。CLTは、「Cross　Laminated　Timber」の略。

DMO（観光地域づくり法人）

　Destination Management/Marketing Organizationの略。地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への誇りと愛
着を醸成する「観光地経営」の視点に立った観光地域づくりの舵取り役として、多様な関係者と共同しながら、明
確なコンセプトに基づいた観光地域づくりを実現するための戦略を策定するとともに、戦略を着実に実施するため
の調整機能を備えた法人として、観光庁に登録された法人。

DX
　企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、
製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革
し、競争上の優位性を確立すること。

EHR
Electronic Health Recordの略語。個人の医療・健康等に係る情報の共有等を行うための医療情報連携ネット
ワークのこと。

HACCP
  「Hazard Analysis and Critical Control Point」の略。日本語では「危険分析重要管理点」と訳されており、「ハ
サップ」と呼ばれている。製造における重要な工程を連続的に監視・記録することによって、一つひとつの製品の
安全性を保証しようとする食品の衛生管理手法のこと。

ICT 　「Information and Communication Technology」の略称。コンピュータを使った情報処理や通信技術の総称。

IoP

　「Internet of Plants」の略。作物の時々刻々と変化する様々な生体情報をインターネット上のクラウドに収集し、
環境データ等と合わせた分析等を通じて、最適※な環境制御を行い、収量・品質の向上、作業の省力化等を図る
仕組み。
※光合成、糖の分配、蒸散、病害虫抑制等を総合的に判断

IoT
　「Internet of Things」の略。様々なモノをインターネットに接続し、通信機能を持たせ、遠隔操作や自動制御を行
うとともに、情報の収集、分析等を通じて、最適な手段を選択し、生活を豊かにしたり、仕事を効率化したりする仕
組み。

IPM
　「総合的病害虫・雑草管理」
　病害虫や雑草防除において、化学合成農薬だけに頼るのではなく、天敵・防虫ネット・防蛾灯などさまざまな防
除技術を組み合わせ、農作物の収量や品質に経済的な被害が出ない程度に発生を抑制しようとする考え方。

IT・コンテンツ企業
IT（情報・通信技術に関連する分野）・コンテンツ産業（まんがや写真、映像、音楽、ゲームなど創造的活動によっ
て生み出されたものを活用する分野）についての、企画、制作、流通、管理又は関連する人材育成やコンサル
ティングを行う企業。

JAMSTEC
 　「Japan Agency for Marine-Earth Science and Technology」 海洋研究開発機構の略称。海洋研究開発及び関
連する地球物理学研究開発のために設置された研究所。

JA無料職業紹介所
　雇用労働力を必要とする農家からの求人情報、農業に興味があり農作業をしてみたい方からの求職情報を把
握し、求人者と求職者との間をとりもって、雇用関係が円滑に成立するように第三者として世話（あっせん）をす
る、職業安定法に基づく「職業紹介事業」を無料で行う。

M&A
　企業の合併、買収の総称。
　以前は投資目的のM&Aがよくマスコミに取り上げられていたが、近年は事業の多角化を目的とした新規市場へ
の参入や事業の再編、後継者問題による事業譲渡などの場面でM&Aの手法が多く用いられている。 

MOU 　覚書の略称（Memorandum ｏｆ Understanding）。行政機関等の組織間の合意事項を記した文書。

MICE
　企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修旅行（インセンティブ旅行）（Incentive Travel）、国際機関・団
体、学会等が行う国際会議（Convention）、展示会・見本市、イベント（Exhibition/Event）の頭文字のことであり、
多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称。

Next次世代型こうち新施設園芸
システム

　次の世代を見据え、さらなる収量増加、高品質化、省力化などを実現していくため、次世代型こうち新施設園芸
システムに環境制御技術にIoTやAI技術を融合するとともに、栽培のみならず出荷、流通までをも見通したシステ
ム。

OTA 　インターネット上だけで取引を行う旅行会社のこと。Online Travel Agentの頭文字の略。

PDCA（サイクル）
　計画（Ｐlan）を実行（Ｄo）し、評価（Ｃheck）して改善（Ａction）に結びつけ、その結果を次の計画に活かすプロセ
スのこと。

SCM
　「Supply Chain Management」 の略称。　複数の企業が連携し統合的な物流システムを構築するマネジメント手
法。

Ⅰ 用語の解説
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SDGs
　「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称であり、2015年9月の国連サミットの中で世界
のリーダーによって採択された、2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際社会の共通目標。「17の目
標」と「169のターゲット（具体目標）」で構成されている。

TEU 　Twenty-foot equivalent unitsの略。20フィートの海上コンテナ換算した貨物の量を表す単位。

TOSAZAIセンター
　高知県産の木材・木製品の外商体制を強化し、新たな木材需要の拡大と一般製材品からより付加価値の高い
木製品の販売・出荷量を増加させるために、平成30年4月に一般社団法人高知県木材協会内に設置された組
織。

TRB
　土佐あかうしのうち、赤身肉に特化して認定された上位ブランド名「Tosa Rouge Beef」の略称。最高級品質の赤
身肉が特徴。（公社）日本食肉格付協会の牛枝肉取引規格においてA2やA3の土佐あかうしを高知県独自の評
価基準（TRB規格）をもとに再判定しR4・R5となったもの。

UIJターン就職
Uターン就職：高知県で生まれ育った人が県外の学校に進学し、卒業後に高知県に戻って就職すること。
Iターン就職：県外で生まれ育った人が高知県で就職すること。
Jターン就職：県外で生まれ育った人が別の都道府県に進学し、卒業後に高知県で就職すること。

5S 　整理・整頓・清掃・清潔・しつけの5つの頭文字を取ったもので、職場環境の改善活動のこと。

あ行

用語 解　説

あゆ王国高知振興ビジョン
　本県が有する河川環境やあゆ資源の豊かさを確保しつつ、あゆを観光・地域振興等に活用して流域の持続的
発展を図る構想で、地域住民、事業者、行政が協働して展開すべき振興策について整理したもの。

アンテナショップ
　企業や自治体などが自社（当該地方）の製品の紹介や消費者の反応を見ることを目的として開設する店舗のこ
と。

育成就労
　R6.6月に「技能実習法」を改正して公布された「育成就労法」に基づく、就労を通じた人材育成及び人材確保を
目的とする新たな在留資格のこと。（法施行はR9年度を予定）

移住コンシェルジュ
　高知県への移住を検討されている方のニーズに応じて、地域や仕事、住まいなど、移住に向けた様々な情報を
提供する（一社）高知県ＵＩターンサポートセンターの移住総合案内スタッフ。

移住ポータルサイト「高知家で暮
らす。」

　高知県への移住を検討されている方向けに、仕事や住まいの情報、先輩移住者のインタビューなど、高知県へ
の移住にまつわる様々な情報を発信しているポータルサイト。

一般社団法人高知県UＩターンサ
ポートセンター

　移住相談と人材確保を総合的に行うため、平成29年7月に設立した法人の名称。県と全市町村、関係団体の参
画の下（設立時社員43団体）、官民一体となった“オール高知”体制で本県産業の担い手となる人材確保に取り
組んでいる。

稲WCS（稲発酵粗飼料）
　稲の子実が完熟する前に刈り取り、ロール状にしたものを、長期保存を可能とするためにサイレージ（発酵）化
した牛の飼料のこと。

医療DX（デジタルトランスフォー
メーション）

　保健・医療・介護の各段階（疾病の発症予防、受診、診察・治療・薬剤処方、診断書等の作成、診療報酬の請
求、医療介護の連携によるケア、地域医療連携、研究開発など）において発生する情報やデータを、全体最適さ
れた基盤を通して、保健・医療や介護関係者の業務やシステム、データ保存の外部化・共通化・標準化を図り、
国民自身の予防を促進し、より良質な医療やケアを受けられるように、社会や生活の形を変えること（出典：令和
4年9月22日 第１回「医療DX 令和ビジョン 2030」厚生労働省推進チーム 資料）

インバウンド
　一般的には、外から中に入ってくる意味を持ち（inbound）、観光分野では日本を訪れる外国人旅行者を指す（反
対語：アウトバウンド（outbound）…海外旅行をする日本人）。

営漁指導員
　新規就業者をはじめとする漁業者の経営安定に向けた指導を行う漁協職員で、平成31年度から県内5ヵ所（計5
名）に配置。

オーガニックビレッジ
　有機農業の生産から消費まで一貫し、農業者のみならず事業者や地域内外の住民を巻き込んだ地域ぐるみの
取組を進める市町村。

卸売事業者
　商品を製造するメーカーと商品を消費者に販売する小売業（又は提供する飲食業）等を仲介することで、商品
の円滑な流通を促す中間流通業者。

か行

用語 解　説

技能実習
　母国では習得困難な技能を日本の企業等で習得し、帰国後に習得した技能を母国の経済発展に活かすことを
目的とした「技能実習法」（H29年11月施行）に基づく在留資格のこと。

カイゼン
　主に製造業の生産現場で行われている作業の見直し活動のこと。ムダの削減による作業効率の向上や安全性
の確保などに関して、現場の作業者が中心となって知恵を出し合い、問題解決を図っていく点に特徴があり、農
業現場においてもその効果が期待される取り組み。
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皆伐 　一定範囲の樹木を一時的に全部又は大部分伐採すること。

環境保全型農業直接支払交付
金

化学肥料・化学合成農薬を原則5割以上低減する取組と合わせて行う地球温暖化防止や生物多様性保全等に
効果の高い営農活動を支援する交付金。

環境制御技術
　外気温度、ハウス内の温度、湿度、二酸化炭素濃度、日射量等を測定し、これを加温・換気や加湿、二酸化炭
素施用等により作物の栽培に適した環境に制御する技術。

関西土佐会 　ＪＡ高知県の青果物を扱う関西圏の卸売市場。11社（Ｒ6年現在）

関東土佐会
　ＪＡ高知県の青果物を扱う関東圏の卸売市場（正式には、東京丸高青果物流通対策協議会）。13社（Ｒ6年現
在）

間伐
　育成段階にある森林において、樹木の込み具合に応じて樹木の一部を伐採（間引き）すること。残存木の利用
価値の向上と森林の有する諸機能の維持増進を図るために行う。

技術の外商 　県内企業の持つ独自の高度な技術・注目されるノウハウ等を県外・海外へ情報発信し売り込むこと。

キャリア教育
個々の社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる能力や態度を育てることを通じて、キャリア発達を促す教
育。

キャリアパス 　就業者の所属する企業など組織内での昇進の道筋や基準、条件を明確化した制度。

急潮
　沿岸域で突然潮の流れが速くなり、沿岸に設置された定置網や養殖網に被害を与える現象。黒潮や親潮の流
向変化による影響、低気圧通過による吹送流の発達、潮汐流の影響などが原因として考えられている。 

黒潮牧場 　かつおやまぐろ類を対象に土佐湾に設置（現在15基）されている表層型浮魚礁。

クラウド 　インターネットなどのネットワーク経由でユーザーにサービスを提供する形態（クラウド・コンピューティング）。

経営計画 　企業が将来の経営活動について意思決定を行い、その行動予定を具体的に取りまとめたもの。

高性能林業機械
　従来のチェーンソーや集材機等に比べて、作業の効率や労働強度の軽減等の面で優れた性能をもつ林業機
械。主な高性能林業機械は、フェラーバンチャ、スキッダ、プロセッサ、ハーベスタ、フォワーダ、タワーヤーダ、ス
イングヤーダ。

高知カツオ県民会議
　高知県の県魚であり、地域を代表する食素材であるカツオを、地域の誇りとして将来にわたって維持していける
よう、高知に、そして日本にカツオを取り戻す目的で、平成29年2月に発足。

高知求人ネット
　（一社）高知県ＵＩターンサポートセンターが運営する求職者・求人企業双方の情報検索を円滑に行えるポータ
ルサイト。

「高知求人ネット」学生サイト
　高知で働く魅力や県内企業の情報、就活のための県のサポｰト情報などをタイムリーに発信するポータルサイ
ト。
　企業の採用情報に加え、インターンシップ情報や就活イベント情報など、幅広い情報を発信している。

耕畜連携 　耕種農家の生産した国産飼料を畜産農家が利用し、家畜排せつ物に由来する堆肥を農地に還元する取組。

高知家の魚応援店制度
　東京や大阪などの都市圏で高知県の水産物に関心を寄せる飲食店に「高知家の魚　応援の店」として登録をし
てもらい、県内の水産関係事業者とのマッチングを図り、県内水産物の外商を強化する制度。平成26年から開始
した。

高知県環境不動産
　木材を使用した非住宅建築物（商業施設、オフィスビル、病院等）及び４階建て以上の住宅であって、一定規模
以上の木材を使用し、環境品質・性能の向上や環境負荷の低減のための措置が適切に講じられた建築物。

こうちスタートアップパーク（KSP）
　高知での起業を支援するプラットフォーム。起業準備段階に応じた起業相談・各種セミナープログラムで、ビジ
ネスプランの磨き上げから起業準備まで一貫したサポートを実施。

こうちフォレストスクール
　林業の基礎知識や高知県の林業の特徴、先輩林業就業者の体験談や就業支援制度の紹介、個別相談などを
行うセミナー。
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高知家（こうちけ）

　「高知県は、ひとつの大家族やき。」というコンセプトのもと、美味しい食材や豊かな自然など高知の魅力は様々
あるが、県外の方であっても一度会えば家族のように親しくなる高知県人の気質（気さくさ、人懐っこさ、受け入れ
力の強さ、面倒見の良さ、豪快さ、寛容さ、人と人とのつながりの深さなど）を一番の魅力とし、その魅力を通じて
高知の様々な情報発信を行うもの。

高知家ゆる県民倶楽部
　高知県ファンや出身者等を対象としたWeb会員組織。関係人口の創出・拡大及び移住意識の醸成を目的として
県が設立。

高知家ゆる県民倶楽部アンバサ
ダー制度

　高知家ゆる県民倶楽部の会員を対象にUＩターンの広告塔として、SNS等を活用した高知の身近な情報発信
や、高知の人との接点づくりになるイベントの実施を担う方を県が認定する制度。

高知県漁協（県漁協）
　高知県漁業協同組合。県内25の海面漁協が合併して平成20年4月1日に発足した。組合員数4,834人（R6.3.31
現在)。

高知県漁業就業支援センター
　漁業就業に関係する相談窓口を一元化するため、平成30年10月15日に任意団体として発足。平成31年3月に
一般社団法人化し、4月から漁業就業希望者への総合的な支援を開始。

高知働き方改革推進支援セン
ター

　厚生労働省が、働き方改革の実現に向けて、特に中小企業・小規模事業者が抱える様々な課題に対応するた
め、平成30年4月に開設したワンストップ相談窓口のこと。

高知マリンイノベーション
　漁場の予測や産地市場のスマート化に取り組むなど、本県水産業の生産、流通、販売の各段階においてデジ
タル化を図ることで効率的な生産流通生産体制への転換を推進する取り組み。

高等技術学校
　職業能力開発促進法に基づき設置された県立の公共職業能力開発施設で、高知校・中村校の2校がある。就
職に必要な技術･知識を習得するための訓練を実施している。

ココプラ
　平成27年4月に開所した高知県産学官民連携センターの愛称。キャッチフレーズの「ココはイノベーションを生み
出すプラットフォーム」から。

さ行

用語 解　説

サイクルオアシス
　ぐるっと高知サイクリングロード（高知県推奨サイクリングコース）の中・上級者向けコースに設置している、サイ
クリストが気軽に立ち寄ることができる休憩所。のぼり旗、空気入れ、バイクスタンドを設置している。

酒米
　日本酒を醸造する原料となる米。主に麹米（こうじまい）として使われる酒造好適米、掛け米（かけまい）として使
用される酒造適性米に分けられる。

サステナブルツーリズム

　UNWTO（国連世界観光機関）においては、「訪問客、産業、環境、受け入れ地域の需要に適合しつつ、現在と
未来の環境、社会文化、経済への影響に十分配慮した観光」と定義している。
　この定義に基づき、高知県は「地域の文化や環境を守りつつ、ありのままに日常を体験し味わうことで訪問客と
地域社会がともに恩恵を受ける観光」を高知県の目指すサステナブルツーリズムとしている。

産地視察型の商談 機会
　量販店や飲食店等のバイヤー・シェフ等（買い手）に、高知県内の生産現場を直接見ていただき商談を実施す
るもの。

産地市場
　主として漁業者又は水産業協同組合から出荷される水産物の卸売りのため、その水産物の陸揚地において開
設される市場のこと。一方、水産物の卸売りのために消費地において開設される市場は消費地市場という。

産地提案型担い手確保対策
　産地や地域が求める人材や受入体制等を明記した「産地提案書」を策定し、県内外から広く就農希望者を募集
する取り組み。

シーズ
　企業や大学等が有している新しい技術・材料・サービスなどで、新たな産業を生み出す可能性を秘めたビジネ
スの種（Seeds）。

実証フィールド 　企業の製品・サービスの開発・改良に向けた実証・評価をする場

製品企画書 　製品開発の企画から製造・販路開拓までの計画書。

事業承継
　会社の経営を後継者に引き継ぐこと。大きく分けて、親族が承継する場合、従業員が承継する場合、M&Aで承
継する場合の3つの方法がある。事業承継は、時間がかかるため、早期に着手することが重要。

事業戦略 　企業（又は個人）の経営ビジョンを実現するための工程表のこと。

次世代型こうち新施設園芸シス
テム

　炭酸ガス濃度や温度、湿度、養水分などのハウス内の環境を制御する「環境制御技術」や、ハウスの天井を従
来よりも2倍程度高くし、環境制御技術を標準装備した「次世代型ハウス」といったオランダの先進技術を、高知県
の気候や環境に応じて改良したもの。
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次世代型ハウス 　軒高2.5ｍ、耐風速35ｍ以上で環境制御装置を標準装備したハウス。

自動計量システム
　魚介類の計量結果を無線で自動的に記帳するシステム。将来的には電子入札や市場関係者への迅速な情報
提供に活用することも検討されている。

事務系企業
　電話等を利用してオペレーターが集約的に顧客へのサービス提供を行うコンタクトセンターや経理、総務、人事
等の管理業務及び書類の収発、データ入力等の間接的業務を集約的に行うバックオフィスの事業所。

就農コンシェルジュ
　就農相談への対応や地域の要望とのマッチングを図るなど、就農に結びつけるための総合窓口として平成27
年4月に（一社）高知県農業会議に配置されているスタッフ。

集落営農・集落営農組織

　「集落営農」とは、集落の農地と集落を守っていくために、集落で営農について話し合い、集落での合意のもと、
共同で作業を行ったり、機械や施設を共同利用したりしながら、集落ぐるみで営農活動を行うもの。
　組織に関する定款または規約があり、総会、収支の計画、事業計画等に基づき農業生産活動の一部又は全部
を共同で行う組織を「集落営農組織」という。

受精卵移植
　受精卵を提供する動物から着床する前の受精卵を取り出し、別の同じ動物種の子宮に移して、妊娠・分娩させ
る技術。

小規模林業
　自伐林家などの「自営業者」「一人親方」「NPO法人」「ボランティア団体」「地域おこし協力隊」「林業研究グルー
プ」などが行う小規模な林業経営や林業活動のこと。

白未熟粒
玄米の胚乳内のデンプン粒の蓄積が不良で粒間に隙間ができ、光が乱反射して白く見える米粒。主に、出穂後
20 日間の平均気温が 27℃以上の高温条件、または低日照で発生する。

人工種苗 　養殖魚や天然魚から採卵し、ふ化させた養殖用や放流用の稚魚のこと。 

水福連携
障がい者等の水産業分野での活躍を通じて、自信や生きがいを創出し、社会参画を促すもので「水産業における
人手不足等の課題」、「福祉（障がい者等）における課題」、双方の課題解決と利益（メリット）がある『WinーWin』の
取組。

スケールアップ 　既存の事業規模（売上等）が拡大すること

スタートアップ 　先進的な事業に取り組み、短期間で急成長を遂げる企業。

スマート農業 　ロボット技術やIoT、ICT等の先端技術を活用し、超省力化や高品質生産等を可能にする新たな農業。

スマート林業
　地理空間情報やICT等の先端技術を駆使し、生産性や安全性の飛躍的な向上、需要に応じた高度な木材生産
を可能にする新たな林業。

た行

用語 解　説

大径材 末口径（丸太の先端（細い方）の木口の直径）が30cm以上ある木材（丸太）。

多文化共生
　国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的違いを認め合い、対等な関係を築こうとしながら、地域社会の
構成員として共に生きていくこと。

多面的機能支払制度
　農業、農村の有する、国土の保全、水源の涵養、自然環境の保全、良好な景観の形成等といった多面的機能
の維持・発揮を図るための地域の共同活動に係る支援を行い、地域資源の適切な保全管理を推進する制度。

地域移住サポーター
　「移住者の身近な相談役」として、移住者がスムーズに地域に溶け込み、馴染むことができるよう、地域と移住
者とのつなぎ役としての活動を行う方。

地域おこし協力隊
　都市地域から過疎地域等の条件不利地域に住民票を異動し、地域ブランドや地場産品の開発・販売・PR等の
地域おこし支援や、農林水産業への従事、住民支援などの「地域協力活動」を行いながら、その地域への定住・
定着を図る取り組み。

畜産クラスター
　地域の畜産の収益性を高めるために、農家を中心に県や市町村、農協等の関係者が連携して、それぞれの責
任・役割のもとに取り組みを行うための組織。

地域計画
農業経営基盤強化促進法第19条に規定する地域農業経営基盤強化促進計画の略称。計画の対象となる区域と
その区域における農業の将来の在り方、農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標を地域の話し合いに
基づいて定めたもの。
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チャレンジショップ
　商店街等への出店を目指し、小売業やサービス業の方などが半年～1年間お試し開業をすることができる施
設。

データ駆動型農業 　データの「見える化」と分析・共有によって高い生産性と収益性を実現する農業。

デジタル化計画
　企業が継続的にデジタル化に取り組むための中期的な実行計画。
　デジタル化の目的、課題と対応策、効果、推進体制やスケジュールを記載する。

デジタルデバイド インターネットやパソコン等の情報通信技術を利用できる者と利用できない者との間に生じる格差。

デジタルマーケティング
　企業が蓄積しているアクセス履歴、顧客情報、行動履歴などのデータを元に、ＡＩ等を用いてターゲットを特定
し、最適な手段でアプローチするマーケティング手法。本県関心層やＵターン候補者等に情報を届ける。

テストマーケティング
　新商品の本格的な市場参入に先立って、試験的に実市場で販売や広告宣伝活動などを行い、その反応を調
査・検証する活動のこと。

特定技能
　H31年4月に施行された「改正出入国管理法」により、人材の確保が困難な状況にある16の産業分野で認めら
れた、就労を目的とする在留資格のこと。

土佐あかうし
　土佐和牛のうち、褐毛和種高知系（土佐褐毛牛）の流通ブランド名。明治時代から高知県内のみで改良されて
きた貴重な品種であり、美しい褐色の毛色に、毛分けといわれる目や鼻が黒いのが特徴。程良い霜降りと赤身の
美味しさが評価されている。平成24年に地域団体商標に登録された。

土佐黒牛
　高知県食肉センター(株)でと畜された土佐和牛のうち、（公社）日本食肉格付協会の牛枝肉取引規格において、
A4やB4（肉質等級４等級）以上の黒毛和種の流通ブランド名。最高級品質の霜降りが特徴。

土佐材パートナー企業
　県外における販路拡大に向け、土佐材の知名度向上につながる普及・PR活動を自ら積極的に行う工務店、建
築会社、設計事務所及び住宅関連企業等（登録制）。

土佐ジロー
　高知県原産の天然記念物土佐地鶏の雄と米国原産のロードアイランドレッドの雌を交配して生まれた卵肉兼用
の地鶏。卵は小ぶりながら濃厚な味、肉は適度な歯ごたえがあり深い味わいが特徴。平成7年に商標登録され
た。

土佐はちきん地鶏
  高知県原産の土佐九斤と大軍鶏を交配させたクキンシャモの雄と白色プリマスロックの雌から生まれた高品質
肉用鶏。ほど良い歯ごたえと脂質の少ない地鶏本来の旨さが特徴。平成18年に商標登録された。

土佐まるごとビジネスアカデミー
（土佐MBA）

産業人材を育てる取り組みとして、ビジネスに関する基礎知識から応用・実践力までを「まるごと」身に付けてい
ただく学びの場。

土佐和牛 　高知県内で肥育を目的として生産された黒毛和種および褐毛和種の和牛肉の流通ブランド名。

土佐和紙総合戦略
　原材料や用具の調達難、後継者不足、需要の減少、文化の伝承など、土佐和紙の直面する様々な課題に対
し、土佐和紙の伝統産業としての振興を図るために策定した総合的な戦略。県庁をはじめ市町村や関係団体等
が一体となって取組を進めている。

どっぷり高知旅キャンペーン
日常を忘れ、高知ならではの魅力をじっくりと、深く、たっぷりと味わっていただき、心からの息抜きや、新しい発
見・気づきにつなげて強力な高知のファンになっていただくことを目指す「極上の田舎、高知。」をコンセプトとした
本県の観光（旅）のキャンペーン。

トレーニングハウス 就農前に研修生が自ら栽培管理・経営管理を行う「模擬経営研修」を実施する研修農場

な行

用語 解　説

ナイトタイムエコノミー 　消費拡大や滞在時間の延長を目的に、夜間に実施する観光イベントなどの経済活動。

二枚潮
　漁場の表層と中・底層の潮の流れの向きや速さが異なる状態。二枚潮が発生すると、キンメダイやアカムツな
どの深いところに生息する魚を漁獲する漁業では、漁具を思い通りに投入できず漁獲できなくなったり、漁具が流
失する場合もある。

認定農業者
　農業経営基盤強化促進法に基づき、効率的かつ安定的な農業経営を目指して、自ら作成した5年後の目標とそ
の改善策を内容とする「農業経営改善計画」について市町村長等の認定を受けた農業者をいう。

農業経営・就農支援センター
　農業経営基盤強化促進法第11条11項の規定に基づき県が整備した組織。経営管理の合理化その他農業経営
の改善等のための指導助言や、新たに農業経営の開始や農業への就業ををしようとする者等の相談に応じ農業
経営の開始等に関する情報等の提供その他の援助を行う。

162



農業支援サービス事業体
農業現場における作業代行やスマート農業技術の有効活用による生産性向上支援等、農業者に対してサービス
を提供することで対価を得る事業体（（例）データ分析やドローン散布等の作業受託、農業機械のシェアリング、
農業現場への人材供給等）。

農業担い手育成センター
　高知県で就農を予定している方への基本的な栽培技術習得から、指導者などへの先進技術習得にまで対応し
た実践型研修施設。長期研修が主体であるが、体験合宿や各種講座など、多様な研修メニューがあり、長期宿
泊施設も完備している。

農水連携
　農産物および水産物の販売拡大のため、販促資材の作成やフェア等の開催を連携して取組み、消費者へPRし
ている。

農地中間管理機構 　農地中間管理事業を実施する機関として県が指定した組織。（高知県では（公財）高知県農業公社）

農地の受け皿となる法人
　地域計画に位置づけられた、地域内の担い手が引き受けきれない農地を担い、営農や新規就農者の育成等を
行う法人経営体

農福連携
　障害者等の農業分野での活躍を通じて、自信や生きがいを創出し、社会参画を促すもので、「農業･農村におけ
る課題」、「福祉（障害者等）における課題」、双方の課題解決と利益（メリット）がある『Win-Win』の取組。

ノーリフティングケア 　介護する側、される側双方にとって安全で安心な、「持ち上げない・抱え上げない・引きずらない」ケアのこと。

は行

用語 解　説

パートナー機関
　高知県ヘルスケアイノベーションプロジェクトにおいて、実証フィールドの確保や、自治体・医療機関等の課題把
握を円滑に進めるため、企業との意見交換や実証フィールドの提供に協力していただける自治体、医療機関、介
護福祉施設等

バリアフリー観光 　車いす利用者など障害のある方や高齢者などもストレスなく楽しむことのできる観光。

伴走支援 　商工会や商工会議所などが、企業の取組みを一緒に走りながら支援すること。

人・農地プラン
　農業者が話し合いに基づき、地域農業における中心経営体、地域における農業の将来の在り方などを明確化
し、市町村により公表するもの。

プラットフォーム機能 　様々な情報の発信や機会の提供を行うことで、交流が生まれ、ビジネスや研究などの連携を進める役割。

ふるさとワーキングホリデー
　都市部の若者などが、地方に一定期間滞在して働きながら地域住民等との交流を通じて「地域の暮らし」を学
び、交流人口の増加や将来の地方移住、ＵＩターンの流れをつくる取り組み。

プロユーザー 　室内空間に木材を使った提案や設計を行う建築士やデザイナー、プランナーなどの技術者

分散型ホテル 　地域に点在する複数の空き家や空き店舗等をリノベーションして一体的に運用する宿泊施設。

ベースカーゴ 　特定の航路や船舶の運航を経済的に安定させるための基礎となる貨物。

ヘルスケアモビリティ
　オンライン診療に必要な情報通信機器及び医療機器を搭載した医療車両。看護師等が運転して患者宅や集会
施設等を訪問し、車内でオンライン診療を実施する。

ペレット堆肥 家畜の糞尿を攪拌・発酵・乾燥させた後に、造粒機械で圧縮し直径5mm程度の粒状に成型した肥料。

防災関連製品認定制度
　県内企業が開発・製造した防災関連製品を県内外のユーザーに安心して購入してもらうために、大学教授など
の有識者を審査員として、品質や安全性等の観点で審査を行い認定する制度。

ま行

用語 解　説
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前処理加工
  魚類の場合では、魚類の料理や加工品の材料とするために、魚のうろこを剥ぎ、エラや内臓あるいは頭部を除
いた状態やさらに3枚におろしたり、切り身の状態に加工することをいう。下ごしらえのことをいう。

マーケットイン
　一般に、企業が生産・販売活動をする際に、市場や顧客のニーズを満たす製品であることを最優先する考え
方。

みつ症
ナシの果肉の一部が褐色になり食味と日持ちが悪くなる障害。ソルビトール(糖)の異常集積と細胞壁の崩壊が原
因で、また過熟により発生が助長される。７～１０月の高温、干ばつの年は多発する。品種による差が大きく、新
高ナシは極めて発生しやすい。

みどりの食料システム戦略
　令和3年に農林水産省により策定され、持続可能な食料システムの構築に向け、中長期的な観点から、調達、
生産、加工・流通、消費の各段階の取組とカーボンニュートラル等の環境負荷軽減のイノベーションを推進するこ
とを目的とした戦略。

メジカ
　標準和名はマルソウダ。小型のカツオの近縁種で、最大で全長40cmほどまでにしか成長しない。土佐清水で製
造される宗田節の原料。

木質バイオマス
　バイオマスとは再生可能な生物由来の有機性資源で、樹木からなるバイオマスのことを木質バイオマスという。
樹木の木部、樹皮、葉などで、林地に残された材や製材工場の残材、建築解体木材も含む。

ものづくり総合技術展
　年1回高知市のぢばさんセンターで開催されているものづくりの展示会。県内ものづくり事業者の製品・技術の
紹介を行うほか、県外事業者を招致した商談会も行われている。

森の工場
　一団の森林を対象に、林業事業体が森林所有者と森林の管理に関する協定や受委託契約を結び、計画的・効
率的に間伐などの森林整備を実施し、収益や安定的な雇用の確保等を図りながら、持続的な林業経営を行う森
林の団地。

や行

用語 解　説

有機JAS
　コーデックス（食品の国際規格を定める機関）のガイドラインに準拠し、農畜産業に由来する環境への負荷を低
減した持続可能な生産方式の基準

有機農業
　化学的に合成された肥料及び農薬を使用しないこと並びに遺伝子組換え技術を利用しないことを基本として、
農業生産に由来する環境への負荷をできる限り低減した農業生産の方法を用いて行われる農業

ユニバーサルツーリズム   すべての人が楽しめるよう創られた(ユニバーサルデザイン)旅行。

ら行

用語 解　説

林業事業体
　森林所有者などから委託又は立木の購入等により、造林、伐採などの林業作業を行う森林組合、素材生産業
者など。世界農林業センサスでは「林業サービス事業体等」に相当する。

林業労働力確保支援センター
　林業労働力の確保の重要性から施行された「林業労働力の確保の促進に関する法律（平成8年法律第45号）」
に定められた知事が指定する団体で、林業における雇用改善、林業就業者の育成・確保対策、雇用情報の提供
相談その他の援助等を総合的な業務としている団体。

林地残材
　立木を丸太にする際に出る枝葉や梢端部分、森林外へ搬出されない間伐材等、通常は林地に放置される残
材。

レンタル畜産施設
　レンタル畜産施設等整備事業で整備した施設。県及び市町村の補助を受けて農協等が整備した施設を生産者
に貸付け。生産者は補助残額を耐用年数に応じて農協等に支払う。

6次産業化
　農業者等が自ら生産（1次産業）、加工（2次産業）、流通・販売（3次産業）に一体的に取り組み、所得の確保を
目指す、あるいは農業者等が主体的に、2次、3次産業事業者と連携して、地域ビジネスの展開や、新たな産業の
創出を図る取り組みのこと。1次×2次×3次＝6次を意味する。

わ行

用語 解　説

― ―
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Ⅰ 計画のフォローアップ 

　１　フォローアップの経過

2009年 4 月 1 日 地産外商推進協議会設置要綱　一部改正

（平成21年） 6 月 16 日 第４回地産外商推進協議会

第４回地産外商の実践を担う新しい組織及び首都圏アンテナショップ検討ＷＧ

17 日 産業振興計画フォローアップ委員会設置要綱　施行

7 月 31 日 第１回食品加工ＷＧ

8 月 21 日 第２回食品加工ＷＧ

9 月 2 日 第５回地産外商の実践を担う新しい組織及び首都圏アンテナショップ検討ＷＧ

7 日 産業振興計画フォローアップ委員会設置要綱　一部改正

8 日 第１回連携テーマ部会

10 日 第１回観光部会

第１回林業部会

15 日 第１回農業部会

第１回水産業部会

第１回商工業部会

25 日 第３回食品加工ＷＧ

第１回フォローアップ委員会

　【主な検討事項】◇ 産業成長戦略の取り組み状況等
　　　　　　　　　◇ 地域アクションプランの取り組み状況等
　　　　　　　　　◇ 計画全体の進捗状況に対する評価等

11 月 20 日 第５回地産外商推進協議会

第６回地産外商の実践を担う新しい組織及び首都圏アンテナショップ検討ＷＧ

12 月 17 日 第２回連携テーマ部会

18 日 第６回地産外商推進協議会

第７回地産外商の実践を担う新しい組織及び首都圏アンテナショップ検討ＷＧ

22 日 第２回林業部会

第２回水産業部会

2010年 1 月 7 日 第２回観光部会

（平成22年） 12 日 第２回農業部会

13 日 第４回食品加工ＷＧ

第７回地産外商推進協議会

14 日 第２回商工業部会

22 日 第８回地産外商の実践を担う新しい組織及び首都圏アンテナショップ検討ＷＧ

25 日 第２回フォローアップ委員会

　【主な検討事項】◇ 産業振興計画の取り組みの成果等
　　　　　　　　　◇ 産業成長戦略の改定
　　　　　　　　　◇ 今後の進め方等

2 月 4 日 第３回観光部会

28 日 第９回地産外商の実践を担う新しい組織及び首都圏アンテナショップ検討ＷＧ

3 月 23 日 第３回フォローアップ委員会

　【主な検討事項】◇ 地域アクションプランの成果と今後の展開
　　　　　　　　　◇ 産業振興計画の改定
　　　　　　　　　◇ 平成22年度の進め方等

23 日 産業振興計画 ver.２の決定

30 日 第８回地産外商推進協議会

※　下線部は、フォローアップ委員会関係

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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　１　フォローアップの経過　（続き）

2010年 9 月 3 日 第１回連携テーマ部会

（平成22年） 6 日 第１回林業部会

7 日 第１回農業部会

第１回水産業部会

8 日 第１回商工業部会

第１回観光部会

10 日 第９回地産外商推進協議会

22 日 第１回フォローアップ委員会

　【主な検討事項】◇ 産業成長戦略の取り組み状況等
　　　　　　　　　　・これまでの取り組みの実績及び施策拡充のポイント
　　　　　　　　　　・「ポスト龍馬博」の取り組みの具体化
　　　　　　　　　◇ 地域アクションプランの取り組み状況等

11 月 22 日 第５回食品加工ＷＧ

12 月 24 日 第２回連携テーマ部会

2011年 1 月 12 日 第２回農業部会

（平成23年） 第２回林業部会

第２回商工業部会

13 日 第２回水産業部会

18 日 第２回観光部会

第10回地産外商推進協議会

24 日 第２回フォローアップ委員会

　【主な検討事項】◇ 産業成長戦略の取り組み状況等
　　　　　　　　　◇ 産業振興計画の次期改定のポイント

3 月 31 日 産業振興計画 ver.３の決定

5 月 11 日 第１回フォローアップ委員会

　【主な検討事項】◇ 東日本大震災による県内経済への影響に対する
　　　　　　　　　　 高知県の対応
　　　　　　　　　◇ 産業振興計画の取り組み状況等
                  ◇ 平成23年度の進め方

8 月 23 日 第１回農業部会

第１回水産業部会

第１回商工業部会

24 日 第１回観光部会

第６回食品加工ＷＧ

29 日 第１回連携テーマ部会

第11回地産外商推進協議会

31 日 第１回林業部会

9 月 1 日 第１回連携テーマ部会

第２回観光部会

9 月 12 日 第２回フォローアップ委員会

　【主な検討事項】◇ 東日本大震災による県内経済への影響に対する
　　　　　　　　　　 高知県の対応
　　　　　　　　　◇ 産業振興計画の実行２年半の取り組みの総括等
　　　　　　　　　◇ 産業成長戦略の次のステージにおける柱（乗り越え
　　　　　　　　　　 るべき課題）等について

※　下線部は、フォローアップ委員会関係

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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　１　フォローアップの経過　（続き）

2011年 9 月 22 日 第３回観光部会

（平成23年） 11 月 10 日 第４回観光部会

2012年 1 月 11 日 第２回農業部会

（平成24年） 第２回林業部会

第２回商工業部会

13 日 第５回観光部会

第２回連携テーマ部会

16 日 第２回水産業部会

16 日 第12回地産外商推進協議会

24 日 第３回フォローアップ委員会

　【主な検討事項】◇ 第２期高知県産業振興計画の策定方針等
　　　　　　　　　◇ 高知県産業振興計画の推進によって実現を目指す本
                     県産業の姿
                  ◇ 重点施策（防災関連産業、新エネルギー関連産業、
                     中山間対策、観光振興）の平成24年度以降の進め方

3 月 12 日 第３回林業部会

13 日 第３回農業部会

3 月 23 日 第４回フォローアップ委員会

　【主な検討事項】◇ 第２期高知県産業振興計画（案）
　　　　　　　　　　 ・総論・産業成長戦略
　　　　　　　　　　 ・地域アクションプラン
　　　　　　　　　　 ・産業振興計画の推進によって実現を目指す本県
　　　　　　　　　　　 産業の姿
　　　　　　　　　◇ 平成24年度産の進め方

31 日 第２期産業振興計画の決定

9 月 4 日 第１回農業部会

6 日 第１回水産業部会

10 日 第１回林業部会

〃 第１回商工業部会

11 日 第１回観光部会

〃 第１回連携テーマ部会

12 日 第13回地産外商推進協議会

（同協議会の発展的改編を決定）

14 日 第１回フォローアップ委員会

　【主な検討事項】◇第１期計画の総括
　　　　　　　　　◇第２期計画の取り組み状況等
　　　　　　　　　◇高知県経済等の動向及び第２期計画で今後挑戦する新
　　　　　　　　　　たなテーマ
　　　　　　　　　◇さらなる飛躍へのポイントの検討状況

2013年 1 月 10 日 第２回農業部会

（平成25年） 〃 第２回林業部会

〃 第２回水産業部会

〃 第２回観光部会

15 日 第２回商工業部会

22 日 第２回連携テーマ部会

※　下線部は、フォローアップ委員会関係

〃

〃

〃
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　１　フォローアップの経過　（続き）

2013年 2 月 4 日 第２回フォローアップ委員会

（平成25年）

3 月 29 日 第３回フォローアップ委員会

31 日 第２期産業振興計画ver.２の決定

9 月 2 日 第１回商工業部会

4 日 第１回連携テーマ部会

5 日 第１回水産業部会

9 日 第１回農業部会

第１回観光部会

11 日 第１回林業部会

13 日 第１回フォローアップ委員会

　【主な検討事項】◇高知県経済等の動向
　　　　　　　　　◇第２期計画ver.2の進捗状況
　　　　　　　　　　・産業成長戦略の各分野における４年後・10年後の
　　　　　　　　　　　目標達成に向けた確認資料
　　　　　　　　　◇第２期計画ver.3へのバージョンアップのポイント

2014年 1 月 20 日 第２回農業部会

（平成26年） 21 日 第２回林業部会

第２回水産業部会

第２回商工業部会

第２回観光部会

23 日 第２回連携テーマ部会

27 日 第２回フォローアップ委員会

　【主な検討事項】◇高知県経済等の動向
　　　　　　　　　◇産業成長戦略の平成25年度の進捗状況等
　　　　　　　　　◇産業成長戦略の平成26年度の改定のポイント
　　　　　　　　　◇第２期産業振興計画ver.3改定のポイント(全体ま
                    とめ)

3 月 25 日 第３回フォローアップ委員会

　【主な検討事項】◇地域アクションプランの平成25年度の進捗状況
　　　　　　　　　◇第２期高知県産業振興計画ver.3（案）
　　　　　　　　　・地域アクションプランの平成26年度の追加・拡充・
　　　　　　　　　　　削除項目
　　　　　　　　　・産業成長戦略の平成26年度県予算を踏まえた重点項目
　　　　　　　　　・第２期高知県産業振興計画ver.3の主な改定内容
　　　　　　　　　◇平成26年度産業振興計画フォローアップ体制及び年間
　　　　　　　　　　スケジュール

31 日 第２期産業振興計画ver.３の決定

※　下線部は、フォローアップ委員会関係

〃

〃

〃

〃

　【主な検討事項】◇高知県経済等の動向
　　　　　　　　　◇第２期産業振興計画の取り組み状況等(産業成長戦略)
　　　　　　　　　◇平成２５年度の改定のポイント(産業成長戦略)
　　　　　　　　　◇第２期産業振興計画（ver.2）改定のポイント（全体
                   まとめ）

　【主な検討事項】◇平成25年度県予算を踏まえた重点項目(産業成長戦
　　　　　　　　　　略）
　　　　　　　　　◇地域アクションプランの進捗状況とプランの追加・
　　　　　　　　　　削除項目
　　　　　　　　　◇各産業分野の４年後、１０年後の目標
　　　　　　　　　◇計画の基本方向への追加等
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　１　フォローアップの経過　（続き）

2014年 9 月 1 日 第１回農業部会

（平成26年） 9 月 2 日 第１回林業部会

第１回連携テーマ部会

3 日 第１回水産業部会

第１回商工業部会

4 日 第１回観光部会

12 日 第１回フォローアップ委員会

　【主な検討事項】◇高知県経済等の動向
　　　　　　　　　◇第２期計画ver.3の進捗状況
　　　　　　　　　◇第２期計画ver.4へのバージョンアップのポイント

2015年 1 月 19 日 第２回農業部会

（平成27年） 第２回水産業部会

20 日 第２回林業部会

第２回商工業部会

第２回観光部会

21 日 第２回連携テーマ部会

23 日 第２回フォローアップ委員会

3 月 23 日 第３回フォローアップ委員会

31 日 第２期産業振興計画ver.4の決定

8 月 24 日 第１回フォローアップ委員会

　【主な検討事項】◇「高知県まち・ひと・しごと創生総合戦略〈平成27
　　　　　　　　　　年度改定版〉」の概要について
　　　　　　　　　◇総合戦略で取り組む分野（少子化対策、女性の活躍
　　　　　　　　　　の場の拡大、中山間対策）の取り組み概要及び進捗
　　　　　　　　　　状況について

8 月 31 日 第１回農業部会

9 月 1 日 第１回水産業部会

2 日 第１回林業部会

7 日 第１回商工業部会

第１回観光部会

9 日 第１回連携テーマ部会

※　下線部は、フォローアップ委員会関係

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　【主な検討事項】◇高知県経済等の動向
　　　　　　　　　◇産業成長戦略の平成26年度の進捗状況等
　　　　　　　　　◇産業成長戦略の平成27年度の改定のポイント
　　　　　　　　　◇第２期産業振興計画ver.4改定のポイント(全体ま
                    とめ)

　【主な検討事項】◇地域アクションプランの平成26年度の進捗状況
　　　　　        ◇第２期高知県産業振興計画ver.4（案）
　　　　　　　　　・地域アクションプランの平成27年度の追加・拡充・
　　　　　　　　　　削除項目
　　　　　　　　　・産業成長戦略の平成27年度県予算を踏まえた重点項目
　　　　　　　　　・第２期高知県産業振興計画ver.4の主な改定内容
　　　　　　　　　◇平成27年度産業振興計画フォローアップ体制及び年間
　　　　　　　　　　スケジュール
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　１　フォローアップの経過　（続き）

2015年 9 月 14 日 第２回フォローアップ委員会

（平成27年）

2016年 1 月 18 日 第２回連携テーマ部会

（平成28年） 第２回水産業部会

19 日 第２回農業部会

1 月 20 日 第２林業部会

第２回商工業部会

第２回観光部会

22 日 第３回フォローアップ委員会

3 月 28 日 第４回フォローアップ委員会

31 日 第３期産業振興計画の決定

9 月 1 日 第１回水産業部会

2 日 第１回農業部会

第１回商工業部会

5 日 第１回林業部会

7 日 第１回観光部会

第１回連携テーマ部会

12 日 第１回フォローアップ委員会

　【主な検討事項】◇第２期産業振興計画の総括について
　　　　　　　　　◇第３期産業振興計画の取り組み状況等について
　　　　　　　　　・産業成長戦略の上半期の進捗状況等、取り組みの
　　　　　　　　　　強化の方向性
　　　　　　　　　・地域アクションプランの上半期の進捗状況、
　　　　　　　　　　今年度の追加等
　　　　　　　　　◇まち・ひと・しごと創生総合戦略の取り組み状況等
　　　　　　　　　　について（基本目標３、４）

2017年 1 月 13 日 第２回商工業部会

（平成29年） 16 日 第２回農業部会

第２回林業部会

※　下線部は、フォローアップ委員会関係

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　【主な検討事項】◇「高知県まち・ひと・しごと創生総合戦略」のバ
　　　　　　　　　　ージョンアップのポイントについて（少子化対策等）
　　　　　　　　　◇第２期産業振興計画ver.４の進捗状況等について
　　　　　　　　　　（地域アクションプランの追加等）
　　　　　　　　　◇第２期産業振興計画の実行３年半の取り組みの総括
　　　　　　　　　　等について
　　　　　　　　　　・産業成長戦略の実行３年半の取り組みの総括
　　　　　　　　　　・地域アクションプランの実行３年半の取り組みの
　　　　　　　　　　　総括
　　　　　　　　　◇第２期産業振興計画の成果や課題を踏まえた次の
　　　　　　　　　　ステージにおける「さらなる挑戦」について

　【主な検討事項】◇第３期高知県産業振興計画の全体像（案）について
　　　　　　　　　◇第３期高知県産業振興計画の産業成長戦略（案）に
　　　　　　　　　　ついて
　　　　　　　　　◇高知県まち・ひと・しごと創生総合戦略の平成28年
　　　　　　　　　　度の重点施策（案）について（基本目標４）

　【主な検討事項】◇高知県まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成28年度
　　　　　　　　　　版）（案）について
　　　　　　　　　・総合戦略の改定案
　　　　　　　　　・基本目標３の重点施策（案）
　　　　　　　　　◇第３期高知県産業振興計画（案）について
　　　　　　　　　・総論・産業成長戦略（案）
　　　　　　　　　・地域アクションプラン（案）
　　　　　　　　　・地域産業クラスタープロジェクト（案）
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　１　フォローアップの経過　（続き）

2017年 1 月 16 日 第２回水産業部会

（平成29年） 17 日 第２回連携テーマ部会

18 日 第２回観光部会

20 日 第２回フォローアップ委員会

3 月 28 日 第３回フォローアップ委員会

31 日 第３期産業振興計画ver.2の決定

9 月 5 日 第１回商工業部会

11 日 第１回農業部会

第１回林業部会

第１回水産業部会

第１回観光部会

14 日 第１回連携テーマ部会

19 日 第１回フォローアップ委員会

　【主な検討事項】◇第３期産業振興計画ver.2の取り組み状況等について
　　　　　　　　　・産業成長戦略の上半期の進捗状況等
　　　　　　　　　・持続的な拡大再生産の好循環に向けたさらなる
　　　　　　　　　　「地産の強化」
　　　　　　　　　・地域アクションプランの上半期の進捗状況、
　　　　　　　　　　今年度の追加等
　　　　　　　　　◇まち・ひと・しごと創生総合戦略の取り組み状況等
　　　　　　　　　　について（基本目標３、４）

2018年 1 月 16 日 第２回農業部会

（平成30年） 17 日 第２回商工業部会

18 日 第２回林業部会

第２回水産業部会

第２回観光部会

第２回連携テーマ部会

22 日 第２回フォローアップ委員会

※　下線部は、フォローアップ委員会関係

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　【主な検討事項】◇第３期産業振興計画について
　　　　　　　　　・平成28年度の進捗状況等
　　　　　　　　　・平成29年度の改定のポイント
　　　　　　　　　◇まち・ひと・しごと創生総合戦略について
　　　　　　　　　（基本目標４）
　　　　　　　　　・平成28年度の進捗状況等
　　　　　　　　　・平成29年度の改定のポイント

　【主な検討事項】◇第３期産業振興計画の進捗状況について
　　　　　　　　　・地域産業クラスターの平成28年度の進捗状況等
　　　　　　　　　・地域アクションプランの平成28年度の進捗状況等
　　　　　        ◇第３期産業振興計画ver.2（案）について
　　　　　　　　　・地域アクションプランの改定
　　　　　　　　　・産業成長戦略の改定
　　　　　　　　　◇まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成29年度版）
　　　　　　　　　　（案）について

　【主な検討事項】◇第３期産業振興計画について
　　　　　　　　　・第３期産業振興計画ver.3の改定のポイント
　　　　　　　　　  （全体まとめ）
　　　　　　　　　・産業成長戦略の平成29年度の進捗状況等と平成30年度
　　　　　　　　　　の改定のポイント
　　　　　　　　　◇まち・ひと・しごと創生総合戦略について
　　　　　　　　　  （基本目標３、４）
　　　　　　　　　・平成29年度の進捗状況等
　　　　　　　　　・平成30年度の改定のポイント

171



　１　フォローアップの経過　（続き）

2018年 3 月 27 日 第３回フォローアップ委員会

（平成30年）

31 日 第３期産業振興計画ver.3の決定

8 月 31 日 第１回農業部会

9 月 7 日 第１回観光部会

10 日 第１回林業部会

第１回水産業部会

第１回商工業部会

14 日 第１回フォローアップ委員会

　【主な検討事項】◇第３期産業振興計画ver.3の取り組み状況等について
　　　　　　　　　・産業成長戦略の上半期の進捗状況及びさらなる強化策
　　　　　　　　　・地域アクションプランの上半期の進捗状況、今年度の
                    追加等
　　　　　　　　　◇まち・ひと・しごと創生総合戦略の取り組み状況等
　　　　　　　　　　について（基本目標３、４）

2019年 1 月 17 日 第２回農業部会

（平成31年） 18 日 第２回林業部会

第２回水産業部会

第２回商工業部会

22 日 第２回観光部会

24 日 第２回フォローアップ委員会

3 月 27 日 第３回フォローアップ委員会

31 日 第３期産業振興計画ver.4の決定

（令和元年） 9 月 2 日 第１回農業部会

第１回商工業部会

4 日 第１回水産業部会

9 日 第１回林業部会

第１回観光部会

※　下線部は、フォローアップ委員会関係

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　【主な検討事項】◇第３期産業振興計画ver.3（案）について
　　　　　　　　　・計画の改定
　　　　　　　　　・地域産業クラスタープロジェクトの追加等
　　　　　　　　　  （平成29年度の進捗状況等を含む）
　　　　　　　　　・地域アクションプランの改定
　　　　　　　　　  （平成29年度の進捗状況等を含む）
　　　　　　　　　・平成30年度のフォローアップ体制
　　　　　　　　　◇まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成30年度版）
　　　　　　　　　  （案）について

　【主な検討事項】◇第３期産業振興計画について
　　　　　　　　　・産業成長戦略の平成30年度の進捗状況及び平成31年度
　　　　　　　　　　の改定のポイント
　　　　　　　　　◇まち・ひと・しごと創生総合戦略について
　　　　　　　　　  （基本目標３、４）
　　　　　　　　　・平成30年度の進捗状況及び平成31年度の改定のポイン
                    ト

　【主な検討事項】◇第３期産業振興計画の進捗状況等について
　　　　　　　　　・地域産業クラスターの平成30年度の進捗状況等
　　　　　　　　　・地域アクションプランの平成30年度の進捗状況等
　　　　　        ◇第３期産業振興計画ver.4（案）について
　　　　　　　　　・地域アクションプランの改定
　　　　　　　　　・計画の改定
　　　　　　　　　◇まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成31年度版）
　　　　　　　　　  （案）について
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　１　フォローアップの経過　（続き）

2019年 9 月 17 日 第１回フォローアップ委員会

（令和元年）

2020年 1 月 30 日 第２回農業部会

（令和２年） 第２回水産業部会

31 日 第２回商工業部会

2 月 3 日 第２回林業部会

4 日 第２回観光部会

7 日 第２回フォローアップ委員会

3 月 31 日 第４期産業振興計画の決定

6 月 23 日 第１回フォローアップ委員会

【主な検討事項】  ◇第４期産業振興計画のフォローアップ体制及び
　　　　　　　　　　スケジュールについて
　　　　　　　　　◇高知県経済の現状等について
　　　　　　　　　◇新型コロナウイルス感染症による経済影響対策の
                    取り組みと今後の方向性について

9 月 11 日 第１回農業部会

第１回商工業部会

14 日 第１回林業部会

第１回観光部会

15 日 第１回水産業部会

25 日 第２回フォローアップ委員会

【主な検討事項】  ◇第３期産業振興計画の総括について
　　　　　　　　　◇新型コロナウイルス感染症による経済影響対策の
　　　　　　　　　　取り組みと今後の方向性について
　　　　　　　　　◇第４期産業振興計画の取り組み状況等について
　　　　　　　　　・関西圏との経済連携の強化について
　　　　　　　　　・産業成長戦略の上半期の進捗状況等について

2021年 1 月 15 日 第２回農業部会

（令和３年） 18 日 第２回商工業部会

19 日 第２回林業部会

第２回水産業部会

20 日 第２回観光部会

※　下線部は、フォローアップ委員会関係

〃

〃

〃

〃

【主な検討事項】  ◇第３期産業振興計画及びまち・ひと・しごと創生
　　　　　　　　　　総合戦略の成果や今後の強化の方向性について
　　　　　　　　　◇第３期産業振興計画の実行３年半の取り組みの
　　　　　　　　　　総括とさらなる挑戦について
　　　　　　　　　・産業成長戦略
　　　　　　　　　・地域産業クラスタープロジェクト
　　　　　　　　　・地域アクションプラン
　　　　　　　　　◇まち・ひと・しごと創生総合戦略（基本目標３、
　　　　　　　　　　４）の実行４年半の取り組みの総括とさらなる
　　　　　　　　　　挑戦について
　　　　　　　　　・若い世代の「結婚」「妊娠・出産」「子育て」の
　　　　　　　　　　希望をかなえる、女性の活躍の場の拡大（基本
　　　　　　　　　　目標３）
　　　　　　　　　・コンパクトな中心部と小さな拠点との連携により
　　　　　　　　　　人々のくらしを守る（基本目標４）

　【主な検討事項】◇第４期産業振興計画の全体像（案）について
　　　　　　　　　◇第４期産業振興計画の産業成長戦略（案）
　　　　　　　　　　について
　　　　　　　　　◇第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略の全体像
　　　　　　　　　　（案）について
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　１　フォローアップの経過　（続き）

2021年 1 月 25 日 第３回フォローアップ委員会

（令和３年）

3 月 31 日 第４期産業振興計画ver.2の決定

6 月 22 日 第１回フォローアップ委員会

【主な検討事項】  ◇新型コロナウイルス感染症による経済影響対策の
　　　　　　　　　　取り組みと今後の方向性について
　　　　　　　　　◇令和３年度の産業成長戦略に係る重点取り組みの
　　　　　　　　　　進め方について

9 月 13 日 第１回林業部会

第１回水産業部会

第１回商工業部会

17 日 第２回フォローアップ委員会

【主な検討事項】  ◇第４期産業振興計画ver.2の取り組み状況等について
　　　　　　　　　・さらなる強化策
　　　　　　　　　・専門部会報告
　　　　　　　　　・地域アクションプランの追加項目
　　　　　　　　　◇令和４年度に向けた連携テーマの見直しについて

10 月 20 日 第１回観光部会

27 日 第１回農業部会

2022年 2 月 2 日 第２回農業部会

（令和４年） 第２回林業部会

第２回商工業部会

第２回観光部会

7 日 第２回水産業部会

14 日 第３回フォローアップ委員会

3 月 31 日 第４期産業振興計画ver.3の決定

7 月 4 日 第１回水産業部会

5 日 第１回林業部会

〃 第１回観光部会

6 日 第１回農業部会

〃 第１回商工業部会

※　下線部は、フォローアップ委員会関係

〃

〃

〃

〃

〃

　【主な検討事項】◇新型コロナウイルス感染症による経済影響対策の
　　　　　　　　　　取り組み
　　　　　　　　　◇第４期産業振興計画について
　　　　　　　　　・第４期産業振興計画ver.2の強化のポイント
　　　　　　　　　　について（案）
　　　　　　　　　・関西圏との経済連携の強化について
　　　　　　　　　・産業成長戦略の令和２年度の進捗状況及び令和３年度
　　　　　　　　　　の強化のポイント（分野別）（案）
　　　　　　　　　・地域アクションプランの令和３年度の追加・削除
　　　　　　　　　　項目（案）

　【主な検討事項】◇第４期産業振興計画について
　　　　　　　　　・第４期産業振興計画ver.3の強化のポイント（案）
　　　　　　　　　・令和３年度の進捗状況及び令和４年度の強化の
　　　　　　　　　　ポイント（分野別）（案）
　　　　　　　　　・令和４年度の連携テーマの取り組み（案）
　　　　　　　　　・地域アクションプランの令和４年度の追加・削除
　　　　　　　　　　項目（案）
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　１　フォローアップの経過　（続き）

2022年 7 月 11 日 第１回フォローアップ委員会

（令和４年）

10 月 24 日 第２回林業部会

26 日 第２回水産業部会

第２回観光部会

27 日 第２回農業部会

第２回商工業部会

11 月 2 日 第２回フォローアップ委員会

【主な検討事項】
◇原油価格・物価高騰対策について
◇第４期産業振興計画の令和４年度上半期の進捗状況及び令和５年度の
　取り組みの強化の方向性等について
　・各産業分野の取り組み状況等について
　・連携テーマのプロジェクトの取り組み状況等について
　・関西戦略におけるさらなる外商強化策

1 月 26 日 第３回水産業部会

第３回観光部会

2 月 1 日 第３回林業部会

6 日 第３回農業部会

2023年 第３回商工業部会

（令和５年） 13 日 第３回フォローアップ委員会

3 月 23 日 第４回林業部会

3 月 31 日 第４期産業振興計画ver.4の決定

7 月 19 日 第１回林業部会

25 日 第１回観光部会

9 月 4 日 第１回農業部会

5 日 第２回林業部会

6 日 第１回商工業部会

7 日 第１回水産業部会

※　下線部は、フォローアップ委員会関係

〃

〃

〃

〃

【主な検討事項】
◇原油価格・物価高騰対策について
◇第４期産業振興計画の令和３年度の進捗状況及び今後の取り組み等に
　ついて
　・各産業分野の令和３年度の進捗状況及び今後の取り組み
　・専門部会報告
　・連携テーマのプロジェクトの取り組み
　・関西・高知経済連携強化戦略の取り組み
　・地域アクションプランの削除項目（案）

　【主な検討事項】
◇原油価格・物価高騰の状況について
◇第４期産業振興計画について
　・第４期産業振興計画ver.4の強化のポイント（案）
　・令和５年度の取り組みの強化のポイント（分野別）（案）
　・専門部会報告
　・令和５年度の連携テーマの取り組み（案）
　・関西・高知経済連携強化戦略進捗状況とver.3強化策のポイント（案）
　・地域アクションプランの令和５年度の追加・削除項目（案）
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　１　フォローアップの経過　（続き）

2023年 14 日 第１回フォローアップ委員会

（令和５年）

2024年 1 月 22 日 第２回観光部会

（令和６年） 26 日 第３回林業部会

第２回水産業部会

29 日 第２回農業部会

30 日 第２回商工業部会

2 月 6 日 第２回フォローアップ委員会

3 月 31 日 第５期産業振興計画の決定

10 月 21 日 第１回観光部会

10 月 22 日 第１回農業部会

第１回水産業部会

24 日 第１回商工業部会

29 日 第１回林業部会

11 月 6 日 第１回フォローアップ委員会

2025年 1 月 24 日 第２回商工業部会

（令和７年） 28 日 第２回農業部会

第２回林業部会

第２回観光部会

29 日 第２回水産業部会

2 月 6 日 第２回フォローアップ委員会

3 月 31 日 第５期産業振興計画ver.2の決定

※　下線部は、フォローアップ委員会関係

〃

〃

〃

〃

【主な検討事項】
◇第４期産業振興計画の実行３年半の取り組みの総括について
　・全体総括
　・産業成長戦略
　・関西・高知経済連携強化戦略
　・地域アクションプラン
　・地域産業クラスタープロジェクト
◇産業振興計画の今後の強化の方向性について

【主な検討事項】
◇第５期高知県産業振興計画の全体像（案）について
◇第５期高知県産業振興計画の産業成長戦略（案）について
◇第５期高知県産業振興計画の地域アクションプラン（案）について

【主な検討事項】
◇第４期産業振興計画の総括について
◇第５期産業振興計画の取り組み状況等について
　・第５期産業振興計画　計画全体を貫く目標の達成見込みについて
　・各産業分野の令和６年度上半期の進捗状況及び強化の方向性について
　・連携テーマの令和６年度上半期の進捗状況及び強化の方向性について
　・次世代産業創造プロジェクトの令和６年度上半期の進捗状況及び強化の
　　方向性について

【主な検討事項】
◇第５期産業振興計画　計画全体を貫く目標の達成見込みについて
◇第５期産業振興計画におけるバージョンアップのポイント（案）について
◇産業成長戦略の令和７年度の取り組みの強化のポイント（案）について
◇地域アクションプランの令和７年度の追加・削除項目（案）について
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 （敬称略）

農　 業 久岡　隆 農　 業 高知県農業協同組合中央会 代表理事会長

林　 業 戸田　昭 林　 業 高知県森林組合連合会 代表理事会長

水産業 澳本　健也 水産業 高知県漁業協同組合 代表理事組合長

西山　彰一 商工業 高知県商工会議所連合会 会頭

山崎　道生 商工業 一般社団法人高知県工業会 会長

観　 光 新開　祐二 観　 光 一般社団法人日本旅行業協会中四国支部高知県支部 支部長

小林　達司 株式会社四国銀行 代表取締役頭取

海治　勝彦 株式会社高知銀行 代表取締役頭取

山﨑　久留美 高知信用金庫 理事長

石塚　悟史 国立大学法人高知大学
副学長
(地域連携担当)

永幡　崇 日本銀行高知支店 支店長

野﨑　裕子 株式会社東京リーガルマインド 取締役

芳賀　裕子 名古屋商科大学ビジネススクール 教授

桑名　龍吾 高知県市長会 会長 高知市長

上村　誠 高知県町村会  会長 北川村長

弘瀨　優 高知市 副市長

計　16名

令和６年度　高知県産業振興計画フォローアップ委員会委員名簿

分　 野 氏　　名 専門部会
部会員等 所　属　及　び　役　職 備考

商工業

地　　　方
金融機関

有識者等

市町村長
の

代表者等
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（敬称略　部会毎に五十音順）

田中　壮太 国立大学法人高知大学農林海洋科学部 教授

富田　雅之 高知県全国取引会社協議会 会長

中山　太陽 土佐経済同友会 幹事

永森　文英 高知県指導農業士連絡協議会 会長

野村　有弘 高知県食品工業団地事業協同組合 専務理事

副部会長 原　心一 一般社団法人高知県農業会議 副会長

部会長 久岡　隆 ○ 高知県農業協同組合中央会 代表理事会長

三谷　英子 学校法人三谷学園ＲＫＣ調理製菓専門学校 常任顧問

宮地　幸 ＪＡ高知女性組織協議会 会長

山下　文広 高知県農業協同組合 代表理事専務

副部会長 小川　康夫 一般社団法人高知県木材協会 会長

川端　俊雄 ヤドリギ 代表

後藤　純一 国立大学法人高知大学 名誉教授

部会長 戸田　昭 ○ 高知県森林組合連合会 代表理事会長

濱﨑　康子 株式会社はまさき 取締役

福吉　修二 高知県素材生産業協同組合連合会 専務理事

堀澤　栄 高知県公立大学法人　高知工科大学 教授

宮沢　一正 四国森林管理局 森林整備部長

毛綱　昌弘
国立研究開発法人森林研究・整備機構 森林総合
研究所　四国支所　

産学官民連携推
進調整監

山本　直子 公益社団法人高知県建築士会
女性委員会副委
員長

副部会長 浦尻　和伸 すくも湾漁業協同組合 代表理事組合長

部会長 澳本　健也 ○ 高知県漁業協同組合 代表理事組合長

木下　清 奈半利町漁業協同組合 代表理事組合長

徳廣　好彦 高知中央市場鮮魚仲卸協同組合 代表理事

中田　勝淑 高知かつお漁業協同組合 理事

西内　正 株式会社タカビシ食品 代表取締役

濵町　明恵 有限会社土佐佐賀産直出荷組合 代表取締役

宮本　貴光 高知県水産物産地買受人連絡協議会 会長

森岡　克司
国立大学法人高知大学
教育研究部自然科学系農学部門　

教授

山本　力 有限会社タカシン水産 代表取締役

令和６年度　高知県産業振興計画フォローアップ委員会　専門部会員

部　 会 部会長 氏　　名 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ
委員 所　属　及　び　役　職 備考

部　 会 部会長 氏　　名 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ
委員 所　属　及　び　役　職 備考

部　 会 部会長 氏　　名 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ
委員 所　属　及　び　役　職 備考

農　 業

林　 業

水産業
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（敬称略　部会毎に五十音順）

上村　浩
高知県公立大学法人高知工科大学データ＆イノ
ベーション学群

教授

梶原　絹代 高知県商工会議所女性会連合会 会長

武田　秀義 高知県商工会連合会 会長

中島　和代 なかじま企画事務所 代表者

中城　一明 一般社団法人高知県情報産業協会 会長

部会長 西山　彰一 ○ 高知県商工会議所連合会 会頭

久松　朋水 高知県中小企業団体中央会 会長

廣末　幸彦 高知県商店街振興組合連合会 理事長

弥勒　美彦 公益社団法人高知県貿易協会 会長

森澤　正博 一般社団法人高知県製紙工業会 理事長

副部会長 山崎　道生 ○ 一般社団法人高知県工業会 会長

岡村　健志 国立大学法人高知大学次世代地域創造センター 准教授

鎌倉　昭浩 公益財団法人高知県文化財団 理事長

北古味　潤 高知ファイティングドッグス株式会社 代表取締役

黒笹　慈幾 国立大学法人高知大学地域協働学部 客員教授

部会長 新開　祐二 ○
一般社団法人日本旅行業協会中四国支部高知県
支部

支部長

樋口　毅彦 一般社団法人高知県バス協会 会長

副部会長 古谷　博 高知県旅館ホテル生活衛生同業組合 副理事長

町田　美紀 株式会社ａｎｄ． 取締役

三井　幸一 高知SGG善意通訳クラブ 会長

森　恒一郎 土佐経済同友会 観光推進委員長

部　 会 部会長 氏　　名 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ
委員 所　属　及　び　役　職 備考

部　 会 部会長 氏　　名 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ
委員 所　属　及　び　役　職 備考

商工業

観　 光
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高知県産業振興計画フォローアップ委員会設置要綱

（設置）

第１条 県経済に活力を取り戻し、将来に一層の希望を持って暮らすことのできる高知県づくりを目

指して、官民協働で実行する高知県産業振興計画（以下「産業振興計画」という。）の検証等を行い、

より効果的かつ実効性あるものとするため、高知県産業振興計画フォローアップ委員会（以下「委

員会」という。）を設置する。

（所掌事務）

第２条 委員会は、次に掲げる事務を所掌する。

(１) 産業振興計画の進捗状況の検証、評価、修正・追加にかかる検討に関すること。

(２) その他委員会の目的を達成するために必要な事項に関すること。

（委員及び組織）

第３条 委員会の委員は、次の各号に掲げる者のうちから知事が委嘱する。

(１) 農業、林業、水産業、商工業、観光に関する団体の代表者

(２) 地方銀行の代表者

(３) 有識者

(４) 市町村長の代表者

(５) その他知事が必要と認める者

２ 委員の任期は、委嘱の日から、委嘱の日の属する年度の翌年度の３月３１日までとする。ただし、

委員の交代又は増員による場合は、他の委員の残任期と同じとする。

３ 委員会に委員長１名及び副委員長２名を置き、委員の互選により定める。

４ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。

５ 副委員長は、委員長を助け、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、その職務を代

理する。

６ 委員長は、必要があると認めるときは委員以外の関係者の出席を求め、資料の提出、意見の表明、

説明その他の協力を求めることができる。

（会議）

第４条 委員会の会議（以下「委員会議」という。）は、委員長が招集し、委員長が議長となる。ただ

し、委員長及び副委員長が選任される前に招集される委員会議については、知事が招集することが

できる。

２ 委員会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。

３ 委員会議は公開とする。ただし、委員会において特に必要があると認めるときは、非公開とする

ことができる。

４ 第３条第１項に定める委員が委員会議を欠席する場合、委員長は当該委員の申し出により代理出
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席を認めることができる。ただし、委員長及び副委員長が選任される前に招集される委員会議は、

第３条第１項に定める委員の申し出により、知事が代理出席を認めることができる。

（戦略検討委員会）

第５条 県経済の持続的な成長に向けて、産業振興計画において必要な戦略等を検討するため、委員

会に戦略検討委員会を設置することができる。

２ 戦略検討委員会の委員は、次の各号に掲げる者のうちから知事が委嘱又は任命する。

（１） 県経済に関する識見を有する者

（２） 学識経験者

（３） その他知事が必要と認める者

３ 委員の任期は、委嘱又は任命の日から、委嘱又は任命の日の属する年度の３月３１日までとする。

４ 戦略検討委員会に委員長１名及び副委員長１名を置き、委員の互選により定める。

５ 委員長は、会務を総理し、戦略検討委員会を代表する。

６ 副委員長は、委員長を助け、委員長に事故があるとき又は委員長が欠けたときは、その職務を代

理する。

７ 戦略検討委員会の会議は、委員長が必要に応じて招集し、委員長が議長となる。ただし、委員長

が選任される前に招集される戦略検討委員会の会議については、知事が招集することができる。

８ 委員長は、必要があると認めるときは委員以外の関係者の出席を求め、資料の提出、意見の表明、

説明その他の協力を求めることができる。ただし、委員長及び副委員長が選任される前に招集され

る戦略検討委員会の会議は、知事が関係者に出席その他の協力を求めることができる。

（専門部会）

第６条 産業振興計画の産業成長戦略の実行に関し、専門分野の成長戦略について必要なフォローア

ップを行うため、委員会に次の各号に定める専門部会を設置する。

(１) 農業部会

(２) 林業部会

(３) 水産業部会

(４) 商工業部会

(５) 観光部会

２ 各専門部会の部会員は、委員会の委員及び次の各号に掲げる者のうちから知事が委嘱又は任命す

る。

(１) 学識経験者

(２) 地域活性化の実践的な活動に実績を有する者

(３) 商工業、観光に関する実務に識見を有する者

３ 部会員の任期は、委嘱又は任命の日から、委嘱又は任命の日の属する年度の翌年度の３月３１日

までとする。ただし、部会員の交代又は増員による場合は、他の部会員の残任期と同じとする。

４ 専門部会に部会長１名及び副部会長１名を置き、部会員の互選により定める。
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５ 部会長は、会務を総理し、部会を代表する。

６ 副部会長は、部会長を助け、部会長に事故があるとき又は部会長が欠けたときは、その職務を代

理する。

７ 専門部会の会議は、部会長が必要に応じて招集し、部会長が議長となる。ただし、部会長が選任

される前に招集される専門部会の会議については、知事が招集することができる。

８ 第２項に定める部会員が専門部会の会議を欠席する場合、部会長は当該部会員の申し出により代

理出席を認めることができる。ただし、部会長が選任される前に招集される専門部会の会議は、第

２項に定める部会員の申し出により、知事が代理出席を認めることができる。

９ 専門部会の事務局は、当該分野を所管する部の主管課に置く。

（地域アクションプランフォローアップ会議）

第７条 産業振興計画の地域アクションプランの実行に関し、必要なフォローアップを行うため、地

域アクションプランフォローアップ会議（以下「フォローアップ会議」という。）を設置する。

２ フォローアップ会議の名称及びそれぞれの対象地域は、次の表に定めるとおりとする。

３ 各フォローアップ会議の委員（以下「会議委員」という。）は、次の各号に掲げる者のうちから知

事が委嘱する。

(１) 市町村長

(２) 農業、林業、水産業、商工業、観光に関する団体の代表者

(３) その他知事が必要と認める者

４ 会議委員の任期は、委嘱の日から、委嘱の日の属する年度の翌年度の３月３１日までとする。た

だし、会議委員の交代又は増員による場合は、他の会議委員の残任期と同じとする。

５ フォローアップ会議に座長を置き、会議委員の互選により定める。また、会議委員の互選により、

名称 対象地域

安芸地域アクションプラン

フォローアップ会議

室戸市 安芸市 東洋町 奈半利町 田野町 安田町

北川村 馬路村 芸西村

物部川地域アクションプラン

フォローアップ会議

南国市 香南市 香美市

高知市地域アクションプラン

フォローアップ会議

高知市

嶺北地域アクションプラン

フォローアップ会議

本山町 大豊町 土佐町 大川村

仁淀川地域アクションプラン

フォローアップ会議

土佐市 いの町 仁淀川町 佐川町 越知町 日高村

高幡地域アクションプラン

フォローアップ会議

須崎市 中土佐町 檮原町 津野町 四万十町

幡多地域アクションプラン

フォローアップ会議

宿毛市 土佐清水市 四万十市 大月町 三原村 黒潮町
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副座長を置くことができる。

６ 副座長は、座長を助け、座長に事故があるときまたは座長が欠けたときは、その職務を代理する。

７ フォローアップ会議の会合は、座長が必要に応じて招集し、座長が議長となる。ただし、座長が

選任される前に招集されるフォローアップ会議については、知事が招集することができる。

８ 第３項に定める会議委員がフォローアップ会議を欠席する場合、座長は当該会議委員の申し出に

より代理出席を認めることができる。ただし、座長が選任される前に招集されるフォローアップ会

議は、第３項に定める会議委員の申し出により、知事が代理出席を認めることができる。

９ フォローアップ会議の事務局は、対象地域に設置する産業振興推進地域本部に置く。

（事務局）

第８条 委員会の事務局は、産業振興推進部産業政策課に置く。

（雑則）

第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に諮って

定める。

附 則

この要綱は、平成２２年５月７日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２４年７月１３日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２６年７月１８日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２７年７月９日から施行する。

附 則

この要綱は、平成２８年７月２６日から施行する。

附 則

この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。

附 則

この要綱は、令和２年５月１５日から施行する。

附 則

この要綱は、令和５年４月28日から施行する。

附 則

この要綱は、令和６年４月１日から施行する。
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附 則

この要綱は、令和７年４月１日から施行する。
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